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「工学部年報1999年 版」刊行 によせて

工学研究科長 ・工学部長 村 田 顯二

大阪府立大学工学部 ・工学研究科では自己点検 ・評価及び社会貢献の一環 として研究成果の公表を行

っています。今回は1999年1月 か ら12月 までの1年 間の成果の報告です。「工学部年報1990」 として最

初に発行 して以来、第10巻 目とな ります。教授76名 、助教授52名 、講師37名 、助手76名 、合計241名

(平成12年1月1日 現在)の 教員、大学院生(博 士前期課程、後期課程)及 び学部4回 生(卒 業研究受

講生)ら によってなされた研究活動状況をまとめたものです。 これらの活動の中には、産官学の共同研

究による成果 も含 まれていることと思います。この報告は、以下のような様々な活動を示 しています。

学術論文、国内外での学術講演会 における発表、新聞や雑誌 に掲載された記事、文部省科学研究費補助

金、教育 ・研究奨励寄付金、受託研究、各種共同研究、修士論文、博士論文、学長による顕彰者等のリ

ス トを掲載 してあ ります。

本年報の意義は、先ず我々構成員が取 り組んでいる研究テーマの内容を公開することにあ ります。工

学部には、機械系、電気 ・情報系、物質系に分類 される13学科があ ります。航空宇宙工学科、海洋シス

テム工学科、経営工学科は全国的にも数少ない特徴のある学科です。このようなことからも成果の多種

多様さが ご理解いただけるものと思います。内容的には実用化に結び付 く応用的な研究、これ らの研究

を支える基礎的な研究、さらにはこれらの基本 となる数理科学の基礎研究 と大枠3つ に分類できるで し

ょう。短期 目標、中 ・長期 目標を立てなが ら自ら成果の進展 を見据えるなかで、 自己点検 ・評価を常に

怠らないことが重要であ ります。

近年、産官学の協力体制の重要性が強調されています。本学でも本年4月 から企業で研 究開発に携わ

ることが許されることになりました。産官学共同研究が一層活発になるものと思われます。本来は 「工

学部年報」を一方的に情報発信するのではな く、大学の研究者が企業に足 を運んで、産業を直に見て、

産業の素晴 らしさ、産業の難しさをもっと知ることも大切であります。本 「工学部年報」が関係諸氏の

目に止ま り、我々大学人が このような機会を得るきっかけになれば と思います。研究協力の推進 に少 し

でも役立つ ものであればと切に願 う次第です。

皆様の忌たんのないご意見を仰 ぐとともに、本報告が次の発展につながっていくことを期待 しなが ら、

刊行に寄せる言葉 とさせていただきます。

2000年1月
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大阪府立大学工学部 組織表

1事 務 司
1

1学 生 副

機械システム工学科(2大 講座)

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

ヨ エ 学 部II
エネルギー機械工学科(2大 講座)

1学 部 トー 航 空 宇 宙 工 学 科(2大 講座)

1大阪府立大学 ト ヨ 農学剖 電気電子システム工学科(2大 講座)

電 子 物 理 工 学 科(2大 講座)

■ 繍 学部 情 報 工 学 科(2大 講座)

■ 総合科学副 応 用 化 学 科(2大 講座)

化 学 工 学 科(2大 講座)

■ 社会翻 学部1 材 料 工 学 科(2大 講座)

機 能 物 質 科 学 科(2大 講座)

海洋システム工学科(2大 講座)

経 営 工 学 科(2大 講座)

数 理 工 学 科(2大 講座)

生 産 技 術 セ ン タ ー

科 学 技 術共 同研 究 セ ン タ ー

1工 学研究科1 機
械
系
専
攻

機 械 シ ス テ ム 工 学

(博士課程)

一

一

エ ネ ル ギ ー 機 械 工 学

医 学院ト 航 空 宇 宙 工 学

降 学蛉 科学研究科i 海 洋 シ ス テ ム 工 学

霞
塾

情報

系
専攻

数 理 工 学

1繍 学研究司 電 子 物 理 工 学

降 合科学研究釧 電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学

情 報 工 学

1燗 文僻 研究司 経 営 工 学

陸 学綱 究科1 物質

系
専攻

応 用 化 学

化 学 工 学

■ 社会福祉学研究科1 材 料 工 学

i総合情靴 ・タ■ 機 能 物 質 科 学

1先端科学研究所1



機 械 シ ス テ ム 工 学 科

機械基礎工学講座

教 授 杉 村 延 広

助教授 大多尾 義 弘

講 師IonSuliciu

助 手 楳 田 努

高機能機械システム講座

教 授 岩 田 耕 一

藤 田 勝 久

助教授 久 保 速 雄

講 師 井 上 久 弘

助 手 菊 田 久 雄

新 谷 篤 彦

谷 川 義 信

杉 本 正 勝

三 村 耕 司

河 村 隆 介

谷 村 眞 治

朱 文 輝

谷 水 義 隆

小 野 敏 郎 田 中 芳 雄

平 井 義 彦

和 田 光 代

木 村 哲 也 嶋 橋 安 廣
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■TransientWavePropagationinLayeredOrthotropic

Plates

(多 層 直 交 異 方 性 板 に お け る 過 渡 波 の 伝 ぱ)

K,Liu,X.Li,S.Tanimura

JSMEInternationalJournal,A,42,3,328-333(1999),

(Computationalmechanics,Numericalanalysis,Stress

wave,Layeredorthotropicplate)

■ 段 付 薄 肉 円 管 に 対 す る 衝 撃 圧 潰 試 験 お よ び 同 部 材 の エ ネ ル

ギ ー 吸 収 能 の 評 価 に 関 す る 研 究

(DynamicAxia{CrushingTesttoThin-Walled

CircularTubeSpecimenandEvaluationoflts

EnergyAbsorptionAbility)

谷 村 眞 治,三 村 耕 司,石 川 雄 一,楳 田 努

日本 機 械 学 会 論 文 集A編65,635,1622-1628(1999).

(Stresswave,Materialtesting,Dynamicprogresslve

buckling,Loadsensingblock,Aluminiumalloys,Energy

absorptionability)

■DynamicFailureofStructuresduetotheGreat

Hansin-AwajiEarthquake

(阪 神 ・淡 路 大 震 災 で の 構 造 物 の 衝 撃(動 的)破 損)

S.Tanimura,K。MimuraandK.Liu

ImpactResponseofMaterials&Structures,Ed.byV.

P.W.Shim,S.Tanimura,andC.T.Lim,OxfordUniv,

Press,87-99(1999).

(Dynamicfailure,Structure,Earthquake,Numerical

simulation,Stresswave)

ImpactResponseofMaterials&Structures,Ed.byV.

P.W.Shim,S.Tanimura,andC.T.Lim,OxfordUniv.

Press,280-285(1999).

(Lasershocks,Measurement,PVDFgauges,PMMA

confinedgeometry)

■OptimizationofMaterialCompositionof

NonhomogeneousHollowCircularCylinderfor

ThermalStressRelaxationMakingUseofNeural

Network

(ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い た 不 均 質 中 空 円 筒 の 熱 応

力 緩 和 の た め の 材 料 組 成 最 適 化 問 題)

Y。Ootao,R.Kawamura,Y.TanigawaandR.Imamura

JournalofThermalStresses,22,1,1-22(1999).

(Thermoelasticity,Nonhomogeneousmaterial,Hollow

circularcylinder,Optimizationproblem,NeuraI

network)

■Three-DimensionalTransientThermalStressesof

FunctionallyGradedRectangularPlatedueto

PartialHeating

(局 部 加 熱 を 受 け る 傾 斜 機 能 長 方 形 版 の 三 次 元 非 定 常 熱 応

力)

Y.OotaoandY.Tanigawa

JournalofThermalStresses,22,1,35-55(1999).

(Thermoelasticity,Functionallygradedmaterial,

Rectangularplate,Three-dimensionalproblem,

Transientstate)

■DynamicBehaviorofRectangularBarsdueto

EccentricLongitudinaltmpactLoading

(偏 心 縦 衝 撃 を 受 け る 矩 形 断 面 棒 の 動 的 挙 動)

K.Liu,K.MimuraandS.Tanimura

ImpactResponseofMaterials&Structures,Ed.byV.

P.W.Shim,S.TanimuraandC.T.Lim,OxfordUniv.

Press,481-486(1999),

(Eccentricimpact,Stresswave,Numericalanalysis,

Experiment)

■StressWavePropagationinaLayeredOrthotropic

Medium

(多 層 直 交 異 方 性 媒 体 中 の 応 力 波 伝 ぱ)

K.Liu,X.Li,Y.TanandS.Tanimura

ImpactResponseofMaterials&Structures,Ed.byV.

P.W.Shim,S.TanimuraandC.T.Lim,OXfordUniv.

Press,582-587(1999).

(Stresswave,Layeredorthotropicplate,Numerical

analysis)

■ 不 均 質 材 料 特 性 を 有 す る 半 無 限 体 の 非 軸 対 称 厚 入 問 題

(NonsymmetricalRigidPunchProblemforaSemi-

lnfiniteBodywithlnhomogeneousMaterial

Property)

森 下 博 之,谷 川 義 信

日本 機 械 学 会 論 文 集A編,65,630,364371(1999).

(Elasticity,Inhomogeneousmedium,Rigidpunch

problem,Semi-i㎡initebody,Singularstressfield)

圏 不 均 質 材 料 に 対 す る 三 次 元 熱 弾 性 問 題 の 定 式 化 と そ の 厚 板

へ の 適 用 例

(DerivationofSystemsofFundamentaiEquation

forThree-DimensionalThermoelasticFieldwith

NonhomogeneousMaterailPropertiesandlts

ApPlicationtoSlab)

谷 川 義 信,森 下 博 之,大 垣 重 郎

日本 機 械 学 会 論 文 集A編65,633,1018-1024(1999).

(Thermoelasticity,Nonhomogeneousmaterial,Three-

dimensionalproblem,Slag,Steadystate)

■ExperimentalDeterminationofLaserInduced

ShockPressuresinPMMAConfinedCoPPerFoils

(PMMA閉 込 め 銅 薄 片 中 の レ ー ザ 誘 起 衝 撃 圧 の 実 験 的 決 定)

W.H.Zhu,K.Y,Lam,C・LuandT.X.Yu

■円形き裂を有する不均質半無限体の軸対称弾性解析および

応力拡大係数

(EvaluationofAxisymmetricalElasticReldand

StresslntensityFactorforaNonhomogeneous

3



Half-SpaceContainingaPennyShapedCrack)

銭 相 杓,谷 川 義 信

材 料,48,7,771・776(1999) .

(El・・ti・ity,Stressi・t…ityf。,t。,
,N。nh。m。9,n,。u、

medium,Semi-infinite

body・Shnultaneousdualintegralequation)

■OptimizationOfMaterialCompoSitionofFGM

HollowCircularCylinderunderThermalLoading-

ANeuralNetworkApproach-

(熱 負 荷 を 受 け る 傾 斜 機 能 中 空 円 筒 の 材 料 組 成 最 適 化 問 題

一 ニ ュー ラ ル ネ ッ トワー ク に よ る 解 析 一)

Y.Ootao,Y.TanigawaandT .Nakamura

CompositePartB,30,415・422(1999).

(Thermoelasticity,Functionanygradedmaterial,Hollow

clrcularcylinder ,Optimizationproblem,Neural

network)

■Three-DimensionalTransientPiezothermoelasticity

andControlofThemalDisplacementinFunctionally

GradedRectangularPlateAssociatedwitha

PiezoelectricPlate

(圧 電 板 が 接 着 さ れ た 傾 斜 機 能 長 方 形 板 の 三 次 元 非 定 常 圧

電 熱 応 力 と 熱 変 位 の 制 御)

Y,OotaoandY.Tanigawa

ProceedingsoftheThirdInternationalCongresson

ThermalStresses,77-80(1999).

(Piezothermoelasticity,Functionallygradedmaterial,

Rectangularplate,Three-dimenslonalproblem,

Displacementcontrol)

■AxisymmetricalThermoelasticProblemsfor

NonhomogeneousMediumwithaPenny-Shaped

Crack

(円 形 き 裂 を 有 す る 不 均 質 体 の 軸 対 称 熱 弾 性 問 題)

Y.TanigawaandS.-P.Jeon

ProceedingsoftheThirdInternationalCongresson

ThermalStresses,135-138(1999).

(Thermoelasticity,Thermalstressintensityfactor,

Nonhomogeneousmaterial,Axisymmetricproblem,

Crackproblem)

NonhomogeneousMaterialPropertiesandlts

ApplicationtoSemi…lnfiniteBody

(不 均 質 材 料 特 性 を 持 つ 三 次 元 熱 弾 性 場 の 基 礎 方 程 式 系 の

導 出 と そ の 半 無 限 体 へ の 応 用)

Y.Tanigawa,H.MorishitaandS.Ogaki

JournalofThermalStresses,22,7,689・711(1999).

(Thermoelasticity,Nonhomogeneousmaterial,Three-

dimensionalproblem,Fundamentalequationsystem,

Semi-infinitebody)

■TheoreticalDevelopmentofThermalBuckling

PhenomenonofThin-WalledPlateDuetoMoving

HeatSource

(移 動 熱 源 に よ る 薄 板 の 熱 座 屈 現 象 の 理 論 解 析)

R.Kawamura,Y,Tanigawa,H.WatanabeandK.

Yamazaki

JSMEInternationalJournal,42,4,A,499-506(1999).

(Thermoelasticity,Thermalinstability,Thermal

buckl量ng,Post-bucklingbehavior,Strip)

■AxisymmetricalThermoelastiCBehaviorfOra

NonhomogeneousMediumwithaPenny-Shaped

Crack

(円 形 き 裂 を 有 す る不 均 質 体 の 軸 対 称 熱 弾 性 挙 動)

S.-P.JeonandY.Tanigawa

JournalofThermalStresses,22,8,781-804(1999).

(Thermoelasticity,Crackproblem,Nonhomogeneous

material,Thermalstressintensityfactor,Slaband

in丘nitebody)

■ 局 部 加 熱 を受 け る 傾 斜 機 能 ビ ー ム の 熱 応 力 緩 和 の た め の 材

料 組 成 最 適 化 問 題 一 ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トワ ー ク に よ る ア ブ ロ

ー チ ー

(OptimizationofMaterialCompositionof

FunctionallyGradedBeamduetoPartial

HeatingforThermalStressRelaxation-ANeural

NetworkApproach-)

大 多 尾 義 弘,谷 川 義 信,中 村 剛

日本 機 械 学 会 論 文 集A編65,640,2439-2446(1999).

(Thermoelasticity,Functionallygradedmaterial,Finite

beam,Optimizationproblem,Neuralnetwork)

■MultipurposeOptimizationProblemonMaterial

CompositionforThermalStressRelaxationType

ofFunctionallyGradedCircularPlateUsing

GeneticAlgorithm

(遺 伝 的 ア ル ゴ リ ズ ム を 用 い た 傾 斜 機 能 円 板 の 熱 応 力 緩 和

の た め の 材 料 組 成 多 目 的 最 適 化 問 題)

R.Kawarnura,S.MatsumotoandY.Tanigawa

ProceedingsoftheThirdIBternationalCongresson

ThermalStresses,479-482(1999),

(Thermalstress,FunctionallygradedInaterial,Circular

plate,Multipurposeoptimization,Geneticalgorithm)

■DerivationofSystemsofFundamentalEquation

fOraThree-DimensionalThermoelasticFieldwith

■ 幅 方 向 に 非 一 様 加 熱 を 受 け る ア ン グ ル ブ ラ イ 積 層 帯 板 の 非

定 常 熱 応 力

(TransientThermalStressesofaAngle-Ply

LaminatedStripduetoNonuniformHeatSupply

intheWidthDirection)

大 多 尾 義 弘,谷 川 義 信,羽 立 征 治

日本 機 械 学 会 論 文 集A編,65,640,2447-2455(1999).

(Thermoelasticity,Angle-plylaminate,Strip,

Generalizedplanedeformation,Transientstate)

■OptimizationofMaterialComPositionof

NonhomogeneousHollowSphereforThermal

StressRelaxationMakingUseofaNeuralNetwork

(ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トワ ー ク を 用 い た 不 均 質 中 空 球 の 熱 応 力

4



緩 和 の た め の 材 料 組 成 最 適 化 問 題)

Y.Ootao,R.Kawamura,Y,TanigawaandR.Imamura

ComputerMethodsinAppliedMechanicsand

Engineering,180,185-201(1999).

(Thermoelasticity,Nonhomogeneousmaterial,Hollow

sphere,Optimizationproblem,Neuralnetwork)

■AStudyonobjectorientedmodelingofholonic

manufaCtUringSystem

(ホ ロ ニ ッ ク 生 産 シ ス テ ム の オ ブ ジ ェ ク ト指 向 モ デ リ ン グ

に 関 す る研 究)

N.SugimuraY.Tanimizu,T.Yoshioka

ManufacturingSystems,27,3,253-258(1999).

(Holonicmanufacturingsystem,Model,Simulation,

Scheduling)

■ 生 産 シ ス テ ム の 多 目 的 モ デ リ ン グ に 関 す る 研 究(第2報 ,

複 数 の 生 産 計 画 モ デ ル 間 の 整 合 性 管 理)

(MultiobjectiveModellingofManufacturing

Systems(2ndReport,ConsistencyManagement

ofVariousProductionPlanningModels))

谷 水 義 隆,杉 村 延 広,岩 田 一 明

日本 機 械 学 会 論 文 集C編65,632,421-426(1999).

(Modelling,Manufac加ringsystem,Productionplanning,

Consistencymanagement,Modelrepository)

■ ホ ロ ニ ッ ク 生 産 の た め の 工 程 設 計 シ ス テ ム に 関 す る 研 究

(第1報,シ ス テ ム の 基 本 構 成 と 加 工 フ ィ ー チ ャ の 認 識)

(StudyonProcessPlanningSystemforHolonic

Manufacturing(1stReport,SystemArchitecture

andRecognitionofMachiningFeature))

杉 村 延 広,SUYOTO,田 中 毅

日 本 機 械 学 会 論 文 集C編65,633,395-400(1999).

(Productionsystem,Holonicmanufacturingsystem,

Processplanning,Shapegenerationfunction,Machining

feature)

■AStudyonProcessPlanningSystemforHolonic

ManufacturingSystems-SeiectionofMachining

SequencesBasedonGAandDP-

(ホ ロ ニ ッ ク 生 産 シ ス テ ム の た め の 工 程 設 計 シ ス テ ム に 関

す る 研 究 一GAお よ びDPに 基 づ く加 工 順 序 の 選 択)

S.Rais,N。SugimuraandA.Kokubun

Proc.ofthe32ndCIRPInternationalSeminaron

ManufacturingSystems,571-578(1999).

(Holonicmanufacturingsystems,Processplanning,

Machiningfeatures,Machiningsequences)

■Object-orientedsimulationofreal-timescheduling

inhOloniCmanufacturingSystemS

(ホ ロ ニ ッ ク 生 産 シ ス テ ム に お け る リ ア ル タ イ ム ス ケ ジ ュ

ー リ ン グ の オ ブ ジ エ ク ト指 向 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン)

N.Sugimura,Y.TanimizuandS.Ae

Proc.ofAPMS'99,466-473(199g).

(Object-orientedsimulation・Holonicmanufacturing

system,Real-timescheduling)

■ プリン ト基板用GFRPの 小 径 ドリル加工 に関する研究(ガ

ラス クロス基材の繊維束厚さが穴内壁面の内部損傷に与え

る影響)

(AstudyonsmalldiameterdrjllingofGFRPfor

printedwiringboard-lnfluenceoffiberbundle

thicknessofplainwovenclothondamageof

drilledhole-)

廣 垣 俊 樹,青 山 栄 一,井 上 久 弘,野 辺 弘 通,郡 島 宗 久,

奥 野 泰 和,片 山 傳 生

日本 機 械 学 会 論 文 集C編,65,382-388(1999).

(Smal}diameterdrilling,GFRP,Printedwiringboard,

Damage,Plainwovencloth)

■ レ ー ザ 加 工 に よ る 多 層 プ リ ン ト基 板 の プ ラ イ ン ドパ イ ア ホ

ー ル の 特 性 一 ア ラ ミ ド繊 維 と ガ ラ ス 繊 維 強 化 基 板 の 比 較 一

(Blindviaholedrillingformulti-layersprinted

wiringboardusinglaserbeamComparisonbetWeen

aramidandglassfiberreinforcedPWB-)

廣 垣 俊 樹,青 山 栄 一,井 上 久 弘,小 川 圭 二,野 辺 弘 通,

片 山 傳 生

材 料,48,467-472,(1999).

(Printedwiringboard,GFRP,AFRP,Laserdrilling,

]日【olequality)

■NovelMoldFabricationforNan〔NlmprintLithography

toFabricateSingle-electronTunnelingDevices

(単 電 子 トン ネ ル 素 子 作 製 の た め の ナ ノ イ ン プ リ ン ト ・リ

ソ グ ラ フ ィ 用 モ ー ル ドの 形 成)

Y.Hirai,Y。Kanemaki,KMurataandY.Tanaka

JpnJ.App王.Phys,38,1,7272-7275(1999).

(Mold,lithography,Singleelectrontunneling)

日Young'sModulusMeasurementofPolycrystaltine-

SiThinFilmonPSG(PhosphorusdopedSilica

Glass)Layer

(静 電 力 に よ る マ イ ク ロ カ ン チ レパ ー の ヤ ン グ 率 測 定)

Y.Hirai,K.Nishikawa,T.KuromiyaandY.Tanaka

ProceedingsofIMEKO-XVWorldCongress,5,167-174

(1999).

(Young'smodulus,Polycrystalline-Si,Phosphorusdoped

silicaglass,Cantilever,Electrostaticforce)

圏 基 準 を 必 要 と し な い 形 状 測 定 法 の 研 究 一 平 面 形 体 の 円 周 上

で の フ ィ ゾ ー 干 渉 計 に よ る 実 験 一

(profilemeasurementwithnostandard-

measurementofprofilealongacircieonaflat

surfaceusingaFizeauinterferometer-)

園 崎 昭 八,岩 田 耕 一,岩 橋 善 久

精 密 工 学 会 誌,65,300・304(1999).

(Profilemeasurement,Interferometer,Absolute

measurement)

■ProfileMeasurementTakenwithLiquid-crystal

Gratings

(液 晶 格 子 を 用 い た 形 状 計 測)

S.Kakunai,T.Sakamoto,andK.Iwata
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AppliedOptics
,38,28242828(1999).

(P・ ・fil・m・a・urem・nt
,Grati。gP,。jecti。n,Liq。id

crystal)

■MeasurementOftempOralvariationofrefractive.

indexdiStributiOnbyopticalcomputed

tomographyusingdifferentialinterferometers

(微 分 干 渉 計 を 用 い た 光CT法 に よ る 屈 折 率 分 布 の 時 間 的

変 化 の 測 定)

H・Kikuta,K.Iwata,K .Nakanishi,N.工shizumi,T.

NakanoProceedingsofIMEKO-XVWorldCongress ,7,

71-74(1999).

(Computedtomography,Differentialinterferometer t

Refractiveindexdistribution)

■PhaseandRefractive-indexlmagingwithaPhase・

shiftingX・rayShearinglnterferometer

(位 相 シ フ トX線 シ ア リ ン グ 干 渉 型 に よ る 位 相 と 屈 折 率 の

イ メ ー ジ ン グ)

A.Kawasaki,H.Tadano,H.Kikuta,K.Iwata,T.Nakano

ProceedingsofIMEKO-XVWorldCongress,11,9-12

(1999).

(X-rayinterferometer,Shearinginterferometer,Phase

imaging)

■MeasurementofProfileAlongACircleonaFlat

SurfaceUsingAFizeau-lnterferometerwithNo

Standard

(フ ィ ゾ ウ 干 渉 型 を 用 い た 平 面 形 体 の 円 周 上 の 基 準 な し 測

定)

S.Sonozaki,K.Iwata,Y.Iwahashi

ProceedingsofIMEKO-XVWorldCongress,9,49-54

(1999).

(Profilemeasurement,Absolutemeasurement,

Standard)

■SystemAnalysisoftheForce-FeedbackMethod

forForceCunleMeasurements

(力 曲 線 測 定 の た め の カ フ ィ ー ドパ ッ ク 法 の シ ス デ ム 解 析)

N.Kato,H.Kikuta,T.Nakano,T。MatsumotoandK.

Iwata

ReviewofScientiflcInstruments,70,2402・2407(1999).

(Atomicforcemicroscope,Forcecurve,Force

feedback)

■ 微 分 干 渉 計 を 用 い た 光CT法 に よ る 屈 折 率 分 布 の 時 間 的 変

化 の 測 定

(MeasurementoftemporalvariatiOnofrefraCtive-

indexdiStributionbyoptiCalcomputed

torhographyusingdifferentialinterferometers)

菊 田 久 雄 、 岩 田 耕 一 、 中 野 隆 志 、 中 西 功 二 、 石 墨 紀 孝

日本 機 械 学 会 論 文 集C編65,3629-3634(1999).

(Opticalengineering,OpticalCT,Refractiveindex)

疇Phase・ShiftingX-RayShearinglnterferometer

(位相 シフ トX線 シアリング干渉型)
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K・ 工wata,H.Kikuta
,H.Tandano,H.HaginoandT・

Nakano

J・p・hJ・u・nal・fApPli・dPhy、i、s,38,6535.6539(1999)・

(X-rayinterferometer,Shearinginterferometer,Phase

imaging)

■ 揺 動 環 境 下 で の 高 精 度 質 量 計 測 に つ い て(計 測 原 理 と 基 礎

的 実 験 に よ る 検 証)

(OntheHighAccurateMassMeasurementunder

Vibration-LikeMovingConditions(Measuring

PrincipjeanditsVerificatiOnthrOugha

FundamentalExperiment))

孫 建 新,藤 岡 美 博,小 野 敏 郎,長 尾 武 好,孝 橋 徹

日本 機 械 学 会 論 文 集C編65,629,109-115(1999).

(Measurement,Identification,Accuratemass

measurement,Vibration-likemovingenvironment)

■ 揺 動 環 境 下 で の 高 精 度 質 量 計 測 に つ い て(多 チ ャ ン ネ ル 測

定 シ ス テ ム の 動 特 性 の 違 い に よ る 悪 影 響 の 低 減)

(OntheHighAccurateMassMeasurementunder

Vibration-LikeMovingConditions(Reductionof

theUndesirablelnf{uencefromtheDifferencein

ChannelDynamicsofaMeasuringSystem))

孫 建 新,藤 岡 美 博,小 野 敏 郎,長 尾 武 好

日本 機 械 学 会 論 文 集C編65,635,2756-2762(1999).

(Measurement,Identification,Relativedynamic

compensation,Accuratemassmeasurement,Vibration・

likemovingenvironment)

■ 電 磁 式 振 動 フ ィ ー ダ の フ ィー ドバ ッ ク 制 御(非 線 形 要 素 を

含 む2自 由 度PID制 御 の 適 用)

(FeedbackControlforVibratOryFeederof

ElectromagneticType(Applicationsof2-Degree・

of-FreedomP旧ControllerwithNonlinear

日ement))

土 井 智 晴,吉 田 浩 治,玉 井 裕,河 野 克 彰,内 藤 和 文,

小 野 敏 郎

日 本 機 械 学 会 論 文 集C編,65,635,2651-2658(1999).

(Vibration,Resonance,2・d.o.fstructure,PIDcontrol,

Mechatronics)

■ 床 振 動 環 境 下 に お け る 高 速 高 精 度 質 量 計 測 に つ い て 一一多 項

式 近 似 モ デ ル を 用 い た 動 特 性 補 償 手 法 の 提 案 一

(OntheFastandHighAccurateMassMeasurement

undertheConditionsofFloorVibration-Onthe

MethodofCompensatingtheDifferencein

DynamicsbyUsingtheApproximatePolynomial

Model-)

孫 建 新,藤 岡 美 博,小 野 敏 郎,長 尾 武 好

精 密 工 学 会 誌65,10,1450-1455(1999)・

(Relativedynamiccomopensation,Accuratemass

measurement,Sensordynarnics)

■八イブリッ ト制御 による制約のある足首 トルクを用いた脚

ロボ ッ トEmuの 姿 勢制御

(AttitudeControlofLeggedRobotEmuUsing



ConstrainedAnkle-TorqueviaHybridControl)

衣 笠 哲 也,大 須 賀 公 一,小 野 敏 郎

シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会 論 文 誌,12,9,575-577(1999).

(Leggedrobot,Hybridcontrol,Constrainedankle-

torque,Lyapunovellipsoid)

■機 械 式 音 声 合 成 装 置 の 実 現 に 向 け て 一 第2報:構 音 の た め

の 舌 の モ デ ル の 一 提 案 一

(FortheRealizationofMechanicalSpeech

Synthesizer-Proposalofamodeloftonguefor

artiCUIatiOn-)

澤 田 謙 次,大 須 賀 公 一,小 野 敏 郎

日本 ロ ボ ッ ト学 会 誌,17,7,1001-1008(1999).

(Mechanicalspeechsynthesis,Softmachine,Soft

acutuator)

■Mass-estimationMethodsforln-motionVehicles

UsjngAxleWeighingSystem

(軸 重 計 に よ る 走 行 車 両 の 質 量 推 定 方 法)

T.Ono,K.Fukuda,K,Yoshida,H.UozumiandH.

TottoriProc,oftheIMEKO-XVWorldCongress,3,51-

58(1999).

(Mass-estimation,Methods,In-motionvehicles,Axle

weighingsystem)

■OntheHighAccurateMassMeasurementunder

Vibration-LikeMovingConditions

(揺 動 環 境 下 で の 高 精 度 質 量 計 測)

T.Ono,Y.FujiokaandJ.Sun

Proc.oftheIMEKO-XVWorldCongress,3,43-50

(1999).

(Accuratemassmeasurement,Identification,Vibration-

likemovingenvironment)

MechanicalSpeechSynthesizer-

(構 音 器 官 の3次 元 形 状 の 推 定 一 機 械 式 音 声 合 成 装 置 の 実 現

に 向 け て 一)

H.Araki,K.Sawada,K.OsukaandT.Ono

Proc.ofthe19991EEEInternationalConferenceof

System,ManandCybernetics,H-457』-462(1999).

(Syeechsynthesizer,Analysisbysynthesis,Humanoid

robot)

■OnSoftMachine-TowardtheRealizationof

MechanicalSpeechSynthesizer-

(軟 体 装 置 に つ い て 一 機 械 式 音 声 合 成 装 置 の 実 現 に 向 け て

一)

K.SawadaK.OsukaandT.Ono

Proc.ofthe19991EEEInternationalConferenceof

System,ManandCybernetics,

IV-978-rい 一983(1999).

(Mechanicalspeechsynthesizer,SoftInachine,Soft

actuator)

■Flow-inducedVibrationoftheElasticRodDueto

AxialFlow:UnstablePhenomenaofContinuous

FlexibleRodastheAxisymmetricBody

(軸流 を受 ける弾性棒の流体関連振 動(軸 対称体 を柔軟棒

と扱 った時の不安定振動))

K,FujitaandA.Shintani

Proc.ofASMEPressureVesselsandPipingConference,

389,199-206(1999).

(Axialleakageflow,Axisymmetric'continuousbody,

Flow-inducedvibration,Arganddiagram)

■SittingUprightofLeggedRobotEmuUsing

ConstrainedAnkle-TorqueviaHybridControl

(足 首 トル ク 拘 束 八 イ ブ リ ッ ド制 御 を 利 用 し た 脚 ロ ボ ッ ト

Emuの 垂 直 屈 伸 動 作)

T.KinugasaK.OsukaandT.Ono

Proc.ofthe19991EEE/RSJInt.Conferenceon

IntelligentRobotsandSystems,

3,1804-1809(1999).

(Leggedrobot,Ankle-torque,Hybridcontro1,Non-

stationarymotion,Non-linarcontrolschemes)

■ConceptandDeveiopmentofGeneralRescue

RobotCUL

(汎 用 援 助 ロ ボ ッ トの 構 想 と 開 発)

K.Tokuda,K.Osuka,S.YanoandT.Ono

Proc.ofthe19991EEE/RSJInt.Conferenceon

IntelligentRobotsandSystems,3,1902-1907(1999).

(Rescuerobot,Roboticfollower,Followingmode,

Autonomouswalking,Robotvision)

■EstimationofThree-DimensionalShapeof

ArticulatoryOrgans-TowardtheRealizationof
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■高速増殖炉の耐衝撃性評価に関する調査 ・検討

岡 芳明,谷 村眞治ほか

高速炉耐衝撃評価専 門委員会,平 成10年 度報告書(1999).

■ ホロニック生産システムに関す る研究成果報告書

榊原伸介,森 脇俊道,杉 村延広ほか

製造科学技術 センター ・IMSセ ンター研究成果報告書,1-

200(1999).

■情 報化社会における生産意思決定プロセスに関する研究成

果報告書1MS98A-6

藤 井進,荒 井栄司,杉 村延広

製造科学技術セ ンター ・IMSセ ン ター研究成果報告書,1-

68(1999).

■ グ ローバル分散企業の設計 ・計画及び経営の為のモデ リン

グとシミュレーシ ョン環境 に関する研究成果報告書

谷岡雄一,藤 井 進,杉 村延広,谷 水義隆ほか

製造科学技術セ ンター ・IMSセ ンター研究成果報告書,1-

145(1999).

■総 合生産シスデム専門委員会の活動

上田完次,杉 村延広,荒 井栄司

精密工学会誌65,6,793-798(1999),

■ホ ロニ ック生産のための工程設計システム

杉村延広,ス ヨ ト ・ライス

精密工学会総合生 産システム専門委員会活動報告書,50-

62(1999).

■ ブラン トソフ トウェアの標準化調査成果報告書(皿)

杉村延広ほか

日本情報処理開発協会企業間電子商取引推進機構,(5-1)

(5-50)(1999).

■ホ ロニ ック生産システムにおけるシミュレーシ ョンの利用

杉村延広

1999年 度 日本 機械学 会年 次大会 講演論 文集,544-545

(1999).

■次世代生産システム

杉村延広

精密工 学会 関西 支部基礎講座"こ れか らの生 産技術",

145-152(1999).

■JNCproposalfOrSTEPassemblymodelof

products

N.Sugimuraet.aL

ISOTC184/SC4/WG12N338/N448,1-30(1999).

■マ イクロマシンの力学

田中芳雄

精密 工学会 関西支 部基礎 講座"こ れか らの生 産技術 先
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111-121(1999).

■ サブ波長領域の回折格子

菊田久雄

OplusE,21,543-550(1999).

■安 定,安 定 って何 が安定?

和 田光代

システム/制 御/情 報43,266-267(1999).

■ルー リエ系の絶対安定性 とその周辺

和 田光代

システム/制 御/情 報43,536543(1999).

■流 体関連振動 における数値解析事例と今後の展開

藤田勝久

ANSYS'99ConferenceinJapanユ ーザー事例集,401-

420(1999).
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■lmpactResponseofMaterials&Structures

V.P.W.Shim,STanimuraandC.T.Lim

OxfordUniv.Press.,UK(1999).

■機械設計工学1腰 素と設計]改 訂版

谷川義信(分 担執筆)

(尾田十八 ・室津義定編),培 風館,228-276(1999).

■モ デリング工学入門

杉村延広(分 担執筆)

(NEDEK研 究会編),培 風 館91-106(1999).

■新 機械保全技能八ンドブック 全六巻(基 礎編① ,基 礎

編②,機 械要素編,汎 用機器編,油 圧装置編,電 気 ・計装

編)

田中芳雄(編 集委員長)

日本プラントメンテナンス協会(1999).

■工一ス 機械加工

田中芳雄,喜 田義 宏,杉 本正勝,宮 本 勇,土 屋八郎,

後 藤英和,杉 村延広

工一ス機械工学シリーズ,朝 倉書店(1999).

■SelectedPapersonHolographiclnterferometry:

Applications

T.Matsumoto,K.IwataandR.Nagata

Measurmentofdeformationinacylindricalshellby

holographic

interferometry(収 録),(Eds.R.S.SirohietaL),SPIE

OpticalEngineeringPress,Bellingham,USA,(1999).

■センシング工学

小野敏郎(分 担執筆)

新 世代工学 シリーズ,オ ーム社(1999).
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■The32ndCIRPInternationalSemina「on

ManufacturingSystems(Leuven
,Belgium,May,

1999)

S.Rais,N.SugimuraandA .Kokubun

AStudyonProcessPlanningSystemforHolonic

ManufacturlngSystems-SelectionofMachiniRg

SequencesBasedonGAandDP一

■ASMEMechanicalandMaterialsConference

(Virginia,USA,June,1999)

S.TanimuraI.SuliciuandK .Mimura

DeterminationoftheMechanicalPropertiesofthe

MatehalsbyUsingShortandLongSpecimensinaSplit

HopkinsonPressureBarExperiment.AnExperimental

andNumericalStudy.

shiftingX-rayShearingInterferometer.

S.Sonozaki,K.Iwata,Y.Iwahashi

MeasurementofProfileAlongACircleonaFlat

SurfaceUsingAFizeau-lnterferometerwithNo

Standard.

T.Ono,K.Fukuda,K.Yoshida,H.UozumiandH.

Tottori

Mass-estimationMethodsforIn-motionVehiclesUsing

AxleWeighingSystem.

T.Ono,Y.FuliokaandJ.Sun

OntheHighAccurateMassMeasurementunder

Vibration-LikeMovingConditions.

S.TanimuraandK.Mimura

ANewTestingMethodBasedonSensingBlockDevice,

CoveringaWideRangeofStrainRates.

■TheThirdInternationalCongressonThermal

Stresses(Cracow,Poland,June,1999)

Y.OotaoandY.Tanigawa

Three-DimensionalTransientPiezothermoelasticityand

ControlofThermalDisplacementinFunctionally

GradedRectangularPlateAssociatedwitha

PiezoelectricPlate.

Y.TanigawaandS.-P。Jeon

AxisymmetricalThermoelasticProblemsfor

NonhomogeneousMediumwitllaPenny-ShapedCrack.

R.Kawamura,S.MatsumotoandY.Tanigawa

MultipurposeOptimizationProblemonMaterial

CompositionforThermalStressRelaxationTypeof

FunctionallyGradedCircularPlateUsingGenetic

Algorithm.

■TheIMEKO-XVWorldCongress(Osaka,Japan,

June,1999)

Y.HiraLK.Nishikawa,T.KuromiyaandY.Tanaka

Young「sModuiusMeasurementofPolycrystalline.Si

ThinFilmonPSG(PhosphorusdopedSilicaGlass)

Layer.

H.Kikuta,K.Iwata,K.Nakanishi,N.Ishlzumi,T.

Nakano

Measurementoftemporalvariationofrefractive-lndex

distributionbyopticalcomputedtomographyusing

d迂ferentialinterferometers.

A.Kawasak軋H.Tadano,H.Kikuta,K.Iwata,T.Nakano

PhaseandRefractive-indexImagingwithaPhase一

■19991ntemationalMicroprocessandNanotechnology

Conference(Yokohama,Japan,July1999

Y.Hirai,YKanamaki,K.MurataandY.Tanaka

Nano-imprintlithographyforsingleelectrontunneling

devicesusingnovelmold,

■12thlnternationalConferenceonComPosite

Materials(Paris,France,July,1999)

H。Inoue,T.Hirogaki,E.Aoyama,T.KatayamaandK.

Ogawa

Drillingofmulti-layerprintedwiringboardofAFRP

usingCO21aser。

匿EiuropeanOpticalSociety,TopicalMeeting,

DiffractiveOptics(Jena,Germany,August,1999)

H.KikutaA.Mizutani,K.Nakajima,K.Iwata

Non-polarizingguided-moderesonantgrating丘ltersfor

obliqueincidence.

■ASMEPressureVesselsandPipingConference

(Boston,USA,August,1999)

K.FujitaandA.Shintani

Flow-inducedVibrationoftheElasticRodDuetoAxial

Flow:Unstab}ePhenomenaofContinuousFlexibleRod

astheAxisymmetricBody.

■APMS'99(Berlin
,Germany,September,1999)

N.Sugimura,Y.Tan量mizuandS .Ae

Object-orientedsimulationofreal-timeschedulingin

holonicmanufacturingsystems.

■6thlnternationalConferenceonAutomated

Composites(Bristol,UK,September1999)

T.Hirogaki,E,Aoyama,H.Inoue,K.Ogawa,S.Maeda

andT。Katayama

Blindvialaserdrillingofaramid/epoxycompositesf6r

multi・1ayerprintedwiringboards.
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■The19991EEE/RSJlnt.Conferenceonlntel擁9ent

RobotsandSystems(Kyongiu,Korea,October,

1999)

T.KinugasaK.OsukaandT.Ono

SittingUprightofLeggedRobotEmuUsing

ConstrainedAnkle-TorqueviaHybridControl.

K.Tokuda,K.Osuka,S.YanoandT.Ono

ConceptandDevelopmentofGeneralRescueRobot

CUL.

■The19991EiEEiilnternationalConferenceof

System,ManandCybernetics(Tokyo,Japan,

October,1999)

H.Araki,K.Sawada,K.OsukaandT.Ono

EstimationofThree-DimensionalShapeofArticulatory

Organs-TowardtheRealizationofMechanicalSpeech

Synthesizer-.

K.Sawada,K.OsukaandT.Ono

Onsoftmachine-TowardtheRealizationofMechanical

SpeechSynthesizer-.
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■ 日本機械学会第14回JSMEロ ボ メカ ・シンポジア(1月
,

東 京)

大 須賀公一,徳 田献一,矢 野真介,小 野敏郎

汎用援助 ロボッ トCULの 構 想 と開発

講演論文集,9-12.

■ 関西大学先端科学技術シンポジウム(2月
,大 阪)

平井義彦,田 中芳雄,黒 宮孝雄,西 川慶三

静電力によるマ イクロカンチ レバーのヤング率測定

講演集114-120.

■ 日本機械学会関西支部第74期 定時総会講演会(3月,大 阪)

森 山 実,三 村耕司,楳 田 努,宮 本 睦久,山 下喜市,

若森達也,谷 村眞治

発泡充填部材の衝撃変形特性

講演論文集,994-1,4/15-16.

太 田 透,三 村耕司,谷 村眞治

高温環境下での構造用材料 の衝撃変形特性

講演論文集,994-1,4/17-18.

谷村 眞治,部 谷弘之,楳 田 努,三 村耕司,吉 川 紀

ニールセン橋支承部の動的応力解析

講演論文集,9941,4/19-20.

谷村 眞治,尾 上由希子,楳 田 努,三 村耕司

低速度衝撃下での高層建造物の動的挙動解析

講演論文集,994-1,4/21-22.

谷津 正樹,谷 川義信

局部加熱を受ける円板の軸対称熱弾塑性問題

講演論文集t994-1,9/5-6.

中村 剛,大 多尾義弘,谷 川義信

非軸対称加熱 を受 ける傾斜機 能中空円筒の材料組成最適

化問題一NNに よるアプローチー

講演論文集,994-1,12/1-2.

河村隆介,松 本 庄,谷 川義信

GAに よる傾斜機能中空円筒の材料組成多目的最適化問題

講演論文集,9941,12/34.

羽立征治,大 多尾義弘,谷 川義信

帯状加熱 を受 けるアングルプライ積層帯板 の非定常熱応

カー配向角による影響一

講演論文集,994-1,12/7-8.

大垣 重郎,谷 川義信

円形 き裂 を有 する不均質厚板の三次元熱弾性解析 と熱応

力拡大係数

講演論文集,994-1,12/9-10.

阿江 賢,杉 村延広,谷 水義隆

ホロニ ック生 産システムにおけるリアルタイ ムス ケジュ

ー リングに関する研究

講演論文集,7/29-30.

國 分篤志,ス ヨ ト・ライス,大 西健雄,杉 村延広

ホロニック生産のための工程 設計 システムに関す る研 究

講演論文集,7/31-32.

秦 真 也,杉 本正勝

接触 ・すべ りの力学的モデル化 に関する研究

講演論文集,13/25-26.

三谷真也,杉 村延広

工作機械の精度設計に関する基礎的研究

講演論文集,13/29-30.

平井義彦,田 中芳雄,西 川慶三

静電力 によるマイクロカンチ レバーのヤング率測定方法

講演論文集,99419/17-18.

田中芳雄,平 井義彦,山 下勝美

水中に置かれた軟質物体の原子間力顕微鏡による粘弾性

評価方法

講演論文集,99419/7-8.

藤 田勝久,木 村哲也,大 江良和,田 中 守

ヒステリシス復元力を持つ非線形振動系の動的安定解析

講演論文集,994-1,3/17-18.

金 田宙志,藤 田勝久,新 谷篤彦,木 村哲也

非固定式マニピュ レー タの安定性 について

講演論文集T9941,11/1-2.

■第28回FRPシ ン ポジウム(3月,京 都)

藤 原正樹,田 中 徹,井 上久弘,平 井三友,笠 井三男,

辻 宣秀

ウォー タジェ ッ トによるFRP材 の切断加工に関する研究

講演論文,87-88.

前 田伸 治,廣 垣俊樹,青 山栄 一,井 上久弘,野 辺弘通,

片 山傳生

多層プ リン ト基板の レーザーを用 いたブ ライ ン ドバ イア

ホール加工

講演論文集,89・92.

奥 野 泰和,青 山栄一,廣 垣俊樹,井 上久弘,野 辺弘通,

片 山傳生

プ リン ト基板 の小径 ドリル加工穴特性 の評価一 工具摩耗

の影響 について一

講演論文集,93-96.

■第56回 応用物理学関係連合講演会(3鳳 千葉)

平井義彦,金 巻泰仁,田 中芳雄
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ナ ノ ・イ ンプリン ト・リソグラフィのための量子 ドッ ト

用 モール ドの作製方法

講演予稿集,515.

中 島公徳、水谷彰夫、菊田久雄、岩田耕一

斜め入射の共振モー ド格子 フィルタ

講i演予稿集,3,1039.

川 崎敦夫、菊田久雄、岩田耕一

位相シフ トX線 シアリング干渉型 を用いた画像計測

講演予稿集,2,728.

■第269回 振動談話会(3月,大 阪)

藤田勝久,新 谷篤彦

軸方向すきま流を受ける弾性棒の流体励起振動(軸 対称

体を連続体と扱った場合の不安定振動).

■日本機械学会DynamicsandDesignConference'99

(3月,千 葉)

藤 田勝久,前 田和生,木 村哲也

地盤を考慮 した履帯構造 を持つ移動体 のマルチボディダ

イナミクス

講演論文集A,567-570.

口 日本機械学会第1回 生産加工 ・工作機械部門講演会(3月 一

4月,京 都)

阿江 賢,杉 村延広

ホロニ ック生産 システムにおける リアルタイムスケジュ

ー リング

講演論文集,241-242.

大 西健雄,松 永 聡,杉 村延広

金型プ レー ト用CAMシ ス テムの開発

講演論文集,249-250.

井上 久弘,曽 我英博,廣 垣俊樹,青 山栄一,片 山傳生

プ リン ト基板穴あけ用 ドリルの寿命判定に関する一考察.

講演論文集,37-38,

■第4回 日本計算工学会講演会(5月,東 京)

大多尾義弘,谷 川義信,東 山雅俊

軸対称加熱 を受 ける傾斜機能中空球 の材料組 成最適化問

題一ニュー ラルネ ッ トワークによるアプローチー

講演論文集,4,2,1003・1006.

河村 隆介,谷 川義信,松 本 庄

GAに よる不均質中空円筒の材料組成多 目的最適化 問題

講演論文集,4,2,1019-1022.

谷 川義信,大 垣重郎,山 崎啓三

外部 き裂を有す る不均質無 限体の軸対称 熱応力 と熱応 力

拡大係数

講演論文集,4,2,1023-1024.

■第43回 シ ステム制御情報学会研究発表講演会(5月,大 阪)

杉村延広,SuyotoRais,國 分篤志

ホ ロニ ック生産のための工程設計 システムに関する研究

講i演論文集,169-170.

杉 村 延広,大 西健雄,松 永 聡

金型部品の穴加工用CAMシ ス テム

講演論文集,177-178.

和 田光代,小 野敏郎

測定雑音 を考慮 した多重計測法

講演論文集,183-184。

■日本光弾性学会第21回 研究発表会(6月 ,埼玉)

久保速雄、菊田久雄、岩田耕一

講演予稿集,39.

■ロボテ ィクス ・メカ トロニクス講演会'99(6月 ,東 京)

徳 田献一,大 須賀公一,矢 野真介,小 野敏郎

汎用援助 ロボ ットCULの 開発

予稿集2P1-05-037.

■ 日本機械学会1999年 度年次大会講演会(7月,東 京)

大 多尾義弘,谷 川義信

クロス プライ積層板 と圧電材料か らなる長方形複合平板

の三次元非定常圧電熱弾性問題

講演論文集99-1,3,143-144.

河村 隆介,谷 川義信,松 本 庄

GAに よる不均質中空円筒の材料組成多 目的最適化問題

講演論文集,99-1,3,147-148.

谷 川義信,森 下博之,大 垣重郎

円形 き裂 を有する不均質厚板の三次元熱弾性解析

講演論文集,99-1,3,155-156.

藤 田 勝久,木 村 哲也

動的連成 を考慮 したスー ドダイナ ミクスシステムの開発

講演論文集,99-1,2,115-116.

藤 田勝久,新 谷篤彦,吉 野徹

狭い通路 内の物体 の軸流 による動的挙動について

講演論文集99-1,1,449-450、

藤田勝久,新 谷篤彦

軸方向すきま流を受ける弾性棒の流体励起振動(軸 対称

体を連続体と扱った場合の不安定振動)

講演論文集,99-1,1.451452.

■1MS研 究 成果報告会(7月,東 京)

谷水義隆,杉 村延広,福 田好朗 ほか

生産システムのエ ンジニアリングプロセスの記述方法

講i演論文集,118-121.

■精密工学会1999年 度関西地方定期学術講演会(7月 ,滋賀)

谷水義隆,岩 村幸治,杉 村延広

階層分散型生産システムのスケジューリングにおける整

合性管理
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講 演 論 文 集,1-2.

■第24回 光学シンポジウム(7鳳 東京)

菊 田久雄,岩 田耕一,中 野隆志,中 西功二,石 墨紀孝

微分干渉型 を用いた光CT法 による屈折率分布の時間的変

化 の測定

予稿集,83-84.

■第38回 計 測自動制御学会学術講演会(7月 ,盛 岡)

木村哲也,藤 田勝久,橋 本 哲

空気圧ア クチュエー タを用いた リアルタイムスー ドダイ

ナミクスシステムの開発

講演論文集,549-550.

圏精 密工学会秋季大会(9月,宮 城)

谷水 義隆,永 田智 一,光 行 恵司,由 良佳 之,徳 永 尚彦,

杉 村延広

生産システムのエ ンジニ ァリングプロセス に関する研究

一 エ ンジニアリングプロセスの記述方法一

講演論文集,1.

岩村 幸治,谷 水義隆,杉 村延広

階層分散 型生産 システムのスケジュー リングに関する研

究一分散環境 を用いたプロ トタイプの開発一

講演論文集,4.

■第60回 応 用物理学術講演会(9月,兵 庫)

岡野正登、四谷任、平井義彦、菊田久雄

電子 ビーム描画 を用いたブ レーズ型 回折格子作製のため

の形状予測

講演予稿集,3,857.

中島 公徳、水谷彰夫、菊田久雄、岩田耕一

大 きな入射角を持つ無偏光共振モー ド格子 フィルター

講演予稿集,3,858.

膿 日本機械学会M&M'99材 料 力学部門講演会(10月,京 都)

中野康 治,三 村耕 司,楳 田 努,宮 本睦久,山 下喜市,

若 森達也,谷 村 眞治

ウレタン充填鋼管 の衝撃変形特性

講演論文集,99-16,645-646.

大 多 尾義弘,谷 川義信,東 山雅俊

軸対称加熱 を受けるFGM中 空 球のNNに よ る材料組成最

適化問題

講演論文集,99-16,259-260.

谷川 義信,大 垣重郎,山 崎啓三

外部 き裂を有す る不均質体の軸対称熱応力解析

講演論文集,99-16,751-752.

闘1999年 度SICE関 西 支部シンポジウム(10月,大 阪)

和 田光代,小 野敏郎,大 須賀公一

補償法による線形システム同定

講演論文集,48-51,
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■第16回 セ ンシングフォーラム(10月
,宇 部)

和 田光代,小 野敏郎

信号検 出過程 のダイナ ミックスの相対補償一 多重計測法

における測定雑音 の影響一

資料,189-192.

■ 日本機械学会 関西支部第257回 講演会(ll鳳 大 阪)

芦 田喜孝,三 村 耕司,楳 田 努,宮 本 睦久,山 下喜市,

若森達也,谷 村眞治

ウレタンフォームの衝撃圧縮特性 に関する研 究

講演論文集,994-2,1/9・10.

川 崎一朗,三 村耕司,楳 田 努,谷 村 眞治

超高ひずみ速度下での純銅 の動的引張特性

講演論文集,994-2,1/15-16.

佐藤 登史,楳 田 努,三 村耕司,岡 本正明,谷 村眞治

高層建築物箱形柱 の三次元動的挙動解析

講演論文集,994-2,1/23-24.

藤 田勝久,前 田和 生,木 村哲也

地盤 と履帯式移動体 の形状 と動特性 を考慮 した振動特性

解析

講演論文集,994-2,7/7-8.

藤 田勝久,木 村哲也

リアル タイムスー ドダイナ ミクスシステムの開発 一動的

連成が応答特性 に与える影響 一

講演論文集994-2,7/15-16.

藤 田勝久,杉 山明久,新 谷篤彦

CFD援 用 による管群の流力弾性振動の限界流速について

講演論文集9942,7/19-20.

藤 田勝久

[基調講演]巨 大地震 に耐える産業機械 システム構築への

耐震技術 の展望

講演論文集,9942,7/23-30.

■1ヨ本機械学会第12回 計算力学講演会(11月 ,松 山)

入江貴裕,谷 川義信

強磁場環境下での円柱の平面軸対称連成熱応力解析

講演論文集,99・5,405-406.

大多尾義弘,谷 川義信

等方性材料 と圧電材料からなる二層複合長方形板の非一

様加熱を受ける場合の非定常熱変形制御

講演論文集,99-5,411-412.

唐澤真一郎,大 多尾義弘,谷 川義信

CA法 を用いた平等強さの二次元構造物設計

講演論文集,99-5,427-428.

森川将史,河 村隆介,谷 川義信

傾斜機能球殻のGAに よる二次元材料組成分布の最適化問

題



講 演 論 文 集,99-5,431-432.

■創立25周 年記念 第24回 複合材料シンポジウム(H月,大

阪)

青 山栄一,廣 垣俊樹,井 上久弘,野 辺弘通,矢 村 剛一,

郡 嶋宗久,片 山傳生

GFRP製 プ リン ト基板 の ドリル加 工穴 における損傷発生

メカニズム

講演要旨集,97・9&

■OpticsJapan99(11月,大 阪)

岡野正登、四谷 任、平井義彦、菊田久雄

電子 ビーム描画 によるブ レーズ型 回折格子作製 のための

ドーズ量分布の最適設計

講演予稿集,25-26.

菊 田 久雄、岩田耕一

2次 元金属格子の光学的特性

講演予稿集,341-342.

■日本材料学会第6回 材料の衝撃問題シンポジウム(12月,

京都)

谷村眞治,三 村耕司,朱 文輝,楳 田 努

広いひずみ速度を対象 とし各種材料グループに適用し得

る実用構成式について

講演論文集,5-8.

谷村眞治,三 村耕司,朱 文輝,楳 田 努

検力ブロ ック式高速材料試験お よび衝 撃座屈試験機 につ

いて

講演論文集,17-20.
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エ ネ ル ギ ー 機 械 工 学 科

熱流体 ・動力工学講座

教 授 角 田 敏 一

助教授 太 田 幹 郎

講 師 中 嶋 智 也

助 手 榎 本 啓 士

エネルギー ・環境工学講座

教 授 池 田 有 光

助教授 大久保 雅 章

講 師 星 野 叡 史

助 手 蒲 生 恵 司

山 田 哲 也

木 田 輝 彦 沼 野 正 溝

佐 野 孝 郎 高比良 裕 之

瀬 川 大 資 松 浦 寛 人

伊 東 弘 一

横 山 良 平

山 本 俊 昭

斯 波 敬 安 田 龍 介
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■CombustionofaFue{DropletinSuPercritical

Gaseousl≡nvironmentsunderMicrogravityina

DropShaft

(落 下 施 設 を 利 用 し た 微 小 重 力 下 超 臨 界 雰 囲 気 中 に お け る

燃 料 液 滴 の 燃 焼)

T.Kadota,A.Nakainkyo,K。Satoh,T.Kawanishi,D.

Segawa

JournaloftheJapanSocietyofMicrogravity

Application,15,SupplementH,278283(1999).

(Combustion,Fueldroplet,Microgravity,Supercritical

gaseousenvironments,Dropshaft)

■Non-1ntrusiveDiagnosticsforaBurningDroplet

underMiCrogravity

(微 小 重 力 下 に お け る 液 滴 燃 焼 過 程 の 非 接 触 測 定)

K.Matsumoto,T.Fuji量,D.Segawa,T.Kadota,T,

Kuboyama

JournaloftheJapanSocietyofMicrogravity

Application,15,SupplementH,290-295(1999).

(Combustion,Fueldroplet,Mlcrogravity,Diagnostics,

Laserinducedfluorescence)

■ 層 流 伝 ぱ 火 炎 に よ る 燃 料 液 滴 列 の 着 火

(lgnitionofFuelDropletArraybyaPropagating

LaminarFlame)

角 田 敏 一,小 浜 良 太,瀬 川 大 資,津 江 光 洋

日 本 機 械 学 会 論 文 集,B編65・631,1115-1121(1999).

(Combustion,Fueldroplet,Laminarflame,Ignition,

Evaporation)

H.Enomoto,M.Tsue,MKono,T.Kadota

The4thInternationalWorkshoponCatalytic

Combustion,71(1999).

(Catalyst,Combustion,Numericalsimulation)

剛n-CylinderCombustioninaNaturalGasFueled

SparklgnitionEngineProbedbyHighSpeed

SchlierenMethodanditsDependenceonEngine

Specifications

(高 速 シ ュ リー レ ン 法 に よ る 火 花 点 火 式 天 然 ガ ス 機 関 の 燃

焼 室 内 に お け る 燃 焼 過 程 の 解 明 な ら び に 機 関 諸 元 の 影 響)

Y.Fukano,H.Hisaki,S.Kida,T.Kadota

SAEPaperNo.1999-OL1493,SAEInternationalSpring

Fuels&LubricantsMeeting&Expositlon,1-9(1999).

(Naturalgasengine,HighspeedSchheren,Combustion,

Flameconfiguration,Enginespec澁cations)

■Two-Dimensiona[in-CylinderFlowReldinaNatural

GasFueledSparklgnitionEngineProbedby

ParticleTrackingVelocimetryanditsDependence

onEngineSpecifications

(粒 子 軌 跡 流 速 測 定 法 に よ る 火 花 点 火 式 天 然 ガ ス 機 関 の 燃

焼 室 内 に お け る2次 元 流 動 場 の 解 明 な ら び に 機 関 諸 元 の 影

響)

Y.Fukano,H.Hisaki,S.Kida,T.Kadota

SAEPaperNo.1999-01-1534,SAEInternationalSpring

Fuels&LubricantsMeeting&Exposition,1-10(1999).

(Naturalgasengine,Particletrackingvelocimetry,In-

cylinderfiow,Diagnostics,Enginespec迅cations)

■ 航 空 機 を 利 用 し た 超 臨 界 雰 囲 気 中 に お け る 燃 料 液 滴 燃 焼 現

象 の 解 明

(StudyonaFuelDropletCombustioninSupercritical

GaseousEnvironmentsbyusingParabolicFlight

ofAirplane)

角 田 敏 一,佐 藤 公 美,瀬 川 大 資,佐 藤 順 一,丸 谷 洋 一

日 本 機 械 学 会 論 文 集,B編65-631,1122-1127(1999).

(Combustion,LiquidfUel,Ignition,Supercriticalgaseous

environments,Microgravity)

■ 火 花 点 火 式 天 然 ガ ス エ ン ジ ン の 動 力 性 能 な ら び に 排 気 特 性

に 及 ぼ す ピ ス トン 形 状 お よ び 吸 気 流 動 の 影 響

(EffectsofPistonOesignandlnletGasFlowon

thePerfOrmanceandExhaustEmissionsina

NaturalGasFueledlgnitionEngine)

片 岡 克 己,渥 美 好 崇,瀬 川 大 資,角 田 敏 一,深 野 行 義

日本 機 械 学 会 論 文 集,B編65-632,1485-1490(1999).

(Sparkignitionengine,Naturalgas,Lean-burntThermal

efficiency,Exhaustemission)

■AnEffectofAdsorbedOxygenontheCatalytic

ReactionoverPlatinum

(白金 表面における触媒反応に及ぼす吸清酸素の影響)

闇BurningBehaviorofaMethanolDropletAffected

byAmbientPressureandGraVitationa量Acceleration

(雰 囲 気 圧 力 と 重 力 加 速 度 の 影 響 を 受 け る メ タ ノ ー ル 液 滴

の 燃 焼 挙 動)

D,Segawa,T.Kadota,A.Nakainkyo,C.Chauveau,1.

Gokalp,B.Vieille

Proceedingsofthe2ndAsia-PacificConferenceon

Combustion,319・322(1999).

(Combustion,Droplet,Methanol,Highpressure,

Microgravity)

■AutoignitionofaFuelDropletinSupercritical

GaseousEnvironmentsunderMicrogravityina

DropShaft

(落 下 施 設 の 微 小 重 力 環 境 で の 超 臨 界 雰 囲 気 中 に お け る 燃

料 液 滴 の 自 発 着 火)

T.Kadota,A,Nakainkyo,S.Hirota,D.Segawa

Proceedingsofthe5thInternationalMicrogravity

CombustionWorkshop,303-306(1999).

(Combustion,Fueldroplet,Supercriticalgaseous

environment,Autoignition,Microgravity)

■EffectsofGravitationalAccelerationonHigh
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PressureCombustionofMethanolDroplets

(メ タ ノ ー ル 液 滴 の 高 圧 燃 焼 に 及 ぼ す 重 力 加 速 度 の 影 響)

C.Chauveau,B.Vieille,1.Gokalp,D.Segawa,T.Kadota,

A.Nakainkyo

Proceedingsofthe5thInternationalMicrogravity

CombustionWorkshop,311-314(1999).

(Combustion,Fueldroplet,Methanol,Highpressure,

Gravitationalacceleration)

■EffectsofGravitationalAccelerationonHigh

PressureCombustionofMethanolDroplets

(メ タ ノ ー ル 液 滴 の 高 圧 燃 焼 に 及 ぼ す 重 力 加 速 度 の 影 響)

C.Chauveau,B.Vieille,1.Gokalp,D.Segawa,T.Kadota

A.Nakainkyo

JournaldeChimiePhysiqueetdePhysico・Chimie

Biologique,96-6,1031-1037(1999).

(Combustion,Droplet,Methanol,Highpressure,

Microgravity)

■IgnitionofaBlendedFuelDropletbyaPropagating

LaminarFlame

(伝 播 層 流 火 炎 に よ る 混 合 燃 料 液 滴 の 着 火)

T.Kadota,R.Kohama,D.Segawa

ProceedingsofMediterraneanCombustionSymposium-

99,219-230(1999).

(Combustion,Fueldroplet,Laminarflame,Ignition,

Blendedfuel)

● 微 小 重 力 環 境 を 利 用 し た 乳 化 燃 料 液 滴 火 炎 内 す す 濃 度 場 の

可 視 化

(VisualizationofSootingFieldinanEmulsionDroplet

FlamebyusingMicrogravityEnvironment)

瀬 川 大 資,津 江 光 洋,角 田敏 一,山 崎 博 司,河 野 通 方

日本 機 械 学 会 論 文 集,B編65-635,2506-2512(1999).

(Combustion,FuelDroplet,Emulsifiedfuel,Soot,

Microgravity)

■MeasurementofBurningVelocityofLeanMixture

atHighPressureunderMicrogravity

(微 小 重 力 下 高 圧 に お け る 希 薄 混 合 気 の 燃 焼 速 度 測 定)

N.Sakata,D。SegawaS.Maeda,T.Kadota,K.Kataoka

Proceedingsofthe15thInternalCombustionEngine

Symposium(lnternational)inSeoul,227-232(1999).

(Combustion,Leanmixture,Burningvelocity,High

pressure,Microgravity)

■NumericatAnalysisofMicroexplosionprocesses

ofanEimulsifiedFuelDropletunderMicrogravity

(微 小 重 力 下 に お け る 乳 化 燃 料 液 滴 の ミ ク ロ 爆 発 過 程 の 数

値 解 析)

H.Yamasaki,T.Kadota,D.Segawa,M.Tsue

proceedingsofthe15thInternaiCombustionEngine

Symposium(lnternational)inSeoul,589-593(1999).

(Combustion,Numericalanalysis,Fueldroplet,

Emulsifiedfue1,Microexplosion,Microgravity)
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■Phase-SeparationofanOil.in.WaterEmulslon

DropletBurninginMicrogravity

(微 小 重 力 下 で 燃 焼 す る 水 中 油 滴 型 乳 化 燃 料 液 滴 の 相 分 離)

D.SegawaH.TanakaT .Kadota,H.Yamasaki,M・Tsue・

T.Sakuraya

ProceedingsofInternationalSeminaronMicrogravity

Combustion,109-115(1999).

(Combustion,Fueldroplet,Emuls遁edfuel,Oil-in-water,

Microgravity)

■LaserlnducedFluorescencefortheNon-lntruSive

DiagnOsticsofaFuelDrOpletBurningunder

MicrogravityinaDropShaft

(落 下 施 設 の 微 小 重 力 下 で 燃 焼 す る 燃 料 液 滴 の 非 接 触 診 断

の た め の レ ー ザ 誘 起 蛍 光 法)

K.Matsumoto,T.Fujii,K.SuzUki,D.Segawa,T.Kadota

MeasurementScienceandTechnology,10-IO,853-858

(1999).

(Laserinducedfluorescence,Fueldroplet,Droplet

temperature,Soot,Microgravity)

暉NumericalAnaiysisofCombustionProcessofan

EmulsifiedFuelDropletunderMicrogravity

(微 小 重 力 下 に お け る 乳 化 燃 料 液 滴 の 燃 焼 過 程 の 数 値 解 析)

H.Yamasaki,T.Kadota,D.Segawa,M.Tsue

Proceedingsofthe5thAsia-PacificInternationai

SymposiumonCombustionandEnergyUtilization,22-

26(1999).

(Combustion,Numericalanalysis,Fueldroplet,Emuls挽d

fuel,MicroexplosiontMicrogravity)

■EffectsofMixtureTemperatureandFlowFieldon

CombustionProcessofMethaneAirMixtureina

RapidCompressionCombustor

(急 速 圧 縮 燃 焼 器 内 に お け る メ タ ン ー 空 気 混 合 気 の 燃 焼 過

程 に 及 ぼ す 混 合 気 温 度 と流 動 場 の 影 響)

M.Ohno,D.SegawaT.Kadota,K.Kataoka,Y.Fukano

Proceedingsofthe5thAsia-PacificInternational

SymposiumonCombustionandEnergyUtilization,89-

94(1999).

(Combustion,Leanmixture,Methane,Flowfie}d,Rapid

compressioncombustor)

圏LIFThermometryoftheLiquidFuelinHigh

TemperatureandHighPressureGaseous

Environment

(高 温 高 圧 雰 囲 気 中 に お け る 液 体 燃 料 のLIF温 度 計 測)

K.Matsumoto,T.Kadota ,D.Segawa

Proceedingsofthe5thAsia・PacificInternational

SymposiumonCombustionandEnergyUtilization ,239-

244(1999).

(Thermometry,Liquidfuel,LIF,Highpressure ,High

temperature)

.火 花点火式天然ガス機関の燃焼室内における燃焼特性およ

び機関運転条件の影響



(ln-CylinderCombustioninSpark-lgnitedNatural

GasEngineandltsDependenceonEngine

RunningConditions)

深 野 行 義,立 花 和 夫,喜 多 茂 雄,角 田 敏 一

日本 舶 用 機 関 学 会 誌34-10,657-666(1999).

(Naturalgasengine,Sparkignitionengine,Combustion,

Flamecon丘guration,HighspeedSchlieren)

■ 火 花 点 火 式 天 然 ガ ス 機 関 の 燃 焼 室 内 に お け る 流 動 特 性 に 及

ぼ す 機 関 諸 元 の 影 響

(EffectofEngineSpecificationsonln-Cylinder

RowFieldinaSpark-lgnitedNaturalGasEngine)

深 野 行 義,立 花 和 夫,喜 多 茂 雄,角 田 敏 一

日本 舶 用 機 関 学 会 誌34-11,764-773(1999).

(Naturalgasengine,Sparkignitionengine,Non-

intrusivevelocimetry,In-cylinderflow,Engine

speci且cation)

■ 角 柱 の 抗 力 に お よ ぼ す 切 落 し量 の 効 果 に つ い て

(EffectofCutoutatFrontEdgestoDrag

ReductionofSquarePrism)

倉 田 光 雄,平 川 浩 司,安 富 善 三 郎,木 田 輝 彦

日本 航 空 宇 宙 学 会 論 文 集,47-543,174-181(1999).

(Dragreduction,Bluffbody,Cutout)

■ エ ッジ の 切 落 し に よ る 角 柱 の 抗 力 軽 減 と 後 流 に つ い て

(RelationshipbetweenNearWakeandDrag

ReductionofSquarePrismDuetoCutoutat

FrontEdges)

倉 田 光 雄,平 川 浩 司,安 富 善 三 郎,木 田 輝 彦

日 本 航 空 宇 宙 学 会 論 文 集,47・550,403-410(1999).

(Dragreduction,Bluffbody,Cutout)

■気 泡 の レー ザ マ ニ ピ ュ レ ー シ ョ ン と そ の 光 学 力 の 評 価

(LaserManipulationofBubblesandEvaluationof

ltsOpticalForce)

高 比 良 裕 之,白 澤 学,山 崎 真 司

日本 機 械 学 会 論 文 集,B編65-633,1636-1642(1999).

(Microbubble,Multiphaseflow,Lasermanipulation,

Opticalforce)

匿急 発 進 す る 球 周 り の 低 レ イ ノ ル ズ 数 流 れ の 解 析

(LowReynoldsNumberFbwsaroundan

lmpulsivelyStartedSphere)

中 西 正 人,木 田 輝 彦

日本 機 械 学 会 論 文 集,B編,65-634,19791985(1999).

(LowReynoldsnumber,Perturbationmethod,Sphere,

Impulsivestart)

圏TheoreticalandNumerica{Resultsofa

DeterministicTwo-DimensionalVortexMethod

(決 定 論 的 二 次 元 渦 法 の 理 論 と 数 値 結 果 に つ い て)

T.Kida

Sadhana23-5&6,419-441(1998).

(Deterministicmethod,Vortexmethod)

■TransientFlowaroundaCircularCylindernear

theMovingandRigidGroundbyaVortexMethod

(渦 法 に よ る 移 動 お よ び 固 定 地 面 近 く の 円 柱 周 りの 過 渡 流

れ)

T.KidaD,Okamoto,M.Wada

ThelstInternationalConferenceonVortexMethods,

65-72(1999).

(Vortexmethod,Groundeffect)

■Two-DimensionalTransientFlowsarounda

RectangularCylinderbyaVortexMethod

(渦 法 に よ る 角 柱 宏 わ り の 過 渡 的 流 れ)

M.Otsuka,T.Kida,M.Wada へ
ThelstInternationalConferenceonVortexMethods,

99。105(1999).

(Vortexmethod,Rectangularcylinder)

■PressureDistributionontheGroundbylmpinging

Two-DimensionalJetduetoaVortexMethod

(渦 法 を 用 い た 二 次 元 衝 突 噴 流 に よ る 地 面 表 面 圧 力 分 布 に

つ い て)

T.Kida,T.Take,M.Toshima,M.Kurata

The3rdASME/JSMEJointFluidsEngineering

Conferences,FEDSM99-6815(1999).

(Pressuredistribution,Vortexmethod,Impingingjet)

■UnsteadyLowReynoldsNumberFlowPastTwo

RotatingCircularCylindersbyaVortexMethod

(渦 法 に よ る 二 つ の 回 転 円 柱 周 りの 低 レ イ ノ ル ズ 数 流 れ の

解 析)

M.Nakanishi,T。Kida

The3rdASME/JSMEJointFluidsEngineering

Conferences,FEDSM99-6816(1999).

(LowReynoldsflow,Vortexmethod,Jefferyparadox)

■OptimalPlanningofaCascade-TypeMultistage

RefrigerationSystemforaBeveragePlant

(飲 料 プ ラ ン ト用 多 段 冷 却 シ ス テ ム の 最 適 計 画)

T.Shiba,K,Ito,R.YokoyamaS.Sakashita,Y.Himura

Proc.oftheInternationalConferenceonRenewableand

AdvancedEnergySystemsforthe21stCentury,RAES

99-7619,1-8(1999).

(Refrigerationsystem,Systemsengineering,Optimal

planning,Operationalsimulation)

■EffectofOptimizingSupplyWaterTemperature

andAirVolumeonaVAVSystem

(可 変 風 量 方 式 空 調 シ ス テ ム に 対 す る 供 給 水 温 お よ び 風 量

の 最 適 化 の 効 果)

N.Karino,T.Shiba,K、Ito,R.Yokoyama

Proc.oftheInternationalConferenceonRenewableand

AdvancedEnergySystemsforthe21stCentury,RAES

99-7634,1-8(1999).

(Airconditioning,VAVsystem,Optimization,Cost

reduction)
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■DeveloPmentandEvaluationofanAdvisory

SystemforOptimalOperationofaDistrict

HeatingandCoolingPlant

(地 域 冷 暖 房 プ ラ ン ト最 適 運 転 支 援 シ ス テ ム の 開 発 と評 価)

R.YokoyamaK.Ito,K.Kamimura,F.Miyasaka

Proc.oftheInternationalConferenceonRenewableand

AdvancedEnergySystemsforthe21stCentury,RAES

99-7641,1-9(1999).

(Districtheatingandcooling,Computer-aidedoperation,

Energydemandprediction,Unitcommitment,

Optimization)

■ ア ン モ ニ ア ・水 混 合 媒 体 に よ る 熱 電 比 可 変 形 ガ ス エ ン ジ ン

複 合 サ イ ク ル(第1報,冷 熱 と 電 力 の 同 時 取 出 し)

(GasEngineCombinedCyclewithVariableHeat

toPowerRatioUsingAmmonia/WaterMixture

(1stReport,SimultaneousGenerationofCold

EnergyandElectricity))

藤 本 洋,松 村 章 二 朗,伊 東 弘 一,横 山 良 平

日 本 機 械 学 会 論 文 集B編65-634,2178-2185(1999).

(Gasengine,Cogeneration,Combinedcycle,Refrigeration,

Ammonia)

■RobustOptimalDesignofaGasTurbine

CogenerationPlantBasedonMinimaxRegret

Criterion

(ミ ニ マ ッ ク ス 機 会 損 失 基 準 に よ る ガ ス タ ー ビ ン ・コ ー ジ

ェ ネ レ ー シ ョ ン ・プ ラ ン トの ロ バ ス ト最 適 設 計)

R.YokoyamaK.Ito

44thASMEGasTurbineandAeroengineTechnical

Congress,ExpositionandUsersSymposium,99-GT-128,

1-8(1999).

(Gasturbine,Cogeneration,Unitsizing,Robustdesign,

Opt㎞ization)

■OptimalUnitSizingofCogenerationSystemsin

ConsiderationofUncertainEnergyDemandsas

ContinuousRandomVariabtes

(不 確 実 な エ ネ ル ギ ー 需 要 量 を 連 続 型 確 率 変 数 と し て 考 慮

し た コ ー ジ ェ ネ レー シ ョ ン ・シ ス テ ム の 最 適 設 備 容 量 計

画)

S.Gamou,R.Yokoyama,K.Ito

proc.oftheInternationalConferenceonEfficiency,

Costs,Optimization,SimulationandEnvironmental

AspectsofEnergySystems,203-208(1999).

(Uncertaintyofenergydemands,Continuousrandom

variable,Optimaldesign,Cogeneration,Sensitivity

analysis)

■ ミ ニ マ ッ ク ス 機 会 損 失 基 準 に よ る エ ネ ル ギ ー 供 給 シ ス テ ム

の ロ バ ス ト最 適 設 計

(RobustOptimalDesignofEnergySupply

SystemsBasedonMinimaxRegretCriterion)

横 山 良 平,伊 東 弘 一

日 本 機 械 学 会 論 文 集,C編65-635,2853-2859(工999).

(Robustdesign,Optimization,Minimaxregretcriterion,
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EnergysupPlysystem ,Multilevelprogramming)

綱 最 適 化 手 法 を 用 い た 熱 源 シ ス テ ム の 一 設 計 手 法

(ADesignMethodofBuildingEne「9ySuPPIy

SystemsUsinganOptimizationMethod)

山 本 亨,森 正 夫,田 中 稔,下 城 宏 文,伊 東 弘 一,横 山 良

平

空 気 調 和 ・衛 生 工 学 会 論 文 集,74,4g.58(1g99).

(Optimization,Energysupplysystem,Designmethod,

Designmode1,Equipmentcharacteristicsdata)

■DevelopmentofanOptimalOPerationalPlaming

SystemUsinganObject-OrientedFrameworkfor

EnergySupPlyPlants

(オ ブ ジ ェ ク ト指 向 フ レ ー ム ワ ー ク を 用 い た エ ネ ル ギ ー 供

給 ブ ラ ン ト最 適 運 用 計 画 シ ス テ ム の 開 発)

K.Kamimura,T.MUkai,Y.Nishi,R.Yokoyama,K.Ito

Proc.ofthe6thInternationalBuildingPerformance

SimulationAssociationConference,皿,1269-1276(1999).

(Userinterface,Object-orientedframework,Energy

supPlysystem,Optimaloperation)

■ 混 合 整 数 線 形 計 画 法 の た め の 新 し い 分 解 法 と 蓄 熱 シ ス テ ム

最 適 運 用 計 画 へ の 適 用

(ANovelDecompositionMethodforMILPandlts

ApPlicationtoOptimalOPerationofaThermal

StorageSystem)

横 山 良 平,伊 東 弘 一

日 本 機 械 学 会 論 文 集,C編65638,4164-4171(1999).

(Unitcommitment,Thermalstorage,Optimization,

Mixed-integerlinearprogramming,Decomposition)

口EvaluationofEconomicRobustnessofGas

TurbineCogenerationPlantswithVariableHeat

toPowerRatios

(熱 電 可 変 ガ ス タ ー ビ ン ・コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン ・プ ラ ン

トの 経 済 的 ロ パ ス ト性 評 価)

R.YokoyamaK.Ito,K.Sato

Proc.ofthe工nternationalGasTurbineCongress1999

Kobe,1,381-388(1999).

(Gasturbine,Cogeneration,Variableheatandpower,

Unitsizing,Robustdesign)

■OptimalCapacityPlannlngofaBrewerゾsEnergy

SuPplyPlantUsingltsSimulationModeiBasedon

LabVIEW

(LabVIEWに よ る シ ミ ュ レー シ ョ ン ・モ デ ル を 用 い た 醸 造

用 エ ネ ル ギ ー 供 給 プ ラ ン トの 最 適 設 備 容 蟹 計 画)

T.Shiba,K.Ito,R .Yokoyama,S、Sakashita

Proc.oftheSymposiumonThermodynamicsandthe

Design,Analysis ,andImprovementofEnergySystems,

1999ASMEInternationalMechanicalEngineering

CongressandExposition,39,497-504(1999).

(EnergysupPlyplant,Systemsengineerlng,Optimal

capacityplanning,Operationalsimulation,LabVIEW)



■MultiobjectiveOptimalUnitSizingofFuelCelI

CogenerationSystemsinConsiderationof

UncertaintyofEinergyDemands

(エ ネ ル ギ ー 需 要 量 の 不 確 実 性 を 考 慮 した 燃 料 電 池 コ ー ジ

ェ ネ レ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム の 多 目 的 最 適 設 備 容 量 計 画)

S.Gamou,R.Yokoyama,K.Ito

Proc.ofthe3rdInternationalFuelCellConference,169-

172(1999).

(Uncertaintyofenergydemands,Fuelcell,MUItiobjective

optimization,Unitsizing,Cogeneration)

■OptimalOperationofaCogenerationPlantin

ConsiderationofEquipmentStartup/Shutdown

Cost

(機 器 起 動 ・停 止 費 用 を 考 慮 し た コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン ・

プ ラ ン トの 最 適 運 用)

R.Yokoyama,K.Ito

Trans.oftheASME,JournalofEnergyResources

Technology,121q,254261(1999).

(Unitcommitment,Cogeneration,Startup/shutdown

cost,Dynamicprogramming,Mixed-integerlinear

programming)

■OptimalPlanningofaCascade-TypeMultistage

RefrigerationSystemforaBeveragePlant

(飲 料 プ ラ ン ト用 多 段 冷 却 シ ス テ ム の 最 適 計 画)

T.Shiba,K.Ito,R.Yokoyama,S.Sakashita,Y.Himura

Trans.oftheASME,JournalofEnergyResources

Technology,121・4,262-267(1999).

(Refrigerationsystem,Systemsengineering,Optimal

planning,Operationalsimulation)

■ 建 物 近 傍 拡 散 の 予 測 に 関 す る 基 礎 的 研 究 そ の1風 洞 実

験

(AnExperimentalandNumericalStudyof

ConcentrationPredictionAroundaBu醐ding,Part

I,Wind-TunnelStudy)

老 川 進,石 原 孟,安 田 龍 介,西 村 浩 一,長 谷 実

大 気 環 境 学 会 誌,34-2,123-136(1999).

(Prediction,Windtunnelstudy,Building,Concentration,

Dispersion)

■ 建 物 近 傍 拡 散 の 予 測 に 関 す る 基 礎 的 研 究 そ の2k一 εモ デ

ル に よ る数 値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

(AnExperimentalandNumericalStudyof

ConcentrationPredictionAroundaBuilding,Part

ll,NumericalSimulationbyk-eModel)

西 村 浩 一,安 田 龍 介,伊 藤 誠 一

大 気 環 境 学 会 誌34-2,103-122(1999).

(Prediction,Building,Diffusion,CFD,Simulation)

匿NF3TreatmentbyFerroelectricPacked-Bed

PlasmaReactor

(強 誘 電 体 充 て ん 層 プ ラ ズ マ リア ク タ ー に よ るNF3の 処 理)

T.Yamamoto,J.S.Chang,KKostov,Y.Okayasu,T.

Kato,T.Iwaizumi,KYoshimura

J.AdvancedOxidationTechnologies,4-4,454-457(1999).

(Non-thermalplasma,Packed-bedplasmareactor,NF3)

■HalonDestructioninaGasPhasePulsed

StreamerCoronaReacto「

(パ ル ス ス ト リ ー マ コ ロ ナ 放 電 リ ア ク タ ー に よ る 気 相 中 の

八 ロ ン の 分 解)

GSaithamoorthy,B。R.Locke,W.C.Finney,R.C.Clark,

T.Yamamoto

J.AdvancedOxidationTechnologies,4-4,375-379(1999).

(Coronadischarge,PulsedstreamercoronaHalon)

■AerosolizationofVOCPIasmaChemicalProcess

(プ ラズマ化学反応によるVOCの エ アロゾル化)

T.Yamamoto,B.L.Jang

IEEETransactionsonIndustryApplications,35-4,736-

742(1999).

(Plasmachemicalprocess,VOC,AerosoD

■DecompositionofBenzeneUsingaNonthermal

PlasmaReaCtOrPaCkedwithFerroelectric

Pellets

(強 誘 電 体 ペ レ ッ トが 充 て ん さ れ た 非 熱 プ ラ ズ マ リ ア ク タ

に よ る ベ ン ゼ ン の 分 解)

A.Ogata,N.Shintani,K.Mizuno,S.Kushiyama,T,

Yamamoto

IEEETransactionsonIndustryApplications,35-4,753-

759(1999).

(Non-thermalplasma,Packed-bedplasmareactor,

Benzene)

■MechanismsforFormationoflnorganic

ByproductsinPlasmaChemicalProcessingof

HazardousAirPollutants

(大 気 汚 染 の プ ラ ズ マ 化 学 反 応 処 理 に お け る 副 生 成 物 形 成

の メ 力 ニ ズ ム)

S.Futamura,A.Zhang,T.Yamamoto

IEEETransactionsonIndustryApplications,35-4,76(F

766(1999).

(Plasmachemicalprocess,Airpollutant,Byproduct)

■DecompositionofBenzeneUsingAlumina-Hybrid

andCatalyst-HybridPlasmaReactors

(ア ル ミ ナ 複 合 型 お よ び 触 媒 複 合 型 プ ラ ズ マ リ ア ク タ に よ

る ベ ン ゼ ン の 分 解)

A。Ogata,K.Yamanouchi,K.Mizuno,S.Kushiyama,T。

Yamamoto

IEEETransactionsonIndustryApplications,35-6,1289-

1295(1999).

(Non-thermalplasma,Packed-bedplasmareactor,

Catalyst,Benzene)

■OxidationofDiluteBenzeneinanAluminaHybrid

PlasmaReactoratAtmosphericPressure

(大気 圧下でのアルミナ複合 プラズマ リア クタにおける低

濃度ベンゼ ンの酸化)
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A.Ogata,K.Yamanouchi,K.Mizuno,S.Kushiyama,T.

Yamamoto

PlasmaChemistryandPlasmaProcessing,19-3,383-394

(1999).

(Non-thermalpIasma,Packed-bedplasmareactor,

Alumina,Benzene)

■DestructionoflndustrialGaseousContaminants

ContainingChlorinatedVOCsUsingPlasma

Technology

(プ ラ ズ マ 技 術 に よ る塩 素 系VOCを 含 む ガ ス 状 産 業 排 気 物

質 の 分 解)

G.Prieto,0。Prieto,C.R.Gay,K.Mizuno,T.Yamamoto

LatinAmericanAppliedResearch,29,27-30(1999).

(Plasma,Destruction,ChlorinatedVOC,Gaseous

COntaminant)

■OptimizationofNonthermalPlasmaforthe

TreatmentofHazardousAirPollutants

(有 害 大 気 汚 染 物 質 処 理 の た め の 非 熱 プ ラ ズ マ の 最 適 化)

T.Yamamoto

JournalofHazardousMaterials,B67,165-181(1999).

(Non-thermalplasma,Hazardousairpollutant,

Optimization)

■ ア ル ゴ ン を 用 い た デ ィ ス ク 形MHD発 電 機 内 に 発 生 す る 放

電 構 造 の 数 値 シ ミ ュ レー シ ョン

(NumericalSimulationofDischargeStructuresin

Ar/CsPlasmaDiskMHDGenerator)

大 久保 雅 章,奥 野 喜 裕,椛 島 成 治,山 岬 裕 之

電 気 学 会 論 文 誌119B-7,820-827(1999).

(Argon,DiskMHDgenerator,Ionizationinstability,

Dischargestructure,Numericalsimulation)

■HighEinthalpyExtractionExperimentswithFuji・1

MHDBIow-DownFacility

(Fuji-1MHDブ ロ ー ダ ウ ン 装 置 を 用 い た 高 エ ン タ ル ピー 抽

出 実 験)

Y.Okuno,T.Okamura,K.Yoshikawa,T.Suekane,K.

Tsuji,M.Okubo,T.Maeda,T.Murakami,H.Yamasaki,

S.Kabashima,S.ShiodaY.Hasegawa

EnergyConversion&Management,40,1177-1190

(1999).

(Argon,DiskMHDgenerator,Fuji-LEnthalpy

extraction)

■ デ ィ ス ク 形 流 路 内 超 音 速 流 れ と 全 圧 損 失 に 関 す る数 値 シ ミ

ュ レー シ ョ ン

(Three-DimensionalNumericalSimulationon

SupersonicFlowandTotalPressureLossinDisk

Channel)

櫛 田 ル ナ,大 久 保 雅 章,D.Biswas,山 岬 裕 之

日本 機 械 学 会 論 文 集,B編,65・634,1899-1906(1999).

(Supersonicflow,Shockwave,Magnetohydrodynamics,

Diskchannel,Totalpressureloss)
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■RemovalofDiluteBenzeneUsingZeolite-Hybrid

PlasmaReactor

(ゼ オ ラ イ ト複 合 プ ラ ズ マ リ ア ク タ に よ る 低 濃 度 ベ ン ゼ ン

の 分 解)

A・Ogata,D.Ito,K.Mizuno,S.Kushiyama,T.Yamamoto

Proceedingsofthe19991EEEIndustryApPlications

Conference,1467-1472(1999).

(Non-thermalplasma,Packed-bedplasmareactor,

Zeolite,Benzene)

口TowardsldealNOxControlTechnologyUsing

Plasma-ChemicalHybridProcess

(プ ラ ズ マ と 化 学 反 応 ハ イ ブ リ ッ ド型 プ ロ セ ス に よ る 理 想

的 なNOx制 御 技 術 の 開 発 に 向 け て)

T.Yamamoto,M.Okubo,K.Hayakawa,K.Kitaura

Proceedingsofthe19991EEEIndustryApplications

Conference,1495-1504(1999).

(Non-thermalplasma,Packed・bedplasmareactor,

Plasma・chemicalhybridprocess,NOx)

■ElectricAirCleanerComposedofNon-Thermal

PlasmaReactorandElectrostaticPrecipitator

(非 熱 プ ラ ズ マ リア ク タ ー と 電 気 集 じ ん 装 置 か ら な る 空 気

清 浄 装 置)

M.Okubo,T.Yamamoto,T.Kuroki,H.Fukumoto

Proceedingsofthe19991EEEIndustryApplications

Conference,1483-1488(1999).

(Non-thermalPlasma,Packed-bedplasmareactor,

Electrostaticprecipitator,Acetaldehyde)

蟹RemovalofTolueneandTrichloroethylenefrom

AirStreambytheCapillaryTubeDischarge

Plasma-AdsorbentHybridTechnology

(気 流 か ら の トル エ ン と トリ ク ロ ロ エ チ レ ン の プ ラ ズ マ ー

吸 清 剤 複 合 技 術 に よ る 除 去)

H。Kohno,M.Tamura,S.Honda ,J.S.Chang,A.A.

Berezin,T.Yamamoto

JIEE,Narashino,Japan,Ocしi9-20(1999).

(Non-thermalplasmaAdsorbenCToluene,Trichloroethylene)

鋼PerformanceoflndoorE{ectricAirCleanerUsing

NonthermalPlasma

(非 熱 プ ラ ズ マ を 用 い た 室 内 用 空 気 清 濠 器 の 性 能)

M.Okubo,T.Yamamoto ,T.Kuroki,H.Fukumoto

ProceedingsofFirstAsiaAerosolConference ,111-112

(1999).

(Nonthermalplasma,Packed・bedplasmareactor ,

Electrostaticprecipitator,Acetaldehyde)

■AdsorptionlsothermsofBuildingMaterialsUsing

theEtectrodynamicBalance

(電 磁 バ ラ ン ス に よ る 建 築 材 の 吸 潜 特 性 の 評 価)

T.Yamamoto,D.S.Ensor,L.E.Sparks

ProceedingsofFirstAsiaAerosolConference ,227-228

(1999).

(Adsorption,Buildingmaterials,Electrodynamic



balance)

■NonthermalPlasmaChemicalProcessingof

Bromomethane

(臭 化 メ チ ル の 非 熱 プ ラ ズ マ 化 学 プ ロ セ ス)

A.Zhang,S.Futamura,T.Yamamoto

J.Air&WasteManagementAssociation,49,1442-1448

(1999.)

(NontherrnalplasmaChemicalprocessing,Bromomethane)
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■環境調和を目指 した高度燃焼技術の構築

角田敏一

〇STEC,18-2,4(1999).

圏 微 小重力下超臨界雰囲気中における燃料液滴の 自発着火,

蒸 発および燃焼

角田敏一

日本宇宙フォーラム公募地上研究研究進捗状況報告書,1-

7(1999).

■CharacteristicsofCombustionandEmissionof

PollutantsforAlternativeFuels

T.Kadota,D.Segawa,1.Gokalp

BasicTechnologiestoControlCombustion,49-79(1999).

■落 下型無重力実験施設を利用 した燃焼研究

角田敏一
'99無 重 カセ ミナーin福 岡講演集47 -56(1999) .

■世 界的に見た大学の設計教育 と3次 元CAD/CAM/CAEi教

育

太田幹郎

日本機械学会関西支部第235回 講習会教材,1-8(1999).

■ ここまで進んだ世界の3次 元CAD教 育

太田幹郎

第258回 精密工学会講習会教材,1-14(1999).

■2次 元CAD教 育 か ら3次 元CAD教 育 への脱皮

太田幹郎

日本PTC3次 元 設計教育最前線教材,1-19(1999).

■渦法の基礎

木田輝彦

渦法 による流体数値シ ミュ レーションセ ミナー一基礎理

論か ら工学的応用 まで一教材,1-15(1999).

■COGENWORLD結 成への動き

伊東弘一

月刊エネルギー,32-2,12(1999).

匿 コージェネレーシ ョンによる地域エネルギー供給 システム

の最適設計

伊東弘一,横 山良平

日本学術 振興会未来開拓学術研究推進事業理工領域一10

「エネルギー利用 の高効率化 と環境影響低減化」環境負荷

低減 を目的 とした新 しい自律分散型都市エネルギーシス

テム 平成10年 度研究成果報告書,96,98,108-123(199g).

■COGENEUROPE第5回 年次会議に出席して

伊東弘一

コージェネ レーション,14-1,15-21(1999).

躍 ヨー ロッパにおけるコージエネ レーシ ョンの最新動 向

伊東弘一

エネルギー ・資源,20・3,80-83(1999).

■ 不確定条件下におけるエネルギー供給システムのロパス ト

最適設計

横山良平

日本機械学会RC155不 確 定環境 下での人 間 ・機械協調型

プラ ン トの知的 システ ム化技 術研究 分科 会研究 報告書

(最終),62-71(1999).

■マ イクロコージェネへの期待と課題

伊東弘一

月刊エネルギー,32-8,10(1999).

■ICAお よ びUSCHPAの 創 設について

伊東弘一

コージェネレーシ ョン,14-2,7-11(1999).

■氷 蓄熱か、コージ ェネか?

伊 東弘一

建築とエネルギーt20,2-5(1999).

■ コージェネ レーシ ョンの運用について

伊東弘一

クリー ンエネルギー,8-11,1-4(1999).

■米 国の電力産業再編とESCO市 場 動向(和 訳)

斯波敬

エネルギー ・資源 ,20-6,527-532(1999).

■分散型エネルギー システム

伊東弘一

NTTR&D,48-12,850-855(1999).

■プ ラズマが解決する環境問題 とは?

山本俊昭

日本機械学会誌102-973,28-29(1999).
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■火の百科辞典

角田敏一(分 担執筆)

丸 善,(1999).

璽環境 圏の新 しい燃焼工学

角田敏一(分 担執筆)

フジテクノシステム,(1999),

■Pro/ENGlNEERの 基 礎か ら応用へ

太田幹郎

山海堂,(1999).

■新版キャビテーション(基 礎と最近の進歩)

高比良裕之(分 担執筆)

棋 書店,46・62(1999).

■PEM・ 燃料電池入門一 これか ら5年 に起 こるエネルギー革

命の主役

伊東弘一(分 担執筆)

環境新聞社,87-143(1999).
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圏The4thlnternatjonalWorkshoponCatalytic

Combustion(SanDiego,USA,Apri1,1999)

H.Enomoto,M.Tsue,M.Kono,T.Kadota

AnEffectofAdsorbedOxygenontheCatalytic

ReactionoverPlatinum.

■MediterraneanCombustionSymPosium"99

(Antalya,Turkey,June,1999)

T.Kadota,R.Kohama,D .Segawa

IgnitionofaBlendedFuelDropletbyaPropagatlng

LaminarFlame.

■lnternationalConferenceonRenewableand

AdvancedEnergySystemsforthe21stCentury

(Lahalna,USA,April,1999)

T.Shiba,K.Ito,R.Yokoyama

OptimalPlanningofaCascade-TypeMultistage

RefrigerationSystemf6raBeveragePlant.

■44thASMEGasTurbineandAeroengineTechnicaI

Congress,ExpositionandUsersSymposium

(lndianapolis,USA,June,1999)

R.Yokoyam&K.Ito

RobustOptimalDesignofaGasTurbineCogeneration

PlantBasedonMinimaxRegretCriterion.

N.Karino,T.Sh呈ba,K.Ito,R。Yokoyama

EffectofOptimizingSupplyWaterTemperatureand

AirVolumeonaVAVSystem.

R.Yokoyama,K,Ito,K.Kamimura,F.Miyasaka

DevelopmentandEvaluationofanAdvisorySystemfor

OptimalOperationofaDistrictHeatingandCooling

Plant.

■lnte「nationalConferenceonEfficiency,Costs,

Optimization,SimulationandEnvironmental

AspectsofEnergySystems(Tokyo,Japan,

June,1999)

S.Gamou,R.Yokoyama,K.Ito

OptimalUnitSizingofCogenerationSystemsin

ConsiderationofUncertainEnergyDemandsas

ContinuousRandomVariables.

■1999SAElnternationalSpringFuels&Lubricants

Meeting&Exposition(Dearborn,USA,May,1999)

Y.Fukano,H.Hisaki,S.Kida,T.Kadota

Two-DimensionalIn-CylinderFlowFieldinaNatural

GasFueledSparkIgnitionEngineProbedbyParticle

TrackingVelocimetryanditsDependenceonEngine

Speci丘cations.

Y.Fukano,H.Hisaki,S.Kida,T.Kadota

In-CylinderCombustioninaNaturalGasFueledSpark

IgnitionEngineProbedbyHighSpeedSchlieren

MethodanditsDependenceonEngineSpecifications.

隔The2ndAsia-PacificConferenceonCombustion

(Tainan,Taiwan,May,1999)

D.Segawa,T.Kadota,A.Nakainkyo,C.Chauveau,1.

Gokalp,B.Vieille

BurningBehaviorofaMethanolDropletAffectedby

AmbientPressureandGravitationalAcceleration.

■ThelsthlnternalCombustionEngineSymposium

(1nternational)inSeoul(Seoul,Korea,July,1999)

N.Sakata,D.Segawa,S.Maeda,T.KadotaK.Kataoka

MeasurementofBurningVelocityofLeanMixtureat

HighPressureunderMicrogravity.

H.Yamasaki,T.Kadota,D.Segawa,M.Tsue

NumericalAnalysisofMicroexplosionProcessesofan

EmulsifiedFuelDropletunderMicrogravity .

口3rdASME/JSMEJointFluidsEngineering

Conference(SanFrancisco,USA,July,1999)

T.KidaT.Take,M.ToshimaM.Kurata

PressureDistributionontheGroundbyImpinging

Two-DimensionalJetduetoaVortexMethod .

M.Nakanishi,T.Kida

UnsteadyLowReynoldsNumberF正owPastTwo

RotatingCircularCylindersbyaVortexMethod
.

■The5thlnternationalMicrogravityCombustion

Workshop(Cleveland,USA,May,1999)

T.Kadota,N.Nakainkyo,S.Hirota,D.Segawa

AutoignitionofaFuelDropletinSupercriticalGaseous

EnvironmentsunderMicrogravityinaDropShaft.

C.Chauveau,B.VieiHe,1.Gokalp,D。Segawa,T,Kadota,

N,Nakainkyo

EffectsofGravitationalAccelerationonHighPressure

CombustionofMethanolDroplets.

■ lnternationalSeminarOnMicrogravity

Combustion(Sendai ,Japan,August,1999)
D.SegawaH.Tanaka,T.Kadota ,H.Yamasaki,M.Tsue,
T.Sakuraya

Phase-SeparationofanOil-in-WaterEmulsionDroplet

BurninginMicrogravity .

■Enpriner∬Congress(Salvador
,Brazjl,August,

1999)

G,Prieto,0.Prieto,C.R.Gay,T.Yamamoto

DestructionofResidualFumigantUs量ngaPlasma
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Reactor.

■MicrogravityFluidPhysicsandHeatTransfer

(Oahu,USA,September,1999)

H.Takahira,S.Banerjee

NumericalSimulationofThreeDimensionalBubble

GrowthandDetachmentinaMicrogravityShearFlow.

■3rdlnternationalFuelCellConference(Nagoya,

Japan,November,1999)

S.Gamou,R.Yokoyama,K.Ito

MultiobjectiveOptimalUnitSizingofFuelCell

CogenerationSystemsinConsiderationofUncertainty

ofEnergyDemands.

■6thlnternationalBuildingPerformanceSimulation

Association(Kyoto,Japan,September,1999)

K.Kamimura,T.Mukai,Y.Nishi,R.Yokoyama,K.Ito

DevelopmentofanOptimalOperationalPlanning

SystemUsinganObject-OrientedFrameworkfor

EnergySupPlyPlants.

■The5thAsia-PacificlnternationalSymposiumon

CombustionandEnergyUtilization(Shanghai,

China,October,1999)

HYamasaki,T.Kadota,D.Segawa,M.Tsue

NumericalAnalysisofCombustionProcessofan

EmulsifiedFuelDropletunderMicrogravity.

M.Ohno,D.Segawa,T.Kadota,K.Kataoka,Y.Fukano

EffectsofMixtureTemperatureandFlowFieldon

CombustionProcessofMethaneAirMixtureinaRapid

CompressionCombustor.

K.Matsumoto,T.Kadota,D.Segawa

LIFThermometryoftheLiquidFuelinHigh

TemperatureandHighPressureGaseousEnvironment.

■TheFirstInternationalConferenceonVortex

Methods(Maiko,Japan,November,1999)

T,Kida,D.Okamoto,M.Wada

TransientFlowaroundaCircularCylindernearthe

MovingandRigidGroundbyaVortexMethod.

M.Otsuka,T.KidaM.Wada

Two-DimensionalTransientFlowsarounda

RectangularCylinderbyaVortexMethod.

■lnternationalGasTurbineCongress1999Kobe

(Kobe,Japan,November,1999)

R.Yokoyama,KIto,K.Sato

EvaluationofEconomicRobustnessofGasTurbine

CogenerationPlantswithVariableHeattoPowerRatios.

膨SymposiumonThermodynamicsandtheDesign,

Analysis,andlmprovementofEnergySystems,

1999ASMElnternationalMechanicalEngineering

CongressandExposition(Nashville,USA,

November,1999)

T.Shiba,K.Ito,R.Yokoyama,S.Sakashita

OptimalCapacityPlanningofaBrewery'sEnergy

SupplyplantUsingItsSimulationModelBasedon

LabVIEW.
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■エネルギー ・資源学会第15回 エネルギーシスデム ・経済 ・

環境コンファレンス(1月,東 京)

横 山良平,伊 東弘一

熱電可変 コー ジェネレー シ ョン ・システムの経済的 ロバ

ス ト性の評価

講演論文集,125-130。

狩 野直樹,斯 波敬,伊 東 弘一,横 山良平

低温冷風 空調 システムにおけるVAVユ ニ ッ トの最適設

備計画に基づ く影響分析

講演論文集,477-482.

闘 自動車技術会学生 自動車研究会関西支部卒業研究発表講演

会(2鳳 草津)

清水一宏,長 田仁,角 田敏一

簡易型落下施設を利用 した微小重力下燃料液滴火炎の構

造解明

講演概要集,23-24.

岩見 紫乃,香 島豊,角 田敏一

FT-IRを 利用 したCO2温 度 に関する研究

講演概 要集,41-42.

■ 日本物理学会第54回 年会(3月,広 島)

赤 平芳朗,松 浦寛人,沼 野正博

磁力線 カオスに及ぼす数値誤差の影響

講演予稿集,54-1,814.

■日本機械学会関西学生会卒業研究発表講演会(3月,吹 田)

小 林孝満,太 田幹郎,角 田敏一

圧縮着火機 関の燃焼特性 に及ぼす燃焼室形状の影響

講演前刷集,3/15.

■日本機械学会関西支部第74期 定時総会講演会(3月,吹 田)

中務泰成,角 田敏一

PLIF法 に よる天然ガスエンジ ン内の燃料濃度分布測定

講演論文集,9941,5/3-4.

大野 雅史,角 田敏一,片 岡克己,瀬 川大資,深 野行義

急速圧縮燃焼装置における希薄予混合気の燃焼

講演論文集,994-1,5/7・8.

田中秀充,角 田敏一,瀬 川大資,山 崎博司,櫻 谷隆

微小重力下乳化燃料液滴燃焼時の液滴挙動および温度変

化

講演論文集994-1,6/1-2.

中隠居晃,廣 田修一,角 田敏一,瀬 川大資

微小重力下超臨界雰囲気 中における燃料液滴の自発着火

および燃焼

講演論文集,994-1,6/3-4.

坂 田直美,角 田敏一,片 岡克己,瀬 川大資

微小重力環境を利用 した高圧希薄予混合気 の燃焼 速度測

定

講演論文集,994・1,6/7-8.

長 田仁,清 水一宏,角 田敏一,瀬 川大資

微小重力下燃料液滴火炎の非接触測定

講演論文集,994・1,6/9-10.

廣 田修一,中 隠居晃,角 田敏一,瀬 川大資

微小重力下超 臨界雰囲気中における燃料液滴の 自発着火

講演論文集,994-1.6/11-12.

松 本 匡史,角 田敏一,瀬 川大資

LIF法 を用いた高温 ・高圧下 における単一燃料液滴の温

度測定

講演論文集994。1,6/13・14.

香 島豊,角 田敏一,瀬 川大資,竹 下保弘,岩 見紫乃

FT-IRを 用 いた火炎熱放射特性の解明

講演論文集,994-1,6/17-18.

小 浜良太,角 田敏一

層流伝播火炎中における混合燃料液滴の着火

講演論文集994-1,6/21-22.

横 山良平,伊 東弘一,杉 山和也

熱電可変 コー ジェネ レーシ ョン ・システムの ロバス ト最

適設計

講演論文集,994・1,11/23・24.

■ 日本機械学会第1回 生産加工 一工作機械部門講演会(3月,

京 都)

太 田幹郎

21世 紀 に向けた新 しい試み,3次 元CAD教 育

講演論文集,1-6.

■ 日本学術振興会未来開拓学術研究第1回rエ ネルギーと環

境」シンポジウム(3月,東 京)

辻 毅一郎,笠 原三紀夫,伊 東弘一,横 山良平,他

環境負荷低減化 を目的 とした新 しい 自律分散型都市エネ

ルギーシステム

報告資料集,128-157.

■エ ネルギー ・資源学会第18回 研究発表会(6月 ,東 京)

伊東弘一,横 山良平,川 ノ上真輔

都市にお ける地域熱供給 インフラス トラクチ ャーの最適

計画

講演論文集,207-212.

横 山 良平,伊 東弘一,長 谷川泰士

最適化手法 によるエネルギー供給 システムの機器構 成計

画

講演論文集,219-224.
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■日本機械学会1999年 度年次大会学術講演会(7月,東 京)

坂田直美,角 田敏一,片 岡克己,瀬 川大資,前 田聡

微小重力環境および球形燃焼容器法を利用 したメタン希

薄予混合気の燃焼速度測定

講演論文集,99-1/N,361-362.

廣田修一,中 隠居晃,角 田敏一,瀬 川大資

微小重力下超臨界雰囲気中において 自発 着火 する燃料液

滴の燃焼挙動

講演論文集,99-1/1V,383-384.

清水 一宏,長 田仁,角 田敏一,瀬 川大資,鈴 木克 昌,藤

井智広

非接触 光学計測法 の微小重力下液滴火炎への適用

講演論文集,99-1/N,385-386.

横 山良平,伊 東弘一,長 谷川泰士

混合整数線 形計画法のための分解法に よるエ ネルギー供

給システムの機器構成最適化

講演論文集,99-1,583-584.

口工学 ・工業教育研究講演会(7月,神 戸)

太 田幹郎

21世 紀に向けた新 しい3次 元CAD教 育 の実施 とその問題

点

講演論文集,221-224.

■第16回 エアロゾル科学 ・技術研究討論会(7月,名 古屋)

黒木智之,大 久保雅章,山 本俊昭,福 本英樹

室内用空気清浄器の粒子径による集じん効率および有害

ガスの分解

講演論文集,108-110.

■空気調和 ・衛生工学会学術講演会(9月,富 山)

下 城宏文,山 本亨,森 正夫,田 中稔,伊 東 弘一,横 山良

平

最適化 手法 を用いた熱源 システムの設計手法 その3:

既存建物 の運転評価

講演論文集,881-884.

山本 亨,森 正夫,田 中稔,下 城宏文,伊 東弘一,横 山良

平

最適化手法 を用いた熱源 システムの設計手法 その4:

多 評価指標 を考慮 した熱源 システム選択の意志決定方法

講演論文集,885-888.

■第40回 大気環境学会年会(9月,三 重)

中南宏章,白 神清民,安 田龍介,池 田有光

酸性降下物の土壌臨界負荷量に関する一考察

講演要旨集,424.

山下嘉門,安 田龍介,池 田有光,佐 竹英樹,金 子和 巳

土壌脱硝システムによる道路近傍汚染改善効果の検討

講演要 旨集,474.

安田龍介,岩 橋賦,池 田有光

建 物後流域 における拡散特性 に関す る考察(そ の2)一

平均濃度場 と乱流 フラックスの関係一

講演要 旨集,611.

凹第23回 静電気学会全国大会(9月 ,千 葉)

藤本真徳,山 本俊昭,大 久保雅章

非平衡プラズマを用いたNOxの 脱着 ・再生に関する基礎

特性

講演論文集,9-12.

尾形敦,佐 藤良成,水 野光一,櫛 山暁,山 本俊昭

パ ック ドベ ッドリアクタを用いたフロンーll5の 低 温プラ

ズマ分解

講演論文集,33-36.

大 久保雅章,亀 高秀也,山 本俊昭

バ リアタイププラズマ リアクターによる脱臭技術

講演論文集,43-46.

尾形 敦,伊 藤大輔,水 野光一,櫛 山暁,山 本俊昭

種 々の共存成分を含む芳香族化合物 の低温 プラズマ分解

講演論文集,181-184.

■自動車技術会学生自動車研究会研究発表講演会(10月,仙

台)

岩佐和英,角 田敏一

PLIF法 を用いた天然ガスエンジン燃焼室内の燃料濃度分

布測定

講演前刷集,1-2.

■第37回 飛行機シンポジウム(10月,東 京)

野 口敏秀,鶴 謙治,木 田輝彦,中 嶋智也

フラップを装備 した地面効果機に関する実験

講演論文集,53-56.

久郷明義,鈴 木孝尚,木 田輝彦,安 富善三郎

空気浮上式支持搬送装置の空力特性(搬 送材表面の圧力

分布と数値計算)

講演論文集,69-72.

■日本機械学会第77期流体工学部門講演会(10月,鳥 取)

倉田光雄,大 和秀肇,安 富善三郎,木 田輝彦

迎角がある場合の正方形断面角柱の抵抗軽減における切

り落し量の効果について

講演論文集,99-19,63-64.

■プラズマ核融合学会第16回 年会(11月,仙 台)

山本貴司,松 浦寛人,沼 野正博

ダイバー タバイアスにおけるリサ イクリングの効果(H)

講演 予稿集,206.

■ 日本機械学会関西支部第257回 講演会(11月,大 阪)

岩 佐和英,瀬 川大資,中 務泰成,角 田敏一,深 野行義

天然 ガスエ ンジンシリンダ内局所燃料濃度のPLIF法 に よ

る測定

講演論文集,994-2,3/3-4.
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田中秀充,角 田敏一,瀬 川大資,山 崎博司

水中油滴型乳化燃料液滴の ミクロ爆発発生過程

講演論文集,9942,4/7-8.

■ 日本学術会議キャビテーシ ョンに関するシンポジウム(第

10回)(11月,福 井)

安 田章宏,高 比良裕之

壁面 と気泡 との相互干渉に及ぼす内部気体の熱的効果

講演論文集,11-14.

坂田直美,榎 本啓士,瀬 川大資,角 田敏一

伝播火炎による液体燃料粒子群の着火に及ぼす粒子直径

の影響に関する研究

講演論文集,411-412.

奥田聡之,榎 本啓士,瀬 川大資,角 田敏一

急速圧縮機を利用した液体燃料粒子の自発着火に及ぼす

燃料粒子直径の影響

講演論文集,435436.

山崎真司,高 比良裕之

マイクロバ ブルの捕捉 とマニピュレーション

講演論文集,27-30.

■第8回 微粒化シンポジウム(12月,大 阪)

成 宮喜久男,服 部廣 司,角 田敏一

デ ィーゼル機 関の燃料噴霧構造に関する研究

講演論文集,1-6.

■ 日本機械学会第9回 設計工学 ・システム部門講演会(11月,

吹 田)

狩 野直樹,斯 波敬,横 山良平,伊 東弘一

大温度差冷暖房空調 システムの設備計画 における供給温

度の最適化

講演論文集,99-27,243-244.

臼井理浩,横 山良平,伊 東弘一

氷蓄熱槽 を含む低温空調システムの最適計画

講演論文集,99-27,245-246.

横 山良平,伊 東弘一,加 藤充

吸気冷却 を用 いたガス ター ビ ン ・コー ジェ ネレー シ ョ

ン ・システムの運用計画

講演論文集,99-27,465-466.

横 山良平,伊 東弘一

ミニマ ックス機会損 失基準に よるエネルギー供給 システ

ムの多 目的ロバス ト最適設計

講演論文集t99-27,481484.

横 山良平,神 村一幸,林 丈雄,伊 東弘一

地域冷暖房プラン ト運転支援 のための最適運用スケジュ

ーリング

講演論文集,99-27,587-590.

■第37回 燃 焼シンポジウム(12月,千 葉)

廣 田修一,中 隠居晃,瀬 川大資,榎 本啓士,角 田敏一

微小重力下超臨界雰 囲気中において自発着火する単一燃

料液滴の燃焼挙動

講演論文集,149-150.

長田仁,榎 本啓士,瀬 川大資,角 田敏一

高温雰囲気中における液体燃料粒子群の燃焼に及ぼす粒

子直径の影響

講演論文集,353-354.

松本匡史,清 水一宏,瀬 川大資,榎 本啓士,角 田敏一

EXCIPLEX法 を利用 した高温高圧雰囲気 中における燃料

液滴の非接触温度測定

講演論文集,367-368.
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■微小重力空間での燃焼の仕組み解明

角田敏一

日経産業新聞,1999年3月10日

■燃料の液滴燃焼一火炎は球形、次第に大きく

角田敏一

日刊工業新聞,1999年4月12日

■燃料液滴火炎の構造解明を目指す

角田敏一

毎日新聞,1999年5月14日

■大阪府立大学工学部産学交流事業の活動状況について

伊東弘一

TheOSTEC,8・2,1-2(1999).

■CGT技 術 開発の成果について専門家に聞く

伊東弘一

燦1999年3月10日.
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航 空 宇 宙 工 学 科

航空宇宙学講座

教 授 杉 山 吉 彦

助教授 片 山 忠 一

講 師 石 田 良 平

助 手 金 子 憲 一

航空宇宙システム講座

教 授 東 久 雄

助教授 泉 田 啓

講 師 小木曽 望

助 手 得 竹 浩

西 岡 通 男 藤 井 昭 一

辻 川 吉 春 村 上 洋 一

坂 上 昇 史 中 谷 敬 子

大久保 博 志 室 津 義 定

村 松 鋭 一

比江島 俊 彦
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■VibrationandStabilityAnalysisofCantilevered

Two-PipeSystemsConveyingDifferentFluids

(異 な る 流 体 を 搬 送 す る=二 本 送 水 管 系 の 振 動 と 安 定 性 解 析)

M.A.LangthjemandY.Sugiyama

JournalofFluidsandStructures,13,251-268(1999).

(Vibration,Stability,Pipeconveyingfluid,Internalflow,

Flow-inducedvibration)

■OptimumShapeDesignAgainstFlutterofa

CantileveredColumnswithanl≡nd-MassofFinite

SizeSubjectedtoaNon-ConservativeLOad

(非 保 存 力 を 受 け る 有 限 の 大 ぎ さ の 端 末 質 量 を 有 す る 片 持

ち 柱 の フ ラ ッ タ に対 す る 最 適 形 状 設 計)

M.A。LangthjemandY.Sugiyama

JournalofSoundandVibration,226-1,1-23(1999).

(Optimumdesign,Flutter,Column,Non-conservative

fbrce,Endmass)

■ParametriclnstabilityofaFree-FreeTimoshenko

BeamwithaTipRigidBodyunderaControlled

PulsatingFollowerForce

(制 御 さ れ た 従 動 力 を 受 け る 端 末 に 剛 体 を 有 す る 自 由 ・自

由 チ モ シ ェ ン コ は りの パ ラ メ ト リ ッ ク 不 安 定 振 動)

B.-J.Ryu,Y.Sugiyama.Y.-G.Sung,andK.-B.Yim

ProceedingsoftheAsia-PacificVibrationConference'99,

2,1003圏1008(1999).

(Parametricresonance,Free-freebeam,Timoshenko

beam,Followerforce)

■MolecularDynamicsSimulationontheHyper-

VelocitylmpactFracture

(超 高 速 衝 突 破 壊 の 分 子 動 力 学 シ ミ ュ レ ー シ ョン)

K.NakataniandY.Sugiyama

ProceedingsoftheEighthInternationalConferenceon

theMechanicalBehaviorofMaterials-ICM8,1,108-113

(1999).

(Hyper・velocityimpact,Moleculardynamics,Space

debris,Computationalmechanics)

Turbulencecontrol,Vortexcontrol,Lownoisewind

tunnel)

■Alternating-WedgeStrutlnjectionforSupersonic

MixingandCombustion

(超 音 速 混 合 ・燃 焼 の た め の 交 番 懊 状 後 縁 ス トラ ッ トに よ

る 燃 料 噴 射)

T.Sunami,M.Nishioka,A。Murakami,K.Kudou,andM.

N.Wendt

Proc.14thInternationalSymposiumonAirbreasing

Engine,1-11(1999).

(Supersonicmixing,Supersoniccombustion,Mixing

enhancement,Scramjetengine,Turbulencecontrol)

■VorticityManipulationasanEffectiveMeansfor

AerodynamicNoiseSuppression

(空 力 騒 音 の 効 果 的 な 抑 制 法 と して の 渦 度 操 作)

M.Nishioka

Proc.8thAsianCongressofFluidMechanics,973-983

(1999).

(Aerodynamicnoise,Aerodynamicnoisesuppression,

Turbulencecontrol,Vortexcontrol,Lownoisewind

tunnel)

■ ブ ラ ジ ウ ス 境 界 層 に 導 入 さ れ た 縦 渦 の 挙 動

(BehaviorofStreamwiseVortexIntroducedinto

BlasiusFlow)

西 岡 通 男,筆 山悟 史,濱 岡 伸 之

日本 流 体 力 学 会 誌 「な が れ 」,18,402-405(1999).

(Laminarturbulenttransition,Subcriticaltransition,

Instabilityofstreamwisevortex)

■ ク ロ ス フ ロ ー フ ァ ン の サ ー ジ ン グ に 関 す る 研 究

(ExperimentalStudyofSurginginanCrossRow

Fan)

大 谷 浄,金 子 憲 一,藤 井 昭 一

ター ボ 機 械 協 会 誌,27・2,1652(1999).

(Crossflowfan,Surging,Stabilizer)

■OptimumDesignofBeck冨sColumnwitha

ConstraintontheStaticBucklingLoad

(静 的 座 屈 荷 重 を 拘 束 条 件 と す る ベ ッ ク の 柱 の 最 適 設 計)

M.A.LangthjemandY.Sugiyama.

StructuralOptimization,18-4,228-235(1999).

(Optimumdesign,Beck'scolumn,Followerforce,

Buckling,Flutter)

■AerodynamicNoiseReducingTechniquesby

UsingPile甲fabrics

(柔 毛 を 用 い た 空 力 騒 音 低 減 技 術)

M.Nishimura,T.Kudo,andM.Nishioka

AIAApaper99-1847,1-8(1999).

(Aerodynamicnoise,Aerodynamicnoisesuppression,

■ 逆 ブ レ イ トン サ イ ク ル に よ る 排 熱 回 収

(TheExhaustHeatRecoverybythelnverted

BraytonCycle)

大 谷 浄,金 子 憲 一,赤 岸 桂 樹,山 本 清 大,藤 井 昭 一

日本 ガ ス タ ー ビ ン学 会 誌,27-5,73-80(1999).

(lnvertedBraytoncycle,Gasturbine,Turbocharger)

■ConceptualRecoveryofHeatfromaConventionaI

GasTurbinebyanlnter-cooledlnvertedBrayton

Cycle

(逆 ブ レ イ トン サ イ ク ル を 利 用 し た ガ ス タ ー ビ ン 排 熱 回 収

に 関 す る 概 念 検 討)

Y.Tsujikawa,KOtani,K.Kaneko,T.Watanabe,andS。

Fujii
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ASMEPaper,99-GT-378(1999).

(lnvertedBraytonCycle,Intercooler,Combinedcycle)

■NumericalAnalysisofHeatTransferfroma

RotatingCylinderwithPinFins

(ピ ン フ ィ ン を 有 す る 回 転 円 筒 か ら の 熱 伝 達 の 数 値 解 析)

Y.Tsujikawa,K.Otani,K.Kaneko,K.Kawano,andS,

Fujii

Proc.4thInternationalConferenceonNewEnergy

SystemsandConversions,393-397(1999).

(Numericalanalysis,Rotationalheatexchanger,Heat

transferauglnentation)

■ConceptualStudyonMGT(MirrorGasTurbine)

Cycle

(鏡 面 ガ ス タ ー ビ ン の 概 念 検 討)

Y.Tsujikawa,K.Otani,K.Kaneko,T,Watanabe,andS.

Fujii

Proc.oftheInternationalGasTurbineCongressl999

Kobe,405410(1999)

(lnvertedBraytoncycle,Mirrorgasturbine,Multi-stage

intercooler)

■JapaneseActivityontheLaserApPlicationin

Space

(宇 宙 に お け る レー ザ ー 応 用 に 関 す る 日 本 の 現 状)

Y.Tsujikawa,M.Niino,andY.Hatsuda

Proc.ofSPIE,AdvancedHigh-PowerLasersand

ApplicationsAHPLA'99,58-74(1999).

(LaserOTV,Laserablation,Airborneplatform)

■LinearStabjlityofB6nard-MarangoniConvection

inTwo-LayerSystemwithanUndeformable

lnterface

(変 形 しな い 界 面 を も つ2層 系 ベ ナ ー ル ・マ ラ ン ゴ ニ 対 流 の

線 形 安 定 性)

K.MatsuoandY.Murakami

JournalofPhysicalSocietyofJapan,68,461-470(1999).

(Marangonieffect,Surfacetension,Thermalconvection,

Hydrodynamicalstability)

■ 対 流 現 象 に お け る 波 数 選 択 過 程 一 マ ラ ン ゴ ニ 対 流 を 中 心 と

して

(ProcessofWavenumberSelectionofConvetive

PhenOmena-MarangoniConvection)

村 上 洋 一

研 究 集 会 報 告 「流 体 力 学 に お け る 非 局 所 相 互 作 用 」(九 州

大 学 応 用 力 学 研 究 所),10ME-S5,38-47(1999),

(Wavenumberselection,Patternselection,Marangoni

convection,Lyapunovfunctional,Therm田convection)

ロファラデー共鳴の直接数値シミ ュレーション

(DirectNumericalSimulationsonFaraday

Resonance)

近野 雅嗣,村 上洋一

数理解析研究所講究録1092,1-10(1999).
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(Faradaysurfacewave,Parametricresonance,MAC

method,Bifurcation)

■ 不 安 定 モ ー ドの 波 数 選 択 過 程 に 関 す る 数 値 的 研 究

(NumericalStudyonWavenumberSelection

ProcessofUnstableModes)

村 上 洋 一,松 生 謙 二,濱 野 泰 宏

数 理 解 析 研 究 所 講 究 録1092,168-178(1999).

(Wavenumberselection,Patternse}ection,Marangoni

convection,Lyapunovfunctional,Thermalconvection)

■ マ ラ ン ゴ ニ 対 流 の 波 数 選 択 過 程

(ProcessofWavenumberSelectioninMarangoni

Convection)

村 上 洋 一,松 生 謙 二

数 理 解 析 研 究 所 講 究 録1152,71-86(1999)。

(Wavenumberselection,Patternselection,Marangoni

convection,Lyapunovfunctional,Thermalconvection)

■Three-DimensionalLargeAmplitudeDrop

Oscillations:ExperimentsandTheoretjcal

Analysis

(三 次 元 大 振 幅 液 滴 振 動:実 験 と 理 論 解 析)

H.AzumaandS.Yoshihara

JournalofFluidMechanics,393,309-332(1999).

(Microgravity,Non-linearoscillation,Drop)

鰹 本 体 の 姿 勢 変 動 を 抑 え る 宇 宙 マ ニ ピ ュ レー タ の 軌 道 計 画

(PathPlanningofSpaceManipulatorstoReduce

SpacecraftAttitudeDisturbances)

大 久 保 博 志,永 野 信 雄,小 松 信 雄

日本 機 械 学 会 論 文 集C編,65・637,367&3685(1999).

(Spacemanipulator,Pathplanning,Disturbancemap,

Spacerobot,Redundantmanipulatorsystem)

圏 円 領 域 へ の 極 指 定 に よ る 柔 軟 構 造 物 の ロ バ ス ト極 配 盧

(Disc-PoleAssignmentforRobustControlof

RexibleStructures)

大 久 保 博 志,銭 谷 享

日本 機 械 学 会 論 文 集C編65-635,2687-2692(1999).

(Flexiblestructurecontrol,Robustcontrol ,Pole

asslgnment,Vibrationcontrol,Bilineartransf〈)rmation)

.RobustFaultDiagnosisforReduced-OrderControl

ofFlexibleSpaceStructures

(柔 軟 宇 宙 構 造 物 の 低 次 元 化 制 御 に お け る ロ バ ス ト故 障 診

断)

H.OkuboandH.Doyu

Proceedingsofthe10thInternationalConferenceon

AdaptiveStructuresandTechnologies ,429-437(1999).

(Faultdiagnosis,Flexiblestructure,Activecontrol ,

Robustfaultdetection ,Kalmanfilter)

圏ApproachtoFailureModeAnatysisofLarge

Structures

(大規 模構造物に対する破損モー ド解析法)



S.ShaoandY.Murotsu

ProbabilisticEngineeringMechanics,14,169・177(1999).

(Structuralfailuremode,Probabilisticsearchstrategy,

Geneticalgorithm,Directionalsearch,Failurepath)

■ コ ン ク リー ト圧 送 用 多 関 節 柔 軟 ア ー ム の 振 動 制 御(第2報,

実 機 へ の 適 用)

(VibrationSuPPressionofaFlexibleConcrete

DistributorArm-2ndReport,Applicationto

ActualArm)

布 原 達 也,室 津 義 定,泉 田 啓,的 場 和 男

日本 機 械 学 会 論 文 集C編,65-632,1381-1387(1999).

(Vibrationsuppression,Directvelocityfeedbackcontrol,

Flexiblearm,Concretedistributorarm,Application)

■AdaptiveControlofFree-FlyingSpaceRobotwith

Position/AttitudeControlSystem

(位 置 姿 勢 制 御 系 を も つ 自 由 飛 行 型 宇 宙 ロ ボ ッ トの 適 応 制

御)

K.Senda,H.Nagaoka,andY、Murotsu

AIAAJournalofGuidance,Control,andDynamics,22-

3,488490(1999).

(Spacerobot,Adaptivecontrol,Asymptoticstability,

Unknownpayload,Position/attitudecontrolsystem)

■QuasioptimalControlofSpaceRedundant

Manipulators

(宇 宙 用 冗 長 マ ニ ピ ュ レ ー タ の 準 最 適 制 御)

K.Senda

AIAAGuidance,Navigation,andControlConference,3,

1877-1885,AIAA-99-4303(1999)

(Redundantmanipulator,Dynamics-basedcontrol,

Redundancyutilizationinrateandacceleration,

Gradientmethod)

匿EfficientFormulationoflnverseDynamicsand

ContrOlApPliCationtoaPlanarVariable

GeometryTruss

(逆 動 力 学 の 効 率 的 定 式 法 と 平 面 可 変 形 状 トラ ス 制 御 へ の

適 用)

K.SendaH.Kawano,A。Ando,andY.Murotsu

SmartMaterialsandStructures,8・6,839-846(1999)

(Ef丘cientformulation,Inversedynamics,Lagrangian

method,Controlapplication,Planarvariablegeometry

trUSS)

■ 面 内荷 重 を 受 け る 円孔 を 有 す る 繊 維 強 化 複 合 材 料 積 層 板 の

信 頼 性 解 析

(ReliabilityAnalysisofCompositeLaminated

PlatewithaHoleSubjecttoln-PlaneLoad)

小 木 曽 望,中 村 昌 文,室 津 義 定

日本 機 械 学 会 論 文 集A編,65-640,2424-2431(1999).

(Structuralreliability,Compositematerial,Stress

concentrationtLaminatedconstruction,Finiteelement

method)

■VGTを 用 い た 自 律 ド ッキ ン グ シ ス テ ム の た め の 視 覚 シ ス テ

ム

(VisuallnformationSystemforAutonomous

SpaceDockingSystemUsingVGT)

室 津 義 定,泉 正 夫,部 暁 文,小 木 曽 望,横 手 裕 人

日 本 機 械 学 会 論 文 集C編65-640,4774-4781(1999).

(Objectrecognition,Stereovision,Shapedescription

graph,Rejectionproblem,Autonomousdockingsystem)

■VGTを 用 い た 自 律 ド ッキ ン グ シ ス テ ム の た め の 物 体 追 跡

(MotionTrackingforAutonomousSpace.Docking

SystemUsingVGT)

室 津 義 定,泉 正 夫,郡 暁 文,小 木 曽 望,横 手 裕 人

日本 機 械 学 会 論 文 集C編,65-640,47824789(1999).

(Objectrecognition,Positionandposturemeasurement,

Real-timemotiontracking,Multi-threadprogramming,

Autonomousdockingsystem)

■GlobalOptimalDesignBasedonExperimental

DesignMethod

(実 験 計 画 法 に基 づ く 大 域 的 最 適 設 計)

D.Yang,N.Kogiso,andY.Murotsu

ProceedingsofFirstChina-Japan-KoreaJoint

SymposlumonOptimizationofStructuraland

MechanicalSystems,516-523(1999).

(Experimentaldesignmethod,Globaloptimization,

Trussshapedesign)

■RobustOptimumDesignBasedontheExperimental

DesignMethod

(実 験 計 画 法 に 基 づ く ロ パ ス ト最 適 設 計)

D.Yang,N.Kogiso,andY.Murotsu

ProceedingsofFirstChina-Japan-KoreaJoint

SymposiumonOptimizationofStructuraland

MechanicalSystems,613-620(1999).

(Robustdesign,Optimumdesign,Taguchimethod,

Experimentaldesignmethod)

■AnInterpolatedControllerforStabilizationofa

PlantwithVariableOperatingConditions

(動 作 状 態 が 変 化 す る プ ラ ン トの 安 定 化 の た め の 補 間 コ ン

トロ ー ラ)

EMuramatsu,M.IkedaandN.Hoshii

IEEETransactionsonAutomaticControl,44,76-81

(1999).

(Stabilization,Coprimefactorization,Linearinterpolation)

■ 動 作 環 境 が 変 化 す る シ ス テ ム の ロ パ ス ト制 御 一 補 間 ア プ ロ

ー チ に よ る2自 由 度 サ ー ボ 系 の 設 計 一

(RobustControlforaPlantwithVariable

OperatingConditions:DesignofaTwo-degree-of-

freedomServosystemviaanlnterpolation

Approach)

村 松 鋭 一,池 田 雅 夫,首 藤 博 司

計 測 自 動 制 御 学 会 論 文 集,35,1125-1127(1999)

(Robustservosystem,Interpolationofcontrol}ers,
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Coprimefactorization)

■EstimationofthelnterpolationParameterinan

lnterpolatedModel

(補 間 モ デ ル に お け る 補 間 パ ラ メ ー タ の 推 定)

E.MuramatsuandM.Ikeda

Proceedingsofthe14thWorldCongressofIFAC

InternationalFederationofAutomaticContro1,D,273-

278(1999)

(Estimation,Interpolationparameter,Coprime

factorization)

■ 地 面 効 果 を 受 け る 飛 行 体 のH・ ・制 御

(H・eControlofaFlyingVehicleinGroundEffect)

得 竹 浩,太 田 裕 文

日 本 航 空 宇 宙 学 会 論 文 集,47。542,130-134(1999).

(Groundeffect,H。 。control,Normalizedcoprime

factorization)

■H。 。OptimalControllerofAircraftRollDynamics

withTimeDelay

(無 駄 時 間 を 考 慮 し た 航 空 機 の ロー ル 運 動 制 御)

H.Tokutake,H.Ohta,andT.Ito

Proceedingsofthel4thWorldCongressofIFAC

InternationalFederationofAutomaticControl,P.271-

276(1999).

(Timedelay,H。 。control,Aircraftrolldynamics)
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■RealiSticFollowerForces

Y.SugiyamaM.A.Langthjem,andB.-J.Ryu

JournalofSoundandVibration,225-4,779-782(1999).

■ 音 波 に よ る 剥 離 流 れ の 制 御

西 岡 通 男

日本 音 響 学 会 誌,55-9,650-655(1999).

■セル ・オー トマ トンの適用

石田良平

土木学会AL(人 工生命)技 術の構造 システム最適化へ の

応用 に関する研究小 委員会活動成果報告書(構 造工学技

術 シリーズNo.14),5471(1999).

iTechnologicalandScientificReviewofNucleate

PoolBoilingExperimentConductedbyTR-IANo.5

andCommentsfortheImprovementofFurther

lnvestigation(1stReport)

H.Ohta,MKawaji,H.Azuma,eta1.

JournalofTheJapanSocietyofMicrogravity

Application,16-2,72-78(1999).

■AReviewofRecentMicrogravityFluidPhysics

ResearchinJapan

H.Azuma

InSpace'99,101-106(1999).

■21世 紀 へ 向 け て

東 久 雄

JournalofTheJapanSocietyofMicrogravity

Application,16-3,181-182(1999).
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■機械設計工学1要 素と設計 改訂版

室津義定(共 編著)

培風館(1999).
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■TheEighthlnternationalConferenceonthe

MechanicalBehaviorofMaterialsICM8

(Victoria,BC.,Canada,May,1999)

K.NakataniandY.Sugiyama

MolecularDynamicsSimulationontheHyper-Velocity

ImpactFracture.

■5thAIAA/CEASAeroacousticConference

(GreaterSeattle,WA.,USA,May,1999)

M.Nishimura,T.Kudo,andM.Nishioka

AerodynamicNoiseReducingTechniquesbyUsing

Pile.Fabrics.

■44thASMEGasTurbineandAeroengineTechnical

Congress(lndianapolis,USA,June,1999)

Y,Tsujikawa,K,Otani,K.Kaneko,T.Watanabe,andS.

Fujii

ConceptualRecoveryofHeatfromaConventionalGas

TurbinebyanInter-cooledInvertedBraytonCycle.

■4thlnternationalConferenceonNewEnergy

SystemsandConversions(Osaka,Japan,June,

1999)

Y.Tsujikawa,K.Otani,K.Kaneko,K.Kawano,andS。

Fujii

NumericalAnalysisofHeatTransferfromaRotating

CylinderwithPinFins.

■The14thWorldCongressofIFAClnternational

FederationofAutomaticControl(Beijing,China,

July,1999)

H.Tokutake,H.OhtaandT.Ito

H。。OptimalControllerofAircraftRo正IDynamicswith

TimeDelay.

M.Asai,M.Miyagawa,andM.Nishioka

InstabilityandBreakdownoftheThree-dimensionaI

High-shearLayerAssociatedwithaNear-waULow-

speedStreak。

S.Sakaue,M.Asai,andM.Nishioka

OntheReceptivityProcessofSupersonicLaminar

BoundaryLayer.

■lnSpace'99(Tokyo,Japan ,October,1999)

H.Azuma

AReviewofRecentMicrogravityFluidPhysics

ResearchinJapan

■ThellthlnternationalConferenceonAdaptive

StructuresandTechnologies(Paris,France,

October,1999)

H。Okubo,T.Nishimura,H.Ichikawa,E.Muramatsu,

andH.Tokutake

SimultaneousActuatorPlacementandController

DesignofSmartStructuresConsideringRobustness

againstParameterUncertainty.

■ThelnternationalGasTurbineCongress1999Kobe

(Kobe,Japan,November,1999)

Y.Tsujikawa,K.Otani,KKaneko,T.Watanabe,andS.

Fujii

ConceptualStudyonMGT(MirrorGasTurbine)

Cyde.

■lntemationalForumonAdvancedHigh-PowerLasers

andApplications(Osaka,Japan,November,1999)

Y.Tsujikawa,M.Niino,andY.Hatsuda

JapaneseActivityontheLa.serApplicationinSpace.

E,MuramatsuandM,Ikeda

EstimationoftheInterpolationParameterinan

InterpolatedModeL

■AIAAGuidance,Navigation,andControlConference

(Portland,OR,USA,August,1999)

K.Senda

QuasioptimalControlofSpaceRedundantManipulators.

■14thlnternationalSymposiumonAirbreasing

Engine(Florence,ltaly,September,1999)

T.Sunami,M.Nishioka,A.Murakami,K.Kudou,andM.

N.Wendt

Alternating-WedgeStrutInjectionforSupersonic

MixingandCombustion.

■IUTAMSymposiumonLaminar-Turbulent

Transition(Sedona,AZ,USA,September,1999)

■FirstChina-Japan-KoreaJointSymposiumon

OptimizationofStructuralandMechanical

Systems(Xi置an,China,October,1999)

D.Yang,N.Kogiso,andY.Murotsu

GlobalOptima孟DesignBasedonExperimentalDesign

Method.

D.Yang,N。Kogiso,andY.Murotsu

RobustOptimumDesignBasedontheExperimental

DesignMethod.

■Asia-PacificVibrationConference'99(Singapore,

Singapore,December,1999)

B.-J.Ryu,Y.Sugiyama,Y.-G。Sung,andK,B.Yim

ParametricInstabilityofaFree-FreeTimoshenkoBeam

withaTipRigidBodyunderaControlledPulsating

FollowerForce.

「
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■8thAsianCongressofFluidMechanics

(Shenzhen,China,December,1999)

M.Nishioka

VorticityManipulationasanEffectiveMeansfor

AerodynamicNoiseSuppression.
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口日本機械学会 第48回 理論応用力学講演会(1月,東 京)

中谷敬子,杉 山吉彦

非晶質金属における応力誘起構造変化 の分子動 力学 シ ミ

ュレーシ ョン

講演論文集,175-176.

小 木 曽 望,室 津義定

複合材料積層板 の座屈に対する信頼性 に基づ く最適設計

講演論文集,237-238,

■数理研研究集会 組織的渦構造一 その乱流力学における役

割(1月,京 都)

福 田浩昭,村 上洋一

準周期平行流の不安定モ ードの非線型相互作用

■ビークルオー トメー ション技術研究会 ア ドバンティ ・シ

ンポジウム(1月,大 阪)

金澤有祐,矢 部正人,得 竹 浩,大 久保博志

二重反転 回転翼 と操舵 フ ィンをもつ小 型VTOLエ ア ビー

クルの提案

講演論文集,5-8.

■第24回 「境界層遷移 の解明と制御」研究会(3月,調 布)

横 川彰寛,西 岡通男

常温音速ノズルにおける非平衡流

浅井智広,坂 上昇史,西 岡通男

超音速勢断層 と縦渦の干渉

坂上昇史,西 岡通男

マッハ波に対する平板前縁 の受容性

■日本物理学会 第54回 年会(3月,東 広島)

村 上洋一,松 生謙ニ

マランゴニ対流の波数選択過程

講演予稿集第4分 冊,766.

村上 洋一,福 田浩昭

平行準周期流の不安定モー ドにおけるモー ド選択

講演予稿集第4分 冊,766.

■日本機械学会DynamicsandDesignConference

'99(3月
,千 葉)

大 久保博志,藤 田早苗

スマー ト構造物の制御 にお ける最適アクチュエー タ配置

について

講演論文集,99-7-B,485-488.

■ 日本機械学会 第6回 「運動 と振動 の制御」シンポジ ウム

(3月,千 葉)

光 岡友也,大 久保博志,得 竹 浩

動的可操作性楕円体 を用いた宇宙マニ ピュレー タの軌道

制御

講演論 文集,99-7,361-362.

■ 大 阪大学大型計算機 センタースーパーコンピュータSX-4

利 用 報告会(5月,大 阪)

栢 木良典,中 谷敬子,杉 山吉彦

ス ーパー コンピュー ターSX-4に お けるMPIを 用 いた並列

化分子動力学 シ ミュレー ション(超 高速衝突破壊 シミュ

レーシ ョンへの適用)

利 用報告集,27-41.

■数 理研研究集会 熱対流の数理一流れ場の構造一(6月,京

都)

村 上洋一,松 生謙ニ

マ ランゴニ対流の波数選択過程

■日本機械学会 ロボティクス ・メ力 卜口ニクス講演会(6月,

東 京)

泉 田 啓,室 津 義定,三 ツ矢 明,足 立浩一,伊 藤真一,

下 窪潤哉,松 本 勉

宇宙ロボッ ト実験 システムの開発 と制御実験

講演論文集,IP1-06-047.

泉 田 啓,岡 野祐三

ロボ ットマニピュレーターの自己組織化による環境理解

講演論文集1P2-29-037.

泉 田 啓

冗長マニ ピュレータの準最適制御

講演論文集2A1-53-087.

■ 日本航空宇宙学会 ・日本機械学会 第41回 構造強度に関す

る講演会(7月,仙 台)

片 山忠一,柳 時雄,南 成勲,杉 山吉彦

定常摩擦力 によるデ ィス クブ レーキ ・パ ッ ドの動的不安

定

講演集,9-12.

石 田良平,河 田俊行

ニューマチ ック構造の宇宙での実現に関する一考察

講演集,45-48.

河 田俊行,石 田良平

ニューマチ ック構造 に関す る相似則 とその応用

講演集,49-52.

小 林 正和,杉 山吉彦,ラ ンジェム ・ミカエ ル

ロケッ ト推力を受ける片持 ち柱 の最適設計 と実験

講演集,129-132.

栢 木 良典,中 谷敬子,杉 山吉彦

高速衝突時の破壊機構 の分子動力学 シミュレーション

講演集,169-172.
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圏日本機械学会1999年 度年次大会講演会(7月,東 京)

柳 時雄,杉 山吉彦,RyuBong-Jo

片 持 ち送水管 のフラッタに関す る固有値分枝 と不安定モ

ー ド

講演論文集,99-1(1),455-456.

黒 木 昌明,大 久保博志,得 竹 浩

2個 のホイールによる人工衛星のスライデ ィングモー ド制

御

講演論文集,99-1(1),515-516.

小 木 曽 望,室 津義定,楊 冬梅

実験計画法に基づ くトラス構造物の最適設計

講演論文集,99-1(1),557-558.

小 木 曽 望,室 津義定,中 村 昌文

面内荷重 を受ける円孔 を有する複合材料積層板 の信頼性

設計

講演論文集,99-1(1),593-594.

栢 木良典,中 谷敬子,杉 山吉彦

超高速衝突下のデブ リ雲形成の分子動力学 シ ミュ レー シ

ョン(衝 突角度依存性の検討)

論 文集,99-1(n),49-50.

■ 日 本 機 械 学 会 年 次 大 会 国 際 フ ォー ラ ム(7月,東 京)

K.Nakatani,H.Kitagawa,andY.Sugiyama

MechanismsofCrackGrowthinAmorphousmetal(非

晶 質 金 属 中 の き 裂 成 長 の メ カ ニ ズ ム)

ProceedingsofworkshoponStrengthofMaterialsover

LengthScale,99-2,3-4.

胴99年 日本流体力学会年会講演会(7月,東 京)

須 浪徹治,西 岡通男

超音速縦渦列の崩壊過程

日本流体力学会誌 「ながれ」,18別 冊,105-106.

村 上洋一,松 生謙二

対流の発生 における波数選択過程の数値的研究

日本流体力学会誌 「ながれ」,18別 冊,141-142.

■第31回 乱流シンポジウム(7月,東 京)

西 岡通男,筆 山悟史,濱 岡伸之

ブラジウス境界層に導入 された縦渦の挙動

日本流体力学会誌 「ながれ」,18別 冊,199-200,

浅 井智広,坂 上昇史,塚 義友,中 島 純,西 岡通男

超音速キャビテ ィ流における勢断層の挙動

日本流体力学会誌 「ながれ」,18別 冊,211-212.

坂 上昇史,西 岡通男

境界層前縁の入射マ ッハ波に対する受容性の数値実験

日本流体力学会誌 「ながれ」,18別 冊,213-214.

■ 第9回 ア ス トロダ イ ナ ミ ク ス シ ン ポ ジ ウ ム(7月,相 模 原)

K.Senda,Y。Murotsu,A.Mitsuya,H.Adachi,S.Ito,and

42

J.Shitakubo

AHardwareExperimentofSpaceTrussAssemblyby

UsingSpaceRobotSimulator

講 演 後 刷 集,233-240.

K.SendaandY.Okano

EnvironmentRecognitionbyRoboticManipulatorUsing

Self-Organization

講 演 後 刷 集,416-421.

■日本機会学会関東支部 茨城講演会(9月,日 立)

勝又信賢,石 田良平

確率有限要素法を用いた翼の振動解析

講i演論文集,990-1,41-42.

石田良平

接線力を受ける柱の最適形状について

講演論文集,990-1,45-46.

藤井 昭一,辻 川吉春,金 子憲一

鏡面ガスタービン

講演論文集,990-1,149-150.

■日本物理学会1999年 秋の分科会(9月,盛 岡)

村上洋一,松 生謙二

対流の不安定モー ドの選択機構に関する数値的研究

講演予稿集第4分冊,211.

■数理研研究集会 非線形 ・大自由度の波動現象の数理(9

月,京 都)

近野雅嗣,村 上洋一

粘性の大きい場合のファラデー共鳴に関する数値的研究

■ 日 本 航 空 宇 宙 学 会 第37回 飛 行 機 シ ン ポ ジ ウ ム(10月,東

京)

A。Legowo,H.Okubo,E.Muramatsu,andH.Tokutake

RobustControlDesignforStructuredSystem

UncertaintiesinFlightControlSystemDesign

講 演 論 文 集,609-612.

■第43回 宇宙科学技術運合講演会(10月 ,神 戸)

黒 木昌明,大 久保博志,村 松鋭一,得 竹 浩

スライデ ィングモー ド制御を用いた2個 のホイールをもつ

人工衛星の姿勢制御

講演論文集,891-896.

■第15回 宇宙構造 ・材料シンポジウム(10月 ,相模原)

泉田 啓

概略球面を構成する骨組展開構造物に関する一考察

講演後刷集,42-47.

■第22回DynamicalSystemTheoryシ ン ポジウム(IO

月,宇 都宮)

村 松鋭一,池 田雅夫

複数のオブザーバ による状態方程式のパ ラメータ推定

講演集,331-334.



■第36回 日本航空宇宙学会 中部 ・関西支部合同秋季大会

(11月,堺)

中尾 誠,得 竹 浩,大 久保博志

低剛性 ・超軽量航空機の安定性と運動特性

講演集,5-6.

金子憲一,藤 井昭一,辻 川吉春

回転する伝熱面を有する熱交換器 に関する研究

講演論文集,9-10.

坂上 昇史,西 岡通男

振動マ ッハ波が超音速境界層 にT-S波 動 を励起す るプロセ

ス

講演集,27-28.

筆 山悟史,西 岡通男

層流境界層中の縦渦の不安定性

講演集,47-48.

東 郷 要,得 竹 浩,大 久保博志,村 松鋭一

重みにより極 を指定 したH・・コン トローラの設計

講演集,53-54.

川 田敬一,得 竹 浩,大 久保博志,村 松鋭一

時間応答を考慮 した航空機 のフィー ドバ ックコン トロー

ラの設計

講演集,55-56.

A.Legowo,H.Okubo,E.Muramatsu,andH.Tokutake

RobustControlDesignforStructuredSystem

UnCertaintieS

講 演 集,59-60.

浦田尚紀,大 久保博志,村 松鋭一,得 竹 浩

柔軟構造物制御系 の最適アクチュエー タ配置

講演集,63-64.

泉 田 啓,西 元慎介

関節摩擦 を考慮 した可変形状 トラスの制御 シ ミュレーシ

ョン

講演集,69-70.

小 木 曽 望,泉 正夫,室 津義定,淀 川健悟

自律 ドッキ ングシステムのための物体の位置姿勢の追跡

と推定

講演集,71-72.

小木曽 望,室 津義定,安 河内雄史

低推力推進器を用いた惑星間飛行の軌道設計について

講演集,77-78.

■第9回 日本機械学会 設計工学 ・システム部門講演会(11

月,吹 田)

小木曽 望,津 嶋辰郎,室 津義定

低 レイノルズ数域における高アスペクト比翼の平面形状

最適化

講 演 論 文 集,99-27,227-230.

小木曽 望,嘉 藤伸一,室 津義定

複合材料積層パ イプの信頼性 に基づ く最適設計

講演論文集,99-27,579-582.

■日本機械学会関西支部 ・第23回NCP研 究会 ・機械の強度

と形態研究懇話会シンポジウム(12月,金 沢)

栢木良典,中 谷敬子,杉 山吉彦

分子動力学シミュレーションによる高速衝突時の破壊機

構の解明

論文集,1-4.

小林正和,杉 山吉彦,MikaelLangthjem

ロケ ット推力を受ける片持ち柱の最適設計 と実験的検証

論文集,15-18.

RealisticFollowerForce(非 保 存 弾 性 安 定 問 題 へ の 批 判

と 回 答)

杉 山 吉 彦

論 文 集,37-40.

柳 時雄,杉 山吉彦,RyuBong-Jo

片 持 ち送水管 のフラッタに関する固有値分枝 と不安定モ

ー ド

論文集,43-46.

片 山忠一,柳 時雄,杉 山吉彦

定常摩擦力 によるデ ィスクブ レーキ ・パ ッ ドの動的不安

定

論文集,51-52.

宇 宙構造物 の振動情報 による損傷検 出

中澤正和,片 山忠一,杉 山吉彦

論文集,69-72.

■ 土 木学会 シス テム最適化 に関するシンポジウム(12月,

東 京)

南 出憲映,石 田良平

セル ・オー トマ トンによる構造部材の形態変化

講演論文集,117-122.

■第5回 スカイスポーツシンポジウム(12月,船 橋)

中尾 誠,大 久保博志,得 竹 浩

人力飛行機の安定性 と運動特性

講演集,35-38,

室津義定,小 木曽 望,内 海智仁

地上実験車を用いた人力飛行機用プロペラの空力特性計

測

講演集,55-58.
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■超高速衝突破壊の分子動力学シミ ュレーション

高坂延良,中 谷敬子,栢 木良典,杉 山吉彦

日経サイエンス,29・2,115(1999) .
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電気 電子 シス テム工学 科

電気システム講座

教 授 川 本 俊 治

助教授 森 本 茂 雄

講 師 石 亀 篤 司

平 田 健太郎

助 手 小 西 啓 治

電子通信システム講座

教 授 勝 山 豊

助教授 下 代 雅 啓

講 師 北 村 敏 明

助 手 普天間 智

小 亀 英 己 武 田 洋 次

五十鈴川 浩児 真 田 雅 之

澤 新之輔

薮 哲 郎
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■ リ ラ ク タ ン ス トル ク を 主 と す るIPM同 期 モ ー タ の 諸 特 性

(MachinePerformancesoflnteriorPermanent

MagnetSynchronousMotormainlyusing

ReluctanceTorque)

粟 田 秀 哉,森 本 茂 雄,真 田 雅 之,武 田 洋 次

パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス 研 究 会 論 文 誌,24,2,43-49

(1999).

(lnteriorpermanentmagnetsynchronousmotor,

Reluctancemotor,Reluctancetorque,Constantpower

operation)

■ 低 分 解 能 位 置 セ ン サ を 用 い た 高 性 能 同 期 モ ー タ ドラ イ ブ

(High-performanceSynchronousMotorDrives

withLow-resolutionPositionSensor)

森 本 茂 雄,武 田 洋 次

高 速 信 号 処 理 応 用 技 術 学 会 誌,2,1,25・30(1999).

(Low-reso董utionpositionsensor,Synchronousmotor

drives,Positionestimation,Sinusoidalcurrentdrive)

■ExtendingOperationRangeofPermanentMagnet

SynchronousMotorUtilizingFlux-shorteninglron

Pieces

(磁 束 短 絡 鉄 片 を 利 用 す る 永 久 磁 石 同 期 電 動 機 の 運 転 範 囲

の 拡 大)

L.Ma,M.Sanada,S.MorimotoandY.Takeda

Proc.ofThirdChineseInternationalConferenceon

ElectricalMachines,175-178(1999).

(IPMSM,Flux-shorteningironpiece,Flux-weakening,

Operationregion)

■EfficiencylmprovementofPermanentMagnet

SynchronousMotorinConstantPowerSpeed

Region

(定 出 力 速 度 領 域 に お け る 永 久 磁 石 同 期 電 動 機 の 効 率 改 善)

S.Morimoto,M.SanadaandY.Takeda

Proc.oftheEuropeanConferenceonPowerElectronics

andApplications,1-11(1999).

(Permanentmagnetsynchronousmotor,Constant

poweroperation,Higl1-efficiencydrive,Flux-weakening)

■ComparativeEvaluationofTorque/RadialForce

forSwitchedReluctanceMotor

(ス イ ッ チ ト リ ラ ク タ ン ス モ ー タ に お け る トル ク/半 径 方

向 力 の 比 較 評 価)

M.Sanada,Y.Takeda,T.KosakaandN.Matsui

Proc.oftheEuropeanConferenceonPowerElectronics

andApplications,1-6(1999).

(Switchedreluctancemotor,Reluctancetorque,Radial

force,Acousticnoise)

■リラクタンスモータ性能に及ぼす コア素材磁気特性の影響

(EffectsofMagneticProPertiesofCoreMaterial

onReluctanceMotorCharacteristics)

開 道 力,武 田 洋 次

電 気 学 会 論 文 誌D,119,10,1149-1154(1999).

(Reluctancemotor,Permeability,Hysterisisloss,Eddy

currentIoss,Anisotropiccore)

■ リ ラ ク タ ン ス トル ク を 主 と す る 埋 込 磁 石 同 期 モ ー タ の 開 発

(lnteriorPermanentMagnetSynchronousMotors

MainlyUsingReluctanceTorque)

森 本 茂 雄,粟 田 秀 哉,真 田 雅 之,武 田 洋 次

電 気 学 会 論 文 誌D,119,10t1177-1ユ83(1999).

(PMsynchronousmotor,Reluctancemotor,IPMSM,

Reluctancetorque,Constantpoweroperation,High

speedoperation)

■ThePerformanceComparisonofSPMSM ,IPMSM

andSynRMinUseasAir-conditioningCompressor

(エ ア コ ン コ ン プ レ ッサ 用 途 に お け るSPMSM,IPMSMと

SynRMの 特 性 比 較)

H.Murakami,Y。Honda,H.Kiriyama,S.Morimotoand

Y.Takeda

Proc.of19991EEEIndustryApplicationsSociety

AnnualMeeting,840-845.

(SPMIM,IPMSM,Synchronousreluctancemotor,

Compressordrive)

■HighEfficiencyAdjustableSpeedControlof

lPMSMwithVariablePermanentMagnetFlux

Linkage

(永 久 磁 石 鎖 交 磁 束 可 変 埋 込 磁 石 同 期 電 動 機 の 高 効 率 速 度

制 御)

L.Ma,M.Sanada,S.MorimotoandY.Takeda

Proc.of19991EEEIndustryAppHcationsSociety

AnnualMeeting,881-887.

(IPMSM,Flux-weakening,Flux-shorteningironpiece,

Efficiency)

■AnalysesforSensorlessLinearCompressor

usingLinearPulseMotor

(リ ニ ア パ ル ス モ ー タ を 用 い た セ ン サ レ ス リ ニ ア コ ン プ レ

ッサ の 解 析)

M.Sanada,S.MorimotoandY.Takeda

Proc.of19991EEEIndustryApplicationsSociety

AnnualMeeting,2298-2304.

(Linearpulsemotor,Linearcompressor,sensor-less

drive,Efficiency)

■DesignandPerformanceAnalysisforFully

PitchedWindingReluctanceMotors

(全 節 巻 リ ラ ク タ ン ス モ ー タ の 設 計 と 特 性 解 析)

M.Sanada,M.Kaneda,S.MorimotoandY.Takeda

Proc.oftheSmallMotors&ServoMotorsInternational

Conferernce,145-150(1999).

(Reluctancemotor,Fullypitchedwinding,Motordesign,
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Torque)

■lnteriorPermanentMagnetSynchronousMotor

withMovableFlux-shorteninglronPiecesfor

WideSpeedOperation

(広 範 囲 速 度 制 御 用 の 磁 束 短 絡 鉄 片 を 有 す る 埋 込 磁 石 同 期

電 動 機)

L.Ma,M.Sanada,S.MorimotoandY.Takeda

Proc.oftheSmallMotors&ServoMotorsInternational

Conferernce,173-178(1999).

(Interiorpermanentmagnetsynchronousmotor,Flux-

weakening,Flux-shorteningironpiece,constantpower

operation)

■ 各 種 ス イ ッ チ トリ ラ ク タ ン ス モ ー タ の 出 力 特 性 の 比 較

(Evaluationofoutputperformanceforvarious

typeswitchedreluctancemotbrs)

兼 田 昌 子,真 田 雅 之,森 本 茂 雄,武 田 洋 次

日本AEM学 会 誌7,4,433-439(1999).

(Switchedreluctancemotor,WindingIoss,Fullypitched

winding,Torque)

■Equ"ibriumPointControlforPowerSystems-

LowFrequencyOscillationProblem-

(電 力 シ ス テ ム の 平 衡 点 制 御 一 長 周 期 動 揺 問 題 一)

S,Kawamoto,K.Hamada,T.OiwakeandH。Nishigaito

Proc.ofUniversitiesPowerEngineeringConference,

160-163(1999).

(Electricpowersystem,Equilibriumpoint,Nonlinear

control,Lowfrequencyoscillation)

■ カ オ ス 的 最 急 降 下 法 を 用 い た 制 約 条 件 付 最 適 化

(OptimizationwithConstraintUsingChaos

SteepestDescentMethod)

石 亀 篤 司,相 原 徹,湯 淺 英 考

シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会 論 文 誌,12,5,316-318(1999).

(Chaossteepestdescentmethod,Nonlinearconstraint,

Optimization)

(Realpolynomial,Schurstability ,Suf丘cientconditions,

Freeparameter)

■Kharitonov-LikeTheoremsonExtremeMode

lnvarianceforlntervalPoiynomials

(区 間 多 項 式 の 極 端 モ ー ド不 変 性 に 関 す る カ リ トノ ブ 型 定

理)

T.MoriandH.Kokame

電 気 学 会 論 文 誌C,119-C,126&1273(1999).

(lntervalpolynomials,Kharitonov-Liketheorem,

Extrememode,Aperiodicity,Dampedoscillation,

Positivity)

■ComputationofthesingularvaluesofToeplitz

operatorsandthegapmetric

(テ プ リ ッ ツ 作 用 素 の 特 異 値 お よ び ギ ャ ッ プ 距 離 の 計 算 法)

K.Hirata,Y.YamamotoandA.Tannenbaum

SystemandControlLetters,36,327-338(1999).

(Toeplitzoperator,Singularvalue,Gapmetric)

■AMinimaxDesignofRobustl-PDControllerfor

Time-DelaySystemsw忙hParametricUncertainty

(パ ラ メ ト リ ッ ク な 不 確 か さ を 有 す る む だ 時 間 シ ス デ ム に

対 す る ロ パ ス トトPDコ ン トロ ー ラ の ミ ニ マ ッ ク ス 設 計)

K.Hirata,Y.Yanase,T.KawabeandT.Katayama

Proc.ofthe14thIFACWorldCongress,C,259-264

(1999).

(RobustPID,Minimax,Delaysystem,Genetic

algorithm)

■RobustStabilityofLur'eSystemswithTime-

VaryingUncertainties:AnLMIApproach

(時 変 不 確 か さ を 有 す る ル ー リ エ シ ス テ ム の ロ バ ス ト安 定

性:行 列 不 等 式 に よ る ア プ ロ ー チ)

K.KonishiandH.Kokame.

InternationalJournalofSystemScience,30,3-9(1999).

(Robuststability,Lur'esystems,LMI,Control,

UnCertaintieS)

■DelayedFeedbackControl:APracticalMethodfor

StabilizationunderLargeUncertainties

(遅 延 フ ィ ー ドバ ッ ク 制 御:大 き な 不 確 か さ の 下 で の 安 定

化 の た め の 実 際 的 方 法)

H.KokameandT.Mori

Proc.Korea-JapanJointWorkshoponRobustand

PredictiveControiofTime-DelaySystems,143-154

(1999).

(Delayedfeedbackcontrol,Delaydifferentialequation,

Stabilization,Unstab}esteadystate)

■パラメータを含むSchur性 表 現に基づく実多項式安定性の

十分条件

(Su価cientStabilityCriteriaforRealPolynomials

viaParametrizedSchurProperty)

森 武宏,小 亀英己

電気学会論文誌C,H9-C,1076-1077(1999).

■DecentralizedDelayed-feedbackControlofOne-

wayRingCoupledMapLattices

(環 状1方 向CMLの 分 散 時 間 遅 れ 制 御)

K.KonishiandH.Kokame

PhysicaD,127,1-12(1999).

(Chaos,Coupledmaplattice,Delayed-feedbackcontrol ,

Stabilization)

■StabilityofExtendedDelayed-FeedbackControl

forDiscreteTimeChaoticSystems

(離 散 時 間 力 オ ス シ ス テ ム に 対 す る 拡 張 時 間 遅 れ 制 御 の 安

定 性)

K.Konishi,M.IshiiandH .Kokame】

IEEETrans.CircuitsandSystems-1 ,46,1285-1288

(1999).

(Chaos,Stability,Delayed-feedbackcontroLNonlinear)
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■CoupledMapCar-followingModelanditsDelayed-

feedbackControl

(最 適 速 度 交 通 流 モ デ ル と そ の 遅 延 時 間 制 御)

K.Konishi,H.KokameandK.Hirata

PhysicalReviewE,60,4000-4007(1999).

(Coupledmaplattices,OVmodel,Delayed-feedback

control,H。 。norm)

■StabilityofSteadyStateinOne-wayOpen

CoupledMapLattices

(一 方 向 開 放 型CMLの 定 常 状 態 の 安 定 性)

K.Konishi,H.KokameandK.Hirata

PhysicsLettersA,263,307-314(1999).

(Coupledmaplattices,H。 。Norm,Stability,Spatial

b迂urcation,Chaos)

byusingDirectCommunicationbetweenC師ents

overWWW)

川 原 勝 広,三 宅 基 史,勝 山 豊

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌,J82-B,1942-1944(1999).

(Directcommunicationbetweenclients,Remote

meaSUrement,Internet)

■WWWに よ る イ ベ ン ト中 継 シ ス デ ム の 構 築

(DesignandlmplementationofaMultimedia

lnformationFeedingSystemforLarge-Scale

SocialEvents)

普 天 間 智,知 念 賢 一,吉 田 豊 一,山 口 英,香 取 啓 志

映 像 情 報 メ デ ィ ア 学 会 誌,53,1328-1334(1999).

(Multimediainformationlivefeedingsystem,World-

wideweb,Internet)

■DecentralizedDelayedイeedbackControlofa

CoupledRingMapLattice

(環 状CMLの 分 散 時 間 遅 れ 制 御)

K.Konishi,H.Sugiyama,H.KokameandK.Hirata

Proc.ofIEEEInternationalSymposiumonCircuitsand

Systems,5,327-330(1999)。

(Controllingchaos,Delayed-feedbackcontro1,Coupled

maplattice)

■Delayed-feedbackControlofDiscrete-time

CoupledMapTrafficModels

(離 散 時 間 交 通 流 モ デ ル の 時 間 遅 れ 制 御)

K.Konishi,H.KokameandK.Hirata

Proc.ofInternationalSymposiumonNonlinearTheory

andItsApplication,471-474(1999).

(Controllingchaos,Delayed-feedbackcontrol,Traffic

mode玉,Coupledmap}attice)

■SymmetricThree-BranchOpticalPowerDivider

withaCouplingGap

(結 合 ギ ャ ッ プ を 持 つ 対 称 形 光 電 力3等 分 配 器)

T.Yabu,M.Geshiro,NMinamiandS.Sawa

IEEEJournalofLightwaveTechnology,17,9,1693-1699

(1999).

(three-branch,optical,powerdivider,gap)

■Self-SwitchinginCrossingWaveguideswith

ThreeChannelsConsistingofNonlinearMaterial

(非 線 形 媒 質 か ら な る3チ ャ ネ ル 交 叉 導 波 路 に お け る ス イ

ッチ ン グ 特 性)

Y。H.Pramono,MGeshiro,T.KitamuraandS.Sawa

IEICETransactionsonElectronics,E82-C,1,111-118

(1999).

(nonlinearwaveguide,opticalswitch,FD-BPM)

■ExperimentalDelayed-feedbackControlofThree-

coupledOne-wayMapLattices

(3要 素 で 構 成 さ れ るCMLの 分 散 時 間 遅 れ 制 御 実 験)

K.Konishi,H.Ooyama,H.KokameandK,Hirata

Proc.ofInternationalSymposiumonNoniinearTheory

andItsAppiication,467470(1999).

(Controllingchaos,Delayed-feedbackcontro1,Traffic

model,Coupledmaplattice)

■lmplementationofeducationsystemunder

distributeddatabasesoverVVVVVVforinternational

use

(国 際 間 で 使 用 す るWeb上 分 散 デ ー タ ベ ー ス 環 境 下 の 教 育

シ ス テ ム の 実 装)

Y.Katsuyama

Proc.of4thAsia-PacificConferenceonCommunications,

872【875(1999).

(Educationsystem,Distributedservers,Internet)

圏Web環 境 でクライアン ト間直接通信を利用 した遠隔測定シ

ステム

(lmPlementationofRemoteMeasurementSystem
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■リラクタンス トルク応用電動機の現状と動向

森本雅之,松 井信行,武 田洋次

電気学会論文誌D,119,10,1145-1148(1999).

■新 たなる進展,永 久磁石電動機

武 田洋次,松 井信行

電気学会誌,119,8/9,503-504(1999).

圏 パ ワーエレク トロニクス技術の省エネ最前線一モータ技術

の基礎と新 しい流れ一

武田洋次

第14回 パ ワーエ レク トロニクス研究会専門講習会テキス

ト,16-23(1999).

■IPMシ ンクロナスモータの現状と将来

武田洋次

第2回 高効率モータ関連講演会,7-16(1999).
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■搬送用リニア位置決めシステムの応用技術

真田雅之(共 著)

電気学会技術報告(732)(搬 送用リニア位置決めシステ

ム調査専門委員会)電 気学会,(1999).

■小形モータの高性能化

武田洋次(共 著)

電気学会技術報告(744)(小 形モータの高性能化に関す

る調査専門委員会)電 気学会,(1999).
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■Korea-JapanJointWorkshoponRobustand

PredictiveControlofTime-DelaySystems

(Seoul,Korea,January1999)

H.KokameandT。Mori

DelayedFeedbackControl:APracticalMethodfor

StabiliZationunderLargeUncertainties.

■19991EEEInternationalSymposiumonCircuits

andSystems(Orjand,USA,May,1999)

K.Konishi,H.KokameandK.Hirata

DecentralizedDelayed-feedbackControlofaCoupled

RingMapLattice.

■The14thIFACWorldCongress(Beijing,China,

July,1999)

K.HirataY.Yanase,T.KawabeandT.Katayama

AMinimaxDesignofRobustI-PDControllerfbrTime-

DelaySystemswithParametricUncertainty.

鷹ThirdChineselnternationalConferenceon

ElectricalMachines(Xi'an,China,August,1999)

L.Ma,MSanada,S.MorimotQandY.Takeda

ExtendingOperationRangeofPermanentMagnet

SynchronousMotorUtilizingFlux-shorteningIron

Pieces.

■TheEuropeanConferernceonPowerElectronics

andApplications(Lausanne,Switzerland,

September,1999)

M.SanadaY.Takeda,T.KosakaandN.Matsui

ComparativeEvaluationofTorque/RadialForcefor

SwitchedReluctanceMotor,

M.Sanada,S.MorimotoandY.Takeda

AnalysesforSensorlessL量nearCompressorusing

LinearPulseMotor.

■TheSma閣Motors&ServoMotorslnternational

Conferernce(Tokyo,Japan,October,1999)

M.Sanada,M.Kaneda,S.MorimotoandY.Takeda

DesignandPerformanceAnalysisf6rFullyPitched

WindingReluctanceMotors.

L.Ma,M.Sanada,S.MorimotoandY.Takeda

InteriorPermanentMagnetSynchronousMotorwith

MovableFlux・shorteningIronPiecesforWideSpeed

Operation.

■4thAsia-PacificConferenceonCommunications

(Beijing,China,October,1999)

Y.Katsuyama

Implementationofeducationsystemunderd量stributed

databasesoverWWWforinternationaluse.

謄lnternationalSymposiumonNonlinearTheoryand

itsApplications(Hawaii,USA,November,1999)

K,Konishi,H.KokameandK.Hirata

Delayed-feedbackControlofDiscrete-timeCoupledMap

Traf丘cModels.

K.Konishi,H.Ooyama,H.KokameandK.Hirata

ExperimentalDelayed-feedbackControlofThree-

coupledOne-wayMapLattices.

S.Morimoto,MSanadaandY.Takeda

EfficiencyImprovementofPermanentMagnet

SynchronousMotorinConstantPowerSpeedRegion.

■UniversitiesPowerEngineeringConference

(Leicester,UK,September1999)

S.Kawamoto,K.HamadaT.OiwakeandH.Nishigaito

EquilibriumPointControlforPowerSystems

-LowFrequencyOscillationProblem一

■IEEElndustryApPlicationsSocietyAnnuaI

Meeting(Phoenix,USA,October,1999)

H.Murakami,Y.HondaH.Kiriyama,S.Mohmotoand

Y.Takeda

ThePerfbrmanceComparisonofSPMSM,IPMSMand

SynRMinUseasAir-conditioningCompressor.

L.Ma,M。Sanada,S.MorimotoandY。Takeda

HighEfflciencyAdjustableSpeedControlofIPMSM

withVariablePermanentMagnetFluxLinkage.

50



一・一一.5 .学 術 講 演 発 表 '・ 一ρ 。_ノ ●_ノ 。_ノ._ノ'一 ρ'一 ク ●ノ.一 ノ 唖一ノ ●一 ρ 〇一ρ 。一 ρ.ノ6一 ρ._ノ ・_ノ ●一ρ 唇ノ'ノ ○ノ'_ノ 。一 ρ ●一ρ ・ノ ・_'・ _ノ ・ノ ・_ク ・一ρ ・一ρ ・ノ 鯵_

■電気学会 リニア ドライブ研究会(2月 ,東 京)

浅 野光俊,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

磁気抵抗均等構造 を用いた リニア同期 リラクタンスモー

タの静特性解析

研究会資料,LD-99-28.

横 田俊春,吉 川辰弥,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

リニアコンプレッサ用LPMに 適 した運転条件の検討

研究会資料,LD-99-29.

■電子情報通信学非線形問題研究会(3月 ,東 京)

小 西啓治,小 亀英己,平 田健太郎

最適速度関数を有す る離散時間交通流モデルの解析 とそ

の制御

信学技報NLP98-130.

■電子情報通信学会関西支部学生研究発表講演会(3月 ,堺)

山 中 章平,勝 山 豊

IEEE802.3光 フ ァイバLAN/WANの 限界距離特性

講演論文集,C-3.

小 山長規,王 建,勝 山 豊

LAN/WANの 経 済比較 ツールの構築

講演論文集tC-4.

林 哲史,普 天間 智,勝 山 豊

分散Webサ ーバ環境下のデータ転送時間特性

講演論文集,C-5.

■電気学会全国大会(3月,山 口)

両角 英樹,麻 田和 彦,木 内光幸,大 森英樹,真 田雅之,

武 田洋次

洗濯機用モータインバータの駆動方式

講演論文集,4,998.

列 暁梅,粟 田秀哉,森 本茂雄,武 田洋次

リラクタンス トルクを主 とするIPM同 期 モー タの特性

講演論文集,5,1039.

馬 雷,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

ロー タ内部に磁束短絡可動鉄片を有するIPMSMの 高効率

可変速制御

講演論文集,5,1040.

寺 西 励,兼 田昌子,石 川定夫,真 田雅之,森 本茂雄,

武 田洋次

磁気異方性材料 を用いたシンクロナス リラクタンスモー

タの トルク特性

講演論文集,5,1088.

岡 部憲明,兼 田昌子,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

SRモ ー タの小歯数が トルクとラジアルカに及ぼす影響

講演論文集,5,1089.

浅野 光俊,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

磁気抵抗均等構造を用いた リニア同期 リラクタンスモー

タの形状が特性 に及ぼす影響

講演論 文集,5,111&

横 田俊春,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

LPMを 用 いたセンサ レス リニアコンプレッサ のピス トン

位置決め精度の解析

講演論文集,5,1119.

藤 井雅也,川 本俊治

空 間線形化法の拡張 によるロボッ トアームの最適制御

講演論文集,3,160.

大 西 秀和,川 本俊治,西 垣内秀俊

1機 モデル系統の平衡点制御一補助制御入力の影響一

講演論文集,6,261.

追 分智昭,濱 田浩司,川 本俊治,西 垣 内秀俊

1機 モデル系統 による長周期動揺の発生 と平衡点制御

講演論文集,6,262.

濱 田浩司,川 本俊治,西 垣内秀俊

平衡点制御による10機 モデル系統の分散制御[m]

講 演論文集,6,263.

和 泉 明子,川 本俊治,西 垣内秀俊

串型モデル系統における長周期動揺の平衡点制御

講演論文集,6,264.

■JapanWebCacheWorkshop(4月,東 京)

普 天間 智,馬 場始三

WWW代 理 サーバ のアクセスログか らのペー ジ単位の解

析手法 の提案

JWCWIProgram,http://cache.jp.apan.net/JWCW-

1/paper/satosi-f.ps.

■第28回 制 御理論シンポジウム(5月,愛 知)

K.Hirata

StabilityAnalysisofSampled-DataSystemsDesigned

viaContinuous-TimeHooLoopShapingMethod

講 演論文集,275-278.

■ システム制御情報学会研究発表講演会(5月,大 阪)

小 西啓治,小 亀英己,平 田健太郎

離散時間型最 適速度交通流モデルの解析 と遅延時間制御

講演論文集,400&

■電 子情報通信学会マイクロ波研究会(7月,札 幌)

北村敏 明,下 代雅啓,山 田 徹,沢 新之輔

スロッ ト結合マイクロス トリップフィルタの特性解析

信学技報MW99-57,45-51.
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■電気学会産業応用部門大会(8月,長 崎)

真 田雅之,楡 井雅巳

委員会検証モデルに基づ く各種解析手法の特徴

講演論文集,1,S.43-S.46.

村上 浩,本 田幸夫,桐 山博之,森 本茂雄,武 田洋次

エ ア コ ン用 コ ンプ レ ッサモ ー タに お け るSPMSM、

IPMSM、SynRMの 比 較

講演論文集,1,79-82.

小 坂 卓,SubrataSaha,松 井信行,武 田洋次

磁化特性 の簡易数式表現 に基づ くSRMの 位 置センサ レス

制御

講演論文集,2,33-38.

■電 気学会電力 ・エネルギー-es門大会(8月 ,福 岡)

藤 田恵貴,石 亀篤司

電力潮流計算 における非線形現象の解析

講演論文集,446-447。

川本俊治,大 西秀和,西 垣内秀俊

1機 モデル系統 の平衡点制御一AVR・GOVリ ミッタと不

安 定平衡点一

講演論文集672-673.

川 本俊治

パネルデ ィス カッション

ー 新 しい電力環境に対応 した技術者教育一

■エネルギー工学研究会(8月,京 都)

川本俊治

長周期動揺にどう対処すべきか?

■平成11年 度電気学会C部 門大会(8月,千 葉)

山下育男,青 海恵之,沢 新之輔

1.3/1.47/1.55μm帯 による3波 長帯多重伝送の検討

講演論文集,TC-9-5.

■電気設備学会全国大会(9月,京 都)

石亀篤司,榎 本格士,谷 口経雄

系統連系自家発電システムの過渡安定度評価

講演論文集,215-216.

■日本ファジ ィ学会ポ トラ ックシンポジウム(9月,大 阪)

吉 田健作,永 田智巳,石 亀篤司

ニュー ラルネットによる電力 システムの同定

講演論文集,181-183.

川 本俊治

厳密なカオス解の ソフ トコンピューティングは可能か?

講i演論文集,441-442.

■電 力技術 ・電力系統技術合同研究会(9月,茨 城)

追 分智昭,川 本俊治,西 垣内秀俊

20機 串型モデル系統における長周期動揺 と平衡点制御

研究会資料,PE-99B8・PSE-99-35,85-90.
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濱 田浩司,川 本俊治,西 垣内秀俊

平衡点制御 による10機 モデル系統の分散制御【IV】

研究会資料,PE-99-39・PSE・99-36,91-96.

■電子情報通信学非線形問題研究会(9月,大 阪)

小西啓治,小 亀英己,平 田健太郎
一方向開放流モデルにおける空間分岐現象のメカニズム

信学技報NLP99-44.

■電子情報通信学非緑形問題研究会(10月,福 井)

小西啓治,小 亀英己,平 田健太郎
一方向開放流モデルに発生する空間分岐の分散遅延制御

信学技報NLP99-109.

■電気学会回転機研究会(11月,春 日井)

列 暁梅,森 本茂雄,真 田雅之,武 田洋次

永久磁石を補助的に用いるリラクタンスモー タの諸特性

研究会資料,RM-99-128.

岡 部憲明,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

SRモ ータの トルク/ラ ジアルカの改善法

研究会資料,RM-99-131.

■第42回 自動制御連合講演会(ll月,千 葉)

小 亀英己,平 田健太郎,小 西啓治

遅延フ ィー ドバ ック制御の適用可能性 と台車振子系への

応用

講演論文集,123-126.

■電子情報通信学会電磁界理論研究会(胴 月,登 別)

北 村敏明,下 代雅啓,山 田徹,沢 新之輔

スロット結合を利用 したデュアルバ ンドフィルタ

電気学会研究会資料EMT-99-106,121-126

■電気関係学会関西支部連合大会(ll月,姫 路)

森本茂雄

最新のモータ制御技術

講演論文集,S2.

森上彰久,森 本茂雄,武 田洋次

2慣 性系のオー トチューニングによる振動抑制制御

講演論文集,G67.

馬 雷,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

有限要素法によるIPMSMの 鉄 損評価

講演論文集,G103.

寺西 励,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

セグメン ト数の異 なるロー タを用いた2極 の同期 リラク

タンスモー タの特性

講演論文集,G122.

列 暁梅,森 本茂雄,真 田雅之,武 田洋次

永久磁石 を補助的に用いる同期 リラクタンスモー タの特

性

講演論文集,GI23.



岡部憲明,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

SRMの ロー タ形状 による トルク/ラ ジアルカの改善

講演論文集,G124.

大 山 英一,小 西啓治,小 亀英己,平 田健太郎

3つ の一一方向結合 カオスチ ップの遅延時間制御実験

講演論文集,G25.

木下健次,森 本茂雄,武 田洋次

同期 リラクタ ンスモー タの電圧制限を考慮 した最大効率

制御

講演論文集,G126.

池 田 猛,森 本茂雄,真 田雅之,武 田洋次

リラクタンス トルクを利用す るモータのdqイ ンダク タン

ス導出法

講演論文集,G127。

浅野光俊,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

リニ ア同期 リラク タンスモー タにおける可動子形状 の違

いによる特性へ の影響

講演論文集,G128.

岩堀 敏之,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

リニア同期 リラクタンスモー タにおける各種磁気抵抗均

等構造の検討

講演論文集,G129.

横 田俊春,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

LPMを 用 いた リニ アコ ンプレッサ における移動子軽量化

の効果

講演論文集,G134.

川本俊治

電力系統制御技術の将来

講演論文集,S15.

日下部康介,五 十鈴川浩児,三 宅純一郎

水面付近における放電による圧力効果

講演論文集,G7.

仙石竜生,小 亀英己,平 田健太郎,小 西啓治

偏角増加率に基づ く局所凸方向の代数的判別

講演論文集,G51.

辻村和祥,平 田健太郎,小 亀英己,小 西啓治

二重倒立振子の安定化制御実験:シ ミュレーシ ョンによ

る事前検討

講演論文集,G78.

高橋 賢,山 中章平,小 山長規,勝 山 豊

光 ファイバ切 り替えによる光WAN障 害 の 自動復旧システ

ムの提案

講演論文集,G215.

山中章平,小 山長規,勝 山 豊

Web環 境 での測定器共有型遠隔測定システムの提案

講演論文集,G216.

小 山 長規,湊 秀樹,勝 山 豊

Web上 の ネッ トワークモニ タによる広域災害検出システ

ムの提案

講演論文集,G285.

辻村 和江,普 天間 智,勝 山 豊

ス イッチングハブを含むLANの デ ータ遅延時間改善効果

の評価

講演論文集,G286.

鵜 生川浩司,川 原勝広,小 山長規,勝 山 豊

Web環 境 での クライアン ト間直接通信 を利用 した遠隔測

定システム

講演論文集,G288.

藤 井雅也,川 本俊治

空 間線形 化法 による ロボ ッ トアーム の非 線形最適 制御

[皿]

講演論文集,G150.

永 田智巳,石 亀篤司

確率的学習型ニューラルネ ッ トワークを用いた電力系統

の同定

講演論文集,G160.

濱 田浩司,川 本俊治,西 垣内秀俊

平衡点制御による10機 モデル系統の分散制御[V]

講演 論文集,G163.

追分 智昭,川 本俊治,西 垣内秀俊

20機 串型 モデル系統 におけ る長周 期動揺 と平衡 点制御

[ll]

講 演論文集,G165.

中村 努,北 村敏明,下 代雅啓,沢 新之輔

光制御パ ッチア ンテナの設計 に関す る研究

講演論文集,G218.

石井 晃,沢 新之輔,薮 哲郎,下 代雅啓

新構造チャネル型Y分 岐光導波路の試作研究

講演論文集,G240.

西田和広,薮 哲郎,下 代雅啓,沢 新之輔

非線形導波路を含む全光学論理素子の特性解析

講演論文集,G245.

■高速度撮影とフォトニクスに関する総合シンポジウム(12

月,大 阪)

内山昌也,日 下部康介,五 十鈴川浩児

自由表面近傍における放電生成気泡の挙動

講演論文集,323-326.
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・一・6 .新 聞,雑 誌 等 発 表

■インバータ 環境 ・福祉 にも貢献

武田洋次

朝 日新聞,1999年11月26日.
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電 子 物 理 工 学 科

物性物理講座

教 授 奥 田 喜 一

助教授 石 田 武 和

講 師 脇 田 和 樹

助 手 川 又 修 一
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■Non-fermi-liquidbehaviorin2d-disorderedf-

electronsystemUi.2Fe4Si9.7

(2次 元 ラ ン ダ ムf電 子 系Ui.2Fe4Sig.7の 非 フ ェ ル ミ 流 体 性)

S.Noguchi,K.Okuda,Y.Haga,E.Yamamoto,Y,Onuki

JJAPSeriesl1,163-164(1999).

(Ui2Fe4Sig.7,Non-fermi-liquid,Spec温cheat,Resistivity)

(c軸 に 垂 直 な 磁 場 に お け るYBa2Cu306.g4の ボ ル テ ッ ク ス

格 子 は 本 質 的 ピ ニ ン グ不 可 逆 曲 線 以 下 で 融 解 す る か?)

T,Ishida,K,Okuda,H.Asaoka

J.LowTemp.Phys.,117,1387-1391(1999).

(Vortex-latticemelting,Intrinsic-pinningirreversibility

line,YBa2Cu307)

■AnisotropyofUnderdopedYBa2Cu306.5Single

Crystal

(ア ン ダ ー ドー プYBa2Cu306.5単 結 晶 の 異 方 性)

T.Ishida,K.KitamuraK.Okuda,A.1.Rykov,S.Tajima

AdvancesinSuperconductivity,XI,307-310(1998).

(YBa2Cu305.5,Underdope,Magnetictorque,Anisotropy

parameter)

■AnisotropyofBi1.5Pbo.7Sri.sCaCu208.δSingle

Crystal

(Bi,.5Pb。.7Sr1.eCaCu208+。 単 結 晶 の 異 方 性)

T.Ishida,K.Inoue,K.Okuda,Z.Hiroi,M.Izumi,1.

Chong,M.Takano

AdvancesinSuperconductivity,XI,407-410(1999).

(Bi2212,Pbsubstitution,Torque,Fluxpinning,

Anisotropy)

■RoleofIntrinsicPinningforMeltingTransitionof

YBa2Cu306.93intheParallelFieldtoCuO2Layers

(CuO2層 に 平 行 な 磁 場 中 に お け るYBa2Cu306s3の 磁 束 融

解 転 移 に 対 す る 本 質 的 ピ ニ ン グ の 役 割)

T.Ishida,K.Kitamura,K.Okuda,H.Asaoka,A.1.

Rykov,S.Tajima

AdvancesinSuperconductivity,XI,469-472(1999).

(YBa2Cu307,Meltingtransition,Intrinsicpinning,

Anisotropy)

■MagnetictOrquemeasurementsonsuperconducting

λ一(BETS)2GaCl4

(超 伝 導 を 示 す λ 一(BETS)2GaC14の 磁 気 トル ク 測 定)

H.Uozaki,S.Kawamata,K.Okuda,K.Ueda,T.

Sugimoto,N.Toyota

SyntheticMetals,103,1981-1982(1999).

(Organicsuperconductors,Vortexstate,Magnetic

tOrqUemeaSUrementS)

■MagneticTorqueMeasurementsonBi2201

SingleCrystalinHighMagneticFields

(Bi2201単 結 晶 の 強 磁 場 磁 気 トル ク 測 定)

S.KawamataK.OkudaT.Sasaki,R.Yoshizaki

J.LowTemp.Phys.,117,891-895(1999).

(Bi2201,Magnetictorquemeasurements,Anisotropy

paralneter)

■DoesVortexLatticeofYBa2Cu306.94inH⊥cMelt

belowlntrinsic-PinningIrreversibilityLine?

匿ResonantRamanEffectonaCuGaSe2Crystal

GrownbytheTravelingHeatermethod

(ヒ ー タ ー 移 動 法 に よ り作 製 したCuGaSe2結 晶 の 共 鳴 ラ マ

ン 効 果)

K.Wakita,T.Miyazaki,Y,Kikuno,S.TakataandN.

Yamamoto

Jpn.J.Appl.Phys.,38,664(1999).

(CuGaSe2,Chalcopyritecompound,ResonantRaman

scattering,Luminescence)

■LuminescenceofMixed-ModeExciton-Polaritonin

CuGaS2

(CuGaS2の 混 合 モ ー ド励 起 子 一ポ ラ リ トン の ル ミ ネ セ ン ス)

M.Susaki,K.WakitaandN.Yamamoto

Jpn.J.Appl.Phys.,38,2787(1999).

(CuGaS2,Chalcopyritecompound,Exciton,Polariton,

LUmineSCenCe)

■ConstructionandPerformanceof"lnverse

Monochromator"asWavelengthVariableNotch

FilterforRamanSpectroscopy,

(ラ マ ン 分 光 用 波 長 可 変 ノ ッ チ フ ィ ル タ ー と し て の"逆 分

光 器"の 構 成 と 性 能)

Y.Shim,H.KimuraandN.Yamamoto

Jpn。J.AppLPhys.,38,4942(1999).

(Monochromator,Opticalfilter,Notchfilter,Raman

spectroscopy,ResonantRamanspectroscopy)

■EnhancedUttravioletEmissioninPolysilaneLight-

EmittingDiodesbylnsertingaSiOxThinLayer

(SiOx薄 膜 層 を 挿 入 した ポ リ シ ラ ン 発 光 ダ イ オ ー ドの 紫 外

光 放 射 の 増 大)

Y.Xu,T.Fujino,S.Watase,H.Naito,K.OkaandT.

Dohmaru

Jpn.J.AppLPhys.,38,2609-2612(1999).

(ultravioletemission,organicpolysilanes,light・emitting

diodes,thininsulatingIayer)

■Observationoflightscatteringinducedbyionic

conductioninnematicliquidCrystalcells

(ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 セ ル に お け る イ オ ン 伝 導 に よ り誘 起 さ

れ た 光 散 乱 の 観 察)

K.Ochi,H.Naito,andA.Sugimura

Mol.Cryst.Liq.Cryst.331,289-296(1999).

(transientlightscattering,nematicliquidcrystals,

impurityions,iontransit)

55



■Patternformationsofsmectic-Adomainsgrown

fromanisotropicphaseinCanowedges

(Canowedge中 の 等 方 相 か ら成 長 した ス メ ク テ ィ ックA

ドメ イ ン の パ タ ー ン 形 成)

M.Todorokihara,H.Naito,andZ.Ou・Yang

Mol.Cryst.Liq.Cryst.328,549-556(1999).

(patternformation,smectic-Aphase,isotropicphase,

Canowedges)

■Visiblephotoluminescenceandelectronictransport

inOrganicpolysilanescontaininganthracene

units

(ア ン トラ セ ン ユ ニ ッ トを 含 む 有 機 ポ リシ ラ ン の 可 視 発 光

と 電 子 輸 送)

H.Naito,T.Dohmaru,andS.Satoh

ProceedingsoflOthInternationalSchoolonCondensed

MatterPhysics,p.67-75、

(WorldScientificPublishing,Singapore,1999).

-INVITED-

(visiblephotoluminescence,bipolartransport,organic

polysilanes,anthracene)

■PhotoinducedchargetransferandbipolartransPOrt

inpolymethylphenylsilanethinfilmscontaining

diphenoquinone

(ジ フ ェ ノ キ ノ ン を 含 む ポ リ メ チ ル フ ェ ニ ル シ ラ ン 薄 膜 の

光 誘 起 電 荷 移 動 と 両 極 性 伝 導)

H.Naito

ExtendedAbstractsofNano-molecularElectronics

Meeting'99(1999)0-02.

-INVITED-

(photoinducedchargetransfer,bipolartransport,

polymethylphenylsilane,diphenoquinone)

■Bipolartransportandchargecarriergenerationin

pelymethytphenylsilanethinfilmscontaining

diphenoquinone

(ジ フ ェ ノ キ ノ ン を 含 む ポ リ メ チ ル フ ェニ ル シ ラ ン 薄 膜 の

両 極 性 伝 導 と 電 荷 生 成)

H.Naito,Y.Ohsawa,andS。Mimura

Appl.Phys.Lett.75,376-378(1999).

(chargecarriergeneration,bipolartransport,

polymethylphenylsilane,diphenoquinone)

■ObservationOftransientdiffractioninducedby

ionicconductioninnematicliquidcrystalcells

(ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 セ ル 中 の イ オ ン 伝 導 に よ っ て 誘 起 さ れ

た 過 渡 回 折 光 の 観 察)

K.Ochl,M.Todorok{hara,andH.Naito

Proceedingsof19991EEE13thInternationalConference

onDielectricLiquids(ICDL'99)p.575-578.

(transientlightscattering,nematicliquidcrystals,

impurltyions,iontransit)

■OpticalpropertiesofGaAso.5Sb・.5and

lno.53Ga。.47As/GaAso.5Sb。.5typellsingleheterひ
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st田ctu「eslattice-matchedtolnPsubstrates

grownbymolecutarbeamepitaxy

(分 子 線 エ ピ タ キ シ ー 法 に よ り 成 長 さ せ たlnP基 板 格 子 整 合

GaAs。.5Sb。,5お よ びln。.53Ga。.47As/GaAso.5Sb。.5タ イ プ

皿ヘ テ ロ 構 造)

A。Yamamoto,Y.Kawamura,H.Naito,N.Inoue

J,CrystGrowth201-202,872876(1999).

(molecularbeamepitaxy,typeHheterostructure,InP

substrates,GaAsSb,InGaAs)

■Highresolutionmeasurementoflocalized-state

distributionsfromtransientphotoconductMtyin

amorphousandpolymericsemiconductors

(ア モ ル フ ァ ス お よ び ポ リマ ー 半 導 体 の 過 渡 光 伝 導 か らの

局 在 準 位 評 価 の 高 分 解 能 化)

T.Nagase,K.KishimotoandH.Naito

J.Appl.Phys.86,5026-5035(1999)。

(localized-statemeasurements,Fredholmintegral

equationofthefirstkind,Tikhonovregularization,

amorphoussemiconductors)

■ElectroluminescentPropertiesofaNovelσ 取一π ・

ConjugatedPolymer,Poly【1,1-(2,3,4,5-

tetraphenylsilole)】

(新 し い σ 寧一π*共 役 ポ リ マ ー,Poly[1,1-(2,3,4,5-

tetraphenylsiIole)]の 電 界 発 光 特 性

Y.Xu,T.Fujino,H.Naito,T.Dohmaru,K.Oka,H.Sohn

andR.West

Jpn.J.Appl.Phys。38,6915-6918(1999).

(electroluminescence,σ*一 π ・conjugatedpolymers,

silole)

■Studyofgrow廿1processofgermaniumnan㏄rystals

usingagrazingincidencex。raydiffraction

method

(微 小 角 入 射X線 回 折 法 を 用 い た ゲ ル マ ニ ュ ー ム ナ ノ 結 晶

の 成 長 過 程 の 研 究)

H.Ninomiya,Nltoh,S.Rath,SNozakiandH.Morisaki

J.Vac.Sci.TechnoLB,17,1903-1905(1999).

(Grazingincidencex-raydiffractionmethod,

Germaniumnanocrystal)

■FieldEimissionDevicewithCarbonNanotubesfor

aFlatPanelDiSpiay

(フ ラ ッ トパ ネ ル デ ィ ス プ レ イ 用 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 電

界 放 出 素 子)

Y.NakayamaandS.Akita

Proc.oflOthMolecularElectronicsandDevices

Symposium,111,(1999).

(Carbonnanotube,Fieldemission,Flatpaneldisplay,

Electrophoresis,Polysilane)

■CarbonNanotubeDevicesforlmaging

(イ メ ー ジ ン グ の た め の カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ デ パ イ ス)

Y。Nakayama,S.Akita,L.Pan,S.YokonumaandC .

Chen



Proc.ofJapan-KoreaJointSymposiumonImaging

MaterialsandTechnologies,1-6(1999).

(Carbonnanotube,Fieldemission,Nanotubearray,

Polysilane,Electrophoresis)

■NovelProcessforFabricatingNanodevices

ConsistingofCarbonNanotubes

(カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ か ら な る ナ ノ デ パ イ ス の 新 し い 製

作 法)

H.Nishijima,S,AkitaandY.Nakayama

Proc.of19991nternationalMicroprocessesand

NanotechnologyConference,42-43,(1999).

(Carbonnanotube,Nanodevice,Electrophoresis,SEM

manipulation)

■lnfluenceofStiffnessofCarbon-NanotubeProbes

inAtomicForceMicroscopy

(原 子 間 力 顕 微 鏡 法 へ の カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 探 針 の 剛 性

の 影 響)

S.Akita,H.NishijimaandY.Nakayama

Proc.ofSTM'99,380-381(1999).

(Carbonnanotube,Atomicforcemicroscopy,Young's

modulus,Adhesionofsidewall)

幽Carbon-NanotubeProbeEquippedMagneticForce

Microscope

(磁 気 力 顕 微 鏡 用 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 探 針)

T.Arie,H.Nishijima,S.AkitaandY.Nakayama

Proc.ofSTM'99,467-468(1999).

(Carbonnanotube,Magneticforcemicroscopy,

Chemicalvapordeposition)

■MicroprocessforFabricatingCarbon-Nanotube

ProbesofScanningProbeMicroscope

(走 査 型 プ ロ ー ブ 顕 微 鏡 の カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 探 針 製 作

の マ イ ク ロ プ ロ セ ス)

Y.NakayamaH.NishijimaandS、Akita

Proc.ofSTM'99,469-470(1999).

(Carbonnanotube,Scanningprobemicroscopy,SEM

manipUlation)

口MeasurementofMechanicalPropertiesofCarbon

NanotubesbyDirectHandlinginScanning

E{ectronMicroscope

(走 査 型 電 子 顕 微 鏡 中 で の 直 接 操 作 に よ る カ ー ボ ン ナ ノ チ

ュー ブ の 機 械 的 特 性 の 測 定)

S.Akita,H.NishijimaandY.Nakayama

Proc.ofgthInternationalConferenceofPrecision

Engineering,899-904(1999).

(Carbonnanotube,Young'smodulus,SEMmanipulation)

■CarbonNanotubeTipsforaScanningProbe

Microscope:TheirFabricationandProperties

(走 査 型 プ ロ ー ブ 顕 微 鏡 用 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 探 針:そ

の 製 作 と 特 性)

S.Akita,H.Nishijima,Y,Nakayama,F.Tokumasuand

K.Takeyasu

JournalofPhysicsD:AppliedPhysics,32,1044-1048

(1999).

(Carbonnanotube,Scanningprobemicroscopy,Young's

modulus,Highresolution)

■Carbon・NanotubeT巾sforScanningProbe

Microscopy:PreparationbyaControlledProcess

andObservationofDeoxyribonucleicAcid

(走 査 型 プ ロ ー ブ顕 微 鏡 用 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 探 針:制

御 さ れ た 製 作 と デ オ キ シ リ ボ 核 酸 の 観 察)

H.Nishijima,S.Kamo,S.Akita,Y.Nakayama,K.

Hohmura,S.YoshimuraandK.Takeyasu

AppliedPhysicsLetters,74,4061・4063(1999).

(Carbonnanotube,Scanningprobemicroscopy,DNA,

SEMmanipulation)

■NovelProcessforFabricatingNanodevices

ConsistingofCarbonNanotubes

(カ ー ポ ン ナ ノ チ ュ ー ブ か ら な る ナ ノ デ パ イ ス の 新 し い 製

作 法)

H.Nishijima,S。AkitaandY.Nakayama

JapaneseJournalofAppliedPhysics,38,7247-7252

(1999).

(Carbonnanotube,Nanodevice,Electrophoresis,SEM

manipulation)

■NanolithographyofOrganicPolysilaneFilms

UsingCarbonNanotubeTips

(カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ チ ッ プ を 用 い た ポ リ シ ラ ン 薄 膜 の

ナ ノ リ ソ グ ラ フ ィ)

A.Okazaki,S.Akita,H.NishijimaandY.Nakayama

Proc.ofthe7thInternationalColloquiumonScanning

ProbeMicroscopy,40(1999).

(Carbonnanotube,SPMtip,Polysilane,Lithography)

■lnfluenceofForceActingonSideFaceofCarbon

NanotubeinAtomicForceMicroscopy

(原 子 間 力 顕 微 鏡 法 に お け る カ ー ボ ン ナ ノ チ ュー ブ 側 面 へ

作 用 す る カ の 影 響)

S。Akita,H.Nishilhna,T.KishidaandY.Nakayama

Proc,of7thInternationalColloquiumofScann量ngProbe

Microscopy,49(1999).

(Carbonnanotube,Atomicforcemicroscopy,Young's

modulus,SEMmanipulation)

■StructuralModificationsofHydrogenated

AmorphousCarbonNitrideduetoUltraviolet

LightlrradiationandThermalAnnealing

(紫 外 光 照 射 と 熱 ア ニ ー ル に よ る 非 晶 質 カ ー ボ ン ナ イ トラ

イ ドの 構 造 変 化)

M。Zhang,L,PanandY.Nakayama

Proc.of18thInternationalConferenceonAmorphous

andMicrocrystallineSemiconductors,174,(1999).

(Carbonnitridefilm,UVirradiation,Thermal

annealing)
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■GrowthofAmorphousHydrogenatedCarbon

NitrideFilmsinRadio-FrequencyPlasma

(高 周 波 プ ラ ズ マ に よ る 非 晶 質 カ ー ボ ン ナ イ トラ イ ド薄 膜

の 成 長)

M.Zhang,Y.Nakayama ,T.MiyazakiandM.Kume

JournalofAppliedPhysics,85,29042908(1999).

(Carbonnitridefilm,PlasmaCVD,Plasmadiagnosis)

■RoomTemperatureElectroluminescencefrom

HydrogenatedAmorphousCarbonNitrideFilm

(非 晶 質 カ ー ボ ン ナ イ トラ イ ド薄 膜 か らの 室 温 エ レ ク トロ

ル ミ ネ ッ セ ン ス)

M.Zhang,Y.NakayamaandM.Kume

SolidStateCommun.,110t679-683(1999).

(Electroluminescentdevice,Carbonnitridefilm,

Polysilane)

隔PhotoluminescenceofAmorphousHydrogenated

CarbonNitrideFilmsafterUltravioletLight

lrradiationandThermalAnnealing

(紫 外 光 照 射 お よ び 熱 ア ニ ー リ ン グ に よ る 非 晶 質 カ ー ボ ン

ナ イ トラ イ ド薄 膜 の フ ォ トル ミ ネ ッ セ ン ス)

M.Zhang,Y.NakayamaandS.Harada

JournalofAppliedPhysics,86,4971-4977(1999).

(Photoluminescence,Carbonnitridefilm,UVirradiation,

Thermalannealing)

■PhotocarrierGenerationinPolysilaneFilmsDoped

withandwithoutFullerene

(フ ラ ー レ ン 添 加 お よ び 無 添 加 の ポ リ シ ラ ン 薄 膜 に お け る

光 キ ャ リ ア 生 成)

Y.Nakayama,A.Saito,T.FujiiandS.Akita

JournalofImagingScienceandTechnology,43,261-265

(1999).

(Polysilane,Photocarriergellerationmechanism,

Fullerene)

■Ef「ectofResidualSolventonCarrierTransportin

Polysilane

(ポ リ シ ラ ン の キ ャ リ ア 輸 送 特 性 に お け る 残 留 溶 媒 効 果)

L.Pan,M.ZhangandY.Nakayama

TheJournalofChemicalPhysics,110,10509-10513

(1999).

(Polysilane,Polaronbindingenergy,Carriertransporち

Residualsolvent,Disorder)

闘KineticAnalysisonPyrolysisof

Poly(methy具phenylsilane)

(ポ リメ チ ル フ ェ ニ ル シ ラ ン の 熱 分 解 の 動 力 学 的 分 析)

L.Pan,M.ZhangandY.Nakayama

ChemistryofMaterials,ll,1326-1330(1999).

(Polymethylphenylsilane,Pyrolysis,Actlvationenergy,

Evolutionspectra,Kineticanalysis)

■StudyonPyrolysisofPoly(methylphenylsilane)

(ポ リメチルフェニルシランの熱分解に関する研究)
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L.Pan,M.ZhangandY.Nakayama

Proc,of.the12thInternationalSymposiumon

OrganosiliconChemistry,103(1999).

(Polysilane,Ionizationenergy,Massspectroscopy・

Thermaldecompositiol1,Depolymerization)

■PhotobleachingofPoly(methylphenylsilane)

FilmsandltsRelatedPhenomena

(ポ リ(メ チ ル フ ェ ニ ル シ ラ ン)薄 膜 の フ ォ トブ リー チ ン

グ と そ れ に 関 連 す る 現 象)

Y.Nakayama,H.InagiandT.Fujii

Proc.ofthe12thInternationalSymposiumon

OrganosiliconChemistry,212(1999).

(Poly(methylphenylsilane),Photobleaching,Photoscission

model,Photoluminescence,Defects)

■CarrierTrapPingCentersinPolysilaneFilm

(ポ リ シ ラ ン 薄 膜 に お け る キ ャ リ ア ト ラ ッ プ セ ン タ ー)

Y.Nakayama,A.Saitoh,H.IIlagiandR.Sunami

Proc.ofNIP15:InternationalConferenceonDigital

PrintingTechnologies,664-667,(1999).

(Polysilane,CarriertrapPing,Carrierrelease,StructuraI

trap)

■PhotobleachingandPhotodegradation

ofPhotoluminescenceinThinFilmsof

Poly(methylphenylsilane)

(ポ リ(メ チ ル フ ェ ニ ル シ ラ ン)薄 膜 に お け る フ ォ トブ リ

ー チ ン グ と フ ォ トル ミ ネ ッセ ン ス の 減 衰)

Y.Nakayama,H.InagiandM.Zhang

JournalofAppliedPhysics,86,768-773(1999).

(Photobleaching,Poly(methylphenylsilane),Photoscission,

Thermallyassistedphot()scissionmodeLPhotoluminescence)

■HoleTranSportinOrientedPdySilaneFilmS

(配 向 し た ポ リシ ラ ン 膜 に お け る 正 孔 輸 送)

Y.Nakayama,K.Hirooka,K.OkaandR.West

Solid.StateComm皿.,109,45・49(1999).

(Polysilane,Orientation,Holetransport)

■CopperNitrideThinFilmsPreparedbyReactive

Radio-FrequencyMagnetronSputtering

(反 応 性 高 周 波 ス パ ッ タ で 合 成 し た 窒 化 銅 薄 膜)

T.Nosaka,M.Yoshitake,A.Okamoto,S.OgawaandY.

Nakayama

ThinSolidFilms,348,8-13(1999).

(Coppernitridefilm,Magnetronsputte血gdeposition,

Depositionprocess)

圏AnalysisMonolithiclnPHEMTResistiveMixer

OperatingUnderVeryLowLOPower

(極 低LO電 力 で 動 作 す る モ ノ リ シ ッ クlnPHEMTレ ジ ス テ

ィ ブ ミ ク サ の 解 析)

T.Kashiwa,K.Yamamoto,T.Katoh,T.Ishida,T.

Ishikawa,Y.MitsuiandY.Nakayama

IEICETrans.Electron.,E82-C,1831-1838(1ggg).



(Resistivemixer,InP,HEMT,V-band)

■AV-BandDrainlnjected/ResistiveDual-Mode

MonolithicMixer

(V帯 ドレ イ ン 注 入 レ ジ ス テ ィ ブ デ ュ ア ル モ ー ドモ ノ リ シ ッ

ク ミ ク サ)

T.Kashiwa,T.Katoh,T.Ishida,T.IshikawaandY。

Nakayama

Proc.1999GaAsICSymposium,117-120,(1999).

(Resistivemixer,V・band)

■lnSituMeasurementsoftheResistEtchRatefo「

SubmicronPatterns

(サ ブ ミ ク ロ ン パ タ ー ン に 対 す る レ ジ ス トの エ ッ チ ン グ 速

度 の そ の 場 測 定)

H.Kawata,H.Fukuda,T.Matsunaga,M.YasudaandK.

Murata

Jpn.J.Appl.Phys.,38,4478-4482(1999).

(Resistetching,Insitumeasurement,Laserreflection

intens量ty)

■AnalysisoftheSpinPolarizationofSecondary

ElectronsEmittedfromPermalloyPolycrystals

(パ ー マ ロ イ 多 結 晶 か ら放 出 さ れ た 二 次 電 子 の ス ピ ン 偏 極

度 の 解 析)

K.Tamura,M.Yasuda,K.Murata,K.KoikeandM,

Kotera

Jpn.J.Appl.Phys.,38,7173-7175(1999).

(MonteCarlosimulation,Secondaryelectronemission,

Spin-polarization,Inelasticmeanfreepath,permalloy)

■AnalysisofPolarizationofSecondaryElectrons

EmittedfromPermalloyPolycrystals

(パ ー マ ロ イ 多 結 晶 か ら 放 出 さ れ た 二 次 電 子 の 偏 極 度 の 解

析)

K.Tamura,M.Yasuda,K.Murata,K。KoikeandM.

Kotera

DigestofPapersMicroprocessesandNanotechnology

'99
,162.163(1999).

(MonteCarlosimulation,Secondaryelectronemission,

Spin・polarization,Inelasticmeanfreepath,per皿alloy)

■新 手 法 に よ る 誘 導 結 合 型 プ ラ ズ マ の イ ン ピ ー ダ ン ス 測 定

(lmpedanceMeasurementsforlnductiveCoupled

PlasmaswithNewTechnique)

川 田 博 昭,本 多 稔,松 永 崇,久 保 隆,村 田 顕 二

真 空,42,337・340(1999).

(lnductivecoupledplasma,Impedancemeasurement)

鋼Mott検 出 器 の 高 感 度 化 に 関 す る 研 究

(StudyonSensitizationoftheMottPolarimeter)

田 村 圭 司,安 田 雅 昭,村 田 顕 二,小 寺 正 敏,小 池 和 幸

真 空,42,361-364(1999).

(Mottpolarimeter,MonteCarlosimulation,Figureof

merit)

■Extractionofquasi-straightforward-propagating

photonsthroughascatteringmediumbyup-

conversionmethodasacoherentlightdetection

technique

(コ ヒ ー レ ン ト光 検 出 技 術 と し て の 高 調 波 変 換 法 に よ る 散

乱 媒 質 透 過 準 直 進 光 の 抽 出)

K.Wada,Y.Mishina,S.Fujiwara,H.Horinaka,Y.Cho

andT.Umeda

OpticalReview,6,93-96(1999).

(OpticalCT,Scattehng,Quasi-straightforward-propagating

photons)

■Influenceofnonlineargainsaturationonthetime-

bandwidthproductofopticalpulsefromagain-

switchedsemiconductorlaser

(利 得 変 調 半 導 体 レ ー ザ ー か ら の 光 パ ル ス の 時 間 帯 域 幅 積

に お け る 非 線 形 利 得 飽 和 の 影 響)

K.Wada,T.Matsuyama,H,HorinakaandY.Cho

OpticalReview,6,494-496(1999).

(Semiconductorlaser,Gainsaturation,Time-bandwidth

product)

■Real-timeintensityandphase-fringeultrafast

opticalpulseautocorrelatorbasedonatwo

photonabsorptionofaIight-emittingdiode

(発 光 ダ イ オ ー ドの 二 光 子 吸 収 に も と つ く 超 短 光 パ ル ス の

強 度 ・位 相 相 関 器)

N.Kurahashi,R.Kawashima,T.Matsuyama,K.Wada,

H.HorinakaandY.Cho

Tech.Dig.ofThePacificRimConf.onLasersand

Electro-Optics,439-440(1999).

(Ultrafastopticalpulse,Autocorrelator,Two-photon

absorption)

■Compactcoherentlightextractionsystemfor

opticalcomputedtomography

(光 断 層 画 像 の た め の 小 型 コ ヒー レ ン ト光 抽 出 装 置)

Y.Satomura,H.Kamie,H.Okada,T.Matsuyama,K.

Wada,H.HorinakaY.ChoandT.Umeda

Tech.Dig.ofThePacificRimConf.onLasersand

Electro-Optics,1010-1011(1999).

(Coherentlight,Opticalcomputedtomography)

■Opticalinformationacquisitionfromdiffused

mediumbydetectionofbirefringenceinduced

UltraSOniCWaVe

(超 音 波 に 誘 起 さ れ た 複 屈 折 の 検 出 に よ る 散 乱 媒 質 か ら の

光 情 報 取 得)

H.Okada,Y.Satomura,A.Okasaka,K,Wada,T.

Matsuyama,H.Horinaka,Y。Cho,T.MatsunakaandS.

Saimi

Tech.Dig。ofThePacificRimConf.onLasersand

Electro-Optics,1014-1015(1999).

(Ultrasonicwave,Birefrinence,Opticalinformation)
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■ 分 子 分 散 ポ リ マ ー に お け る 電 荷 移 動 と エ ネ ル ギ ー 移 動

内 藤 裕 義

光 材 料 研 究 者 デ ー タ ベ ー ス(財 団 法 人 光 産 業 技 術 振 興 協

会),51-52(1999).

■ カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ がAFM(原 子 間 力 顕 微 鏡)の チ ッ

プ に な っ た1

中 山 喜 萬

化 学,54,42-47(1999).

■ カ ー ボ ン ナ ノ チ ュー ブ のSPM応 用

中 山 喜 萬

ニ ュ ー ダ イ ァ モ ン ド,15(3),27-29(1999)。

■MonteCarlosimulationofelectronscatteringin

solidsanditsapplicationstomicroscopyand

microlithography

KMurataandM.Kotera

TrendsinVacuumScience&Technology,3,33-73

(1998).

■ 偏 光 保 存 フ ォ トン 光CT

堀 中 博 道,和 田 健 司

OplusE,21,840-849(1999).
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■光物性 ・デバイス工学の基礎

内藤裕義(分 担執筆)

培風館(1999).

■ディジタル八一 ドコピー技術と材料一最近の電子写真技術

とその材料一

中山喜萬(分 担執筆)

(監修:高 橋 恭介,北 村 孝司),㈱ シーエム シー,61-69,

(1999),

■プラズマCVD

中山喜萬

平成11年度短期技術者研修真空を利用した薄膜生成の基

礎と応用コース テキス ト,財 団法人大阪高等技術研修

所,(1999).
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■Nano-MolecularElectronicsMeeting「99(Kobe
,

Japan,March,1999)

H.Naito

Photoinducedchargetransferandbipolartransportin

polymethylphenylsilanethinfi豆mscontaining

d三phenoquinone.

-INVITED一

■EuropeanConferenceonLiquidCrystals'99

(Crete,Greece,Apri[,1999)

G.R.Luckhurst,T.Miyamoto,A.SugimuraandB.A.

Timimi

InvestigationofDirectorDynamicsinaNematicSlab

SubjecttoMagneticandPulsedElectricFields.

鷺Anglo-JapaneseSeminaronLiquidCrystals'99

(Nara,Japan,May,1999)

C.J.Dunn,G.R.Luckhurst,T.Miyamoto,H.Naito,A.

SugimuraandB.A.Timimi

DirectorOrientationProcessesinaNematicSlab

SubjecttoMagneticandPulsedElectricFields,

・SeminorinKoreaResearchlnstituteofChemical

Technology(Taelon,Korea,May,1999)

Y.Nakayama

PhotoinducedPhenomenainPolysilanes.

■99'ThellthConferenceoftheKoreanSociety

forImagingScience(Taegu,Korea,May,1999)

Y.NakayamaandS.Akita

BistationaryOperationinCarbonNanotubeField-

Emitter.(lnvitedTalk)

■lnternationalConferenceonPhysicsandChemistry

ofMolecularandOxideSuperconductors

(Stockhoim,Sweden,July1999)

S.KawamataK.Okuda,T.Sasaki,RYoshizaki

MagneticTorqueMeasurementsonBi2201Single

CrystalinHighMagneticFields.

T.lshida,K.Okuda,H.Asaoka

DoesVortexLatticeofYBa2Cu306、gqinH⊥cMeltbelow

Intrinsic-PinningIrreversib孟lityLine?

M.TodorokiharaH.Naito

EqullibriumShapeofaSmectic-APhaseinanIsotropic

PhaseFormedonSubstrateSurface.

■The12thlnternationalSymposiumonOrganosilicon

Chemistry(Sendai,Japan,May,1999)

L.Pan,M.ZhangandY.Nakayama

StudyonPyrolysisofPoly(methylphenyls{lane).

Y.Nakayama,H,Inagi,andT.Fujii

PhotobleachingofPoly(methylphenylsilane)Filmsand

ItsRelatedPhenomena.

■19991nternationalMicroprocessesand

NanotechnologyConference(Yokohama,Japan,

July,1999)

K.Tamura,M.Yasuda,K.Murata,K。KoikeandM.

Kotera

AnaiysisofPolarizationofSecondaryElectronsEmitted

fromPermalloyPolycrystals.

H.Nishijima,S.AkitaandY.Nakayama

NovelProcessfbrFabricatingNanodevicesConsisting

ofCarbonNanotubes.

■The12thlntemationalSymposiumonOrganosilicon

ChemistryPost-SymposiuminKyoto(Kyoto,

JaPan,May,1999)

S.Mimura,H.Naito,T.Dohmaru,Y.KanemitsuandM.

Aramata

PhotoluminescenceandTransientTransportinOrganic

PolysilaneContainingCarbazolylSideGroups.

Y.OhsawaS。Mimura,andH.Naito

Photoelectricpropertiesofdiphenoquinonedoped

organicpolysilane.

■10thMolecularElectronicsandDevicesSyposium

(Taejon,Korea,May,1999)

Y.NakayarnaandS.Akita

FieldEmissionDevicewithCarbonNanotubesfora

FlatPanelDisplay.

願19991EiEE13thlnternationalConferenceon

DielectricLiquids(Nara,Japan,July,1999)

K.Ochi,M,TodorokiharaandH.Naito

TransientDiffractionduetoIonicConductionin

NematicLiquidCrystalCells.

■STM'99(Seoul,Korea,July,1999)

S.Akita,H.NishijimaandY.Nakayama

InfluenceofStiffnessofCarbon-NanotubeProbesin

AtomicForceMicroscopy.

T.Arie,H。Nishijima,S.AkitaandY.Nakayama

Carbon-NanotubeProbeEquippedMagneticForce

Microscope.

Y.Nakayama,H.NishijimaandS.Akita

MicroprocessfbrFabricatingCarbon・NanotubeProbes

ofScanningProbeM量croscope.
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■18thlnternationalConferenceonAmorphousand

MicrocrystallineSemiconductors(ICAMS)

(Snowbird,Utah,U。S.A.,August,1999)

S.MimuraY.Kanemitsu,T.Kushida,KS.MinandH.

A.Atwater

StructuralandOpticalPropertiesofGaAsNanocrystals

inSiO2Films.

MagneticPropertiesofCe:iNi2Sis.

■PatternFormationinLiquidCrystals'99

(Bayreuth,Germany,September,1999)

M.TodorokiharaK.Seike,H.Naito

ObservationofEquilibriumandNonequilibriumShapes

ofaSmectic-APhaseinanIsotropicPhase.

NobuyukiOgawa,TakashiNagaseandHiroyoshiNaito

ImprovementofEnergyResolutionofTransient

PhotoconductivityAnalysisforMeasuringLocalize-State

DistributionsinAmorphousSemiconductors.

M.Zhang,L.PanandY.Nakayama

StructuralModificationsofHydrogenatedAmorphous

CarbonNitrideduetoUltravioletLightIrradiationand

ThermalAnnealing.

■19991nternationalConferenceonLuminescence

andOpticalSpectroscopyofCondensedMatter

(ICL'99)

(Osaka,Jap.an,August,1999)

N.Yamamoto,M.SusakiandK.Wakita

RoleofexcitonstatesinresonantRamanscatteringin

somechalcopyritecrystals.

H.Uchiki,D.Kanazawa,N.MamedovandS.Iida

LightinducedmemoryinTIInS2incommensurate

ferroelectric.

S.Mimura,H,Naito,Y.Kanemitsu,K.Matsukawaand

H.Inoue

OpticalPropertiesof(OrganicPolysilane)(lnorganic

Matrix)HybridThinFilms.

■FirstVacuumandSurfaceSciencesConference

ofAsiaandAustralia(Tokyo,Japan,September,

1999)

M.Yasuda,K.Tamura,H.Kawata,K.Murata,T。

FurukawaandK。Koike

AnalysisofPolarizationofSecondaryE夏ectronsEmitted

fromAu/Fe.

■ThePacificRimConferenceonLasersandElectro-

Optics(Seoul,Korea,September,1999)

N.Kurahashi,R.Kawashima,T.Matsuyama,K.Wada,

H.HorinakaandY.Cho

Real-timeintensityandphase-fringeultrafastoptical

pulseautocorrelatorbasedonatwophotonabsorption

ofalight-emittingdiode.

Y.Satomura,H.Kamie,H.Okada,T.Matsuyama,K.

Wada,H.Horinaka,Y.ChoandT.Umeda

Compactcoherentlightextractionsystemf6roptical

computedtomography。

H.Okada,Y.Satomura,A.Okasaka,K.Wada,T.

Matsuyama,H.Horinaka,Y.Cho,T.MatsunakaandS.

Saimi

Opticalinformationacquisitionfromdiffusedmediumby

detectionofbirefringenceinducedultrasonicwave.

■9thlnternationalConferenceofPrecision

Engineering(Osaka,Japan,August,1999)

S.Akita,H.NishijimaandY.Nakayama

MeasurementofMechanicalPropertiesofCarbon

NanotubesbyDirectHandlinginScanni【1gElectron

Microscope.

■The12thlnternationalSymposiumon

Superconductivity(Morioka,Japan,October,

1999)

T.Ishida,K.KitamuraN.Kagawa,K.Okuda,S.Adachi,

S.Tajima

VortexLatticeMeltinginUnderdopedYBa2Cu40&

■XXIlIrlternationalConferenceonLowTemperature

Physics(Helsinki,Rnland,August,1999)

S.Kawamata,K.Inoue,K.Okuda,M.Kikuchi,Y.Shono,

H.Kezuka

Magnetictorqueofshockく)rientedbulkYBCO,

■NIP15:lnternationalConferenceonDigital

PrintingTechnOlogies(Orlando,USA,October,

1999)

Y.NakayamaA.Saitoh,H.InagiandR.Sunami

CarrierTrapPingCentersinPolysilaneFilm.

T.Ishida,K.Okuda,H.Asaoka

NatureofVortexMeltingTransitionwhentheFieldis

Perpendiculartothec・axisofUntwinnedYBa2Cu306g弓.

■TheLl・stYamadaConferenceonStrongly

CorrelatedElectronSystems(Nagano,Japan,

August,1999)

S,Noguchi,K.Okuda,H・Nojiri,M.Motokawa

■lnorganicSeminarinUniversityofWisconsin

(Madison,USA,October,1999)

Y.Nakayama

PhotoconductivePolymers:Temperature-Dependent

StructuralChangeandChargeCarrierReleaseinPoly

(methylphenylsilane)Films.

■1999GaAsICSymposium(Monterey,USA,
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October,1999)

T.Kashiwa,T.Katoh,T.Ishida,T.IshikawaandY.

Nakayama

AV-BandDrainInjected/ResistiveDual-Mode

MonolithicMixer

口TohwaStatisticalPhysics'99(統 計 物 理 学 国 際 会 議)

(Fukuoka,Japan,November,1999)

M.TodorokiharaK.Seike,H.Naito

DeformationofSmectic-ADomainsinanIsotropic

PhaseInducedbyElectric-FieldApplication.

■Japan・KoreaJointSymposiumonlmaging

MaterialsandTechnologies(Osaka,Japan,

December,1999)

Y,Nakayama,S.Akita,L.Pan,S.YokonumaandC.

Chen

CarbonNanotubeDevicesforImaging.

■The7thlnternationalColloqiumonScanning

ProbeMicroscopy(Atagawa,Japan,December,

1999)

A.Okazaki,S.Akita,H.NishijimaandY.Nakayama

NanolithographyofOrganicPolysilaneFilmsUsing

CarbonNanotubeTips.

S.Akita,H.Nishijima,T.KishidaandY.Nakayama

InfluenceofForceActingonS宝deFaceofCarbon

NanotubeinAtomicForceMicroscopy.
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■電子情報通信学会 「発光型 ・非発光型ディスプレイ合同研

究会」(1月,浜 松)

宮本 哲雄,杉村明彦,B.A.TimimiandG.R.Luckhurst

ネ マテ ィック薄膜セル内でのダイレクタ動 的挙動

信学技報EID98-134.

圏 電子情報通信学会 電子デバイス ・有機 エレク トロニクス

合同研究会(2月,大 阪)

松 末哲征,宮 本 誉,三 村晋也,内 藤裕義,竹 嶋基 浩,

川 上春雄

ビススチ リルベ ンゼ ン誘 導体分子分散ポ リマ ーの光電物

性

信学技報ED98-221,0ME98-120.

■社団法人日本工業技術振興協会 ナノ構造物質の機能と応

用研究委員会 第25回 定例会(2月,東 京)

中山喜萬

カーボンナノチューブの電子デバイスへの応用 一電界

放出電子源と走査型プローブ顕微鏡探針を目指して一

■エレクログラフィー特集研究会(3月,東 京)

秋 田成司,播 路軍,中 山喜萬

平面型 カーボ ンナノチ ューブ電子放出源の特性 とデ ィス

プレイへの応用

信学技報98,13-18。

■ 日本物理学会第54回 年会(3月,広 島)

熊代佳史,奥 田喜一,森 信哉,植 田一正,杉 本豊成

(AsMe4+DMTCNQ-)1/2DMTCNQのESR

講演概 要集第2分 冊,248.

野 口 悟,松 下寿雄,奥 田喜一

CeSiの ス ピン揺動効果,H

講演概 要集第3分 冊,467.

石 田武和,吉 岡孝一,北 村健太郎,奥 田喜一,朝 岡秀人,

A.1、Rykov,田 島節子

面平行磁場 中でのYBa2Cu307-6磁 束 格子融解 と本質的 ピ

ニ ング不可逆曲線

講演概要集第3分 冊,527.

轟原正義,内 藤裕義

電界印加にともなう等方相か ら成長したスメクティック

A相 の形態変化皿

講演概要集,719.

■第46回 応用物理学関係連合講演会(3月,野 田)

山本信行

カルコパイライト系化合物半導体のフラックス成長
一カルコパイライト系化合物半導体の結晶成長事始め

講演予稿集,O,86.

金澤大介,簗 瀬 毅,マ メ ドブ・ナジム,打 木久雄

TIInS・の第二高調波光発生 と相転移

講演予稿集,3,141L

N.Mamedov,H.Toyota,T.Matsumoto,A.Ka.to,N。

Yamamoto,T.ShishidoandS.lida

Dielectricfunctionspectraandbandstructureof

CaGa2S4

講 演 予 稿 集,3,1428.

N.Mamedov,T。Matsumoto,A.Kato,K.Iwai,M

Yamazaki,N.Yamamoto,T,ShishidoandS.Iida

Effectivedensity-of-statesandone-phononspectrain

CaGa2S4

講 演 予 稿 集,3,1428.

西 一仁,太 田好彦,脇 田和樹,山 本信行

CulnS、 の束縛励起子発光の時間分解特性

講演予稿集,3,1430.

大 江悟史,高 田宗一,脇 田和樹,山 本信行

CuGaSe2のPL励 起 スペ ク トル(皿)

講 演予稿集3,1431.

木 村 浩晶,堀 川修一,沈 用球,山 本信行

THM成 長CuAISe2単 結 晶のフォ トル ミネセ ンスと共鳴ラ

マ ン散乱(1)

講 演 予稿集,3,1432.

脇 田和樹,マ リア・イザベ ル・アルオンソ,ミ カエル・ガリ

ガ,ジ ョルジ・パスカール,山 本信行

分 光エ リプソメ トリーによるカルコパ イライ ト化合物 の

光学特性

講演予稿集,3,1432.

永 瀬 隆,内 藤裕義

非晶質半導体の移動度端の温度依存性一a-As、Se、の移動 度

端 と光学 的エネルギーギャップー

講演予稿集,2,960.

宮 本 哲 雄,杉 村 明 彦,B.A.TimimiandG。R.Luckhurst

液 晶 ダ イ レ ク タ の 動 的 挙 動 一セ ル 厚 効 果 一

講 演 予 稿 集3,1314。

小川喜之,内 藤裕義

過渡光伝導法を用いた非晶質半導体の局在準位評価の高

分解能化

講演予稿集,2,960.

松末哲征,宮 本 誉,三 村晋也,内 藤裕義,竹 嶋基浩,

川上春雄,福 西勇之助,金 光義彦

ビススチリルベンゼン分子分散ポリマーの過渡電荷輸送

と発光特性H
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講 演 予 稿 集,3,1288。

大澤芳和,三 村晋也,内 藤裕義

ジフ山ノキノン添加有機ポ リシラ ンの電子 ・正孔輸送

講演予稿集,3,1285.

輿 那嶺 淳,西 銘 誠,前 濱剛広,曽 根 川富博,伊 藤進

夫

ポーラスSi形 成に及ぼす陽極化成温度の効果

講演予稿集,2,826.

西 嶋 秀 浩,鴨 早 月,秋 田成司,中 山喜萬,法 邑賢一,

吉 村成弘,竹 安邦夫

カーボ ンナノチューブSPM探 針 の製作 とその画像特性

講演予稿集,2,707.

秋 田成司,西 嶋秀浩,鴨 早月,中 山喜萬

カーボ ンナノチューブSPM探 針 の機械 的特性

講演予稿集,2,707.

有江 隆之,秋 田成司,中 山喜萬

触媒粒 子による炭素ナ ノチューブの成長制御

講演予稿集,2,795.

秋 田成司,播 路軍,中 山喜萬

カーボンナノチ ューブ電界放出源のパ ターニング

講演予稿集,2,795.

藤井 達雄,稲 木洋行,中 山喜萬

ポリシランの光誘起欠陥生成は拡張指数関数型か?

講演予稿集,3,1286.

活 路 軍,張 梅,中 山喜萬

ポ リシランのホール輸送特性 における残留溶媒効果

講演予稿集,3,1286.

川 田博昭,本 多 稔,小 粥光洋,村 田顕二

誘導結合型 プラズマにおける電流、電圧波形の測定

講演予稿集,1,167.

田村 圭司,安 田雅昭,村 田顕二,小 寺正敏

多段型MOTT検 出器の考察

講演予稿集,2,733.

■ 三元多元機能性材料研究会 「カルコパイライ ト系材料の欠

陥制御 と組成制御」(3鳳 野田)

山本信行

THM成 長 によるCuAISe2単 結 晶の青色発光 とス トイキォ

メ トリー

■電子情報通信学会関西支部学生会 第4回 研究発表講演会

(3月,大 阪)

大澤芳和,三 村晋也,内 藤裕義

ジフ山ノキノン添加有機ポリシランの電子 ・正孔輸送と

可視域増感

講演論文集,54.
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宮本 誉,松 末哲征,三 村晋也,内 藤裕義,竹 嶋基浩,

川上春雄

ビススチリルベンゼン誘導体分子分散ポリマーの過渡電

荷輸送と発光特性

講演論文集,55.

■電子情報通信学会 「有機エレク トロニクス研究会」(4月,

東京)

小川喜之,内 藤裕義

過渡ホッピング輸送におけるエネルギー乱れおよび幾何

学的乱れの影響

信学技報

■電子情報通信学会 「有機エレク トロニクス研究会」(5月,

東京)

轟原正義,内 藤裕義

基板上に成長 した等方相中のスメクティックA相 の平衡

形態

信学技報OME99-20,47-51.

■文部省科学研究費補助金 特定領域研究 「スピン制御半導

体」平成11年 度第1回研究会(5月,静 岡)

松山哲也,向 井将泰,堀 中博道,和 田健司,中 西 彊,

奥見正治,渡 川和晃,坂 貴,加 藤俊宏

二光子励起による半導体中での高偏極電子の生成

予稿集,54-55.

中西 彊,渡 川和 晃,西 谷智博,小 早川久,渡 邉 修,

堀 中博道,松 山哲也,馬 場 寿夫,坂 貴,加 藤俊宏,

安 田 隆

GaAs/GaAsPお よ びその他 の超格子構造か らの高偏極度

電子ビームの生成

予稿集,129-130.

■第140回 ニ ューフロンティア材料研究会(7月 ,大 阪)

中山喜萬,秋 田成司

カーボンナノチューブ探針によるSPM画 像

■第83回 日本画像学会年次大会(7月 ,東 京)

稲 木洋行,藤 井達雄,中 山喜萬

ポリシランにおける光誘起欠陥生成過程

論文集,125-128.

■第136回 電気材料技術懇談会(7鳳 大阪)

三村晋也,内 藤裕義,金 光義彦,松 川公洋,井 上 弘

ゾルーゲル法 によ り作成 した(有 機 ポリシラン)一(無

機 ガラスマ トリックス)ハ イブ リッ ド薄膜 における発光

特性

電気材料技術懇談会資料,136・&

■電子情報通信学会マイクロ波研究会(8月
,東 京)

柏 卓夫,山 本和也,加 藤隆幸,石 川高英,中 山喜萬

レジステ ィブ ミクサ の動作解析

信学技報,ED99-170,MW99・8&67-76.

■ 日本物理学会秋の分科会(9月,盛 岡)



川又修一,中 山 実,奥 田喜一,野 尻浩之,本 河光博

Pr。5Ca。。MnO3の 電荷秩序相にお ける反強磁性共鳴

講演概要集第3分 冊,340.

野 口 悟,松 下寿雄,尾 込智和,奥 田喜一

CexLa、-xSiの磁 性

講演概要集第3分 冊,359.

石 田武和,北 村健太郎,香 川直樹,奥 田喜一,安 達成司,

田島節子

YBa2Cu、08に お ける磁束格子融解

講演概要集第3分 冊,447.

■第60応 用 物理学会学術講演会(9月 ,神 戸)

加藤有行,西 垣亨彦,青 木珠緒,マ メ ドブ・ナジム,飯 田

誠之

Fe添 加層状化合物TIGaS、 の光学スペク トル

講演予稿集,3,1166.

松尾 倫明,大 江悟史,脇 田和樹,山 本信行

CulnS2のPLとPLEに よる評価

講演予稿集,3,116&

須崎 昌已,脇 田和樹,山 本信行

CuGaSe2単 結 晶のバ ン ド端 フォトル ミネセンス

講演予稿集,3,1168.

堀 川修一,木 村浩晶,沈 用球,山 本信行

THM-CuAISe、 単 結晶の青色発光 とス トイキオメ トリー

講演予稿集,3,1168.

永 瀬 隆,内 藤裕義,竹 嶋基浩,川 上春雄

分子分散ポリマーの捕獲準位

講演予稿集,3,1061.

三村 晋也,内 藤裕義,金 光義彦,松 川公洋,井 上 弘

有機ポリシランを含 むハイブ リッ ド薄膜の発光特性

講演予稿集,3,1065,

小 川喜之,内 藤裕義

パ ーコレーシ ョンクラスターにおける過渡ホ ッピング輸

送

講演予稿集,3,1061.

松 末哲征,宮 本 誉,三 村晋也,内 藤裕義,福 西勇之助,

金 光義彦,竹 嶋基浩,川 上春雄

ビススチ リルベンゼン分子分散ポ リマーの発光特性

講演予稿集,3,1074.

大 澤 芳和,松 末哲征,三 村晋也,内 藤裕義

ジフェノキノン添加有機ポリシランの光誘起電荷移動

講演予稿集,3,1065.

宮 本 誉,松 末哲征,内 藤裕義,竹 嶋基浩,川 上春雄

ビススチ リルベ ンゼン分子分散 ポリマーの電子 ・正孔輸

送

講 演 予 稿 集,3,1060.

大西 満輝,伊 藤 進夫,輿 那嶺 淳,前 濱 剛広

X線 全反射法による2層 構造 をもつポーラスシリコンの評

価(2)

講演 予稿集,2,657.

稲 葉 宏和,藤 本理斗,内 藤裕義,井 上直久

界面にテラス構造 を もつ二重 障壁構造における共鳴 トン

ネル効果の計算

講演予稿集,3,1117.

中山喜萬

ポ リシランにおける光誘起欠陥生成

講演予稿集,O,26.

西 嶋秀浩,秋 田成司,中 山喜萬

SEMを 用 いたカーボ ンナノチューブのハ ンドリング

講演予稿集,1,403.

秋 田 成司,西 嶋秀浩,鴨 早月,中 山喜萬

急峻 な段差 に対するカーボ ンナ ノチューブSPM探 針 の特

性

講演予稿集t2,543。

有 江隆之,西 嶋秀浩,秋 田成司,中 山喜萬

磁気力顕微鏡用炭素ナノチューブプローブ

講演予稿集,2,544.

繁野 雅次,秋 田成司,中 山喜萬

カーボ ンナノチューブ探針のSPM応 用(1)

講演 予稿集,2,544.

中 山喜萬,長 尾恵理子,J.A.Dvorak,西 嶋 秀浩,秋 田成

司,松 本 治

カーボンナノチューブチ ップによる赤血球 の観察

講演予稿集,2,544.

播 路 軍,陳 伝東,秋 田成司,中 山喜萬

ポ リシランのパ ター ン化及び電界放出源への応用

講演予稿集,2,632.

張 梅,久 米雅人,中 山喜萬

非晶質CNx:H薄 膜 のフォトルミネ ッセ ンス

講演予稿集,2,791.

鴨 早 月,秋 田成司,中 山喜萬

アーク放電法 による炭素 ナノチ ューブの成長制御

講i演予稿集,3,1051.

播 路 軍,伊 藤 歩,濱 田吉隆,荒 又幹矢,中 山喜萬

(HSiPh)n薄 膜 の熱分解過程

講演予稿集,3,1064.

稲 木 洋行,中 山喜萬

ポリシランにおけるキャリア トラ ップ
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講 演 予 稿 集,2,1067.

藤井達雄,播 路軍,中 山喜萬,R.West

側鎖 基の異 なるポリシランのバ ン ド裾状態

講演予稿集,3,1067.

久 米雅人,伊 藤 歩,張 梅,中 山喜萬

有機ポリシランーCN.薄 膜EL素 子 の発 光特性評価

講演予稿集,3,1069.

繁 野雅次,秋 田成司,中 山喜萬,牛 木辰男

走査型 プローブ顕微鏡 による生体観察(VI)

講 演予稿集,3,1107.

福 田浩 昌,川 田博昭,安 田雅昭,村 田顕二

〇.25μm酸 化膜パ ター ンエ ッチ ング時のエ ッチ ング速度モ

ニター

講演予稿集,1,424.

川 田博昭,彌 永英倫,安 田雅昭,村 田顕二

誘導結合型プラズマにおけるモー ド変化 の考察

講演予稿集,1,96.

田村圭 司,安 田雅昭,村 田顕二,小 寺正敏

多段型MOTT検 出器の性能解析

講演予稿集,2,530.

松 山哲也,向 井将泰,和 田健司,堀 中博道,中 西 彊,

奥見正治,渡 川和晃 坂 貴,加 藤俊宏

二光子励起による半導体中での高偏極電子の生成

講演予稿集,3,1146.

■1999年 画像三学会合同研究会 「画像技術における最近の話

題一材料技術を中心として一」(9月,東 京)

秋田成司,中 山喜萬

カーボンナノチューブ電子源と画像形成への応用

講演要旨集,23-28。

■1999年 電 子情報通信学会エレク トロニクス ソサイエティ大

会(9月,千 葉)

柏 卓夫,加 藤隆幸,石 川高英,中 山喜萬

レジスティブ ミクサの動作解析

大会予稿集,41.

■ 電子情報通信学会 電子 デバイス(ED)・ 有機エレク トロ

ニクス(OME)研 究会(9月,東 京)

三村晋也,内 藤裕義,金 光義彦,松 川公洋,井 上 弘

ポリシランハイブリッド薄膜の発光特性

信学技報ED99-188.

■ 日本液晶学会討論会(9月,富 山)

轟 原正義,清 家幸治,内 藤裕義

等 方相 中に成長するスメ クテ ィックA相 の形 態 と電界印

加 に伴 う形態変化

講演予稿集,358-359.
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清 家幸治,山 田将寛,轟 原正義,内 藤裕義

等方相中に成長す るスメクティックA相 の形態 とダイ レ

クタ分布

講演予稿集,116-117.

ロ電 子情報通信学会有機エ レク トロニクス研究会(9月,兵 庫)

松末哲征,宮 本 誉,三 村 晋也,内 藤裕義,福 西勇之助,

金光義彦,竹 嶋基浩,川 上春雄

ビススチ リルベ ンゼン分子分散ポ リマーの発光特性 と構

造異性効果

信学技報,ED99-292,0ME99・67.

■電気学会研究会 光応用 ・視覚研究会(9月,愛 知)

倉橋直也,川 島亮介,松 山哲也,和 田健司,堀 中博道,

張 吉夫

半導体における二光子吸収を利用 した赤外超短光パルス

の波形モニター

電気学会研究会資料,13-16.

里村泰光,上 江 寛,松 山哲也,和 田健司,堀 中博道,

張 吉夫

非線形光学効果を用いた生体透過光における準直進光成

分の抽出法と光断層画像

電気学会研究会資料,3942.

■ 第72回 日 本 生 化 学 会 大 会 シ ン ポ ジ ウ ム 「一 分 子 見 る

押 す 引 くの 生 化 学 」(10月,横 浜)

竹 安 邦 夫,法 邑 賢 一,吉 村 成 弘,西 嶋 秀 浩,秋 田 成 司,

中 山 喜 萬

AtomicForceMicroscopy:Possibilitiesinbiological

application

生 化 学,71,592.

■第37回 日本生物物理学会年会 ワークシ ョップ 「原子間力

顕微鏡(AFM)一 成果 ・問題 ・展望一」(10月,和 光)

法 邑賢一,吉 村 成弘,竹 安邦夫,西 嶋秀浩,秋 田成司,

中山喜萬

カーボ ンナノチ ューブ探針 によるDNA/タ ンパ ク質相互

作用研究

生物物理,39,Supplementl,S2.

■電気学会 「誘電 ・絶縁材料研究会」(10月 ,東 京)

小 川喜之,内 藤裕義

2次 元および3次 元空間における過渡ホ ッピング伝導の数

値シミュレーシ ョン

電気学会予稿集,DEI・99-83。

匿三元多元機能性材料研究会(11月 ,新 潟)

西 一仁,太 田好彦,清 水賢一,脇 田和樹,山 本信行

CulnS・の励起子の時間分解発光.

山本信行,須 崎昌已,脇 田和樹、

カルコパイライ ト化合物 の共鳴ラマ ン散乱(ま とめ) .

沈 用球,木 村浩晶,伊 藤剛幸,山 本信行

逆分光器を用いたカルコパイライ ト化合物の偏光ラマン



測定.

A.Kato,M.Nishigaki,A.Nito,N.MamedovandS,Iida

層 状 化 合 物TlGaS、 お よ びTIGaS、:Feの 光 学 ス ペ ク トル.

簗瀬 毅,金 澤大介,N.Mamedov,打 木久雄,飯 田誠

之,山 本信行

強誘電半導体TIInS、 の光誘起メモ リー

■電子情報通信学会マイクロ波研究会(11月,佐 賀)

柏 卓夫,加 藤隆幸,万 田多華生,石 川高英,中 山喜萬

V帯 ドレイン注入/レ ジステ ィブデュアルモ ノリシック

ミクサ

信学技報ED99-210,MW99-142,9-14.

■第2回 単一分子技術研究会(11月,東 京)

中山喜萬

カーボ ンナ ノチューブのハ ン ドリングとデバ イスへの展

開

■第40回 真空 に関する連合講演会(11月,東 京)

安 田雅昭,宇 根岳史,川 田博昭,村 田顕二

GaAs/AlxGa、xAs超 格子の反射電子像の解析

講演予稿集,128-129.

田村圭司,安 田雅昭,村 田顕二,小 寺正敏

スピンSEM像 における磁区コントラス トの解析

講演予稿集,130・131.

川 田博昭,彌 永英倫,松 永 崇,村 田顕二

誘導結合型 プラズマにおけるモー ド変化の考察

講演予稿集274275.

■ 日本光学会年次学術講演会OpticsJapan'99(11月,

大阪)

岡 阪 昭,岡 田 洋,堀 中博道,和 田健司,張 吉夫,

松 中敏行,細 美昌平

超音波 ラベ リングによる散乱媒質中の光吸収係数測定 の

測定

講演予稿集,1-2.

奥 谷重伸,吉 岡孝一,河 井清貴,和 田健 司,堀 中博 道,

張 吉夫

ファブ リーペローエ タロンとGT干 渉計 を用いた半導体 レ

ーザー利得変調パ ルスの圧縮

講演予稿集,177-178.

上江 寛,里 村泰光,木 内崇文,和 田健司,堀 中博道,

張 吉夫,梅 田徳男

非線形光学効果を利用 した散乱媒質透過光からの準直進

光成分抽出による光断層画像

講演予稿集,185-186.

川島亮介,倉 橋直也,福 田寛展,和 田健司,堀 中博道,

茂木哲哉,田 中祐一

線形自己相関器を用いた超短光パルスの実時間測定

講i演 予 稿 集,383-384.

■平成11年 電気関係学会関西支部連合大会(11月,兵 庫)

山田将寛,清 家幸治,轟 原正義,内 藤裕義

偏光顕微鏡観察による等方相中に成長するスメクティッ

クA相 の形態とダイレクタ分布の同定

講演論文集,G191.

■日本物理学会新潟支部第28回 例会(12月 ,新 潟)

岩 井和俊,安 中 篤,加 藤有行,マ メ ドブ・ナジム,山 本

信行,飯 田誠之

CaGa2S、 の ラマンスペ ク トル と赤外反射スペク トル.

■第84回 日本画像学会研究討論会(12月 ,京 都)

村 上明繁,松 本昌司,張 梅,秋 田成司,中 山喜萬

気相成長カーボンナノチューブの電子放出源への応用

論文集,78-81.

三村 晋也,内 藤裕義,金 光義彦,松 川公洋,井 上 弘

ガ ラスマ トリックス中 に分散 させた有機 ポリシランの光

電特性

論文集,70-73.

松 末哲征,内 藤裕義,竹 嶋基浩,川 上春雄

線形,非 線形分光 による分子分散ポ リマーの励起状態 に

関す る研究

論文集,74-77.

日理 研シンポジウム 「極限微'」精 造の物理と制御(8)」 一 ナ

ノチューブエ レク トロニクスー(和 光,12月)

中 山喜萬

カーボンナ ノチューブデバイス とその特性

予稿集,52-58.

■ 次世代センサ協議会 第27回 研究会 「注目される機能性材

料 とセンサ応用」(大 阪,12月)

中山喜萬

ナ ノチューブのSPM応 用

予稿集,25-35.

■文部省科学研究費補助金 特定領域研究 「スピン制御半導

体」平成11年 度第2回研究会(12月,愛 知)

松山哲也,向 井将泰,堀 中博道,和 田健司,中 西 彊,

奥見正治,渡 川和晃,坂 貴,加 藤俊宏

二光子励起型偏極電子源に関する基礎実験

和 田健 司,奥 谷重伸,吉 岡孝一,河 井清貴,堀 中博道,

張 吉夫

RF-gun開 発 における励起光源の検討
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■探 針 に カ ー ボ ン ナ ノ チ ュー ブ装 着

中 山 喜 萬

日 刊 工 業 新 聞,1999年1月8日.

咀CarbonNanotubeBecomesAFMProbe

Y.Nakayama

TechnoJapan,32(4),99(1999).
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情 報 工 学 科

知能情報講座

教 授 汐 崎 陽

助教授 泉 正 夫

助 手 猪 飼 武 夫

システム情報講座

教 授 大 松 繁

助教授 荻 原 昭 夫

講 師 藤 中 透

助 手 陳 幹

福 永 邦 雄 松 本 啓之亮

黄 瀬 浩 一

岩 田 基 森 直 樹

柴 田 浩

丸 岡 玄 門

吉 村 宏 紀

吉 岡 理 文



・_ノo/o 1.学 術論 文,国 際会 議Proc. '5ノ ●ノ ●ノoノ ・'● ノ ●ノ ●ノ ●'● ノ ●ノ ●'・ ノ 曹ノ9ノ ・ノ ・ノ ・ノ 陰ノ ・ノ ●ノ ○ノ ・ノ ●ノoノ ・

■OntheUseofDensityDistributionsofKeywords

forAutomatedGenerationofHypertextLinks

fromArbitraryPartsofDocuments

(文 書 の 任 意 の 箇 所 か ら の 八 イ パ ー テ キ ス トリ ン ク 自 動 生

成 の た め の キ ー ワ ー ド出 現 密 度 の 利 用 に つ い て)

K.Kise,H.Mizuno,M.YamaguchiandK.Matsumoto

Proc.ofthe5thInternationalConferenceonDocument

AnalysisandRecognition(ICDAR'99),301-304(1999).

(lnformationretrieval,Hypertext,Automatedlink

generation,Densitydistribution)

■OntheApplicationofVoronoiDiagramstoPage

Segmentation

(ペ ー ジ 分 割 へ の ボ ロ ノ イ 図 の 適 用 に つ い て)

K.Kise,M.IwataandK.Matsumoto

Proc.ofWorkshoponDocumentLayoutInterpretation

anditsApplications(DLIA99),】M-C,1-4(1999).

(Documentimageanalysis,Layoutanalysis,Page

segmentation,Voronoidiagram,Delaunaytriangulation)

■HTMLフ ァ イ ル か ら の トピ ッ ク 抽 出 に 基 づ く興 味 推 定 と

VWVW検 索

(EstimationofUser'slnterestsandWWW

RetrievalBasedonTopicExtractionfromHTML

Files)

大 野 潮 満,前 田 英 巳 子,黄 瀬 浩 一,松 本 啓 之 亮

電 気 学 会 論 文 誌C,119-C,11,1316-1322(1999).

(lnformationretrieval,WWW,HTML,User「sinterests,

Topicextraction)

■ 単 語 の 出 現 密 度 と 偏 出 度 を 用 い た 図 表 と 説 明 テ キ ス トの 対

応 付 け

(LinkingFiguresandTablestoTheirExpository

TextsUsingWordDensityDistributionsandTheir

Biases)

水 野 浩 之,黄 瀬 浩 一,松 本 啓 之 亮

情 報 処 理 学 会 論 文 誌,40,12,4400-4403(1999).

(lnformationretrieva},Passageretrieval,Automated

linkgeneration,Densitydistribution)

翻 熱 力 学 的 遺 伝 ア ル ゴ リ ズ ム に よ る 動 的 環 境 へ の 適 応

(AdaptationtoaChangingEnvironmentbyMeans

oftheThermodynamicalGeneticAlgorithm)

森 直 樹,喜 多 一,西 川 緯 一

シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会 論 文 誌,12,4,240-249(1999).

(Geneticalgorithm,Thermodynamicalselectionrule,

Adaptation,Changingenvironment)

■TheEntropyEvaluationMethodforthe

ThermodynamicalSelectionRule

(熱 力 学 的 選 択 ル ー ル に お け る エ ン トロ ピ ー 評 価 法)

N.Mori,H.KitaandY.Nishikawa

ProceedingsoftheGeneticandEvolutionary

ComputationConference(GECCO'99),799,(1999)。

(Geneticalgorithm,Thermodynamicalselectionrule,

Adaptation,Entropy,Freeenergy)

■ 色 情 報 と 領 域 追 跡 情 報 を 用 い た 人 物 の 顔 と 手 の 領 域 の 抽 出

(ExtractingRegionsofHumanFaceandHands

consideringlnformationofColorandRegion

Tracking)

浅 沼 克 紀,大 西 正 輝,小 島 篤 博,福 永 邦 雄

電 気 学 会 論 文 誌,119-C,11,1351-1358(1999).

(Sequentialimages,Dempster-Shafer'scombination

rule,Background,Tracking)

闘 情 報 発 生 量 の 分 布 に 基 づ く遠 隔 講 義 撮 影 の 自 動 化

(AutomaticProductionofVideolmagesfor

DistanceLearningSystemBasedonDistributed

lnformation)

大 西 正 輝,泉 正 夫,福 永 邦 雄

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌D』,J82-D-H,10,1590-1597

(1999).

(Distancelearningsystem,Amountofinformation

occurrence,Presence,Videoimageprocessil19,

Automaticcameracontrol)

糟VGTを 用 い た 自律 ド ッキ ン グ シ ス デ ム の た め の 視 覚 シ ス テ

ム

(VisuallmhormationSystemforAutonomous

SpaceDockingSystemUsingVGT)

室 津 義 定,泉.正 美,郡 暁 文,小 木 曽 望,横 手 裕 人

日本 機 械 学 会 論 文 集C編65-640,4774-4781(1999),

(Objectrecognition,Stereovision,Shapedescription

graph,Rejectionproblem,Autonomousdockingsystem)

■VGTを 用 い た 自 律 ドッ キ ン グ シ ス テ ム の た め の 物 体 追 跡

(MotionTrackingforAutonomousSpaceDocking

SystemUsingVGT)

室 津 義 定,泉 正 夫,郡 暁 文,小 木 曽 望,横 手 裕 人

日本 機 械 学 会 論 文 集C編,65-640,47824789(1999).

(Objectrecognition,Positionandposturemeasurement,

Real-timemotiontracking,Multi-threadprogramming,

Autonomousdockingsystem)

瞑AOT理 論 に基 づ く離 散 時 間SACに お け る 適 応 ゲ イ ン

(AdaptiveGainsforDiscrete-TimeSACBasedon

AOTTheory)

柴 田 浩,孫 宇.木 村 真 琴,藤 中 透

シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会 論 文 誌12,4,260-262(1999).

(Simpleadaptivecontrol,Adaptivegain,Convergence,

Asymptoticoutputtracker)

■出力追従偏差のない離散時間SAC系 の 一構成法

(ADiscrete-TimeSACSystemwithNoOutput

TrackingError)

71



李 徳 宇,柴 田 浩,藤 中 透

シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会 論 文 誌,12,5,304-312(1999)。

(Simpleadaptivecontrol,Discrete-time,Multi-input

multi-outputsystem,Stabilityanalysis)

■ 離 散 時 間 系 のSPR条 件 とASPR条 件 に つ い て

(SPRandASPRConditionsforDiscrete-Time

System)

李 徳 宇,柴 田 浩,藤 申 透

計 測 自動 制 御 学 会 論 文 集,35,9,1223-1225(1999).

(Discrete・timesystem,Strictlypositivereal,Almost

strictlypositivereal)

T.LSeng,K.MarzUki,Y、RubiyahandS.Omatu

JournalofIntelligentandRoboticSystems,23,1,267-289

(1999).

(Adapitiveneuro-fuzzysystem,RBF,GRNN,Neuro-

control)

,BillMoneyRecognitionbyUsingtheLVQMethod

(LVQ法 に よ る 紙 幣 認 識)

T.KosakaandS.Omatu

ProceedingsoftheFourthInternationalSymposiumon

ArtificialLifeandRobotics,1,142-145(1999)

(LVQmethod,BillInoneyclassification)

■AutomaticlnitializationofAdaptiveControlUsing

aPriOriData

(事 前 デ ー タ を 用 い た 適 応 制 御 の 自 動 初 期 値 調 整)

M.Kosaka,K.KoizumiandH.Shibata

Proc.ofEuropeanControlCo㎡erence'99(1999).

(Adaptivecontrol,Automaticinitialization,Oil

hydraulic)

■SpeechRecognitionMethodbyFusionofAuditory

andVisuallnformationUsingDempster-Shaferls

Theorem

(Dempster-Shafer定 理 を 用 い た 視 聴 覚 融 合 音 声 認 識 手

法)

A.Ogihara,N、Ishihara,E.AsanoandH.Shibata

Proc.of19991nternationalTechnicalて)onferenceon

Circuits/Systems,ComputersandCommunications,386-

389(1999).

(Speechrecognition,Fusionofauditoryandvisual

information,Dempster・Shafer'stheorem,HiddenMarkov

model)

圏 メ イ ン ル ー プ 定 理 と マ ル チ プ ラ イ ア に 基 づ く離 散 時 間 系 の

μ 解 析

(Mu-analysisforDiscrete-timeSystemsbasedon

MainLoOpTheoremandMu}tiplierS)

陳 幹,杉 江 俊 治,藤 中 透,柴 田 浩

計 測 自動 制 御 学 会 論 文 集,35,9,1220-1222(1999).

(Muanalysis,LMI,Inultiplier,Mainlooptheorem,

Discrete-timesystem)

■Mixed-muAnalysisforDynamicalSystemsusing

DesCriptorForm

(デ ィ ス ク リ プ タ 形 式 を 利 用 し た 動 的 シ ス デ ム のMixed一 μ

解 析)

G.Chen,T.Sugie,T,FujinakaandH.Shibata

Proc.ofl8thAmericanControlConference,1314-1318

(1999).

(Mixedmuanalysis,LMI,descriptorsystem,Multiplier)

闘AdaptiveNeuro-FuzzyControlSystembyRBF

andGRNNNeuralNetworks

(RBFとGRNNニ ューラルネッ トワークによる適応的ニュ

ーローファジィ制御系)

幽Neuro-apProachfOrHardDiskDriverPOsition

Control

(八 一 ドデ ィ ス ク ドラ イ プ の 位 置 制 御 に 対 す る ニ ュ ー ロ ア

プ ロ ー チ)

T.Fujinaka,M.YoshiokaandS.Omatu

ProceedingsoftheFourthInternationalSymposiumon

Art面cialL迂eandRobotics,1,146-149(1999)

(Neuralnetwork,Harddiskdrive,Positioncontrol)

■ExtendedLVQNeuralNetworkApproachtoLand

CoverMapping

(土 地 利 用 解 析 に 対 す る 拡 張LVQニ ュ ー ラ ル ネ ッ トワ ー ク)

Y.ItoandS.Omatu

IEEETransactionsonGeoscienceandRemoteSensing,

37,1,313-317(1999).

(ExtendedLVQ,Landcovermapping,Neuralnetwork)

■BankNoteRecognitionbyMeansofOptimized

Masks,NeuralNetworksandGeneticAlgorithms

(最 適 化 マ ス ク,ニ ュー ラ ル ネ ッ トワ ー ク,お よ びGAに よ

る 紙 幣 識 別)

F.Takeda,T.NishikageandS.Omatu

EngineeringApplicationsofArtificialIntelligence,12,2,

175-184(1999).

(Banknote,Optimizatedmasks,Neuralnetworks,GA

algorithms)

■lncorporatingConstraintPrOpagationinGenetic

AlgorithmforUniversityTimetablePlanning

(GAと 制 約 付 き プ ロ グ ラ ミ ン グ に よ る 大 学 時 間 割 作 成)

S.Deris,S.Omatu,H.OhtaandP.Saad

EngineeringApplicationsofArtificialIntelligence ,12,3,

241-253(1999).

(Const}aintpropagation,Geneticalgorithm,University

timetable)

隔ShipMaintenanceSchedulingbyGenetic

AlgorithmandConstraint-BasedReasoning

(GAとCBRに よ る 船 舶 保 守 ス ケ ジ ュー リ ン グ)

S.Deris,S.Omatu,H.Ohta,S.C.S.KutarandP .A.

Samat

EuropeanJournalofOperationalResearch,39 ,2,489.502

(1999).
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(Shipmaintenance,Scheduling,Geneticalgorithm,CBR)

■NewandUsedBillsClassificationUsingNeural

Networks

(ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トワ ー ク を 用 い た 新 旧 紙 幣 の 分 類)

D.Kang,S.OmatuandM.Yoshioka

IEICETrans.Fundamentals,E82-A,8,1511・1516(1999).

(Newandusedbillsclassification,LVQ,Neural

networks)

■ 遺 伝 的 緩 和 反 復 プ ー リ 工 変 換 ア ル ゴ リズ ム に よ る フ ー リエ

変 換 振 幅 項 か ら の 画 像 再 構 成

(GeneticRelaxedIterativeFourierTransform

AlgorithmforlmageReconstructionfromFourier

TransformMagnitude)

吉 森 晋,寺 内 篤 史,高 島 修 直,大 松 繁

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌D-ll,J82-D・ll,8,1290-1298

(1999).

(lmagereconstruction,GeneticrelaxediterativeFourier

transform,Geneticalgorithm)

■BilllMoneyClassificationbyCompetitiveLearning

(競 合 学 習 に よ る 紙 幣 識 別)

T.KosakaandS.Omatu

Proceedingsofthe19991EEEMidnight-SunWorkshop

onSoftComputingMethodsinIndustriaiApplications,

5-9(1999).

(BMImoneyclassification,CompetitiveIearning,Neural

networks)

■DiscussionofRetiabiliyCriterionforUSDollar

ClassificationbyLVQ

(LVQに よ る 米 国 ドル 識 別 の た め の 信 頼 性 評 価 規 範 の 検 討)

T.KosakaN.Taketani,S.OmatuandK.Ryo

Proceedingsofthe19991EEEMidnight-SunWorkshop

onSoftComputingMethodsinindustrialApplications,

28-33(1999).

(USDonarclass遁cation,LVQ,Reliabiliycriterion)

■NoiseTolerantMomentsforNeuralNetwork

Classification

(ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トワ ー ク 識 別 の た め の ノ イ ズ に 強 い モ ー

メ ン ト)

R.Palaniappan,P.RaveendranandS.Omatu

Internationa亘JointConferenceonNeuralNetworks,

(1999).

(Noisetolerantmoments,Neuro-classification,NeuraI

networks)

■NewandUsedBillsClassificationforCepstrum

Pattems

(新 旧 紙 幣 の ケ プ ス トラ ム パ タ ー ン 分 類)

M.Teranishi,S.OmatuandT.Kosaka

InternationalJointConferenceonNeuralNetworks

(1999).

(Billlmoneyclass面cation,Cepstrum,Neuralnetworks)

日 競 合 型 ニ ュー ラ ル ネ ッ トワ ー ク に よ る イ タ リ ア 紙 幣 の 識 別

(ClassificationofltalianBillsbyaCompetitive

NeuraiNetwork)

小 坂 利 寿,竹 谷 紀 和,大 松 繁

電 気 学 会 論 文 誌C,119-C,8/9,948-954(1999).

(Billmoneyclass匝cation,Competitiveneuralnetwork,

ItalianLilas)

■ 音 響 ケ プ ス トラ ム を 用 い た 紙 幣 の 新 旧 識 別

(ClassificationofNewandUsedBillsUsing

AcousticCepstrumofaBankingMachineby

NeuralNetworks)

寺 西 大,大 松 繁,小 坂 利 寿

電 気 学 会 論 文 誌C,119-C,8/9,955-961(1999).

(Billmoneyclassification,Acousticcepstrum,Neurai

networks)

■Self-tuningNeuro-PIDforSIMOSystems

(SIMO系 に対 す る セ ル フ チ ュー ニ ン グPID)

S.Omatu,T.Fujinaka,Y.KishidaandM.Yoshioka

Proc.EuropeanControlConference(1999).

(Self・tuning,Neuro-PIDcontrol,SIMOsystems)

■SignalSeparationMethodUsingICA

(ICAを 用 い た 信 号 分 離 法)

M.YoshiokaandS、Omatu

Proc.IEEEInternationalConferenceonSystems,Man,

andCybernetics1,549-552(1999).

(lndependentcomponentanalysis,Mutualinformation,

Geneticalgorithm)

口Neuro-PIDControlforStabilizationoflnverted

SingleandDoublePendulums

(ニ ュ ー □PID制 御 に よ る 一 重 お よ び 二 重 倒 立 振 子 の 安 定

化)

Y.Kishida,S.Omatu,T.FujinakaandM.Yoshioka

Proc.IEEEInternationalConferenceonSystems,Man,

andCybernetics4,11081112(1999).

(Neuro-PIDcontrol,Stabilization,Invertedpendulum)

■ASwitchingSchemeforAdaptiveControlUsing

MultipleModels

(複 数 の モ デ ル を 用 い た 適 応 制 御 の た め の 切 替 法)

T.FujinakaandS.Omatu

Proc.IEEEInternationalConferenceonSystems,Man,

andCybernetics5,80-85(1999).

(Adaptivecontrol,Switchingscheme,Multiplemodels)

薗ClassificationoftheltalianLirasUsingtheLVQ

Method

(LVQ法 を 用 い た イ タ リ ア リ ラ の 分 類)

T.KosakaandS.Omatu

Proc.IEEEInternationalConferenceonSystems,Man,

andCybernetics6,845-850(1999),

(ltalianLirasclassification,LVQ,Neuralnetwoks)
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■信 頼 性 評 価 を 用 い たLVQ法 に よ る 米 国 ドル 紙 幣 識 別

(USDollarClassificationsbytheLVQMethod

BasedonReliabilityCriterion)

小 坂 利 寿,竹 谷 紀 和,大 松 繁,漁 邦 広

電 気 学 会 論 文 誌C,119-C,12,1359-1364(1999).

(USDollarclassification,LVQ,Reliabiliycriterion)

■ ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トワ ー ク に よ る 関 数 近 似 の εエ ン トロ ピ ー

を 用 い た 中 間 層 ユ ニ ッ ト数 の 決 定

(NumberofHiddenUnitsinFunction

ApproximationbyNeuralNetworksUsingε 一

E…ntropy)

森 興 志 秀,吉 岡 理 文,大 松 繁

計 測 自 動 制 御 学 会 論 文 集,35,12,1617-1624(1999)。

(Numberofhiddenunits,ε 一Entropy,Function

apProximation)

■NeuralNetworkClassificationofSymmetricaland

Non-SymmetricalImagesUsingNewMoments

withHighNoiseTolerance

(対 称 お よ び 非 対 称 画 像 に 対 して 雑 音 許 容 性 の 大 き な 新 し

い モ ー メ ン トを 用 い た ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トワ ー ク に よ る 分

類)

R.Palaniappan,P.RaveendranandS.Omatu

InternationalJournalofPatternRecogn玉tionand

ArtificialIntelligence(IJPRAI).13,8,1233-1250(1999).

(Symmetricalimage,Non-symmetricalimages,Neuro-

dassifications,Highnoisetolerance)

■ImprovementtoaMethodofEmbeddingRobust

WatermarksintoDigitalColorlmages

(デ ィ ジ タ ル カ ラ ー 画 像 へ の 電 子 透 か し 埋 め 込 み 法 の 改 善)

A.Shiozaki

Trans.IEICE,E82-A,861-864(1999).

(Watermarking,Copyrightprotection)

匿AStudyonPerformancesofSoft-decision

DecodingAlgorithmBasedonEnergy

MinimizationPrinciple

(エ ネ ル ギ ー 最 小 化 原 理 に 基 づ く軟 判 定 復 号 法 の 性 能 に 関

す る 検 討)

A,Shiozaki,Y.NogawaandT.Sato

Trans.IEICE,E82-A,2194-2198(1999).

(Errorcorrectingcodes,Soft-4ecisiondecoding,

Decodingcomplexity,Energyminimizationprinciple)

■ 隣 接 グ ラ フ を 用 い た 欧 文 文 書 画 像 か ら の 文 字 列 抽 出

(Text-lineExtractionfromEnglishDocument

lmagesUsingtheNeighborGraph)

岩 田 基,黄 瀬 浩 一,松 本 啓 之 亮

情 報 処 理 学 会 論 文 誌40,3239-3248(1999).

(Documentimage,Layoutanalysis,Blockextraction,

Text-lineextraction,AreaVoronoidiagram)
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一・一・2 .解 説,総 説

■画像変換 に強い電子透か し

汐崎 陽

画像 ラボ,10,1-4(1999).
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■SoftComputinginlndustrialApplications

T.Kosaka,N.Taketani,S.OmatuandK.Ryo

DiscussionofReliabil三tyCriterionforUSDollar

ClassificationbyLVQ(収 録),(Suzuki,Roy,Ovaska,

FuruhashiandDote,Eds.),Springer,London,UK,1999.

■InformationProcessingforRemoteSensing

S.OmatuandY.Ito

LandCoverMappingbyNeuralNetworks(収 録),(C.

H、Chen,Ed.),WorldScientific,Singapore,1999.
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■TheFourthlnternationalSymposiumonArtificial

LifeandRobotics(BepPu,Japan,January,1999)

T.KosakaandS.Omatu

BillMoneyRecognitionbyUsingtheLVQMethod

T.Fujinaka,M.YoshiokaandS.Omatu

Neuro-approachf6rHardDiskDriverPositionControI

■18thAmericanControlConference1999(San

Diego,USA,June,1999)

G.Chen,T.Sugie,T.FujinakaandH。Shibata

Mixed-muanalysisforDynamicalSystemsusing

DescriptorForm

引9991EEEMidnight-SunWorkshoponSoft

ComputingMethodsinlndustrialApplications

(Kuusamo,Finland,June,1999)

T.KosakaandS.Omatu

BilllMoneyClassi丘cationbyCompetetiveLearning

T.Kosaka,N.Taketani,S。OmatuandK.Ryo

DiscussionofReliabiliyCriterionforUSDollar

ClassificationbyLVQ

■TheGeneticandEvolutionaryComputation

Conference(USA,Florida,July,1999)

NMori,H.KitaandY.Nishikawa

TheEntropyEvaluationMethodforthe

ThermodynamicalSelectionRule

■19991nt6rnational丁echnicalConferenceon

Circuits/Systems,ComputersandCommunications

(Sado,Japan,Ju量y,1999)

A.Ogihara,N.Ishihara,E.AsanoandH.Shibata

SpeechRecognitionMethodbyFusionofAuditoryand

VisualInformationUsingDempster-Shafer'sTheorem.

Self-TuningNeuro-PIDforSIMOSystems

闘5thInternationalConferenceonDocument

AnalysisandRecognition(Bangalore,India,

September,1999)

K.Kise,H.Mizuno,M。YamaguchiandK。Matsumoto

OntheUseofDensityDisthbutionsofKeywordsfbr

AutomatedGenerationofHypertextLinksfrom

ArbitraryPartsofDocuments

■WorkshoponDocumentLayoutlnterpretatjonand

itsApplications(Bangalore,lndia,September,

1999)

K.Kise,MIwataandK.Matsumoto

OntheApplicationofVoronoiDiagramstoPage

Segmentation

■19991EEElnternationalConferenceonSystems,

Man,andCybernetics(Tokyo,Japan,October,

1999)

M.YoshiokaandS.Omatu

SignalSeparationMethodUsingICA

Y.Kishida,S.Omatu,T.FujinakaandM,Yoshioka

Neuro-PIDCoエ1trolforStabilizationofInvertedSingle

andDoublePendulums

T.FujinakaandS.Omatu

ASwitchingSchemeforAdaptiveControlUsing

MultipleModels

T.KosakaandS.Omatu

ClassificationoftheItalianLirasUsingtheLVQMethod

■lnternationalJointConferenceonNeural

Networks(WashingtonDC,USA,July,1999)

R.Palaniappan,P.RaveendranandS.Omatu

NoiseTolerantMomentsforNeuralNetwork

Classification

M.Teranishi,S.OmatuandT.Kosaka

NewandUsedBillsClassificationforCepstrumPatterns

■EuropeanControlConference'99(Karlsruhe,

Germany,August,1999)

M.Kosaka,KKoizumiandH.Shibata

AutomaticInitializationofAdaptiveControlUsinga

PrioriData

S.Omatu,T.Fujinaka,Y.KishidaandM。Yoshioka
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■電子情報通信学会パターン認識 ・メディア理解研究会(1

月,吹 田)

大 西正輝,泉 正夫,福 永邦雄

情報発生量による遠隔講義映像 の自動生成 とその評価

講演論文集,PRMU98-176,1-6.

■1999年 暗 号と情報セキ ュリティシンポジウム(1月,神 戸)

谷本次郎,汐 崎 陽

StirMark攻 撃 に耐性のある画像へ の電子透か し埋め込み

法

予稿集,217-222.

■1999年 電子情報通信学会総合大会(3鳳 横浜)

山口将志,黄 瀬浩一,松 本啓之亮

例示部分 に対する関連部分抽出のための文書検索法

講演論文集,D-5-5.

川上 徹,田 原典枝,小 島篤博,福 永邦雄

手の動 きを考慮 した人物動作のテキス ト表現

講演論文集,D-12-87.

米 山 力,兼 松大輔,嶋 田裕文,泉 正夫,福 永邦雄

動画像か らの固有空間法による位置姿勢推定

講演論文集,D-12-127.

石 原 直樹,荻 原昭夫,森 川政伸,浅 野英輔

Dempster-Shafer確 率 理論 を用いた視聴覚融合音声認識

講演論文集,D44-37.

黒葛 原貴之,汐 崎 陽,増 山 理,近 藤寛也

Kinetic画 像 による心機能の判別分析

講演論文集,D-11-121。

岩 田 基,黄 瀬浩一,松 本啓之亮

弛緩法 に基づ く文書画像の レイアウ ト解析

講演論文集,D-12-15.

圏 情報処理学会第58回(平 成11年 前 期)全 国大会(3月,東

京)

野 久仁志,黄 瀬浩一,松 本啓之亮

出現密度分布 を用いた図表付 き抄録の 自動作成

講演論 文集,IU・10,3,141-142.

前 田英巳子,大 野潮満,黄 瀬浩一,松 本啓之亮

レイァゥ ト情報 に基づ く複数 トピックを含むHTMLフ ァ

イルの分割

講演論文集,3U-07,3,171-172.

■電 子情報通信学会ニューロコンピューテ ィング研究会(3

月,東 京)

猪 飼武夫,山 口 亮,福 永邦雄

実数値記憶パター ンの動的連想記憶モデル

電子情報通信学会技術研究報告,NC98-110.
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■第43回 シ ステム制御情報学会研究発表講演会(5月,吹 田)

清水洋二,松 本啓之亮

オブジェク ト指向言語で書かれたプログラムの トレース

講演論文集,447448.

公 手敏裕,森 直樹,松 本啓之亮

島モデルを用いた熱力学的遺伝アルゴリズムの高速化

講演論文集,109-110.

鬼 頭宏誌,森 直樹,松 本啓之亮

近傍モデルを用 いたセル ラー熱力学的遺伝 アル ゴリズム

の提案

講演論文集,111・112.

中地 廣,森 直樹,松 本啓之亮

遺伝 プログ ラミングへの熱力学的選択ルールの適用法一

H

講演論文集,113-114.

間嶋 英之,吉 岡理 文,大 松 繁

ゼロエ ミッションにおけ るデータベース とシナリオ分析

システムの構築

講i演論文集,231-232.

川 峙光泰,吉 岡理文,大 松 繁

ニュー ラルネ ットワー クを用いたプラン トの温度制御

講演論文集,287-288.

岡本 聡,吉 岡理文,大 松 繁

ニューラルネッ トワークによる合成 ゴムシールパ ッキン

の画像か らの欠陥検出手法

講演論文集,309-310.

池 田彰典,吉 岡理文,大 松 繁

ニューラルネッ トワークを用いた リモー トセ ンシング画

像の復元

講演論文集,313-314.

池 田 栄朗,大 松 繁

ニューラルネッ トワークを用いた顔画像の抽 出

講演論文集,341-342.

中野 裕文,大 松 繁,吉 岡理文

ネジ締めにおけるニューラルネ ットワークの利用

講演論文集,399-400.

森 欣 隆,大 松 繁,小 坂利寿

ニューラルネッ トワークを用いた紙幣識別

講演論文集,405-406.

粟 田 智,吉 岡理文,大 松 繁

SARデ ー タの土地利用解析



講演論文集t407-408.

■ 第28回 計 測自動制御学会制御理 論シンポジウム(5月,刈

谷)

陳 幹,大 西栄次,藤 中 透,柴 田 浩

ディスクリプタ形式 を利用 した コス ト保証制御

シンポジウム予稿集,289-292.

■ 日本 フ ァジ ィ学会 ・関西 支部 ポ トラ ック ・シ ンポジ ウ

ム'99(9月,堺)

鬼頭宏誌,森 直樹,松 本啓之亮

セルラー遺伝アルゴリズムによる棲みわけ現象 の解析

講演番号&

中地 廣,森 直樹,松 本啓之亮

共進化 を用いたゲームの創発的形成

講演番号23.

公手 敏裕,森 直樹,松 本啓之亮

ITDGAに よるネッ トワーク環境へ の動的適応

講演番号36.

川峙 光泰,大 松 繁

ニューロPIDに よるプロセス制御

講演論文集,471-474.

■ 平成11年 電 気学会電子 ・情報 ・システ ム部門大会(8月,

習志野)

藤 中 透,池 田幸雄,吉 岡理文,大 松 繁

ニューロPIDを 用 いたハー ドデ ィスク ドライブ位置制御

講演論文集,271-274.

寺西 大,大 松 繁,小 坂利寿,岸 根勇祐

遺伝 的アルゴリズムによる紙幣の新 旧識別ニューラルネ

ッ トワークの改良

講演論文集,279-280.

酬999年 電 子情報通信学会情報 ・システムソサイエテ ィ大会

(9月,船 橋)

刀根優子,荻 原昭夫,東 晃弘,柴 田 浩

音声対話 システムにおける感性情報処理

講演論文集,D-1415.

■第9回 インテ リジ ェン ト ・システム ・シンポジウム(10月,

福井)

森 直樹,喜 多 一,西 川緯 一

熱力学的遺伝 アルゴリズムによる動的環境への適応

講演論文集,1-103.

中野 裕文,吉 村 宏紀,吉 岡理文,大 松 繁

ネジ締めにおけるニュー ラルネ ットワー クの応用

講演論文集,321-324.

池 田栄朗,大 松 繁,新 田庫治

ニューラルネ ットワークを用いた顔画像の抽 出

講演論文集,69&701.

■計 測自動制御学会関西支部シンポジウム(10月,大 阪)

川 崎光泰,吉 岡理文,大 松 繁

ニューラルネ ットワークによるプラン トの温度制御

講演論文集,6467.

大 村 貴志,藤 中 透,大 松 繁

重 み行列 を半正定 と限定 しない離散時間最適 レギュ レー

タ

講演論文集,241-244.

渡辺 圭一郎,藤 中 透,大 松 繁

極配置を意識 したH。。制御

講演論文集,249-252.

■第22回 計測 自動制御学会DynamicalSystemTheoryシ

ンポジウム(10月,宇 都宮)

陳 幹,柴 田 浩,藤 中 透

デ ィス クリプタ形式を利用 した時変システムの安定解析

シンポ ジウム予稿集,143-147.

■ 第36回 日 本航空宇宙学会 中部 ・関西支部 合同秋期大会

(11月,堺)

小 木曽 望,泉 正矢,室 津義定,淀 川健悟

自律 ドッキ ングシステムのための物体の位置姿勢の追跡

と推定

講演集,71-72.

■ 電子情報通信学会パターン認識 ・メディア理解研究会(11

月,沖 縄)

浅 沼克紀,小 島篤博,福 永邦雄

身体各部の状態遷移に基づ く人物行動のテキス ト表現

講演論文集,PRMU99-103,17-24.

大 西正輝,泉 正夫,福 永邦雄

講義映像 における板書領域のブロ ック抽 出とその自動撮

影

講演論文集PRMU99-128,197-204.

青 木 茂樹,大 西正輝,小 島篤博,山 田憲一,三 宅克実,

福 永邦雄

運転者の 目領域抽出による視線推定

講演論文集,PRMU99-152t15・22.

■平 成11年 電気関係学会関西支部連合大会(11月,姫 路)

安 部謙吾,松 本啓之亮

リフレクシ ョンによるソフ トウェア部品統合支援 システ

ムの開発

講演論文集,G15-2,G323.

大 野潮満,黄 瀬浩一,松 本啓之亮

WWW検 索 のための参照重要度の提案

講演論文集,G15-7,G32&

水 野 浩之,黄 瀬浩一,松 本啓之亮

部分 テキス ト検索 におけ る出現密度法 とベク トル空間法

の比較
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講演論文集,G16-&G339.

大 西正輝,泉 正夫,福 永邦雄

講義映像における板書領域の抽 出と分割

講演論文集,G16-1,G332.

松 本 昌紀,小 島篤博,福 永邦雄

映像中の人物の動 きに注 目したカメラ視点制御方式

講演論文集,G16-2,G333.

小 島篤博,浅 沼克紀,福 永邦雄

人物 と物体 との関係に注 目した人物行動のテキス ト表現

講演論文集,G16-3,G334,

池 田栄朗,大 松 繁,新 田庫治

ニューラルネッ トワークによる顔画像の抽出

講演論文集,G319.

間嶋 英之,吉 岡理文,大 松 繁

ゼロエ ミッシ ョン ・デー タベースを用いた物質循環 プロ

セスの構築

講演論文集,G329.

池 田彰典,吉 岡理文,大 松 繁

ニュー ラルネ ッ トワー クに よるリモー トセ ンシ ング画像

の復元

講演論文集,G350.

松 谷 篤志,浅 沼克紀,大 西正輝,福 永邦雄

個人差を考慮 した連続DP法 によるジェスチャ認識

講演論文集,G16-4,G335.

丸山 徹,柴 田 浩,陳 幹

簡易型適応制御の根軌跡による考察

講演論文集,G79.

下川琢也,大 松 繁

GPに よるカオス生成の一考察

講演論文集,G49.

川 崎光泰,吉 岡理文,大 松 繁

ニューラルネッ トワークを用いたプラン トの温度制御

講演論文集,G68.

高田 尚幸,藤 中 透,大 松 繁

状態フ ィー ドバ ックによる倒立振子のロバス ト制御

講演論文集,G75.

渡 辺圭一郎,藤 中 透,大 松 繁

極配置を意識 したH.制 御

講演論文集,G89.

大村貴志,藤 中 透 大松 繁

重み行列を半正定と限定しない離散時間最適 レギュレー

タ

講演論文集,G90.

中野裕文,吉 村宏紀,吉 岡理文,大 松 繁

ネジ締めにおけるニューラルネットワークの利用

講演論文集,G316.

粟 田 智,吉 岡理文,大 松 繁

ニュー ラルネ ットワークを用いたSARデ ー タの土地利用

解析

講演論文集,G317.

森 欣 隆,大 松 繁,小 坂利寿

競合型ニューラルネットワークを用いた紙幣識別

講演論文集,G318.

岡本 聡,吉 岡理文,大 松 繁

自己組織化マ ップ を用いた合成 ゴム シールパ ッキ ンの画

像による欠陥検 出

講演論文集,G366.

谷 本次郎,岩 田 基,汐 崎 陽

局所平均輝度値 よ り作成 した鍵ベク トルを利用する電子

透か し法の耐性実験

講演論文集,G18-21,

黒葛 原貴之,汐 崎 陽,増 山

Kinetic画 像 の輪郭抽出法

講演論文集,G2-17.

理,近 藤寛也

岩田 基,汐 崎 陽

ウェーブレッ ト変換 を用いた画像へ のインデクス情報の

埋め込み

講演論文集,G18-14.

■第42回 自動制御連合講演会(11月,船 橋)

孫 宇,柴 田 浩

非線形飽和特性の追加による離散時間SAC系 の過渡特性

改善

講演論文集,113-114.

田中英之,小 坂 学,柴 田 浩

逐次誤差信号のN重 積 分値 を用いた低次元化 システ ム同

定

講演論文集,163-164.

大松 繁,藤 中 透,吉 岡理文

ニューラルネ ットワークによるHDDの ヘ ッ ド位置制御

講演論文集,305-306.

圏環境科学会1999年 会(11月
,豊 橋)

大松 繁,吉 岡 理文,間 嶋 英之

ゼロエ ミッシ ョン化のためのネ ットワーク分散型生産 プ

ロセスデータベースの構築

講演要旨集,354.

■第22回 情 報理論とその応用シンポジウム(12月
,新 潟)

岩 田 基,幸 夕山奇 陽
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ウェーブ レッ ト変換 の特性 を利用 した画像へ のインデ ク

ス情報の埋 め込み手法

予稿集,181-184.
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応 用 化 学 科

無機 ・物理化学講座

教 授 安 保 正 一

助教授 井 上 博 史

講 師 安 部 巌

助 手 小 野 武 彦

松 岡 雅 也

有機化学講座

教 授

助教授

講 師

助 手

白 井 正 充

水 野 一 彦

木 原 伸 浩

松 村 昇

岡 村 晴 之

前 多 肇

岩 倉 千 秋

八 尾 俊 男

古 川 直 治

川 村 邦 男

中 原 武 利

山 下 弘 巳

張 樹 国

高 田 十志和 角 岡 正 弘

杉 本 晃 中 西 三 郎

陶 山 寛 志 古 荘 義 雄
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■ マ トリ ッ ク ス 修 飾 剤 と し て ア ス コ ル ビ ン 酸 を 用 い る 黒 鉛 炉

原 子 畷 光 法 に よ る 強 誘 電 体 材 料Y-1溶 液 中 の 微 量 不 純 物

金 属 の 迅 速 定 量

(RapidDeterminationofTraceAmountsof

lmpurityMetalsinaY・1SolutionbyGraphite-

FurnaceAASUsingAscorbicAcidasaMatrix

Modifier)

藤 原 健 児,森 俊 雄,安 宅 と も子,安 宅 稔 和,光 亦 博 志,

中 原 武 利

分 析 化 学,48,103-110(1999).

(Y-1solution,Graphite-furnaceAAS,Matrixmod迂ier,

Ascorbicacid,Calibrationcurvemethod)

口 水 素 化 物 生 成 一 高 出 力 窒 素 マ イ ク ロ 波 誘 導 プ ラ ズ マ 発 光 分

光 分 析 に よ る鉄 鋼 中 の ヒ 素 お よ び セ レ ン の 高 感 度 定 量

(SensitiveDeterminationofArsenicandSelenium

inSteelsbyHighPowerNitrogenMicrowave

lnducedPlasmaAtomicEmissionSpectrometry

CoupledwithHydrideGenerationTechnique)

中 原 武 利,李 一 木,竹 内 啓 貴,二 村 実

鉄 と鋼,85,97-101(1999).

(Highpowernitrogenmicrowaveinducedplasma,

Atomicemissionspectrometry,Arsenic,Selenium,

Hydridegenerationtechnique)

■ フ ッ化 物 分 離 一 モ リ ブ デ ン 青 吸 光 光 度 法 に よ る ニ オ ブ お よ

びタ ン タ ル 中 の 微 量 ケ イ 素 の 定 量

(SpectrophotometricDeterminationofTrace

AmountsofSiliconinNiobiumandTantalum

MetalsafterFluorideSeparation)

今 北 毅,小 縄 幸 司,中 原 武 利

鉄 と鋼,85,135-137(1999).(Silicontetrafluoride

separation,Determinationoftracesilicon,Molybdenum

bluespectrophotometry,Niobium,Tantalum)

■ フ ッ化 水 素 酸 蒸 気 分 離/マ イ ク ロ コ ン セ ン トリ ッ ク ネ ブ ラ

イ ザ ー 誘 導 結 合 プ ラ ズ マ 質 量 分 析 法 に よ る シ リ コ ン ウ ェ

ハ ー 表 面 の 超 微 置 ゲ ル マ ニ ウ ム の 定 量

(DeterminationofUltra。TraceGermaniumona

SiliconWaferbyHydrofluoricAcidVapor-

Decomposition/MicroconcentricNebulizer・ICP・

MS)

藤 原 健 児,東 森 陽 子,光 亦 博 志,稲 田 雅 紀,中 原 武 利

分 析 化 学,48,681-683(1999).

(Silicon/germaniumcompoundsemiconductor,

Germanium,Hydrofiuoricacidvapordecomposition,

Microconcentricnebulizer-ICPMS)

■燃焼室分解/黒 鉛炉原子吸光法によるフルオロカ ーボン樹

脂中の超微量不純物金属の定量

(DeterminationofUtratraceMetalsinFluorocarbon

ResinbyGraphite・FumaceAASafterdecomposition

withacombustionchamber)

藤 原 健 児,村 田 一 雄,稲 田 雅 紀,中 原 武 利

分 析 化 学,48,783・788(1999).

(Fluorocarbonresin,Siliconwafer,Combustion

chamber,GraphitefurnaceAAS,Ultratracemetals)

■ 連 続 水 素 化 物 発 生 一誘 導 結 合 プ ラ ズ マ 発 光 分 析 法 お よ び 誘

導 結 合 プ ラ ズ マ 質 量 分 析 法 に よ る 鉄 鋼 中 の 微 量 ひ 素,ビ ス

マ ス,ア ン チ モ ン の 定 置

(DeterminationofTraceAmountsofArsenic,

BismuthandAntimonyinlronandSteelsby

ContinuousHydrideGenerationandICP-AESor

℃P-MS)

今 北 毅,乾 道 春,濱 田 啓 志,谷 ロ 政 行,中 原 武 利

鉄 と鋼,85,724-727(1999).

(lronandsteeLArsenic,Bismuth,Antimony,Hydride

generation-ICP-AESorICP-MS)

■ ク リー ン ル ー ム 構 成 材 料 お よ び 樹 脂 材 料 の 発 生 ガ ス 試 験

(OutgassingTestforCleanroomConstruction

MaterialsandPolymers)

藤 本 武 利,竹 田 菊 男,野 中 辰 夫,飯 田 裕 幸,中 原 武 利

エ ァ ロ ゾ ル 研 究,14,348-356(1999).

(Outgassintest,Organiccontaminants,Siliconwafer,

Contaminationcontrol,Cleanroomconstruction

materialsandpolymers)

■EnantiomerSeparationofAminoAcidsasN-

PivaloylMethylEsterDerivativesbyChiraトPhase

CapillaryGasChromatography

(光 学 活 性 固 定 相 を 用 い る キ ャ ピ ラ リー ガ ス ク ロ マ トグ ラ

フ ィ ー に よ るN一 ピ パ ロ イ ル メ ル エ ス テ ル 誘 導 体 に し た ア

ミ ノ 酸 の 対 掌 体 分 離)

IwaoAbeandTaketoshiNakahara

Proc.22ndInt.Symp.CapillaryChromatography,inCD,

(1999).

(Capillarygaschromatography,Chiralstationaryphase,

Aminoacids,N-pivaloylmethylesterderivative)

翻ClayCatalysisofOligonucleotideFormation:

鴎ne哲csoftheReaσ 百㎝Of廿ie5'-PhoSPhOrimidazolides

ofNucleotideswiththeNon-BasicHeterocycles

UracilandHypoxanthine

(オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド生 成 反 応 に対 す る 粘 土 の 触 媒 作 用:

非 塩 基 性 複 素 環 ウ ラ シ ル お よ び ヒ ポ キ サ ン チ ン を 持 つ ヌ ク

レ オ チ ドの5'一 リ ン 酸 イ ミ ダ ゾ リ ドの 反 応 速 度 論)

KunioKawamura,J.P.Ferris,OriginsLifeEvol.

Biosphere,29,563-591(1999).

(oligonucleotide,RNAworld,non-basicheterocycles,

claycatalysis,chemicalevolution)

鵬MonitoringofHydrothermalReactionsin3ms

UsingFused-SilicaCapiIlaryTubing

(溶 融 シ リカ キ ャ ピ ラ リー チ ュ ー ブ を 用 い る 水 熱 反 応 の3ミ
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リ 秒 閤 で の 追 跡)

KunioKawamura,Chem.Lett.1999,125126.

(hydrothermalreaction,fused-silicacapillary,high

temperature,fastreaction,kinetics)

■TheAdsorptionandActivationofCOMolecules

onZrO2CatalystsHavingLowCoordinated

SurfaceSites

(表 面 配 位 不 飽 和 サ イ トを 有 す るZrO2触 媒 上 へ のCO分 子

の 吸 潴 と そ の 活 性 化)

M.AnpoandS.C.Moon

Res.Chem.Intermed.,25,1-12(1999).(ZrO2,Low

coordinatedsurfacesites,AdsorptionofCO)

口GenerationofSuperoxidelonsatOxideSurfaces

(酸 化 物 表 面 で の 過 酸 化 物 イ オ ン の 生 成)

M.Anpo,M.Che,B.Fubini,E,Garrone,E.Giamelloand

MC.Paganini

TopicsinCatal.,8,189-198(1999).

(Superoxideions,Oxidesurfaces,Coordinatively

UnSatUratedS量te)

■EffectofTransitionMetalsonthePhotoinduced

ProtonTransferfromAnthroneto9-Anthrolin

GlassesPreparedbytheSol-GelMethod

(ゾ ル ーゲ ル 法 で 調 製 し た ガ ラ ス 中 で の ア ン トロ ン か ら9一ア

ン トロ ー ル へ の 光 誘 起 プ ロ トン 移 動 に対 す る 遷 移 金 属 の 影

響)

T.Fujii,N.Tanaka,K.Kodaira,Y.Kawai,H.

YamashitaandM.Anpo

J.Photochem.Photobiol.A:Chem.,125,58・91(1999).

(Photoinducedprotontransfer,Sol-Gelmethod)

■ChargeCarrierDynamicsofStandardTiO,

CatalystsRevealedbyFemtosecondDiffuse

ReflectanceSpectroscopy

(フ ェ ム ト秒 拡 散 反 射 分 光 を 利 用 し た 参 照 酸 化 チ タ ン触 媒

上 の 電 荷 移 動 ダ イ ナ ミ ッ ク ス の 観 察)

A.Furube,T,Asahi,H.Masuhara,H.YarnashitaandM.

Anpo

J.Phys.Chem.B,103,3120-3127(1999).

(Femtoseconddiffusereflectancespectroscopy,Charge

carrierdynamics,TiO2)

■CharacterizationofMetallon-implantedTitanium

OxidePhotocatalystsOperatingunderVisible

Lightlrradiation

(可 視 光 照 射 下 で 稼 働 す る 金 属 イ オ ン 注 入 し た 酸 化 チ タ ン

光 触 媒 の キ ャラ ク タ リゼ ー シ ョン)

H,Yamashita,Y.Ichihashi,M.Takeuchi,S.Kishiguchi

andM.Anpo

J.SynchrotronRad.,6,451452(1999).

(XAFS,Metalion-implantation,TiO2Photocatalyst

VisibleLight,Cr)

口CharacterizationandPhotocatalyticReactivities

84

ofCr-HMSMesoporousMolecularSieves

(Cr一 含 有 メ ソ 多 孔 体 の キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン と 光 触 媒 反

応 性)

H.Yamashita,M.Ariyuki,S.Higashimoto,S.G.Zhang,・

J.S.Chang,S.E.Park,J.M.Lee,Y.MatsumuraandM.

Anpo

J.SynchrotronRad.,6,453-454(1999).

(XAFS,Photocatalyst,Cr-HMSmesoporousmolecular

sieves)

■Synthesisof唱EA-TypeMolecularSievesUsing

MesoporousMaterialsasReagents

(メ ソ 多 孔 体 を 原 料 と す る べ 一 タ 型 ゼ オ ラ イ トの 合 成)

T.Takewaki,S.J.Hwang,H.YamashitaandM.E.Davis

MicroporousandMesoporousMaterials,32,265-278

(1999).

(BEA-Typemolecularsieve,Zeolitesynthesis,

Mesoporousmaterials)

■lnvestigationoftheLocalStructureofVanadium

SilicaliteCatalyst(VS-1)UsingXAFS,FT一 旧and

PhotoluminescenceSpectroscopicMethods

(XAFS、FT-IRお よ び ホ トル ミ ネ ッセ ン ス 分 光 法 に よ る バ

ナ ジ ウ ム シ リカ ラ イ ト(VS-1)触 媒 の 局 所 構 造 の 検 討)

S.Higashimoto,M.Matsuoka,H.YamashitaandM.

Anpo

Jpn.」.Appl.Phys.,38-1,47-50(1999).

(Photoluminescence,XAFS,Photocatalyticreaction,

Zeolite,V)

■CharacterizationoftheLocalStructureofthe

VanadiumSilicalite(VS-2)Catalystandlts

PhotocatalyticReactivityfortheDecomposition

ofNOintoN2andO2

(パ ナ ジ ウ ム シ リ カ ラ イ ト(VS-2)触 媒 の 局 所 構 造 の キ ャ

ラ ク タ リ ゼ ー シ ョン と そ の 上 で のNOのN・ と02へ の 光 触 媒

分 解 反 応 活 性)

M.Anpo,S.GZhang,S.Higashimoto ,M.MatsuokaH.

YamashitaY.Ichihashi,Y.MatsumuraandY .Souma

J。Phys.Chem.,103,9295-9301(1999).

(Photoluminescence,XAFS,PhotocatalYticreaction ,VS-

2,NO)

■PhotocatalyticReductionofCO2withH,Oon

TitaniumOxidePreparedwithintheFSM-16

MesoporousZeolites

(FSM-16メ ソ ポ ー ラ ス ゼ オ ラ イ ト細 孔 内 に 調 製 し た 酸 化 チ

タ ン光 触 媒 上 で の 二 酸 化 炭 素 の 水 に よ る 光 触 媒 還 元 固 定 化

反 応)

K.Ikeue,H.YamashitaandM .A叩o

Chem.Lett,1135-1136(1999).

(Titaniumoxide,Photocatalysis,CO,reduction,FSM-16 ,

Photoluminescence)

■PreparationofTitaniumOxidePhotocatalysts

LoadedonActivatedCarbonandtheir



PhotocatalyticReactivityfortheDegradationof

2-PropanolDilutedinWater

(酸 化 チ タ ン/活 性 炭 系 光 触 媒 の 調 製 と そ の 水 中 に 微 量 に

溶 解 す る2一プ ロ パ ノ ー ル の 酸 化 分 解 反 応 に お け る 光 触 媒 反

応 活 性)

M.Harada,M.Honda,H.YamashitaandM。Anpo

Res.Chem.Inte㎜ed.,25,757-768(1999).

(Titaniumoxide,Photocatalysis,ActivatedCarbon,

Purificationofwater,Adsorbent)

幽PreparationofTitaniumOxidePhotocatalysts

LoadedonActivatedCarbonbyanlonized

ClusterBeamMethodandtheirPhotocatalytic

ReactivitiesfortheDegradationof2-Propanol

DilutedinWater

(ク ラ ス タ ー イ オ ン ビ ー ム 法 を 利 用 す る 酸 化 チ タ ン/活 性

炭 系 光 触 媒 の 創 製 と そ の 水 中 に 微 量 に 溶 解 す る2・ プ ロ パ ノ

ー ル の 酸 化 分 解 反 応 に お け る 光 触 媒 反 応 活 性)

M.Harada,A.Tanii,H.YamashitaandM.Anpo

Z,Phys,Chem.,213,59-65(1999).

(Photocatalysis,Titaniumoxide,Ionizedclusterbeam

method,Purificationofwater,Activatedcarbonfiber)

■DesignandDevelopmentofUniqueTitanium

OxidePhotocatalystsCapableofOperatingunder

VisibleLightIrradiationbyanAdvancedMetal

lon-implantationMethod

(金 属 イ オ ン 注 入 法 に よ る 可 視 光 の 照 射 で 機 能 す る 酸 化 チ

タ ン光 触 媒 の デ ザ イ ン と 開 発)

M.Anpo,Y.Ichihashi,M.TakeuchiandH.Yamashita

ScienceandTechnologyinCatalysis,305-310(1999).

(Metalion-lmplantation,Titaniumoxide,Visiblelight)

■FluorescencePropertiesof2,5-Bis(4-

(diethylamino)phenyl)-1,3,4-oxadiazole

MoleculesEncapsulatedinSiO2andSi-TiBinary

OxideMatricesbytheSol-GelMethod

(ゾ ル ー ゲ ル 法 に よ る 酸 化 シ リカ と シ リか チ タ ン 複 合 酸 化

物 マ ト リ ッ ク ス に カ プ セ ル 化 し た2,5一 ビ ス(4-(ジ エ チ ル

ア ミ ノ)フ ェ ニ ル)-1,3,4一 オ キ サ ジ ア ゾ ー ル 分 子 の 蛍 光

特 性)

J.L,Zhang,M.Matsuoka,H.YamashitaandM.Anpo

Langmu量r,15,77-82(1999).

(Organicdye,FluorescencespectraBinaryoxide,Sol-

gelmethod)

■PhotocatalyticOxidationofEthylenetoCO2and

H200nUltrafinePowderedTiO2Photocatalystsin

thePresenceofO2andH20

(02とH・O存 在 下 に お け る 超 微 粒 子Tio2上 で の エ チ レ ン の

CO2とH,Oへ の 光 触 媒 酸 化 反 応)

D.R.Park,J.L.Zhang,K.Ikeue,H.YamashitaandM.

Anpo

J.Cata1.,185,114-119(1999).

(Ethylene,Photocata}yticoxidation,Titaniumoxide)

■ イ オ ン 注 入 に よ る酸 化 チ タ ン 光 触 媒 の 可 視 光 化

(PreparationofUniqueTitaniumOxide

PhotocatalystsCapableofOperatingunder

VisibleLightlrradiatjonbyanAdvancedMetal

lon.implantationMethod)

安 保 正 一,竹 内 雅 人,岸 口 悟,山 下 弘 巳

表 面 科 学,20,60-65(1999).

(Metalion-implantation,TitaniumoxidetVisiblelight)

■DesignandDevelopmentofSecond-Generation

TitaniumOxidePhotocatalystsabletoOperate

UnderVisibleLightlrradiationbyApPlyingan

AdvancedMetallon-lmplantationMethod

(金 属 イ オ ン 注 入 法 に よ る 可 視 光 照 射 下 で 機 能 す る 第2世

代 酸 化 チ タ ン 光 触 媒 の 創 製)

M.Anpo,S.Kishiguchi,K.IkeueandM.Takeuchi

Proc.7thKorea-JapanSymp.onCatal.,18-19(1999)

(Kwangju).

(Titaniumoxide,Cr,Photocatalyst,NOdecomposition,

Visiblelight)

■lnteractionofNOMoleculeswithHighly

DispersedTitaniumOxideslncorporatedinto

SilicaliteandZeoliteCavities:ATheoreticalAb

lnitioStudy

(ゼ オ ラ イ ト骨 格 に 組 み 込 ま れ た 高 分 散 酸 化 チ タ ン とNO分

子 の 相 互 作 用 に 関 す る 理 論 的 分 子 軌 道 計 算)

N.U.Zhanpeisov,H.Yamashita,H.Mishima,M.

MatsuokaandM.Anpo

Proc.12thIntern.ZeoliteConf.,473-480(1999)

(Baltimore).

(AbInitio,MOca}culation,NOmolecule,Titanium

oxides,Zeolite)

■TheDesignandDevelopmentofTiO2ThinFilm

PhotocatalystswhichWorkunderVisibleしight

lrradiationbytheApPlicationoflonEngineering

Techniques

(イ オ ン 工 学 手 法 に よ る 可 視 光 照 射 で 機 能 す る 酸 化 チ タ ン

薄 膜 光 触 媒 の 創 製)

M.Anpo,M.Takeuchi,H.YamashitaT.Hirao,N.Itoh

andN.Iwamoto

Proc.4thIntern.Conf.onEcomater.,333-336(1999)

(Gifu).

(lonengineeringtechn童que,TiO2thinfilmphotocatalysts,

Metalion-implantation,Visiblelightutilization)

■CharacteristicPropertiesoftheFluorescence

Spectraof2,5-Bis(4-(diethylamino)phenyl)-1,3,

4-oxadiazoleMoleculesDopedinSiO2andSi/Ti

BinaryOxideMatricesbytheSoトGelMethod

(ゾ ル ー ゲ ル 法 に よ る 酸 化 シ リ カ と シ リ カ/チ タ ン 複 合 酸 化

物 マ トリ ッ ク ス に ドー プ し た2,5一 ビ ス(4-(ジ エ チ ル ア ミ

ノ)フ ェ ニ ル)-1,3,4一 オ キ サ ジ ア ゾ ー ル 分 子 の 蛍 光 特 性)

J.ZhangtM.MatsuokaH.YamashitaandM.Anpo

TheFourthInternationalSymposiumonFunctional
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Dyes,107(1999)(Osaka).(Organicdye,Fluorescence

spectra,BinaryOxide,Sol-Gelmethod)

璽RelationshipbetweentheLocalStructuresof

TitaniumOxidePhotocatalystsandReactivities

intheNODecomposition

(酸 化 チ タ ン光 触 媒 の 局 所 構 造 とNO分 解 反 応 に お け る 反 応

性 の 関 係)

」.Zhang,M。Matsuoka,H.YamashitaandM.Anpo

TheSecondSymp.ofYoungScholarsonMater.Sci.and

Technol.,398(1999)(Hangzhou).

(Titaniumoxidephotocatalysts,Localstructures,

Reactivity,NOdecomposition)

film)

eDehydrogenationSystemofFormicAcidCombined

withElectrochemicalOxidationofAtomic

HydrogenPermeatingthroughaPalladinizedPd

SheetElectrode

(Pd黒 付Pd薄 板 電極 を透過した原子状水素の電気化学的酸

化と組み合わせたギ酸の脱水素化システム)

H.Inoue,T.ItoandC.Iwakura

Electrochem.Solid-StateLett.,2(2),75-76(1999).

(Dehydrogenationsystem,Formicacid,ElectrochemicaI

ox量dation,Atomichydrogen,PalladinizedPdsheet

electrode)

■PreparationofThinFilmResistorswithLow

ResistivityandLowTCRbyHeatTreatmentof

MultilayeredCu/NiDeposits

(多 層Cu/Niめ っ き 皮 膜 の 熱 処 理 に よ る 低 抵 抗 と低TCRを

有 す る 薄 膜 抵 抗 体 の 作 成)

M.Ishikawa,H.Enomoto,N.Mikamoto,T.Nakamura,

M.MatsuokaandC.Iwakura

Surf.Coat.TechnoL,110(3),121-127(1998).

(Thinfilmresistor,Resistivity,TCR,Heattreatment,

MultilayeredCu/Nideposit)

■MechanismofHydrogenAbsorptionin

Zro.9Tio.1Ni.,Co,.1Mno,6V。 、2AlloyduringAlkali

TreatmentwithaBoiling6MKOHSolution

(沸 騰6MKOH溶 液 で の ア ル カ リ 処 理 中 に お け る

Zr。.gTi。.,Ni,,1Co・,1Mn・.6V。2合 金 中 へ の 水 素1吸 蔵 の メ 力 ニ

ズ ム)

C.Iwakura,W.-K.Choi,S.G.ZhangandH。Inoue

Electrochim.Acta,44(10),1677-1679(1999).

(Laves-phasehydrogenstoragealloy,Nickel-metal

hydrogenbattery,Alkalitreatment,Localcell

mechanism)

■EffectsofSurfaceTreatmentwithBoilling

AlkalineSolutiononElectrochemicaland

PhysicochemicalPropertiesofthe

Zro.gTio.1Ni1.1Co,.iMn。.6V。.2AlloyElectrode

(合 金 電 極 の 電 気 化 学 特 性 お よ び 物 理 化 学 特 性 に 及 ぼ す 沸

騰 ア ル カ リ 溶 液 で の 表 面 処 理 の 影 響)

W.-K.Choi,K.Yamataka,S.G.Zhang,H.InoueandC.

Iwakura

J.Electrochem.Soc,,146(1),46-48(1999).

(Surfacetreatment,Boillingalkalinesolution,

Electrochemicalproperty,Physicochemicalproperty,

Zr。.gTi。.,Ni,.】Co。]Mn。.6V。2alloyelectrode)

■EffectofHeat-TreatmentonMagneticProperties

ofElectrolessNi-BFilms

(無 電 解Ni-Bめ っ き 皮 膜 の 磁 気 特 性 に 及 ぼ す 熱 処 理 の 影 響)

T.Saito,E.Sato,M.MatsuokaandC.Iwakura

plating&SurfaceFinishing,86(2),53-57(1999).

(Heattreatment,Magneticproperty,ElectrolessNi-B

■EffectofAlkali-TreatmentofHydrogenStorage

AlloyontheDegradationofNi/MHBatteries

(Ni/MH電 池 の 劣 化 に 及 ぼ す 水 素 吸 蔵 合 金 の ア ル カ リ処 理

の 影 響)

M.Ikoma,K.Komori,S.KaidaandC。Iwakura

J.AlloysComp,,284(1-2),92-98(1999)。

(Nickel/metal-hydridebattery,Hydrogenstoragealloy,

Alkali-treatment,CoContent,Corrosion)

凹ConstructionofaNewDehydrogenationSystem

UsingaTwo-CompartmentCellSeparatedbya

PalladinizedPdSheetElectrode

(Pd黒 付Pd薄 板 電 極 に よ っ て 隔 て ら れ た2室 セ ル を 用 い る

新 しい 脱 水 素 シ ス テ ム の 構 築)

C.Iwakura,T.ItoandH.Inoue

J.Electroanal。Chem.,463(1),116・118(1999).

(Palladiumelectrode,Dehydrogenationsystem,Two-

compartmentcell,Formicacid)

■HydridingandDehydridingCharacteristicsofan

AmorphousMg2Ni-NiComposite

(ア モ ル フ ァスMg2Ni-Ni複 合 体 の 水 素 吸 蔵 ・放 出 特 性)

C.Iwakura,S.Nohara,S.GZhangandH.Inoue

J.AlloysComp.,285(1-2),246249(1999).

(Nickel-metalhydridebattery,Hydrogenstoragealloy ,

Mg2Ni-Nicomposite,Amorphousstructure ,Ballmill)

■EffectofTemperatureontheDischargeCapacity

oftheLavesPhaseAlloyUsedinNickel/Metal-

HydrideBatteries

(ニ ッケ ル ー金 属 水 素 化 物 電 池 に 用 い る ラ ー ベ ス 相 合 金 の 放

電 容 量 に 及 ぼ す 温 度 の 影 響)

C.Jeong,W.Chung ,C.IwakuraandI.Kim

J.PowerSources,79(1),19-24(1999).

(Ni・k・1/m・t・1-hyd・id・b・ttery ,L・vesph。,eall。y,

Activation,Capacity,High-ratedischargeability
,Self・

discharge)

■RamanandX-RayPhotoelectronSpeCtroscopic

lnvestigationsonaNewElectrodeMaterialfor

NickeトMetalHydrideBatteries:MgNi-Graphite

ComPositesPreparedbyBallmilling
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(ラ マ ン お よ びX線 光 電 子 分 光 分 析 に よ る ニ ッケ ル ー金 属 水

素 化 物 電 池 用 の 新 し い 電 極 材 料 に 関 す る 研 究:ボ ー ル ミ リ

ン グ に よ っ て 作 製 したMgNi・ グ ラ フ ァ イ ト複 合 体)

C.Iwakura,H.Inoue,S.G、Zhang,S、Nohara,K

Yorimitsu,N.KuramotoandT.Morikawa

J.Electrochem.Soc.,146(5),1659-1663(1999).

(Ramanspectroscopy,X-rayphotoelectronspectroscopy,

Nickel-metalhydridebattery,MgNi・graphitecomposite,

Ballmilling)

■CatalyticReductionofNitrousOxidewithAtomic

HydrogenPermeatingthroughPalladizedPd

Sheet日ectrodes

(Pd黒 付Pd薄 板 電 極 を 透 過 し た 原 子 状 水 素 で の 亜 酸 化 窒 素

の 接 触 還 元)

Y.Yoshida,S.Ogata,S.Nakamatsu,H.InoueandC.

Iwakura

Electrochim.Acta,44(20),3585-3587(1999).

(N20,N2,PalladizedPdsheet,Atomichydrogen)

璽EffectofSurfaceModificationonCharge-

DischargeCharacteristicsofV-BasedHydrogen

StorageAlloy

(V一基 水 素 吸 蔵 合 金 の 充 放 電 特 性 に及 ぼ す 表 面 改 質 の 影 響)

H.Inoue,W.-K.ChoiandC.Iwakura

Proceedingsofthe3rdKorea-JapanJointSeminaron

AdvancedBatteries,(AIO7),pp.51-56,June4-5,1999,

Kyongju,Korea。(Surfacemodification,Charge-

dischargecharacteristic,V-basedhydrogenstorage

alloy)

圏EffectofPartialSubstitutionofMginMgNiAlloy

withForeignMetalsonElectrochemical

Characteristics

(MgNi合 金 の 電 気 化 学 特 性 に 及 ぼ す 異 種 金 属 で のMgの 部

分 置 換 の 影 響)

C.Iwakura,S.NoharaandH.Inoue

Proceedingsofthe3rdKorea-JapanJointSeminaron

AdvancedBatteries,(AIO9),pp.57-62,June4-5,1999,

Kyongju,Korea

(Partialsubstitution,MgNi,Foreignmetal,ElectrochemicaI

characteristic)

■KineticStudyontheSurfaceTreatmentofa

Zro.gTi。nNii,1Co。.1Mno.6V。2日ectrodewithaBoiling

AlkalineSolution

(沸 騰 ア ル カ リ溶 液 で のZr・ 、gTi・.1Ni1.iCo・.1Mn・.6V・2電 極 の

表 面 処 理 に 関 す る 動 力 学 的 研 究)

W.-K.Choi,K.Yamataka,H.InoueandC.Iwakura

J、AlloysComp.,290(1-2),110-113(1999).(Surface

treatment,Mn-V-Ni-Tielectrodes)

■DecolorationofAzoDyeUsingAtomicHydrogen

permeatingthroughaPt-ModifiedPalladizedPd

SheetElectrode

(Pt修 飾 したPd黒 付Pd薄 板 電極 を透過 した原子状水素を

用 い る ア ゾ 染 料 の 脱 色)

Y.Yoshida,S,Ogata,S.Nakamatsu,T.Shimamune,K.

Kikawa,H.InoueandC.Iwakura

Electrochim.Acta,45(3),409-414(1999).

(Decoloration,Azodye,Amaranth,Atom{chydrogen,

Hydrogenolysis)

圏SelectMtyControlofProductsinConsecutive

HydrogenationofDiphenylacetylenewith

ChemisorbedHydrogen

(化 学 吸 着 し た 水 素 に よ る ジ フ ェ ニ ル ア セ チ レ ン の 連 続 水

素 化 反 応 に お け る 生 成 物 の 選 択 性 制 御)

H.Inoue,T.Abe,T.ItoandC.Iwakura

Electrochem.Solid-StateLett.2(11),572-573(1999).

(Selectivitycontrol,Consecutivehydrogenation,

Diphenylacetylene,Chemisorbedhydrogen)

■ElectrochemicalandStructualCharacteristicsof

AmorphousMgNix(x≧1)AlloysPreparedby

MechanicalAlloying

(メ 力 二 力 ル ア ロ イ ン グ に よ っ て 作 製 し た ア モ ル フ ァ ス

MgNix(x≧1)合 金 の 電 気 化 学 特 性 と 構 造 特 性)

S.G.Zhang,Y.Hara,T.Morikawa,H.InoueandC.

Iwakura

J.AlloysComp.,293-295,552-555(1999).

ProceedingsoftheInternationalSymposiumonMetal-

HydrogenSystemsFundamentalandApplications

(EdbyQ.D.WangandY.Q.Le{),Hangzhou,China,

October4-9,1998.

(MgNixalloy,Amorphous,Ni-MHbattery,XPS,X-ray

Auger)

■ANewElectrodeMaterialforNickel-MetalHydride

Batteries:MgNi-GraphiteCompositesPrepared

byBall-Milling

(ニ ッ ケ ル ー金 属 水 素 化 物 電 池 用 の 新 しい 電 極 材 料:ボ ー ル

ミ リ ン グ に よ っ て 作 製 し たMgNi一 グ ラ フ ァ イ ト複 合 体)

C.Iwakura,H.Inoue,S.G.ZhangandS.Nohara

J.AlloysComp.,293-295,653-657(1999).

ProceedingsoftheInternationalSymposiumonMetal-

HydrogenSystemsFundamentalandApplications

(Ed。byQ.D.WangandY.Q.Lei),Hangzhou,China

October4-9,1998.

(Nickel-metalhydridebattery,MgNialloy,MgNi-

graphitecomposite,Raman,XPS)

■SynthesisandAntitumorActivitiesofWater-

SolubleBenzoylphenylureas

(水 に 可 溶 な ベ ン ゾ イ ル フ ェ ニ ル ウ レ ア の 合 成 と そ の 抗 腫

瘍 作 用)

H.Okada,M.Kato,T.Koyanagi,andK.Mizuno

Chem.Pharm.BulL,47,430-433(1999).

(Antit㎜orAcdvi廿es,WaterSolubleBenzoylphenylureas)

■ThermallyUnstable5-(9-Anthrylmethyl)-10-

methyト5,IO-dihydrophenazine

87



(熱 的 に 不 安 定 な5-(9一 ア ン ス リ ル メ チ ル)-10一 メ チ ル ー5,

10一 ジ ヒ ド ロ フ ェ ナ ジ ン)

A.Sugimoto,K.Matsumoto,H.Maruyama,K.Mizuno,

andK.Uehara

JChem.Res.(S),1999,72-73;J.Chem.Res.(M),1999,

601-697,701-727.

(DihydrophenazineDerivatives,Thermolysis,X-Ray

CrystalStructureAnalysis)

圏SuccessiveElectronTransferReactionofthe

LithiumSaltof5-Methyl-5,IO-dihydrophenazine

Anionwith4-NitrophenethylBromidevia4-

Nitrostyrene

(5一メ チ ル ー・5,10一ジ ヒ ドロ フ ェ ナ ジ ン ア ニ オ ン の リチ ウ ム 塩

と4・ニ トロ フ ェ ネ チ ル ブ ロ ミ ドの4一ニ トロ ス チ レ ン を 経 由

す る 電 子 移 動 反 応)

A.Sugimoto,H.Maruyam属W.Takahashi,K.Mizuno,K.

UeharaandT.Adachi

J.HeterocyclicChem.,36,849-856(1999).

(5-Methyl-5,10-dihydrophenazineAnion,4-Nitrophenethyl

Bromide,4Nitrostyrene,ElectronTransferReaction,X-

RayCrystalStructureAnalysis)

■RadicallyPolymerizablePseudorotaxane

Monomers:VerstaileBuildingUnitsforSideChain

PolyrotaxaneSynthesis

(ラ ジ カ ル 重 合 性 を 有 す る 擬 ロ タ キ サ ン モ ノ マ ー:側 鎖 型

ポ リ ロ タ キ サ ン 合 成 の 有 用 な 構 築 単 位)

T.Takata,H、Kawasaki,S.Asai,N.KiharaandY.

Furusho

Chem.Lett.,111一 ヱ12(1999).

((Meth)acrylatepseudorotaxane,Radicalpolymerization,

Side-chaintypepolyrotaxane,CoPolyme「ization,Solvent

effect)

■ConjugateAdditionApProachtoEnd-CapPingof

PseudorotaxanesforRotaxaneSynthesis

(ロ タ キ サ ン 合 成 に 向 け た 擬 ロ タ キ サ ン の 末 端 封 鎖 へ の 共

役 付 加 に よ る ア プ ロ ー チ)

T.Takata,H.Kawasaki,S.Asai,Y,FurushoandN.

Kihara

Chem.Lett,,223-224(1999).

(Radicalpolyaddition,Conjugateadditionofsul丘nicacid,

Sulfur.containingrotaxane,Threadingandend-capping,

Crownether-secondaryammoniumsalt)

■HydrobromicAcidDimethylSulfoxideReagent

forDealkylationof5,10-Dialkyl-5,10-

dihydrophenazines:Synthesisof10-Alkyl-2

(10H)-phenazinones・

(5,10一 ジ ア ル キ ル ー5,10一 ジ ヒ ドロ フ ェナ ジ ン の 脱 ア ル キ ル

化 に 有 効 な 臭 化 水 素 酸:10一 ア ル キ ル ・2(10H)一 フ ェ ナ ジ

ノ ン の 合 成)

A.Sugimoto,Y.Yoshino,R.Watanabe,K.Mizuno,and

K.Uehara

J.HeterocyclicChem.,36,1057-1064(1999).

(HydrobromicAcidDimethylSulfoxideReagent,

Dealkylation,Dialkyl-5,10-dihydrophenazines,10-Alkyl-2

(10H)-phenazinones,X-RayCrystalStructureAnalysis)

■Selenium-AssistedOne-PotSynthesisof

CarbodiimidesfromlsocyanidesandPrimary

Amines

(セ レ ン を 用 い た イ ソ シ ア ニ ドと1級 ア ミ ン か ら の カ ル ボ ジ

イ ミ ドの 一 段 階 合 成)

S.Fujiwara,T.Matsuya,H.Maeda,T.Shin-ike,N.

Kambe,andN.Sonoda

Synlett,1999,75-76.

(Carbodiimide,Selenourea,Selenium,Isocyanide,

PrimaryAmines)

■PolyandOligo(biphenylcarbonate)sasStable

HelicalMolecules

(安 定 な ラ セ ン 分 子 と し て の ポ リ お よ び オ リ ゴ ビ フ ェニ ル

カ ー ボ ナ ー ト)

K.Murakawa,Y、FurushoandT,Takata

Chem.Lett.,94-95(1999).

(Poly(biphenylcarbonate),Oligo(biphenylcarbonate),

Helix,CDspectra,Opticalactivity)

■ANovelRouteto(η3-AIIyl)dicarbonylnitrosyliron

Complexesv'aTransmetallationofη3-Allyl

PalladiumComplexes

(η3一ア リ ル パ ラ ジ ウ ム 錯 体 の トラ ン ス メ タ ル 化 反 応 を 経 由

す る η3一ア リル ジ カ ル ボ ニ ル 鉄 ニ トロ シ ル 錯 体 へ の 新 た な

経 路)

S.Nakanishi,M.Yasui,N,KiharaandT.Takata

Chem.Lett.,843-844(1999).

(η3-Allylpaliadiumcomplexes,Transmetallation,(η3-

Allyl)dicarbonylnitrosylironcomplexes,Palladium・

catalyzedallylation,TBAFe)

■SynthesisandStructureof[2]CatenatedTertiary

OctamideandOctamine

([2]カ テ ナ ン 構 造 を 持 つ 三 級 オ ク タ ア ミ ドお よ び オ ク タ ア

ミ ン の 合 成 と構 造)

N.Watanabe,Y.Furusho,N.Kihara,T.Takata,K.

KinbaraandK.Saigo

Chem.Lett.,915-916(1999).

(Amide-basedcatenane,N-Methylationfollowedby

Diborane-reduction,Tertiaryamine-typecatenane
,X-

Raycrystanograph董canalysis,CH/πinteraction)

■Electrophilic1 ,2-AdditionofOxoammoniumSalts

toOlefins

(オ レ フ ィ ン へ の オ キ ソ ア ミ ニ ウ ム 塩 の 求 電 子 的1,2・ 付 加)

T.Takata,Y.Tsujino,S.Nakanishi ,K.Nakamura,E.

YoshidaandT.Endo

Chem。Lett.,937-938(1999).

(Vinylether,OxoammoniumsalちElectrophilicaddition ,

Effectofcounterion,Aceta1)

■HighYieldingandPracticalSynthesisof



RotaxanesbyAcylativeEnd-CapPingCatalyzed

byTributylphosphine

(ト リ ブ チ ル ボ ス フ ィ ン を 触 媒 と し た ア シ ル 化 反 応 に よ る

末 端 封 鎖 を 利 用 した 高 収 率 で 実 用 的 な 口 タ キ サ ン 合 成)

H.Kawasaki,N.KiharaandT.Takata

Chem.Lett.,1015-1016(1999).

(Hydroxygroup,Acylationbyacidanhydride,

Tributylphosphine,Rotaxanesyllthesis,Threadingand

end-capping)

■TransformationofCarboxylGroupAdjacentto

(η4-Diene)Fe(CO)3Moiety:AFacileRouteto

(η4-Diene)Fe(CO)3ComplexesHavingα,β 一and

β,y-UnsaturatedCarbonylGroups,and1,3-

DicarbonylGroups

(η4一ジ エ ン 鉄 ト リカ ル ボ ニ ル 基 に 隣 接 した カ ル ボ キ シ ル 基

の 変 換:α,β 一お よ び β,Y一 不 飽 和 力 ル ポ ニ ル 基 と1,3一 ジ カ

ル ボ ニ ル 基 を 有 す る η4一ジ エ ン 鉄 ト リカ ル ボ ニ ル 錯 体 へ の

簡 便 な 経 路)

S.NakanishitKKumetaandT.Takata

Inorg.Chim.Acta,291,231-237(1999).

((η"・Diene)tricarbonylironcomplex,Transformation,α,

β一andβ,γ 一unsaturatedcarbonylgroup,1,3-Dicarbonyl

group)

(1999).

(Benzocyclobutene,ThermalrearrangementPolymerization

ofo-Quinodimethane,Electron-withdrawinggroup,in

situformationofmonoemr)

■ApplicationofSelective1:2AdditionofKetene

N,N-AcetalandlsocyanatestoNovelPolyamide

Syntheses

(ケテ ン〈LNア セ タールのイソシアナー トへの選択的1:2付

加 反応の新規ポ リア ミ ド合成への応用)

N.Kihara,Y.SugimotoandT.Endo

J.Polym.Sci.,PartA,Polym.Chem.,37,3079-3086

(1999).

(KeteneIWV-acetaLIsocyanate,1:2Additionproduct,

Polyaddition,Reactivepolymer)

■PolyadditionofDiolstoaBifunctionalAllene:A

NewSyntheticMethodforPolyacetals

(ジ オ ー ル の 二 官 能 性 ア レ ン へ の 重 付 加:ポ リ ア セ タ ー ル

の 新 しい 合 成 法)

ESato,T.Yokozawa,T.TakataandT.Endo

Macromo1.Chem.Phys。,200,2160-2165(1999).

(Diol,BifunctionalAllene,Cation-catalyzedpolyaddition,

Polyaceta1,Degradablepolymer)

■SynthesisofaPoly(vjnylether)Containinga

BenzocyclobuteneMoietyandltsReactionwith

Dienophiles

(ベ ン ゾ シ ク ロ ブ テ ン 部 位 を 有 す る ポ リ ビ ニ ル エ ー テ ル の

合 成 と そ の 親 ジ エ ン 体 と の 反 応)

K.Chino,T.TakataandT.Endo

J.Polym.Sci.,PartA:Polym.Chem.37,59-67(1999),

(Poly(vinylether),Benzocyclobutene,Thermal

rearrangement,o-Quinodimethane,Diels-Alderreaction)

■CationicPolymerjzationBehavioroflsobutylVinyl

EtherwithArenesulfonatesasNon-Salt-Type

LatentThermallnitiators

(ア レ ン ス ル ホ ン 酸 エ ス テ ル を 非 イ オ ン 性 潜 在 性 熱 重 合 開

始 剤 と す る イ ソ プ チ ル ビ ニ ル エ ー テ ル の カ チ オ ン 重 合 挙

動)

Sang-DoLee,T.TakataandT.Endo

J.Polym.Sci.:PartA:Polym.Chem.,37,293-301(1999).

(Cationicpolymerization,Vinylether,Arenesulfonate,

Non-ioniccationicinitiator,Thermallatentinitiator)

■Polymerizationofo-Quinodimethanes.lll.

Polymerizationofo・QuinodimethanesBearing

Electron・WithdrawingGroupsFormedinsituby

ThermalRingOpeninglsomerizationof

CorrespondingBenzocyclobutenes

(ひ キ ノ ジ メ タ ン の 反 応(3)対 応 す る ベ ン ゾ シ ク ロ プ テ ン

の 熱 的 開 環 異 性 化 反 応 を 用 い て 系 中 で 発 生 さ せ た 電 子 畷 引

性 基 を 有 す るo一キ ノ ジ メ タ ン の 重 合)

K,Chino,T.TakataandT.Endo

J.Polym.Sci.,PartA:Polym・Chem.37,1555-1563

■SignificanceofStoichiometric'mb∂'∂naceinStep

PolymerizationviaReactivelntermediate

(反 応 性 中 間 体 を 経 る 逐 次 重 合 に お け る 当 量 性 の 崩 れ の 重

要 性)

N.Kihara,S.Komatsu,T.TakataandT.Endo

Macromolecules32,4776-4783(1999).

(Steppolymerization,StoichiometricImbalanceof

monomer,Reactiveintermediate)

■EfficientRadicalOxygenationofα 一10docarboxylic

AcidDerivatives

(α 一ヨ ー ドカ ル ボ ン 酸 誘 導 体 の 効 率 的 な ラ ジ カ ル 酸 素 化)

N.Kihara,C.OllivierandP.Renaud

Org.Lett.,1,1419-1422(1999).

(α 一lodocarboxylicacidderivative,Triethylborane,

Oxygen,Alcohol,Radicalreaction)

口SynthesisandStructureofOptica11yActive

HelicalPoly-andOligocarbonatesConsistingof

O2-ChiralBiphenylUnit

(キ ラ ル な ビ フ ェ ニ ル ユ ニ ッ トを 持 つ 光 学 活 性 ラ セ ン 状 ポ

リ お よ び オ リ ゴ 炭 酸 エ ス テ ル の 合 成 と構 造)

T.Takata,K.MurakawaandY.Furusho

Polym.J,,31,1051-1056(1999).

(Poly(biphjenylcarbonate),Oligo(biphenylcarbonate),

Helix,CDspectra,Opticalactivity)

■AblativePhotodegradationofPoly(methyl

Methacrylate)andltsHomologuesby185-nm

Light

(ポ リ メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル お よ び そ の 同 族 体 の185nm光

89



に よ る ア ブ レ ー テ ィ ブ 分 解)

M.Shirai,T.Yamamoto,M.Tsunooka

Polym.Degrad.Stabil.,63,481-487(1999).

(Ablation,Polymerphotodegradation,Poly(methacrylate),

Vacuumultravioletlight)

■SolubilityCharacteristicsofC6。Fullereneswith

TwoWellOefinedPolymerArmsinaPolystyrene

Matrix

(ポ リ ス チ レ ン マ トリ ッ ク ス に 対 す る 構 造 の 明 確 な2本 鎖 型

フ ラ ー レ ン ポ リ マ ー 誘 導 体 の 溶 解 挙 動)

H。Okamura,M.Minoda,T.Fukuda,T.Miyamoto,K.

Komatsu

Macromol.RapidCommun.,20,3740(1999).

([60]Fullerene,Polystyrene,Aggregation,Solubility,

Polymerarm)

圏Photo-lnducedThermalCresslinkingofEpoxy

CompoundsbytheUseofQuaternaryAmmonium

SaltsHavingPhenacylGrouPs

(フ エ ナ シ ル 基 を 持 つ 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 を 利 用 した エ ポ

キ シ 化 合 物 の 光 開 始 ・熱 架 橋)

M.Tsunooka,H.Tachi

J.Photopolym.Sci.Technol.,12,313-314(1999).

(Photocrosslinking,Epoxycompound,Quaternary

ammoniumsalt,Phenacylgroup)

闘PositiveSurfaceModificationResistSystem

(ポ ジ 型 表 面 修 飾 レ ジ ス トシ ス テ ム)

M.Shirai,M.Endo,M.Tsunooka,M.Endo

J.Photopolym.Sci、Technol.,12,669・672(1999).

(Photoresist,Surfacemodification,Photoacidgenerator,

Positiveresist)

■PreparationofWater-SolublePullulansBearing

PendantC60andTheirAqueousSolubility

(側 鎖 にC6。 を 有 す る 水 溶 性 プ ル ラ ン誘 導 体 の 合 成 と そ の 水

に 対 す る 溶 解 挙 動)

H.Okamura,K.Miyazono,M.Minoda,T.Miyamoto

MacromoLRapidCommun.,20,41-45(1999),

([60]Fullerene,Water-soluble,Pullulan,Aqueous

solubility)

■Photo-lnducedlnsolubilizationofCopolymers

Bearingβ 一KetoSulfoneGroupsinthePresence

ofAmines

(側 鎖 に β ・ケ トス ル ホ ン 基 を も つ 高 分 子 の ア ミ ン 存 在 下 で

の 光 不 溶 化)

K.Suyama,J.Tanaka,M.Shirai,M.Tsunooka

J.Photopolym.Sci.TechnoL,12,133-140(1999).

(Photoacidgenerator,β 一Ketosulfone,Post-exposure

bake,Amine,Crosslinking)

圏PhotocrosslinkingofPolymerswithEtherUnits

UsinglminoSulfonatePhotoacidGenerators

(イ ミ ノ ス ル ホ ナ ー ト型 光 酸 発 生 剤 を 用 い る エ ー テ ル 基 含

有 ポ リマ ー の 光 架 橋)

M.Shirai,T.Egusa,S,MorishitaM.Tsunooka

∫.Photopolym.Sci.TechnoL,12,165-168(1999).

(PhotocrossHnking,Photoacidgenerator,Imino

sUlfonate,Curing)

■Phase-TransferPhotopolymerizationofMethyl

MethacrylatewithN-CetylpyridiniumChloride-

KSCN-CCi,inanAqueous-OrganicTwo-Phase

System

(水 一有 機2層 に お け る ア セ チ ル ピ リ ジ ニ ウ ム ク ロ リ ド・

KSCN-CCI4系 に よ るMMAの 層 間 移 動 光 重 合)

S.Shimada,K.Tabuchi,M.Tsunooka

J.Photopolym,Sci.TechnoL,12,307-312(1999).

(Phasetransferphotopolymerization,Methylmethacrylate,

N-Cetylpyridiniumchloride,Potassiumthiocyanate,

Carbontetrachloride)

■PhotochemicalReactionofPolymersUsedas

Resistsby146-nmLightExposure

(レ ジ ス トと し て 使 用 さ れ て い る ポ リ マ ー の146nm光 照 射

に よ る 光 化 学 反 応)

S.Kishimura,M.Sasago,M.Shirai,M.Tsunooka,

J.Photopolym.Sci.Technol.12,717-720(1999).

(Photochemicalreaction,Resist,146-nmlight)

■SulfonicAcidGeneratingPolymersfor146nm

lrradiation

(146nm光 に よ り ス ル ホ ン 酸 を 生 成 す る ポ リ マ ー)

M.Shirai,T.Shinozuka,M.Tsunooka

J.Photopolym.Sci.Technol.,12,721-724(1999).

(Photoacidgenerator,146nmlight,Vacuumultraviolet

light,Polymericphotoacidgenerator)

纈DesignConceptsofSingle-LayerResistsfor

VacuumUltraviolet目thography

(真 空 紫 外 光 リ ソ グ ラ フ ィ ー 用 単 層 レ ジ ス トの デ ザ イ ン コ

ン セ プ ト)

S.Kishimura,A。KatsuyamaM.Sasago,M.Shirai,M.

Tsunooka,

Jpn.J.AppLPhys.,38,7103-7108(1999).

(SinglelayerresisしVacuumUltraviolet}ighCLithography)

■SynthesisofPhotobaseGeneratorsandTheir

UseforDesignofPolymericPhotosensitive

Systems

(光 塩 基 発 生 剤 の 合 成 と 感 光 性 高 分 子 シ ス テ ム の デ ザ イ ン

に お け る 活 用)

M.Tsunooka,H.Tachi,K.Asakino,K.Suyama

J.Photoscience,6,145-151(1999).

(Photobasegenerator,Polymericphotosensitivesystem ,

Acyloxyiminogroups,Carbamoyloxyiminogroup ,0・

carbamoyloxime)

■OximeDerivativesasPhotobaseGenerators

:TheirUseforNovelPhoto-CrosslinkingSystems

(オ キ シ ム 誘 導 体 の 光 塩 基 発 生 剤 と して の 利 用:新 し い 光
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架 橋 シ ス テ ム で の 利 用)

M.TsunookaH.Tachi,K,Asakino,K.Suyama

Proc.RadTechEurope'99(Berlin),405-410(1999).

(Oxinederivative,Photobasegenerator,Photocrosslinking,

Epoxide,O-acyloxime,0-carbamoyloxime)
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■日本の工学系学部のアンケー トから見た工学教育の現状と

課題の解析

武田邦彦,中 原武利,山 本 尚

工学教育,47(No.6),20-28(1999)。

■環境調和型触媒としての酸化チタン光触媒の基礎と応用

安保正一,池 上啓太

皮革科学,45,1-6(1999).

腫太 陽光で稼働する 「環境調和型光触媒」の開発

安保正一

角虫媒,41,59(1999).

■ 可視光および太陽光で稼働する環境調和型光触媒の設計と

開発

安保正一

オステ ック,8,9(1999).

■酸 化チタン光触媒によるNOx浄 化実用建材の開発状況

高見勝重,佐 川直史,上 原祐之,安 保正一

角虫媒,41,295(1999).

■光 触媒を用いた環境保全の動 向

安保正一

EMATEC,2(1999).

■酸 化チタンや酸化バナジウム種を含有するゼオライ ト光触

媒の構築とその上でのNOxの 光 触媒分解反応

安保正一,東 本慎也,松 岡雅也

Eco王ndustry,4,11-19(1999).

■新規ゼオライ ト構造を利用 した高効率光触媒の分子設計

山下弘巳

RITENOW,31,16(1999).

■酸 化チタン光触媒の調製と環境浄化 ・太陽光利用への応用

山下弘巳,安 保正一

ケ ミカルエンジニヤリング,18,930-939(1999).

■水素を使 う(2)一 合金に蓄えた水素から電気をつくる

岩倉千秋

化学,54(6),38-40(1999).

■PhotoinducedElectronTransferReactionsof

OrganosiliconCompounds

K.Mizuno,T.Tamai,A.Sugimoto,andH.Maeda
"Ad
vancesinElectronTransferChemistryVI",edby

P.S.Mariano,JayPress,pp131-165(1999),

圏環 境ホルモンとリサイクル ～その5～

福村光雄,高 田十志和

ポ リマーダイジェス ト,51,81-102(1999).

■環 境ホルモンとリサイクル ～その6～

福村光雄,高 田十志和

ポ リマーダイジェス ト,51,76-99(1999).

■環 境ホルモン

高田十志和

工業材料,47,20-21(1999).

■ ゴム用シランカップリング剤一その応用と新規ポ リスルフ

ィ ド系カ ップリング剤の合成一

山田章男,高 田十志和

ファインケミカル,28,13-19(1999).

層 プ ラスチ ック副資材の理論 と実際(7)一 抗 酸化剤(酸 化

防止剤)

角 岡正弘

成形加工,11,178-184(1999).

m光 塩 基発生剤を活用する感光性高分子材料の開発

角岡正弘

化学工業,50,592-600(1999).

■光 によるアミンの生成を利用する表面修飾型 フォ トレジス

ト

白井正充,角 岡正弘

高分子加工,48,567-573(1999).

■PhotoacidandPhotobaseGenerationin

Photoresists

(フ ォ トレジス トにおける光酸発生と光塩基発生)

M.Shirai,K.SuyamaM.Tsunooka

TrendsPhotochem.PhotobioL,5,169-185(1999).

■光硬化システムの基礎と応用

角岡正弘

接着の技術,19,1-7(1999).
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璽考古学と自然科学シ リーズ④

「考古学と年㈹ 則定学 ・地球科学」

安部 巌(分 担執筆)

「アミノ酸ラセ ミ化法」

同成社,121-130(1999).

■谷 口財団70年 の歩み

安保正一(分 担執筆)

環境問題 とエネルギー問題の同時解決 をめざして

谷口財団,134-135(1999).

■AdvancesinCatalysis

M.Anpo

ApplicatlonsofPhotoluminescenceTechniquestothe

Characterizat量onofSolidSurfacesinRelationto

Adsorption,Catalysis,andPhotocatalysis

eds,W.0.Haag,B.C.GatesandH.Knozinger

(AcademicPress)London,44,119-257(1999).

■第3世 代の水素吸蔵合金一主としてMg系 水素吸蔵合金につ

いて一

岩倉千秋、井上博史(分 担執筆)

「電池技術 第11巻 」,(社)電 気化学会電池技術委員会発

そこ〒,6()-66(工999).

■環境ホルモンとリサイクル

秋葉光雄,高 田十志和

ラバーダイジェス ト社(1999).

■ ラ ジカル重合八ン ドブックー基礎か ら応用 まで(監 修 蒲

池幹治,遠 藤剛)

角岡正弘(分 担執筆)

「光開始 ラジカル重合」

(株)エ ヌ ・ティー一・エス,309-313(1999).

■'99UV/EB硬 化材料 ・製品市場便覧

((株)シ ーエムシー編)

角 岡正弘(分 担執筆)

「重合禁止剤の種類 と技術動向」

(株)シ ーエムシー,61-68(1999).

■架橋システムの開発と応用技術

角岡正弘(分 担執筆)

「光酵 ・塩基発生剤を利用したフォトレジス ト材料の開発

技術」

技術情報協会,291-307(1998).
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61999GordonResearchConferenceonthe

ChemistryofHydrocarbonResources(Ventura,

USA,January,1999)

H.YamashitaandM.Anpo

ApplicationofaMetalIon-lmplantationMethodforthe

DesignofUniqueTiO,Photocatalysts.

■TheSecondSANKENlnternationalSymposium.

ChemicalandPhysicalPerspectiveforMolecular

Devices(Suita,Japan,January,1999)

K.Mizuno

MolecularDesignofPhoto-ResponsiveMolecules

(lnvitedLecture)

T.Mikayama,H.Matsuoka,K.Uehara,A.Sugimoto,K.

Mizuno,andN.Inoue

UnimolecularDiodePropertiesofMonolayerLangmuir-

BlodgettFilmsonAu(111)

H.Maeda,K.Mizuno,andR.A.Caldwe11

1nter-andIntramolecularPhotocycloadditionbetween

PyreneandElectron-DeficientArylalkenes

(ASIANALYSISV)(Xiamen,China,May,1999)

T.Nakahara

Gas-PhaseSampleIntroductionTechniquesinPlasma

AtomicEmissionSpectrometry(KeynoteLecture)

■TheFourthlnternationalSymposiumonFunctional

Dyes(Osaka,Japan,May,1999)

J.Zhang,M.Matsuoka,H.YamashitaandM.Anpo

CharacteristicPropertiesoftheFluorescenceSpectraof

2,5-Bis(4-(diethylamino)phenyl)-1,3,4-oxadiazole

MoleculesDopedinSiO2andSi/TlBinaryOxide

MatricesbytheSol-GelMethod.

K.Mlzuno,H.Maeda,andR.A.Caldwell

PhotocycloadditionofElectron-DeficientArylalkenesto

PyreneviaExciplex

T.Mikayama,H.Matsuoka,K.Uehara,A.Sugimoto,and

K.Mizuno

Au/Poly(3-methylthiophene)/10・(p-Nitrobenzyl)-2

(10H)-phenazinone/AlOrganicHetero-Junction

PhotovoltaicDevice

T.Takata,H.Kawasaki,S,Asai,N.KiharaandY.

Furusho

RadicalReactionsofPseudorotaxane:NovelVersatile

BuildingUnitsforRotaxaneandSide-ChainPolyrotaxane

Synthesis.

■The62ndOkazakiConference(Okazaki,Japan,

January,1999)

T.Takata,M.Goto,Y.Furusho,S.YamagoandJ.

Yoshida

ArrangementofDendronMoietyonHelix.

N.Kihara,Y.Tachibana,Y.OhgaandT.Takata

ChiralityTransferonRotaxane.

N.Matsumura,M.Itoh,Y.Yagyu,andK.Mizuno

SynthesisandPropertiesofHeterocyclicCompoundsby

UseofHighlyStrainedCyclopropenethioneDerivatives

A.Sugimoto,R.Watanabe,Y.Yoshino,K.Mizuno,and

K.Uehara

SynthesisandProperties

phenazinones

of10-Alkyi-2(10H)

N.Watanabe,Y.Furusho,N.Kihara,T.Takata,K.

KimbaraandK.Saigo

HierarchyofIntra-MolecularInteractionsin[2]

Catenanes:FromHydrogen-BondingtoCH/π

Interaction.

Y.Furusho,J.Shoji,N。WatanabeandT.Takata

SynthesisandMobilityofCatenatedCycl重cOctamine.

■217thAmericanChemicalSocietyNational

Meeting(Anaheim,USA,April,1999)

M.Okamoto,L,Luo,H.YamashitaJ.E.Labingerand

M.E.Davis

PartialOxidationofPropaneoverVanadylIon-

exchangedVAPO-5andCOAPO-5.

H.Yalnashita,MAriyuki,S.HigashimotoandM.Anpo

PhotocatalyticReactivityofCr・ContainingMesoporous

MolecularSieves.

凹TheFifthAsianConferenceonAnalyticalSciences

M,Yamamoto,S.NakanishiandT.Takata

ChiralPlanarη`-Diene・lronComplexArrangedinthe

PolylnerMainChain:Synthesis,Characterization,and

ModelStudy.

■The195thMeetingoftheEilectrochemicalSociety

(Seattle,USA,May,1999)

M.Anpo,M.TakeuchiandH .Yamashita

TheDesignandDevelopmentofTiO2ThinFilm

PhotocatalystsOperatingunderVisibleLightIrradiation

bytheIonEngineeringTechniques.

■The7thKorea・JapanSymposiumonCatalysis

(Kwangju,Korea,May,1999)

M.Anpo,S.Kishiguchi,K.IkeueandM 、Takeuchi
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DesignandDevelopmentofSecond-Generation

TitaniumOxidePhotocatalystsabletoOperateUnder

VisibleLightIrradiationbyApplyinganAdvanced

MetalIon-lmplantationMethod.

5'99AsianConferenceon日ectrochemistry

(Tokyo,Japan,May,1999)

C.Iwakura,K.Harnazaki,S.NoharaS.G.ZhangandH.

Inoue

EffectofPartialSubstitutionofMgNiAlloybyForeign

MetalsonElectrochemicalandPhysicochemical

Characteristics.

H.Inoue,W.-K.ChoiandC.Iwakura

EffectofSurfaceModificationonCharge-Discharge

CharacteristicsofV-BasedHydrogenStorageAlloy.

C,Iwakura,S.NoharaandH.Inoue

EffectofPartialSubstitutionofMginMgNiAlioywith

ForeignMetalsonElectrochemicalCharacteristics。

■The16thConferenceofPhotopolymerScience

andTechnology(Chiba,Japan,June,1999)

M.Shirai,M.Endo,M.Tsunooka,M.Endo

PositiveSurfaceModificationResistSystem

N.FurukawaandC.Iwakura

ElectrochemicalPreparationandCharacterizationofRu・

NiAlloyElectrodeforHydrogenEvolution.

S.Maki,Y.Harada,H.Niwa,Y.Yoshida,S.Ogata,S.

Nakamatsu,H.InoueandC.Iwakura

SelectiveAlkeneHydrogenationwithActiveHydrogen

PassingthroughaPdSheetElectrode.

■The12thlnternationalSymposiumonOrganosilicon

Chemistry(Sendai,Japan,May,1999)

Y.Inoue,A.Sugimoto,andK.Mizuno

SynthesisandFluorescencePropertiesofSpirocompounds

HavingGroup14Elements

H.Maeda,H.Ishida,Y.Inoue,andK.Mizuno

FluorescenceBehaviorandReactivityofAryl-

SubstitutedGroup140rganometallicCompounds

■2ndAsianPhotochemistryConference(Taejon,

Korea,June-July,1999)

K.Mizuno,T.Hayamizu,M.IkedaandH.Maeda

PhotoallylationofElectron-DeficientAlkenesbyUseof

AllylicSilanesviaElectronTransfer

K.Chiyonobu,G.Konishi,H.Maeda,andK.Mizuno

Intra-andInter-Molecular(4π+4π)Photocycloaddition

viaNaphthalene-FuranExciplex

H.Maeda,K.Mizuno,andR.A。Caldwell

Inter-andIntra-Molecular(2π+2π)Photocycloaddition

ofArylalkenestoPyreneviaExciplexes

Y.Yoshimi,H,Maeda,K.Mizuno,N。Ichinose,T.

Tanaka,andS.Kawanishi

ANovelPhoto-ClaisenRearrangementPromotedby

ChargeTransferNatureofIntramolecularExciplex

K.Mizuno,M.Ikeda,T.Hayamizu,andH.Maeda

StereoselectivePhotoadditionofOrganosilicon

CompoundstoElectron-De五cientAlkenesviaElectron

TransferL

M.Tsunooka,H.Tachi,K.Asakino,K.Suyama

SynthesisofPhotobaseGeneratorsandTheirUsefor

DesignofPolymericPhotosensitiveSystems(lnvited

Lecture).

■The12thlnternationalSymposiumonOrganosilicon

Chemistry,Post-SymposiuminKyoto(Kyoto,

Japan,May,1999)

K.Mizuno,M.Ikeda,T.Hayamizu,andH.Maeda

RegioselectivePhotoallylationofE豆ectron-Deficient

AlkenesbyUseofAIIylicSilanesviaPhotoillduced

ElectronTransfer

■16thMeetingoftheNo吐hAmericanCatalysis

Society(Boston,USA,June,1999)

H。Yamashita,M,Harada,M.Honda,A.Tanii,M.

TakeuchiandM.Anpo

Ef∬cientTitaniumOxidePhotocatalysisPreparedbyan

IonizedαusterBeamMethodandtheirPhotocatalytic

Reactivitiesfor止eDegradationof2-PropanolDilutedin

Water.

■12thlnternationalConferenceontheOriginofLife

(SanDiego,USA,July,1999)

KawamuraKunio

ChemicalEvolutionofRNAinAqueousSolutionatHigh

Temperatures:ANewMethodforMonitoringof

HydrothermalReactions

KaedeChikaandKawamuraKunio

Hydrolysisof3',5'and21,5LLinkedDinucleoside

MonophosphateinAqueousSolutionat175～240℃

■GordonConferenceonOrganicPhotochemistry

(Connecticut,USA,July,1999)

K.Mizuno

ANovelIntramolecularPhotocycloadditionvia

Exciplexes

回3rdKorea-JapanJointSeminaronAdvanced

Batteries(Kyongju,Korea,June,1999)

願10thlnternatienalSymposiumonOrgano-Metallic

ChemistryDirectedTowardsOrganicsynthesis
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(Versailles,France,July,1999)、

S.Nakanishi,N.Yosh元mura,Y,SawaiandT.Takata

LigandSubstitutionandCOInsertionReactionsofη3-

AllyldicarbonylnitrosylironComplexes .

■FourthlnternationalSymposiumonOrgano-

MetallicChemistryandCatalysis(Ranchou,

China,July,1999)

S.Nakanishi,K。KumetaandT.Takata

Preparation,StructureandReactivityof(η4-Diene)

tricarbonylironComplexesandTheirApplicationto

Macrocycle.

■1stVUVLithographyWorkshopinJapan(Tokyo ,

Japan,July,1999)

M.Shirai,T.ShinozukaM.Tsunooka

SurfaceMod燈cationResistsforVUVLithography.

■19991nternationalMicropr㏄essandNanotechnology

Conference(Yokohama,Japan,July,1999)

S.Kishimura,A.Katsuyama,M,Sasago,M,Shirai,M.

Tsunooka

DesignConceptsofSingle-LayerResistsf6rVacuum

UltravioletLithography.

■The5thlnternationalSymposiumonPolymersfor

Advanced↑echnologies(Tokyo,Japan,August,

1999)

T.Takata,S.Nakanishi,H.Kawasaki,T。Hasegawa,N.

KiharaandY.Furusho

SideChainPolyrotaxanesFormedthroughRadiじal

PolymerizationofVinylicPseudorotaxaneMonomers.

M.Tsunooka,T.Matsuoka,Y.Miyamoto,K.Suyama

Photo-lnducedThermalCrosslinkingofCopolymers

BearingPendantBaseGeneratingGroups.

■TheXXXIColloquiumSpectroscopicumlnternatbnale

(CSI瀦[),(Ankara,Turkey,September,1999)

T.Nakahara

SomeStudiesonGas-PhaseSampleIntroduct孟on

MethodsinPlasmaAtolnicEmissionSpectrometryand

InductivelyCoupledPlasma-MassSpectrometryfor

TraceNon-Metals(lnvitedLecture)

■4thEuropeanCongressonCatalysis(Rimini,

ltaly,September,1999)

M.Anpo,Y.Ichihashi,S.Kishiguchi,M.Takeuchiand

H.Yamashita

TheDesignandDevelopmentofUniqueTiO2

PhotocatalystsAbletoOperateunderVisibleLight

IrradiationbyApplicationofaMetalIonImplantation

method.

M.Takeuchi,Y.Ichihashi,H.YamashitaandM,Anpo

ThePreparationofTiO2ThinFilmPhotocatalystsby
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theIonizedClusterBeamMethodandTheir

PhotocatalyticActivityfbrtheDecompositionofNO.

S.Higashimoto,M.Matsuoka,H.YamashitaandM.

Anpo

InvestigationsoftheLocalStructureofVanadium

SilicaliteCatalystsandTheirPhotocatalyticActivityfor

theDecompositionofNO.

■lnstitutoMexicanodelPetroleo(MexicoCity,

Mexico,SePtember,1999)

M,Anpo

DesignofEf且cientPhotocatalystswithinZeolitesforthe

DecomositionofNOxandReductionofCO2withH20

(lnvitedLecture).

■50thISEMeeting(Pavia,ltaly,September,1999)

H.Inoue,T.Tanaka,R.Miyauchi,WrK.ChoiandC.

Iwakura

EffectofSurfaceModificationwithBal1-Millingon

ElectrochemicalandPhysicochemicalCharacteristicsof

V-BasedHydrogenStorageAlloys.

C.Iwakura,K.Hamasaki,S.Nohara,S.G.ZhangandH,

Inoue

EffectofPartialSubstitutionofMginMgNiAlloywith

ForeignMetalsonElectrochemicalandPhysicochemical

Characterist量cs.

●11thInternationalPhotovoltaicScienceand

EngineeringConference(PVSEC-11)(SapPoro,

Japan,September,1999)

T.Mikayama,H.MatsuokaK.Uehara,A.Sugimoto,and

K.Mizuno

Au/Poly(3-Methylthiophene)/10-(p-Nitrobenzyl)-2

(10H)Phenazinone/AlOrganicHetero-Junction

PhotovoltaicDevice

■lntemationalConferenceonMicro-andNano-

Engineering99(Rome,ltaly,September,1999)

M.Shirai,M.Endo,M.Tsunooka,M.Endo

HighlySensitivePositiveSurfaceMod狙cationResists .

■The8thKyushulnternationalSymposiumon

PhysicalOrganicChemistry(KISPOC-8)

(Fukuoka,Japan,September-October)

K.Mizuno,Y.Yoshimi,A.Sugimoto ,H.Maeda,N.

Ichinose,T.Tanaka,andS.Kawanishi

DirectObservationof2-NaphthylmethylRadica豆

GeneratedbyPhoto-ClaisenTypeRearrangement

(lnvitedLecture)

■TheSecondSymposiumofYoungScholarson

MaterialsScienceandTechnology(Hangzhou ,

China,October,1999)

J.Zhang,M.Matsuoka,H.YamashitaandM.Anpo



RelationshipbetweentheLocalStructuresofTitanium

OxidePhotocatalystsandReactivitiesintheNO

Decomposition.

TheDesignandDeveIopmentofTiO2ThinFilm

PhotocatalystswhichWorkunderVisibleLightIrradiation

bytheApplicationofIonEngineeringTechniques.

量1999JointlnternationalMeeting(96thMeetingof

TheElectrochemicalSociety,Inc.,1999Fall

MeetingofTheElectrochemicalSocietyofJapan

withtechnicalcosponsorshipofTheJapan

SocietyofApp師edPhysics)(Honolulu,Hawaii,

October,1999)

S.G.Zhang,S.Nohara,H.InoueandC.Iwakura

HydridingPropertiesofMg-BasedAlloysModi丘edwith

GraphiteorTransitionMetals,

H.Inoue,T.Tanaka,R.Miyauchi,W.-K.ChoiandC.

Iwakura

Charge-DischargeCharacteristicsofTiV2.1Ni。3Alloy

Surface-Modi丘edbyBall-MlllingwithAdditives.

■IIASMeetingonMaterialsResearch(Nara
,

Japan,November,1999)

M.Anpo

DeslgnandDevelopmentofUniqueTitaniumOxide

PhotocatalystsCapableofOperatingunderVisibleLight

IrradiationbyanMetalIon-lmplantationMethod

(lnvitedLecture).

■lnternationalSymposium:MolecularDesignand

FunctionalitiesofAssembledMetalComplexes

(Kyoto,Japan,November,1999)

T.Takata,S.Nakanishi

PlanarChiralIronComplexArrangedonStereo

RegularPolymers.

■7thSPSJInternationalPolymerConference

(Yokohama,Japan,October,1999)

M.Shirai,T.Yamamoto,H.Yamada,M.Tsunooka

AblativePhotodegradationofPoly(methylmethacrylate)

by185-nmLight.

K.Suyama,S.Yamaguchi,M.Tsunooka

PolarityChangesofCopolymerFilmsContainingBoth

PhotoacidandPhotobaseGeneratingGroupsonUV-

Irradiation,

■lnternationalConferenceonAdvancedFiber

Materials(Ueda,Japan,October,1999)

M.Minoda,K.Miyazono,H.OkamuraT.Miyamoto

PreparationofWater・SolublePullulansBearingPendant

C6。a且dTheirAqueousSolubility

Q.Zhou,L.Zhang,H.Okalnura,M.MinodaT,Miyamoto

PreparationandPropertiesofComb-shaped,Amphiphilic

CelluloseEstersBearingOlig(oxyethylene)s

■RadTechEurope'99ExhibitionandConference

forRadiationCuring(Berlin,Germany,November,

1999)

M.Tsunooka,H.Tachi,KAsakino,K.Suyama

OximeDerivativesasPhotobaseGenerators:TheirUse

f()rNovelPhoto-CrosslinkingSystems(lnvitedLecture).

■10thCRCInternationalSymposiumonFabrication

ofNano-OrderedMaterialsandCatalyticFunction

(Sapporo,Japan,December,1999)

M.Anpo,S.Higashimoto,M.MatsuokaandH.Yamashita

ExcitedStateandPhotocatalysisofVanadiumOxide

SpeciesPreparedwithinZeolites

■US-JapanBinationalConferenceonSupramolecular

Photochemistry(NewOrleans,USA,December,

1999)

K.Mizuno.

NewAspectsonPhotocyclizationviaExciplexes

■The22ndlntenationalSymPosiumonCaPi11ary

Chromatography(Gifu,Japan,November,1999)

IwaoAbeandTaketoshiNakahara

EnantiomerSeparat量onofAminoAcidsasN-Pivaloyl

MethylEsterDerivativesbyChiral-PhaseCapillaryGas

Chromatography

1.Abe,T.Takeuchi,andT。Nakahara

SeparationofAminoAcidEnantiomersbyWide-Bore

CapillaryGasChromatographywithNovelChiral

StationaryPhases

■TheFourthInternationalConferenceon

ECOMATERIALS(Gifu,Japan,November,1999)

M.Anpo,M.Takeuchi,H・Yamashita,T。Hirao,N.Itoh

andN.Iwamoto
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・・一・5
.学 術 講 演 発 表

■京都大学工学部学術講演会(1月 ,京 都)

中原武利

非金属元素の気相試料導入一プラズマ発光分光分析およ

び誘導結合プラズマ質量分析

講演要旨集,1-5.

■日本分析化学会第ll回分析化学フォーラム(1月,大 阪)

中原武利

原子スペク トル分析による微量元素分析およびスペシ

エ ーションの最前線

講演要旨集,52・62.

■産官学交流セミナー(日 本化学会)(1月,大 阪)

白井正充,増 田満穂

光酸発生型ポリマーを用いる表面修飾型フォトレジス ト

講演要旨集,5.

角岡正弘,朝 来野香,舘 秀樹,伊 藤健一,陶 山寛志

光塩基発生剤によるエポキシ樹脂の光硬化

講演要旨集5.

■分析技術懇談会第65回 講演会(2月,大 阪)

二村 実,中 原武利

水素化物生成法を用いる高出力窒素マイクロ波誘導プラ

ズマ発光分光分析によるヒ素の定量

講演要旨集,6.

■京都市工業試験所講演会 先端技術普及セミナー(2月,京

都)

岩倉千秋

ニッケルー水素電池の現状と将来展望.

凹MH利 用開発研究会平成10年度第4回研究会(2月,東 京)

岩倉千秋,井 上博史

岩倉研究室におけるラーベス相水素吸蔵合金に関する研

究.

匿第63回 ゴム技術シンポジウム(2月,東 京)

角岡正弘

高分子材料劣化のメカニズム

講演要旨集,1-12.

■平成10年 度(財)大 阪高等技術研修所 短期技術者研修

(2月,大 阪)

角岡正弘

プラスチックの劣化と寿命

講演要旨集,120.

■プラズマ分光分析研究会第45回 講演会(3月,広 島)

中原武利

気相試料導入法を用いる非金属元素のプラズマ発光分析

講演要旨集,23・27、
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■生命の起原および進化学会第24回 学術講演会(3月,桐 生)

川村邦男

高温水溶液中におけるRNAの 化 学進化過程 の解析:水

熱反応 の新 しい追跡法の開発

講演要旨集,12.

匿 日本化学会第76春 季年会(3月,横 浜)

市川裕子,安 部 巌,中 原武利

キャピラリーガスクロマ トグ ラフ ィーによるオキシ酸光

学異性体の分離

講演要旨集1,548.

羽納 奏美,松 岡雅也,山 下弘巳,安 保正一

イオン交換法調製Ag(1)/ゼ オ ライ ト触媒 によるN、0の

光触媒分解反応

講演予稿集1,337.

張 金 龍,松 岡雅也,山 下弘巳,安 保正一

ゼオ ライ ト細孔 内での酸化チ タン光触媒の構築 とその光

触媒反応性

講演予稿集1,337.

西本 一彦,東 本慎也,松 岡雅也,小 野武彦,山 下弘巳,

安 保正一

固相反応法で調製 したFe含 有ZSM-5触 媒 の局所構造 と光

触媒特性

講演予稿集1,338.

池上 啓太,山 下弘巳,武 脇隆彦,M.E.Davis,安 保正一

Ti-Betaゼ オ ライ トを光触媒 とする二酸化炭素の水 による

光触媒還元固定化反応

講演予稿集1,340.

津村 理恵,東 本慎也,松 岡雅也,山 下弘巳,安 保正一

Mo含 有 メソポーラスモ レキュラーシープの局所構造 と光

触媒活性

講演予稿集1,340.

竹 内雅 人,山 下弘 巳,岩 本信也,平 尾 孝,伊 藤信久,

安保正一

イオン工学的手法 による可視光応答型酸化 チ タン薄膜光

触媒の調製 とその反応性

講演予稿集1,344.

三 坂純子,原 田 賢,谷 井晶洋,山 下弘 巳,安 保正一

Feイ オ ンを注入 した酸化チ タン光触媒 による可視光照射

下での液相2一プロパノール酸化分解反応

講演予稿集1,344.

岸 口 悟,池 上啓太,山 下弘巳,安 保正一

白金担持Vイ オン注入酸化 チ タンを光触媒 とす る可視光

照射下 でのメチルアセチ レンの水 による光触 媒水素化分

解反応
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講演予稿集1,464.

崔 元日景,宮 内理江,井 上博史,岩 倉千秋

BCC固 溶体合金の負極特性に及ぼす表面改質の影響

講演予稿集1,426.

辻井伸長,大 川和宏,吉 田泰樹,古 川直治,井 上博史,

岩倉千秋

Pd薄 板を透過した原子状水素による硝酸イオンの還元反

応

講演予稿集1,333.

石田英樹,井 上陽太郎,前 多 肇,水 野一彦

14族元素を有する置換基をもつ多環式芳香族炭化水素の

蛍光特性と反応性

講演予稿集n,8必

井上陽太郎,杉 本 晃,前 多 肇,水 野一彦

14族元素をスピロ元素とする化合物の合成と蛍光特性

講演予稿集H,844

中嶋亮太,前 多 肇,杉 本 晃,水 野一彦

フェナ ン トレンとスチ レン誘導体 との分子内光環化付加

反応 とその置換基効果

講演予稿集ll,845

千代 延一彦,前 多 肇,水 野一彦

水素結合 を利用するフランのナフタレン環へ の レギオ選

択的光環化付加反応

講演予稿集ll,845

前 多 肇,水 野一彦

ピレンと電子不足型 アルケ ンとの分子 内[2π+2π]光

環化付加反応

講演予稿集ll,846

西 岡 尚吾,前 多 肇,水 野一彦

光誘起電子移動 を経 由す る1,2,3一ブ タ トリエ ン誘導体の光

極性付加反応

講演予稿集H,854

早水智生,池 田宗弘,前 多 肇,水 野一彦

14族有機金属化合物を用いる電子不足型アルケンの光炭

素官能基導入反応におけるジアステレオ選択性

講演予稿集H,855

松村 昇,林 寛一,奥 村康之,水 野一彦

テトラアザチアペンタレン誘導体の超原子価結合特性を

利用する大環状化合物の合成と性質

講演予稿SCll,1044

吉見泰治,前 多 肇,杉 本 晃,水 野一彦,一 ノ瀬暢之,

川西俊 一

エキシプレックスを経由す る光Claisen転 位 の機構

講演予稿集H,1159

杉 本 晃,丸 山英之,水 野一彦

アニリ ノアルキル基 をもつ カルバ ゾール誘導体の光化 学

反応に及ぼす溶媒効果

講演予稿集H,1476

能村仲篤,中 西三郎,高 田十志和

配位子置換反応による面性および中心性キラルなη免アリ

ル鉄錯体の生成とその機構

講演予稿集1,30.

安居将司,中 西三郎,高 田十志和

トランスメタル化反応 を利用する 啓 アリル鉄錯体 の合成

講演予稿集1,30.

増 崎和浩,中 西三郎,高 田十志和

1>一メ トキシー2一プロモァルキルイミンを用いた(1一 アザ ア

リル)鉄 錯体 の合成 におけるアルキル基 の効果 と錯体 の

構造

講演予稿集1,30.

牧 野伸 昭,古 荘義雄,高 田十志和

ポ リシ ッフ塩基 を不斉触媒に用 いるジエチ ル亜鉛のアル

デヒ ドへのエナンチオ選択的付加反応

講演予稿集H,978.

川嵜 宏明,木 原伸浩,高 田十志和

水酸基 を軸末端 に持つ擬 ロタキサ ンのアシル化 によるエ

ンドキャッピング

講演予稿集ll,1133.

大 賀靖子,木 原伸浩,高 田十志和

光学活性 ロタキサ ンの合成 と反応(1)

に よ るロタキサンの合成 と不斉誘導

講演予稿集H,1134.

橘 熊 野,木 原伸浩,高 田十志和

光学活性ロタキサンの合成 と反応(2)

リジ ン構造の導入 とアシル化触媒能

講演予稿集H,1134.

ラジカル付加反応

ロタキサ ンへの ピ

渡辺伸博,古 荘義雄,木 原伸浩,高 田十志和,金 原 数,

西郷和彦

三級 アミン型[2]カ テ ナンの合成 と結晶構造

講演予稿集H,1134.

壷井秋好,古荘義雄,高 田十志和

硫黄硫黄結合の動的特性を利用したスリップ法によるロ

タキサンの合成

講演予稿集H,1134.

古川哉子,中 西三郎,高 田十志和

(η`一ジエ ン)ト リカルボニル鉄ユニ ッ トを鍵構造 とす る

マ クロサイクルの合成

講演予稿集ll,121&

山 口宙志,中 西三郎,高 田十志和
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1,3一ジエンの構造変化 に基づ く新規環状ホス トの合成

講演予稿集ll,1219.

奥 智 也,木 原伸浩,高 田十志和

ビナ フチル基 を有す る二官能性キラルクラウンエーテル

の合成 と分子認識能

講演予稿集llt1224.

竹 内 猛,古 荘義雄,高 田十志和

アン トラセ ンをスペーサー とする二官能性五員環炭酸エ

ステルの合成 とホス ト能

講演予稿集H,1224.

浅 川朋命,木 原伸浩,高 田十志和

芳香族ジボロン酸 を用いたカリックスアレー ンのキヤッ

ピング

講演予稿集H,1224.

後藤 正憲,古 荘義雄,高 田十志和,吉 田潤一,山 子 茂

ナノサ イズのらせん分子一ポ リ(ビ ナフチルカーボナー ト)

上 へのデ ンドロ ンユニッ トの導入

講演予稿SCll,1301.

山本瑞木,中 西三郎,高 田十志和

1β一ジエ ンユニッ トを含むポリエステルの金属錯体形成 に

おける不斉誘導

講演予稿集ll,1301.

荘 司純子,古 荘義雄,高 田十志和

重ス リップ法一新 しいポリロタキサンの合成法

講演予稿集H,1302.

長 谷川俊秀,古 荘義雄,高 田十志和

パ ラコー ト型 シクロファンを環成分に もつ ビニル型擬 ロ

タキサンモノマーの合成および重合

講演予稿集n,1302.

■最新光触媒技術(3鳳 東京)

安保正一

「品質の安定化にむけて(1)」 酸化チタン光触媒の高機

能化の現状(招 待講演)

講演予稿集,1。

■表面技術協会第99回 講演大会(3月,横 浜)

古 川直治,岩 倉千秋

Ni-Ru合 金電析皮膜上での水素発生反応

講演予稿集(19A-10),79。

■第16回 機 能性ホス ト・ゲス ト化学研究会(3月,東 京)

山口宙志,中 西三郎,高 田十志和

1,3一ジエ ンの構造変化 に基づ くマ クロサイクルの合成.

牧 野伸昭,古 荘義雄,高 田十志和

ビナフチル ーサ レン複合型 らせん分子の設計 と合成.

川嵜宏明,木 原伸浩,高 田十志和
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水 素結合相互作用 に基づ く擬 ロ タキサ ンのエ ン ドキャ ツ

ピング.

渡辺伸博,古 荘義雄,木 原伸浩,高 田十志和,金 原 数,

西郷和彦

カテナン分子 におけるユ ニッ ト間相互作用.

■大阪府立大学ニュー ・フロンティア材料研究会第138回 講

演会(4月,堺)

中原武利

原子スペクトル分析法による微量元素分析と化学種分析

講演要旨集,12-26.

■電気化学会第66回 大会(4月,横 浜)

井上博史

水素吸蔵金属(合 金)薄 板を用いる新 しい電気化学的水

素化反応システムの開発 とその応用

講演要旨集(受1K17),269.

野原慎士,濱 崎和樹,張 樹国,井 上博史,岩 倉千秋

異種金属で部分置換 したMgNi合 金 のキャラクタリゼーシ

ョンと微細構造 の解析

講演要旨集(3D20),97.

田 中俊行,宮 内理江,崔 元 日景,井 上博史,岩 倉千秋

ボールミル法で表面改質 したBCC固 溶体合金 のキャラク

タリゼーション

講演要旨集(1Kl9),270.

妹尾 博,森 元弘次,P.H.L.Notten,井 上博史,岩 倉千

秋

希土類系水素吸蔵合金負極 の反応速度論 に関す る研究

講演要旨集(1K2),270.

口99・1光反応 ・電子用材料研究会(高 分子学会)(4月 ,東京)

角岡正弘

光酸 ・塩基発生剤の化学一基礎 と応用

講演要旨集,3-4.

■日本分析化学会第60回 分析化学討論会(5月 ,弘 前)
二村 実,中 原武利

水素化物生成一高出力窒素マイクロ波誘導プラズマ光分

光分析による鉄鋼中の微量アンチモンの定量

講演要旨集,41.

八尾俊男,南 條陽子,中 原武利,西 野博仁

ビオチ ンーアビジン結合 を利用 した酵素 リァクターの分子

設計 とL一グルタミン酸のinvivo計 測

講演要旨集,9.

■光触媒の開発と環境分野への応用 ・展開セミナー(5月 ,大

阪)

安保正一

酸化チタン光触媒の活性 ・選択性と局所構造(招 待講演)

竹内雅人



イオン工学的手法による可視光応答型の酸化チタン薄膜

光触媒の創製

口酸化チタン光触媒を利用 した新機能材料の開発セミナー

(5月,京 都)

安保正一

酸化チタン光触媒の高機能化に関する基礎研究(招 待講

演)

■シンポジウム 「モレキ ュラー ・キラ リティー1999」(5月 ,

仙台)

高田十志和,古 荘義雄,牧 野伸昭

アプリオ リに らせ ん構造 を形成す るビナフチルーサ レン

複合型 ポリマーの合成 とその不斉触媒能

講演予稿集,261.

木原伸浩,橘 熊野,大 賀靖子,高 田十志和

光学活性ロタキサンの合成の不斉反応

講演予稿集,437.

■第48回 高分子学会年次大会(5月,京 都)

長谷川俊秀,古 荘義雄,木 原伸浩,高 田十志和

パラコー ト型シ クロフ ァンを環成分 にもつ ビニル型擬 ロ

タキサンモ ノマーの重合 による側鎖型ポ リロタキサ ンの

合成

講演予稿集,48,142.

川嵜 宏明,木 原伸浩,高 田十志和

ラジカル重合 によるポ リロタキサ ンの合成 とそのアシル

化反応

講演予稿集,48,339.

陶 山寛志,本 馬克憲,角 岡正弘

キノンユニッ トを持つポ リマー薄膜の光化学挙動

講演予稿集,48,334.

陶山寛志,山 口静江,角 岡正弘

高分子光塩基発生剤/光 酸発生剤系高分子薄膜の光溶解

挙動

講演予稿集,48,343.

白井正充,大 崎伸浩,角 岡正弘

メタク リル酸メチルー アクリル酸エステル共重合体のア

ブ レーテイブ光分解

講演予稿集,48,351.

白井 正充,篠 塚豊史,角 岡正弘

146nm光 照 射によ りスルホン酸を生成するポリマー

講演予稿集,48,362.

白井正充,遠 藤充輝,角 岡正弘,遠 藤政孝

光によ り塩 基を生成す るポ リマーを用いた表面修飾型 フ

ォ トレジス ト

講演予稿集,48,362.

舘 秀 樹,陶 山寛志,朝 来野香,角 岡正弘

カルバモイルオキシイミノ基を有す る高分子光塩基発生

剤 を用 いるエポキシ化合物の光開始 ・熱橋架け挙動

講演予稿集,48,363.

舘 秀樹,角 岡正弘

四級 アンモニ ウム塩 を用 いたエポキシ化合物の光開始 ・

熱不溶化挙動

講演予稿集,48,648.

■企 業研 修協会セミナー(5月,大 阪)

角 岡正弘

高分子材料の基礎物性 と劣化 ・寿命の考え方

テキス ト,1-167.

口色材協会第2回 コーティング研究会(6月,大 阪)

高田十志和

開環重合による新高分子の合成

講演要旨集,1.

■第16回 フォ トポ リマーコンファレンス(6月,千 葉)

陶 山寛志,田 中 潤,白 井正充,角 岡正弘

側鎖に β一ケ トスルホ ン基 をもつ高分子 のア ミン存在 下

での光不溶化

論 文集,12,133-140.

白井 正充,江 草知子,森 下 聡,角 岡正弘

イ ミノスルホナー ト型光酸発生剤を用い るエーテル基含

有 ポリマーの光架橋

論文集,12,165-168.

島田 省三,田 淵健三,角 岡正弘

水一有機2層 にお ける アセチ ルピ リジニ ウム クロ リ ドー

KSCN-CCl、 系 によるMMAの 層 問移動光重合

論文集,12,307-312.

舘 秀樹,角 岡正弘

フェナ シル基 を持つ四級ア ンモニウム塩 を利用 したエポ

キ シ化合物 の光開始 ・熱架橋反応

論文集,12,313-314.

■セル ロース学会第6回 年次大会(6月,北 海道)

周 其,箕 田雅彦,宮 本武明,岡 村晴之,張 倒郷

クシ型両親媒性 セルロースエステルの合成1

講演予稿集,72.

箕 田雅彦,岡 村晴之,宮 園亨樹,宮 本武明

水溶性C6。含有プルランの合成 とその水溶性

講演予稿集75.

■日本工学教育協会平成11年 度工学 ・工学教育研究講演会

(7月,神 戸)

武田邦彦,中 原武利,山 本 尚

日本の工学教育の現状と課題の解析一 日本の工学系大学

のアンケー ト結果より一

講演論文集55-58.
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■日本分析化学会近畿支部第46回 機器 による分析化学講習会

(7月,大 阪)

中原武利

化学種分析

講演要 旨集,1-4.

匿産 業創造研究所講演会(7月 ,東 京)

安 保正一

酸化 チタン光触媒 の可視光に よる機能化 と高効率化への

アプローチ(招 待講演)

9日 本真空協会 「Sputtering&PlasmaProcesses」(7

月,東 京)

安 保正一

イオン工学技術 を用いた可視光線応答型酸化 チタン光触

媒の創製(招 待講演)

講演予稿集,61.

圏第2回XAFS討 論会(7月J吹 田)

池 上啓太,松 岡雅也,山 下弘巳,安 保正一

XAFS測 定 による高分散 な酸化チ タン光触媒の局所構造

の解析 と光触媒反応

講演要旨集,10-11.

闘光触媒応用技術研究会(7鳳 千里)

安保正一

酸化 チタン光触媒の可視 光による機能化 と高効率化への

アプローチ

講演予稿集,1。

■第30回 触 媒サマーセミナー(7月,箱 根)

安保正一

可視光で作用する酸化チ タン光触媒の創製 と光触媒反応

(招待講演)

講 演予稿集,91.

■色 材協会一21世 紀へのチャレンジ(7月,東 京)

安 保正一

高機能な酸化チ タン光触媒の設計 と創製 一高活性化 と

可視光化一(招 待講演)

講演予稿集,56.

口第23回 エ レク トロオーガニ ックケミス トリー討論会(7月,

長 岡)

吉 田泰樹,尾 形節郎,中 松秀司,牧 昌次郎,丹 羽治樹,

井上博史,岩 倉千秋

Pd薄 板 電極 を透過 した原子状水素 による不飽和有機化合

物の水素化反応.

■第21回 光化学若手の会in京 都(7月,京 都)

吉見泰治,前 多 肇,杉 本 晃,水 野一彦,一 ノ瀬暢之,

田 中智子,川 西俊一

光反応か らのヒン トー新たな機能性分子の創製へ 一

圏第34回 有機反応若手の会(7月,長 野)

高 田十志和
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超分子形成と分子間相互作用の制御

講演予稿集,10.

■第29回 ヘテロア トムセミナー(7月,京 都)

高田十志和

S-S結 合のダイナミックな性質を利用するロタキサン合

成.

■第5回機能性ホスト・ゲス ト化学研究会サマーセミナー(7

月,神戸)

高田十志和

らせん、カテナン、ロタキサンー特異な構造をもつ超分

子から生まれる素子 ・素材

講演要旨集

■第45回高分子研究発表会(神 戸)(7月,神 戸)

白井正充,江 草知子,森 下 聡,角 岡正弘

イミノスルポナー ト型光酸発生剤を用いるポリマーの光

架橋

講演要旨集,80。

舘 秀樹,泉 谷晃人,角岡正弘

p一ベンゾキノンユニットの蒸着を利用する塩基発生型高

分子薄膜の光開始 ・熱架橋反応

講演要旨集,85.

■第37回 全国大学工業科学 ・化学工学合同研究集会(8月,

大阪)

中原武利

工学における教育プログラム

講演予稿集,25-33.

■国際高等研究所 「物質研究における多角協力の構築」第12

回研究会(8月,京 都)

安保正一

遷移金属イオン注入による酸化チタン光触媒の可視光化

による機能化(招 待講演)

■第30回 触媒夏の研修会(8月,栃 木)

池上啓太,山 下弘巳,安 保正一

酸化チタン担持FSM-16を 光触媒とする二酸化炭素の水に

よる光触媒還元固定化反応

竹内雅人,山 下弘巳,安 保正一

イオン工学的手法による可視光応答型の酸化チタン薄膜

光触媒の調製

■第26回 有機反応懇談会(8月 ,堺)

前多 肇,水 野一彦

ピレンと電子不足型アルケンとの[2π+2π]光 環化付

加反応

高田十志和

カテナン、 ロタキサ ン系超分子 の設計 ・合成 と不斉場 の

構築

講演予稿集,2.



圏技術情報協会セミナー(8月 ,東京)

角岡正弘

光酸 ・塩基発生剤の特性とその利用技術および最新動向

テキスト,1153.

■日本分析化学第48年 会(9月,神 戸)

二村 実,竹 内啓貴,中 原武利

水素化物生成 一高出力窒素マイクロ波誘導プラズマ発光

分析によるヒ素およびアンチモンの同時定量

講演要旨集,37.

藤原健児,東 森陽子,中 原武利

フッ化水素酸蒸気分解/マ イクロコンセ ン トリックネブラ

イザ ー誘導結合 プラズマ質量分析法 によるシリコンウエ

ハ ー表面の極微量ゲルマニウムの定量

講演要旨集,138.

竹 内貴祥,安 部 巌,中 原武利

光学 活性 固定相を用 いたワイ ドボアキ ャピラリーガスク

ロマ トグラフィーによるアミノ酸の光学分割

講演要旨集,281.

Ti-Betaゼ オ ライ ト上での二酸化炭素の水 による光触媒還

元固定化反応

討論会A講 演予稿集,332.

東 本慎也,松 岡雅也,山 下弘巳,安 保正一

VS-1ゼ オ ライ ト触媒の局所構造 とその上での光触 媒作用

一V/Sio2触 媒 との比較一

討論会B講 演予稿集,444.

■触媒学会関西地区講演会(9月,倉 敷)

安保正一,山 下弘巳

可視光で作用する酸化チタン光触媒の創製と光触媒反応

(招待講演)

講演予稿集,10-15.

■99光 化学討論会(9月,岡 山)

谷 井晶洋,原 田 賢,山 下弘巳,安 保正一

イオンビームを用いて活性炭素繊維上に調製 した酸化チ

タン光触媒のキャラクタリゼーシ ョンと液相酸化光触媒

反応

講演要旨集,134.

八 尾俊男,西 村泰樹,中 原武利

ラッカーゼ固定化膜 によるポ リフェノールバ イオセ ンサ

ーの開発

講演要旨集,152.

別 所 宏忠,西 村 真,山 下弘巳,安 保正一

ゼオライ ト細孔内に吸着 した2一ペ ンタノンの光化学過程

とその理論的解析

講演予稿集,220.

八 尾俊男,玉 岡秀朗,中 原武利

低流量FIAで のキサ ンチ ンオキシダーゼ固定化 リア クタ

ーの分子認識反応特性

講演要旨集,266.

須 安 範明,竹 内雅人,山 下弘巳,安 保正一

金属 イオ ン注入Ti-Si複 合 酸化物の局所構造 とその上での

可視光照射下でのNOの 光触媒分解反応

講演要旨集,138,

■ 日本分析化学会48年 会 フローインジェクシ ョン分析研究

懇談会(9月,神 戸)

八 尾俊男

固定化酵素 リアクターの分子設計 とフローイ ンジェクシ

ョン分析への応用(特 別講演)

講 演要旨集,359.

■第84回 触媒討論会(9月,秋 田)

原田 賢,山 下弘巳,安 保正一

各種の酸化チタン光触媒を用いたシクロヘキサ ンの液相

選択酸化反応

討論会A講 演予稿集100.

津村理恵,東 本慎也,松 岡雅也,山 下弘巳,安 保正一

Mo-MCM-41の 局所構造 とその上でのNOの 光触媒分解反

応

討論会A講 演予稿集,101.

松 岡雅也,朱 尤晟,山 下弘巳,安 保正一

Ag÷ イオン交換ゼオ ライ ト触媒 のキャラクタリゼー ショ

ンとその上でのN・0の 光触媒分解反応

討論会A講 演予稿集,101.

千代延一彦,水 野一彦

励起状態における水素結合が関与するレギオ選択的光環

化付加反応

講演要旨集,97

杉本 晃,高 瀬真一,水 野一彦

2・(4一メチルー1一ナフチル)エ チル=3一ア ニ リノプロピオナ

ー トお よびその関連化合物の分子内光化学反応

講演要旨集,98

吉 見 泰治,前 多 肇,杉 本 晃,水 野一彦,一 ノ瀬暢之,

田 中智子,川 西俊一

電子移動の関与する光Claisen型 転 位反応

講演要旨集,99

中嶋亮太,前 多 肇,杉 本 晃,水 野一彦

フェナントレンとスチレン誘導体との位置選択的分子内

光環化付加反応

講演要旨集,110

石田英樹,井 上陽太郎,前 多 肇,水 野一彦

14族元素を含む多環式芳香族炭化水素の蛍光挙動

講演要旨集,127

池上啓太,山 下弘巳,武 脇隆彦,M.EDavis,安 保 正一
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前多 肇,水 野一彦

ピ レン誘導体 と電子不足型 アルケ ンとの分子 内(2π+2

π)光 環化付加反応

講演要旨集,232

横 山 明弘,水 野一彦

水素結合 を利用 した位置選択 的[2π+2π]光 環化付加反

応

講演要旨集,233

■第9回 コロイ ド ・界面実用講座、界面と光の技術最前線(9

月,東 京)

安保正一,山 下弘巳

可視光応答型の酸化チ タン光触媒の創製 と応 用(招 待 講

演)

講 演予稿集,136147.

■ 日本化学会第77秋 季年会 ・化学関係学協会連合協議会研究

発表会 ・連合討論会 合同大会(9月,札 幌)

山下弘巳

ゼオライ ト細孔内での光触媒の設計 と光触媒反応(依 頼

講演)

講 演予稿集,130.

水 野 一彦

光励起活性種 を用いるクリー ンな有機合成(依 頼講演)

講演予稿集,171

古 川哉子,中 西三郎,高 田十志和

(η1一ジエ ン)ト リカルボニル鉄ユニ ッ トをもつマクロサ

イクルの合成、構造および分子認識

講演予稿集,209.

奥 智 也,木 原伸浩,高 田十志和

光学活性 ビナフ トールを骨格 に持つ二官能性 クラウ ンエ

ーテルによる分子認識

講演予稿集,405。

橘 熊野,木 原伸浩,高 田十志和

二級 アンモニウム塩 一クラウンエーテルか らなるロタキ

サンの機能化

講演予稿集,412.

■第46回 有 機金属化学討論会(9月,東 大阪)

K.Mizuno,M.lkedaT,Hayamizu,andH.Maeda

RegioselectivePhotoallylationofElectron-Deficient

AlkenesandItsMechanism

Abstracts,294-295,

能村 仲篤,中 西三郎,高 田十志和

LigandSubstitutionReactionof(η3-Allyl)

dicarbony}nitrosylironComplexes:Preparationand

ChemicalPropertyofIronComplexeswithbothPlanar

andIron-centralChirality

((磨 ア リル)ジ カルボニルニ トロシル鉄錯体の配位子置

換反応:面 性および鉄中心性 キラルな錯体の合成 と性質)
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Abstracts,84。

■第1回超水分子の化学に関するワークショップ(9月,つ く

ば)

水野一彦,横 山明弘,千 代延一彦

水素結合を利用する光環化付加反応(依 頼講演)

要旨集,p.25-26

■第29回 構造有機化学討論会(9月,浦 和)

木原伸浩,川 嵜宏明,高 田十志和

超効率的ロタキサン合成法の開発とロタキサンの化学修

飾

講演予稿集,157.

渡辺伸博,,木 原伸浩,高 田十志和

アミド間の水素結合を駆動力とするカテナン、ロタキサ

ンの合成と運動性制御

講演予稿集,283.

浅川朋命,木 原伸浩,高 田十志和

ジボロン酸を用いたカリックスアレーンのキャッピング

講演予稿集,284.

■近畿化学協会材料化学部会セミナー(9月,大 阪)

角岡正弘

高分子材料の基礎物性と耐久化技術

講演要旨集,1-20.

■日本鉄鋼協会生産技術部門第10回 分析技術部会(10月,福

山)

中原武利

原子スペク トル分析法による微量元素分析の最新動向

講演要旨集,1-7.

璽技術情報協会セミナー(10月,東 京)

安保正一

可視線応答型の酸化チタン光触媒の材料設計

講演予稿集,1.

口企業研修セミナー(10月 ,大 阪)

山下弘巳

高効率化 ・可視光化をめざした光触媒の基礎 と応用(招

待講演)

講演予稿集,1.

■第108回 活性炭技術研究会(10月 ,大 阪)

安保正一

酸化チタン/活性炭素繊維系光触媒の創製とその反応性

(招待講演)

■技術情報協会セミナー(10月 ,東京)

安保正一

可視光応答型の酸化チタン光触媒の材料設計(招 待講演)

■北大触媒化学研究センター講演会(IO月 ,北 海道)

安保正一



酸化チタン光触媒とその環境浄化への応用(招 待講演)

■薄膜 ・加工技術の基礎から最先端技術(10鳳 神奈川)

安保正一

光触媒材料(招 待講演)

■第49回 有機反応化学討論会(10月,三 重)

吉 見泰治,前 多 肇,杉 本 晃,水 野一彦

電子移動 を経由するベ ンジルフェニルエーテル誘 導体 の

光転位反応

講演予稿集,p,66-69

前多 肇,堀 内明美,水 野一彦

キ ラルな補助基 をもつ9一フェナ ン トレンカルボ ン酸エ ス

テル を用いた(2+2)光 環化付 加反応 におけるジアス テ

レオ選択性

講演予稿集,p.27()-271

早水 智生,池 田宗弘,大 内 卓,前 多 肇,水 野一彦

光誘起 電子移動 を経 由す る電子不足型 アルケ ンの レギオ

選択的光アリル化反応

講演予稿集p.294-295

■平成11年 度有機合成化学北陸セミナー(10月,福 井)

水野一彦

光を用いる選択的炭素一炭素結合形成反応(招 待講演)

講演要旨集,S-2

口第48回 高分子討論会(10月,新 潟)

竹 内 猛,牧 野伸昭,古 荘義雄,木 原伸浩,高 田十志和

キラルなね じれ要素 と平面要素の組み合 わせ によるアプ

リオ リならせん構造形成 とその応用

講演予稿集,48,1862.

陶 山寛志,山 口静江,角 岡正弘

光塩基発生基 と光酸発生基 を含む高分子薄膜の光反応性

と溶解挙動

講演予稿集,48,1627-1628.

陶 山寛志,本 馬克憲,角 岡正弘

キ ノン構造 を組み込んだポリマーの薄膜 におけ る光 ・熱

橋かけ挙動

講演予稿集,48,1629-1630.

白井 正充,大 崎伸浩,角 岡正弘

185nm光 に よるポリメタク リル酸エステル共重合体の分

解挙動

講演要旨集,48,1641-1642。

白井正充,遠 藤充輝,角 岡正弘,遠 藤政孝

高感度ポジ型表面修飾フ ォトレジス ト

講演予稿集,48,2211-2212.

白井正充,篠 塚豊史,角 岡正弘

146nm光 照 射によ りスルホン酸を生成す るポリマー

講演予稿集,48,2213・2214.

舘 秀樹,陶 山寛志,角 岡正弘

カルバモ イルオキシイミノ基を有す る高分子光塩 基発生

剤 を用いた光開始 ・熱橋 かけ挙動一 アシルオキシ イミノ

基 を有する高分子光塩基発生剤 との比較

講演要旨集,48,2217-2218.

■環 境と有機化学の講演会(10月,岡 山)

高 田十志和

超分子か ら生 まれる素子 ・素材 一カテナ ン、 ロタキサ ン

の設計 と機能 一.

圏大阪府立高専特別講演会(10月,大 阪)

高 田十志和

化学の夢 を超分子に求めて 一分子 スイ ッチ、分子 モータ

ーは可能か一

■第8回 ポ リマー材料フォー ラム(10月,横 浜)

白井正充,遠 藤充輝,角 岡正弘,遠 藤政孝

ArF用 光 感度ポジ型表面修飾型フォ トレジス ト

講演予稿集,269-270.

■1999年 度高分子の崩壊 と安定化文献調査資料講演会(10

月,東 京)

白井正充

高分子の崩壊挙動

講i演要 旨集,9-19.

■ 日本鉄鋼協会第138秋 季 講演大会(11月,金 沢)

中原武利,二 村 実

鉄鋼中のア ンチモ ンの水素化物生成 一高出力窒素マ不 ク

ロ波誘導プラズマ発光分光分析

講演論文集(材 料 とプロセス,Vol.12,No.6),1478.

■日本材料学会関西支部講演会(11月,大 阪)

安保正一

酸化チタン光触媒の基礎 と高効率化 ・可視光化への試み

(招待講演)

■技術情報センター講演会(11月,東 京)

安保正一

イオン注入法による可視光反応型の酸化チタン光触媒の

開発と環境浄化への応用(招 待講演)

■第18回 固体 ・表面光化学討論会(11月,札 幌)

津 村理恵,東 本慎也,松 岡雅也,山 下弘巳,安 保正一

Mo-MCM-41の 局 所構造 とそ の上でのNOの 光触媒分解反

応

講演要 旨集,19。

■第40回 電 池討論会(11月,京 都)

原 康隆,妹 尾 博,井 上博史,岩 倉 千秋

AB、 型水素吸蔵合金負極 の低温特性に関す る研究

講演要旨集(1B21),123-124.

宮 内理江,田 中俊行,崔 元 日景,井 上博 史,岩 倉千秋

表面改 質したTi-v-Ni系 水 素吸蔵合金の電気化学 的キ ャラ
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クタリゼーション

講演要 旨集(1B22),125-126.

宮 之原啓祐,野 原慎士,張 樹国,井 上博史,岩 倉千秋

MgNi合 金 の多成分化 と電気化学的キャラクタリゼーシヨ

ン

講演要旨集(IB27),135-136.

黒 坂成吾,宮 之原啓祐,野 原慎士,張 樹 国,井 上博 史,

岩倉千秋

MgNi合 金 の炭素材料 による表面処理の効果

講演要旨集(1B28),137-138.

■第23回 電 解技術討論会一ソーダ工業技術討論会(11月 ,京

都)

辻 井伸 長,吉 田泰樹,錦 善則,古 川直治,井 上博史,

岩 倉千秋

Pd薄 板を透過 した原子状水素 による硝酸 イオ ンの還元反

応

講演要旨集,92-95.

■第4回 ケイ素化学協会シンポジウム(11鳳 桐 生)

水野一彦,早 水智生,池 田宗弘,前 多 肇

アリルシランを用いる電子不足型アルケ ンのジアステ レ

オ選択的光 アリル化反応 とその機構

要旨集,p.75

石 田英樹,井 上陽太郎,前 多 肇,水 野一彦

14族 元素を含む多環式芳香族炭化水素の蛍光挙動

要旨集P.77

■第174回 有機合成化学懇談会(11月,大 阪)

水 野一彦

光を用いる有機合成

●第30回 複素環化学討論会(11月,八 王子)

松村 昇,伊 藤正道,八 久義雄,水 野一彦

高歪みシクロプロペ ンチオ ン誘導体 を用い る新規複素環

化合物の合成

講演要 旨集,p.208-211

杉 本 晃,水 野一彦

アニ リノ基 か ら芳香環への分子内光電子移動 を利用する

含窒素複素環化合物の合成

講演要 旨集,p.304-307

■高 分子学会中国四国支部若手研究会(11月,東 広島)

高 田十志和

超分子か ら生 まれる素子、素材 一らせん、 カテナ ン、ロ

タキサ ンの合成 と応用 一

講演予稿集,1.

曝 ロタキサン ・カテナン研究会(11月,京 都)

高 田十志和

ロタキサンの新合成法 とユニ ットの運動制御

講演予稿集,1。

106

■技術情報協会講習会(11月,東 京)

高田十志和

環境ホルモンとリサイクル.

■日本接蒲学会 ・テクノ トレンド'99(11鳳 大阪)

角岡正弘

光機能性高分子材料:UV硬 化材料およびフォトレジス

ト材料

講演要旨集,150.

■第3回光技術環境応用研究専門委員会(12月,東 京)

安保正一

酸化チタン光触媒の基礎 と環境浄化への応用(招 待講演)

■石油学会関西支部第8回研究発表会 ・日本エネルギー学会

関西支部第44回 研究発表会(12月,大 阪)

山下弘巳,原 田 賢,谷 井晶洋,本 田美和,竹 内雅人,

安保正一

クラスターイオンビーム法で調製 した酸化チタンの光触

媒反応

合同研究発表会要旨集,37-40,

■第3回高難度選択酸化反応シンポジウム(12月,大 阪)

原田 賢,山 下弘巳,安 保正～

チタン含有ゼオライ ト光触媒によるシクロヘキサンの液

相選択酸化反応

講演要旨集,36.

口日本粉体工業技術協会第2回 電池製造技術分科会 依頼講

演(12月,大 阪)

岩倉千秋

メカニカルァロイング法によるMg系 水素吸蔵合金の作製

と複合化.

■有機合成化学協会関西支部 ・日本薬学会近畿支部 有機合

成若手セミナー 「明日の有機合成を担う人のために」(12

月,堺)

吉見泰治,前 多 肇,杉 本 晃,水 野一彦,一 ノ瀬暢之,

田中智子,川 西俊一

ナフチルメチルフェニルエーテル誘導体の光Claisen型転

位反応

早水智生,池 田宗弘,大 内 車,前 多 肇,水 野一彦

アリルシランを用いる電子不足型アルケンのレギオ選択

的光アリル化反応

■光化学協会 「光化学の基礎概念と実験技術」講座(12月
,

吹田)

水野一彦

分子に光をあてると何が起こるか,光 化学の素過程,光

化学反応の特徴

■第26回ヘテロ原子化学討論会(12月 ,岐 阜)

長谷川俊秀,壷 井秋好,古 荘義雄,木原伸浩,高 田十志和

SS結 合の動的な性質を利用するロタキサン合成法

講演予稿集,169.



■第66回 ラ ドテ ック研究会講演会(12月,東 京)

角 岡正弘

RadTechEurope'99に み るUV/EB硬 化 技術の最新動

向

講演要旨集,22-23.

■1999年 度 高分子の崩壊と安定化研究討論会(12月,東 京)

白井正充,大 崎伸浩,角 岡正弘

185nm光 に よるポ リメタクリル酸エステル共重合体 の分

解挙動

講演要旨集,5-6.
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■国際会議[RadTechEurope'97(Lyon)&RadTech

'98NorthAmeri
ca(Chicago)]に み るUV/EBキ

ュアリング技術の最新動向

角 岡正弘

RadTechJapanNewsLett.,No.33,Jan(1999).

■ 可視光反応型の光触媒酸化 チタン ー大阪府立大学が効率

製法一

安保正一

化学工業 日報,1999年3月31日.

■ 【研究室紹介]大 阪府立大学工学部 ・中原武利研究室

中原武利

日本鉄鋼協会評価 ・分析 ・解析部会 ニュー ス レターズ,

No.5,11-12,1999年10月22日.

■UV/EB硬 化 技術の最新の動向一光重含開始剤を中心に

角岡正弘

化学工業B報,1999年11月16日.

■工学における教育プログラムの今日的な課題

中原武利

大阪府立大学工学部ニュース,第19号,25-30,1999年12月

16日.
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化 学 工 学 科

プロセス基礎講座

教 授 石 川 治 男

助教授 石 見 紘 策

助 手 荻 野 博 康

安 田 昌 弘

プロセスシステム講座

教 授 浅 井 悟

宮 南 啓

助教授 小 西 康 裕

講 師 畑 中 淳 一

助 手 岩 崎 智 宏

向 阪 保 雄

寺 嶋 正 明

重 田 武史郎

吉 田 弘 之

新居田 亨

野 村 俊 之

佐 藤 宗 武 西 機 忠 昭

綿 野 哲

寺 下 敬次郎 中 村 秀 美



1.学 術 論文,国 際会 議Proc. '● ノ ●'● ノ ●ノ ●ノ 畳ノ ●ノ ●'● ノoノ ■ノ 曾ノ ■ノ ●1o/oノ ・ノoノ ●ノ ●ノ ・ノ.ノ 曹ノ ・ノ.ノ.

■ 超 微 粉 体 の エ ア ロ ゾ ル 化 に よ る 粒 径 分 布 測 定

(SizeMeasurementofUltraFinePowders

DispersedintoAir)

野 村 俊 之,向 阪 保 雄,坂 手 充

エ ァ ロ ゾ ル研 究,14,158-161(1999),

(Ultrafinepowder,Boilingmethod,Sizedistribution

measurement,DfEerentialmobilityanalyzer,Condensation

nucleuscounter)

■AerosolParticleSizeGrowthbySimultaneous

CoagulationandCondensationwithDiffusion

LossesinLaminarFlowTubes

(層 流 場 に お け る 拡 散 損 失 を 考 慮 し た 凝 集 と 凝 縮 の 同 時 現

象 に よ る エ ア ロ ゾ ル 粒 子 の 成 長)

M.Alonso,F.J.Alguacil,M.1.Martin,Y.Kousakaand

T.Nomura

JeAerosolSci.,30,1191-1199(1999).

(Particlegrowth,Coagulation,Condensation,Diffusion,

Laminarflow)

■ 粉 体 の 摩 擦 帯 電 特 性 に 及 ぼ す 操 作 環 境 条 件 の 影 響

(1nfluenceoftheAtmosphericConditionforTribo-

ChargingofPowder)

野 村 俊 之,谷 口 格 崇,増 田 弘 昭

粉 体 工 学 会 誌36,168-173(1999).

(Tribotharging,Relativehumidity,Ambienttemperature,

Contactpotentialdifference,Timeconstant)

■AModelofLiquid-PhaseHomogeneousNucleation

inaSystemContainingSeedParticles

(液 相 中 の シ ー ド粒 子 存 在 下 に お け る 均 一 核 生 成 モ デ ル の

提 案)

Y。Kousaka,T、Nomura,S.Hasebe,K.TanakaandM.

Alonso

KONA,17,190-196(1999).

(Particle,Homogeneousnucleation,Particlegrowth,Cell

model,Reductionmethod)

■ClassificationandSeparationofFineParticlesin

SuspensionBasedonElectricalMobility

(電 気 泳 動 に も と つ く懸 濁 微 粒 子 の 分 級 と 分 離)

T.NiidaandN.Mikawa

Proc,oftheFifthInternationalSymposiumon

SepanationTechnologybetweenKoreaandJapan,1063-

1066(1999).

(Electricalmobility,Zetapotential,Particlein

susPension,Classi丘cation,SeParation)

■SeparationandConcentrationofLithiumfrom

DiluteAqueousSolutionsUsingSupPortedLiquid

Membranes

(支 持 液 膜 に よ る 希 薄 水 溶 液 か ら の リ チ ウ ム の 分 離 濃 縮)

T.NishikiandT.Nakao

Proc.oftheFifthInternatlonalSymposiumon

SeparationTechnologybetweenKoreaandJapan,893-

896(1999).

(Lithium,Supportedliquidmembrane,Separation,

Concentration,Extraction)

隔KineticsoftheBioleachingofChalcopyrite

ConcentratebyAcidophilicThermophjleAcidiθnus

brierleyi

(好 酸 性 ・好 熱 性 細 菌Ao1切 ∂usbrierleyiに よ る 黄 銅 鉱 精

鉱 の 微 生 物 浸 出 の 速 度 論)

Y.Konishi,S.Asai,M.TokushigeandT.Suzuki

Biotechno1.Prog.,15,681-688(1999).

(Bioleaching,Kineticmodel,Chalcopyrite,Thermophile,

Acidianusbrierteyの

■好酸性 ・好熱性細菌Acidianusbrierieyiに よ る黄銅鉱の

浸 出

(BioleachingofChalcopyritebyAcidophilic

ThermophileAcidi∂nusbrierleyi)

小 西 康 裕,浅 井 悟,徳 重 雅 彦,鈴 木 徹

資 源 と素 材(資 源 ・素 材 学 会 誌),115,585-590(1999).

(Bioleaching,Chalcopyrite,CoPPer,Acidianusbrierleyi,

Acidophilicthermophile)

■BioleachingofChalcopyriteConcentrateby

AcidophilicThermophileAcidianusbriθrley'

(好 酸 性 ・好 熱 性 細 菌Ac'dianusbriθrley'に よ る 黄 銅 鉱

精 鉱 の 微 生 物 浸 出)

Y,Konishi,M.TokushigeandS.Asai

Proc.ofInternationalBiohydrometal1ugySymposium,1,

367-376(1999).

(Bioleaching,Chalcopyrite,Copper,Acidianusbrierleyi,

Acidophilicthermophile)

■BioleachingofChalcopyritebyAcidophilicSuifur-

OxidizingBacteria

(好酸 性 ・硫黄酸化細菌による黄銅鉱の微生物漫出)

Y.KonishiandS.Asai

Proc.oftheFifthInternationalSymposiumon

SeparationTechnologybetweenKoreaandJapan,933-

936(1999).

(Bioleaching,Chalcopyrite,Copper,Sulfur-oxidizing

bacteria,Acidophilicbacteria)

■BiosorptionofHeavyMetalsbyMicroalgae

BottyOCOCCUSbraunii

(微 細 藻Botryococcusbrauniiに よ る 重 金 属 の 生 物 吸 清)

H.Nakamura,S.TakamatsuandS.Asai

Proc.oftheFifthInternationalSymposiumon

SeparationTechnologybetweenKoreaandJapan,521-

524(1999).

(Biosorption,Microalgae,Botryococcusbraunii,Heavy
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metalS)

口HeatTransferinParticleDryingviaAgitation

FluidizedBed

(転 動 流 動 層 を 用 い た 湿 潤 粒 子 の 乾 燥 プ ロ セ ス に お け る 伝 熱

特 性)

S。Watano,N.YehandK.Miyanami

ChemicalandPharmaceuticalBu}letin,47,843-846

(1999).

(Drying,Agitationfluidizedbed,Heattransfer,

Prediction)

■MonitoringofElectrostaticChargeinPowder

PneumaticConveyingProcess

(空 気 輸 送 プ ロ セ ス に お け る 粒 子 帯 電 の 計 測)

S.Watano,T.Suzuki,T.TairaandK.Miyanami

PowderHandlingandProcessing,11,431-434(1999).

(Electrostaticcharge,Powder,Monitoring,Pneumatic

conveyingProcess)

■DryParticleCoatingbyaNewlyDeveloped

RotatingFluidizedBedCoater

(遠 心 流 動 層 に よ る乾 式 粉 体 コ ー テ ィ ン グ)

S.Watano,R.Pfeffer,R.N.DaveandW.Dunphy

AIChESymposiumSeries,321,112-116(1999).

(Rotatingfluidizedbed,Dryparticlecoating,Composite

materials,Surfacemodification)

■ 撹 絆 造 粒 物 の 物 性 と錠 剤 物 性 の 関 係

(RelationshipBetweenPhysicalPropertiesof

GranulesbyAgitatingGranulationandtheir

Tablet)

寺 下 敬 次 郎,谷 田 雅 洋,宮 南 啓

粉 体 工 学 会 誌,36,69&705(1999).

(AgitatingGranulator,GranuleHardness,Tablet

Hardness,SurfaceRoughness)

■StudyofPowderSegregationduringDischarge

fromaVibratedHopper

(ホ ッパ ー か ら の 粉 体 排 出 時 に 生 じ る 偏 析 に 関 す る 研 究)

T.Ravichandran,A.Mujumdar,G.James,RN.Dave,C・Y・

WuandS.Watano

Proc.ofthe99'SymposiumonParticleTechnology,L

(1999).

(Segragation,Powder,Discharge,Vibratedhopper)

■ControllingPowderDischargefromStoragebya

MagneticallyEnhancedPowderDischarge

System

(磁 力 を 用 い た ホ ッ パ ー か らの 粉 体 排 出 制 御)

G.James,C.Y,Wu,S.WatanoandRDave

Proc.ofthe99'SymposiumonParticleTechnology,3

(1999).

(Control,Powderdischarge,Storage,Magnetically

enhancedsystem)

■EvaluationoftheRotatingFluidizedBedasaDry

Coater

(遠 心 流 動 層 の 乾 式 コ ー テ ィ ン グ 装 置 と して の 評 価)

W.Dunphy,M.Sawhney,S.Watano,R.DaveandR.

Pfeffer

Proc.ofthe99'SymposiumonParticleTechnology,5

(1999).

(Evaluation,Drycoating,Powder,Rotatingfluidized

bed)

■Measurementand

Granulation

(流動 層の計測と制御)

ControlofFluidizedBed

S.Watano

Proc.ofthe20thIFPRI(lnternationalFineParticle

ResearchInstitute)AnnualMeeting,28(1999).

(Measurement,Control,Granulation,Fluidizedbed)

■ 一 次 電 池 用 の 二 酸 化 マ ン ガ ン と 黒 鉛 の 複 合 化 操 作 お よ び そ

の 評 価

(PreparationofCompositeManganeseDioxide

andCarbon-basedMaterialforBatteriesand

itsEvatuation)

寺 下 敬 次 郎,橋 本 達 也,宮 南 啓

粉 体 お よ び 粉 末 冶 金,46,91-96(1999).

(Positiveelectrodes,Highperformanceplanetarymill,

Drycoating,Compositemethod,Battery)

■ リチ ウ ム イ オ ン ニ 次 電 池 用 の 極 板 材 料 の 混 練 ・分 散 操 作 と

そ の 評 価

(KneadingandDispersingof日ectrodeMaterials

forSecondaryLithiumlonBatteriesandits

Evaluation)

寺 下 敬 次 郎,浅 野 英 也,宮 南 啓

粉 体 お よ び 粉 末 冶 金,46,97-102(1999).

(Lithiumionbatteries,Kneading,Dispersing,Electric

resistance,Fi}m)

■DryParticleCoatingUsingMagneticallyAssisted

lmpactionCoating(MAIC):

(磁 力 衝 撃 コ ー テ ィ ン グ 法 に よ る 乾 式 コ ー テ ィ ン グ)

MRamlakhan,C.Y,Wu,B.ChaudhuriandS.Watano

Proc.ofthe20thIFPRI(lnternationalFineParticle

ResearchInstitute)AnnualMeeting,29(1999).

(Dryparticlecoating,Magneticallyassistedimpaction

coating,Surfacemodification,Evaluation)

■MagneticallyAssistedF)owEnhancementfor

ControlledPowderDischargeofCohesive

Powders

(付 蒲 性 微 粉 体 の 排 出 制 御 に 関 す る 研 究)

R.N.Dave,CY.Wu,B.ChaudhuriandS.Watano

Proc.ofthe20thIFPR工(lnternationalFineParticle

ResearchInstitute)AnnualMeeting,Partll,210(1999).

(Magneticallyassistedflow,Enhancement,Control,

Discharge,Cohesivepowder)
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■ControlofGranulationProcessbyFuzzyLogic

(造 粒 操 作 の フ ァ ジ ー 制 御)

Proc.ofthe18thInternationalConferenceoftheNorth

AmericanFuzzyInformationProcessing,905-908

(1999).

S.WatanoandK.Miyanami

(Control,FuzzyIogic,Granulation,Fluidizedbed)

■TheKneadingandDispersionofMagnetic

RecordingMaterialsandltsEvaluation

(磁 気 記 録 材 料 の 混 練 お よ び 分 散 と そ の 評 価)

K.Terashita

Proc.oftheKorea-R.O.C.JointSymposiumonPowder

Technology,46-51(1999).

(Kneading,Dispersion,Videotape,MagneticPowder,

Torque)

Pseudomonasaeruginosa,Organicsolvent-tolerant

miCrOOrganiSm)

■EnzymaticSynthesisofFructose1,6-Diphosphate

withAτPRegenerationinaBatchReactoranda

SemibatchReactorUsingPurifiedEnzymesof

B∂cillUSste∂rothθrmophilUS

(回 分 式 お よ び 半 回 分 式 反 応 器 を 用 い たBac'〃US

stearothermophilus由 来 の 精 製 酵 素 に よ る フ ル ク トー

ス1,6・ ニ リン 酸 の 合 成 とATPの 再 生)

A.Widjaja,M.Shiroshima,M.Yasuda,H.Ogino,H,

NakajimaandH.Ishikawa

JournalofBioscienceandBioengineering,87,611-618

(1999).

(Acetylphosphate,Glucose6-phosphate,FDP,Yield,

Productivity)

薩TheActualSituationoftheLawforRecyclingof

ContainersandPackaging

(容 器 包 装 リサ イ ク ル 法 の 経 過)

K,Terashita

Proc.oftheJapan・KoreaWorkshoponWaste

Management,23-27(1999).

(Sortedcollection,Productionofrecycledproducts,PET

bottles)

■ManufacturingProcessofRecycledResinof

WasteExpandedPolystyreneanditsEvaluation

(廃 発 泡 ポ リ ス チ レ ン の 再 生 樹 脂 の 製 造 プ ロ セ ス と そ の 評

価)

K.Terashita,Y。Kishi,K.Mlyanami

Proc.ofTheFourthInternationalCnferenceon

ECOMATERIALS,321-326(1999).

(Recycledresin,Waste,Polystyrene,Kneading,

Ecomateria1)

鰯ControlofVolatileOrganicCompoundsby

PhotocatalysisinF量uidizedBeds

(光 触 媒 に よ る 有 害 有 機 化 合 物 の 分 解)

J.Ogden,C.Y.Wu,J.MAndino,S.WatanoandT.

Yoshida

Proc,ofthe1999FAWMA(FloridaAir&Waste

ManagementAssociation)AnnualMeeting,80(1999).

(Control,Organiccompound,Photocatalyst,Fluidized

bed)

■PurifiCatiOnandCharacterizationofOrganic

Solvent・StableProteasefromOrganicSolvent-

TolerantPseudomon∂s∂eruginos∂PS丁 一〇1

(有 機 溶 媒 耐 性 微 生 物Pseudomonas∂eruginos∂PST-

Ol株 由 来 の 有 機 溶 媒 に 安 定 な プ ロ テ ア ー ゼ の 精 製 と 性 質)

H.Ogino,F.Watanabe,M.Yamada,S.Nakagawa,T.

Hirose,A.Noguchi,M.YasudaandH.Ishikawa

JournalofBioscienceandBioengineering,87,61-68

(1999).

(Organicsolvent-stableenzyme,Metalloprotease,

■EnzymaticProductionofFructose1,6Diphosphate

UsingCrudeCellExtractofB∂ci〃us

stearothermophilU5

(B∂o〃'usste∂rotherηophilusの 粗 抽 出 液 を 用 い た フ ル

ク トー ス1,6一ニ リ ン 酸 の 合 成)

A.WidjajaM.Yasuda,H.Ogino,H.NakajimaandH.

Ishikawa

JournalofBioscienceandBioengineering,87,693-696

(1999).

(Acetylphosphate,Glucose,Glucose6-phosphate,

Fructose6-phosphate,Batchreactor)

圏GroWthofOrganicSolvenVTolerantPseudomon∂s

∂eruginosaLST-03inthePresenceofVarious

OrganicSolventsandProductionofLipolytic

EnzymeinthePresenceofCyclohexane

(種 々 の 有 機 溶 媒 存 在 下 で の 有 機 溶 媒 耐 性 微 生 物

Psθudomon∂saeruginosaLST-03株 の 生育 とシクロ

ヘキサン存在下での脂質分解酵素の生産)

H,Ogino,K.Miyamoto,M.Yasuda,K.IsllimiandH.

Ishikawa

BiochemicalEngineeringJourna1,4,1-6(1999).

(Organicsolvent-stableenzyme,Lipase,Organic

solvent-tolerantmicroorganism,Microbialgrowth,

Enzymeproduction)

■TheoreticallnvestigationofFructosel,6。

DiphosphateProductionandSimultaneousATP

RegenerationbyConjugatedEnzymesinan

UltrafiltrationHollow-FiberReactor

(限 外 ろ 過 ホ ロ ー フ ァ イ パ ー 型 反 応 器 を 用 い た 共 役 酵 素 に

よ る フ ル ク トー ス1,6一 ニ リ ン 酸 の 生 産 とATP同 時 再 生 に 関

す る理 論 的 研 究)

M.Shiroshima,A.Widjaja,M.Yasuda,H.Ogino,K.

IshimiandH.Ishikawa

JournalofBioscienceandBioengineering.88,632-639

(、1999).

(Enzymaticproduction,Plug-flowreactor,Diffusion

mode,Recyclenumber,Space-timeyield)
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■ExperimentallnveStigationofFructosel
,6-

DiphosphateProductionandSimultaneousATP

RegenerationbyConjugatedEnzymesinan

UltrafiltrationHollow-FiberReactor

(限 外 ろ 過 ホ ロ ー フ ァ イ パ ー 型 反 応 器 を 用 い た 共 役 酵 素 に

よ る フ ル ク トー ス1,6一 ニ リ ン酸 の 生 産 とATP同 時 再 生 に 関

す る 実 験 的 研 究)

A.Widjaja,H.Ogino,M.Yasuda ,K.IshimiandH.

Ishikawa

JournalofBloscienceandBioengineering,88,640-645

(1999).

(Fructose1,6-diphosphate,Plug-fiowreactor,Space・time

yield,Recyclenumber,Bacittusstearothennophilus,Crude

cellextract)

■PeptideSynthesisCatalyzedbyOrganicSolvent-

StabieProteasefromPseudomon∂s∂eruginos∂

PST-01inMonophasicAqueous-OrganicSolvent

Systems

(Pseudomon∂saeruginos∂PST-01株 由 来 の 有 機 溶 媒

に 安 定 な プ ロ デ ア ー ゼ を 用 い た 水 肩 機 溶 媒 均 相 系 で の ペ

プ チ ド合 成)

H.Ogino,M.Yamada,FWatanabe.H.Ichinose,M.

YasudaandH.Ishikawa

JournalofBioscienceandBioengineering,88,513-518

(1999).

(Peptidesynthesis,Organicsolvent-stableenzyme,

Equilibriumyield,Water-solubleorganicsolvent)

■PeptideSynthesisUsingOrganicSolvent-Stable

ProteasefromPseudomonas∂eruginosaPST-01

inMonophasicAqueous-OrganicSolventSystems

(水 一有 機 溶 媒 均 相 系 で のPseudomonasaeruginosa

PST-01株 由 来 の 有 機 溶 媒 に 安 定 な プ ロ テ ア ー ゼ を 用 い た

ペ プ チ ド合 成)

H。OginoandH.Ishikawa

NewEraofBiochemicalEngineeringandBiotechnology,

181(1999).

口ProductionofOrganicAcidsandAminoAcids

fromFishMeatbySub-CriticalWaterHydrolysis.

(亜 臨 界 水 加 水 分 解 に よ る 魚 肉 か ら の 有 機 酸 お よ び ア ミ ノ

酸 の 生 成)

H.Yoshida,M.TerashimaandY.Takahashi

Biotechnol.Prog.,15(6),工090-1094(1999).

(Sub-criticalwater,Hydrolysis,Fishwaste,Organic

acid,Aminoacid)

■RemovalofSaltandOrganicAcidsfromSolution

UsedtoSeasonSaltedJapaneseApricots(Ume)

byElectrodialysis,PrecipitationandAdsorption.

(電 気 透 析 、 沈 殿 お よ び 吸 着 に よ る 調 味 梅 干 廃 液 か ら の 塩

と 有 機 酸 の 除 去)

W,Takatsuji,M.NakauchiandH.Yoshida

J.BioscienceandBioengineering,88(3),348-351(1999).

(Adsorption,Ume,Organicacid.Aminoacid,Ion

exchanger)

■PurificationandCharacterizationofLipasefrom

RhizopuschinensisCells

(RhiZOPUSchinensis細 胞 の リ パ ー ゼ の 精 製 お よ び キ ャ

ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン)

M.Yasuda,H.Ogino,T.Kiguchi,T.Kotani,S.Takakura,

T.Ishibashi,T.Nakashima,H.FukudaandH.Ishikawa

JournalofBioscienceandBioengineering,88,571-573

(1999).

(Rhizopttschinensis,Lipase,Hydrolysis,Transesterification,

Methylester)

■Scale-upTechnologyfromtheViewpointof

ChemicalEngineering

(化 学 工 学 の 視 点 か ら み た ス ケ ー ル ア ッ プ 技 術)

H、Ishikawa

ProceedingsofthePDAInternationalCongress,161-169

(1999).

llFabricationofHardDextranDEAE:Adsorption

EquilibriaofBSA.

(硬 化 デ キ ス トラ ンDEAEの 製 造:平 衡 関 係)

H.YoshidaK.FujitaandK.Kudo

Adsorption,5(1),63-71(1999).

(Adsorption,Hardgel,Protein,Dextran,DEAE)

■ProductionofFunctionalHumanα1-Antitrypsinby

PlantCellCulture.

(植 物 細 胞 培 養 に よ る 機 能 性 の あ る ヒ トα1一ア ン チ ト リ ブ シ

ン の 生 産)

M.Terashima,Y.Murai,M.Kawamura,S.Nakanishi,T.

Stoltz,L.Chen,

W.Drohan,R.L,Ropdriguez,andS.Katoh

App玉.Microbiol.BiotechnoL,52,516-523(1999).

(Plantcell,α1。Antltrypsin,Recombinantprotein,

Secretion,Cellculture)

闘TheKineticsandMechanismofaReaction

CatalyzedbyBθc'〃usste∂rothermoph〃us

Phosphofructokinase

(B∂ci〃usste∂rothermophitusの ボ ス ホ フ ル ク トキ ナ ー

ゼ が 触 媒 す る 反 応 の 動 力 学 お よ び 機 構)

H.Ishikawa,M.ShiroshimaandT.Oka

proceedingsofAsia-PacificChemicalReaction

EngineeringSymposiumAPCRE99,387-392(1999).

■EffectofOsmoticPressureonHumanα1-

AntitrypsinProductionbyPlantCellCulture

(植 物 細 胞 培 養 に よ る ヒ トαドア ン チ ト リ プ シ ン 生 産 に 及 ぼ

す 漫 透 圧 の 影 響)

M.Terashima,Y。Ejiri,N.HashikawaandH,Yoshida

Biochem,Eng、J.,4,31-36(1999).

(Osmoticpressure,ai-Antitrypsin,Recombinant

protein,Protease,Plantceliculture)
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凹PermeabilityofSmallHydrophilicSolutesinSmalI

UnilamellarVeSicle(SUV)

(SUVに お け る 親 水 性 溶 質 の 透 過 性)

MTerashima,K.HibiandS.Katoh

Biochem.Eng.J.,4,77-79(1999).

(Phospholipid,Aminoacid,SUV,Permeability,

Hydrophilicso正ute)

■ParallelTransportofOrganicAcidbySolidPhase

andMacroporeDiffusioninWeaklyBasicbn

Exchanger

(弱 塩 基 性 陰 イ オ ン 交 換 樹 脂 に お け る 有 機 酸 の 固 相 一 マ ク

ロ ボ ア ー 並 列 拡 散)

H.YoshidaandW.Takatsuji

TheFifthInternationalSymposiumonSeparation

Technology-BetweenJapanandKorea-

AbstractBook,609-612(1999).

(Adsorption,Organicacid,Paralleldiffusion,Weakly

basicresin,Separation)

闇 卜{ighlySelectiveAdsorptionofGlutamicAcidon

PolyaminatedHighlyPorousChitosanResin:

EquilibriainBinaryComponentSystem

(ポ リア ミ ノ 化 超 多 孔 性 キ トサ ン 樹 脂 に よ る グ ル タ ミ ン 酸

の 高 選 択 吸 着)

N.KishimotoandH.Yoshida

TheFifthInternationalSymposiumonSeparation

Technology-BetweenJapanandKorea

AbstractBook,626-629(1999).

(Adsorption,Chitosan,Glutamicacid,Equilibrium,

Separation)

■ProductionofOrganicAcidsandAminoAcids

fromFishMeatbySub-CriticalWaterHydrolysis

(亜 臨 界 水 加 水 分 解 に よ る 魚 肉 か ら の 有 機 酸 お よ び ア ミ ノ

酸 の 生 成)

H.Yoshida,M.TerashimaandY,Takahashi

8thKorea/JapanSymposiumonWaterEnvironment

1999AbstractBook,141-145(1999).

(Sub-criticalwater,Hydrolysis,Fishwaste,Organic

acid,Aminoacid)

罎Output/lnputDatabaseandConversionTechnology

(ア ウ ト プ ッ ト ー イ ン プ ッ ト デ ー タ ベ ー ス と 変 換 技 術)

H.Yoshida(invited)

InternationalConferenceonZeroEmissionsin

IndustrializedSocietyAbstractBook,2-2-1～2-2-17

(1999).

(Zeroemissions,Output/inputdatabase,Conversion

technology,Industry,Wastematerial)

■ClusteringofProductionProcessesand

DevelopmentsofNetworkTechnologies

(生 産 プ ロ セ ス の ク ラ ス タ リ ン グ と ネ ッ トワ ー ク 技 術 の 開

発)

H.Yoshida(invited)

InternationalSymposiumonZeroEmissionsAbstract

Book,15-18(1999).

(Zeroemissions,Cluster.Productionprocess,Network,

Industry)

■MassTransferCharacteristicsofaPerfusion-

typeGelAnalyzedbyShal」owBedMethod

(シ ャ ロ ー ベ ッ ド法 に よ る パ ー フ ユ ー ジ ョ ン 型 ゲ ル の 物 質

移 動 特 性 の 解 析)

M.Terashima,S.NishimuraandH.Yoshida

ProceedingsofInternationalConferenceon

BioseparationEngineering,22,Nikko,Japan(1999)

(Perfusion,Protein,Masstransfer,Shallow-bed,

Diffusivity)

■EnhancementofRecombinantProteinProduction

byRiceCellCulture

(イ ネ 細 胞 培 養 に よ る 組 換 え タ ン パ ク 質 生 産 の 効 率 化)

M.Terashima

SymposyiumProceedingofYABEC'99,Pusan,Korea

(1999).

(Ricecell,Recombinantprotein,Production,Cellculture,

Mediumcomposition)

■ 引 張 試 験 法 に よ る 粉 体 一 繊 維 系 混 合 物 中 の 繊 維 の 解 繊 状 態

の 評 価

(ApplicationofaTensileTestMethodforthe

EvaluationofUnravelingStateofFibrousFillerin

Powder-FiberMixtures)

須 貝 幸 廉,佐 藤 宗 武

粉 体 工 学 会 誌,36,10-15(1999).

(Tensiletest,Powdermixing,Aramidfiber,Fiber

network,Energyconsumption)

騒Somejnitialexperimentswithanelectrically

conductingpowderunderstaticandvibrating

conditio「1s

(静 的 お よ び 振 動 条 件 下 に お け る 導 電 性 粉 体 の 電 気 伝 導 特

性 の 測 定)

A.」.Matchett,T.Yanagida,Y.OkudairaS.Kobayashi

andM.Satoh

Adv.PowderTechnol.10,51-64(1999).

(Vibrationtest,Conductivity,Electricresistance,

Powderbed,Hysteresis)

■ 含 繊 維 粉 体 混 合 物 の 造 粒

(GranulationofPowderContainingFibrous

Materials)

須 貝 幸 廉,佐 藤 宗 武,川 崎 誠,岩 崎 智 宏

粉 体 工 学 会 誌,36,825-832(1999).

(Aramidfiber,Granulation,Powdermixture,Friction

material,Frictioncharacteristic)
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■ダイオキシン類の挙動

宮南 啓

高温学会誌,25,49-52(1999).

　

■ダイオキシン類の発生 による問題とその規制 ・対策につい

て

宮南 啓

環境 と経済51,21-23(1999).

圏 ダイオキシン類発生抑制への取り組み

宮南 啓

日本機会学会誌,102,24-25(1999).

ロ アメ リ力粉体工学事情

綿野 哲

粉体 工学会誌,36,58-63(1999).

稠米 国粉体工学の最新事情

綿野 哲

粉体 と工業,31,63-70(1999).

■粉体 プロセスにおける静電気の計測と制御1 .流動層造粒 ・

乾燥工程

綿野 哲

製斉Uと機械,248,5-7(1999).

■粉体 プロセスにおける静電気の計測と制御H.空 気輸送工程

綿野 哲

製剤 と機械,249,9-10(1999).

■ い ま 「共生」の時代へ 五つのキーワー ド ゼロエミッシ

ョン 生産現場に求め られる資源 ・環境との共存

吉田弘之

化学,54(1),24-26(1999).

凹特 集 ゼロエミッションを目指す産業システム

亜臨界水加水分解による魚あらの高速高度資源化

吉田弘之

化学工業,50(2),145-149(1999).

■ 亜臨界水加水分解による魚あらのゼロエミッション型資源

化技術

吉田弘之

JascoReport,超 臨界最新技術特集第3号(1999).

■ トピックス

亜臨界水加水分解による魚あらの高速高度資源化

吉田弘之

BSE特 研 ニュース,9(1),(1999).

■ 日本吸着学会 ・日本溶媒抽出学会連合年会を終えて

吉田弘之

AdsorptionNews,13(4),7(1999).
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■ 展 望

ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 型 産 業 社 会

吉 田 弘 之

ウ ル トラ ク リ ー ンテ ク ノロ ジ ー,11(5),302-303(1999).

繧 産 業 と 行 政

ゼ ロ エ ミ ッシ ョ ン を 目 指 した 産 業 間 ネ ッ トワ ー ク

吉 田 弘 之

バ イ オ サ イ エ ン ス と イ ン ダ ス ト リ ー,57(10),704-70て

(1999).

■SimulationofCompositeParticleGrowthin

DispersionandCompoundingProcessofAlloy

ParticleandCeramicPowder

(合 金 一 セ ラ ミ ッ ク ス 分 散 複 合 化 プ ロ セ ス に お け る 複 合 粒

子 成 長 シ ミ ュ レー シ ョ ン)

T.Iwasaki,T.YanagidaandM.Satoh

KONA,17,212-218(1999).
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■化学工学便覧(改 訂6版)

向阪保雄(分 担執筆)

化学工学会編 丸善(1999).

石川治男(分 担執筆)

化学工学会編 丸善(1999).

吉田弘之(分 担執筆)

化学工学会編,丸 善(1999).

佐藤宗武(分 担執筆)

化学工学会編 丸善(1999).

■流動層技術八ン ドブック

綿野 哲(分 担執筆)

朝倉書店,207-243(1999).

■粒 子設計工学

一新素材開発のキーテクノロジー一

寺下敬次郎(分 担執筆)

産業図書,163-176(1999).

■基礎化学工学

石川治男(分 担執筆)

化学工学会編 培風館(1999).

吉田弘之(分 担執筆)

化学工学会編 培風館(1999).

■最新吸着技術便覧 一 プロセス ・材料 ・設計一

吉田弘之(分 担)

エ ヌ ・テ ィー ・エス(1999).

■化学工学ア ドパンス トコース

吸蒲工学

吉田弘之(分 担)

化学工学会関西支部編,化学工学会関西支部(1999).
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圏InternationalBiohydrometallugySymPosium

(Madrid,Spain,June,1999)

Y.Konishi,M,TokushigeandS.Asai

BioleachingofChaleopyriteConcentratebyAcidophilic

ThermophileAcidianusbrierleyi.

■ISEC'99-SolventExtractionforthe21St

Century(BarcelOna,Spain,July,1999)

T.Nishik量,K。NakamuraandD.Kato

MassTransferCharacterizationinForwardandBack

ExtractionsofAminoAcidbyReverseMicellesacross

aFlatLiquid-LiquidInterface.

■TheFifthlnternationalSymposiumonSeparation

TechnologybetweenKoreaandJapan(Seoul,

Korea,August,1999)

T,NiidaandN。Mikawa

ClassificationandSeparationofFineParticlesin

SuspensionBasedonElectricalMobility.

T.NishikiandT.Nakao

SeparationandConcentrationofLithiumfromDilute

AqueousSolutionsUsingSupportedLiquidMembranes.

Y.KonishiandS.Asai

BioleachingofChalcopyritebyAcidophilicSulfur-

OxidizingBacteria.

MRamlakhan,C.Y.Wu,B.ChaudhuriandS.Watano

DryParticleCoatingUsingMagnetlcallyAssisted

ImpactionCoating(MAIC)

RN.Dave,C.Y.Wu,B.ChaudhuriandS.Watano

MagneticallyAssistedFlowEnhancementfor

Contro}ledPowderDischargeofCohesivePowders

■18thlnternationalConferenceoftheNorth

AmericanFuzzylnfOrmationProcessing(New

York,U.S.A.,June,1999)

S.WatanoandK.Miyanami

ControlofGranulationProcessbyFuzzyLogic

■1999FAWMA(FloridaAir&WasteManagement

Association)AnnualMeeting(Florida,U.S.A.,

September,1999)

J.Ogden,C.Y.Wu,J.M.Andino,S.WatanoandT.

Yoshida

ControlofVolatileOrganicCompoundsbyPhotocatalysis

inFluidizedBeds

日Korea-R.0.C.JointSymposiumonPowder

Technology(SeouLKorea,June,1999)

TheKneadingandDispersionofMagneticRecording

MaterialsandItsEvaluation

K.Terashita

H.Nakamura,S,TakamatsuandS.Asai

BiosorptionofHeavyMetalsbyMicroalgaeBotryococcus

braunii.

■99'SymposiumonParticleTechnology(New

Jersey,U.S.A.,March,1999)

T.Ravichandran,A.Mujumdar,G.James,RN.Dave,

C.Y.WuandS.Watano

StudyofPowderSegregationduringDischargefroma

VibratedHopper

G.James,C.Y.Wu,S.WatanoandRDave

ControllingPowderDischargefromStoragebya

MagneticallyEnhancedPowderDischargeSystem

W.Dunphy,M、Sawhney,S.Watano,RDaveandR

Pfeffer

EvaluationoftheRotatingFluidizedBedasaDry

Coater

■20thIFPRI(lnternationalFineParticleResearch

lnstitute)AnnualMeeting(NewJersey,U.S.A.,

June,1999)

S.Watano

MeasurementandControlofFluidizedBedGranulation

霞Japan-KoreaWorkshoponWasteManagement

(Pusan,Korea,August,1999)

TheActualSituationoftheLawforRecyclingof

ContainersandPackaging

K.Terashita

■TheFourthInternationalCnferenCeon

ECOMATERIALS(Gifu,Japan,November,1999)

ManufacturingProcessofRecycledResinofWaste

ExpandedPolystyreneanditsEvaluation

K.Terashita,Y.Kishi,KMIyanami

■PDAlnternationalCongress
,Coursesand

Exhibition1999(Tokyo,Japan,February,1999)

H.Ishikawa

Scale-upTechnologyfromtheViewpointofChemical

Engineering.

■Asia-PacificChemicalReactionEngineering

SymposiumAPCRE99(HongKong ,China,June,

1999)

H.Ishikawa,M.ShiroshimaandT.Oka

TheKineticsandMechanismofaReactionCatalyzed

byBacillusstearothennophilusPhosphofructokinase .
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■The5thAsia-PacificBiochemicalEngineering

Conference1999andthellthAnnualMeetingof

theThaiSocietyforBiotechnology(Phuket,

Thailand,November,1999)

H.OginoandH.Ishikawa

PeptideSynthesisUsingOrganicSolvenレStable

ProteasefromPseudo〃zonasaeruginosaPST-01in

MonophasicAqueous-OrganicSolventSystems.

■lnternationalConferenceonBioseparation

Engineering(Nikko,Japan,July,1999)

MTerashimaS,NishimuraandH.Yoshida

MassTransferCharacteristicsofaPerfusion-typegel

AnalyzedbyShallowBedMethod.

■TheFifthlnternationalSymposiumonSeparation

Technology-BetweenJapanandKorea-

(Seoul,Korea,August,1999)

H.YoshidaandW。Takatsuji

ParallelTransportofOrganicAcidbySolidPhaseand

MacroporeDiffusioninWeaklyBasicIonExchanger.

N.KishimotoandH,Yoshida

HighlySelectiveAdsorptionofGlutamicAcidon

PolyaminatedHighlyPorousChitosanResin:Equilibria

inBinaryComponentSystem.

■YoungAsianBiochemicalEngheers'Community

l999(Pusan,Korea,August,1999)

M.Terashima

EnhancementofRecombinantProteinProductionby

RiceCellCulture.

■8thKorea/JapanSymposiumonWaterEnvironment

1999(Cheju,Korea,October,1999)

H.YoshidaM.TerashimaandY.Takahashi

ProductionofOrganicAcidsandAminoAcidsfrom

FishMeatbySub-CriticalWaterHydrolysis.

鋼lnternationalConferenceonZeroEmissionsin

lndustrializedSociety(Tokyo,Japan,November,

1999)

H.Yoshida(invited)

Output/lnputDatabaseandConversionTechnology,

■lnternationalSymposiumonZeroEmissbns

(Toyohashi,Japan,November1999)

H.Yoshida(i【1vited)

ClusteringofProductionProcessesandDevelopments

ofNetworkTechnologies.
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闇平成10年 度文部省科研費 ・特定領域研究最終報告会(1月,

広 島)

吉 田弘之

業種 を越えた生産 プロセスのネッ トワーク形成 によるゼ

ロエ ミッション化 の検討

要 旨集,AO2-O.

■化学工学会第64年 会(3月,名 古屋)

新 居 田亨,三 川展久

平行平板型液相静電分級器 による懸濁粒 子のバ ッチ式電

気移動度測定

研究発表講演要旨集,H206.

赤 井 さち子,西 機忠昭,加 藤大三郎

撹拝槽 におけるア ミノ酸の逆 ミセル抽 出

研究発表講演要旨集,R318.

小 西康裕,溝 江和也,浅 井 悟

金属一 第3級 カルボン酸溶液か らのフェライ ト超微粒子の

水熱合成

研究発表講演要旨集,H106

小 西 康裕,福 西直子,高 島 正,浅 井 悟

脱窒細egThiobaciltusdenimlficansに よる溶存硫化水素の嫌

気 的処理

研 究発表講演要旨集,0306

小 西康裕,浅 井 悟

硫 黄循 環 ミニ生態系 を導入 した硫化鉱物 か らの金属 回収

システム

研 究発表講演要旨集,C1-3

中村 秀美,茂 信之,浅 井 悟

シクロデキス トリンを用いたフタル酸エステル加水分解

反応 の動力学

研究発表講演要旨集,K108

中村 秀美,高 松 傑,浅 井 悟

微細eeBotryococcusbrauniiを 用 いた重金属のバ イオソープ

ション

研究発表講演要旨集,Cl-4

荻 野 博康,山 田光春,石 川治男

有機溶媒耐性微生物が分泌するPST・01プ ロテアーゼを用

いたペ プチ ド合成

研究発表講演要旨集,E121.

安 田昌弘,静 美智子,石 川治男

t一オ クチルフェノキシポ リオキシエチ レン基を有す るモ ノ

マーを用いた両親媒性粒子の作製

研究発表講演要旨集,H102.

吉 田弘之
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亜 臨界水加水分解による魚 あらの高速高度資源化

講演要旨集,第1分 冊B123.

吉 田弘之,寺 嶋正明,南 雄二

多孔性 強塩基性陰 イオ ン交換樹脂 ・キ トサ ン複合化吸着

剤による二酸化炭素の大量吸着

講演要旨集,第2分 冊P215.

寺嶋 正明,江 尻洋子,吉 田弘之

植物細胞培養 による ヒ トalpha-1一ア ンチ トリプシン生産に

及ぼす培地組成の影響

講演要 旨集,第2分 冊D307.

岩峙 智宏,古 賀孝臣,佐 藤宗武

高速楕 円ロー ター型粉体 混合機 におけ る粉体層 の圧縮 ・

勢断過程 の評価

講演要旨集,H205.

■平成10年 度 資源 ・素材学会春季大会(3月,東 京)

小 西康裕,浅 井 悟,徳 重雅彦,菱 田 元,大 岡 隆,

片 山弘行,鈴 木 徹

好酸性 ・好熱性細菌 による黄銅鉱のバイオリーチ ング ー

銅の浸出速度に及ぼす共存鉱物の影響一

講演集(H)素 材編,109-110.

小西 康裕,溝 江和也,浅 井 悟'

鋼材 の硫酸洗浄廃液の微生物処理 と溶存鉄か らの フェラ

イ ト素材 の水熱合成

講演集(H)素 材編,121-122.

厨(財)鉄 鋼業環境保全技術開発基金研究成果報告会(3月 ,

東京)

小西康裕

鋼材 の硫酸洗浄廃液の微生物処理 とフェライ ト微粒子製

造

■日本薬学会第119年 会(3月 ,徳 島)

綿野 哲,沼 徹哉,宮 南 啓,鈴 木 輝夫

除電型パ ルス ジェ ッ トによるフィルム ・カプセル表面の

微粉除去

講演要旨集4,21.

鎌 田貴行,寺 下敬次郎,宮 南 啓

解熱鎮痛剤の直接打錠 に関する研究(1)

講 演要旨集4,31.

寺 下敬次郎,鎌 田貴行,宮 南 啓,辻 本広行,横 山豊和

直接打錠のための主薬の造粒お よびコーテ ィング

講演要旨集4,32.

工藤 聡滋,寺 下敬次郎,宮 南 啓

結晶セルロースを用いた含量均一性および溶出性の評価

講演要 旨集4,32



■粉体技術談話会 「イブニングセミナー」

綿野 哲

米国最新粉体工学事情

■粉体工学会1999年 度春期研究発表会(5月,京 都)

天竺英司,向 阪保雄,野 村俊之,ManuelALONSO

PVD法 に よる均一 ・不均一核生成

講演論文集,60-64.

森 田将行,須 貝幸廉,佐 藤宗武,岩 崎智宏

繊維一粉体混合物における凝集繊維の分散過程

講演論文集,27-29.

川崎 誠,須 貝幸廉,佐 藤宗武,岩 崎智宏

撹拝造粒法 による繊維強化材原料の調製

講演論文集,30-33.

桝 田智雄,岩 崎智宏,佐 藤宗武

回転円錐ロー ター貫入法による粉体層 の動的物性評価

講演論文集,3437.

古賀孝 臣,岩 崎智宏,佐 藤宗武

粒子要素法 を用いた高速楕円 ロー ター型粉体 混合機 の力

学特性 の検討

講演論文集,38-41.

■ 日本海水学会第50年 会(6月 、高松)

小西康裕,関 英典,浅 井 悟

海底熱水鉱床鉱物のバ イオリーチ ング

要旨集、15-16.

■NKゼ ミ ナール(6月,大 阪)

綿 野 哲

乾式コーティングの基礎 と応用

テキス ト,1-14.

贋分析技術懇談会 第64回 講演会(6月 ,大 阪)

吉 田弘之

亜臨界水 ・超臨界水 を用いた有機廃棄物の資源化

■第16回 エアロゾル科学 ・技術研究討論会(7月,名 古屋)

渡 辺祐三,野 村俊之,向 阪保雄,ManuelALONSO

気 相反応法 による超微粒子の生成 該 生成の新 しい工学モ

デルによる検討・

講演論文集,1820.

■(財)ソ ル ト・サイエンス研究財団第U回 助成研究発表会

(7月,東 京)

小 西康裕

光合成硫黄細菌 を利用 した青潮発生 レベル底層海水か ら

の硫化水素の除去 に関する研究

■第12回 素材開発研究交流会(8月,大 阪)

小 西康裕

硫黄細菌 を利用 した金属硫化物の処理 システム

要旨集,15.

■第5回 日韓合同分離技術シンポジウム(8月,ソ ウル,韓

国)

H.YoshidaandW.Takatsuji

ParallelTransportofOrganicAcidbySo}idPhaseand

MacroporeDi血sioninWeaklyBasicIonExchanger

講演 要旨集,609-612.

N.KishimotoandH.Yoshida

HighlySelectiveAdsorptionofGlutamicAcidon

PolyaminatedHighlyPorousChitosanResin:Equilibria

inBinaryComponentSystem

講演 要旨集,626-629.

■平 成H年 電気学会電子 ・情報 ・システム部門大会(8月,

千葉)

吉 田弘之

ゼロエ ミッションのための産業ネッ トワークの形成

講演要旨集,615-618.

■大 阪府立大学水曜講座(9月,堺)

西機忠昭

金属資源 を枯渇 させ ないために一希薄資源の利用 とリサ

イクルー

■第掴 バイオテクノロジー産業化のための技術 シーズ公 開

会(大 阪,9月)

中村秀美

バイオレメデ ィエーシ ョンを利用 した1 ,2一 ジ クロロエ タ

ンの分解

■第23回 静電気学会全国大会(9月,習 志野)

児 玉 勉,綿 野 哲,鈴 木輝 夫,西 村浩次郎,森 川康夫,

八 木 新治

空気輸送による帯電粉体の除電

講演論文集,313-316.

■第37回 粉体 に関する討論会(10月,函 館)

西 村健彦,寺 下敬次郎,宮 南 啓,坂 本 宏,夏 山 晋,

興 津忠和

医薬品微少粒子 コーティング装置の開発 と応用

講演論文集,23-27.

工 藤聡滋,寺 下敬次郎,宮 南 啓

結晶セルロースの種類および添加率 と錠剤物性

講演論文集,2&32、

森 田貴之,寺 下敬次郎,宮 南 啓

打錠用穎粒の粒径 調製 と製錠

講演論文集,33-37.

岩峙 智宏,桝 田智雄,佐 藤宗武,藤 田 武

酸化亜鉛微粒子 を用いた紫外線遮蔽複合粒子 の調製プロ

セスとその評価

講演要旨集,91-94.

佐 藤 宗武,池 本奈美恵,出 口 衛,岩 崎智宏,押 見 強,
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近藤 誠

容器回転型混合機による穎粒の混合過程と摩耗特性

講演要旨集,178-181.

■産学官技術移転フ ェア99(9月,大 阪)

大西忠一,杉 本伸一,宮 南 啓

連続 テル ミッ ト反応によるレアメタルの回収

講演要旨集,2a21.

吉 田弘之

亜臨界水加水分解 による魚 あらのゼロエ ミッシ ョン型高

速高度資源化

講演要旨集,24-25.

■日本生物工学会(9月,大 阪)

寺嶋正明,江 尻洋子,橋 川尚弘,吉 田弘之

イネ細胞培養による遺伝子組換えタンパク質生産の効率

化

講演要旨集,254.

長谷川修嗣,景 山明美,長 鶴正紀,渋 谷 満,山 本信也,

長 谷部進,綿 野 哲

ヒァルロン酸発酵生産性 と菌形態

講演要旨集,919.

■化学工学会第32会 秋季大会(9月,金 沢)

大東正和,野 村俊之,向 阪保雄

均一沈殿法による単分散微粒子の生成

講演要旨集,R215.

一高康晃
,野 村俊之,向 阪保雄

シー ド粒子存在下におけるアルコキシ ド法 による単分散

微粒子の生成

講i演要旨集,R216.

久常雅世,西 機忠昭

ニッケル水素蓄電池含有金属の支持液膜による分離回収

研究発表講演要旨集,U116.

西機忠昭

展望講演 液膜および逆 ミセル分離技術の最近の動向

研究発表講演要旨集,S308.

小西康裕,溝 江和也,浅 井 悟

酸性排水溶存鉄からのフェライト微粒子の水熱合成

研究発表講演要旨集,U121

小西康裕,関 英典,浅 井 悟

海底鉱物資源からの有価金属のバイオリーチング

研究発表講演要旨集,U215

栗本一平,寺 下敬次郎,宮 南 啓

打錠用造粒物および成型体の含量均一性と物性評価

研究発表講演要旨集,906.

石見紘策,毛 利順一,高 木雅彦,野 崎修平,坂 ロ ミユキ,
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石川治男

水平平板上の液滴の拡張濡れ

研究発表講演要旨集,A302.

安田昌弘,小 林美穂,石 川治男

シード共重合による多孔質高分子粒子の合成

研究発表講演要旨集,K319.

安田昌弘,関 秀俊,石 川治男

スチレンの分散重合における粒子生成に関する研究

研究発表講演要旨集,K320.

H.Ogino,T.MimitsukaT.MutoandH.Ishikawa

CharacterizationofaLipaseGenelip8from

PseudomonasaeruginosaLST-03anditsProduct

研 究 発 表 講i演 要 旨 集,PO36.

吉田弘之,高 橋洋平,新 万理子,寺 嶋正明

亜臨界水加水分解による魚あらの高速高度資源化

講i演要旨集,M113.

M.Terashima,S.NishimuraandH.Yoshida

Characterizationofmasstransferinperfusion-typege1

講 演 要 旨 集,POO9.

H.Yoshida,H.FujiwaraandW.Takatsuji

AdsorptionIsothermandIntraparticleMassTransferof

CitricAcidinHighlyPorousChitosanIonExchanger

講 演 要 旨 集,POII.

吉田弘之,新 万理子,寺 嶋正明

亜臨界水加水分解による魚あらの高速高度資源化一はら

わたの分解一

講演要旨集,C308.

■粉体工学会平成11年度標準処方委員会(10月,浜 松)

古川純平,綿 野 哲,宮 南 啓,大 迫義文

押 し出し造粒について その1造 粒機構

講演要旨集,610.

大迫義 文,長 崎龍生,津 張正 光,小 泉 一郎,古 川純平,

沼 徹哉,綿 野 哲

押 し出 し造粒 について その2

る 要因

講演要旨集,11-16.

穎粒の摩損度に影響す

驕粉体工学会第16回 製剤と粒子設計シンポジウム(10月 ,浜

松)

沼 徹哉,綿 野 哲,宮 南 啓,長 崎龍生,大 迫義文

画像解析を用いた撹絆造粒の制御

講演要旨集,16&173.

栗本一平,寺 下敬次郎,宮 南 啓

主薬 ・賦形剤の含量および粉体物性に基づ く複合型造粒

機の造粒過程

講演要旨集,238-243.



■第10回 廃棄物学会研究発表会(10月,大 宮)

山内慎二郎,寺 下敬次郎,宮 南 啓

大学における可燃ごみの発熱量およびCO2発 生量の推定

講演論文集1,42-44.

杉本伸一,寺 下敬次郎,宮 南 啓

家庭系一般廃棄物の組成分析および塩化ビニルの選別 ・

除去

講演論文集L344-346.

鋼高分子学会第48回 高分子討論会(10月,新 潟)

安田昌弘,笠 原弘喜,石 川治男

両親媒性官能基を有する酵素固定化用担体粒子の合成

高分子学会予稿集,48(10),2223-2224.

安田昌弘,石 川治男

両親媒性官能基 を有す る粒 子へ の リパーゼの固定化 と応

用

高分子学会予稿集,48(10),2225-2226.

■'99第8回 日 韓 水 環 境 シ ン ポ ジ ウ ム(10月,済 州,韓 国)

H.Yoshida,M.TerashimaandY.Takahashi

ProductionofOrganicAcidsandAminoAcidsfrom

FishMeatbySub-CriticalWaterHydrolysis

講 演 要 旨 集,141-145.

薩日本吸着学会 ・日本溶媒抽出学会連合年会(10月,堺)

久常雅世,西 機忠昭

使用済みニッケル水素蓄電池からの有価金属の分離 ・回

収

講演要旨集,67.

小西康裕,佐 藤 大,高 野克也,浅 井 悟

Ni(H)一 有機 リン化合物抽出剤溶液の加水分解 ・逆抽

出

講演要旨集,70.

高辻渉,吉 田弘之

キトサン樹脂による有機酸の吸着 一粒子内拡散一

講演要旨集,2.

H。Yoshida,S.Oehlenschlaeger,Y。MinamiandM.

Terashima

AdsorptionofCO20nCompositesofAnionExchange

ResinsandChitosan

講 演 要 旨 集,17.

H.Yoshida,S.Oehlenschlaeger,Y.MinamiandM.

Terashima

AdsorptionofCO20nBasicAnionExchangeResins

講 演 要 旨 集,4&

寺嶋正明,西 村晋治,吉 田弘之

パ フユージ ョン粒子 におけ るタンパ ク質の粒子 内物質

移動

講演要旨集,59.

吉 田 弘之,藤 原敬之,高 辻 渉

弱塩基性陰 イオ ン交換樹脂 およびPEIキ トサ ンビーズに

よるクエ ン酸の吸着

講演要旨集,61.

岸本 昇,吉 田弘之

弱塩基性陰イオン交換樹脂による酸性ペプチ ドの吸着

講演要旨集,90,

■99粉 体入門セミナー(第6回)(10月,東 京)

佐藤宗武

混合"粉 の混ぜ方,混 じり具合"

テ キス ト.63-79.

口粉体工学会1999年 度秋期研究発表会(11月,東 京)

佐藤武史,野 村俊之,上 原克博,向 阪保雄

均一沈殿法による粒子生成に及ぼす操作条件の影響

講演論文集,98-101.

黒岡達男,綿 野 哲,宮 南 啓,鈴 木輝夫,岡 橋良徳,

金星直彦

粉粒体の帯電性評価装置の開発 とその性能評価

講演論文集,86-89.

栗本 一平,寺 下敬次郎,宮 南 啓

近赤外分光法 による医薬品用粉体の原料受入の確認試験

講演論文集,126-130.

辻 本広 行,長 田和 憲,木 下直俊,横 山豊和,今 村敬亮,

寺下敬次郎,宮 南 啓

流動層法 による主薬 をベース としたコー ティング用核粒

子の調製 とその製剤化

講演論文集,144-148.

鎌田貴行,寺 下敬次郎,宮 南 啓

噴霧乾燥式流動層造粒装置による直打用の主薬の造粒

講演論文集,149-153.

■資源 ・素材学会秋季大会(11月,京 都)

小 西康裕

好酸性 ・好熱性細菌を利用 したバイオ リーチ ング

企画発表 ・一般発表(C)資 料,95-98.

小 西康裕,宮 本清英,小 久江仁志

硫化鉱物のバ イオ利用処理 システム

ポス ターセ ッション発表概要,16

小 西 康裕,佐 藤 大,高 野克也,浅 井 悟

Ni(H)一 有 機 リン化合物抽 出剤溶液の水熱処理 による

ニ ッケルの沈殿 ・回収

ポスターセ ッション発表概要,35

■第97回 軽 金属学会秋季大会(11月,東 京)

杉 本伸一,大 西忠一,寺 下敬次郎,宮 南 啓

テル ミット反応 によるアルミニ ウム ドロス とめっ きスラ

ッジの再資源化
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講演概 要,14

■第32回 安全工学研究発表会(11月
,北 九州)

児 玉 勉,綿 野 哲,鈴 木輝夫,西 村浩次郎,森 川康夫 ,

八 木新冶

サイロ流入粉体 の除電方法に関す る検討

講演予稿集,85-88.

■ネ スレ科学振興会1998年 度 一般公募研究助成者成果報告会

(11月,東 京)

綿 野 哲

メカノケミス トリーを用いた食品原料粉体 の表面改質 と

吸湿制御

要旨集,9-10.

■ 日本粉体工業技術協会99'粉 体 ア ドホックセミナー(11

月,東 京)

綿 野 哲

流動層による造粒 とコーティング

講演要旨集,1-29(1999).

■第19回 農 薬製剤 ・施用法シンポジウム(11月 ,ひ たちなか)

小 泉一郎,長 崎龍生,津 張正 光,大 迫義文,古 川純平,

沼 徹哉,綿 野 哲

押 出し造粒機の前処理 と穎粒摩損度の関係

講演要 旨集,15.

栗本 一平,寺 下敬次郎,宮 南 啓

近赤外分光法による造粒物の含量の均～性

講演要 旨集,48-49.

■環境分析技術協議会特別講演会(11月,東 京)

宮南 啓

ダイオキシン類発生 とその削減技術

■環境科学会1999年 会(11月,豊 橋)

石 川治男,荻 野博康,安 田昌弘

環境調和型合成 プロセス構 築のための有機溶媒耐性 酵素

の開発

講演要旨集,332,

口第27回 官 学産技術フォーラム(11月,大 阪)

吉 田弘之

廃棄有機物の再資源化技術

■国際連合大学 ゼロエミッション国際会議一lnternational

ConferenceonZeroEimissionsinlndustrialized

Society-(11月,東 京)

吉 田弘之(招 待)

ア ウ トプッ トーインプッ トデータベース と変換技術

講演要 旨集,2・2-1～2-2-17.

■環境科学会1999年 会(11月 ,豊 橋)

吉 田弘之,高 橋洋平,新 万理子,寺 嶋正明

超臨界水 ・亜臨界水加水分解による 「魚 あら」のゼロエ

ミッション高速高度資源化
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講 演要 旨集,33&

■ゼ ロエミ ッシ ョン国際シンポジウム(11月,豊 橋)

吉 田弘之(招 待)

生 産プロセスの クラスタリングとネ ッ トワーク技術の開

発

講演要 旨集,15-18.
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璽日本粉体工業技術協会の新たなる発展を目指して

向阪保雄ほか

粉体と工業,1999年10月.

■21世紀の粉体技術 ・工学を展望する

向阪保雄,川 島嘉明

日刊工業新聞,1999年11月4日.

■好熱性細菌を利用した硫化鉱物の浸出処理に関する研究

小西康裕

平成10年度鉱物資源探査技術開発調査報告書、新探査 ・

生産技術の開発調査(H)

(通商産業省 資源エネルギー庁),1999年3月.

■鋼材の硫酸洗浄廃液の微生物処理とフェライ ト微粒子製造

小西康裕

鉄鋼環境基金ニュース第24号,1999.4.20.

■大阪府立大 魚あらを資源化

亜臨界水加水分解法使う

高速処理でゼロエミッションを実現

吉田弘之

日本工業新聞,1999年6月18日.

凹魚のアラから有用物質

木村化工機と大阪府立大

加水分解で装置

吉田弘之

日刊工業新聞,1999年11月16日.

■魚のアラ 資源化へ

尼崎の機械メー力 大阪府立大学教授と共同研究

「亜臨界」水を活用 分解プラント完成

吉田弘之

毎日新聞,1999年11月16日.

口魚のアラから有機物質抽出

尼崎の企業テストへ

吉田弘之

産経新聞,1999年11月16日,

瞳木村化工機と大阪府立大

魚のアラを分解 ・資源化

実験プラント開発

DHAな ど抽出

吉田弘之

日経産業新聞,1999年11月17日.

■魚のアラ再資源化装置

力ルシウム、魚油など抽出

府大教授と機械設備メーカー共同開発へ

読売新聞,1999年12月7日.

■魚のアラか らDHAや ア ミノ酸など有価物抽出

吉田大阪府大教授と共同研究

2001年 に実用化 目指す

み なと新聞,1999年12月15日.

■ ゼロエミッションネ ッ トワークと魚あらの資源化

吉田弘之

NHKラ ジ オ タ刊 一 編集 長の環境 フ ァイルー に 出演,

1999年7月17日.
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材 料 工 学 科

材料基礎講座

教 授 岡 村 清 人

助教授 下 尾 聰 夫

講 師 田 辺 重 則

助 手 片 瀬 嘉 郎

成 澤 雅 紀

構造材料講座

教 授 川 本 信

助教授 小 見 崇

講 師 池 永 明

助 手 井 上 博 史

東 健 司

間 渕 博

高 津 正 秀

松 井 利 之

高 杉 隆 幸

辻 川 正 人

金 野 泰 幸

森 井 賢 二

津 田 大

冨 田 恵 之



1.学 術論 文,国 際会 議Proc. '● ノ ・'● ノ ●ノo/o/oノ ・ノ ●ノ 幽ノ ●ノ,ノ ●ノ.ノ ●ノ,ノ ●ノ ●ノ9/9ノ.ノ.ノ.ノ ●ノ ○ノ9

顯FormationofUnknownMagneticPhasebySolid

StateReactionofThinMultilayeredFilmsof

75at96Mn・25at%Ge

(75at96Mn-25at96Ge多 層 薄 膜 の 固 相 反 応 法 に よ る 未 知

磁 性 相 の 形 成)

T.Matsui,M.Shigematsu,S.Mino,H.Tsuda,H.

MabuchiandK.Morii

JournalofMagnetismandMagneticMaterials,192,247-

252(1999).

(Magneticproperties,Solid-statephaseformation,Mn-

Ge,Multilayeredfilm)

■ln-situSynthesisofSi3N4/SiCCompositesby

ReactiveHot-PressingfromElementalPowders

(素 粉 末 の 反 応 ホ ッ トプ レ ス 法 に よ るSi3N4/Sic複 合 材 料

のin-situ合 成)

H.Tsuda,T.Ohtsuka,H.MabuchiandK.Morii
　

KeyEngineeringMaterials,161・163,63-66(1999).

(Si3N,/SiCcomposite,Reactivehot-pressing,In-situ

synthesis,Microstructure,Mechanicalproperty)

■MicrostructureandSomePropertiesofTiAl一 羽,AIC

CompositesProducedbyReactiveProcessing

(反 応 合 成 法 に よ るTiAl-Ti・Alc複 合 材 料 の 微 細 組 織 と そ の

特 性)

R,Ramaseshan,A.Kakitsuji,S。K。Seshadri,N.G.Nair,

H.Mabuchi,H.Tsuda,T.MatsuiandK.Morii

Intermetallics,7,571-577(1999).

(Titaniumaluminide,Compositematerial,Dispersion

strengthening,Reactiveprocessing,Fracture

toughneSS)

■MagneticandElectricalPropertiesofMn5Ge3/Ge

NanostructuredF醐ms

(Mn5Ge3/Geナ ノ構 造 薄 膜 の 磁 気 お よ び 電 気 特 性)

T.Miyoshi,T.Matsui,H.Tsuda,H.MabuchiandK

Morii

JournalofAppliedPhysics,85,5372-5374(1999).

(Magneticproperties,Electricproperties,T}1in

mUltilayeredfilm,Solid-statereaction)

■OxidationResistantCoatingofL1,一(Al,Cr)3Tion

TiAlAlloysbyPackCementation

(パ ック 法 に よ るTiAl合 金 へ のLl2-(Al,Cr)3Tiの 耐 酸 化 コ

ー テ ィ ン グ)

T.Kawakarni,H.Mabuchi,H.Tsuda,T、MatsuiandK.

Morii

JournalofMaterialsTransactions,JIM,40,381-384

(1999).

(lntermetalliccompound,Titaniumaluminide,Pack

cementation,Oxidationresistantcoating,Diffusion

layer)

■SynthesisofTiAト(TiB2十Ti2AIN)Compositesby

HIPReactiveSintering

(反 応HIP法 に よ るTiAl-(TiB2+Ti,AIN)複 合 材 料 の 合 成)

A.Kakitsuji,H.Miyamoto,H.Mabuchi,H.TsudaandK.

Morii

MaterialsTransactions,JIM,40,942-945(1999).

(lntermetalliccompound,Titaniumaluminide,composite

material,Self-propagatinghightemperaturesynthesis,

Mechanicalproperty)

■In-situSynthesisofSi3N,-SiCCompositesby

ReaCtiveHOt・Pressing

(反 応 ホ ッ トプ レ ス 法 に よ るSi3N4-SiC複 合 材 料 のin-situ

合 成)

H。Mabuchi,H.Tsuda,T.Ohtsuka,T.MatsuiandK.

Morii

HighTemperatures-HighPressures,31,499-506(1999).

(Ceramicmatrixcomposites,Si・N,-SiC,In-situsynthesis,

Reactivehotpressing,Mechanicalproperty)

■Oxidation-resistantCoatingforGammaTitanium

AluminidesbyPackCementation

(パ ッ ク 法 に よ る ガ ン マ ーチ タ ン ア ル ミ 合 金 へ の 耐 酸 化 コ ー

テ ィ ン グ)

H.Mabuchi,H.Tsuda,T.Kawakami,S.Nakamatsu,T.

MatsuiandK.Morii

ScriptaMaterialia,41,511-516(1999).

(lntermetalliccompound,Titaniumaluminide,Oxidation

resistantcoating,Diffusionlayer,Packcementation)

■Microstructureevolutionandplasticstabi肚y

duringsuperplasticflowina7475aluminumalloy

(7475ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 超 塑 性 変 形 中 の ミ ク ロ 組 織 変 化

と 塑 性 安 定 性)

H.Iwasaki,T、Mori,M.MabuchiandK.Higashi

MaterialsScienceTechnology,15,180-184(1999).

(7475aluminiumalloy,Superplasticdeformation,

Microstructure,Plasticstability)

■SuperplasticityinaZK60MagnesiumAlloyatLow

Temperatures

(ZK60マ グ ネ シ ウ ム 合 金 に お け る 低 温 で の 超 塑 性)

H.Watanabe,T.MukaiandK.Higashi

ScriptaMaterialia40,477-484(1999).

(lowtemperaturesuperplasticity,magnesiumalloy,

strainratesensitivityexponent,elongation-to-failure,

aCtiVatiOnenergy)

■熱間押出 ししたAZ31マ グネシウム合金の超塑性挙動

(SuperplasticBehaviorinAZ31MagnesiumAlloy

ProcessedbyHotExtrusion)

渡 辺博行,向 井敏 司,石 川晧一,大 神 田由平,東 健司

科学 と工業,72,103-107(1999).
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(マ グネシウム合金,超 塑性,破 断伸 び,ひ ずみ速度感受性

指数,粒 界すべ り)

■Al-4 .5%Mg合 金 に お け る ク リー プ 変 形 中 の 空 洞 発 生 に 及

ぼ す 鉄 晶 出 物 の 影 響

(Effectofferrousprimarycrystalsoncavitation

inAl-4.596mass%MgalloysduringcreeP

deformation)

細 川 裕 之,岩 崎 源,森 隆 資,田 形 勉,馬 渕 守,

東 健 司

軽 金 属,49,57・61(1999).

(Al・Mgalloy,hightemperatureelongation,ferrous

primary,cavitydistribut童on)

ActaMaterialia,47,1859-1867(1999).

(Aluminumalloys,Hightemperature,Mechanical

properties,plastic,Microstructure)

■CavitationinCoarse-GrainedAl・4.5MgAlloys

ExhibitingSuperplasticLikebehavior

(超 塑 性 の よ う な 挙 動 を 示 す 粗 大 結 晶 粒Al-4.5Mg合 金 に お

け る 空 洞)

H.Hosokawa,H.Iwasaki,T.Mori,T.Tagata,M.

MabuchiandK.Higashi

MaterialsScienceForum,304,699-704(1999).

(Al-4.5MgAlloys,Mg2Siparticles,CavityNucleation

Site)

■ マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の 超 塑 性

馬 渕 守,中 村 守,相 澤 龍 彦,東 健 司

ま て りあ,38,301-304(1999).

(マ グ ネ シ ウ ム 合 金,高 速 超 塑 性,低 温 超 塑 性)

(Magnesiumalloy,highstrainratesuperplastlcity,low

temperaturesuperplasticity)

■TheeffectofDeformationTemperatureon

MicrostructureandSuperplasticFlowinaAl-Cu

Mg/Si3N4pComposite

(2124ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 複 合 材 料 の 微 細 組 織 及 び 超 塑 性 挙

動 に 及 ぼ す 変 形 温 度 の 影 響)

H-GJeong,K.Hiraga,M.MabuchiandK.Higashi

JIM,40,358-361(1999).

(変 形 温 度,微 細 組 織 高 速 超 塑 性,ア ル ミニ ウ ム 合 金 複 合

材 料,反 応 相)

■Experimentalstudyofenargyabsorptionina

close-celledaluminumfoamunderdynamicloading

(衝 撃 荷 重 下 に お け る ク ロ ー ズ ドセ ル ・ア ル ミ ニ ウ ム ・フ

ォー ム の エ ネ ル ギ 吸 収 能 に 関 す る 実 験 的 研 究)

T.Mukai,H.Kanahashi,T.Miyoshi,M.Mabuchi,T.G,

NiehandK.Higashi

ScriptaMaterialia,40,921-927(1999).

(AluminumFoam,Closed-cell,Compressivebehavior,

EnergyAbsorption,Sizeeffect)

■Highstrainratesuperplasticbehaviorofpowder-

metallurgyprocessed7475Al十 〇.7Zralloy

(粉 末 冶 金 法 で 製 造 し た7475Al+0.7Zr合 金 の 高 速 超 塑 性

挙 動)

WJ.Kim,K.HigashiandJ.K.Kim

MaterialsScience&Engineering,A26017-177(1999).

(7475Al+O.7Zral玉oy,Superplastic,Powder-metallurgy)

■Onaccommodationhelpermechanismfor

superplasticityinmetalmatrixcomposites

(金 属 基 複 合 材 料 に お け る 超 塑 性 付 随 調 整 補 助 機 構 に 関 し

て)

M.MabuchiandK.Higashi

ActaMaterialia47,1859-1867(1999).

(Composites,Mechanicalproperties,superplasticity)

■ProcessingandMechanicalPropertiesofFine-

GrainedMagnesiumAIIoys

(微 細 粒 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の プ ロ セ ス と 機 械 的 性 質)

K.Kubota,M.MabuchiandK.Higashi

J.MaterialsScience,34,2255-2262(1999).

(Strength,Elongation,Thermomechanicalprocessing)

■LowTemperatureSuperplaticityofAZ91Magnesium

AlloywithNon-EquilibriumGrainBoundaries

(非 平 衡 粒 界AZ91マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の 低 温 超 塑 性)

MMabuchi,K.Ameyama,H.IwasakiandK.Higashi

ActaMater{alia,47,2047-2057(1999).

(Metals,Grainboundaries,Mechanicalproperties,

Superplasticities)

iHigh-Strain-RateSuperplas魎cityatLowTemperature

inaZK61MagnesiumAltoyProducedbyPowder

Metallurgy

(粉 末 冶 金 法 に よ り作 製 さ れ たZK61マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の

低 温 に お け る 高 速 超 塑 性)

H.Watanabe,T.Mukai,M.Mabuchi,M.KohzuandK.

Higashi

ScriptaMaterialia,41,209-213(1999).

(High-strain-ratesuperpalsticity,Magnesiuma110y,

Powderconsolidation,Strainratesensitivityexponenし

Elongation-to・failure)

■EffectsofSiondeformationbehaviorand

cavitationofcoarse-graniedAl-4.5Mgalloys

exbitinglargeelongation

(巨 大 伸 び を 示 す 粗 大 結 晶 粒Aト4.5Mg合 金 の 変 形 挙 動 と 空

洞 に 及 ぼ すSiの 影 響)

H.Hosokawa,H.Iwasaki,T,Mori,M.MabuchiandK

Higashi

■DynamicCompressiveBehaviorofanUltra-

LightweightMagnesiumFoam

(超 軽 量 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 フ ォ ー ム の 衝 撃 圧 縮 変 形 挙 動)

T.Mukai,H.Kanahashi ,Y.Yamada,K.ShimojimaM.

Mabuchi,T,G,Nieh,andK.Higashi.

ScriptaMaterialia,41,365-371(1999).

(MagnesiumFoam,open・cell,Compressivebehavior,
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EnergyAbsorption)

■TheCriticalStrainRateforAccommodation

HelperMechanismsinSuperpiasticityofMetaI

MatrixComposites

(金 属 基 複 合 材 料 の 付 随 調 整 補 助 機 構 の 臨 界 ひ ず み 速 度)

M.MabuchiandK.Higashi

JIM,40,787-793(1999).

(Superplasticity,metalmatrixcompOsites,accommodation

helpermechanism,aliquidphase)

■LowtemperaturesuperplasticityinaZK60

magneSiUmallOy

(ZK60マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の 低 温 超 塑 性)

H.Watanabe,T.Mukai,M.Kohzu,S.TanabeandK.

Higash重

JIM,40,809-814(1999).

(lowtemperaturesuperplasticity,magnesiumalloy,

grainboundarysliding,grainboundarystructure,stress

exponent,9rainsizeexponent,activationenergy)

■EffectofReductionRatioofHot-Extrusionon

MicrostructuresofSuperplasticSi3N4whiskerA1-

Mg-SiAlloyCompositesStudiedbyTransmission

日ectronMicroscopy

(透 過 電 子 顕 微 鏡 に よ る 超 塑 性6061ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 複 合

材 料 の 微 細 組 織 に 及 ぼ す 高 温 押 し出 し率 の 影 響 に 関 す る 研

究)

Ha-GukJeong,K.Hiraga,M.MabuchiandK.Higashi

JIM,40,842・845(1999).

(6061ア ル ミニ ウ ム 合 金 複 合 材 料,微 細 組 織 界 面 反 応,微

細 粒 径,透 過 電 子 顕 微 鏡)

■Summaryintheproject"Towardslnnovationin

Superplasticity"

(プ ロ ジ ェ ク ト 「超 塑 性 の 新 展 開 」 の 総 括)

T.SakumaandK.Higashi

JIM,40,702・715(1999).

(finegrainedstructure,grainboundarysliding,

accommodation,cavitation,constituteequation,grain

boundaryplasticity)

凹SuperplasticDeformationBehaviorinCommercial

MagnesiumAlloyAZ61

(商 用Mg合 金AZ61に お け る 超 塑 性 変 形 挙 動)

H.Tsutsui,H.Watanabe,T.Mukai,M.Kohzu,S.Tanabe

andK.Higashi

JIM,40,931-934(1999).

(superplasticity,AZ61magnesiumalloy,strainrate

sensitivityexponentgrainsliding,misorientationangle)

■Processingofanopen-cellutarAZ91magnesium 　
alloywithlowdensityofO.05g/cm.

　

(低 密 度(0.059/cm)マ グ ネ シ ウ ム オ ー プ ン セ ル の 作 製)

Y.Yamada,K.Shimojima,Y.Sakaguchi,M.Mabuchi,M.

NakamuraandK.Higashi

JournalofMateria星sScienceLetters,

(1999).

(マ グ ネ シ ウ ム,オ ー プ ン セ ル,低 密 度)

18,1477-1480

幽Superplasticdeformationassistedbypartical

meltinginacommercial5083alloy

(5083合 金 市 販 材 に お け る 局 所 融 解 を と も な う超 塑 性 変 形)

H、Iwasaki,T.Mori,T.TagataandK.Higashi

MetallurgyandNewMaterialsResearches,7,1-11

(1999).

(5083Alminiumal}oy,Partialmelting,Superplastic

deformation,Cavitation)

■SuperplasticityatLowTemperaturesinaZK61

MagnesiumAlloyProducedbyPowderMetallurgy

(粉 末 冶 金 法 に よ り 作 製 さ れ た マ グ ネ シ ウ ム 合 金ZK61の 低

温 に お け る 超 塑 性)

H,Watanabe,T.Mukai,K.Ishikawa,Y.Okanda,M.

MaubuchiandK.Higashi

KeyEngineeringMaterials,171.363-368(1999).

(High-Strain-RateSuperplasticity,MagnesiumAlloy,

PowderMetallurgy,StrainRateSensitivityExponent,

Elongation-to-Failure,GrainBoundarySliding)

鐘ExperimentalStudyoftheMechanicalProperties

atElevatedTemperaturesincommercialMg-Al-

ZnAlloysforSuperplasticForming

(超 塑 性 成 形 に 向 け た実 用Mg。Al-Zn合 金 の 高 温 変 形 特 性 に

関 す る 試 験 的 研 究)

T.Mukai,H.Tsutsui,H.Watanabe,K.Ishikawa,Y.

Okanda,M.Kohzu,S.TanabeandK.Higashi

KeyEngineeringMaterials,171.337・342(1999).

(CommercialMagnesiumAlloy,GrainSize,m-Value,

DislocationCreep,GrainBoundarySliding,GasPressure

Forming)

■EffectofTemperatureandGrainSizeonthe

DominantOiffusionProcessforSuperpalsticFlow

inanAZ61MagnesiumAlloy

(AZ61マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の 超 塑 性 流 動 に お け る 支 配 的 な 拡

散 過 程 に 及 ぼ す 温 度 と 結 晶 粒 径 の 影 響)

H.Watanabe,T、Mukai,M.Kohzu,S、TanabeandK.

Higashi

ActaMaterialia,47,3753-3758(1999).

(Superplasticity,Mechanicalproperties,Alloys,Diffusion)

■E行ectofLiquidPhaseonCreepandFracture

BehaviorofAl・5%Mg

(Al-5%Mg合 金 の ク リー プ と 破 壊 挙 動 に お よ ぼ す 液 相 の

影 響)

H.Iwasaki,T.Mori,M.MabuchiandK.Higashi

KeyEngineeringMaterials,171,617-624(1999).

(ShearTest,HighTemperatureDeformation,Liquid

Phase,AluminumAlloy,StressExponent)

■AZ31マ グネシウム合金押出材の超塑性特性
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(SuperplasticcharacteristicsinanextrudedAZ31

magneSiUmallOy)

渡 辺 博 行,向 井 敏 司,石 川 皓 一,大 神 田 佳 平,高 津 正 秀,

東 健 司

軽 金 属,49,401404(1999).

(superplasticity,magnesiumalloy,strainratesensitivity

exponentactivationenergy,grainboundarysliding)

■ComPressivepropertiesofopen-cellularSG91AAI

andAZ91Mg

(SG91AAI及 びAZ91Mgオ ー プ ン セ ル の 圧 縮 特 性)

Y.YamadaK.ShimojimaY.Sakaguchi,M .Mabuchi,M.

Nakamura,T.Asahina,T.Mukai ,H.KanahashiandK.

Higashi

MaterialsSc{enceandEngineeringA,272,455-458

(1999).

(ア ル ミニ ウ ム,マ グ ネ シ ウ ム,オ ー プ ン セ ル,圧 縮 特 性)

■EnhancementofEnergyAbsorptioninaClosed-

CeHAIuminumbytheModificationofCe開ular

Structures

(セ ル 構 造 に よ る ク ロー ズ ドセ ル ア ル ミ ニ ウ ム の エ ネ ル ギ

ー 吸 収 量 の 増 大)

T.Miyoshi,M.Itoh,T.Mukai,H.Kanahashi,H.Kohzu,

S.TanabeandK.Higashi

ScriptaMaterialia41,1055・1060(1999).

(Foams,Closed-celLCellSize,EnergyAbsorption)

■SuperplasticConstitutiveEquationinAluminum

MatrixComposites

(ア ル ミ ニ ウ ム 基 複 合 材 料 の 超 塑 性 構 成 方 程 式)

M.MabuchiandK.Higashi

Proc.ofTheSeventhInternationalSymposiumon

PlasticityanditsCurrentApplications,1025-1028

(1999),

(ア ル ミニ ウ ム 基 複 合 材 料,超 塑 性,構 成 方 程 式,強 化 材 の

影 響)

(1999).

(10wtemperaturesuperplsticity,stressexponent,gram

sizeexponent,activationenergy)

引nfluenceofDynamicRecrystaltizationon

SuperplasticFlowatHigh-Strain・RateinPM7475

Alloy

(PM7475の 高 速 超 塑 性 流 動 に お け る 動 的 再 結 晶 の 影 響)

T.HirataT.Mukai,N.Saito,M.Kohzu,S.Tanabeand

K.Higashi

Proc,ofTheFourthInternationa正Conferenceon

RecrystanizationandRelatedPhenomiena,271-276.

(superplasticity,dynamicrecrystall;zation,grain

boundaryslidingdeformationmechanism,grain

boundarycharacteristics)

■High-Strain-RateSuperplasticityandits

Applicatjons

(高 速 超 塑 性 と そ の 応 用)

K.Higashi

Proc.ofIMMM'99(The4thInternationalSymposium

onMicrostructuresandMechanicalPropertiesofNew

EngineeringMaterials),237-244

(Finegrain,Elongation,Hightemperature,Grain

boundarysliding)

■EvolutioninMicrostructureandSuperplasticFlow

atHigh-Strain-RateinDynamicallyRecrystallized

AluminumAlloy

(動 的 再 結 晶 型Al合 金 の 高 速 変 形 に お け る 微 細 組 織 と 超 塑

性 流 動 の 変 化)

T.HirataT.Mukai,N.Saito,M.Kohzu,S.Tanabeand

K.Higashi

Proc.oftheInternationalConferenceonSolid-Solid

PhaseTransformations'99(JIMIC-3),289-292

(Deformationmechanisms,Grainboundarysliding,

Dynarnicrecryst副lization)

■GrainBoundaryCharacteristicsinSuperplastic

Al-Zn-MgAlloy

(超 塑 性Al-Zn・M9合 金 に お け る 結 晶 粒 界 性 格)

T.Mukai,T.Hirata,M.Kohzu,S.TanabeandK.Higashi

Proc.ofTheSeventhInternationalSymposiumon

PlasticityanditsCurrentApplications,1029-1036

(1999).

(Superplasticity,GrainBoundarySliding,Misorientation,

CoincidenseBoundary,RandomBoundary)

■LowTemperatureSuperplasticDeformation

CharacteristicsandTheConstitutiveEquationin

ZK60MagnesiumAlloy

(ZK60マ グ ネ シ ウ ム 合 金 に お け る 低 温 超 塑 性 変 形 特 性 と 構

成 方 程 式)

H.Watanabe,T。MukaiandK,Higashi

Proc.ofTheSeventhInternationalSymposiumon

PlasticityanditsCurrentApplications,1049-1052

●MartensiticTransformationofYttria-Stabilized

TetragonalZirconiaPolycrystalsDuring

SuperplasticDeformation

(イ ッ トリ ア 安 定 化 ジ ル コ ニ ア の 超 塑 性 変 形 中 の マ ル テ ン

サ イ ト変 態)

Ha-GukJeong,K.HigashiandK.Hiraga

Proc.oftheInternationalConferenceonSolid-Solid

PhaseTransformations'99(JIMIC-3),891・894

(yttria-stabilizedtetragonalzirconiaPolyc「ystal,

superplasticbehavior,cracking ,phasetransformation,

martensitictransformation)

■RecentAdvancementofTyranno/SiCComposites

R&D

(チ ラ ノ/SiC複 合 材 料 の 研 究 開 発 に お け る 最 近 の 進 歩)

T.Nakayasu,M.Sato ,Y.Yamamura,K.Okamura,K.

KatohandA.Kohyama

Ceramic.Eng.&Sci.Proceedings,20,301-308(1999) .
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(CeramicComposite,Siiiconcarbidefiber,Precursor

method,Organosiliconpolymer)

■FabricationofHighPerformanceSiC/SiCComposite

byPolymerImpregnationandPyrolysisMethod

(ポ リ マ ー 含 浸 熱 分 解 法 に よ る 高 性 能SiC/SiC複 合 材 の 作

製)

M.Kotani,A.Kohyama,K.OkamuraandT.Inoue

Ceramic.Eng.&Sci.Proceedings,20,309-316(工999).

(CeramicComposite,Siliconcarbidefiber,Precursor

Inethod,Organosiliconpolymer)

■HighlyCross七inkedPrecursorstoSiliconCarbide

(高 架 橋 し た 炭 化 ケ イ 素 前 駆 体)

T.Iseki,M.Narisawa,K.Okamura,K.Oka,T,Dohmaru

Ceramic.Eng.&Sci.Proceedings,20,317-322(1999)。

(Polymethylsilane,Reflux,Cross-link,Gasevolution,

29Si-MAS-NMR)

■E行ectofOxygenPartialPressureonOxidation

RateofSi-C-OFiber

(Si-C-0繊 維 の 酸 化 速 度 に 対 す る 酸 素 分 圧 の 影 響)

T.Shimoo,F.ToyodaandK.Okamura

JCeram.Soc.Japan,106,447-451(1998).

(Nicalon,Oxidationkinetics,Diffusingspecies,Oxidation

mechanism)

■lnteractionofSi3N4with18%Cr-8%NiAustenitic

StajnlessSteel

(18%Cr-8%Niオ ー ス テ ナ イ トス テ ン レ ス 鋼 と 窒 化 ケ イ 素

の相 互 作 用)

TShimoo,DShibataandKOkamura

J.Ceram.Soc.Japan.106,545-550(1998).

(Joining,Si3N4,StainlesssteeLSilicide,Reaction

mechanism)

■AINとNiと の 両 立 性

下 尾 聰 夫,黒 坂 剛,岡 村 清 人

J.Ceram,Soc.Japan.107,7&83(1999).

(Joining,AIN,Ni,Aluminide,Reactionmechanism)

■N・ ガ ス 流 通 下 で のSiO2-A1203粉 末 混 合 物 の 熱 炭 素 還 元

下 尾 聰 矢,林 敬 一 郎,岡 村 清 人

」.Ceraln.Soc.Japan,107,153-158(1999).

(SiC-AINpowdermixture,Carbothermicreduction,

Nitridation,Reactionmechanism)

■SiO2皮 膜 で 被 覆 さ れ たSi-c-o系 繊 維 の 熱 安 定 性 に及 ぼ す

酸 化 条 件 の 影 響

下 尾 聰 夫,豊 田 文 彦,岡 村 清 入

J.Ceram.Soc.Japan,107,263-269(1999).

(Nicalon,High-temperaturedegradation,Oxidation

treatment,Thermalstability)

■低酸素Sic系 繊維の熱安定性に対する焼成条件の最適化

下尾聰夫,伊 藤雅博,岡 村清人

J.Ceram.Soc.Japan,107,365-371(1999).

(Thermalstability,Low-oxygenSiCfiber,EB・curedPCS

fiber,Heat-treatment)

■ReactionbetweenSi3N.andFe-Nialloy

(窒 化 ケ イ 素 とFe-Ni合 金 の 反 応)

T.Shimoo,K.OkamuraandT.Yamasaki

J.Mater.Sci.34,5525-5532(1999).

(Joining,SkN,,Fe-Nialloy,Silicide,Reactionmechanism)

■Thermalstabilityoflow-oxygenSiCfibersfired

underdifferentconditions

(種 々 の な 条 件 下 に お け る 低 酸 素SiC繊 維 の 熱 安 定 性)

JMater.Sci.,345623-5631(1999).

T.Shimoo,K.Okamura,1.TsukadaandT.Seguchi

(Therma王stability,Low-oxygenSiCfiber,EB-curedPCS

fiber,Heat-treatment)

■ThermalStabilityofLow-OxygenSiCFiber(Hi-

Nicalon)TreatedinaHotlsostaticPress

(HIP処 理 さ れ た 低 酸 素Sic繊 維(Hi-Nicalon)の 熱 安 定

性)

T.Shimoo,1.Tsukada,T.SeguchiandK.Okamura

J.Am.Ceram.Soc.,82,3508-3512(1999).

(Hi-Nicalon,HIP,Microstructure,Thermalstability)

■EffectofHeatTreatmentonCrystalliteSizeand

GrainMorphologyofSiliconCarbideSynthesized

fromCarbon-SilicaHybridPrecursors

(炭 素 一 シ リ 力 複 合 体 か ら 合 成 さ れ る 炭 化 ケ イ 素 の 結 晶 成

長 と 粒 の 形 状 に 対 す る 熱 処 理 の 効 果)

M.Narisawa,Y.Okabe,K.OkamuraandY.Kurachi

J.Ceram.Soc.Japan,107,285-289(1999).

(Slliconcarbideparticle,Aggregation,Carbothermic

reduction,Ethylsilicate,Phenolresin,Precursor

method)

■UseofBlendedPrecursorsofPoly(vinylsilane)

inPolycarbosilaneforSiliconCarbideFiber

SynthesiswithRadiationCuring

(放 射 線 照 射 不 融 化 法 に よ る 炭 化 ケ イ 素 繊 維 の 合 成 に お け

る ポ リ ビ ニ ル シ ラ ン と ポ リカ ル ボ シ ラ ン の ブ レ ン ド前 駆 体

の 利 用)

M.Narisawa,AJdesak{,S.Kitano,K.Okamura,M.

SugimotoandT.SeguchiandM.Itoh

J.Am.Ceram.Soc.,82,1045-51(1999).

(Siliconcarbdefiber,Radiationcuring,Polymerblend,

Polyvinylsilane,Polycarbosilane)

■ ホ ウ 酸 トリ エ チ ル を 添 加 し た フ ェ ノ ー ル 樹 脂 一 オ ル トケ イ

酸 テ トラ エ チ ル 複 合 体 か ら の 炭 化 ケ イ 素 の 生 成 機 構 」

成 澤 雅 紀,岡 部 義 生,岡 村 清 人,清 野 肇,嶋 田 志 郎

炭 素,190,273-281(1999).

(Precursormethod,Phenolresin,Metalalkoxide,

Carbothermicreduction,Crystallitegrowth,Silicon

carbideparticle)
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■Carbon-SilicaAlloyMaterialsasSiliconCarbide

PrecursorPreparedfromPhenolResinandEthyl

Silicate

(フ ェ ノ ー ル 樹 脂 と エ チ ル シ リ ケ ー トか ら 合 成 さ れ る 炭 化

ケ イ 素 前 駆 体 と して の 炭 素 一 シ リ カ ア ロ イ 材 料)

M.NarisawatKYamane,Y.Okabe,K.OkamuraandY.

Kurachi

J.Mater。Res.,14,4587-4593(1999).

(Precursormethod,Phenolresin,Tetraethylorthosilicate,

Transparentgel,FT-IR,Density,Pyrolysis,Silicon

carbide)

顯RefluxHeat-TreatedPolymethylsilaneasa

PrecursortoSiliconCarbide

(炭 化 ケ イ 素 の 前 駆 体 と し て の 還 流 熱 処 理 さ れ た ポ リ メ チ

ル シ ラ ン)

T.Iseki,M.Narisawa,K.Okamura,K.Oka,T.Dohmaru

J.Mater.Sci.Lett,,18,185-187(1999).

(Polymethylsilane,Siliconcarbide,Refiux,Cross-link)

■PerformanceofRotaryVibrationTablefor

CompactionofMoldingSand

(型 砂 圧 粉 用 回 転 振 動 テ ー ブ ル の 性 能)

A.Ikenaga,S.Kuraoka,M、Kawamoto

AFSTransactions,98-125,1-5(1999).

(EPSprocess,rotaryvibration,sandcompaction,

vibrationanalysis)

■Ti-Al系 燃 焼 合 成 被 膜 と 球 状 黒 鉛 鋳 鉄 基 板 の 接 合 界 面 に お

け る 形 成 相

(lnterfacialPhasesinDiffusion-BondedJointsof

SpheroidalGraphiteCastIronandTi-Allntermetallic

CompoundLayerbySHSReaction)

池 永 明,鐘 築 律 夫,川 本 信,曽 根 匠

熱 処 理,39,216-221(1999).

(intermetalliccompound,Ti-Al,diffusionbondlng,SHS

reaction,spheroidalgraphiitecastiron)

■ レー ザ 照 射 した ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 上 の 無 電 解NトPめ っ き 被

膜 の トラ イ ボ ロ ジ ー 特 性

(TribologicalpropertiesofLaserlrradiated

日ectrolessNi-PAIIoyCoatingonAiuminumAlloy)

日野 実,平 松 実,出 水 敬,辻 川 正 人,川 本 信

表 面 技 術,50,571-573(1999).

(electrolessNi-Palloycoating,dryslidingfriction,wear,

laSer,alUminUmallOy)

■lnfluenceofGrainBoundaryCompositiononthe

Moisture-lnducedEmbrittlementofNi3(Si,Ti)

(Ni,(Si,Ti)の 環 境 脆 化 に 及 ぼ す 結 晶 粒 界 組 成 の 影 響)

T,Takasugi,C.T.Liu,L.Heatherly,EH.LeeandE.P.

George

Intermetallics,7,543-551(1999).

(Silicides,Intermetalliccompound,Environmental

embrittlement,Grainboundary,Hydrogen)
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■MicrostructureandMechanicalProPe「tiesofC「'

Cr2Nb,CrCr2ZrandCr2(Nb,Zr)Alloys

(Cr-Cr2Nb,Cr-Cr2ZrandCr、(Nb,Zr)合 金 の 組 織 と

機 械 的 性 質)

T.Takasugi,S.Kumar,C.T.LiuandEH.Lee

MaterialsScienceandEngineeringA,260,108-123

(1999).

(Cr-basedalloy,Microstructure,Lavesalloy,Mechanical

property,Alloydesign)

■PhaseRelationandMicrostructureofNb-Cr-W

AIIoySystems

(Nb・Cr-W合 金 系 の 相 関 係 と 組 織)

M.YoshidaandT.Takasugi

MaterialsScienceandEngineeringA,262,107-114

(1999).

(Nb-Cr-WaUoy,Phasediagrarn,Lavesalloy,Microstructure,

TEMobservation)

口DeterminationofSiteOccupancyofAdditivesX

(X=V,Mo,WandTi)inNb-Cr-XLavesPhaseby

ALCHEMI

(ALCHEMIに よ るNb-Cr-Xラ ー ベ ス 相 中 の 添 加 元 素X(X

==V ,Mo,Wお よ びTi)の 占 有 位 置 決 定)

H.Okaniwa,D.Shindo,M.YoshidaandT.Takasugi

ActaMaterialia,47,1987-1992(1999).

(Lavesalloy,ALCHEMI,Nb-Cr-Xalloy,TEMobservation,

Siteoccupancy)

■ThelnfluenceofSecond-PhaseDispersionon

EnvironmentalEmbrittlementofNi3(Si,Ti)

Alloys

(Ni・(Si,Ti)合 金 の 環 境 脆 化 に 及 ぼ す 第2相 分 散 物 の 影 響)

T.TakasugiandS.Hanada

High-TemperatureOrderedIntermetallicAlloysVIII,

MRSSymp.Proc.Publications,552,KK6.5.1-KK.6.5.6

(1999).

(NL(Si,Ti)a皿oy,Interrnetalliccompound,Environmental

embrittlementHydrogen,Intergranularfracture)

■TheEffectofGrainSizeoREnvironmental

EmbrittlementofCo3TiAIIoy

(Co3Ti合 金 の 環 境 脆 化 に 及 ぼ す 結 晶 粒 径 効 果)

T.TakasugiandS.Hanada

ScriptaMaterialia,41,175-180(1999).

(Co3Tialloy,Environmentalembrittlement,Hydrogen

embrittlement,Grainsizeeffect ,Intermetalliccompound)

■Cu/18Cr-8Ni-Fe/Niク ラ ッ ド板 の 集 合 組 織 とr値

(Textureandr-valuesofCu/18Cr.8Ni.Fe/NiClad

Metal)

石 尾 雅 昭,梅 田 正 和,井 上 博 史,森 井 賢 二

日本 金 属 学 会 誌,63,305-311(1999).

(Button・typebattery,Anisotropy,r-value ,Orientation

distributionfunction,Taylortheory)



口 結 晶 塑 性 に 関 す るTaylor-Bishop-Hill理 論 の 一 般 化 と ひ ず

み 速 度 依 存 型 結 晶 塑 性 モ デ ル

(AGeneralizationoftheTaylor-Bishop-Hil書

TheoriesandtheRate・dependentSlipModelin

CrystalPlasticity)

関 根 和 喜,井 上 博 史

鉄 と鋼,85,394-398(1999).

(Crystalplasticity,Deformationtexture,Optimization

problem,Ballachspace,Relaxedconstraintsmodel)

■21Ni-6Cr-Fe/36Ni-Feバ イ メ タ ル 製 造 に お け る 圧 接 温 度 の

麗

(EffectofRollBondingTemperatureon21Ni-6Cr-

Fe/36Ni-FeBimetalProduction)

石 尾 雅 昭,梅 田 正 和,井 上 博 史,森 井 賢 二

鉄 と鋼,85,531-537(1999).

(Invaralloy,Cladmetals,Bondstrength,Diffusion

annealing,Scratchbrushing)

■EffectofTextureonther-ValueofCu/18Cr-8Ni-

Fe/NiCladMetal

(Cu/18Cr-8Ni-Fe/Niク ラ ッ ド板 のr値 に 及 ぼ す 集 合 組 織

の 影 響)

M.Ishio,H.InoueandK.Morii

MaterialsTransactions,J工M,40,927-930(1999).

(Texture,r-value,Button-typebattery,Taylortheory,

Relaxedconstraintsmodel)

distributionfunction,Tay皇ortheory)

■DeformationBandingandTextureDevelopment

duringColdDrawingofUnidirectionallySolidified

PolycrystallineAluminum

(一 方 向 凝 固 ア ル ミ ニ ウ ム 多 結 晶 材 の 引 抜 き 加 工 中 に お け

る 変 形 帯 形 成 と 集 合 組 織 発 達)

Y.Kaneno,H.InoueandN.Inakazu

Proc.12thInt.Conf.onTexturesofMaterials,1160-1165

(1999).

(Alumin㎜,Wiredrawing,Deformationband,Deformation

texture,Recrystallization)

■ModifiedAustemperingEffectonFracture

ToughnessJlcofFe-0.6C-1.5Si-0.8MnSteel

(Fe-0.6C-1.5Si-O.8Mn鋼 の 破 壊 じ ん 性JIcに 及 ぼ す 改 良

オ ー ス テ ン パ ー の 影 響)

Y.Tomita,FutoshiKijimaandKojiroMorioka

Z.Metallkd.,90,444-448(1999).

(ECOmaterial,Modthedaustemper,Fracturetoughness,

retainedaustenite,TRIP)

■X-RayStressDeterminationinaDualPhase

StainlessSteelUsingOrientationDistribution

Function

(結 晶 方 位 分 布 関 数 を 用 い た 二 相 ス テ ン レ ス 鋼 のX線 応 力

測 定 法)

S.Ejiri,J.Hayashi,T.Sasaki,H.InoueandY.Hirose

Proc.9thInt.OffshoreandPolarEngineering

Conference,115-119(1999).

(X・raydiffraction,Stressdetermination,Dualphase

stainlesssteel,Crystalliteorientationdistribution

function,Texture)

■DeterminationofAverageOrientationDistribution

FunctioninThicknessDirection

(板 厚 方 向 の 平 均 的 な 結 晶 方 位 分 布 関 数 の 決 定)

H.InoueandN.Inakazu

Proc.12thInt.Conf.onTexturesofMaterials,168173

(1999).

(lncompletepolefigure,Inhomogeneoustexture,RD-

section,Rolledsheet,X-raydffraction)

■Textureandr-valuesofCladMetalsforButton・

typeBatteries

(ボ タ ン 電 池 用 ク ラ ッ ド板 の 集 合 組 織 とr値)

M.Ishio,M.Umeda,H.InoueandK.Morii

Proc.12thInt.Conf.onTexturesofMaterials,445450

(1999).

(r.value,18Cr-8Nistainlesssteel,Copper,Orientation
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鰯Summaryintheproject"Towardslnnovationin

SuperplaSticity"

T.SakumaandK.Higashi

JIM,40,702-715(1999).

■StatusQuoandFutureTrendonR&DforHigh

TemperatureandHighPerformanceCeramic

FibersDerivedfromPolymers

K.Okamura

Adv.CompositeMater.,8,107-115(1999).

■ セ ラ ミ ッ ク ス 系 複 合 材 料 へ の 応 用 に お け る 前 駆 体 ポ リマ ー

の 最 近 の 話 題

岡村 清 人

名 古 屋 工 業 大 学 共 同 研 究 セ ン タ ー ニ ュ ー ス,IO,26-33

(1999)

■ 最 近 の 無 機 繊 維 の 動 向 と 将 来

岡村 清 人

ハ イ テ ク イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン((財)中 国 技 術 振 興 セ ン

タ ー編),105,2-7(1999)

■ チ タ ン お よ び チ タ ン 合 金 の 集 合 組 織

井 上 博 史

金 属,69,30-38(1999),

■ 年 間 展 望 「引 抜 き 」

金 野 泰 幸(執 筆 代 表)

塑 性 と加 工(日 本 塑 性 加 工 学 会 誌),40,747・749(1999).
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■FineCeramicFibers

M.NarisawaT.Shimoo,K.Okamura,M.Sugimotoand

T.Seguchi(分 担 執 筆)

CeramicFibersfromPolymerPrecursors,(editedbyA,

R.BunsellandM.-H.Berger)MarcellDekker,Inc.New

York,209-230(1999).

■再結晶 ・集合組織とその組織制御への応用 一再結晶研究

の最前線一

井上博史(分 担執筆)

(日本鉄鋼協会 材料の組織 と特性部会 再結晶 ・集合組織

研究会編),日 本鉄鋼協会,174-181,

297-306(1999).

■RecentResearchDevelopmentofmaterials

Scienceandmetallurgy,3rded.

Y.Tomita,FutoshiKijima,TakafumiMokuoandKojiro

Morioka(分 担 執 筆)

ResearchSignpost(1999).
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■TheSenventhlnternationalSymposiumon

PlasticityanditsCurrentApPlications(Cancun,

Mexico,January,1999)

M.MabuchiandK.Higashi

SuperplasticConstitutiveEquationinAluminumMatrix

Composites.

T.Mukai,T.Hirata,M.Kohzu,S.TanabeandK.Higashi

GrainBoundaryCharacteristicsinSuperplasticAl-Zn-

MgAlloy。

H.Watanabe,T.MukaiandK.Higashi

LowTemperatureSuperplasticDeformationCharacteristi(s

andTheConstitutiveEquationinZK60Magneslum

Alloy.

■EngineeringCeramics ,Conference&Exposition

onComposites,AdvancedCeramics,Materials

andStructures(CocoaBeach,F」USA,January,

1999)

K.Okamura

ProgressiveDesignofPolymer-DerivedSiCFibers.

T.Nakayasu,M.Sato,T.Yamamura,K.Okamura,Y.

Katoh,andA.Kohyama

CeramicMatrixCompositesforImprovedThermal

ConductivityandReduceRadioactivation.

M.Kotani,A.KohyamaK.Okamura,andT.Inoue

FabricationofHighPerお ㎜anceSiC/SiCCompositeby

PolymerInfiltrationandPyrolysisMethod.

T.Iseki,M.Narisawa,K.Okamura,K.OkaT.Dohmaru,

HighlyCross-LinkedPrecursorstoSi}iconCarbide.

■TheThirdIEAlnternationalWorkshoponSiC!SiC

CeramicCompositesforFusionStructural

Applications(AjointIEA/JUPITER/CREST

WORKSHOP)(CocoaBeach,F」USA,January,

1999)

KOkamura

ProgressiveDesignofPolymer-DerivedSiCFibers.

■lnternationalConferenceonSolid-SolidPhase

Transformations'99(Kyoto,Japan,May,1999)

H.G.Jeong,K.HigashiandK.Hiraga

MartensiticTransformationofYttria-Stabilized

TetragonalZirconia

PolycrystalsDuringSuperplasticDefbrmation.

T.Hirata,T.Mukai,N.Saito,M.Kohzu,S.Tanabeand

K.Higashi

EvolutioninMicrostructureandSuperplasticFlowat

High-Strain-RateinDynamicallyRecrystallized

AluminumAlloy.

■The12thlnternationalSymposiumonOrganosilicon

Chemistry(Sendai,Japan,May,1999)

M、NarisawaT.Iseki,T.,Yoshida,Y.Hibi,K.Okamura,

K.OkaandT,Dohmaru

SiliconCarbideFormationProcessfromCrosslinked

Polysilanes.

■TheFifthIUMRSlnternationalConferenceon

AdvancedMaterials(Beijin,China,June,1999)

T.Takasugi

MicrostructuralControlandMechanicalPropertiesof

NickelSilicides.

響9thinternationalOffshoreandPolarEingineering

Conference(Brest,France,June,1999)

S.Ejiri,J.Hayashi,T.Sasaki,H.InoueandY,Hirose

XRayStressDeterminationinaDualPhaseStainless

SteelUsingOrientationDistributionFunction.

■ TheFourthlnternationalConferenceon

RecrystallizationandRelatedPhenomienaRex
'99(Tsukuba

,Japan,July,1999)

T.Hirata,T.Mukai,N.Saito,M.Kohzu,S.Tanabeand

K.Higashi

InfluenceofDynamicRecrystallizationonSuperplastic

Flowat

High-Strain-RateinPM7475Alloy.

■Intema噛onalSymposiumonMetastable,Mechanical呼

AlloyedandNanocrystall納eMaterials(Dresden,

Germany,August,1999)

§.D.DelaTorre,H.Kume,Y.Nishikawa,SJnamura,

A.Kakitsuli,H.Miyamoto,K.Miyamoto,D.Rios-J,

H.TsudaandK.Morii

InterfacesinAlumina-Zirconiaceramicsfbrball-bearing,

屋12thlnternationalConferenCeonTextureSof

Materials(Montreal,Canada ,August,1999)

H.InoueandN,Inakazu

DeterminationofAverageOrientationDistribution

FunctioninThicknessDirection.

M.Ishio,M.Umeda,H、InoueandK .Morii

Textureandr-valuesofCladMetalsforButton-type

Batteries.

Y.Kaneno,H.InoueandN.Inakazu

Def()rmationBandingandTextureDevelopmentduring

ColdDrawingofUnidirectionallySolid娠edPolycrystalline

Aluminum.
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■13thlnternationalConferenceonSurface

ModificationTechnologies(Singapole,September,

1999)

SachioOkLTetsuroKimata,AkiraIkenaga,Makoto

Kawamoto

ReactivePlasmaSprayofNickelAluminideCoatings

fromElementalNiandAlPowders.

圏CFEMS-8(Tsukuba,Japan,November,1999)

T.Mukai,H。Watanabe,K.Ishikawa,Y.Okanda,M.

Kohzu,S.TanabeandK.Higashi

ExperimentalStudyoftheMechanicalPropertiesat

ElevatedTemperatureinCommercialMg-A1-ZnAlloys

fbrSuperplasticForming.

H.Watanabe,T.M,K.Ishikawa,Y.Okanda,M.Mabuchi

andK.Higashi・

Superplasticityat}owtemperaturesinaZK61

magnesiumalloyproducedbypowdermetallurgy.

H.Iwasaki,T.Mori,M.MabuchiandK.Higashl

EffectofLiquidPhaseonCreepandFractureBehavior

ofAl-5%Mg.

■TheFourthlnternationalConferenceon

ECOMATERIALS(Gifu,Japan,November,1999)

M.Mabuchi,M.NakarnuraandK.Higashi

■MRSFallMeeting(BoSton,U .S.A,December,1999)

T.G.Nieh,T.Mukai,H、WatanabeandK.Higashi

SuperplasticityinMagnesiumAlloysandits

Composites.

K.Higashi

MaterialsDesignandProcessingforIndustrialHigh-

Strain-RateSuperplasticForming.

H.Iwasaki,T.Mori,H.Hosokawa,T.Tagata,M.

MabuchiandK.Higashi

CavitationBehaviorofCoarseGrainedAl-4.5MgAlloy

ExhibitingSuperplastic-LikeElongation.

T。Mukai,H.Watanabe,T.G.NiehandK.Higashi

RoutestoDevelopFine-GrainedMagnesiumAlloysand

Compositesf6rHighStrainRateSuperplastic1ty.

■INDO-JAPANWORKSHOPONADVANCED

FIBERSANDCOMPOSiTES(VallabhVidyanagar,

india,December,1999)

K.Okamura

Polymer-DerivedSiCFibersandComposites.

■SymposiumonCeramicMatrixCompositeMaterials

(CCM99)(VallabhVidyanagar,lndia,December,

1999)

K.Okamura

PolysilanesforPrecursorsofSiCFibersandComposites.
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■文部省特定領域研究 「カーボンアロイ」成果報告会(2月,

干 葉)

岡村清人,成 澤雅紀,岡 部義生

相互浸透性網 目構造 を有する前駆体か らのカーボンーシ

リカ非平衡アロイの合成

■第3回FRPシ ンポジウム(3月,京 都)

向井敏司,石 川皓一,渡 辺博行,大 神 田佳平,馬 渕 守,

東 健司

軽金属基複合材料の耐衝撃性向上のための組織制御

講演論文集,47-50.

■ 名 古屋工業大学共同研究センター第26回 講演会(3月,名

古屋)

岡村清人

セラミックス系複合材料への応用 における前駆体 ポリマ

ーの最近の話題

■日本セラミ ックス協会1999年 年会(3月,東 京)

成 澤雅紀,岡 部義生,岡 村清人,倉 地育夫

ゲル前駆体の熱炭素還元 によるSi-c系 セ ラ ミックス粉末

の生成機構

講演要旨集,281.

濱 野 幸達,伊 関 崇,成 澤雅紀,岡 村清人,岡 邦雄,

堂 丸隆祥

ポ リシラン系プレカーサーのSiC材 料 への応用

講演 要旨集,282.

吉 田武司,伊 関 崇,成 澤雅紀,片 瀬嘉郎,岡 村 清人,

岡 邦雄,堂 丸隆祥

SiC前 駆体ポ リマーの γ線照射効果

講演要旨集,283.

日比 康雅,吉 田武 司,成 澤雅紀,伊 関 崇,岡 村清人,

岡 邦雄,堂 丸隆祥

炭化ケ イ素前駆体 ポリマーの還流熱処理における架橋過

程

講演要旨集,284.

佐 野 公昭,成 澤雅紀,片 瀬嘉郎,岡 村清人,石 川敏弘

高耐熱性Si-M-C-0系 繊維 のクリープ特性 評価

講演要旨集,296.

西健 太郎,岡 部義生,成 澤雅紀,岡 村清人,伊 藤正義

Si-C-Sio2系 複合材料 の合成 と評価

講演要 旨集,567.

圏 日本金属学会1999年 春期(第124回)大 会(3月,東 京)

垣 辻 篤,久 野 昌樹,間 渕 博,津 田 大,森 井賢二,

宮 本大樹

HIP反 応 焼結 によるTiAl-(TiB2+Ti・AIN)複 合材料のin-

situ合 成
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講 演概要,389.

筒 井敬佑,向 井敏司,高 津正秀,田 辺重則,東 健司

実用マ グネシウム合金 における超塑性変形挙動

講演概要,405.

渡 辺博行,向 井敏 司,石 川晧一,大 神田佳平,毛 利 猛,

馬 渕 守,中 村 守,東 健 司

マ グネシウム合金WE43の 超塑性挙動

講演概要,406.

川 添正孝,橋 本貴史,向 井敏 司,石 川晧一,東 健司

微細結晶粒A1合 金の高速変形挙動

講演概要,97.

向 井敏司,石 川晧一,渡 辺博行,東 健司

アル ミニウム合金の衝撃変形挙動に関する実験的検討

講演概要,99。

山 田康雄,下 島康司,坂 口康 司,馬 渕 守,中 村 守,

朝 比奈 正,向 井敏司,金 橋秀豪,東 健司

低密度(O.05g/c㎡)AZ91オ ーブ ンセル材料の作製

講演概要,247.

山 田康雄,下 島康司,坂 口康 司,馬 渕 守,中 村 守,

朝 比奈 正,向 井敏司,金 橋秀豪,東 健司

アルミナセルの作製

講演概要,247.

山 田康雄,下 島康 司,坂 口康 司,馬 渕 守,中 村 守,

朝比奈 正,向 井敏司,金 橋秀豪,東 健司

Mg及 びAlオ ー一プンセル材料の圧縮特性

講演概要,247.

金橋 秀豪,向 井敏司,馬 渕 守,T。(].Nieh,東 健 司

クローズ ドセル型アルミニウムの衝撃圧縮特性

講演概 要,248.

向井敏司,金 橋秀豪,馬 渕 守,T.GNieh,東 健 司

セル寸法の異なる6101Al合 金 オープンセルの衝撃圧縮特

性

講演概要,248.

岡村清人,岡 部義生,成 澤雅紀,倉 地育夫

熱炭素還元反応 におけるSiC微 粉 末の粒成長 と添加元素 と

の関連性

講演概要,79.

竹 内 博,下 尾聰夫,岡 村清人,武 田道夫

先進SiC系 繊維の耐酸化性 に及ぼす組成の影響

講演概要,18&

森 貞好昭,下 尾聰夫,岡 村清人



低酸素雰囲気におけるSic系繊維の熱安定性

講演概要,188.

山中崇司,下 尾聰夫,岡 村清人

アルミナ粉末中で酸化 したSic系繊維の熱安定性に及ぼす

酸化被膜の性状の影響

講演概要,189.

三輪泰昭,片 瀬嘉郎,岡 村清人,伊 藤正義

ケイ素系プ レカーサーポ リマーのセ ラミックス収率の向

上

講演概要,190.

伊 関 崇,成 澤雅紀,片 瀬 嘉郎,岡 村 清人,堂 丸隆祥,

岡邦雄

高架橋有機 ケイ素ポリマーのSiCへ の セラミックス化過程

講演概要,190.

出崎 亮,成 澤雅紀,岡 村 清人,杉 本雅樹,森 田洋右,

瀬口忠男,伊 藤正義

高性能Sic繊 維合成 に及ぼすケイ素系 ブレン ドポ リマーの

物性の影響

講演概要,190.

小 谷 政規,香 山 晃,岡 村清人,井 上貴博

PIP法 に よるSiC/SiC複 合材料の組織 と力学特性 との関係

講演概要,238.

高杉 隆幸,花 田修治

Co,Tiの 環境脆化 に及ぼす結晶粒径の影響

講演概要,389.

石 尾雅昭,梅 田正和,井 上博史,森 井賢ニ

ボタン電池用クラッ ド板の集合組織 とr値

講演概要,59.

井上博史

集合組織の測定法と表示法の標準化

日本金属学会講演概要,61.

江尻正一,佐 々木敏彦,広 瀬幸雄,井 上博史

結晶方位分布関数を用いたX線 応力測定法

講演概要,61.

金野泰幸,西 岡芳徳

アルミニウム異周速圧延板の集合組織

講演概要,339.

■有機エレク トロニクス研究会(OME)(4月,東 京)

伊 関崇,濱 野幸達,日 比康雅,吉 田武 司,成 澤雅紀,岡

村清 人,岡 邦雄,堂 丸隆祥

Si-H基 を有するポ リシランか らのアモルフ ァスSiCの 合 成

とセラ ミックス化過程

■日本鋳造工学第134回 全国講演大会(5月,東 京)

堀川泰生,田 辺重則,高 津正秀,東 健司,中 村公生,

道浦吉貞,喜 多川真好

Ni粉 と低融点Ni基 合金粉末による厚肉鋳鉄の表面被覆層

の形成

講演概要集,46.

池永 明,松 本伸治,川 本 信

消失模型鋳造法における砂の振動流動に及ぼす粒子性状

の影響

講演概要集,1&

小泉 守,坂 本竜也,日 野 実,辻 川正人,川 本 信

その場反応 によって生成されたAl203粒 子 の微細化

講演概要集,99.

安達 成人,辻 川正人,川 本 信

ハ ンダ合金へのアルミナ粒子の分散

講演概 要集,100.

■第96回 軽 金属学会春期大会(5月,熊 本)

間渕 博,津 田 大,森 井賢二

軽量耐熱L1、型Al、Ti基 合 金の作製

講演概 要集,75-76.

山 田康雄,下 島康 嗣,坂 口康司,馬 渕 守,向 井敏司,

金 橋秀豪,東 健司

鋳造法によるAZ91マ グ ネシウム合金オープンセル材料の

作製

講演概要,91-92.

向井 敏 司,金 橋秀豪,山 田康雄,下 島康 嗣,坂 口康司,

馬 渕 守,東 健司

マ グネシウム合金基セル構造体の衝撃エネルギ吸収の評

価

講演概要,93-94.

■第282回 大阪府立大学水曜講座(5月,堺)

高杉隆幸

金属と水素一摩詞不思議な関係

■ニュー ・フロンティア研究会(5月,堺)

間渕 博

軽量耐熱Ti-Al系 金属間化合物 の開発

高杉隆幸

21世紀を切り拓 く耐環境金属問化合物

■日本熱処理技術協会講演(第48回)大 会(5月,大 阪)

改 良オーステンパ したFe-O.2Gl.5Si-1.OMnanの 微細組織 と

引張特性

松下栄司,杢 尾考史,冨 田恵之

講演概要,25.

■粉体粉末冶金協会平成11年 度春季大会(6月,東 京)

森脇孝治,向 井敏司,渡 辺博行,石 川皓一,東 健司

超塑性 を利用したA31マ グ ネシウムチ ップの固化

講演概要,107.
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馬渕 守,東 健司

高速超塑性 アルミニ ウム複合材料における結晶粒径 と強

化粒子サ イズの関係

講演概要,192.

■繊維学会講演(6月,京 都)

岡村清人

耐熱性繊維

■ 日本鋳造工学会関西支部平成11年 度春季支部講演大会(6

月,大 阪)

越 中俊雄,浅 田正晴,池 永 明

消失模型鋳造法の大型化について

講演概 要,11-17.

■ 日本溶射協会第69回 全国講演大会(6月,大 阪)

木股哲郎,沖 幸男,池 永 明,川 本 信

反応性 プラズマ溶射 によるNi-Al,Ti-Al金 属 間化合物皮膜

のその場生成

講演概要集,17.

■第43回 日本学術会議材料研究連合講演会(9月,京 都)

金 橋秀豪,向 井敏司,山 田康雄,下 島康嗣,馬 渕 守,

T.G.Nieh,東 健 司

AZ91オ ー プンセルの衝撃圧縮特性

講演論文集,336-337.

相澤 龍彦,馬 渕 守,東 健司

マグネシウム合金の超塑性 インジェクション成形

講演論文集,107-108.

筒 井敬 祐,渡 辺博行,向 井敏 司,高 津正秀,田 辺重則,

東 健司

実用マグネシウム合金AZ61に お ける超塑性特性

講演論文集,109-110。

森 脇孝治,渡 辺博行,向 井敏 司,高 津正秀,田 辺重則,

東 健司

実用マ グネシウム合金における結晶粒微細化プロセス

講演論文集,135-136.

山田 康雄,下 島康 嗣,馬 渕 守,坂 口康嗣,向 井敏司,

金橋秀豪,東 健司

マグネシウムオープンセルの作製 と特性評価

講演論文集,332-333.

高 津 正秀,田 辺重則,東 健 司,染 川英俊,渡 辺博行,

向井敏司

実用マ グネシウム合金AZ31の プ レス成形 性

講演論文集,342・343.

下 島 康嗣,山 田康雄,馬 渕 守,坂 口康 嗣,中 村 守,

朝比奈 正,向 井敏司,金 橋秀豪,東 健司

マ グネシウムセルの計算機 シミュ レー ションによる特性

評価

講演論文集,334-335.
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山野井 雅,向 井敏 司,石 川皓一,高 津正秀,田 辺重則・

東 健司

実用マ グネシウム合金の衝撃荷重下における延性

講演論文集,338-339.

儘 日本材料学会 第35回X線 材料強度 に関するシンポジウム

(9月,京 都)

江尻正一,広 瀬 元,林 潤,佐 々木敏彦,井 上博史

結晶方位分布関数 を用いた冷 問圧延鋼板 のX線 応力測定

講演論文集,179-184,

■鋳造工学第135回 全 国講演大会(10月,博 多)

松村彰 巳,田 辺重則,高 津正秀,東 健司,中 村公生,

道浦吉貞,喜 多川真好

wc粉 と低融点Ni基 合金粉 による鋳鉄の表面硬化層の形

成

講演概要集,77.

■第50回 塑 性加工連合講演会(10月,福 岡)

刈谷良一,岩 崎 源,森 隆資,田 形 勉,東 健司

A1-4.5Mg合 金板 の高温破断伸 び

講演論文集,31-32.

高津 正秀,染 川英俊,東 健司

AZ31マ グネシウム合金の温 間深絞 り特性

講演論文集,205-206。

■ 文部省特定領域研究 「カーボンア ロイ」第2班 会議(IO月,

野 田)

岡村清人,成 澤雅紀,岡 部義生

相互浸透性網 目構造を有 する前駆体か らの カーボ ンーシ

リカ非平衡アロイの合成

■ 日本セラミックス協会第12回 秋季シンポジウム1999年

年 会(10月,松 江)

日比康雅,吉 田武 司,成 澤雅紀,伊 関 崇,岡 村清人,

岡 邦雄,堂 丸隆祥

共重合比の異 なる有機ケイ素 ポリマーの還流熱処理 によ

る炭化ケイ素の作製 と評価

講演要旨集,103.

濱 野 幸達,伊 関 崇,成 澤雅紀,片 瀬嘉郎,岡 村清人,

岡 邦雄,堂 丸隆祥

ポリシランか らのアモルファスSiCバ ル ク体作製

講演要旨集,104.

成澤 雅紀,伊 関 崇,吉 田武司,岡 村清 人,岡 邦雄,

堂丸隆祥

ポリシラン系高架橋前駆体のセラミックス化機構

講演要旨集,105.

西健 太郎,成 澤雅紀,岡 村清人,伊 藤正義

有機無機複合ゲルを用いたc-(SiC)・SiO、複合体の調製 と耐

酸化性評価

講演要旨集,113.



佐野公昭,成 澤雅紀,片 瀬嘉郎,岡 村清人,石 川敏弘

高焼結性炭化ケイ素繊維の高温下におけるクリープ挙動

講演要 旨集,148.

長谷川剛士,成 澤雅紀,岡 村清人,伊 藤正義

有機ケイ素系ポ リマーゲルか らの炭化ケイ素厚膜の合成

講i演要旨集,311.

■日本機械学会平成11年 度材料力学部門講演会(10鳳 京 都)

高杉隆幸

金属 問化合物 の環境脆化抑制 による低温高靭性 ・高温高

強度材料の創製

講演概要,51.

■日本鋳造工学第135回 全 国講演大会(10月,博 多)

小 泉 守,宮 尻 聡,辻 川正人,山 本匡昭

溶湯中での生成Al203の 微 細化のための諸条件

講演概 要集68.

井 津元寛史,辻 川正人,川 本 信

鋳鉄の直流定電流 下での摩耗機構

講演概要集,79.

■第3回 軽金属フォーラム(11月,東 京)

東 健司

マグネシウム合金の塑性加工技術 と超塑性

テキス ト,6.9.

■第24回 複合材料 シンポジウム(11月,大 阪)

東 健司,渡 辺博行,向 井敏司

マグネシウム合金基複合材料の超塑性挙動

講演要 旨,53-54.

瞠日本機会学会関西支部講演会(11月,大 阪)

岩 崎 源,森 隆資,馬 渕 守,東 健司

高速超塑性 を示 す窒化硅素粒子強化 アル ミニ ウム基複合

材料における空洞抑止条件

講i演論文集,835-836.

渡 辺博行,向 井敏司,石 川皓一,大 神田佳平,T.GNieh,

東 健 司

SiC粒 子 強化マ グネシウム合金の超塑性挙動

講演論文集,837-838.

馬 渕 守,東 健司

アル ミニウム系材料 にお ける複合化 による高速超塑性発

現機構

講演論文集,c883-834.

■第4回 ケイ素化学協会シンポジウム(11月,桐 生)

成澤雅紀,西 健太郎,岡 村清人,伊 藤正義

ケイ素含有高分子を前駆体 として合成 されたc-SiC-SiO、 複

合体の耐酸化性

要旨集,48.

阿 部 貴春,岩 田健二,石 川淳 一,伊 藤正 義,成 澤雅紀,

岡村清人,小 笠原俊夫

含 ケイ素熱硬化性樹脂"MSP"を 前 駆体 として得 られ

るガラス状炭素

要 旨集,81.

圏第18回 無 機高分子研究討論会(ll月,東 京)

成 澤雅紀,上 仁 良子,岡 村清 人,津 田 大,森 井賢二,

倉 地育夫

酸化スズゾル含有塗膜の構造 と特性

講演要旨集,57.

多 木 敏彦,中 井利仁,岡 部義生,成 澤雅紀,岡 村清人

固体高分解能2gSi-NMRに よる前駆体法 によるSiC微 粉 末の

解析:セ ラミックス前駆体 とセラミックス

講演要旨集,79.

伊 関 崇,成 澤 雅紀,片 瀬嘉 郎,岡 村 清人,岡 邦雄,

堂 丸隆祥

ポ リメチルシランの高架橋化 とそのセ ラミックス化

講演要旨集,81.

■ 日本塑性加工学会第48回 伸線技術分科会講演会(11月,東

京)

高杉隆幸

金属間化合物 の環境脆化 とその抑制法

■日本金属学会1999年 秋 期(第125回)大 会(11月,金 沢)

垣 辻 篤,宮 本大樹,間 渕 博,津 田 大,森 井賢二

HIP反 応 焼結におけるTiA1/TiB、 複合材料の作製

講演概要,180.

永 山仁士,間 渕 博,津 田 大,森 井賢二

反応 アー ク溶解に よるL1、型(Al,Cr),Ti/TiB、+Ti、AIC複

合 材料の作製

講演概要,182.

岡 芳 美,松 井利之,森 井賢二

IBS法 に よるCo-Cr薄 膜 の構造 と特性 に及 ぼす ビームエネ

ルギーの影響

講演概要,273.

柏原 一之,松 井利之,森 井賢二

Sb添 加MnPtsfi膜 の構造 と磁気特性

講演概要,277.

山 下裕一,松 井利之,森 井賢二

CoSb3薄 膜 の作製 と熱電特性

講演概要,319.

中松 貞晃,増 田 真,間 渕 博,津 田 大,森 井賢二

c粉 末を用いた シリコン炭化法 によるSiCの 合成

講演概要,343。

津 田 大,森 井賢二,成 澤雅紀,岡 村清人,倉 地育夫

帯電防止材料 としての酸化スズゾルの微細組織観察

講演概要,348.
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西岡孝哲,上 杉徳照,香 山正憲,高 津正秀,東 健司

第一原理計算を用いたマ グネシウムの物性計算

講演概要,156.

上 杉徳照,西 岡孝哲,香 山正憲,高 津正秀,東 健司

アル ミニウムにおける基本的物性の第一原理計算

講演概要,157.

TZPの 超 塑性変形 に及ぼすシリカ添加量の影響

講演概要,483.

高 原 渉,田 辺重則,高 津正秀,東 健司

オーステナイ ト系 ステンレス鋼 の高温 におけ る初期 酸化

挙動

講演概要,514.

金橋 秀豪,向 井敏司,山 田康雄,下 島康嗣,東 健司

熱処理 を施 したAZ91オ ー ブンセルの衝撃圧縮特性

講演概要,278,

堀川泰生,田 辺重則,高 津正秀,東 健司

Ni粉 と低融点Ni基合金粉末による厚肉鋳鉄の表面被覆層

講演概要,545.

山田康雄,下 島康嗣,馬 渕 守,朝 比 奈正,向 井敏司,

金橋秀豪,東 健司

エポキシ樹脂オープンセル材料の圧縮特性

講演概要,278.

中野 周祐,向 井敏司,三 好鉄 二,高 津正秀,田 辺重則,

東 健司

商用 クローズ ドセル ・アル ミニウムの衝撃圧縮特性 に及

ぼすセルサ イズの影響

講i演概要,279.

小 谷 政規,香 山 晃,岡 村清 人,加 藤雄 大,LeeSang

Pin

PIP-SiC/SiC複 合材料の合成 プロセス制御 に基づ く力学的

評価

講演概要,337.

伊 関崇,成 澤雅紀,片 瀬嘉郎,岡 村清人,堂 丸隆祥,岡

邦雄

高架橋性有機ケイ素ポ リマーによるSiC材 料 の合成

講演概要,343.

筒 井敬祐,渡 辺博行,向 井敏司,高 津正秀,東 健司

粗 大結晶粒 を有す るAZ31マ グネシウム合金における高温

変形挙動

講演概要,458.

向 井敏司,石 川晧一,高 津正秀,田 辺重則,東 健司

マグネシウム合金の衝撃延性

講 演概 要,470.

高津 正秀,染 川英俊,田 辺重則,久 保田耕平,東 健司

AZ31マ グネシウム合金のプレス成形性

講演概 要,470.

箴 利博,細 川裕之,齋 藤 尚文,東 健司

超塑性Al-Mg合 金 の粒界性格分布 の評価

講演概 要,475.

細川裕之,岩 崎 源,馬 渕 守,東 健司

高温変形中の粒子における空洞生成

講演概要,47&

毛利 猛,岩 崎 源,馬 渕 守,朝 比奈 正,相 澤龍彦,

東 健司

圧延 したマグネシウム合金の機械的性質

講薯寅概要,479,

渡 辺博行,向 井敏司,石 川晧一,大 神田佳平,馬 渕

東 健司

マグネシウム合金ZK61の 低温超塑性

講演概要,479.

守,

平 田智丈,佐 々木一隆,幾 原雄 一,佐 久間健人,東 健

司

三輪泰昭,片 瀬嘉郎,岡 村清人,伊 藤正義

有機ケイ素系高分子の還流熱処理機構

講演概要,344.

森貞好昭,下 尾聰夫,岡 村清人

Sic系 繊維 の活性酸化挙動

講演概要,344.

竹 内 博,下 尾聰夫,岡 村清人、武田道夫

減圧下におけるSiC系 繊維の熱安定性

講演概要,344.

出崎 亮,成 澤雅紀,岡 村清人,杉 本雅樹,森 田洋右,

瀬 口忠男,伊 藤正義

高強度SiC繊 維合成に及 ぼすケイ素系 ブレンドポ リマーの

電子線照射 の影響

講演概要,345.

杉 本雅樹,森 田洋右,岡 村清人,伊 藤正義

放射線不融化 した前駆体 ポリマ ーか らのSic/Sicセ ラ ミッ

ク複合材料 の合成ll

講演概要,345.

山中崇司,下 尾聰美,岡 村清人

ムライ トで被覆 したSic系 繊 維の特性評価

講演概要,345.

石尾雅昭,長 谷川 剛,大 山 浩,井 上博史,森 井賢二

Cu/18Cr-8Ni-Feク ラ ッ ド板 の集合組織形成 に及ぼす クラ

ッ ド比率の影響

講演概要,546.

井上博史,高 杉隆幸

140



板厚方向の平均的な集合組織の解析

講演概 要,547.

金 野泰幸,南 重成,清 水 亨,高 杉隆幸

加熱鋳型式連続鋳造 法で作製 したAl・AI,Ni一 方 向凝 固ス

トリップの冷問圧延後の機械的性質

講i演概 要,472.

吉 田光彦,八 重樫 崇,進 藤大輔,高 杉隆幸

(Ti,Nb)CrxCr固 溶 体2相 合金の組織 と機械的性質

講演概 要,170.

露無 崇志,金 野泰幸,井 上博史,高 杉隆幸

Co,Tiの 環境脆化 におけるひずみ速度一結 晶粒径一合金組

成 との相関

講演概 要,171.

渡邊 泰宙,井 上博史,高 杉隆幸

Co3Ti金 属 問化合物の超塑性変形に及ぼす動的再結晶の役

割

講演概要,171.

富 久勝文,金 野泰幸,高 杉隆幸

NL(Si,Ti)/Ni3Nb二 相 金属間化合物の組織 と機械的性質

講演概要,184.

和 田政宗,金 野泰幸,井 上博史,高 杉隆幸

Ni3(Si,Ti)の 環境脆化 に及ぼすNi,Nb相 の効果

講演概要,185.

岩佐真行,西 村勝博,冨 田恵之

CFRP複 合材料の疲れ特性

講演概要,324.

岡部貴博,森 岡亮治郎,冨 田恵之

CFRP複 合材料高温破壊特性

講演概要,334.

■ 粉 体粉末冶金 協会 平成ll年 度秋 季大会第84回 講演大 会

(羽 月,大 阪)

向 井敏司,金 橋 秀豪,東 健司,木 村 久道,井 上明久,

喜多和彦

ナノ準結晶粒子強化 アル ミニ ウム合金の機械 的性質 に及

ぼすひずみ速度の影響

講演概要集,61.

■日本鋳造工学会関西支部平成11年 度秋季支部講演大会(H

月,大 阪)

木股哲郎,池 永 明,川 本 信

反応性プラズマ溶射 によるNiAl,TiAl金 属 問化合物被膜

のその場生成

講演概要,7-9.

中 山達雄,田 古部智典,川 本 信

高マ ンガン鋼の転が り疲れ

講演概 要,18・19.

杉 原茂一,安 達成人,川 本 信,辻 川正人,山 田 修

NiA1金 属 問化合物 のバルク材の燃焼合成法 による鋳造

講演概要,35・36.

■ 高 温セラミック材料第124委 員 会第100回 会 議記念公開講

演会(12月,大 阪)

成 澤雅紀,伊 関 崇,片 瀬嘉郎,岡 村清人,岡 邦雄,

堂丸隆祥

高架橋性 ポ リシラン前駆体 からの シリコン系 セ ラミック

スの合成

講演会資料,65-68.

■日本金属学会 ・鉄鋼協会関西支部材料化学会(12月,大 阪)

日比康 雅,吉 田武司,成 澤雅紀,伊 関 崇,岡 村清人,

岡 邦雄,堂 丸隆祥

炭化ケイ素前駆体ポリマーの高性能化

璽 日本金属学会分科会研究グループ 第1回 材料集合組織研究

会(12月,横 浜)

江 尻正一,林 潤,井 上博史,佐 々木敏彦,広 瀬幸雄

結晶方位分布 を考慮 した集合組織材のX線 応力測定

研究会資料,75-76.

井 上博史

集合組織 の測定法 と表示法の標準化について(第4報)-

Windows用ODF解 析 プログラムの公開一

研究会資料,77-78.

金 野 泰幸,高 杉隆幸

異周速圧延 した純 アル ミニウム板の集合組織

研究会資料,7-8.

■ 日 本鉄鋼協会材料の組織 と特性部会 第4回 「溶融めっき

の皮膜構造と制御フォーラム」研究集会(12月,東 京)

高 杉隆幸

金属 間化合物 の破壊現象
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一 ・一 ・6
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顯マグネシウム合金を高速超塑性成形加工

東 健司

化学工業日報1999年1月26日.

■環境にやさしい製造プロセス 「消失模型鋳造法」

池永 明

日刊工業新聞,1999年11月24EI.
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■ElectricDouble-LayerCapacitorUsingComposites

ComposedofPhosphoricAcidDopedSilicaGel

andStyrene-Ethylene-Butylene-Styrene日astomer

asaSolidElectrolyte

(リ ン 酸 を ドー プ し た シ リカ ゲ ル と ス チ レ ン ー エ チ レ ン ー

プ チ レ ン ー ス チ レン エ ラ ス トマ ー の 複 合 体 を 固 体 電 解 質 と

して 用 い た 電 気 二 重 層 キ ャパ シ タ)

A.Matsuda,H.Honjo,K.Hirata,M.TatsumisagoandT.

Minami

J.PowerSources,77[1],12-16(1999).

(Capacitor,Elastomer,Protonconduction,Molding

property,Sol・gelionics,Acid)

■WaterandOxygenPermeabilityofSilicaThin

FilmsContainingOrganicPotymersCoatedon

Poly(ethyleneterephtalate)Substratebythe

Sol-GelMethod

(ゾ ル ーゲ ル 法 に よ るPET基 板 上 へ の 有 機 高 分 子 含 有 シ リ 力

薄 膜 の 形 成 と 水 蒸 気 お よ び 酸 素 透 過 性)

K.Azuta,KTadanagaandT.Minami

J.Ceram.Soc.JPn.,107[3】,293-296(1999).

(Sol-Gelmethod,PETsubstrate,Waterpermeat{on,

OxygenpermeationtCoating丘lm)

■PreparationofFastLithiumlonConducting

GlassesintheSystemLi2S-SiS2-Li3N

(Li。s-SiS2-Li3N系 高 リ チ ウ ム イ オ ン 伝 導 ガ ラ ス の 作 製)

R.Sakamoto,M.TatsumisagoandT.Minami

J.Phys.Chem.B.,103[20],4029-4031(1999).

(Lithiumionconductor,Glass,Lithiumnitride,Solid

electrolyte,Iontransportnumber)

■MechanochemicalSynthesjsofNewAmorphous

Materialsof60Li2S・40SiS2withHighLithiumlon

ConductMty

(高 い リ チ ウ ム 伝 導 度 を 持 つ60Li・s・40SiS・ 新 規 非 晶 質 材

料 の メ カ ノ ケ ミ カ ル 合 成)

H.Morimoto,H.Yamashita,M.TatsumisagoandT.

Minami

J.Am.Cera皿.Soc.,82[5],1352-1354(1999).

(Mechanochemicalsynthesis,Lithiumionconductor,

Solidelectrolyte,Sul丘de)

■StructuralChangeAccompanyingCrystallization

intheLithiumlonConductiveLi,S-SiS,-Li3PO4

0xysulfideGlasses

(リ チ ウ ム イ オ ン 伝 導 性Li・s-sis・-Li3Po4系 オ キ シ ス ル フ

ィ ドガ ラ ス の 結 晶 化 に 伴 う 構 造 変 化)

AHayashi,K.Tadanaga,M.Tatsumisago,T.Minami

andY.Miura

J.Ceram.Soc.JPn.107[6],510-516(1999).

(Crystallization,Glass,Lithiumionconductor,XPS,Solid

stateNMR)

■Crystallizationofα 一AglfromAgトAg20-MxOy

(MxOy=B203,GeO2,WO3)MeltsandGlasses

(Agl-Ag20-MxOy(MxOy=B203,GeO2,WO3)系 融 液

お よ び ガ ラ ス か らの α 一Aglの 結 晶 化)

M.Tatsumisago,K.Okuda,N.ItakuraandT.Minami

SolidStateIonics,121[14],193-200(1999).

(Crystallizationofα 一Agl,Silveriodide,Superionic

conductor)

■High-ResolutionSolid-StateNMRStudiesof

lonicallyConductiveLi,S-SiS2-Li20-P2050xysulphide

Glasses

(イ オ ン 伝 導 性Li2s-sis・-Li・o-P・05系 オ キ シ ス ル フ ィ ドガ

ラ ス の 固 体 高 分 解 能NMRに よ る 構 造 解 析)

A.Hayashi,R.Araki,KTadanaga,M.Tatsumisagoand

T.Minami

Phys.Chem.Glasses,40[3],140-145(1999).

(SolidstateNMR,Lithiumionconductor,Glass,

Structuralunits)

■FerroelectricityofYMnO3ThinFilmsPreparedvia

Solution

(溶 液 か ら作 製 し たYMnO3薄 膜 の 強 誘 電 性)

H.Kitahata,K.Tadanaga,T.Minami,NFujimuraand

T.Itoh

Appl.Phys.Lett.,75[5],719-721(1999).

(Ferroelectricproperty,YMnO.3,Dipcoating,Leak

current,C-Vcharacter)

圏PreparationandCharacterisationofSuper-Water・

RepellentCoatingFilmsbytheSolGelMethod

(ゾ ル ザ ル 法 に よ る 超 搬 水 コ ー テ ィ ン グ 膜 の 作 製 と キ ャ ラ

ク タ リゼ ー シ ョ ン)

K.TadanagaandT.Minami

TopicalIssuesinGlasses:Photons,GlassesandCoatings,

3,99層103(1999).

(Super-water-repellentsurfacee,ALO3,Contactangle,

Fluoroalkyoalkoxysilane)

■LoweringtheCrystallizationTemperatureof

YMnO3ThinFilmsbytheSol-GelMethodUsingan

YttriumAlkoxide

(イ ッ ト リ ウ ム ア ル コ キ シ ド を 用 い た ゾ ル ーゲ ル 法 に よ る

YMnO3薄 膜 の 低 温 結 晶 化)

H.Kitahata,K.TadanagaT.Minami,N.FujimraandT.

Itoh

Jpn.J.Appl.Phys.,38[9B],5448-5451(1999).

(Low-temperaturesysthesis,,YMnO3thin租m,Sol-gel

method,Yttriumalkoxide)

圏PreparationofThickFilmsby日ectrophoretic

DepositionUsingSurfaceModifiedSilicaParticles

DerivedfromSol-GelMethod
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(表 面 修 飾 さ れ た シ リ力 粒 子 を 用 い た ゾ ル ーゲ ル 電 気 泳 動 電

着 法 に よ る 厚 膜 の 作 製)

K.HasegawaS.Kunugi,M.TatsumisagoandT,Minami

J.Sol-GelSci.Tech.,15[3コ,243-249(1999).

(Surfacemod面cation,Electrophoreticdeposition,Sol・gel

method,Organoalkoxysilane,inorganic-organiccomposite)

■ElectrochemicalPropertiesfortheLithiumIon

Conductive(100・x)(O.6Li,S・O.4SiS2)。xLi,SiO.

OxysulfideGlasses

(リ チ ウ ム イ オ ン 伝 導 性(100-x)(o.6Li2s・o.4sis,)・

xLi・SiO4系 オ キ シ ス ル フ ィ ドガ ラ ス の 電 気 化 学 的 性 質)

A.Hayashi,M.TatsumisagoandT.Minami

J.E正ectrochem.Soc.,146[9],3472-3475(1999).

(Lithiumionconductor,Oxysu田deglass,Electrochemical

property)

■PreparationOfNovelLithium-lonConductors

ComposedofLiSCN-AICI3andSilicaParticles

(LiSCN-AICI3と シ リ 力 粒 子 か ら な る 新 規 な リ チ ウ ム イ オ

ン 伝 導 体 の 作 製)

K.HasegawaM.TatsumisagoandT.Minami

J,Electrochem.Soc.,146[10],3539-3542(1999).

(Lithiumionconductor,Moltensalt,Monodispersed

silicaparticle,Sol-Gelmethod)

■MechanochemicalSynthesisandAnodeProperties

ofSnO-BasedAmorphousMaterials

(SnOを べ 一 ス と す る ア モ ル フ ァ ス 材 料 の メ カ ノ ケ ミ カ ル

合 成 と 負 極 特 性)

H.Morimoto,M.Nakai,M.TatsumisagoandT,Minami

J.Electrochem.Soc.,146[11],3970-3973(1999).

(Mechanicalm圭lling,Lithiumionbattery,High-capacity

anode,SnO・based

amorphousmaterial)

■FormationofTiO,(B)NanocrystallitesinSol-Gel-

DerivedSiO7TiO,Film

(ゾ ル ーゲ ル 法 に よ り 作 製 し たSio2-Tio・ 系 薄 膜 に お け る

Tio2(B)微 結 晶 の 生 成)

T.Kogure,T.Umezawa,Y.Kotani,A.Matsuda,M.

TatsumisagoandT.Minami

J.Am.Ceram.Soc.,82[11],3248-3250(1999).

(TiO2(B),Sol-gelmethod,TEM,Crystailization)

■AbsorptionandEmissionBehaviorofBis(2,21-

bipyridine)[2-(2・pyridyl)benzimidazole]

Ruthenium(H)DopedinSilicaGelMatrices

(シ リカ ゲ ル マ ト リ ッ ク ス 中 に ドー プ さ れ た ビ ス(2,2・ ビ

ピ リ ジ ン)[2-(2一 ピ リ ジ ル)ベ ン ジ ミ ダ ゾ ー ル ユ ル テ ニ ウ

ム 錯 体 の 吸 収 お よ び 発 光 挙 動)

Y.Kotani,A.Matsuda,M。Tatsumisago,T.Minamiand

M.Haga

J.Mat.Chem.,9[12】,3041-3044(1999).

(Sol.gelmethod,Emission,Organic-inorganiccomposite,

Gelation,Ru-complex)
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願C「ystallizationofLiaS-SiS2BasedLithiumlon

ConductingGlasses

(Li2S-Sis,系 リ チ ウ ム イ オ ン 伝 導 ガ ラ ス の 結 晶 化)

A.Hayashi,M.TatsumisagoandT.Minami

Phys.Chem.Glasses,40[6】,333-338(1999).

(Crystallization,Sulfideglass,Lithiumionconductor,

NMR)

■ApplicationofCompositesComposedofPhospho薩c

Acid-DopedSilicaGelandStyrene-Ethylene-

Buthylene-StyreneElastomertoElectricDouble-

LayerCapacitors

(リ ン 酸 を ドー プ し た シ リ カ ゲ ル と ス チ レ ン ー エ チ レ ン ー

ブ チ レ ン ー ス チ レ ン エ ラ ス トマ ー か らな る 複 合 体 の 電 気 二

重 層 キ ャ パ シ タ へ の 応 用)

A.MatSudaH.Honjo,K.HirataM.Tats㎜isagoandT.

Minami

KoreanJ.Ceramics,5[4],353-356(1999).

(Sol-gelmethod,Protonconductivity,Heat-treatment

temperature,Rubberelasticity)

■ 環 境 水 中 の 微 量 の オ ル ト リ ン 酸 の 濃 縮 法 の 検 討 と 琵 琶 湖 水

へ の 適 用

(1≡nrichmentMethodforOrthophosphateinNatural

WatersandApplicationtoWaterinLakeBiwa)

青 木 豊 明,松 尾 昌 彦

環 境 技 術,28,195-198(1999).

(Orthophosphate,Enrichment,Naturalwater,Lake

Biwa)

■PreparationofPlatinumNanoparticlesby

SonochemicalReductionofthePt(R)lon

(白 金(n)イ オ ン の 超 音 波 還 元 に よ る 白 金 ナ ノ サ イ ズ 粒

子 の 調 製)

Y.Mizukoshi,R.Oshima,Y.MaedaandY.Nagata

Langr【luir,15,2733-2737(1999).

(Sonochemistry,Nanoparticie,Ptparticle,OHradical,

Ultrasound)

幽FabricationofMono-/BimetallicNanOparticles

UsingHighPowerUItrasoundinAqueousSolution

(水 溶 液 中 に お け る 高 出 力 超 音 波 を 用 い た ナ ノ サ イ ズ の モ

ノ/バ イ メ タ ル 粒 子 の 調 製)

Y.Mizukoshi,Y.MaedaR.OshimaandY.Nagata

Proc。of2ndConferenceofApplicationsofPower

UltrasoundinPhys.andChem.Processing,105-110

(1999).

(Sonochemistry,Bimetal,Nanosizeparticle,Ultrasound,

OHradical)

■SonolyticDegradationofHazardousOrganic

CompoundSinAqueousSOIution

(水 溶 液 中 の 有 害 有 機 化 合 物 の 超 音 波 分 解)

H.Okuno,Y.Mizukoshi,Y.MaedaandY.Nagata

Proc.of2ndConferenceofApPlicat三 〇nsofPower

UltrasoundinPhys.andChem.Processing,191-196



(1999).

(Sonochemistry,Hazardouscompound,Sonolysis,OH

radical,PCB)

■ElectronMicroscopyofNobleMetalAlloy

NanoparticlesPreparedbySonochemicalMethod

(超 音 波 化 学 的 方 法 に よ り調 製 し た 貴 金 属 合 金 ナ ノ サ イ ズ

粒 子 の 電 子 顕 微 鏡 観 察)

R.Oshima,T.A.Yamamoto,Y.Mizukoshi,Y.Nagata

andY.Maeda

NanostrucMater.,12,111-114(1999).

(Sonochemistry,Nanoparticle,NoblemetalaHoy,

Electronmicroscopy,Ultrasound)

■SonolysisofOrganicLiquids:EffectofVapor

PressureandEvaporationRate

(有 機 系 液 体 の 超 音 波 分 解:蒸 気 圧 と 揮 発 速 度 の 影 響)

Y,Mizukoshi,H.Nakamura,H.Bandow,Y.Maedaand

Y.Nagata

Ultrason.Sonochem.,6,203-209(1999).

(Sonochemistry,Vaporpressure,Evaporationrate,

OrganicIiquid,Sonolysis)

iStudyontheSonochemicalPreparationandPhase

StabilityofBinaryAlloyNanoparticlesfrom

AqueousSolution

(水 溶 液 か らの 二 成 分 合 金 ナ ノ サ イ ズ 粒 子 の 超 音 波 化 学 合

成 法 と 相 安 定 性 の 研 究)

T.Fujimoto,Y.Mizukoshi,Y.Maeda,Y.NagataandR.

Oshima

Proc.ofInt.Conf.onSolid-SolidPhaseTransformation

'99
,361"364(1999).

(Sonochemistry,Binaryalloy,Nanoparticle,Ultrasound,

OHradical)

■StudyonChemicalCompositionChangeinDrying

ProcessofDroplet,Rain,Fog,andDewDuring

DryingProcess

(水 滴,雨,霧,露 の 乾 燥 過 程 中 に お け る 化 学 変 化 の 研 究)

T.Suzue,K.Ohira,N.Takenaka,H.BandowandY.

Maeda

Proc.ofthe6thInt.Conf.onAtmosphericScienceand

ItsApplicationstoAirQuality,333-340(1999).

(Dew,Denitrification,Dryingprocess,Nitrousacid,

Compositionchange)

■ReactionofSu唇furSpecieswithHydrogenPeroxide

byFreezing

(凍 結 に よ る 硫 黄 種 と 過 酸 化 水 素 の 反 応)

S.Furuya,H.Asakura,K.Fujimori,N.Takenaka,H.

Bandow,Y.MaedaandY.Furukawa

Proc.ofthe6thInt.Conf.onAtmosphericScienceand

ItsAppiicationstoAirQuality,351-356(1999).

(Freezing,Sulfide,Thiosulfate,Hydrogenperoxide,

Freezeconcentration)

■lmpactofAcidDepositiononMaterialsforCultural

PropertiesinEastAsia

(東 ア ジ ア に お け る 文 化 財 へ の 酸 性 雨 の 影 響)

Y.Tsujino,M.Matsumoto,H.Quan,S.Hatakeyama,T.

MizoguchiandY.Maeda

Proc.ofthe6thInt.Conf.onAtmosphericScienceand

ItsApplicationstoAirQuality,727-736(1999).

(EastAsia,Acidrain,Corrosion,Materialdamage,

Cultura董properties)

iNaturalDenitrificationinDryingProcessofDew

(露 の 乾 燥 過 程 に み られ る 自 然 の 下 で の 脱 窒)

N.Takenaka,T.Suzue,K.Ohira,T.Morikawa,H.

BandowandY.Maeda

Environ.Sci.Technol.,33,1444-1447(1999).

(Nitrite,Acidrain,Dew,Denitri丘cat{on,Ammoniumion,

Acid面cation)

薗AdvancedMonitoringTechnologyforGlobal

Environment

(地 球 環 境 の 最 先 端 モ ニ タ リ ン グ 技 術)

Y.MaedaandJ.Morioka

Proc.ofthe2ndInter,Conf.ontheEffectsofAcid

DepositiononCulturalPropertiesandMaterialsinEast

Asia,1-2(1999).

(Monitoring,Globalenvironment,Nitrogenoxides,

Chemiluminescence,Materialdamages)

■MaterialdamagesforCukuralArtifactsbyAcid

DepositioninEastAsia(1)AtmosphericCorrosion

Test

(東 ア ジ ア に お け る 酸 性 降 下 物 に よ る 文 化 財 へ の 被 害(1)

大 気 腐 食 試 験)

Y.Tsujino,D.N.Zhang,S.L.Chen,D.Y.C,Leung,S.

L.Lin,S.T,Kim,Y.E.Yoo,S.Hatakeyama,T.

MizoguchiandY。Maeda

Proc.ofthe2ndInter.Conf。ontheEffectsofAcid

DepositiononCulturalPropertiesandMaterialsinEast

Asia55-58(1999).

(Materialdamages,CorrosiontestAciddeposition,East

Asia)

■MaterialdamagesforCulturalArtifactsbyAcid

DepositioninEastAsia(ll)Environmental

FactorsDamagingMaterials

(東 ア ジ ア に お け る 酸 性 降 下 物 に よ る 文 化 財 へ の 被 害(辰)

材 料 被 害 を 及 ぼ す 環 境 因 子)

Y。Tsujino,D.N.Zhang,S.L.Chen,D.Y.C.Leung,S.

L.Lin,S.T.Kim,Y.E.Yoo,S.Hatakeyama,T.

MizoguchiandY.Maeda

Proc.ofthe2ndInter.Conf.ontheEffectsofAcid

DepositiononCulturalPropertiesandMaterialsinEast

Asia,59-62(1999).

(Materialdamages,Sulferdioxoide,Hydrochloricacid,

Aciddeposition,EastAsia)
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■StudiesonthelmpactsofAcidDeposition

EvaluatedinTermsofMaterialCorrosionTest

(材 料 腐 食 試 験 で 評 価 し た 酸 性 降 下 物 の 影 響 の 研 究)

Y.Tsujino,Y.Satoh,N.Yamauchi,Y.Maeda,T.

MizoguchiandS.HatakeyamaProc.ofthe2ndInter.

Con£ontheEffectsofAcidDepositiononCultural

PropertiesandMaterialsinEastAsia,67-69(1999).

(Materialdamages,Corrosiontest,Aciddeposition,East

Asia)

顯RelationsbetweenNOOxidationandPhotoreactive

HydrocarbonsinUrbanAtmosphere

(都 市 大 気 中 に お け るNOの 酸 化 反 応 と 光 反 応 性 炭 化 水 素 の

関 係)

Y.Itano,M.Warashina,H.Bandow,Y.Maeda,K.

TakedaandM.Tanaka

Proc.ofthe2ndInter。Conf.ontheEffectsofAcid

DepositiononCulturalPropertiesandMaterialsinEast

Asia,82-85(1999).

(Hydrocarbons,NOoxidation,Photochemicalreaction,

Exhaustgas)

■MaterialsDamagebyAcidicAirPollutioninAsia

(ア ジ ア に お け る 酸 性 大 気 汚 染 物 質 に よ る 材 料 腐 食)

Y.Maeda,J.Morioka,Y.Tsujino,Y、SatohandY.

Yamauchi

Proc.ofthellthAsian-PacificCorrosionContro至

Conference,606-611(1999).

(AcidicairpOllution,Materialdamage,Acidrain,Corrosion,

Asia)

● ブ レー ク ポ イ ン ト塩 化 法 を 利 用 す る ア ン モ ニ ア 性 窒 素 を 含

む コ ー ク ス ブ ラ ン ト排 水 処 理 の 研 究

(StudyofWastewaterTreatmentfromCokes

PlantslncludingAmmonia-NitrogenbyUsing

BreakpointChlorinationMethod)

趙 一 先,張 大 年,藤 森 啓 一,竹 中 規 訓,坂 東 博,

前 田 泰 昭

用 水 と排 水,41,804-807(1999).

(Breakpointchlorination,Cokeplant,Wastewater

treatmenちAmmonia-nitrogen)

■ 超 音 波 照 射 に よ る水 中 の ク ロ ロ エ チ レ ン 類 の 分 解 の 基 礎 的

棚

(FundamentalStudyontheDecompositionof

ChlorinatedHydrocarbonsinAqueousSolutions

byUltrasoniclrradiation)

趙 一 先,張 大 年,稲 津 晃 司,永 田 良 雄,竹 中 規 訓,

坂 東 博,前 田 泰 昭

環 境 化 学,9,629-636(1999).

(Ultrasonicirradiation,ChlorinatedHydrocarbons,

Wastewatertreatment,Sonochemistry)

■超音波による有機塩素化合物の分解

(DecompositionofChlorinatedhydrOcarbonesin

AqueousSolutionsbyUtrasoniclrradiation)
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趙 一 先,張 大 年,稲 津 晃 司,永 田 良 雄,竹 中 規 訓,

坂 東 博,前 田 泰 昭

環 境 化 学,9,647-652(1999).

(Ultrasonicirradiation,ChlorinatedHydrocarbons,

Wastewatertreatment,Sonochemistry

■ 塩 化 鉄(皿)を 用 い た 常 圧 加 熱 法 に よ る 廃 水 中 ホ ウ フ ッ化

物 処 理 お よ び そ の メ 力 ニ ズ ム に 関 す る 研 究

(StudyonTreatmentofBorontetrafluoridein

WastewaterbyNormalPressureHeating

ProceSsUsinglrOn(皿)Chlorideandlts

Mechanism)

趙 一 先,張 大 年.藤 森 啓 一,竹 中 規 訓,坂 東 博,

前 田 泰 昭

水 処 理 技 術40,465-469(1999).

(Borontetrafluoride,Wastewatertreatment,Iron(皿)

chloride,Normalpressureheatingprocess)

■HydrogenPermeationofCarbonSteelinWeak

AlkalineSolutionContainingHydrogenSulfide

andCyanidelon

(硫 化 水 素 と シアン化 物 イオンを 含 む 弱 アルカリ溶 液 中 に お け る 炭 素

鋼 の 水 素 透 過)

K.Yamaakawa,R.Nishimura

Corrosion,55,24-30(1999).

(Hydrogenpermeation,Carbonsteel,Hydrogensulfide,

Cyanideion)

■ 硫 酸 一 塩 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 中 に お け る 溶 体 化 オ ー ス テ ナ イ

トス テ ン レ ス 鋼type304の 応 力 腐 食 割 れ 一 塩 化 ナ トリ ウ ム

濃 度 と ク ロ メ イ トの 影 響 一

(StressCorrosionCrackingofSolutionAnnealed

AusteniticStainlessSteelType304inSulfuric

Acid-SodiumChlorideSolution)

西 村 六 郎,山 川 宏 二

材 料,48,1228-1233(1999).

(Stresscorrosioncracking,type304,Prediction,

Elongationrate)

■ 応 力 腐 食 割 れ 過 程 に お け るType304 ,Type316お よ び

Type430ス テ ン レ ス 鋼 の 溶 解 挙 動

(TheDissolutionBehaviorofType304,Type316

andType430StainlessSteelsduringtheProcess

ofStressCorrosionCracking)

西 村 六 郎

材 料 と環 境48,815・821(1999).

(Dissolution,Stainlesssteel,Stresscorrosioncracking,

ICP)

■APropOsalofStressCorrosionCrackingMechanism

forExplainingthe日ongationBehaviOrofSolution

AnnealedAustenjticStainlessSteels,Type304

andType316

(溶 体 化 オ ー ス テ ナ イ トス テ ン レ ス 鋼,type304とtype316

の 伸 び 挙 動 を 説 明 す る 応 力 腐 食 割 れ 機 構 の 提 案)

Meetingabstractsofthe1999JointInternational



Meeting(196thMeetingofTheElectrochemicalSociety

ofUSAand1999FallMeetingofTheElectrochemical

SocietyofJapan),AbstractNo.559(1999).

(SCCmechanism,Elongation,AusteniticSstainlesssteel,

Elongationrate)

■ColorCoatingforRecyclableGlassBottlesbythe

SoトGelMethodUsingOrganicColorants

(有 機 色 素 を 用 い た ゾ ル ー ゲ ル 法 に よ る 再 資 源 化 で き る 借

色 ガ ラ ス び ん の 新 しい コ ー テ ィ ン グ 法)

H.Nakazumi,T.Ikai,K.Ishii,Y.Sakashita,K,Tadanaga,

T.Minami,M.Ueda,

M.Funato,H.KanazawaK.NatsukawaY.Sakurai

Proc.2ndInternationalConferenceonCoatingonGlass,

114-119(1999).

(Sol-gelmethod,Organiccolorants,Coloredglassbottle,

Recycling,Th圭nfilms)

■PhotochromicPropertiesofCationicMerocyanine

Dyes.ThermalStabilityoftheSpiropyranForm

Producedbylrradiation.withVisibleLight

(カ チ オ ン 性 メ ロ シ ア ニ ン 色 素 の フ ォ トク ロ ミ ッ ク 特 性 可

視 光 照 射 で 生 成 す る ス ピ ロ ピ ラ ン構 造 の 熱 安 定 性 一)

S.Yagi,K.Maeda,H.Nakazumi

J,Mater.Chem.,9,2991-2997(1999).

(Photochromicdye,Merocyanine,Thermalstability,

Spiroform)

圏MolecularRecognitionAbilitiesofaNewClassof

Water-SolubleCyclophanesCapableof

EncompassingaNeutralCavity

(中 性 の 空 孔 を 形 成 可 能 な 新 規 水 溶 性 シ ク ロ フ ァ ン の 分 子

認 識 能)

M.Inouye,K.Fujimoto,M.Furusyo,H.Nakazumi

J.Am。Chem.Soc。,121,1452-1458(1999).

(MolecUlarrecognition,Cyclophane,Art澁cialreceptor,

Hydrophobicinteraction,DNA)

■RemarkablyStrong,UnchargedHydrogen-

BondinglnteractionsofPoly-pyridine-Macrocyclic

ReceptorsforDeoxyribofuranoSides

(デ オ キ シ リボ フ ラ ノ シ ドに 対 す る 大 環 状 ポ リ ピ リ ジ ン レ

セ プ タ ー の 極 め て 強 い 非 電 荷 型 水 素 結 合)

M.Inouye,K.Takahashi,H.Nakazumi

J.Am.Chem.Soc.,121,341-345(1999).

(Molecularrecognition,Artificialreceptor,Hydrogen-

bonding,Deoxyribose)

■Radiation-lnducedColorationofPhotochromic

DithienyletheneDerivatives

(フ ォ トク ロ ミ ッ ク ジ チ エ ニ ル エ テ ン 誘 導 体 の 放 射 線 照 射

に よ る 発 色)

S.Irie,T.Yamaguchi,H,Nakazumi,S.Kobatake,M.Irie

Bull.Chem.Soc.Jpn,,72,1139-1142(1999).

(Photochromicdye,Dithienyle止1thenes,Radiation-

Inducedcoloration)

■PhotochromicReactionsofTwoAzobenzene

ChromophoresinaChiralCyclohexaneMoiety

(不 斉 な シ ク ロ ヘ キ サ ン 中 の2つ の ア ゾ ベ ン ゼ ン 発 色 団 の フ

ォ トク ロ ミ ッ ク 反 応)

T.Yamaguchi,H.Nakazumi,M.Irie

Bull.Chem.Soc.Jpn.,72,1623-1627(1999).

(Photochromism,Azobenzene,CircularDichroism,

ExitionCoupling)

■PhotochromismofaChiralCyclohexaneHaving

TwoDiaryletheneChromophores.ALargeOptical

RotationChange

(2つ の ジ ア リー ル エ テ ン 発 色 団 を 持 つ 不 斉 な シ ク ロ ヘ キ サ

ン の フ ォ トク ロ ミ ズ ム 大 き な 旋 光 度 変 化)

T.Yamaguchi,H.Nakazumi,K.Uchida,M.Irie

C止1em.Lett.,1999,653-654.

(Photochromism,Diary}ethene,CircularDichroism,

OpticalRotation)

魑NucleobaseRecognitionbyArtificialReceptors

PossessingaFerroceneSkeletonasaNoveI

ModularUnitforHydrogenBondingandStacking

lnteraCtiOnS

(水 素 結 合 と ス タ ッキ ン グ 相 互 作 用 の 調 整 部 分 に フ ェ ロ セ

ン 骨 格 を 用 い た 人 工 レ セ プ タ ー に よ る 核 酸 塩 基 の 認 識)

M.Inouye,Y.Hyodo,H.Nakazumi

J.Org.Chem.,64,2704-2710(1999),

(Molecularrecognition,Artificialreceptor,Hydrogen-

bonding,Stacking,Ferrocene)

口GlucopyranosideRecognitionbyPolypyrydine-

MacrocyclicReceptorsPossessingaWideCavity

withaFlexiblelinkage

(広 い 空 孔 と 自 由 度 の 大 き な 架 橋 部 位 を 有 す る 大 環 状 ポ リ

ピ リ ジ ン レ セ プ タ ー に よ る グ ル コ ピ ラ ノ シ ドの 認 識)

M.Inouye,J.Chiba,H.Nakazumi

J.Org.Chem.,64,8170・8176(1999).

(Molecularrecognition,Artificlalreceptor,Hydrogen-

bonding,Glucose)

■Ferrocene-ModifiedArtificialDitopicNucleobase

ReceptorsCapableofServingBothHydrogen-

Bondingandpai-Stackinglnteractions

(水 素 結 合 と パ イ ース タ ッ キ ン グ 相 互 作 用 が 同 時 に 働 く フ ェ

ロ セ ン で 修 飾 さ れ た 二 官 能 性 人 工 核 酸 塩 基 レセ プ タ ー)

M.Inouye,M.S.Itoh,H.Nakazumi

J。Org.Chem.,64,9393-9398(1999).

(Molecularrecognition,Artificialreceptor,Hydrogen-

bonding,Stacking,Ferrocene)

■HelicalChiralitylnductionbyPointChiralityat

HelixTe「minal

(ら せ ん 末 端 へ の 中 心 性 不 斉 の 導 入 に よ る ら せ ん 型 不 斉 の

誘 起)

T.Mizutani,S.Yagi,T.Morinaga,T.Nomura,T.

Takagishi,S。KitagawaandH.Ogoshi
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J.Am.Chem.Soc.,121,754-759(1999).

(Helicalchiralityinduction,Pointchirality,Helix

terminal)

ApPliedPhysicsLetters,75,719-721(1999).

(FerroelectricRAM,MFSFET,YMnO3,Dielectric

property,Sol-Gelmethod)

縢HelicalChiralityControlinZincBilinoneDimers

(亜 鉛 ビ リ ノ ン ニ 量 体 に お け る らせ ん 型 不 斉 の 制 御)

S.Yagi,N.Sakai,R.Yamada,H.Takahashi,T.Mizutani,

T.Takagishi,S.KitagawaandH.Ogoshi

Chem.Commun.,911-912(1999).

(Helicalchir田itycontrol,Zincbilinone,Dimer)

■CatalysiSofHelixlnversionOfZincBilindionesby

AminesandAminoAcidEsters

(ア ミ ン お よ び ア ミ ノ 酸 エ ス テ ル に よ る 亜 鉛 ビ リ ン ジ オ ン

の らせ ん 反 転 の 触 媒 効 果)

T.Mizutani,S.Yagi,A.Honmaru,T.Goldacker,S.

Kitagawa,M.Furusyo,T.TakagishiandH.Ogoshi

SupramolecularChem.10,297-308(1999).

(Catalysis,He}ixinversion,Zincbilindione,Amine,

Aminoacidester)

圏lnfluenceofReactivelonEtchingDamageonthe

SchottkyBarrierHightofTi!P-Silnterface.

(Ti/p-Si界 面 の シ ョ ッ トキ ー バ リ ア 八 イ トに お よ ぽ す 反 応

性 イ オ ン エ ッ チ ン グ の 影 響)

N.FujimuraT.Yamaguchi,H.Kato,andT.Ito

AppliedSurfaceScience,146,124-130(1999).

(ReactiveIonEtching,SchottkyBarrierHight,Ti/Si

interface,TiSilicide)

引mprovementofY203/SilnterfaceforFeRAM

Application.

(強 誘 電 体 メ モ リ ー 応 用 に 向 け たY203/Si界 面 の 改 善)

D.Ito,T.Yoshimura,N.FujimuraandT.Ito

AppliedSurfaceScience,146,254-260(1999).

(FerroelectricRAM,MFSFET,Y203,Dielectric

property)

■HelixAssemblyofZincBiliverdinsInducing

HomochiralStructures

(ホ モ キ ラ リテ ィー 構 造 を 誘 起 す る 亜 鉛 ビ リ ベ ル デ ィ ン ら

せ ん 構 造 の 集 積)

T.Mizutani,N.SakaiandS.Yagi

J.MolecularSci.,15,46-47(1999).

(Helixassembly,Zincbiliverdin,Homochirality)

■ElectricalCharacterizationofFerroelectricYMnO3

FilmsforMF(1)S-FETApplication.

(YMnO3薄 膜 のMF(1)S一 電 界 効 果 型 トラ ン ジ ス タ ー 応 用

に 向 け た 電 気 特 性 評 価)

N.FujimuraT.YoshimuraandT.lto

Proceedingsofthellth]EEEInternationalSymposium

ontheApplicationofFerroelecthcs,81-84(1998).

(FerroelectricRAM,MFSFET,YMnO3,Dielectric

property)

蜀LoweringtheCrystallizationTemperatureof

YMnO3ThinFilmsbytheSol-GelMethodUsingan

YttriumAlkoxide.

(イ ッ ト リ ウ ム ア ル コ キ シ ドを 用 い た ゾ ル ー ゲ ル 法 に よ る

YMnO3薄 膜 の 結 晶 化 温 度 の 低 減)

H.K{tahata,K.Tadanaga,T.Minami,N.Fujimuraand

T,Ito

JapaneseJournalofApPliedPhysics,38,5448-5554

(1999).

(FerroelectricRAM,MFSFET,YMnO3,Dielectric

property,Sol-Gelmethod,YttriumAlkoxide)

■FerroelectricityofYMnO3ThinFilmsPreparedvia

Solution.

(強 誘 電 性YMnO3薄 膜 の 溶 液 か ら の 成 長)

H.Kitahata,K.Tadanaga,T.Minami,N.Fujimuraand

T。Ito

■YMnO3andYbMnO3ThinFilmsforFETtype

FeRAMApplication.

(YMnO3お よ びYbMnO3薄 膜 の トラ ン ジ ス タ ー 型 強 誘 電

体 メ モ リー 応 用)

N.FujimuraT.Yoshimura,D.ItoandT.Ito

SymposiaProc.ofMaterialsResearchSociety,574,237・

242(1999).

(FerroelectricRAM,MFSFET,YMnO3,YbMnO3,

Dielectricproperty)

■ExoticDopingforZnOThinFilms:Possibilityof

MonolithicOpticallntegratedCircuit.

(ZnO薄 膜 へ の エ キ ゾ テ ィ ッ ク ドー ピ ン グ=モ ノ リ シ ッ ク

光 集 積 回 路 の 可 能 性)

N.FujimuraT.ShimuraT.Wakano,A.AshidaandT.

Ito

SymposiaProc.ofMaterialsResearchSociety ,574,317・

322(1999)。

(ExoticDoping,ZnO,MonolithicOpticalIntegrated

Circuit,OpticalSwitch,OpticalIsolator)

鷹DetailedC-VAnalysisforYbMnO3!Y2203/Si

Structure.

(YbMnO3/Y203/Siキ ャ パ シ タ 構 造 のC-V特 性 の 詳 細 な 解

析)

T.Yoshimura,N.FujimuraD.ItoandT .Ito

SymposiaProc.ofMaterialsResearchSociety,574,359-

364(1999).

(FerroelectricRAM,MFSFET,YMnO3 ,YbMnO3,

Dielectricproperty,PulsedC-Vmeasurement)

■レーザーアブレーシ ョン法 によるZnO:X薄 膜 の作製と誘電

特性

(FabricationandDielectricPropertiesofZnO:X

ThinFilmsbyPulsedLaserDepositionMethod)
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志 村 環,若 野 寿 史,藤 村 紀 文,伊 藤 太 一 郎

電 子 通 信 学 会 技 報591,27-32(1999).

(LiDoping,ZnO,MonolithicOpticalIntegratedCircuit,

OpticalSwitch,Ferroelectricity)

■RMnO3(R:rareearthelement)/Y203/SiのC-V特 性

の解 析

(AnalysisofC-VbehaviorofRMnO3(R:rareearth

element)!Y203/Si)

吉 村 武,伊 藤 大 輔,藤 村 紀 文,伊 藤 太 一 郎

電 子 通 信 学 会 技 報591,71-76(1999).

(FerroelectricRAM,MFSFET,YMnO3,Y203,Dielectric

property,PulsedC-Vmeasurement)
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■超擁水材料の開発と応用展開(総 説)

忠永清治,南 努

機能材料、19[4],47-53(1999).

鋼超 イオン伝導ガラス(総 説)

南 努,辰 巳砂昌弘、

電池技術,11,131-138(1999).

隔機 能性色素の化学

中澄博行

化学 と工業,52,594597(1999).

■色 と光で情報 を発信する人工 レセプター:最 近の進歩

井上将彦

光化学,30,106-113(1999).

■ ミニ高炉による金属系廃棄物か らの資源回収

大西忠一,久 米正一

高温学会誌25-2,53-58(1999).

■ ミニ高炉による金属系廃棄物からの資源回収

大西忠一,久 米正一

高温学会環境部会シンポジウムテキス ト,11-16(1999).

■ 廃家電 ・廃OA機 器か らの レアメタルの再資源循環 システ

ムに関する研究

大西忠一

高温学会シンポジウムテキス ト(第4版),25-36(1999).

■ アルミニウム ドロスの処理と再利用の現状 と展望

大西忠一

アル ミニウム,6-5,109-115(1999).

■経 営は3Rか ら

大西忠一

〇RDNEWS,58,1(1999).

■ ア ルミ灰 ・鉄鋼 スラ ッジなど金属含有廃棄物のダイオキシ

ンレスな無公害型ミニ高炉による金属の回収と再資源化に

ついて

大西忠一

高温学会環境部会 テキス ト,1/X-13/X(1999).
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■環境問題 とは何か(第 四章

青木豊明(分 担執筆)

(木岡伸夫 編)

晃洋書房,56-74(1999).

水環境問題アラカル ト)

凹実験で学ぶ腐食防食 の理論 と応用

井上博之(分 担執筆)

(日本材料学会腐食防食部門委員会編),晃 洋書房,192-202,

213-229,258-268,335-339(1999).

■有機 ・無機複 合コーティング薄膜の作製と応用

中澄博行(分 担執筆)

有機 ・無機ハイブリッ ド材料

技術情報協会,208-214(1999).

■PhotochromicandThermochromicCompounds

M.Inouye(分 担 執 筆)

(Eds.J.C,CranoandR.J.Guglielmetti),Plenum,Vol2,

393-414(1999).
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■12thlnternationalConferenceonSolidState

lonics(Halkidiki,Greece,June,1999)

N.Machida,S.Nishida,T.Shigematsu,H,Sakai,M.

TatsumisagoandT.Minami

MechonochemicalSynthesisofSilverIonConductorin

theSystemAgl-Ag3PO4,

Y.Kowada,Y.YamadaM.Tatsumisago,T.Minamiand

H.Adachi

VariationofElectronicStateofAgl-BasedSuperionic

ConductorswithMovementofAgIons.

M.Tatsumisago,H.Morimoto,H.YamashitaandT,

Minami

PreparationofAmorphousSolidElectrolytesinthe

SystemLflS-SiS2-Li,SiO,byMechanicalMilling.

T,Minami,A.HayashiandM.Tatsumisago

PreparationandCharacterizationofLithiumIon

ConductingOxysulfideG}asses(KeyNoteLecture).

N,KuwataJ.Kawamura,Y.Nakamura,K.Okuda,M.

TatsumisagoandT.Minami

Ag-109NMRStudyofAgl-BasedGlassesContaining

Frozenα 一AglNanocrystals.

TiO2SiO2ThinFilmswithHotWaterTreatment.

H.Kitahata,K.Tadanaga,T.Minami,N.Fujimuraand

T.Ito

PreparationandFerroelectricPropertiesofYMnO3

ThinFilmswithc・AxisPreparedOrientationbytheSol.

GelMethod.

K.Tadanaga,B.EIIisandAB.Seddon

Near-andMid・lnfraredSpectroscopyofSol-GelDerived

OrmosilFilmsfbrPhotonicsfromTetramethoxysilane

andTrimethoxysilylpropylmethacrylate.

K.Tadanaga,T.Owan,J.Morinaga,S.UrbanekandT,

Minami

FinePatterningofTransparent,ConductiveSnO2Thin

FilmsbyUV-lrradiation.

圏IXthInternationalConferenceonthePhysicsof

Non。CrystallineSolids(Arizona,U.S.A.,October,

1999)

M.Tatsumisago,A.Hayashi,H.MorimotoandT.

Minami

PreparationandStructureofAmorphousSolid

ElectrolytesBasedonLithiumSulfide(lnvitedLecture).

■3rdlnternationalConferenceonBorateGlasses,

CrystalsandMelts:StructureandApplications

(Sofia,Bulgaria,July,1999)

T.MinamiandM,Tatsumisago

SuperionicBorateG}asses:MicrostructureandFragility

ofAgl・Ag20-B203Glasses(lnvitedLecture).

■10thlnternationalWorkshoponGlasses,

Ceramics,HybridsandNanocompositesfrom

Gels(Yokohama,Japan,September,1999)

T.Minami,J.MorinagaandK.Tadanaga

FormationofSuperHydrophobic-HydrophilicPatternon

Flower-1ikeAluminaThinFilmbytheSol-GelMethod.

Y.Akamatsu,K.Makita,H.InabaH.NakazumiandT,

Minami

LargeSizeRecyclableCoioredGlassPlatesPrepared

fromOrganicColorantsDispersedSillcaSolsbythe

DippingMethod。

A.Matsuda,M.Tatsum1sagoandT.Minami

ApplicationofProtonicAcid-DopedSilicaGelsto

ElectricDouble-LayerCapacitors.

Y.Kotani,A.Matsuda,M.Tatsumisago,T.Minami,T.

UmezawaandT.Kogure

Format{onofAnataseNanocrystalsinSol-GelDerived

A.Hayashi,M.TatsumlsagoandT.Minami

CrystallizationProcessofLithiumOxysulfideGlasses.

■Mini-SymposiumonFirst-ion-conductingGlasses

(ArizonaU.S.A.,October,1999)

M.Tatsumisago

PreparationandCharacterizationofSuperionconducting

Amorphous-BasedMaterial.

■MaterialsResearchSocietyFallMeeting(Boston
,

U.S.A,November,1999)

H.Kitahata,K.TadanagaT.Minami,N.Fujimuraand

T.Ito

OriginofLeakageCurrentofYMnO3ThinFilms

PreparedbytheSol-GelMethod .

T.Kogure,T.Umezawa,Y .Kotani,A.Matsuda,M.

TatsulnisagoandT.Minami

CrystallizationofTiO2inSol-GelDerivedSiO2-TiO2

System:FormationofTiO2(B)Nallocrystallites .

■2ndConferenceofApplicationsofPowerUltrasound

inPhysicalandChemicalProcessing(Toulouse
,

France,May,1999)

Y.Mizukoshi,Y.Maeda ,R.OshimaandY.Nagata

FabricationofMono-/BimetallicNanoparticlesUsing

HighPowerUltrasoundinAqueousSolution .
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H.Okuno,Y.Mizukoshi,Y.MaedaandY,Nagata

SonolyticDegradationofHazardousOrganic

CompoundsinAqueousSolution.

■lnternationalConferenceonSolid-SolidPhase

Transformation(Kyoto,Japan,May,1999)

T.Fujimoto,Y.Mizukoshi,Y.Maeda,Y.NagataandR.

Oshiロ1a

StudyontheSonochemicalPreparationandPhase

StabilityofBinaryAlloyNanoparticlesfromAqueous

Solution.

圏FirstAsiaAerosolConference(Nagoya,Japan,

July,1999)

Y.Yoshida,T.Suzue,N.Takenaka,H.Bandow,Y.

MaedaandM.Nishikawa

HeterogeneousReactionofNO20ntheSurfaceof

"KOSA"(TheYellowSand)andOtherParticles
.

■The2ndlnternationalConferenceontheEffects

ofAcidDepositiononCulturalPropertiesand

MaterialsinEastAsia(Seoul,Korea,August,

1999)

Y.MaedaandJ.Morioka

AdvancedMonitoringTechnologyfbrGlobalEnvironmenし

Y.Tsujino,D.N.Zhang,S.L.Chen,D.Y.C.Leung,S.

L.Lin,S.T.Kim,Y.E.Yoo,S.Hatakeyama,T.

MizoguchiandY。Maeda

MaterialdamagesforCulturalArtifactsbyAcid

DepositioninEastAsia(1)AtmosphericCorrosion

Test

Y.Tsujino,D.N。Zhang,S.L.Chen,D.Y.C.Leung,S.

L.Lin,S,T、Kim,Y.E.Yoo,S.Hatakeyama,T.

MizoguchiandY.Maeda

MaterialdamagesforCulturalArtifactsbyAcid

DepositioninEastAsia(H)EnvironmentalFactors

DamagingMaterials

■lnternationalSymposiumonOxidants/Acidic

SpeciesandForestDeclineinEastAsia

(Nagoya,Japan,November,1999)

H.Bandow,S.Murakami,N.TakenakaandY.Maeda

MeasurementsofAtmosphericPeroxyRadicalsand

TheirPossibleSource.

■The1999JointlnternationalMeeting,196th

MeetingofTheElectrochemicalSocietyofUSA

and1999FallMeetingofTheElectrochemical

SocietyofJapan(Hawaii,USA,October,1999)

R.Nishimura

AProposalofStressCorrosionCrackingMechanismfor

ExplainingtheElongation

BehaviorofSolutionAnnealedAusteniticStainless

Steels,Type304andType316.

■The62thOkazakiConference(Okazaki,Japan,

January,1999)

M.Inouye

MolecularRecognitionofSaccharidesbySynthetic

Polypyridine-Macrocyclic

ReceptorsPossessingaConvergentHydrogenBond{ng

Site.

口NAIRWorkshop'990nChemo-lntelligence

(Tsukuba,Japan,March,1999)

M.Inouye,H.Teraoka,H.Nakazumi

SynthesisandMolecularRecognitionAbilityofaNew

ClassofWater-SolublePyrenophanes.

■4thlnternationalSymposiumonFunctionalDyes

(Osaka,Japan,May,1999)

T.Yamaguchi,T.Inagawa,H.Nakazumi,M.Irie

PhaseTransitionofaLiquidCrystalInducedbya

ChiralPhotochromicDiaryletheneDopant.

Y.Hyodo,H.Nakazumi,T.Yamaguchl

NovelSquaryliumDimersTetheredwithFerrocene,

Y.Tsujino,Y.Satoh,N.Yamauchi,Y.Maeda,T.

MizoguchiandS.Hatakeyarna

StudiesontheImpactsofAcidDepositionEvaluatedin

TermsofMaterialCorrosionTest

M.Inouye,M.Takase,H.Nakazumi

RemerkablyEf丘cientHydrogenBondingInteractionsof

Ferrocene-Modified

DitopicReceptorsforThymine・ThymineDinucleotides.

Y.Itano,M.Warashina,H.Bandow,Y.Maeda,K,

TakedaandM.Tanaka

RelationsbetweenNOOxidationandPhotoreactive

HydrocarbonsinUrbanAtmosphere

■ThellthAsian-PacificCorrosionControl

Conference(HoChiMinh,Vietnam,November,

1999)

Y.Maeda,J.Morioka,Y.Tsujino,Y.SatohandY.

Yamauchi

MaterialsDamagebyAcidicAirPollutioninAsia.

■lnternationalConferenceonEinsuringtheSafety

andQualityofFoodthroughRadiationProcessing

(Antalya,Turkey,October,1999)

M.Montani,M.Furuta,T.Hayashi,H.Nakazumi,T.

Sakai

HighlySensitiveRadiochromicDyeSystemsforFood

Irradiation.

BookofExtendSynopsis,IAEA-CN-76/26Ppp93-94.

■The3rdlnternationalSymposiumonOrganic

Photochromism(Fukuoka,Japan,November,1999)
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T.Yamaguchi,T.Inagawa,H.Nakazumi,S.IrieandM.

Irie

PhaseTransitionofaLiquidCrystalInducedbyChiral

PhotochromicDopants.

M.Inouye,M.Takase,H.Nakazumi

MolecularDesignandSynthesisofFerrocene-Modified

Bis(spiropyrido-pyran)sasArtificial-Signaling

Receptorsf6rOligonudeotides.

■The62ndOkazakiConference/Structu「al

HierarchyinMolecuiarScienceFromNano・and

MesostructurestoMacrostructures(Okazaki,

Japan,January,1999)

S.Yagi,T.Morinaga,T.Nomura,T.Takagishi,T.

Mizutani,S.KitagawaandH.Ogoshi

HelicalChiralityInductionbyPointChiralityatHelix

Terminal.

N.Sakai,M.Takahashi,R.Yalnada,S.Yagi,T,

Takagishi,T.Mizutani,H.OgoshiandS.Kitagawa

AllostericEffectontheHelicalChiralityInductionin

LinearTetrapyrroleDimer.

■The4thlnternationalSymposiumonFunctional

Dyes(Osaka,Japan,June,1999)

S.Yagi,R.tYamada,N.TsujiandT.Takagishi

SynthesisandCation-TriggeredConformationalChange

ofNovelPorphyrinOligomerLinkedbyPolyether

Spacers.

S.Yagi,1.YonekuraandT,Takagishi

FacileSynthesisofNovelPorphyrinDimerbyUsing

UreaSpacer.

■1999SpringMeetingofMaterialsResearchSociety

(SanFrancisco,USA,April,1999)

N.Fuj孟mura,Y.MorinagaT.YokotaandT.Ito

VarietyofSpinStructureinSi:Ce.

Y.Morinaga,N.Fujimura,T.YokotaandT.Ito

MagneticPropertiesofDilutelyCe-dopedSi.

T.Yokota,Y。Morinaga,N.Fujimura,andT.Ito

ElectricAndMagneticPropertiesofCedopedSi。

N.Fujimura,T.YoshimuraD.ItoandT.Ito

YMnO3andYbMnO3ThinFilmsf6rFETtypeFeRAM

Application.

N,Fujimura,T.ShimuraT.Wakano,A.AshldaandT.

Ito

ExoticDopingforZnOThinFilms:Possibilityof

MonolithicOpticalIntergratedCircuit.

T.Yoshimura,N.Fujimura,D.ItoandT.Ito
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DetailedC-VAnalysisfbrYbMnO3/Y203/SiStructure.

■TheThirdlnternationalSymposiumonFormation

ofSemiconductorlnterface(Karuizawa,Japan,

October,1999)

N.Fujimura,T,Yamaguchi,HKato,andT.Ito

InfluenceofReactiveIonEtchingDamageonthe

SchottkyBarrierHightofTi/p-SiInterface.

D.Ito,T.Yoshimura,N.FujimuraandT.Ito

ImprovementofY203/SiInterfaceforFeRAM

Application.

■1999FallMeetingofMaterialsResearchSociety

(Boston,USA,December,1999)

H.Kitahata,K.Tadanaga,T.Minami,N.Fujimuraand

T.Ito

OriginofLeakageCurrentofYMnO3ThinFilms

PreparedbytheSol-GelMethod.

NFujimura,T.Yoshimura,D.ItoandT.Ito,

EvaluationofFerroelectricityinMFISTypeCapacitor

UsingPulsedC-VMeasurement

■The6thInternationalWorkshoponOxide

Electronics(Maryland,USA,December,1999)

N.Fujimura,T.Yoshimura,D.Ito,T,ShimuraandT.

Ito

Anycandidatesofferroelectricmaterialfbrtransistor

typeFeRAM?

T.Shimura,N.Fujimura,T.Wakano,T.Yoshimuraand

T.Ito

PolarizationbehaviorofLi-dopedZnOthinfilmsonSi.
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口大阪工業技術研究所流動研究員講演会(2月,大 阪)

辰 巳砂 昌弘

非晶質固体電解質材料の開発

■第22回 京都窯業基礎科学懇談会(3月,京 都)

奥 田和博,辰 巳砂昌弘,南 努

Agl-Ag20-MxOy(MxOy=GeO・,B・0、)系 ガラスマ トリ

ックス中に常温凍結 された α一AgIの相 転移挙動

■日本セラミックス協会1999年 年会(3月,東 京)

川村浩敏,辰 巳砂 昌弘,南 努

ヨウ化銀 一多孔質 ガラス複合体 のイオン伝導性 と熱的挙

動

講演予稿集,36(1B13).

重野雄次,辰 巳砂 昌弘,南 努

混合効果の現れるガラス生成系 のFragilityと 局所構造 の

関係

講演予稿集,51(1CO5).

松 田厚範,辰 巳砂昌弘,南 努

フェニル基 を含む無機有機複合厚膜 の微細加工 プロセス

への応用

講演予稿集,63(1C17).

小谷佳範,松 田厚範,辰 巳砂昌弘,南 努,小 暮敏博

Tio.Sio、 系 ゾルゲル薄膜の温水処理 に伴うアナ ターゼ微

結晶の析出

講演予稿集,408(2H19).

森永潤一,忠 永清治,南 努

花弁状 アル ミナ薄膜 を用いた紫外 光照射 による超援水 一

親水パ ターンの形成

講演予稿集,497(2J31).

■第46回 応 用物理学関係運合講演会(3月,千 葉)

南 努,忠 永清治

ゾルーゲル法による超 はっ水薄膜の形成 と応用

講演予稿集,No.O,79(29p-YG-3).

北 畠裕也,忠 永清治,南 努,藤 村紀文,伊 藤太一郎

イ ッ トリウム アル コキ シ ドを用 いたSol-Gel法 に よる

YMnO3薄 膜 の低温作 製

講演予稿集,No.2,573(29p-K-16).

■日本化学会第76春 季年会(3月,神 奈川)

大 隈孝仁,忠 永清治,森 本英行,辰 巳砂昌弘,南 努

水熱合成法によるCoを ドー プしたLiMnO、 の作製 と電気化

学的特性

講演予稿集1,374(2G109).

小谷 佳範,勘 崎廷夫,松 田厚範,辰 巳砂 昌弘,南 努

ホスホシ リケー トゲルの熱処理 に伴 うプロ トン伝導性 と

構造の変化

講演予稿集1,376(2G115).

林 晃 敏,辰 巳砂 昌弘,南 努

Li、s-sis2-Li,PO、系 リチ ウムイオン伝導ガラスの熱的性質と

局所構造の関係

講演予稿集L383(3G125).

川村 浩敏,斉 藤 平,辰 巳砂 昌弘,南 努

Agl-Ag3BO3系 ガ ラスの不均質構造 に及ぼす熱処理 ・組成

の影響

講演予稿集L383(3G126).

長 谷 川公一,佐 々木輝 幸,松 田厚 範,辰 巳砂 昌弘,南

努

ポ リシルセスキオキサ ン粒子 の熱変化挙動 と透明厚膜作

製への応用

講演予稿集L384(3G129).

上 山かお り,忠 永清治,松 田厚範,南 努

PET基 板 上へ のシリカ ・アルミナ系無機一有機複合体膜

の作製 と評価

講演予稿集1,386(3G140).

古 宮 良一,森 本英行,辰 巳砂 昌弘,南 努

LiS2-SiS2-Li3MO3(M=B,Al,Ga,ln)系 オ キシスルフィ ドガ

ラスの固体電解質 としての性質

講演予稿集1,455(2G702).

森 本 英行,中 井美 有紀,林 晃敏,辰 巳砂 昌弘,南

努

電池負極機能 を有するSnOを ベ ース とするガラスの作製

と特性

講演予稿集1,455(2G703).

森本 英行,中 井美有紀,辰 巳砂 昌弘,南 努

SnOを ベ ース とす る非晶質負極材料 を用いた全 固体 リチ

ウムニ次電池の充放電挙動

講演予稿集1,456(2G704).

林 晃敏,荒 木竜平,辰 巳砂昌弘,南 努

高 リチウムイオン伝導性Li,s-Sis,-B2s3系 混合 フォーマーガ

ラスの特性 と構造

講演予稿集L456(2G707).

山下 英毅,森 本英行,辰 巳砂昌弘,南 努

メカニカル ミリングに よって得 られる高 リチ ウムイオン

伝導性L』S-Si$LixMOy(LixMOy=Li、SiO、,Li・PO、)系 非

晶質材料 の局所構造 と微細組織

講演予稿集1,457(2G708).

森本 英行,飯 尾圭市,辰 巳砂 昌弘,南 努

Li、NとSiS2の メ カニカル ミリング処理 による高 リチ ウムイ
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オ ン伝導体の作製

講演予稿集1,457(2G709).

今井 克哉,忠 永清治,辰 巳砂昌弘,南 努

ゾルーゲル法に よ り作製 したSio2エ ア ロゲル を用 いた

Agl-SiO2系 複合体のイオ ン伝導性

講演予稿集1,459(2G716).

西脇 章剛,忠 永清治,辰 巳砂昌弘,南 努

硫酸を含浸 させ たプロ トン伝導性 メソポー ラスシリカの

キャラクタリゼーション

講演予稿集L459(2G717).

辰 巳砂昌弘,石 田智彦,南 努

メカニカルミリングによるAgl-Ag、0-B、0、系非晶質材料の

作製 とキ ャラクタリゼーション

講演予稿集1,459(2G718).

■NewResearcherForumonGlass(4月 ,英 国Warvvick)

K.Tadanaga,T.Minami

Super-Water-RepellentCoatingbytheSol-GelMethod

■Photons,GlassesandCoatings(4月,英 国Lancashire)

K.TadanagaT.Minami

Super-Water-RepellentCoatingFilmsbytheSo1-Gel

Method

■テクノピア'99大 阪(5月 ,大 阪)

南 努

ゾルーゲル法による新規機能材料の創製 一超擬水性

■1999地 球 惑星科学関連学会合同大会(6月,東 京)

梅沢 卓 ・小暮敏博,小 谷佳範,松 田厚範,辰 巳砂 昌弘,

南 努

ゾルゲル法で形成 されたSiO2TiO、 非 晶質薄膜の溶解過程

予稿集,Mb・POO&

口3rdMeetingofUK-lrelandSol-GelGroup(6月,英 国

Loughborough)

K.TadanagaAB.Seddon

NearandMidInfraredSpectroscopyofOrmosilFilms

fromTrimethoxysilypropylmethacrylate

■日本学術振興会来来開拓学術研究推進事業 「次世代人工物

質 ・材料の探査的研究」第1回公開シンポジウム(6月,東

京)

辰巳砂昌弘

新規な固体電解質材料の創製と応用

ニュース第5号,79-87.

■平成11年 度第1回 日本表面科学会関西支部セミナー(7月,

大 阪)

南 努

超はっ水性表面の加工法 と応用

テキス ト15・21。

156

匿日本セラミックス協会関西支部 ・中国四国支部連合学術講

演会(9月,大 阪)

森本英行,辰 巳砂昌弘 ・南 努

SnOを ベースとする非晶質負極材料のメカノケミカル合

成とその特性

講演要旨集,37-38.

■日本セラミックス協会関西支部第2回若手フォーラム(10

月,大 阪)

松田厚範

ゾルーゲル調製条件がゲル膜の硬化特性に及ぼす影響

■日本セラミックス協会秋季シンポジウム(10月,松 江)

小 谷佳範,松 田厚範,辰 巳砂 昌弘,南 努,小 暮敏博

ゾルーゲル法 によるRu(H)錯 体 ドープアナ ターゼナノ

複合体薄膜の低温合成

講演予稿集,19(1BO3).

小 暮敏博,梅 沢 卓,小 谷佳範,松 田厚範,辰 巳砂 昌弘,

南 努

ゾルーゲルSiO2-TiO、 ガラスか らのTiO、(B)微 結 晶の析

出

講演予稿集,20(1BO4).

■1999年 度色材研究発表会(10月,大 阪)

赤 松佳則,牧 田研介,稲 葉博司,中 澄博行,南 努

デ ィッピング法 による リサ イクル可能な有機色素分散着

色大板 ガラスの作製

講演要 旨集,108-109(26A-16).

■先 端技術開発シンポジウム(11月,大 阪)

南 努,中 澄博行

リサイクルに適 した機 能性薄膜 の新規製造法 と着色 ガラ

スへの応用に関す る研究開発

要 旨集,91-95(平 成11.11,1-2).

■資 源 ・素材関係学協会合同秋季大会(11月 ,京 都)

林 晃敏,辰 巳砂昌弘,南 努

硫化物系 リチウムイオン伝導ガラスの作 製 とキャラクタ

リゼーション

講演要 旨,129-132(D5-1).

■第40回 ガ ラスおよびフォ トニクス材料討論会(11月
,千 葉)

忠 永清治,A.B.Seddon

トリメ トキシシ リルプロピルメ タク リレー トか ら作製 し

た無機 一有機複合体の中 ・近赤外スペ ク トル

講演要旨集,(A-05).

小 谷 佳範,松 田厚範,辰 巳砂昌弘,南 努,梅 沢 卓,

小 暮敏博

温水処理 によるアナターゼナノ微結晶の生成過程

講演要旨集,(A-07).

森 永潤一,忠 永清治,南 努

ゾルーゲル法 によるコーテ ィング薄膜 を用いた紫外光照

射 による超援水 一超親水パ ターンの形成 と応用



講演要 旨集,(A-08).

中 井 美 有紀,森 本 英行,林 晃敏,辰 巳砂 昌 弘,南

努

SnOを ベ ースとする低融性酸化物ガラスの作製 と熱的 ・

電気化学的性質

講演要旨集,(B-05).

斉藤 平,辰 巳砂昌弘,南 努

Agl-Ag20-B203系 ガ ラスの結晶化による α・Aglの常 温凍結

プロセス

講演要旨集,(B20).

林 晃敏,辰 巳砂昌弘,南 努

恥S-Sis、系 をベース とするオキシスルフ ィドガラスにおけ

る結晶化の速度論的検討

講演要旨集,(B-21).

■第40回 電 池討論会(11月,京 都)

森本英行 ・林 晃敏 ・辰巳砂昌弘 一南 努

メカニカル ミリング法に より得 られ るSio-SnO系 非 晶質

負極材料

要旨集,425-426(2DO7).

匿第25回 固 体イオニクス討論会(12月,札 幌)

林 晃敏,濱 重規,山 下英毅,森 本英行,辰 巳砂昌弘,

南 努

溶融急冷法 ならびにメカニカル ミリング法に より得 られ

る60Li・s・40sis,非 晶質固体電

解質の比較

講演要 旨集,67-68(IC9).

山下英毅,林 晃敏,森 本英行,辰 巳砂昌弘,南 努

メカノケ ミカル合成 により得 られる高 リチウムイオ ン伝

導性Li,s-SiS,-Lispo、系非晶質材料の生成 プロセス

講演要旨集,69-70(1C10)(平 成11.12.8-10).

森 本英行,福 田崇宏,林 晃敏,辰 巳砂昌弘,南 努

メカノケ ミカル反応 を用いたLi、s-Al、s,系高 リチ ウムイオ

ン伝導性非晶質材料の合成

講演要旨集,71-72(IC11).

飯尾 圭市,森 本英行,林 晃敏,辰 巳砂昌弘,南 努

Li20とSiS、の メカニカル ミリング処理に よる高 リチ ウムイ

オ ン伝導性材料の合成 とその生成過程

講演要旨集,73-74(1C12).

南 努

超 イオ ン伝導ガラス

講演要旨集,.89-94(特 別 講演).

松 田厚範,平 田和希,辰 巳砂昌弘,南 努

リン酸 を添加 したシリカゲルとスルホ基 を有す る有機 高

分子か らなるプロ トン伝導性複合体

講演要旨集,137-138(2C4).

勘 崎廷夫,小 谷佳範,松 田厚範,辰 巳砂昌弘,南 努

種 々の リン含有化合物 を用いて作製 したボス ホシリケー

トゲルの構造 とプロ トン伝導性

講i演要 旨集,139-140(2C5).

今 井克哉,忠 永清治,辰 巳砂 昌弘,南 努

酸化物エ ァ ロゲル を用 いたAgl・MxOy(MxOy・A1、03,

ZrO、,Sio・)系 複合体 の作製 と評価

講演要旨集,147-148(2C9).

古 宮 良 一,森 本 英 行,林 晃 敏,辰 巳 砂 昌 弘,南 努

Li,S-SiS,-LiSMO,(M=B,Al,Ga,In)系 ガ ラ ス の キ ャ ラ ク

タ リゼ ー シ ョ ン と 全 固 体 リチ ウ ム ニ 次 電 池 へ の 応 用

講 演 要 旨 集,163-164(3A7).

■大阪工業技術研究所流動研究員講演会(12月,大 阪)

辰巳砂昌弘

非晶質ベース固体電解質材料の開発

■東京工業大学応用セラミックス研究所講演会(12月,横 浜)

南 努

超イオン伝導ガラスのはなし

■第9回大気化学シンポジウム(1月 ,名古屋)

畠山史郎,村 野健太郎,酒 巻史郎,向 井人史,坂 東 博,

駒崎雄一,田 中 茂

アジア大陸から輸送される大気汚染物質の冬季東シナ海

上での航空機観測

研究集会講演集192-195.

村上真二,森 岡純一,竹 中規訓,坂 東 博,前 田泰昭

大気 中におけ る夜 間のペ ルオキシラジカル(HO、+RO、)

の測定

研究集会講演集,248-251.

L.Chen,N.Takenaka,H.BandowandY.Maeda

AtmosphericChemistryofHydrofluorocarbons(HFC's),

aCFCAIternative:ReactionofCF3CF2CH20HwithOH

andCLandFateofCF,CF20HandCF,CF2CH20

Radicals

研 究 集 会 講 演 集,263-266.

前 田 淳,坂 東 博,前 田 泰 昭

TrihalogenoperoxyacetylNitrate(CX3C(0)00NO2;ハ

ロ ゲ ン化PAN),CFCs,HCFCsお よ びHFCsの 光 化 学 分 解

生 成 物 の 大 気 化 学

研 究 集 会 講 演 集,267-270.

■第6回 環境用水の汚濁とその浄化シンポジウム(6月,大

阪)

青木 豊明,窪 田 仁

環境水中の溶存有機物の無試薬測定法の比較研究

講演要旨集,108-110.

■日本金属学会1999年 春季年会(3鳳 東京)

藤本 卓,水 越克彰,永 田良雄,前 田泰昭, 大嶋隆一郎
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超音波照射直接還元法によるAu-Pd,Au-Pt超 微 粒子合金

の創製 と相安定性

講演概 要,91.

■第5回大気化学討論会(6月,静 岡)

村上真二,坂 東 博,竹 中規訓,前 田泰昭

大気中ペルオキシラジカルの測定と夜間ラジカル生成に

関する考察

講演要旨集,12.

鈴江崇彦,竹 中規訓,坂 東 博,前 田泰昭

NO、 とHONOの 選択的定量法について

講演要旨集,40.

隔日本化学会第77回秋季年会(9月,札 幌)

任 奉彬,永 田良雄,前 田泰昭

フロー式反応器を用いた有機塩素化合物水溶液の超音波

分解

化学関係学協会連合協議会研究発表会連合討論会合同大

会講演要旨集,323.

奥野 博,永 田良雄,前 田泰昭

水溶液系における溶存期待の超音波化学反応に及ぼす影

響

化学関係学協会連合協議会研究発表会連合討論会合同大

会講演要旨集,323.

■超水分子の化学に関するワークショップ(第 旧)(9月,つ

くば)

前 田泰昭,竹 中規訓,坂 東 博

水の凍結および乾燥過程での水溶液の溶質の反応

要旨集,47-48.

■ 第40回 大 気環境学会年会(9月,三 重)

松 本光弘,古 明地哲人,鳥 山成一,北 瀬 勝,辻 野喜夫,

下原孝章,前 田泰昭,溝 口次夫

環境大気中の塩化水素,硝 酸ガス測定用のパ ッシブサ ン

プラーの開発

講演要旨集,259.

前 田 淳,坂 東 博,前 田泰昭

CF3C(0)0、NO,(F-PAN)の 熱 分解

講演要旨集,284.

山本匡利,玉 置元則,坂 東 博,前 田泰昭

化学発光法NOx計 を用いた硝酸ガスモニターの検討

講演要 旨集,353.

今 村 清,江 口正治,大 平修平,田 代恭久,立 花茂雄,

田 中 稔,平 井恭三,藤 方 豊,藤 瀬 剛一,前 田泰昭,

矢 坂裕太,藁 科宗博

揮発性有機化合物のガスクロマ トグラフ/質 量分析 におけ

るキャニスター法の評価

講演要 旨集,358

大平欽吾,坂 東 博,前 田泰昭,辻 野喜夫,松 本光弘
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有 機酸(ギ 酸,酢 酸)測 定用のパ ッシブサ ンプラーの開

発

講演要旨集,480.

今村 清,曽 和哲也,竹 中規訓,坂 東 博,前 田泰昭

アルコール代替燃料の使用により引 き起こされる大気汚

染

ブラジルにおける調査(第4報)

揮発性有機化合物による汚染

講演要旨集,504.

N.T.-H.Ha,竹 中規訓,坂 東 博,前 田泰昭,今 村 清,

T.M.Tavares,M.d.L.M£Botelho

アル コール代替燃料 の使用 によ り引 き起 こされる大気汚

染

ブラジルにおける調査(第5報)

夏 ・冬調査 におけ る大気中アルコール,ア ルデ ヒド濃度

講演要旨集,505.

藁 科 宗博,板 野泰之,坂 東 博,前 田泰昭,武 田海平,

田中正宣

都市域 におけるNOの 酸化 と光化学反応性炭化水素 との関

連(1)一 道路沿道での挙動一

講演要 旨集,508.

畠 山史郎,村 野健 太郎,酒 巻史郎,向 井人史,坂 東 博,

駒 崎雄一,下 原孝章,大 石興弘,釜 谷 剛

IGAC調 査(1)-1998年 度 調査の概要

講演要 旨集,519.

畠 山史郎,村 野健太郎,酒 巻史郎,向 井人史,坂 東 博,

駒崎雄一

IGAC調 査(2)-1998年 度 の観測におけるSO2お よびエア

ロゾル

講演要旨集,520.

坂 東 博,前 田 淳,渡 辺征 夫,駒 崎雄 一,酒 巻史郎,

村 野健太郎,畠 山史郎

IGAC調 査(3)一 窒 素酸化物,PAN濃 度 か らみた東 シナ

海海洋上の高濃度汚染大気の特徴

講演要旨集,523.

■第52回 コロイ ドおよび界面化学討論会(10月 ,盛 岡)

高木英治,水 越克彰,大 嶋隆一郎,前 田泰昭,永 田良雄

種々の界面活性剤存在下での超音波による貴金属コロイ

ドの調製

講演要旨集,262.

水越克彰,前 田泰昭,大 嶋隆一郎,永 田良雄

超音波を用 いた二酸化マ ンガンコロイ ドの調製お よび溶

解

講i演要 旨集,263.

■ 第8回ソノケミス トリー討論会(ll月,京 都)

奥野 博,任 奉彬,水 越克彰,永 田良雄,前 田泰昭

水溶液系における溶存気体の超音波化学反応に及ぼす影



響

講演論文集,45.

高 木英治,水 越克彰,大 嶋隆一郎,前 田泰昭,永 田良雄

逆 ミセル系での貴金属 イオンの超音波還元

講演論文集,49.

任 奉彬,奥 野 博,永 田良雄,前 田泰昭

流通系での有機塩素化合物の超音波分解

講演論文集,74.

■日本金属学会1999年 秋季年会(11月,金 沢)

藤本 卓,水 越克彰,永 田良雄,前 田泰昭,大 嶋隆一郎

超音波照射還元法による超微粒子合金の創製と構造制御

講演概要,252.

願第20回 超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシン

ポジウム(11月 、東京)

前田泰昭,水 越克彰,坂 東 博,永 田良雄

超音波による機能性貴金属微粒子の調製と触媒活性

講演要旨集,3-4.

■第11回 日 本MRS学 術 シ ン ポ ジ ウ ム(12月,東 京)

前 田 泰 昭,水 越 克 彰,高 木 英 治,藤 本 卓,大 嶋 隆 一 郎,

永 田 良 雄

SonolyticalPreparationofNanoparticlesofNobleMetals

プ ロ グ ラ ム ・要 旨 集138.

藤 本 卓,水 越 克 彰,大 嶋 隆 一 郎,永 田 良 雄,前 田泰 昭

SonochemicalPreparationandCharacterizationof

Co皿positeNobleMetalNanoparticles

プ ロ グ ラ ム ・要 旨 集,148.

■材料と環境'99(5月,千 葉)

西村六郎,山 川宏二

伸び挙動に基づいた応力腐食割れ機構 の一考察

材料と環境'99講 演 集,185-188.

井 上博之,山川宏二,田中安栄

ステ ンレス鋼 の局部腐食萌芽生成による電位 ノイズー ノ

イズ発生頻度な らび に対応す る損傷形状 の鋼種に よる違

い一

材料 と環境'99講 演 集,329-332.

木 下雅文,井 上博之,山 川宏二

鋭敏化SUS304ス テ ンレス鋼の応力腐食割れ誘導期 に発生

する電位ノイズ と対応す る腐食損傷の定量比較

材料 と環境'99講 演 集,333-336.

■腐食防食部門委員会第49回 研究集会(8月 ,大 阪)

西村六郎

山川先生の経歴 ・業績

腐食防食部門委員会研究集会資料,3-5。

井上博之

電位 ノイズ解析 によるSCCモ ニ タリング

腐食防食部門委員会研究集会資料,72-78.

■第46回 材料 と環境討論会(9月,福 岡)

西村六郎

硫酸及び塩酸溶液中におけ る鋭敏化 オーステナイ トステ

ンレス鋼type304の 応 力腐食割れ挙動

第46回 材料 と環境討論会講演集,151-154.

井 上博之木 下雅文

電位ノイズ"に 対するファラディック成分 とノ ンファラデ

ィック成分の寄与率

第46回 材料 と環境討論会講演集,337-・338.

凹第124回 腐 食防食シンポジウム(10月,京 都)

井 上博之

電気化学 ノイズ解析 による応力腐食割れの検出

第124回 腐 食防食 シンポジウム資料,1-13.

■東北大学金属研究所研究会(ll月,仙 台)

西村六郎

オーステナイトステンレス鋼の粒界応力腐食割れ機構の
一考察

研究会資料,10.

■ガラス製造技術講演会(2月,東 京)

中澄博行

ゾルーゲル法を活用した再資源化に適したガラスの着色

技術の開発と応用

講演要旨集,31-40、

■日本化学会第76春 季年会(3月,横 浜)

稲川崇登志,山 ロ忠承,中 澄博行,入 江正浩

不斉なジアリールエテン添加剤による液晶相の相変化

講演予稿集1,395.

藤澤勲美,山 本 香,山 口忠承,中 澄博行,内 田欣吾,

入江正浩

金属イオ ン捕捉能 をもつジアリールエテ ンの フォ トクロ

ミ

講演予稿集1,395.

中澄 博行,兵 藤 豊,蔵 本暢浩

フェロセ ン骨格 を連結部分に持つス クア リリウムニ量体

の合成と物性評価

講演予稿集1,430。

中澄博行,島 吉 孝,山 口忠承,林 壽郎,古 田雅一,

中込 昇,坂 井 毅,門 谷光人

高感受性 を有する トリフェニルメ タンロイコ色素 を用い

た放射線量計 における溶媒効果

講演予稿集1,432.

多 中良栄,山 口忠承,中 澄博行,入 江正浩

異 なるアリール部位 を持つジアリールエテ ンの光学分割

講演予稿集1,611.
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中澄博行,村 山 伸,兵 藤 豊,蔵 本暢浩

N,N一ジァルキ ル基を含むベ ンゾピリリウム系 スクアリリ

ウム色素の分子会合

講演予稿集L623。

井 上将彦,高 瀬雅祥,中 澄博行

フェロセ ン誘導二官能性人工核酸塩基 レセ プターと各種

ジヌクレオチ ド誘導体 とその合成

講i演予稿集 ・,1217.

井上 将彦,伊 藤雅章,中 澄博行

フェロセ ン誘導二官能性人工核酸塩基 レセ プターの会合

能評価

講演予稿集 ・,1217.

井 上将彦,寺 岡春菜,中 澄博行

新規水溶性ピ レノファンの合成と分子認識能の評価

講演予稿集 ・,1218.

井 上 将彦,千 葉順哉,中 澄博行

大環状ポ リピリジ ン骨格 を有す る新規人工グル コピラノ

シ ドレセブターの合成 と特性

講演予稿集 ・,1218.

■ リサイクル技術の最新動向講座(4月,大 阪)

中澄博行

ガラスボ トルの新 しいリサイクル法

講演要旨,1-10.

闇大 阪府立大学府民講座(9月,大 阪)

中澄博行

着色ガラスびんの リサイクル ー再生できる着色技術一

講演要旨集,1・6.

■第14回 生 体機能関連化学シンポジウム(9月,札 幌)

井上将彦,高 瀬雅祥,中 澄博行

フェロセ ンを連結モジュール とするジヌクレオチ ドレセ

プ ターの開発

講演予稿集,106-107.

井 上将彦,寺 岡春菜,中 澄博行

水溶性 ピレノフ ァンの新規合成法の確立 とその分子認識

能の評価

講演予稿集,432433.

■日本化学会第77秋 季年会(9月,札 幌)

井 上将彦

DNAの 構 造を手本とした人工 レセプターの分子設計

講演予稿集,235.

■大 阪府立大学先端科学研究所 第6回 先端科学シンポジウ

ム(10鳳 大 阪)

中澄博行

シリケー ト系 ゾルーゲル着色 コーティング膜 とその応用

講演要旨集,7-21.
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■1999年 度色材研究発表会(10月,大 阪)

櫻 井芳昭,夏 川一輝,中 澄博行

ゾルーゲル用有機顔料の熱分析(2)

講 演要旨集50・51.

兵 藤 豊,村 山 伸,山 口忠承,中 澄博行

新規ス クアリリウム色素の合成と分子会合

講i演要旨集52-53.

中澄 博行,島 吉孝,古 田雅一,林 壽郎

機能性色素 を用いた高感度放射線量計の特性

講演要旨集138-139.

山口忠承,稲 川崇登志,中 澄博行,入 江正浩

光学活性 ジア リールエテ ンを用いた液晶光相転移

講演要旨集14(}141.

赤松 佳則,牧 田研介,稲 葉博 司,中 澄博行,南 努

デ ィッピング法 によるリサイクル可能な有機色素分散大

板ガラスの作製

講演要旨集108-109.

■1999年 度 日本写真学会 秋季大会研究発表会(12月,京 都)

中澄博行,島 吉 孝,林 壽郎,古 田雅一,坂 井 毅,

門谷光人

放射線感応機能性色素の開発

講演要 旨,8-9,

■ 第17回ONSA先 端 科学研 究会 放射線科 学講演会(9)

(12月,大 阪)

中澄博行

低線量 に強い感受性 を示す色素線量計 の開発

資料,20-25.

■ 日本化学会第77春 季年会(3月,横 浜)

八木繁幸,森 永知子,野 村鉄太郎,高 岸 徹,水 谷 義,

北 川進,生 越久靖

らせん末端に光学活性 基を有す る亜鉛 ビリンジオ ンの効

率的ヘ リシティ制御

講演予稿集,1108.

八 木 繁幸,柏 木行康,高 岸 徹,水 谷 義,北 川 進,

生越久靖

アキラルなスペーサ ーを有す る亜鉛 ビリンジオ ンニ量体

のホモヘ リシティ制御

講演予稿集,1108.

■第14回 生 体機能関連化学 シンポジウム(9月 ,札 幌)

八 木繁幸,水 谷 義,森 永知 子,酒 井教昭,左 達秀敏,

柏 木行康,高 橋 大,山 田隆平,高 岸 徹,北 川 進,

生 越久靖

らせん型非環状テ トラピロール亜鉛錯体に よるア ミノ酸

エステルの不斉分子認識

講演要旨集,298・299.

■ 日本化学会第77春 季年会(9月 ,札 幌)



八木繁幸

異種不斉種間のキラル情報伝達.中 心性不斉の導入によ

るキラルならせん構造の構築(若 い世代の特別講演)

講演予稿集,40.

■大阪府シー トメタル工業会第13回 定時総会記念講演会(4

月,大 阪)

大西忠一

廃棄物処理や環境問題を巡る最近の情勢

■文部省科学研究費補助金特定領域研究 スピン制御による

半導体超構造の新展開(1月,大 阪)

藤村紀文,横 田壮司,森 永泰規,伊 藤太一郎

Si:Ce希薄磁性半導体のスピン構造の制御

研究成果報告書,203-207,

■技術情報センターセミナー 「最新 ・廃棄物の熱分解ガス化

溶融システムの開発動向」(4月,東 京)

大西忠一

ガス化溶融の原理 と新 しい リサイクル技術 としての一

廃 ・産廃処理に関する研究開発動向

■電子情報通信学会 技術研究報告会(2月,大 阪)

志村環,若 野寿史,藤 村紀文,伊 藤太一郎

レーザ ーアブ レーシ ョン法 によるZnO:X薄 膜 の作製 と誘

電特性

講演予稿集,27.

吉 村 武,伊 藤 大 輔,藤 村 紀 文,伊 藤 太 一 郎

RMnO3(R:rareearthelement)/Y203/SiのC-V特 性 の 解

析

講 演 予 稿 集,71.

日堺商工会議所機械器具 ・金属部会合同交流会特別講演会

(2月,堺)

大西忠一

廃棄物処理や環境問題を巡る最近の情勢

■高温学会シンポジウム 「21世紀を目指した一循環型エネル

ギー ・資源環境に関する基礎研究と、今後の展望一」(4

月,東 京)

大西忠一

熱分解ガス化溶融技術の現状 と展望

テキスト(第3版),1-6。

■軽金属学会第96回 春期大会(5月,熊 本)

山本厚之,椿 野晴繁,大 西忠一,菅 野幹宏

6061合 金 の時効析出に及ぼす過剰 なSi,Mg,Feの 影 響

講演概要集,7-8,

薦 田俊策,大 西忠一,椿 野晴繁,坂 本佳奈

テルミッ ト反応 によるアル ミニウム ドロス処理

講演概要集,11-12.

■堺商工会議所機械器具 ・金属部会講演会(3月,堺)

上原 赫,宮 武和孝,大 西忠一

PCM恒 温 炭化装置 とマルチスメルテ ィングミニ高炉

テキス ト(第2版),112-119.

■第46回 応 用物理学関係連合講演会(3月,千 葉)

平野泰 弘,外 山綱造,藤 村紀文,伊 藤太一郎

(Bax,Sr、.x)Tio,薄 膜 成長初期過程 における応力の影響

講演予稿集,558.

長 田貴弘,外 山綱造,藤 村紀文,伊 藤太一郎

Ba。.6,Sr。.、Tio,スパ ッタ薄膜中の応力状態解析 とその特性

への影響

講演予稿集,558,

伊藤 大輔,吉 村 武,藤 村紀文,伊 藤太一郎

RMnO3/Y203/Si構 造 のC-V特 性 の改善(ii)

講演 予稿集,573.

志村 環,若 野寿史,吉 村 武,,藤 村 紀文,伊 藤太一郎,

覧 芳治,日 下忠興,岡 本昭夫,井 上幸ニ

レーザ ーアブ レーシ ョン法 によるZnO;X薄 膜 の作製 と誘

電特性

講演予稿集600.

若野寿史,志 村 環,藤 村紀文,伊 藤太一郎

ZnOを 用いた希薄磁性半導体の磁気輸送現象

講演予稿集1433.

■高温学会春季特別シンポジウム(5月,大 阪)

大 西忠一

廃家電 ・廃OA機 器か らの レアメタルの最資源循環 システ

ムに関する研 究

テキス ト(第4版),1-12.

■第16回 強誘電体応用会議(5月,東 京)

北 畠裕也,忠 永清治,南 努,藤 村紀文,伊 藤太一郎

イ ッ トリウム アルコキシ ドを用 いたSol-Gel法 に よる強誘

電体YMnO3薄 膜 の作製

講演予稿集,131-132

■スピン制御による半導体超構造の新展開 平成11年 第1回

研究会(5月,伊 豆)

藤村紀文,横 田壮司,森 永泰規,伊 藤太一郎

Si:Ce薄膜の磁気輸送異常

講演予稿集p,13-14

■高温学会溶射部会第27回 合同委員会 ・講演会(6月,尼 崎)

大西忠一

ミニ高炉による廃家電 ・廃OA機 器からのレアメタルの再

資源循環システム

■第60回 応用物理学会学術講演会(9月,神 戸)

伊 藤大輔,吉 村武,藤 村紀文,伊 藤太一郎

Y20、/Si構 造 の界面制御 によるc-v特 性 の改善

学術講演予稿集,574.

志 村 環,若 野寿史,吉 村 武,藤 村紀文,伊 藤太一郎,
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箆 芳治,日 下忠興,岡 本昭矢,井 上幸ニ

レーザーアブ レーシ ョン法 によるZnO:X薄 膜 の作製 と誘

電特性

講演会講演予稿集462.

横 田壮司,森 永泰規,藤 村紀文,伊 藤太一郎

Si:Ce薄 膜 の電気的磁気的特性(ii)

講i演予稿集,1173.

石崎博基,伊 崎昌伸,芦 田 淳,小 見 崇,伊 藤太一郎

ソフ ト溶液電気化学プロセスによるln2S3薄 膜 の作製

講演予稿集493.

■日本鋳造工学会第9回鋳造材料のエコマテリアル化研究部

会(9月,堺)

大西忠一

環境問題とリサイクル ・再資源化

■産学官技術移転フェア99(9月,大 阪)

大西忠一,杉 本伸一,宮 南 啓

連続テルミット反応によるレアメタルの回収

要旨集,20-21.

■ 先 端 技 術 開 発 シ ン ポ ジ ウ ム(11月,大 阪)

宮 南 啓,大 西 忠 一,杉 本 伸 一

CTR(ContinuousThermitReaction)Systemに よ る ア

ル ミ ニ ウ ム ド ロ ス と め っ き ス ラ ッ ジ か ら の エ ネ ル ギ ー レ

ス,レ ア メ タル 回 生 プ ロ セ ス とそ の ス ラ グ の再 資 源 化

講i演 要 旨 集,73-80,

■軽金属学会第97回 秋期大会(11月,東 京)

山本厚之,椿 野晴繁,大 西忠一,菅 野幹宏

Si,Mg,Feを 過剰に含む6061ア ル ミニウム合金における析

出物と介在物

講i演概要集,35-36.

杉 本伸一,大 西忠一,寺 下敬次郎,宮 南 啓

テル ミッ ト反応によるアル ミニ ウム ドロス とめっきス ラ

ッジの再資源化

講演概要集,281-282.

■高 温学会シンポジウム(12月,所 沢)

大 西忠一

アル ミ灰 ・鉄鋼スラ ッジな ど金属含有廃棄物のダイオキ

シンレスな無公害型 ミニ高炉 による金属の回収 と再資源

化について

シンポジウムテキス ト,1/X-13/X.

iThesthSymposiumonthePhysicsandApplication

ofSpin-RelatedPhenomenainSemiconductors

(12鳳 仙 台)

N.Fujimura,Y.Morinaga,T.Yokota,andT.Ito

AnomalousMagneto・transportBehaviorsofSi:Cethin

filmsExtendedAbstract,125-127.
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■ リサイクル容易な 「着色びん」を開発一色ことの分別回収

穫

南 努,中 澄博行 他

産経新聞,1999年9月12日.

凹濟色ガラスで新技術一実用化に向けメ ド

セン トラル硝子,大 阪府立大学 他

ガラス ・建装時報,1999年9月19・26日.

■簡単にリサイクルー漕邑ガラスのビン

大阪府立大学 他

産経新聞,1999年11月2日.

■清色ガラスぴん リサイクル 新 しい技術を紹介 環境問題

の一助に

中澄博行

日本経済新 聞(夕 刊),1999年7月28日.

■セン トラル硝子 ・大阪府立大学 着色ガラスで新技術

南 努,中 澄博行

ガラス ・建装時報,1999年9月19・26日 合併号.
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海 洋 シ ス テ ム 工 学 科

海洋環境計画講座

教 授 奥 野 武 俊
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■ 大 阪 湾 に お け る 海 域 環 境 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン(第2報)一 陸

か ら の 負 荷 を 考 慮 す る 試 み 一

(EnvironmentalSimulationofOsakaBay-

EcosystemModelincludingLandLoad-)

中 谷 直 樹,山 崎 健 太 郎,奥 野 武 俊

関 西 造 船 協 会 誌,232,19-24(1999).

(Osakabay,Eco-systemmodeling,Environmental

simulation,Pollutionload)

■ 由 良 湾 に お け る 物 質 循 環 モ デ ル ー 陸 か ら の 負 荷 を 考 慮 す

る 試 み 一

(EnvironmentalSimulationinYuraArea-

EcosystemModelincludingLandLaod-)

奥 野 武 俊,中 谷 直 樹

第3回 大 阪 湾 沿 岸 域 研 究 交 流 フ ォ ー ラ ム 論 文 集,25-28

(1999).

(Osakabay,Ecosystemmodeling,Tankmodel,

Residentialwastewater)

■ 自 由 液 面 の 自 励 振 動 を 伴 う2次 元 噴 流 の 画 像 計 測 一 時 空 間

微 分 法 に よ る 結 果 一

(lmageMeasurementofPlaneJetwithSelf-

lnducedSloshing-CaseofSpatioTemporal

DerivativeMethod-)

奥 野 武 俊,西 尾 茂,岩 橋 秀 祥

可 視 化 情 報 学 会 誌,19・1,297-300(1999).

(PIV,Spatio-temporalderivativemethod,Jetfiow,Free

Watersurface)

塵 光 散 乱 度 を 利 用 し た 波 高 の 画 像 計 測(第3報)一 規 則 波 中

の船 体 ま わ りの 計 測 一

(MeasurementofWaveHeightDistributionUsing

theDifferenceofllluminationScattering(3rd

Report:MeasurementinRegularWave)

西 尾 茂,中 尾 茂 樹,奥 野 武 俊

可 視 化 情 報 学 会 誌,19-1,121・124(1999).

(Waveheightdistribution,Freesurface,Image

measurement)

■ 流 場 モ デ ル を 用 い た 速 度 場 の 画 像 計 測(第4報)

(lmageMeasurementusingGoverningEquationof

FluidFlow(4thReport))

杉 井 康 彦,奥 野 武 俊,伊 藤 奈 歩,西 尾 茂

可 視 化 情 報 学 会 誌19-1,307-310(1999).

(Particleimagevelocimetry,Fluiddynamics,Physical-

basedmeasurement)

(Bio-fluidmechanics,Propulsion,Visualization,PIV,

Wavingwlng)

腫 可 視 化 画 像 の ウ ェ ー ブ レ ッ ト解 析(第2報)一 多 重 解 像 度

解 析 を 使 っ た トレ ー サ 画 像 の 解 析 一

(WaveletAnalysisofVisualizedlmage(2nd

Report)-MultiresolutionAnalysisofTracer

lmages一

金 玉 圭,奥 野 武 俊,西 尾 茂

可 視 化 情 報 学 会 誌,19・2,171-174(1999).

(Wavelet,Visualization,Imagemeasurement,Tracer

image)

■ 海 色 の 分 光 放 射 輝 度 を 利 用 した 湾 内 流 画 像 計 測 の 試 み

(lmageMeasurementofCoastalCurrent)

細 野 淳,呉 念 東,奥 野 武 俊,西 尾 茂

可 視 化 情 報 学 会 誌19-2,197-200(1999).

(Coastalcurrent,Chlorophyll,Imagemeasurement,

Oceancolor)

■Physics-BasedParticlelmageVelocimetry

(物 理 的 モ デ ル に 基 づ い た 画 像 計 測 法)

Y.Sugii,T.Okuno,S.Nishio

Proc.ofThirdInternationalWorkshoponPIV'99,171-

176(1999),

(PIV,PhysicsmodeLFluidflow,Modelbased

measurement)

引mageMeasurementofWakeDistributionbehind

ShipModel

(船 尾 後 流 分 布 の 画 像 計 測)

SNishio,T.Okuno,Y.Naruse

Proc.ofFourthJapan-KoreaJointWorkshoponShip

andMarineHydrodynamics,149-155(1999).

(PIV,WakedistributionVisualization,Statistical

ana豆ysis)

巳 リ モ ー トセ ン シ ン グ 技 術 を 用 い た 海 象 把 握 一 天 気 図 と 波 浪

図 の 相 関 解 析 一

(EvaluationofSeaStateUsingRemoteSensing

-CorrelationbetweenWeatherchartsandWave

maps-)

山 田 智 貴,細 田 龍 介

西 部 造 船 会 々 報97,105-112(1999).

(Seastatemonitoring,Remotesensing,Weatherchart,

Wavemap)

■多関節翼まわ りの流れの可視化(第3報)一 運動モー ドの

検討一

(FlowVisualizationaroundWavingWing(3rd

Report:FusibilityStudyoftheSwimmingMotion)

西 尾 茂,中 村 研,奥 野武俊,杉 井康彦

可視化情報学会誌,19-2,251-254(1999).

■ ひ まわ り雲画像解析の一方 法 一雲系特徴量 を用いた雲種

判別一

(AMethodtoDiscriminateCloud-systemUsing

GMSImages-DiscriminationbyFormFactorof

Cloud。system-)

山 田智貴,細 田龍介
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日本 沿 岸 域 学 会 論 文 集,11,103-109(1999).

(DiscriminationofCloud-system,FormFactor,Remote

sensing,Seastatemonitoring)

■ 船 体 形 状 の 記 述 と 性 能 評 価 に 関 す る 研 究(第2報)一 船 体

形 状 と推 進 性 能 の 関 係 の 把 握 一

(DiscriminationofHullFormandEvaluationof

ShipPerformance(2ndReport)-Relation

betweenhutlformandpropulsiveperformance-)

荒 井 加 容 子,岩 崎 泰 典,山 田 智 貴,細 田 龍 介

日 本 造 船 学 会 論 文 集,184,565-571(1999).

(Descriptionofhullform,Evaluationofshipperformance,

FourierDescriptors,SeHlpropulsionfactors)

■ 船 体 形 状 の 記 述 と性 能 評 価 に 関 す る 研 究(第3報)一 自 航

要 素 に 対 す る船 体 形 状 の 影 響 一

(DiscriminationofHullFormandEvaluationof

ShipPerformance(3rdReport)-Effectsofhull

formonself-propulsionfactors-)

荒 井 加 容 子,岩 崎 泰 典,細 田 龍 介

日 本 造 船 学 会 論 文 集,185,133-141(1999).

(Descriptionofhullform,Changesofframeline,Fourier

Descriptors,Selfpropulsionfactors)

■TopologyandGeometryDesignbyUsingLocal

Rules;HeuristicApProachtoTrussStructure

Design

(局 所 ル ー ル に よ る トポ ロ ジ ・節 点 位 置 探 索 一 トラ ス 構 造

設 計 へ の 発 見 的 ア プ ロ ー チ)

T.Ochi,M.Kishi

Proc.ofFirstChina-Japan-KoreaSympo.onOptimization

ofStructuralandMechanicalSystems,81-86(1999).

(Localrule,Topologyandgeometrydesign,Constraint

satisfactionproblem)

■ 斜 面 を 進 行 す る 重 力 流

(Gravitycurrentonslope)

馬 場 信 弘,深 井 英 五,阪 口 泰 規

関 西 造 船 協 会 誌,232,183-188(1999).

(Gravitycurrentcurrenthead,frontspeed,slope,density

interface)

■ 進 行 す る重 力 流 と 外 部 流 の 干 渉

(lnteractionofadvancinggravitycurrentswith

ambientflows)

阪 口 泰 規,馬 場 信 弘

関 西 造 船 協 会 誌,232,189-194(1999).

(Gravitycurrent,tailwind,headwind,currenthead,

boundarylayer)

■ 回 転 円 柱 表 面 に 発 達 す る 縦 渦 構 造

(Structureofastreamwisevorticesdeveloping

aroしlndarotatingcircularcylinder)

馬 場 信 弘,合 田 憲 和,北 浦 堅 一,増 田 太

関 西 造 船 協 会 誌,232,195-201(1999).

(Rotatingcircularcylinder,streamwisevortex,three.
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dimenslonalinstability)

■ 斜 航 す る 滑 走 艇 に働 く 流 体 力 の 計 測

(MeasurementofHydrodynamicForcesActingon

PlaningHullsinObliqueTowingCondition)

奥 村 英 晃,池 田 良 穂,新 名 二 郎,片 山 徹

関 西 造 船 協 会 誌,231,57-64(1999).

(High-speed,Planingcraft,Obliquetowing,Maneuverabi丘ty,

Hydrodynamicforces)

■PMM試 験 による滑走艇の操縦流体力の計測

(MeasurementofHydrodynamicForcesActingon

PtaningHullatHigh-SpeedbyPlanarMotion

MechanismTest)

田嶋 慎 一 郎,池 田 良 穂,片 山 徹,奥 村 英 晃

関 西 造 船 協 会 誌,232,71-76(1999).

(High-speed,Planingcraft,Planarmotionmechanism

test,Maneuverability,HYdrodynamicforces)

■ 高 速 滑 走 艇 の 発 進 加 速 性 能 に つ い て

(AccelerationPerformanceofHigh-SpeedPlaning

CraftfromRest)

片 山 徹,池 田 良 穂

日本 造 船 学 会 論 文 集,185,81-89(1999).

(High-speed,Planingcraft,Acceleratingperformance,

Time-domainsimulation,Hydrodynamicforces)

■ りん く う公 園 人 工 環 礁 の 水 質 浄 化 機 能 に 関 す る 研 究(第3

報)一 内 海 モ デ ル を 用 い た 数 値 シ ミ ュ レー シ ョン ー

(WaterPurificationMechanismofArtificial

LagooninRinkuPark(3rdReport)-Numerical

SimulationUslngUchiumiModel-)

大 塚 耕 司,中 谷 直 樹,宮 地 誠 之,藤 原 峰 生,中 西 敬,

吉 村 直 孝,沢 田 守

関 西 造 船 協 会 誌,231,135・144(1999).

(Ar面ciallagoon,Waterpurh丘cation,Ecosystemmodeling,

Numerical

simulation)

■DynamicAnalysisofDeepSeawaterRisers

(深 層 水 取 水 管 の 動 的 挙 動 解 析)

K,Otsuka,A.BandoandY.Ikeda

Procof9thInむOffshoreandPolarEngConf
,2,302。

308(1999).

(Viscoushydroelasticity,Dynamicanalysis,Deepseawater

riser,Swing-by-swinganalysis,Symmetricalvortices

model)

■WaterPurificationMechanismofArtificialLagoon

inRinkuPark

(り ん く う公 園 人 工 環 礁 の 水 質 浄 化 機 能)

M.MiyachiandK.Otsuka

Proc.of4thJapan-KoreaWorkshoponShip&Marine

Hydrodynamics,193-198(1999).

(Artificiallagoon,Waterpuri丘cation,Ecosystemmodeling,

Numericalsimulation)



■ConsumableCapacityandPriceofDeepOcean

Water

(海 洋 深 層 水 の 使 用 可 能 量 お よ び 価 格)

K.Otsuka,A.BandoandY.Matsumoto

Proc.ofInt、OTEC/DOWAConference'99,280・287

(1999).

(Deepoceanwater,Consumablecapacity,Renewable

resource,Break-evenpointprice)

凹EffectsoflnternalFlowonDynamicsofDeep

SeawaterRiSerS

(深 層 水 取 水 管 の 動 的 挙 動 に 及 ぼ す 管 内 流 の 影 響)

K.Otsuka,A.BandoandY.Ikeda

Proc.of3rdISOPEOceanMiningSymposium,30-35

(1999).

(Viscoushydroelasticity,Dynamicanalysis,Deep

seawaterriser,Effectsofinternalflow)

■ShipRollMotionwithWaterlnsideCompartments

duetoDamage

(損 傷 に よ る 区 画 浸 水 時 の 船 舶 の 横 揺 れ)

K.K.RobyandY.Ikeda

Proc.ofgthISOPE,Brest,544-551(1999).

(Ship,rollmotion,damagecompartment,flooding

water)

■ViscousForcesonOffshoreStructuresandTheir

EffectsontheMotionofFloatingBodies

(海 洋 構 造 物 に 働 く 粘 性 流 体 力 と そ の 浮 体 運 動 に 及 ぼ す 影

響)

J.R.ChaplinandY.Ikeda

Proc.of9thISOPE,Brest,1-11(1999).

(Viscousforce,offshorestructure,motions,且oating

body)

■ 高 速 カ ー フ ェ リ ー を 用 い た 海 上 交 通 シ ス テ ム の フ ィ ー ジ ビ

リテ ィ ス タ デ イ

(AFeasibilityStudyonaMarineTransport

SystemUsingFastCar-Ferries)

西 村 里 和,池 田 良 穂

関西 造 船 協 会 誌,232,173-181(1999).

(feasibilitystudy,fastcarferry,marinetransportation,

demandprediction)

贋船 酔 率 の 少 な い 半 没 水 型 ク ル ー ズ 客 船

(ACruiseShipofSemi-SubmersibleTypeto

ReduceSeasicknessofPassengers)

池 田 良 穂

関 西 造 船 協 会 講 演 論 文 集,12,129-130,(1999).

(Seasickness,passengership,semi-submersible,cruise

ship,seakeeping)

翻ManeuverabilityofaHigh-SpeedCatamaran

RunningatLowSPeedinStrongWind

(強風 下において低速航行する高速双胴船の操縦性)

H.TasumiandY,Ikeda

Proc.of4thJapan-KoreaJointWorkshoponShip&

MarineHydrodynamics,Fukuoka,401-407(1999)

(Maneuverability,high-SpeedCatamaran,10wspeed,

strongwind,windforce).

■ASimplifiedMethodforCollapseandReliability

AnalysisofThinPlateStructuresusingHexahedraI

ElementModels

(6面 体 要 素 モ デ ル を 用 い た 薄 板 構 造 の 崩 壊 と 信 頼 性 解 析 の

た め の 一 簡 易 的 手 法)

A.L。TalaveraK.Masaoka,H,Okada,Y,Murotsu

ConstitutiveandDynamicDamageModelingofInelastic

DeformationandPhaseTransformation(Proceedingsof

Plasticity'99:The7thInternationa}Symposiumon

PlasticityandItsCurrentApplication,ed.byAkhtarS。

Khan),NeatPress,757-760(1999).

(Co正lapseandreliabilityanalysis,Linearizedfailure

condition,Lumpedplasticitymodel,Plasticnode

method)

■AConsiderationonDispersionRelationof

HydroelasticWaveandDynamicResponseof

VLFSinRegularWaves

(規 則 波 中 に お け るVLFSの 流 力 弾 性 波 の 分 散 関 係 と 応 答 に

関 す る 考 察)

T.TsubogoandH.Okada

Proc.,9thInternationalOffshoreandPolarEngineering

Conference(ISOPE'99),1,94-99(1999)。

(Dispersionrelation,Hydroelasticity,Verylargefloating

structures)

■ ポ ン ツ ー ン 型 長 大 浮 体 の 流 力 弾 性 挙 動 に 関 す る 基 礎 的 研 究

(AStudyontheHydroelasticBehaviorofPontoon

TypeLargeFloatingStructures)

坪 郷 尚

日 本 造 船 学 会 論 文 集,185,373-385(1999).

(Longwave,Damping,Groupvelocity,Dispersion

relation,Hydroeiastcity,VeryLargeFloating

Structures)

■ASimplifiedEstimationMethodfortheDynamic

ResponseandStrengthofLongBargeStructures

underExtremeWaveLOads

(極 限 波 浪 中 の 長 大 バ ー ジ 型 浮 体 構 造 の 動 的 応 答 と 強 度 の

簡 易 推 定 の 一 方 法)

K.Masaoka,T.George,T.Tsubogo,H.Okada,T.Kakita

Proc.,18thInternatlonalConferenceonOffshore

MechanicsandArcticEngineering(OMAE'99),Paper

No.3252(CD-ROM),1-6(1999).

(Frequencyresponseamplitude,Hydroelasticwave,

Short-termprediction,Reliability-basedsensitivity

analysis)

匿ASimplifiedEstimationMethodfortheResponse

andStrengthofAgedJacketStructuresunder

ExtremeWaveLoads
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(経 年 ジ ャ ケ ッ ト式 海 洋 構 造 物 の 極 限 波 浪 応 答 と 強 度 の 簡

易 推 定 の 一 方 法)

H.Okada,K.Masaoka,Y.Murotsu,Y.Ikeda,1.Jusoh

Proc.,18thInternationalConferenceonOffshore

MechanicsandArcticEngineering(OMAE'99),Paper

No.6023(CD-ROM),1-5(1999).

(Detereorationofstrength,Marinegrowth,Corrosion,

Collapsingbehavior,Reliabilityanalysis)

■AMethodforReliability-BasedSensitivityAnalysis

ofShip§HullStructuresUsingCombinedPlate

andFrameStructureModels

(板 ・骨 組 複 合 構 造 モ デ ル を 用 い た 船 体 構 造 の 信 頼 性 に 基

づ く感 度 解 析 の 一 方 法)

H.Okada,K.Masaoka,Y.Murotsu,S.Hibi,W.Kiyokawa

JournalofOffshoreMechanicsandArcticEngineering

(ASME),121,159-165(1999).

(Reliability-basedsensitivityanalysis,Collapsing

behavior,Linearizedfailurecondition,Probabilistically

dominantfailuremode,Lumpedplasticitymodel)

■AStudyonReliability-BasedDesignSystemsof

VeryLargeFioatingStructuresunderExtreme

WaveLoads

(極 限 波 浪 荷 重 を 受 け る 超 大 型 浮 体 構 造 の 信 頼 性 設 計 シ ス

テ ム に 関 す る 研 究)

A.L.Talavera,K.Masaoka,T.Tsubogo,H.Okada,Y.

Murotsu

Proc.3rdInternationalWorkshoponVeryLarge

FloatingStructures(VLFS'99),H,594601(1999).

(Reliability-basedsensitivityanalysis,Frequency

responseanalysis,Short-termprediction,Bucklingand

ultimatestrengthofpanel,Beammodelonelastic

foundation)

鯛 コ ラ ム 支 持 型 線 状 浮 体 構 造 の 動 的 弾 性 挙 動 に 及 ぼ す 軸 力 の

影 響 に 関 す る 基 礎 的 研 究

(ABasicStudyontheElasticResponseand

StrengthofLongSubmergedStructureswith

TensionLegsinRegularWaves)

植 木 貴 之,田 中 正 治,坪 郷 尚,正 岡 孝 治,岡 田 博 雄

関 西 造 船 協 会 誌,232,109-116(1999).

(Frequencyresponseofbendingstress,Wave-induced

loads,Comparisonwithexperimentalresults,Periodic

axialforce,Dynamicinstability)

■ 係 留 系 と の 複 合 モ デ ル に よ る 超 大 型 浮 体 構 造 の 動 的 水 平 携

み 挙 動 特 性 に 関 す る 研 究

(AStudyontheHorizontalDeflectionBehaviour

ofVeryLargeFbatingStructursConsidering

CombinedEffectswithMooringSystems)

劉 浩,坪 郷 尚,正 岡 孝 治,岡 田博 雄

関 西 造 船 協 会 誌,232,117-126(1999).

(Combinedeffectswithmooringsystem,Effectofshear

rigidity,Frequencyresponseanalysis,Combinedloads,

Beatphenomena)
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■ 複 合 荷 重 を 受 け る 船 体 防 曉 板 構 造 の 崩 壊 挙 動 解 析 法

(AMethodforCollapsingBehaviorofMarinePlate

StructuresunderCombinedLoad)

正 岡 孝 治,吉 岡 典 恭,岡 田 博 雄,上 田 幸 雄

関 西 造 船 協 会 誌,232,127-134(1999).

(Collapsebehavior,Finiteelementmethod,Elasto.

plasticlargedeformationanalysis,Multi-freedom

dependentconstraintmethod,Boundarycontinuity)

■Onthedispersionrelationofhydroelasticwaves

inaplate

(板 上 を 伝 播 す る 流 力 弾 性 波 の 分 散 関 係 に つ い て)

T.Tsubogo

JournalofMarineScienceandTechnology,4,76-83

(1999).

(Groupvelocity,Dispersionrelation,Hydroelasticity)

■Simplifiedestimationforthedynamicbehaviorand

reliabilityanalysisofverylargefloatingstructures

underwaveinducedloads

(超 大 型 浮 体 構 造 の 波 浪 中 弾 性 応 答 の 簡 易 推 定 と 信 頼 性 評

価 に 関 す る 研 究)

T.Tsubogo,K.Masaoka,H.Okada,Y.Murotsu

JournalofMarineScienceandTechnology,4,84-92

(1999).

(Hydroelasticwavepropagation,frequencyresponse

amplitude,short-termprediction,Reliabilityanalysis

system,Ultimatestrengthofpanels)

■ セ ミ サ ブ型 長 大 浮 体 の 波 の 散 乱 問 題 に 関 す る 考 察

(AStudyontheDiffractionProblemofLongSemi-

submersibleFloatingStructuresinWaves)

坪 郷 尚

日本 造 船 学 会 論 文 集,186,255-268(1999).

(Trappedmodes,Trappedwaves,Semi-submersible

floatingstructures,Resonance,Wavediffraction,An

arrayofplates)

■k・e乱 流 モ デ ル の 改 良 一 非 線 型 ε方 程 式 と 非 線 型 渦 動 粘 性

モ デ ル の 検 討 一

(Modificationofk-eTurbulenceModels-Study

onModifiedεEquationandNonlinearEddy

ViscosityExpression-)

沖 本 憲 司,姫 野 洋 司,田 原 裕 介

関 西 造 船 協 会 誌,232,163・171(1999).

(k一 εTurbulenceModel,NonlinearEddyViscosity

Expression)

■WavelnfluencesonViscousFlowaroundaShipin

SteadyYawMotion

(斜 航 粘 性 流 場 に 及 ぼ す 自 由 表 面 影 響)

田 原 裕 介

日本 造 船 学 会 論 文 集,186,157・168(1999).

(WaveInfluences,ShipViscousFlow,YawMotion)

■セールを対象とした粘性流体中における空力弾性問題一第



2報:繊 維 材 質 の 変 更,制 御 方 法 の 改 善 に つ い て 一

(AeroelasticBehaviorofThinLiftingMembrane

Sail-2ndReport:lmprovementsofthesail

MaterialsandtheControlMethod-)

西 川 達 雄,田 原 裕 介,正 岡 孝 治,姫 野 洋 司

関 西 造 船 協 会 誌232,39-46(1999).

(AeroelasticProblem,Membrane,RaNSEquations,

Finite-ElementMethod)

■CFDに よ る タ ン カ ー 船 型 の 船 尾 形 状 最 適 化 一 第 一 報:粘

性 抵 抗 最 小 化 一一

(CFD-AidedOptimizationofTankerSternForm-

1streport:Minimizationofviscousresistance-)

田 原 裕 介,齋 藤 泰 夫,姫 野 洋 司

関 西 造 船 協 会 誌,231,29-36(1999).

(CFD-AidedOptimization,TankerSternForm,

Minimization,viscousresistance)

■CFDに よ る タ ン カ ー 船 型 の 船 尾 形 状 最 適 化 一 第2報:伝

達 馬 力 最 小 化 一

(CFD-AidedOptimizationofTankerSternForm-

2ndReport:MinimizationofDeliveredHorse

Power-)

田 原 裕 介,齋 藤 泰 夫,松 山 博 志,姫 野 洋 司

関 西 造 船 協 会 誌,232,9-18(1999).

(CFD-AidedOptimization,TankerSternForm,

Minimization,DeliveredHorsePower)
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日新委員会の標榜するところ一守りの技術から攻めの技術へ

一

細田龍介

日本造船学会 造船設計 ・技術研究委員会,第4回 シン

ポジウム 「次世代の海上物流 と造船技術のあ り方」 テキ

ス ト,1-7(1999).

■乗物 における快適性を目指 した乗 り心地シミュレーター

細田龍介

ジ ・オステック,8,2,5(1999).

■私 にとっての研究助成 一有始無終一

細田龍介

日本生命財団ニュース,127,34(1999).

璽乗 物と人間

細 田龍介

武 田薬報417,2,5-8(1999).

■洋上型海洋深層水利用システムの検討

大塚耕司,板 東晃功

海洋深層水利用研究会ニュース,3,2,9-12(1999).

■ ミ レニアムに海と船はどうなる一20世 紀は汽船全盛の時代

だった一

池田良穂

ラメール,1999年1-2月 号,16-22(1999).

8エ ス トニア沈没事故の最終報告書を読んで

池田良穂

TechnoMarine(日 本造船学会),837,55-59(1999).

■カ ーフェリー業界、21世 紀への展望

池田良穂

旅客船,208,16-19(1999).

■旅 客船航路のフィージビリティ ・スタディ

池田良穂

旅客船,209,27-29(1999).

■離 島航路における最適船型 、船隊の決定法

池田良穂

旅客船,210,16-19(1999).

■ベ ンチャーの時代

池田良穂

TechnoMarine(日 本 造船学会),841,475(1999),

E21世 紀 の高速海上交通網の構築

池田良穂

関西交通経済研究センター,99,9-13(1999)。

■世界の高速カーフェリーの現状

170

池 田 良穂

クルーズ,1999年7月 号,60-61(1999).

■DrearydaysaheadforJapanesepassenger

ferries

池 田良穂

CruiseFerryInfo,1999年10月 号,19-21(1999).

■船 の特徴とその技術

池田良穂

自動車技術,1999年10月 号,5-9(1999).

■高 速カーフェリーの現状と将来展望

池田.良穂

海運,1999年12月 号,24-27(1999).

■バー チャルリアリティ

岸 光男

土木学会構造工学委員会AL(人 工 生命)技 術 の構 造シス

テム最 適化への応用 に関する研究小委員会活動成果報告

書,構 造工学技術シリーズ,14,49・54,(1999).

ロバ リアフ リーの フェリー ・客船ガイ ド

有馬正和

日本ALS協 会福岡県支部だより,5,45-49,(1999),

■船舶の乗 り心地評価の動向

有馬正和

旅客船,20-27,(1999).

■船舶の乗 り心地評価の動向

有馬正和

フェリー ・客船情報'99,137-144,(1999).



一・-j・3 .学 術 著 書

■フェリー客船情報'99

池 田良穂

船 と港編集室,(1999).
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■7thlnternationalSymposiumonPlastisityandlts

CurrentApPlication(Plastisity'99)(Cancun,

Mexico,January,1999)

A.L、TalaveraK.MasaokaH.OkadaY.Murotsu

ASimplifledMethodforCollapseandReliability

AnalysisofThinPlateStructuresusingHexaherraI

EIementModels

■9thlnternationalOffshoreandPolarEngineering

Conference(Brest,France,May,1999)

K.K.RobyandY.Ikeda

ShlpRollMotionwithWaterInsideCompartmentsdue

toDamage.

J.R.ChaplinandY.Ikeda

ViscousForcesonOffs}10reStructuresandTheir

EffectsontheMotionofFloatingBodies

■ThirdlnternationalWorkshoponPIV'99(Santa

Barbara,U.S.A,September,】999)

Y.Sugii,T.Okuno,S.Nishio

Physics-BasedParticleImageVelocimetry.

■3rdlnternationalWorkshoponVeryLarge

FloatingStructures(VLFS'99)(Honoluiu,USA,

September,1999)

A.L.TalaveraK.Masaoka,T.Tsubogo,H.OkadaY.

Murotsu

AStudyonReliability-BasedDesignSystemsofVery

LargeFloatingStructures.

■7thSymposiumonNonlinearandFree-Surface

Flows(Hiroshima,Japan,October,1999)

Y.Tahara

CapabilityofPanelMethodtoPredictNonlinearShip

Wave.

T.TsubogoandH.Okada

AConsiderationonDispersionRelationandDynamic

ResponseofVLFSinRegularWaves.

K.Otsuka,A.BandoandY.Ikeda

DynamicAnalysisofDeepSeawaterRisers。

■FirstChina-Japan-KoreaSymposiumonOptimization

ofStructuralandMechanicalSystems(Xi冒an,

China,October,1999)

T.OchiandMKishi

TopologyandGeometryDesignbyUsingLocalRules;

HeuristicApproachtoTrussStructureDesign。

■18thlnternationalConferenceonOffshore

MechanicsandArcticEngineering(OMAE'99),

(St.John's,Canada,July,1999)

K.Masaoka,T.George,T.Tsubogo,H.Okada,T.Kakita

ASimplifiedEstimationMethodfortheDynamic

ResponseandStrengthofLongBargeStructuresunder

ExtremeWaveLoads,

H.Okada,K.Masaoka,Y.Murotsu,Y.Ikeda,1.Jusoh

ASimplifiedEstimationMethodfbrtheResponseand

StrengthofAgedJacketStructuresunderExtreme

WaveLoads.

■lnternationalOTEC/DOWAConference'99(lmari,

Japan,November,1999)

K.Otsuka,A.BandoandY.Matsumoto

ConsumableCapacityandPriceofDeepOceanWater.

圏3rdISOPEOceanMiningSymposium(Goa ,lndia,

November,1999)

K.OtsUka,A.BandoandY.Ikeda

EffectsofInternalFlowonDynamicsofDeepSeawater

Risers.

■4thJapan-KoreaJointWorkshoponShip&

MarineHydrodynamics(Fukuoka,Japan,July,

1999)

S.Nishio,T.Okuno,Y.Naruse

ImageMeasurementofWakeDistributionbehindShip

ModeL

H.TasumiandY.Ikeda

ManeuverabilityofaHigh-SpeedCatamaranRunningat

LowSpeedinStrongWind.

M.MiyachiandK。Otsuka

WaterPurificationMechanismofArti丘cialLagoonin

RinkuPark.
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■シリーズセミナー 「環境と人間」8(3月,洲 本)

細 田龍介

由良 ・生石研究村 で遊ぼう!

洲本市 ・由良研究交流センター紀要(1998年 度).

■日本造船学会春季講演会(5月,東 京)

荒井加容子,岩 崎泰典,細 田龍介

船体形状の記述 と性能評価に関する研究(第3報)一 自

航要素に対する船体形状の影響一

日本造船学会論文集,185,133-141(1999).

片山 徹,池 田良穂

高速滑走艇の発進加速性能について

日本造船学会春季講演論文前刷,81-89(1999).

坪 郷 尚

ポンッーン型長大浮体の流力弾性挙動に関す る基礎的研

究

日本造船学会講演前刷,373-385(1999).

口関西造船脇 会春季講演会(5月,大 阪)

大塚耕司

コーンミラーを用いた水中 レーザーシー ト光発生装置

関西造船協会講演論文集,12,133-134(1999).

田嶋慎一郎,池 田良穂,片 山 徹,奥 村英晃

PMM試 験 による滑走艇の操縦流体力の計測

関西造船協会講演論文集,12,41-44(1999).

正 岡孝治,吉 岡典恭,岡 田博雄,上 田幸雄

複合荷重 を受ける船体 防撹板構造の崩壊挙動解析法

関西造船協会講演論文集t12,57-60(1999).

植 木貴之,田 中正治,坪 郷 尚,正 岡孝治,岡 田博雄

コラム支持型線状浮体構造 の動的弾性挙動 に及 ぼす軸力

の影響に関する基礎的研究

関西造船協会講演論文集,12,81-84(1999).

劉 浩,坪 郷 尚,正 岡孝治,岡 田博雄

係留系 との複合モデルによる超大型浮体構造の動的水平

嶢み挙動特性に関する研究

関西造船協会講演論文集,12,85-88(1999).

岡田博雄,北 浦堅一,正 岡孝治

有孔円筒柱の圧壊強度の簡易推定

関西造船協会講演論文集,12,141-142(1999).

西村里和,池 田良穂

高速 カーフェリーを用いた海上交通 システムのフィージ

ビリティス タデイ

関西造船協会講演論文集,12,69-72(1ggg).

池田良穂

船酔率 の少ない半没水型 クルーズ客船

関西造船協会講演論文集,12t129-130(1999).

西 川達雄,田 原裕介,正 岡孝治,姫 野洋司

セールを対象 とした粘性流体中における空力弾性問題

一 第2報:繊 維材質の変更
,制 御方法 の改善について一

関西造船協会講演論文集,12,17-20(1999).

田原 裕介,齋 藤泰夫,松 山博志,姫 野洋司

CFDに よるタンカー船型の船尾形状最適化

一 第2報:伝 達馬力最小化一

関西造船協会講演論文集,12,5-8(1999).

中谷 直樹,山 崎健太郎,奥 野武俊

大 阪湾における海域環境 シミュレーション ー 陸か らの負

荷 を考慮する試み一

関西造船協会誌,232,19-24(1999).

■工 学 ・工業教育研究講演会(7月,神 戸)

細 田龍介,岸 光男,馬 場信 弘

ゆるやかな枠組のびやかな発想一実験 ・設計演習 による

工学的創造性 の養成

講演会論文集,23-26(1999).

■第 三回大阪湾沿岸域研究交流フォーラム(7月,淡 路)

奥 野武俊,中 谷直樹

由良湾における物質循環モデル ー陸か らの負荷 を考慮す

る試み一

第三回大阪湾沿 岸域研究交流 フ ォー ラム論文集,25-28

(1999).

■第26回 可視化情報シンポジウム(7月,東 京)

奥 野武俊,西 尾 茂,岩 橋秀祥

自由液面 の自励振動を伴 う2次 元噴流の画像計測 一時空

間微分法 による結果一

可視化情報学会誌19-1,297・300(1999).

西 尾 茂,中 尾茂樹,奥 野武俊

光散乱度 を利用 した波高の画像計測(第3報)一 規則波

中の船体 まわ りの計測一

可視化情報学会誌,19-1,121-124(1999).

杉 井康彦,奥 野武俊,伊 藤奈歩,西 尾 茂

流場モデルを用いた速度場の画像計測(第4報)

可 視化情報学会誌19-1,307-310(1999).

■可 視化情報学会全国講演会(9月,大 阪)

西 尾 茂,中 村 研,奥 野武俊,杉 井康彦

多 関節翼まわ りの流れの可視化(第3報)一 運動モー ドの

検 討一

可視化情報学会誌,19-2,251-254(1999).

金 玉圭,奥 野武俊,西 尾 茂
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可視化画像のウェーブレッ ト解析(第2報)

一 多重解像度解析 を使った トレーサ画像の解析一

可視化情報学会誌,19-2,171・174(1999).

細 野 淳,呉 念東,奥 野武俊,西 尾 茂

海色 の分光放射輝度を利用 した湾内流画像計測の試み

可視化情報学会誌19-2,197-200(1999).

■第3回海洋深層水利用研究会全国集会 ,海 洋深層水'99佐

賀大会(10月,伊 万里)

大塚耕司,板 東晃功,松 本吉倫

海洋深層水の使用可能量および価格に関する一考察

講演要旨集,1&19(1999).

■秋季造船三学会連合大会(11月,長 崎)

超 高速で航走する滑走艇の正面規則波中運動特性

片山 徹,日 並貴成,池 田良穂

関西造船協会講演論文集,13,29-32(1999).

岡 田博雄,田 中正治,坪 郷 尚,正 岡孝治

緊張係留 された長大水平没水構造体 の波浪中弾性応答 と

強度に関す る基礎 的研究

関西造船協会講演論文集,13,93-96(1999).

正 岡孝治,AL.Talavera,塚 本 恭大,岡 田博雄

デー タベースを用いた船体縦 曲げ崩壊解析 とそれ に基 づ

く信頼性評価に関する研究

関西造船協会講演論文集,13,133-136(1999).

西川達雄,正 岡孝治,田 原裕介,姫 野洋司

半円柱型膜構造物を対象 とした粘性流体中における非定

常空力弾性問題
一一様流中における膜構造物の振動解析一

関西造船協会講演論文集,13,69-72(1999).

沖本憲司,姫 野洋司,田 原裕介

非線型k一εモデルの船尾流場への応用

関西造船協会講演論文集,13,9-12(1999).

坪 郷 尚

セミサブ型長大浮体の波の散乱問題 に関する考察

日本造船学会秋季連合大会前刷,255・268(1999).

田 原 裕 介

WaveInfluencesonViscousFlowaroundaShipin

SteadyYawMotion

日 本 造 船 学 会 講 演 論 文 集,157-168(1999).

山田智貴,細 田龍介

リモー トセンシング技術 を用いた海象把握

一雲画像情報と天気図の関係一

西部造船会論文梗概99,103・108(1999).

置 日本材料学会 第17回 材料 ・構造信頼性シンポジウム(11

月,東 京)

正 岡孝治,A.L.Talavera,塚 本恭大,岡 田博雄

174

デ ー タベースを用 いた薄板構造 の圧壊強度解析 とそれに

基づ く信頼性評価 に関す る研究

講演論文集,128-133(1999).

正 岡孝治,北 浦堅一,岡 田博雄

有孔 円筒柱 の圧壊 強度の簡易推定 とそれ に基づ く信頼性

評価に関する研 究

講演論文集,134-139(1999).

圏第6回 システム最適化に関するシンポジウム(12月,東 京)

落 隆行,岸 光男

局所 ルールによる トラス構造の トポロジ ・節点位置同時

探索

講演論文集,土 木学会構 造工学技術 シリーズ,13,51-56

(1999).

■第23回NCP研 究 会 ・機械の強度 と形態研究懇話会(12月,

金沢)

水 谷 靖,岸 光男,弓 削篤史

これ もコンプライアン ト・メカニズム?一 流体 中での柔

軟パイプの自転(続 報)

シンポジウム論文集,65-66(1999).



… ・6 .新 聞,雑 誌 等発表

■規制緩和でフェリー業界にビックパン

池田良穂

日本海事新聞,1999年6月1日.

口第11回 クルーズ客船&フ ェリー研究会開催

池田良穂

日本海事新聞,1999年11月8日.

トラベルニュース,1999年11月10日.
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生産システム講座

教 授 太 田 宏

助教授 有 薗 育 生

講 師 浅 野 誠

助 手 小 川 早 苗

知的システム講座

教 授 市 橋 秀 友

講 師 長 坂 一 徳

助 手 三 好 哲 也

前 田 豊

長 澤 啓 行

平 林 直 樹

森 澤 和 子

本位田 光 重

田 中 英 夫 石 渕 久 生

本 多 克 宏 浅 井 勇 夫



1.学 術 論文,国 際会 議Proc. '● ノ.ノ ・ノ9/6ノ ●ノ.ノ9ノ ・ノ ●ノ.ノ9ノ ●ノo/OJ曹 ノ.ノ ・ノ ・ノoノ ●1・ ノ,ノ.ノ,ノo

■InteractiveDecisionSysteminStochastic

MultiobjectivePortfolloSelection

(多 目 的 ポ ー トフ ォ リオ 選 択 に お け る 対 話 型 意 思 決 定 シ ス

テ ム)

S.ChueandH.Nagasawa

IntemationalJournalofProductionEconomics,60・61,

187-193(1999).

(Stochasticmultiobjectiveproblem,Portfolioselection,

InteraCtiVeSyStem)

■On-lineSchedulingusingNormativeSchedulein

AutonomousDistributedManufacturingSystem

(自 律 分 散 型 生 産 シ ス テ ム に お け る 規 範 ス ケ ジ ュ ー ル を 用

い た オ ン ラ イ ン ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 法)

N.HirabayashiandH.Nagasawa

Proc.oftheInternationalConferenceonProduction

Research,377-380(1999).

(On-lineschedUling,Autonomousdistributedmanufacturing

system,Multiobjectivescheduling)

■DynamicLayoutMethodwithEvolutionStrategies

inFlexibleManufacturingSystems

(進 化 戦 略 に よ る フ レ キ シ ブ ル 製 造 シ ス テ ム の 動 的 レイ ア

ウ ト法)

N.HirabayashiandH.Nagasawa

Proc.oftheInternationalConferenceonAdvancesin

MaterialsandProcessingTechnologiesAMPTt99and

16thAnnualConferenceoftheIrishManufacturing

ComlnitteeIMC16,1657-1663(1999).

(Dynamiclayout,Flexiblemanufacturingsystem,

Evolutionstrategies)

■Machine-Unfixed,Machining・AssemblyFlowShop

Scheduling

(加 工 一 組 立 フ ロ ー シ ョ ッ プ ・ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 法)

X.Sun,K.MorizawaandH.Nagasawa

FinalProgramofthe15thTriennialConferenceofthe

InternationalFederationofOperationalResearch

Societies,21-22(1999).

(Scheduling,Machining-assemblyflowshop,ParalleI

machines,Makespan,Heuristics)

■SqueezingBranchandBoundAlgorithmforan

N/M/F/FmaxProblem

(N/M∠F/Fmax問 題 に お け る ス ク ィ ー ジ ン グ 分 岐 限 界 ア

ル ゴ リ ズ ム)

K.Morizawa,X.SunandH.Nagasawa

FinalProgramofthe15thTriennialConferenceofthe

InternationalFederationofOperationalResearch

Societies,63-64(1999).

(Heuristic,Branchandboundalgorithm,Parallelsearch,

Lowerbound,Dominancerule,Flowshop)

iDynamicFacjlityLayoutusingEvolutionStrategies

(進 化 戦 略 を 用 い た ダ イ ナ ミ ッ ク 設 備 レ イ ア ウ ト)

N.Hirabayashi,H。KitaandH.Nagasawa

Proc.oftheSecondWorldManufacturingCongress,154-

159(1999).

(Evolutionstrategies,DynamicfacilityIayout)

■Two-MachineParallelFlowShopScheduHngto

MinimizeMakespan

(メ イ ク ス パ ン 最 小 化 の2機 械 ・並 列 フ ロ ー シ ョ ッ プ ス ケ ジ

ュ ー リ ン グ)

D.H.Lee,K.MorizawaandH.Nagasawa

Proc.oftheSecondAsia-PacificConferenceon

IndustrialEngineeringandManagementSystems,217-

220(1999).

(Parallelflowshop,Heuristicalgorithm,Branchand

boundalgorithm)

■HeuristicAlgorithmsfortheMachine-Unfixed ,

Machining-AssemblyFlowShopScheduling

Problem

(機 械 非 指 定 型 ・加 工 一 組 立 フ ロ ー シ ョ ッ プ ース ケ ジ ュ ー

リ ン グ 問 題 に お け る 近 似 解 法)

X.Sun,K.MorizawaandH.Nagasawa

Proc.oftheSecondAsia-PacificConferenceon

IndustrialEngineeringandManagementSystems,593-

596(1999).

(Heuristicalgor{thm,Branchandboundalgorithm,

Machining-assemblyflowshop,Parallelmachines,

Makespan)

■SqueezingBranchandBoundAlgorithmforthe

Machine-Fixed,Machining-AssemblyFlowshop

SchedulingProblem

(機 械 指 定 型 ・加 工 一組 立 フ ロ ー シ ョ ッ プ ・ス ケ ジ ュ ー リ

ン グ 問 題 に お け る ス ク ィ ー ジ ン グ 分 岐 限 界 法)

K.MorizawaX.SunandH.Nagasawa

Proc.oftheSecondAsia-PacificConferenceon

IndustrialEngineeringandManagementSystems,597-

600(1999).

(Heuristicalgorithm,Branchandboundalgorithm,

Parallelsearch,Machining-assemblyfiowshop)

■ 機 械 指 定 型 ・加 工 一 組 立 フ ロ ー シ ョ ッ プ ース ケ ジ ュ ー リ ン

グ

(Machine-Fixed,Machining-AssemblyFlowShop

Scheduiing)

孫 蟻,西 浦 明,森 澤 和 子,長 沢 啓 行

日本 経 営 工 学 会 論 文 誌50,283-289(1999).

(Scheduling,Machining-assemblyflowshop,Parallel

machines,Makespan,Heuristics)

■ShipMaintenanceSchedulingbyGeneticAlgorithm
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andConstraint-BasedReasoning

(遺 伝 的 ア ル ゴ リ ズ ム と 制 約 付 き 推 論 に よ る 船 舶 補 修 ス ケ

ジ ュー リ ン グ)

S.Deris,S.Omatu,H.Ohta,L.C.S.KutarandP.A.

Samat

EuropeanJournalofOperationalResearch,112,489-502

(1999).

(Maintenancescheduling,Constraint-basedreasoning,

Geneticalgorithm)

口SingleMachineSchedulingtoMeetDueTimes

underShutdownConstraints

(稼 働 停 止 時 間 帯 制 約 下 の 単 一 機 械 納 期 厳 守 ス ケ ジ ュー リ

ン グ)

M.AsanoandH.Ohta

International∫ournalofProductionEconomics,60-61,

537-547(1999).

(Duetimeconstraint,Shutdown,Timezeroconstraint,

Holdingcost,Heuristicschedulingalgorithm)

■SchedulingwithShutdownsandSequence

DependentSet-UpTimes

(シ ャ ッ トダ ウ ン と 段 取 時 間 を 考 慮 し た ス ケ ジ ュ ー リン グ)

M.AsanoandH.Ohta

InternationalJournalofProductionResearch,37,1661-

1676(1999).

(Singlemachinescheduling,Shutdown,Set-uptimes,

Tardiness)

■EstimationofResponseSurfacesforKansei

E…valuationQualities-Five-pointandSix-point

EvaluationAnalysis-

(感 性 評 価 品 質 に 対 す る 応 答 曲 面 の 推 定 一5点 お よ び6点 評

価 分 析)

H.IwasakiandH.Ohta

Proc.ofInternationalConferenceonTQMandHuman

Factors,241-246(1999).

(Kansei,Responsesurface,Experimentaldesign)

■SingleMachineSchedulingwithReadyTimesand

DueDatesConstraints

(蒲 手 可 能 時 刻 と 納 期 に 制 約 の あ る 単 一 機 械 ス ケ ジ ュ ー リ

ン グ)

M.Asano,H.OhtaandM.Hino

Proc.of15thInternationalConferenceonProduction

Research,351・354(1999).

(Duedate,Holdingcost,Readytime,Singlemachine

scheduling,Branchandboundmethod)

■JobShopSchedulingtoMinimizeTotalHolding

Cost

(在 庫 コ ス ト最 小 化 の ジ ョ ブ シ ョ ッ プ ス ケ ジ ュ ー リン グ)

M.AsanoandH.Ohta

Proc.of15thInternationalConferenceonProduction

Research,359-362(1999).

(Jobshopscheduling,Duedatesconstraints,Heuristic
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algorithm,Holdingcost)

■pn管 理 図 お よ びp管 理 図 の 改 良

(AnlmprovementofpnandpControlCharts)

楠 川 恵 津 子,太 田 宏

日 本 経 営 工 学 会 論 文 誌,50,139-148(1999).

(AttributecontrQlcharts,Poweroftest,Averagerun

length(ARL),Patnaik'sapprox三mation,Quality

improvementactivity)

■ 感 性 評 価 に 対 す る あ い ま い 性 の 推 定 方 法

(AnEstimationMethodofVagueRatingon

SensoryEivaluation)

岩 崎 日 出 男,太 田 宏

日 本 経 営 工 学 会 論 文 誌,50,176183(1999).

(Sensoryevaluation,Semanticdifferentialmethod,

Vaguejudge,Varianceestimation,Confidencelimit)

■lncorPoratingConstraintPropagationinGenetic

AlgorithmforUniversityTimetablePlanning

(大 学 時 間 割 作 成 の た め の 遺 伝 的 ア ル ゴ リ ズ ム に お け る 制

約 伝 播 合 成)

S.Deris,S.Omatu,H.OhtaandP.Saad

EngineeringApplicationsofArtificialInte}ligence,12,

241-253(1999).

(Geneticalgorithms,Constraint-basedreasoning,Timetable

planning)

璽着手可能時刻 と納期に制約のある単一機械スケジ ュー リン

グにおける総在庫 コス ト最小化問題の解法

(AnAlgorithmforSingleMachineSchedulingto

MinimizeTotalHoldingCostwithReadyTimes

andDueDatesConstraints)

浅野 誠,日 野昌樹,太 田 宏

日本経営工学会論文誌,50,226・234(1999).

(Duedate,Holdingcost,Readytime,Singlemachine

scheduling,Branchandboundmethod)

■AnlmprovementofControlChartsforHighYield

Processes

(高 品 質 工 程 用 管 理 図 の 改 良)

E.KusukawaandH.Ohta

Proc.ofSecondAsia-Paci五cConferenceonIndustrial

EngineeringandManagementSystems ,5-8(1999).

(Highyieldprocesses,Geometricdistribution,Negative

binomialdistribution,Patnaik'stransformation,ANOS

(AverageNumberofObservationtoSignal),Quality

improvementactivity)

鷹SchedulingtoMeetDueDatesandDueDates

AssignmentAlgorithminADynamicJobShop

(動 的 ジ ョブ シ ョ ッ プ に お け る 納 期 厳 守 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

と 納 期 設 定 法)

M.Asano,H、OhtaandY.Takada

Proc。ofSecondAsia-PacificConferenceonIndustrial

EngineeringandManagementSystems,109-112(1999).



(Duedateassignment,Dynamicjobshop,Schedulingto

meetduedates,Heuristics)

■AnAlgorithmforSolvingJobShopScheduling

BasedonSingleMachineProblemswithReady

andDueTimesConstraints

(着 手 可 能 時 刻 と 納 期 に 制 約 の あ る 単 一 機 械 問 題 を 利 用 し

た ジ ョブ シ ョ ッ プ ス ケ ジ ュー リ ン グ の 解 法)

M.Asano,K。Hatanaka,Y.TakahashiandH,Ohta

Proc.ofSecolldAsia・PacificConferenceonIndustrial

EngineeringandManagementSystems,113-116(1999).

(JobshopscheduHng,Branchandboundmethod,

Makespan)

■JobShopSchedulingtoMinimizeTotalWeighted

Tardiness

(総 重 み 付 き 納 期 遅 れ 最 小 化 の ジ ョ ブ シ ョ ッ プ ス ケ ジ ュ ー

リン グ)

M.AsanoandH.Ohta

Proc。of26thInternationalConferenceonComputers&

IndustrialEngineering,628-632(1999).

(Jobshopscheduling,Totalweightedtardiness,

Heuristicalgorithm)

■CellFormationwithReductioninSetupTimes

(段 取 時 間 の 短 縮 を 考 慮 した セ ル 構 成)

H.OhtaandM.Nakamura

Proc.of26thInternationalConferenceonComputers&

IndustrialEngineering,700-705(1999).

(Cellmanufacturing,Grouptechnology,Clustering,

Setuptimes)

鷺 経 済 的 な 工 程 管 理 の た め の 動 的 又R管 理 図 の 設 計

(DesignofDynamicx-RControiChartsfor

EconomicProcessControl)

太 田 宏,木 村 有 寿

日本 経 営 工 学 会 論 文 誌,50,275-282(1999).

(Processcontrol,嚢 一Rcharts,Dynamiccontrolcharts)

■ 可 変 サ ン プル ・サ イ ズ と 可 変 サ ン プ リ ン グ 間 隔 を も つ(ヌ,

s)同 時 管 理 図 の 設 計

(DesignofanAdaptive(ヌ,s)Simultaneous

ControlChartwithVarjableSampleSizeand

Samplinglnterva置s)

青 山 行 宏,渡 壁 京 子,有 薗 育 生

日本 経 営 工 学 会 論 文 誌,49,374-383(1999).

((x,s)simultaneouscontrolchart,Warningregion,

Adaptivecontrolchart)

■Taguchiの 損 失 関 数 に 基 づ く 計 量 規 準 型1回 抜 取 検 査 の 設

計

(DesignofSingleSamplingPlansbyVariables

lndexedbyTaguchi'sQuadraticLossFunction)

渡 壁 京 子,立 石 広 治,有 薗 育 生,金 川 明 弘,太 田 宏

日本 経 営 工 学 会 論 文 誌,50,27-34(1999).

(Deviationfromtarget,Patnaiklsapproximation,

Taguchi「slossfunction,Targetvalue,Variablesampling

plans)

■最 適 設 備 規 模 設 定 に 関 す るDistributionFreeApproach

(Distribution・ ・FreeApproachforOptimumDecision

ofProductionEquipmentCapacity)

立 石 広 治,有 薗 育 生

日本 経 営 工 学 会 論 文 誌,50,97-103(1999).

(Min-maxcriterion,Cauchy-Schwarzinequality,

Decisionofproductionequipmentcapacity)

■ThePowerofthe(ヌ,s)ControlChartBasedon

theLo9-likelihoodRatioStatistic

(対 数 尤 度 比 統 計 量 に 基 づ く(X,s)管 理 図 の 検 出 力)

K.WatakabeandI.Arizono

NavalResearchLogistics,46,928-951(1999).

(Cumulantgeneratingfunction,Log-1ikelihoodratio

statistic,Chi-squareapProximation,WeibullapProximation,

(X,S)controlchart)

■ 擬 マ 八 ラ ノ ビ ス 距 離 に よ る フ ァ ジ ィc-Meansク ラ ス タ リ

ン グ

(Fuzzyc-MeansClusteringAlgorithmwithPseudo

MahalanobisDistances)

大 上 将 之,市 橋 秀 友,三 好 哲 也

シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会 論 文 誌,12,1,69-71(1999)。

(Fuzzyclustering,Fuzzyc-means,Linearclusters)

■実数乗 ノルムに基づ く数量化分析3類 によるシニアシミュ

レーシ ョンの評価

(EvaluationofSenior-Simulation$byCorrespondence

AnalysiswithRealValuePowerExponentNorm)

山 川 あ す 香,市 橋 秀 友,大 谷 崇,三 好 哲 也

日 本 経 営 工 学 会 論 文 誌49,339-347(1999).

(Correspondenceanalysis,Leastabsolutevalue,Senior

simulation)

■ フ ァ ジ ィ ・ク ラ ス タ リ ン グ と 数 量 化3類 の 同 時 分 析 法

(SimultaneousApplicationofFuzzyClustering

andCorrespondenceAnalysis)

金 海 好 彦,山 川 あ す 香,市 橋 秀 友,三 好 哲 也

シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会 論 文 誌12,3,47-54(1999).

(Fuzzyclustering,Correspondenceanalysis,Lagrangean

multipliermethod,Entropyregularization,Cross-

classification)

■AFuzzyProjectionPursuitDensityEstimationby

EigenvalueMethod

(固 有 値 法 を 用 い た 射 影 追 跡 密 度 推 定 法)

T.Miyoshi,H.IchihashiandK.Nagasaka

InternationalJournalofApproximateReasoning,20,3,

237-248(1999).

(Fuzzyclass,Projectionpursuit,Eigenvaluemethod,

Kernelmethod,Densityestimation)

■射影追跡回帰と決定木作成法の融合手法による感性データ
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の 分 析

(KanseiDataAnalysisUsingProjectionPursuit

RegressionCombinedwithDecisionTree)

三 好 哲 也,市 橋 秀 友,下 村 武

日本 経 営 工 学 会 論 文 誌,50,243-252(1999).

(Kanseiengineering,Projectionpursuitregression,

Decisiontree,ID3eigenvaluemethod,Pairwise

comparison)

■SimultaneousApPlicationofClusteringand

CorrespondenceAnalysis

(ク ラ ス タ リ ン グ と 数 量 化3類 の 同 時 分 析 法)

A.YamakawaY.Kanaumi,H.IchihashiandT.Miyoshi

Proc.ofInternationalConferenceonNeuralNetworks,

#625(1999).

(Correspondenceanalysis,Fuzzycluste丘ng,Lagrangea皿

multipliermethod,Entropyregularization)

蟹 ス プ ラ イ ン 関 数 と フ リー ネ ッ トワ ー ク解 法 を 用 い る 時 間 地

図 作 成 法

(Time-SpaceMappingbySplineFunctionBased

onFreeNetworkAdjustment)

三 好 哲 也,市 橋 秀 友,黒 田 由 香

電 子 情 報 通 信 学 会,J82-D一 皿,1299-1304(1999).

(Time-spacemapping,Splinefunction,Freenetwork

adjustmentGeneralizedinverse)

■LVQ-FCVforMissingValueEstimationand

PatternClassification

(LVQ-FCVに よ る 欠 損 デ ー タ の 推 定 と パ タ ー ン 識 別)

E.IkedaH.Ichihashi,K.NagasakaandT.Miyoshi

Proc.ofInternationalConferenceonNeuralNetworks,

#626(1999).

(Learningvectorquantization,Principalcomponent

analysis,Clustering)

■ フ ァ ジ ィ ク ラ ス タ リン グ に よ るClシ ン ボ ル マ ー ク の 感 性 分

析

(AnalyslsofPsychologicalFeelingsforClSymbol

MarksbyFuzzyClustering)

山 川 あ す 香,根 本 宗 記,市 橋 秀 友,三 好 哲 也,谷 本 直 子

日本 フ ァ ジ ィ学 会 誌,11,5,789-796(1999).

(Kanseiengineering,Projectionpursuitswitching

regression,Fuzzyclustering)

■QuantificationofGrindingWheelTopography

(研削 砥石作業面 トポグラフ ィーの定量化)

KNagasaka,E.工keda,H.Ichihashi,T.Miyoshi,H.

NakagawaT.Hirogaki,Y.KitaandY.Kakino

Proc,ofInternationalConferenceonProduction

Research,1,147-150(1999).

(Grindingwheel,Verticalangle,Probabilitydensity

function,Kernelfunction,Distorter)

■ 逐 次 変 数 導 入 型 ニ ュー ロ フ ァ ジ ーGMDHに お け る 変 数 選

択 の 自動 化

(AutomaticVariableSelectioninNeurofuzzy

GMDHwithSuccessiveDeterminationof

Variables)

大 谷 崇,市 橋 秀 友

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌,J82-D-ll,1492-1499(1999).

(Neurofuzzy,GMDH,Interiorpointmethod,Affin

transformation)

■NonlinearComponentAnalysisbyFuzzy

ClusteringaBdMuttidimensionalScalingMethods

(フ ァジ ィク ラ ス タ リン グ と 数 猛 化 分 析4類 に よ る非 線 形 成

分 分 析)

E.IkedaT.ImaokaH.IchihashiandT.Miyoshi

Proc.ofInternationalConferenceonNeuralNetworks,

#623(1999).

(Nonlinearcomponentanalysis,Fuzzyclustering,

Multidimensionalscalingmethods)

■SimultaneousApproachtoFuzzyCluster,Principal

ComponentandMultipleRegressionAnalysis

(フ ァ ジ ィ ク ラ ス タ ー と 主 成 分 と回 帰 の 同 時 分 析 法)

A.Yamakawa,K.Honda,H.IchihashiandT.Miyoshi

Proc.ofInternationalConferenceonNeuralNetworks,

#624(1999).

(P血cipalcomponentanalysis,Fuzzyclustering,Multiple

regressionanalysis,Lagrangeanmultipliermethod)

■Fuzzyc-MeanswithMaximizingCanonical

CorrelationCoefficients

(正 準 相 関 係 数 を 最 大 と す る フ ァ ジ ィ ク ラ ス タ リ ン グ)

A.Yamakawa,H.IchihashiandT.Miyoshi

Proc.ofInternationalConferenceonProduction

Research,1,517-520(1999).

(Canonicalcorrelationanalysis,Fuzzyclustering)

■MultipleCorrespondenceAnalysisofMimetic

ExperiencesofAdvancedAgedPersons

(高 齢 者 疑 似 体 験 の 多 重 対 応 分 析)

A.Yainakawa,H.IchihashiandT.Miyoshi

Proc.ofInternationalConferenceonProduction

Research,2,1065-1068(1999).

(Correspondenceanalysis,Senior-simulation)

■ModelSelectionforRBFNeuralNetWorksUsing

Distorter

(ディス トータを用いたRBFネ ットワークのモデル選択)

T.Miyoshi,H.Ichihashi,H.TabuchiandH .Tanaka

Proc.ofIntemationalConferenceonFuzzySystems ,1,
38-43(1999).

(Modelselection,Neurofuzzymodel,AIC,RBF

networks,Neurofuzzycomputertomography)

■TemperaturePredictionfromRegionalSpectral

ModelbyNeurofuzzyGMDH

(NF-GMDHに よ るRSMか らの 気 温 予 測)

K.Miyagishi,M.OhsakoandH.Ichihashi

180



Proc.ofTheSecondAsia-PacificConferenceon

IndustrialEngineeringandManagementSystems,705・

708(1999).

(Neuralnetwork,Intelligentinformationprocessing,

Weatherprediction)

illntervalRegressionAnalysiswithPolynomiais

andltsSimilaritytoRoughSetsConcept

(多 項 式 に よ る 区 間 回 帰 分 布 と ラ フ 集 合 概 念 と の 類 似 性)

H、TanakaandH.Lee

InternationalJourna正ofFundamenta王nformaticae,37,

71-87(1999).

(lntervalregression,Roughsets)

咀FuzzyApproximationswithNon-SymmetricFuzzy

ParametersinFuzzyRegressionAnalysis

(フ ァ ジ ィ 回 帰 分 析 の お け る 非 対 称 フ ァ ジ ィ パ ラ メ ー タ ー

に よ る フ ァ ジ ィ近 似)

H.LeeandH.Tanaka

JournaloftheOperationalResearchSocietyofJapan,42,

98-112(ユ999).

(Fuzzyregression,Non-symmetricfuzzyparameter)

■PortfolioSelectionsBasedonUpperandLower

ExponentialPossibilityOistributions

(上 界 ・下 界 指 数 型 可 能 性 分 布 に 基 づ く ポ ー トフ ォ リ オ 選

択)

H.TanakaandP.Guo

EuropeanJournalofOperationalResearch,114,115-126

(1999).

(Portfolioselection,Possibilitydistribution)

■UpperandLowerApproximationModelsin

IntervalRegressionUsingRegressionQuntile

Techniques

(回 帰 分 位 法 に よ る 区 間 回 帰 に お け る 上 界 ・下 界 近 似 モ デ

ル)

H.LeeandH.Tanaka

EuropeanJournalofOperationalResearch,116,653-666

(1999).

(Regressionquntile,Intervalregression)

■ 区 間 効 率 値 に よ るDEAモ デ ル

(DEAwithIntervalEfficiency)

円 谷 友 英,前 田 豊,田 中英 夫

オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・リ サ ー チ,44,425-436(1999).

(Dataenvelopmentanalysis,Intervalefficiency,Interval

ineihciency)

■FuzzyAggregationModelsforRankingthe

ObjectswithMultipleAttributes

(多 属 性 を も っ た 対 象 の ラ ン キ ン グ に 対 す る フ ァ ジ ィ統 合

モ デ ル)

P.Guo,H.TanakaandM.Inuiguchi

Proc.8thInternationalFuzzySystemsAssociation

Wor}dCongress,367-371(1999).

(Fuzzyaggregationmodel,Ranking,DEA)

■EffjciencyEvaluationModelsviaFuzzyLinear

ProgrammingProblems

(フ ァ ジ ィ線 形 計 画 問 題 に よ る 効 率 評 価 モ デ ル)

P.GuoandH.Tanaka

Proc.8thInternationalFuzzySystemsAssociation

WorldCongress,505-509(1999).

(Evaluationmodel,FuzzyLP)

■lnformationFusionBasedonExponential

PossibilityDistributions

(指 数 型 可 能 性 分 布 に 基 づ く 情 報 融 合)

P.GuoandH.Tanaka

Proc.IEEEInternationalFuzzySystemsConference,

819-823(1999).

(Possibilitydistribution,Informationfusion)

■ 区 間 密 度 関 数 に よ る 非 加 法 的 確 率 測 度

(Non-AdditiveProbabilityMeasureswithlnterval

DensityFunCtiOnS)

前 田 豊,田 中 英 夫

日本 フ ァ ジ ィ学 会 誌,11,667-676(1999).

(Fuzzymeasures,Densityfunction,Non-additive,

probabilitymeasures)

■ExponentialPossibilityRegressionAnalysisby

ldentificationMethodofPossibilisticCoefficients

(可 能 性 係 数 の 同 定 法 に よ る 指 数 型 可 能 性 回 帰 分 析)

H,TanakaandH.Lee

InternationalJournalofFuzzySetsandSystems,108,

155-165(1999).

(ldenti丘cation,Possibilitydistribution)

引ntervalEvaluationbyAHPwithRoughSet

Concept

(ラ フ 集 合 の 概 念 を 用 い たAHPモ デ ル の 区 間 評 価)

K.Sugihara,Y.MaedaandH.Tanaka

NewDirectionsinRoughSets,DataMining,and

Granular-SoftComputing,LectureNoteinArtificial

Intelligence1711,Springer,375-381(1999).

(Intervalevaluations,AHP,Roughsets)

■lntervalDensityFunctionsinConflictAnalysis

(コ ン フ リ ク ト分 析 に お け る 区 間 密 度 関 数)

Y.Maeda,K.SenooandH.Tanaka

NewDirectionsinRoughSets,DataMining,and

Granular-SoftComputing,LectureNoteinArtificial

Intelligence1711,Springer,382-389(1999).

(Conflictanalysis,Roughsets,Intervaldensity

functions)

日LinguisticRuleExtractionfromNeuralNetworks

forHigh-DimensionalClassificationProblems

(高 次 元パターン識別間題に対 するニ ューラルネ ッ トワー

クか らの言語的識別ルールの獲得)
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H.Ishibuchi,M,NiiandK.Tanaka

COMPLEXITYINTERNATIONAL(On-lineJournal:

http://www.csu.edu.au/ci/),6(1999).

(Linguisticrules,Neuralnetworks,Patternclassification

problems,Ruleextraction)

口CompetitionbetweenStrategiesforaMarket

SelectionGame

(市 場 選 択 ゲ ー ム に お け る 戦 略 の 競 合)

H.Ishibuchi,C.-H.OhandT.Nakashima

COMPLEXITYINTERNATIONAL(On-lineJournal:

http://www.csu.edu.au/ci/),6(1999).

(Gametheory,Multi-agentsystem,Marketselection)

■VotinginFuzzyRule-BasedSystemsforPattern

ClassificationProblems

(パ タ ー ン 識 別 問 題 に お け る フ ァ ジ ィ 識 別 シ ス テ ム の 投 票

方 式)

H.Ishibuchi,T.NakashimaandT.Morisawa

FuzzySetsandSystems,103,2,223-238(1999).

(Fuzzyrule-basedsystem,Patternclassification,Voting

scheme)

■ ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トワ ー ク か らの フ ァ ジ ィ 出 力 ベ ク トル に 含

ま れ る 過 剰 な あ い ま い さ の 削 減

(DecreasingExcessFuzzinesslncludedinFuzzy

OutputVectorfromNeuralNetworks)

新 居 学,田 中 喜 美 子,石 渕 久 生

日本 フ ァ ジ ィ 学 会 誌j1,3,438-452(1999).

(Fuzzifiedneuralnetwork,Fuzzyarithmetic,Interval

arithrnetic)

■ 重 要 度 を 考 慮 し た 多 目 的 フ ァ ジ ィ ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 問 題 の

定 式 化

(FormulationofMulti-ObjectiveFuzzyScheduling

ProblemswithJoblmportanceGrades)

村 田 忠 彦,石 渕 久 生,玄 光 男

日 本 フ ァ ジ ィ学 会 誌,11,3,512-520(1999).

(Fuzzyscheduling,Importanceofjob,Multi-objective

scheduling)

■PerformanceEvaluationofFuzzyClassifier

SystemsforMulti-DimensionalPattern

ClassificationProblems

(多 次 元 パ タ ー ン 識 別 問 題 に 対 す る フ ァ ジ ィ ク ラ シ フ ァ イ

ア シ ス テ ム の 性 能 評 価)

H.Ishibuchi,T.NakashimaandT.Murata

IEEETrans.onSystem,Man,andCybernetics,PartB,

29,5,601-618(1999).

(Patternclassification,Geneticalgorithm,Machine

iearning,Fuzzyrule-basedsystem)

61mprovingthePerformanceofFuzzyClassifier

SystemsforPatternClassificationProblemswith

ContinuousAttributes

(連 続 値 属 性 を 伴 うパ タ ー ン 識 別 間 題 に 対 す る フ ァ ジ ィ ク
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ラ シ フ ァ イ ア シ ス デ ム の 性 能 の 改 良)

H.IshibuchiandT.Nakashima

IEEETrans.onIndustrialElectronics,46,6,1057-1068

(1999).

(Geneticalgorithms,Classifiersystem,Pattern

class田cation,Fuzzyrule・basedsystem)

■AFuzzyReasoningMethodforHandlingFuzzy

RuleswithDifferentSpecificityLevels

(特 殊 化 の 度 合 い の 異 な る フ ァ ジ ィ ル ー ル を 取 り 扱 う た め

の フ ァ ジ ィ 推 論 方 法)

H.Ishibuchi

Proc.of18thInternationalConferenceoftheNorth

AmericanFuzzyInformationProcessingSociety,110-

114(1999).

(Fuzzyrules,Fuzzyreasoning,Functionappro文imation,

Spec雌city)

■TradeoffbetweenthePerformanceofFuzzyRule-

BasedClassificationSystemsandtheNumberof

Fuzzylf。ThenRules

(フ ァ ジ ィ ル ー ル に 基 づ く識 別 シ ス テ ム の 性 能 と ル ー ル 数

の トレー ドオ フ)

H,Ishibuchi,T.SotaniandT.Murata

Proc.of18thInternationalConferenceoftheNorth

AmericanFuzzyInformationProcessingSociety,125-

129(1999)。

(Fuzzyrule-basedsystem,Patternclassification,Genetic

algorithrn)

■LearningofFuzzyReferenceSetsinNearest

NeighborClassification

(最 近 傍 識 別 に お け る フ ァ ジ ィ参 照 点 集 合 の 学 習)

T.Nakash童maandH.Ishibuchi

Proc.of18thInternationalConferenceoftheNorth

AmericanFuzzyInformationProcessingSociety ,357-

360(1999),

(Fuzzyrule,Learning,Patternclassification,Nearest

neighborclass迂ication)

■SubdivisionMethodsforDecreasingExcess

FuzzinessofFuzzyArithmeticinFuzzifiedNeural

Networks

(フ ァ ジ ィ ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トワ ー ク に お け る フ ァ ジ ィ 演 算

の 過 剰 な あ い ま い さ を 削 減 す る た め の 細 分 化 手 法)

H.Ishibuchi,M.NiiandK .Tanaka

Proc.of18thInternationalConferenceoftheNorth

AmericanFuzzyInformationProcessingSociety ,448-

452(1999).

(Fuzzifiedneuralnetwork,Fuzzyarithmetic,Interval

arithmetic)

■DesigningaDecisionMakingSystemfora

Market-SelectionGame

(市 場 選 択 ゲ ー ム に 対 す る 意 思 決 定 シ ス テ ム の 設 計)

H.Ishibuchi,C.-H.OhandT.Nakashima



ComputinginEconomicsandFinance'99,0ntheweb

http://fmwww.bc.edu/CEF99/doc/pgm.html(1999).

(Gametheory,Multi-agent,Patternclassification)

口EvolutionofNeighborlyRelationsinaSpatialIPD

GamewithCooperativePlayersandHostile

Players

(協 調 的 プ レ ー ヤ と 敵 対 的 プ レ ー ヤ の 存 在 す る 空 間 型lPD

ゲ ー ム に お け る 近 傍 関 係 の 進 化)

H.Ishibuchi,T.NakariandT.Nakashima

Proc.ofthe1999CongressonEvolutionaryComputation,

929-936(1999).

(Prisoner'sdilemmaSpatialIPDgame,Geneticalgorithms,

Neighborhoodstructure,Neighborlyrelation)

■DesigningCompactFuzzyRule-BasedSystems

withDefaultHierarchiesforLinguistic

Approximation

(言 語 的 近 似 の た め の デ フ ォ ル ト階 層 を 持 つ コ ン パ ク トな

フ ァ ジ ィ シ ス テ ム の 設 計)

H。IshibuchiandT.Nakashima

Proc.ofthe1999CongressonEvolutionaryComputation,

2341-2348(1999).

(Geneticalgorithm,Fuzzymodeling,FunctionapproXirnation)

(Fuzzyrules,Fuzzyreasoning,Functionapproximation,

Generalrules,Speci丘crules)

■MultトObjectiveFuzzySchedulingwiththeOWA

OperatorforHandlingDifferentScheduling

CriteriaandDifferentJoblmportance

(個 々 の ジ ョ ブ の 目 的 と 重 要 度 を 取 り 扱 う た め のOWAオ

ペ レー タ を 用 い た 多 目 的 フ ァ ジ ィ ス ケ ジ ュー リ ン グ)

T.Murata,H.IshibuchiandM.Gen

Proc.of19991EEEInternationalConferenceonFuzzy

Systems,773-778(1999).

(Multipleschedulingcriteria,Multiplejobimportance,

Fuzzyscheduling,Owaoperator)

■Genetic-Algorithm-BasedApproachtoLinguistjc

ApproximationofNonlinearFunctionswithMany

lnputVariables

(多 数 の 入 力 変 数 を 伴 う 非 線 形 関 数 の 言 語 的 近 似 に 対 す る

遺 伝 的 ア ル ゴ リズ ム に基 づ く手 法)

H.IshibuchiandT.Nakashima

Proc.of19991EEEInternationalConferenceonFuzzy

Systems,779-784(1999).

(Fuzzyrule-basedsystem,Geneticalgorithm,Fuzzy

inference)

■DecreasingExcessFuzzinessinFuzzyOutputs

fromNeuralNetworksforLinguisticRule

Extraction

(言 語 ル ー ル 獲 得 に お け る ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク か ら の

フ ァ ジ ィ 出 力 に 含 ま れ る 過 剰 な あ い 豪 い さ の 削 減)

H.Ishibuchi,M.NiiandK.Tanaka

Proc.ofInternationalJointConferenceonNeural

Networks,CD・ROMProceedings(1999).

(Ruleextraction,Fuzzifiedneuralnetwork,Fuzzy

arithmetic)

■ApproximateRealizationofFuzzyMappingsby

RegressionModels,NeuralNetworks,andRule-

BasedSystems

(回 帰 モ デ ル と ニ ュー ラ ル ネ ッ トワー ク,ル ー ル ベ ー ス シ ス

テ ム に よ る フ ァ ジ ィ写 像 の 近 似 的 な 実 現)

H.Ishibuchi,M.NiiandC.-H.Oh

Proc.of19991EEEInternationalConferenceonFuzzy

Systems,939-944(1999).

(Regressionmodels,Neuralnetworks,Rule-based

systems,FuzzymapPing)

疇SpecificationofLocalSearchDirectionsin

GeneticLocalSearchAlgorithmsforMulti-

ObjectiveOptimizationProblems

(多 目 的 最 適 化 問 題 の た め の 遺 伝 的 局 所 探 索 法 に お け る 局

所 探 索 方 向 の 設 定)

T.Murata,H.IshibuchiandM.Gen

Proc.oftheGeneticandEvolutionaryComputation

Conference,441-448(1999).

(Geneticalgorithms,Multiっbjectiveoptimization,Local

searchdirection,Scheduling)

ロFuzzyReasoningMethodinFuzzyRule-based

SystemswithGeneralandSpecificRulesfor

FunctiOnApProximation

(関 数 近 似 の た め の 一 般 的 な ル ー ル と 特 殊 な ル ー ル を 持 つ

フ ァ ジ ィ ル ー ル ベ ー ス シ ス テ ム に お け る フ ァ ジ ィ 推 論 方

法)

H.Ishibuchi

Proc.of19991EEEInternationalConferenceonFuzzy

Systems,198-203(1999).

■Fuzzy-Arithmetic-BasedApproachforEixtracting

PositiveandNegativeLinguisticRulesfrom

TrainedNeuralNetworks

(学習 後 のニューラルネ ットワークから肯定的または否定

的な言語ルールを抽出するためのファジィ演算 に基づくア

プローチ) ロ
H.Ishibuchi,M.NiiandK.Tanaka

Proc.of19991EEEInternationalConferenceonFuzzy

Systems,1382-1387(1999).

(Fuzzifiedneuralnetwork,Fuzzyarithmetic,Rule

extraction)

■AHybridFuzzyGenetics-BasedMachineLearning

Algorithm:HybridizationofMichiganApproach

andPittsburghApProach

(八 イ ブ リ ッ ドフ ァ ジ ィ 遺 伝 的 機 械 学 習 法 の 提 案:ミ シ ガ

ン ア ブ ロ ー チ と ピ ッ ツ パ ー グ ア プ ロ ー チ の 融 合)

H.Ishibuchi,T.NakashimaandT.Kuroda

Proc.of19991EEEInternationalConferenceon

Systems,Man,andCybernetics,1,296-301(1999).
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(Geneticalgorithm,Machinelearning,Fuzzyrule-based

system,Patternclassi丘cation)

■LocalSearchProceduresinaMulti-Objective

GeneticLocalSearchAlgorithmforScheduling

Problems

(ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 問 題 の た め の 多 目 的 遺 伝 的 局 所 探 索 法

に お け る 局 所 探 索)

H.IshibuchiandT,、Murata

Proc.of19991EEEInternationalConferenceon

Systems,Man,andCybernetics,1,665-670(1999).

(Localsearchdirection,Multi-objectiveoptimization,

Geneticalgorithms)

■ImplementationofGeneticAlgorithmsfora

SpatialIPDGamewithaGeneralizedObjective

Function

(空 間 型1PDゲ ー ム に 対 す る 一 般 化 目 的 関 数 を 用 い た 遺 伝

的 ア ル ゴ リズ ム の 実 装)

H.Ishibuchi,T.NakariandT.Nakashima

Proc.of1999工EEEInternationalConferenceon

Systems,Man,andCybernetics,4,248-253(1999).

(Generalizedobjectivefunction,Prisoner「sdilemma,

Geneticalgorithms)

■ConstructionofFuzzyClassificationSystems

UsingMultipleFuzzyRuleTables

(複 数 の フ ァ ジ ィ ル ー ル テ ー ブ ル を 用 い た フ ァ ジ ィ 識 別 シ

ス テ ム の 構 築)

T.Murata,H.IshibuchiandM.Gen

Proc.of19991EEEInternationalConferenceon

Systems,Man,andCybernetics,4,875-880(1999).

(Multiplefuzzyruletables,Classificationsystem,

Geneticalgorithms)

■AFuzzyGenetics-BasedMachineLearningMethod

forDesigningLinguisticClassificationSystems

withHighComprehensibility

(解 釈 性 の 高 い 言 語 的 識 別 シ ス テ ム を 構 築 す る た め の フ ァ

ジ ィ遺 伝 的 機 械 学 習 法)

H.Ishibuchi,T.NakashimaandT.Kuroda

Proc.of6thInternationalConferenceonNeural

InformationProcessing,597-602(1999).

(Linguisticmodeling,Geneticalgorithm,Pattern

classification,Machinelearning)

日Genetic・Algorithm-BasedApproachestothe

LinguisticRuleExtractionfromNumericalData

(数 値 デ ー タ か らの 言 語 的 ル ー ル の 抽 出 の た め の 遣 伝 的 ア

ル ゴ リ ズ ム に 基 づ く 手 法)

H.IshibuchiandT.Nakashima

Proc.of19991nternationalSymposiumonNonlinear

TheoryandItsApplications,49-52(1999).

(Patternclassification,Fuzzyrule-basedsystem,

Genetics-basedmachinelearning)
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聾次世代の品質経営と商品企画

太田宏

日本 ゴム協会誌,72,387-394(1999).

■ニ ュー ロ ーフ ァジィとデータ解析の融合手法

市橋秀友

システム/制 御/情 報43,4,167-173(1999).

■知識獲得 ・データマイニングにおけるファジィの新展開

石渕久生

日本 ファジィ学会誌11,6,978-979(1999).
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■lndustrialEngineeringApPlicationsandPractice:

User'sEincyclopedia,MULTIPLEiCRITERIA

OPTIMIZATION

H.Nagasawa(分 担 執 筆)

InternationalJournalofIndustrialEngineering,1999.

■lndustrialEngineeringApplicationsandPractice:

User'sEncyclopedia,GEiiRT(GRAPHICAL

EVALUAT10NANDREVIEWTECHNIQUE)

H.Ohta(分 担 執 筆),

InternationalJournalofIndustrialEngineering,1999.

■PossibilisticDataAnalysisforOperationsResearch

H.TanakaandP.Guo

Physica。Verlag(1999).

■EvolutionofReferenceSetsinNearestNeighbor

Classification

H.IshibuchiandT.Nakashima(分 担 執 筆)

SimulatedEvolutionandLearning(Ed.byB.McKay,X,

Yao,C.S.Newton,J.-H.KimandT.Furuhashi),

Springer-Verlag,82-89(1999).

■LearningfromLinguisticRulesandRuleExtraction

forFunctionApproximationbyNeuralNetworks

K,Tanaka,MNiiandH。Ishibuchi(分 担 執 筆)

SimulatedEvolutionandLearning(Ed。byB.McKay,X.

Yao,C.S.Newton,J.-H.KimandT.Furuhashi),

Springer-Verlag,317-324(1999).

■TechniquesandAppljcationsofGeneticAlgorithm-

BasedMethodsforDesigningCompactFuzzy

ClassificationSystems

H.Ishibuchi,T.NakashimaandT,Murata(分 担 執 筆)

FuzzyTheorySystems:TechniquesandApplications

VoL3(Ed.byC.T,Leondes),AcademicPress,1081-

1109(1999)。

mTechniquesandApplicationsofNeuralNetworks

forFuzzyRuleApproximation

H.IshibuchiandMNii(分 担 執 筆)

FuzzyTheorySystems:TechniquesandApplications

VoL4(Ed.byC.T.Leondes),AcademicPress,1491-

1519(1999).
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徊18thlnternationalConferenceoftheNorth

AmericanFuzzylnformationProcessingSociety

(NewYork,USA,June,1999)

H,Ishibuchi

AFuzzyReasoningMethodfbrHandlingFuzzyRules

withDifferentSpec三ficityLevels.

H.Ishibuchi,T.SotaniandT.Murata

TradeoffbetweenthePerfbrmanceofFuzzyRule-Based

Classi且cationSystemsandtheNumberofFuzzyIf-

ThenRules.

T.NakashimaandH.Ishibuchi

LearningofFuzzyReferellceSetsinNearestNeighbor

Classification.

H.Ishibuchi,M.NiiandK.Tanaka

SubdivisionMethodsforDecreasingExcessFuzziness

ofFuzzyArithmeticinFuzzifiedNeuralNetworks。

叫nternationalConferenceonTQMandHuman

Factors(Linkoping,Sweden,June,19.99)

H.IwasakiandH,Ohta

EstimationofResponseSurfacesforKanseiEvaluation

Qualities-Five-pointandSix-pointEvaluationAnalysis.

■ComputinginEconomicsandFinance'99(Boston,

USA,June,1999)

H.Ishibuchi,C.-H.OhandT.Nakashima

DesigningaDecisionMakingSystemforaMarket-

SelectionGame.

口19991EiEElnternationalJointConferenceonNeural

Networks(WashingtonD.C.,U.S.A.,July,1999)

E.Ikeda,T。Imaoka,H.IchihashiandT.Miyoshi

NonlinearComponentAnalysisbyFuzzyClustering

andMultidimensionalScalingMethods.

A.Yamakawa,K.Honda,H.IchihashiandT.Miyoshi

SimultaneousApProachtoFuzzyCluster,Principal

ComponentandMultipleRegressionAnalysis.

A.Yamakawa,Y.Kanaumi,H.IchihashiandT.Miyoshi

SimultaneousApPlicationofClusteringand

CorrespondenceAnalysis.

E.Ikeda,H.Ichihashi,K.NagasakaandT.Miyoshi

LVQ-FCVf6rMissingValueEstimationandPattern

Classification.

H.Ishibuchi,M.NiiandK.Tanaka

DecreasingExcessFuzzinessinFuzzyOutputsfrom

NeuralNetworksforLinguisticRuleExtraction.

■The1999CongressonEvolutionaryComputation

(WashingtonD.C,,USA,JuIy,1999)

H.Ishibuchi,T.NakariandT.Nakashima

EvolutionofNeighborlyRelationsinaSpatial]PDGame

withCooperativePlayersandHostilePlayers.

H,IshibuchiandT.Nakashima

DesigningCompactFuzzyRule-BasedSystemswith

DefaultHierarch量esfbrLinguisticApproximation.

■AJointMeetingof廿1e日ghthlntema加nalConference

onGeneticAlgorithmsandtheFourthAnnual

GeneticProgrammingConference(Orlando,USA,

July,1999)

T.Murata,H。IshibuchiandM.Gen

SpecificationofLocalSearchDirectionsinGeneticLocal

SearchAlgorithmsforMulti-ObjectiveOptimization

Problems.

■19991EEElnternationalConferenceonFuzzy

Systems(Seoul,Korea,August,1999)

T.Miyoshi,H.Ichihashi,H.TabuchiandH.Tanaka

ModelSelectionforRBFNeuralNetworksUsing

Distorter.

P.GuoandH.Tanaka

InformationFusionBasedonExponentialPossibility

Distributions.

H.Ishibuchi

FuzzyReasoningMethodinFuzzyRule-basedSystems

withGeneralandSpecificRulesforFunct三 〇n

ApProximation。

T。Murata,H.IshibuchiandM.Gen

Multi-ObjectiveFuzzySchedulingwiththeOWA

OperatorfbrHandlingDifferentSchedulingCriter{aand

DifferentJobImportance.

H.IshibuchiandT.Nakashima

Genetic-Algorithm-BasedApproachtoLinguistic

ApproximationofNonlinearFunctionswithManyInput

Variables.

H.Ishibuchi,M.NiiandC.-H,Oh

ApproximateRealizationofFuzzyMapplngsby

RegressionModels,NeuralNetworksandRule-Based

Systems.

H,Ishibuchi,M.NiiandK。Tanaka

Fuzzy-Arithmetic-BasedApproachforExtracting

PositiveandNegativeLinguisticRulesfromTrained

NeuralNetworks。
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■The15thlnternationalConferenceonProduction

Research(Limerick,Ireland,August,1999)

N.HirabayashiandH.Nagasawa

On-lineSchedulingusingNormativeSchedulein

AutonomousDistributedManufacturingSystem.

M.Asano,H.OhtaandMHino

SingleMachineSchedulingwithReadyTimesandDue

DatesConstraints.

M.AsanoandH.Ohta

JobShopSchedulingtoMinimizeTotalHoldingCost.

K.Nagasaka,E.Ikeda,H.Ichihashi,T.Miyoshi,H.

Nakagawa,T.Hirogaki,Y.KitaandY.Kakino

Quan面cationofGrindingWheelTopography.

A.YamakawaH.Ichi止1ashiandT.Miyoshi

Fuzzyc-MeanswithMaximizingCanonicalCorrelation

Coef丘cients.

A.Yamakawa,H.IchihashiandT.Miyoshi

MultipleCorrespondenceAnalysisofMimetic

ExperiencesofAdvancedAgedPersons.

■Thel5thTriennialConferenceofthelnternationai

FederationofOperationalResearchSocieties

(Beijing,China,August,1999)

X.Sun,K.MorizawaandH,Nagasawa

Machine-Unfixed,Machining-AssemblyFlowShop

Scheduling.

K.Morizawa,X.SunandH.Nagasawa

SqueezingBranchandBoundAlgorithmforan

ハ㎜ γFmaxProblem.

■8thInternationalFuzzySystemsAssociation

WorldCongress(Taipei,Taiwan,August,1999)

P、Guo,H.TanakaandMJnuiguchi

FuzzyAggregationModelsforRankingtheObjects

withMultipleAttributes.

P.GuoandH.Tanaka

EfficiencyEvaluationModelsviaFuzzyLinear

ProgrammingProblems.

■ThelnternationalConferenceonAdvanceSin

MaterialsandProcessingTechnologiesAMPT

'99and16thAnnualCenferenceoftheIrish

ManufacturingCommitteeIMC16(Dublin,lreland,

August,1999)

N.HirabayashiandH.Nagasawa

DynamicLayoutMethodwithEvolutionStrategiesin

FlexibleManufacturingSystems.

■TheSecondWorldManufacturingCongress
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(Durham,UK,September,1999)

N.Hirabayashi,H.KitaandH.Nagasawa

DynamicFacilityLayoutusingEvolutionStrate91es・

■TheSecondAsia-PacificConferenceonIndustriaJ

EngineeringandManagementSystems

(Kanazawa,Japan,October,1999)

D.H.Lee,K.MorizawaandH.Nagasawa

Two-MachineParallelFlowShopSchedulingto

MinimizeMakespan.

X.Sun,K.MorizawaandH.Nagasawa

HeuristicAlgorithmsfortheMachine-Unfixed,

Machining・AssemblyFlowShopSchedulingProblem.

K.Morizawa,X.SunandH.Nagasawa

SqueezingBranchandBoundAlgorithmforthe

Machine-fixed,Machining-AssemblyFlowshop

SchedulingProblem.

E.KusukawaandH.Ohta

AnImprovementofControlChartsforHighYield

Processes.

M.Asano,H.OhtaandY.Takada

SchedulingtoMeetDueDatesandDueDates

AssignmentAlgorithminADynamicJobShop.

M.Asano,K.Hatanaka,Y.TakahashiandH.Ohta

AnAlgorithmfbrSolvingJobShopSchedulingBased

onSingleMachineProblemswithReadyandDue

TimesConstraints.

K、Miyagishi,M.OhsakoandH,Ichihashi

TemperaturePredictionfromRegionalSpectralModel

byNeurofuzzyGMDH.

■19991EEElnternationaiConferenceonSystems,

Man,andCybernetics(Tokyo,Japan,October,

1999)

H.Ishibuchi,T.NakashimaandT.Kuroda

AHybridFuzzyGenetics-basedMachineLearning

Algorithm:HybridizationofMichiganApproachand

PittsburghApproach.

H.IshibuchiandT.Murata

LocaiSearchProceduresinaMulti・ObjectiveGenetic

LocalSearchAlgorithmf6rSchedulingProblems.

H.Ishibuchi,T.NakariandT.Nakashima

ImplementationofGeneticAlgorithmsfbraSpatialIPD

GamewithaGeneralizedObjectlveFunction.

T.Murata,H.IshibuchiandM.Gen

ConstructionofFuzzyClassificationSystemsUsing

MultipleFuzzyRuleTables.



凹7thlnternationalWorkshoponRoughSets,Fuzzy

Sets,Data-Mining,andGranular-SoftComPutin9

(Yamaguchi,Japan,November,1999)

K.Sugihara,Y.MaedaandH.Tanaka

IntervalEvaluationbyAHPwithRoughSetConcept.

Y.MaedaK.SenooandH.Tanaka

IntervalDensityFunctionsinConflictAnalysis.

■6thlnternationalConferenceonNeurallnformation

Processing(Perth,Australia,November,1999)

H.Ishibuchi,T.NakashimaandT.Kllroda

AFuzzyGenetics-BasedMachineLearningMethodfor

DesigningLinguisticClass面cationSystemswithHigh

Comprehensibility.

■19991nternatbnalSymposiumonNonlinear

TheoryandltsApplications(Hawaii,USA,

November-December,1999)

H.IshibuchiandT.Nakashima

Genetic-Algorithm-BasedApproachestotheLinguistic

RuleExtractionfromNumericalData。

■The26thlnternationalConferenceonComputers

&lndustrialEngineering(Melbourne,Australia,

December,1999)

M.AsanoandH.Ohta

JobShopSchedulingtoMinimizeTotalWeighted

Tardiness.

H.OhtaandM.Nakamura

CellFormationwithReductioninSetupTimes.
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口 日本オペ レー ションズ ーリサーチ学会 春期研 究発表会

(3月,大 阪)

円谷友英,前 田 豊,田 中英夫

区間効率値によるDEAモ デル

予稿集,180-181.

■平 成11年 度 日本経営工学会春季大会(5月,神 奈川)

楠 川恵津子,太 田 宏

高品質工程用管理図の改良

予稿集,58-59.

青 山行宏,渡 壁京子,小 林淳一,有 薗育生

DoubleSampling(瓦S)同 時管理図の提案と特性

予稿集,60-61.

木村 有寿,有 薗育生

拡張 カルマンフィルタを用いた誤差逆伝播学習法 一共分

散項に関する一考察

予稿集,121-122.

森澤和子,野 本哲晃,孫 礒,長 沢啓行

分岐 限界法 による機械非指定型3機 械加工一組立フローシ

ョップ ・スケジュー リング

予稿集,225-226.

浅野 誠,高 橋百合子,畑 仲圭介,太 田 宏

着手可能時刻 と納期 に制約のある単一機械 問題 に基づ く

ジョブショップスケジューリングの解法

予稿集,231-232.

浅 野誠,高 田芳宏,日 野昌樹,太 田 宏

動的ジ ョブショップ過程における納期設定法

予稿集,235-236.

■第43回 システム制御情報学会研究発表講演会(5月,大 阪)

本 多克宏,山 川あす香,市 橋秀友,三 好哲也,奥 山哲史

ファジィクラスタリングと回帰 と主成分の同時分析法

講演論文集,521-522、

田中洋司,市 橋秀友,三 好哲也,奥 山哲史

ファジィクラスタリングと核関数法 による天気の判別

講演論文集,523-524

石 渕 久生,村 田忠彦,曽 谷友和

多 目的ルール選択のための遺伝的局所探索 における探索

方向の決定

講演論文集,337-338.

新居 学,石 渕久生

ファジィニュー ラルネッ トワークにおけるファジィ演算

の改良

講演論文集.347-348。
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中理 達生,石 渕久生,中 島智晴

繰 り返 し囚人のジ レンマ ゲームにおける協調的 目的関数

と敵対的目的関数

講演論文集,383-384,

呉 志 賢,中 島智晴,石 渕久生

市場選択ゲームに対す る最近傍識別器を用いた意志決定

講演論文集,385-386.

中 島智晴 石渕久生

ファジィ最近傍識別器 における参照点の学習

講演論文集,527-528。

■ 電子情報通信学会技術研究報告 「人工知能と知識処理」(5

月,東 京)

石渕久生

ファジイクラシファイアシステム

講演論文集,31-43.

田中洋司,市 橋秀友,三 好哲也,奥 山哲史

ファジィクラスタリング と核関数法による天気の判別

講演論文集,523-524.

■第15回 フ ァジィシステムシンポジウム(6月,大 阪)

石 渕久生,中 島智晴

少数の言語的ルールによる多入力非線形関数の近似:遺

伝的アルゴリズムによるルール選択手法

講演論文集,89-90.

石 渕久生,黒 田哲矢,中 島智晴

ファジィ識別 システム構築 のための ミシガンアプローチ

とピッッバーグァプローチのハイブリッ ド化

講演論文集,125-126.

池 田 恵理子,市 橋秀友,三 好哲也

LVQ-FCVに よる欠損データの推定 とパ ターン識別

講演論文集,127-128,

村 田患彦,石 渕久生,玄 光男

複数 のファジィルールテーブルを用いた識別 システムの

構築

講演論文集,133-134.

宮岸 聖高,大 迫真実,市 橋秀友,三 好哲也,奥 山哲史

NF-GMDHに よるRSMか らの気温予測

講演論文集,163-164.

杉原 一臣,田 中英夫

区間AHPに よる区間評価

講演論文集,211-212.

石渕 久生,新 居 学,呉 志賢

ファジィ写像の近似表現 のための様 々な手法



講演論文集,399-400.

新居 学,石 渕久生

学習後の二一一ラルネッ トワークか らのルール獲得手法

の改良

講演論文集,485-486.

P.GuoandH.Tanaka

RankModelsBasedonPossibilisticLinearProgramming

講 演 論 文 集,543-544.

P.GuoandH.Tanaka

KnowledgeIntegrationBasedonPossibilityDistribution

講 演 論 文 集,545-546.

村田忠彦,石 渕久生,玄 光男

重要度 を考慮 した多 目的フ ァジィスケジューリング問題

の定式化

講演論文集,555-556.

大迫 真実,宮 岸聖高,市 橋秀友,三 好哲也

FCMク ラスタリング法 によるRBFパ ラメー タの推定

講演論文集,613-614.

山川あす香,市 橋秀友,三 好哲也

正準相関係数を最大 とす るファジィクラスタリング

講演論文集,631-632.

池 田恵理子,今 岡俊雄,市 橋秀友,三 好哲也

ファジィクラス タリングと数量化分析4類 による非線形成

分分析

講演論文集,633-634.

岩崎 一宏,谷 直樹,市 橋 秀友,三 好哲也,荒 木昭一,

今 中 武

WWWコ ンテンツのHMDに よ る探索 システム(CSE)

講演論文集,639-MO.

坂 本 興久,谷 直樹,市 橋 秀友,三 好哲也,荒 木昭一,

今 中 武

WWWコ ンテンツのオー トクルーズによる探索機能

講演論文集,641-642.

足立 さなえ,田 中洋司,市 橋秀友,三 好哲也,荒 木昭一,

今 中 武

WWWコ ンテ ンツの空 間配置法 と探索 システム

講演論文集,659-660.

■精密工学会1999年 度関西地方定期学術講演会(7月 ,彦根)

林 猛晴,中 川平三郎,廣 垣俊樹,垣 野義昭,喜 田義宏,

長坂一徳

砥石作業面 トポグラフィーの測定に関する研究一仕上げ

面生成機構の考察一

講演論文集,41-42.

■平成11年 度日本ファジィ学会関西支部シンポジウム(9月,

大阪)

宮岸聖高,市 橋秀友,三 好哲也

GMDH型 ニ ューラルネ ットワーク

講演論文集,11-12.

呉 志 賢,市 橋秀友,三 好哲也

クラス タリングと主成分分析 による知識発見

講演論文集,21-22.

市橋 秀友,三 好哲也,足 立さなえ,荒 木昭一,田 中洋司

簡易版コンテンツ ・スペース ・エクスプローラ

講演論文集,31-32.

中島智晴,石 渕久生

GAに よる最近傍識別器構築 のための参照点 と特徴の選択

講演論文集,61-62.

小松 裕和,本 多克宏,呉 志賢,市 橋秀友,三 好哲也

補助変数に独立な主成分 を抽 出す るファジ ィクラス タリ

ング法

講演論文集,101-102.

縄舟 守,本 多克宏,市 橋 秀友,三 好哲也

ニューラルネ ッ トの発見的モデル選択規範 一デ ィス トー

タn

講演論文集,111-112.

中理 達生,石 渕久生,中 島智晴

空間型IPDゲ ー ムにおける協調的振舞い と近傍構造の関

係

講演論文集,211-212.

杉 原 一臣,前 田 豊,田 中英夫

区間データの可能性AHPモ デル

講演論文集,241-244.

新 居 学,石 渕久生

二一一ラルネ ッ トワー クか らの否定型フ ァジィルールの

抽 出

講演論文集,271-272,

大 迫真実,本 多克宏,呉 志賢,市 橋秀友,三 好哲也

ファジィクラス タリングによるスイッチング線形判別

講演論文集,331-332.

曽谷 友和,石 渕久生,村 田忠彦

ファジィ識別システムの性能 とルール数の トレー ドオフ

講演論文集,341-342.

高 奥貴至,本 多克宏,市 橋 秀友,三 好哲也

一般 回帰ニューラル ネッ トにおけるデ ィス トー タを用い

る核 関数の幅決定法

講演論文集,351-352.

円谷友英,田 中英夫,前 田 豊

区間出力を用いた指数型可能性回帰分析
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講 演 論 文 集,541・543.

■平成11年度日本経営工学会秋季研究大会(10月,札 幌)

森 雅俊,太 田雅晴,長 沢啓行

新製品における生産 ・販売での切 り替え時に発生する費

用最小化の考察

予稿集,115117.

石田 直,孫 礒,森 澤和子,長 沢啓行

分岐限界法による機械非指定型 ・加工一組立フローショ

ップ ・スケジューリング

予稿集,157-158.

田中喜美子,新 居 学,石 渕久生

コンパク トなファジィ識別システムの構 築 と学習

講演論文集,762-765.

呉 志賢,市 橋秀友

クラス タリング と主成分分析 の同時分析 法に よるPOSデ

ー タか らの知識発見

講演論文集,766-771,

石 渕久生,曽 谷友和,村 田忠彦

ファジィ識別システムの性能 とルール数 の トレー ドオフ

講演論文集t784787.

西 尾 文 宏,孫 礒,森 澤 和 子,長 沢 啓 行

SqueezingBranchandBound法 に よ る 機 械 指 定 型 ・加

工 一 組 立 フ ロ ー シ ョ ッ プ ・ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

予 稿 集,159-160.

浅野誠,畑 仲圭介,太 田 宏

納期厳守型ジ ョブショップスケジューリングにおける総

在庫 コス ト最小化問題の解法

予稿集,165-166.

■京都大学数理解析研究所研究集会 「不確実 ・不確定性の

もとでの数理的決定論」(10月,京 都)

杉原一臣,前 田 豊,田 中英夫

区間データの可能性AHPモ デル

講演論文集,9-10.

円谷友英,前 田 豊,田 中英夫

区間効率値 と非効率値 による評価

講演論文集,42-43.

浅野 誠,高 橋 百合子,太 田 宏

重み付 き納期遅れ最小化 ジョブショップスケジュー リン

グの解法

予稿集,167-168.

浅野 誠,高 田芳宏,太 田 宏

動的ジ ョブシ ョップ環境 における最大設定納期最小化 の

納期設定法

予稿集,169-170.

中村 将輝,太 田 宏

ファジィ言語 を用いたセル構成

予稿集,177-178.

長坂 一徳,市 橋秀友,樋 口誠康

介護ランク決定の一方法

予稿集,216・217.

楠川 恵津子,太 田宏

CSC管 理 図の高品質工程への適用に関する一考察

予稿集,223-224.

久 田孝治,渡 壁京子,小 林淳一,有 薗育生

Weibull寿 命分布における平均寿命 を保証する計量規準型

信頼性試験

予稿集,246-247.

■第9回 インデリジェン ト・シスデム ・シンポジウム(10月 ,

福井)

市橋秀友,本 多克宏,足 立 さなえ,荒 木昭一

数量化分析3類 とクラスター分析 による3次 元SOM

講演論文集,684-687.
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数 理 工 学 科

数理解析講座

教 授

助教授

講 師

助 手

兼 田 均

原 惟 行

栗 木 進 二

小 山 英 之

河 野 通 威

数理物理講座

教 授 会 田 修

助教授 市 川 公 一

講 師 中 谷 博 司

助 手 魚 住 孝 幸

三 村 功次郎

長 尾 壽 夫 早 川 款達郎

米 山 俊 昭

城 崎 学

藤 江 徳 雄

萱 沼 洋 輔

加 藤 勝

中 西 哲 夫

野 場 賢 一

馬 万彪

田 尻 昌 義

西 森 拓

田 ロ 幸 広

福 田 浩 昭



●一ク 〇一ノ ● 1.学 術論文 、国際 会議Proc. '●1●'o'・ ノ ・ノ ●ノ ●ノ.'・ ノ.ノ ●ノ ・ノ ・ノ ・」 ・'●20ノ ●ノ ●ノoノ ●'●'● ノ ●102●

門Star-shapedperioddicsolutionsfor

x'(t)=一 α{1-Hx(t)112}R(θ)x([tl)

(x'(t)=一 α{1-Hx(t)i12}R(θ)x([t])の 星

形 周 期 解)

坂 田 定 久,原 惟 行

数 理 解 析 研 究 所 講 究 録1083,63-74(1999).

(Star-shapedperiodicsolution,Everywheredense,

Piecewiseconstantargument)

■StabilityanalysisonadelayedS旧epidemic

modelwithdensitydependentbirthprocess

(出 産 過 程 に 依 存 す るSIR伝 染 病 時 間 遅 れ モ デ ル の 安 定 解 析)

Y.TakeuchiandW.Ma

DynamicsofContinuous,DiscreteandImpulsive

Systems5,171・184(1999).

(Stabilityanalysis,SIRepidemicmodel,Timedelay)

■Globalattracti》ityresultsfornonlineardelay

differentialequations

(時 間 遅 れ を も つ 非 線 形 微 分 方 程 式 の 大 域 的 吸 収 性 に 関 す

る 結 果)

H.Matsunaga,R.MiyazakiandT。Hara

JournalofMathematicalAnalysisandAppiications234,

77-90(1999).

(Globalattractivity,Delaydifferentialequations,3/2-

stability)

Commun.Statist、TheoryMeth、28,873-883(1999)

■Amethodforconstructinggeneralizedcyclic

designswithlargervaluesoftheparameters

(パ ラ メ ー タ の 大 き な 値 を も つ 一 般 巡 回 型 計 画 を 構 成 す る

た め の 方 法)

S,KurikiandK.Ishikawa

ScientiaeMathematicae,2,231-240(1999).

(Generalizedcyclicdesigns,Efficiencyfactor)

圏ResultsfromtheGardner-Derrida-Mottishawtheory

ofassociativememory

(連 想 記 憶 に 関 す る ガ ー ドナ ー ・デ リ ダ ・モ テ ィ シ ョ ウ 理

論 か らの 帰 結)

H.KoyamaN.FujieandH.Seyama

NeuralNetworks12,247-257(1999).

(recallingProcessofassociativememory,overlap,

psudo-normaldistribution)

圏LatticeSoliton:SolutiontotheDevey-Stewartson

Equatjon

(格 子 ソ リ トン:デ ィ ビー ・ス テ ィ ワ ー トソ ン 方 程 式 の 解)

R.TakashimaandM.Tajiri

J.Phys.Soc.Jpn.,68,2246-2251(1999)

(Soliton,Periodicsoliton,Latticesoliton,Imbricate

series,Davey-Stewartsonequation)

iNecessaryandsuf而cientconditionsforpermanence

andglobalstabilityofaLotka-Volterrasystem

withtwodelays

(2個 の 時 間 遅 れ を も つ ロ トカ ・ヴ ォ ル テ ラ 方 程 式 系 の パ ー

マネ ン ス と 大 域 的 安 定 性 に 関 す る 必 要 十 分 条 件)

Y.Saito,T.HaraandW.Ma

JournalofMathematicalAnalysisandAppiications236,

534"556(1999).

(Lotka-Volterrasystemwithdelays,Permanence,Global

stability)

■Theasymptoticstabilityofatwo-dimensional

lineardelaydifferenceequation

(遅 れ を も つ2次 元 線 型 差 分 方 程 式 の 漸 近 安 定 性)

H.Matsunaga,andT.Hara

DynamicsofContinuous,DiscreteandImpu}sive

Systems6,465-473(1999).

(Asymptoticstability,Delaydifferenceequation,

Characteristicequation)

匿Therisksforusualsequentialestimatesand

StopPingtimesofmultivariatenormalmeanfo「

conjugatedistribution

(共役 な分布 に対する多次元正規分布 の平均の通常の逐次

推定量と停止則に対するリスク)

HisaoNagao

■Growing-and-decayingmodesolutiontothe

Davey-Stewartsonequation

(デ ィ ビー ・ス テ ィ ワ ー トソ ン 方 程 式 の 成 長 一減 衰 モ ー ド解)

M.TajiriandT.Arai

Phys。Rev.,E60,2297-2305(1999)

(Soliton,Nonlinearintermittedwave,Growing-and-

decayingmode,Davey-Stewartsonequation)

■PeriodicSolitonSolutionstotheDavey-Stewartson

Eiquation

(デ ィ ビー ・ス テ ィ ワー トソ ン 方 程 式 の 周 期 ソ リ トン 解)

M.TajiriandT.Arai

Proc.ofthe3rdInternationalConferenceonSymmetry

inNonlinearMathematicalPhysics(Kyiv1999)1,210・

217(1999)

(Soliton,Periodicsoliton,Davey-Stewartsonequation)

■広田の直接法によるソ リトンの安定性

(StabilityofSolitonsbyHirotaMethod)

新居 毅人,武 内清寛,田 尻昌義

九州大学応用力学研究所研究集会(ソ リ トン理論の新展

開)報 告10ME-S1154-159(1999)

(Soliton,Stabiiityofsoliton,Hirotamethod)

■OntheLineShapeofPhononSide・BandinPhoto-

AbsorptionofLocalizedCenters
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(局 在 中 心 の 光 吸 収 に お け る フ ォ ノ ン サ イ ドパ ン ドの 形 状

に つ い て)

Y.KayanumaandK.Noba

J.Phys.Soc.Jpn.68,1061-1061(1999).

(phononside-band,photo-absorption)

■SpatialCoherenceofCoreHolesinResonantX-

RayEmissionforaModelofDiatomicMolecules

withDephasing

(位 相 乱 れ の あ る2原 子 分 子 モ デ ル で の 共 鳴X線 発 光 に お け

る 内 殻 正 孔 の 空 間 的 コ ヒ ー レ ン ス)

T.Takagi,Y.KayanumaandS.Tanaka

J.Phys.Soc.Jpn.68,434-439(1999).

(resonantx-rayemission,corehole,coherence)

■ExcitedStateAbsorptionofExcitonsConfinedin

SphericalQuantumDots

(球 形 量 子 ドッ トに 閉 じ込 め られ た 励 起 子 の 励 起 状 態 畷 収)

T.Uozumi.Y。Kayanuma,Y.YamanakaK.Edamatsu

andT,Itoh

Phys.Rev.B59,9826-9829(1999).

(quantumdots,quantumconfinementeffect,transient

absorption)

(resonantinversephotoemission,CeRh3,CePd3,CeSn3)

■ResonantPhotoemissionSpectroscopyintheMn

2P-3dExcitationRegionofNiAs-typeMnTe

(NiAs型MnTeのMn2p-3d励 起 領 域 に お け る 共 鴫 光 電

子 分 光)

H。Sato,A.Tanaka,A.Furuta,S.Senba,H.OkudaK.

Mimura,M.Nakatake,Y.Ueda,M.Taniguchi,T.Jo

J.Phys.Soc.Jpn.68,2132-2138(1999).

(NiAs-typeMnTe,Resonantphotoemission,2pthreshold,

Configurationinteraction,Clustermodel)

■Themostsymmetricnon-singularPlanecunlesof

degree<8

(次数8未 満の最も対称的な非特異平面曲線)

H.Kaneta(兼 田 均),S.MarcuginiandF.Pambianco

数 理 解 析 研 究 所 講 究 録1109,182--191(1999).

(algebraiccurve,automorphismgroup,invarinat

polynomial)

.ContactProcessonaDestructedLattice

(接 触 浸 透 過 程:破 壊 さ れ た 格 子 上 で の 接 触 過 程)

T.Tao,K.Tainaka,H.Nishimori

J.Phys.Soc.Jpn.,168,326-329(1999).

■UrbachTailforFerroelectricMaterialswithan

Order-Disorder-TypePhaseTransition

(規 則 不 規 則 型 相 転 移 を 有 す る 強 誘 電 性 物 質 に お け る

UrbachTail)

K,NobaandY.Kayanuma

Phys.Rev.B60,4418・4421(1999)

(Urbachtai1,Ferroelectricmaterial,Phasetransition)

■VibronicTheoryforthe×-RayAbsorptionSpectrum

ofCF4Molecules

(CF・ 分 子 のX線 吸 収 ス ペ ク トル に対 す る パ イ プ ロ ニ ック 理

論)

S.Itoh,S,TanakaandY.Kayanuma

Phys.Rev.A60,4488-4493(1999).

(CF4molecule,vibronictheory)

■Quasi-particlespectrumaroundasinglevortexin

s-wavesuperconductors

(s・波 超 伝 導 体 中 の 一 つ の 渦 糸 ま わ り の 準 粒 子 ス ペ ク トル)

MasaruKatoandKazumiMaki

Hightemperaturesuperconductivityeditedby

S.EBarnesetal.

(AmericanInstituteofPhysics),53-56(1999).

胴Resonanceeffectoninverse-photoemission

spectroscopyofCeRh3,CePd3andCeSn3

(CeRh3,CePd3andCeSn3の 逆 光 電 子 分 光 に お け る 共 鴫

効 果)

K.Kanai,Y.Tezuka ,T。Terashima,Y,Muro,M

Ishikawa,T.Uozumi,A.Kotani ,G.Schmerber,J.P。

Kappler,J.C.Parlebas,andS .Shin

Phys.Rev.B60,5244-5250(1999) .
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J-・2,解 説 ,総 説
,■_ノ 。一ρ ●一 ρ9_ノ ・一ρ 。一ク ●ノ ・_∠P・_ノ.'層 一ρ ●一ρ.',ノ ●一ρ,_∠ レ9_ノ 〇一ρ ◎'・ ノ ・ノ ●_ノ.'● ノ 。_ノ 。ノ ・_ノ ●_ノ ●ノ 。一 ρ ●一ρ ●ノ ●一ρ ・'

顯見えてきた内殻励起状態での原子移動

田中智,萱 沼洋輔,上 田 潔

日本物理学会誌,54巻,18(1999).

置砂丘と風紋の物理

西森 拓

物理学論文選集XI「 粉流体の物理学」西森拓 ・早川尚

男 ・田口善弘編2-11(1999).
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■1999UniversityofMiamiConferenceonHigh

TemperatureSuperconductivity(Florida,Miami,

USA,January,1999)

MasaruKatoandKazumiMaki

Quasi-particlespectrumaroundasinglevortexins-

wavesuperconductors.

Higherexcitedelectron-holepairstatesinquantumdots

andre正atedsecond-orderopticalprocesses.

S.TanakaandY.Kayanuma

Time-DependentVariationalApproachtotheDynamics

ofExcitonSelf・TrappingProcess

■AmericanPhysicalSocietyCentinRialMeeting

(Atlanta,Georgia,March,1999)

MasaruKatoandKazumiMaki

Quasi-particlespectrumaroundasinglevortexind-

wavesupeconductors。

口The3rdlnternationalConferenceonSymmetryin

NonlinearMathematicalPhysics(kyiv,Ukraine,

Julyl999)

M.TajiriandT.Arai

PeriodicSolitonSolutionstotheDavey-Stewartson

Equat沁on

■SecondCongressISAAC(Fukuoka,Japan ,August,

1999)

M.Shirosaki

Uniquenessofholomorphicmappingswiththesame

inverseimagesofhypersurfaces.

■22ndlnternationalConferenceonLowTemperature

Physics(EspooandHelsinki,Finland,August,

1999)

MasaruKatoandKazumiMaki

Quasi-particlespectrumaroundasinglevortexind-

wavesuperconductors.

BThe〕-stYamadaCon伯renceonStr㎝glyCorrelated

ElectronSystems(Nagano,Japna,August,1999)

MasaruKatoandKazumiMaki

Quasi・particlespectrumaroundasinglevortexind-

wavesuperconductors.

■TheSecondlnternationalISAACCongress

(Fukuoka,Japan,August,1999)

H.Kaneta.S.MarcuginiandF.Pambianco

Themostsymmetricnon-singularplanecurvesof

degreen≦20.

口19991nternationalConferenceonLuminescence

andOpticalSpectroscopyofCondensedMatter

(Osaka,Japan,August,1999)

K.NobaandY.Kayanuma

TheoryofUrbachtailforferroelectricmaterialswithan

order-disorder-typephasetransition.

T.UozumiandY.Kayanuma
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■数理研研究集会 組識的渦構造 一その乱流力学における役

割(1月,京 都)

福 田浩昭,村 上洋一

準周期平行流の不安定モー ドの非線型相互作用

■日本物理学会 第54回 年会(3月,東 広島)

新居毅人,田 尻 昌義

Davey-Stewartson方 程 式の成長一減衰解

日本物理学会講演概 要集 第54巻 第1号 第4分 冊778.

高 島竜介,田 尻 昌義

Davey-Stewartson方 程 式の格子ソリ トン解

日本物理学会講演概要集 第54巻 第1号 第4分 冊778.

村上 洋一,福 田浩昭

平行準周期流の不安定モー ドにおけるモー ド選択

日本物理学会講演概要集 第54巻 第1号 第4分 冊,766.

吉本 修,曽 田一雄,加 藤政彦,柳 田洋平,森 田建治,

水谷宇一郎,加 藤雅章,西 野洋一,田 口幸広,会 田 修,

田中慎一郎,鎌 田雅夫

(Fei.xVx)3Alの 正 逆光電子分光

日本物理学会講演概要集 第54巻 第1号 第3分 冊,454.

野場賢一,野 嶋公一朗,萱 沼洋輔

相関のあるラ ンダムポテ ンシャル中における一次元励起

子系のphotonechoとUrbachtail

日本物理学会講演概要集 第54巻 第1号 第2分 冊,179.

圏日本数学会1999年 度 年会(3月,学 習院大学)

松永秀章,原 惟行

Lineardelaydfferencesystemanditsapplication

函数 方程式論分科会講演アブス トラク ト.12-13.

齋藤保久,原 惟行,馬 万彪

Necessaryandsufficientconditionsforpermanenceand

globalstabilityforaLotka-Volterrasystemwith2

delays

函数 方程式論分科会講演アブス トラク ト,14-15.

城崎 学

Entirefunctionssharingfinitesets

函数論分科会講演アブス トラク ト,62-63.

小柳広樹,長 尾壽夫

exponentialfamilyのAPOruleに つ いて

統計数学分科会 アブス トラク ト

曜 「分子および分子小集団の超高速動力学」研究会(6月,分

子科学研究所,岡 崎)

萱沼洋輔

周期的に駆動 される2準 位系の動力学

■研究集会 「微分方程式八海山セミナー99」(7月
,新 潟)

馬 万彪

SIRモ デ ルの安定性につ いて

齋藤保久,原 惟行

PermanenceforgeneralLotka-Volterrasystemwith

distributeddelays

■第3回 菅野シンポジウム 「内殻励起が拓 く新 しい物質科学

一物質創製と分光一」(8月
,飯 綱高原,長 野)

萱 沼洋輔

内殻励起が誘起する原子移動 と2次 応答

■日本神経回路学会第9回 全国大会(9月 ,札 幌)

小 山英之,藤 江徳雄,宮 崎孝昭,大 島裕子

新皮質ニュー ロンEPSPの 飽 和挙動一Markram-Tsodyks

実験 の解析

講演論文集,pp83-84.

圏量子ダイナミ ックス研究会(9月 ,箱 根強羅)

萱沼洋輔,野 場賢一

準位交差、局在、幾何学的位相

■第9回 格子欠陥 フォーラム 「固体 申の原子ジャンプおよび

拡散」(9月,八 幡平,岩 手)

萱沼洋輔

見 えて きた内殻励起状態での原子移動

■日本数学会1999年 度秋季総合分科会(9月,広 島大学)

松 永秀章,原 惟行,坂 田定久

ある非線形差分方程式の大域的吸収性について

函数方程式論分科会講演アブス トラク ト,30-31、

齋 藤保久,馬 万彪,原 惟行

GlobalstabilityofadiscreteLotka-Volterrasystemwith

twodelays

函 数方程式論分科会講演アブス トラク ト,32-33.

上 田賢嗣,城 崎 学

OnhyperbolicityofcomplementsofSiu-Yeung

hypersurfaces

函 数論分科会講演 アブス トラク ト,53-54.

長尾 壽夫

多次元exponentialfamilyのAPOruleに つ いて

統計数学分科会講演 アブス トラク トt171-172

松 本孝基,栗 木進二

α一designか ら得 られるunequalblocksizedresolvable

designの 拡 大 とその効率因子

統計数学分科会講演アブス トラク ト,137-138.

最 も対称的な非特異平面曲線
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兼 田 均,S.MarcuginiandF.Pambianco

代 数 学 講 演 ア ブ ス トラ ク ト,84--85.

膿日本物理学会秋の分科会(9月 、盛岡)

田尻昌義,新 居毅人,武 内清寛

1次元および2次 元NLS方 程式の非線形間欠性波動解

日本物理学会講演概要集 第54巻第2号 第2分冊255.

魚住孝幸,萱 沼洋輔

外場中に置かれた量子 ドットの光学応答

日本物理学会講演概要集 第54巻第2号 第4分冊,686。

萱沼洋輔,田 中 智

電子格子強結合系のフェム ト秒時間分解分光における自

発過程 と誘導過程

加藤勝,榛 広行,真 木和美

量子極限におけるd一波超伝導の渦糸状態の電子構造

日本物理学会講演概要集 第54巻第2号 第3分冊,453.

加藤平,加 藤 勝

拡張ババー ド模型 におけるス トライプ構造

日本物理学会講演概要集 第54巻 第2号 第3分 冊,472.

三村 功次郎,高 瀬 禎,田 ロ幸広,市 川公一,竹 田幸治,

有 田将司,島 田賢也,野 口 悟,奥 田喜一,生 天目博文,

谷 口雅樹,会 田 修

CeSiの 高分解能光電子分光

日本物理学会講演概要集 第54巻 第2号 第4分 冊,646。

西森 拓

植物の成長と砂丘の動力学

柳田達雄,西 森 拓,小 西哲郎

河の蛇行のモデル

■研究集会 「組合せ的デザインとその推測への応用」(10月 ,

筑波大学)

栗木進二

Grouptestingproblemandrelateddesigns.

圏数理研研究集会 「数理モデルと関数方程式」(11月,京 都)

齋藤保久,馬 万彪,原 惟行

2個 の遅れを持つロ トカ ・ヴォルテラ型差分方程式系の

大域的安定性とパーマネンス

原 惟行,坂 田定久

安定領域は レムニスケー ト

凹科研費シンポジューム(11月,熊 本大学)

長 尾壽夫

多次元exponentialfamilyのAPOruleに つ いて

シンポ ジューム予稿集、105-112

願研究集会 「非線形波動のメ力ニズムー現象とモデルの数理

構造」(11月,九 州大学)
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新居毅人,田 尻昌義

1次 元 ブリーザーの共鳴一Coupledklein-Gordon方 程 式

の厳密解

■光物性研究会'99(11月,大 阪)

野 場賢一,萱 沼洋輔

速い振動外場 により駆動される2準 位系の動力学

論文集,309.

■科学研究費研究会 「ナノスケール電子分光法の新展開と先

端材料への応用」(12月,仙 台)

魚住孝幸

遷移金属酸化物における共鳴EELSの 理論

璽 福 岡 大 学 微 分 方 程 式 セ ミ ナ ー(12月,福 岡 大 学)

松 永 秀 章,原 惟 行

Globalattractivityforaclassofnonlineardelay

differenceequation



研究費補助および共同研究等

平成11年 度

科 学 研 究 費 補 助 金

教育 ・研究奨励寄附金

受 託 研 究

フロンティア共同研究

共 同 研 究



科学研究費補助金

特定領域研究(A)

研 究 課 題

(1)業 種 を越えた生産プロセスのネットワー ク形成によるゼロエ ミッション化の検

討

(2)組 成制御 したMg系 水素吸蔵合金の表面構造解析 と負極特性

(2)金 属 イオン注入による酸化物半導体薄膜 ・単結晶の光触媒特性の制御と作用機

構の解明

(2)面 性 キラルな反応場 による立体選択的分子構築

(2)カ ーボンーシリカ非平衡アロイからの高度複合化Sic系 微粉末の合成

(2)イ オン工学的技法を利用する酸化チ タン光触媒一活性炭素繊維の創製 と環境浄

化への応用

(2)Si中 でのf電子系金属 の分散状態 の制御 とその磁性 ・輸送現象 に及 ぼす影響

(現象 の解明とスピン制御 された組織のMOS界 面への応用)

(2)環 境調和型合成プロセス構築のための有機溶媒耐性酵素の開発

(2)ゼ ロエ ミッション化のためのネ ットワー ク分散型生産プロセスデー タベースの

構築

(2)超 伝導微細孔列 における渦系多重度の測定 と情報制御

(2)化 学増幅法を利用 した大気中ペルオキシラジカルの計測

(2)新 規なスクアリリウム系 クロモフォアーの開発と会合制御に関す る研 究

(2)水 素結合を駆動力にす るロタキサンの合成反応の開発

一分子デバイスの開発 に向けて一

(2)金 属の精密配列制御 を目的とした遷移金属高分子錯体の合成

所属および研究代表者

化学工学科

吉

応用化学科

岩

応用化学科

山

応用化学科

高

材料工学科

岡

応用化学科

山

機能物質科学科

藤

化学工学科

石

情報工学科

大

電子物理工学科

石

機能物質科学科

坂

機能物質科学科

中

応用化学科

木

応用化学科

高

田 弘 之

倉 千 秋

下 弘 巳

田 十志和

村 清 人

下 弘 巳

村 紀 文

川 治 男

松 繁

田 武 和

束 博

澄 博 行

原 伸 浩

田 十志和
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特定領域研究(B)

研 究 課 題

(1)イ オニクス素子の全固体化にむけた基礎研究

(2)ア モルファス固体電解質材料の作製と特性評価

(2)水 素吸蔵合金電極/プ ロ トン伝導性固体電解質界面の反応 とその全固体電池へ

の応用

(2)マ ルチスケール制御による トレー ドオフ ・バランシング高性能マグネシウム合

金の創製

(2)電 子励起による原子分子操作の理論

所属および研究代表者

機能物質科学科

南

機能物質科学科

南

応用化学科

岩

材料工学科

東

数理工学科

萱

倉

沼

千

健

洋

努

努

秋

司

輔

地域連携推進研究費

研 究 課 題 所属および研究代表者

(2)省 エネルギータイヤ用カップリング剤の新製造プロセス

ー燃費5%削 減へ向けて一

応用化学科

高 田 十志和

基盤研究(A)

研 究 課 題

(1)都 市直下型地震時における構造物の動的損傷 ・破壊現象の解明と耐震対策に関

する研究

(2)無 人高速電車を用いた滑走型高速船の操縦性試験法の開発

所属および研究代表者

機械システム工学科

谷 村 眞 治

海洋システム工学科

池 田 良 穂

基盤研究(B)

研 究 課 題

(1)東 アジア全域 を対象 とした総合的な大気汚染物質排出量制御方策の確立

(1)由 良湾における海域環境調査 とシミュレーシ ョンに関する研究

(1)非 水系バイオプロセスに適 した反応素子の開発

所属および研究代表者

エネルギー機械工学科

池 田 有

海洋システム工学科

奥 野 武

化学工学科

石 川 治

光

俊

男
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研 究 課 題

(1)超 高温超耐環境in-situCr、X基金属間化合物複合材料の合金設計

(2)光 化学的に生成する反応性中間体 の性質

(2)NOxの 除去を目指 した新規な光触媒反応系の設計 とその実用化研究

(2)X線 シアリング干渉計を用 いた屈折率CT

(2)鉄 筋 コンクリー トの動的破壊過程を解析する新 しい数値解析法お よび計算ソフ

トの開発

(2)熱 電変換材料への多層膜構造の応用

(2)船 尾流場推定用乱流モデルの高度化に関する研究

(2)亜 臨界水酸化 による廃魚肉の生分解性プラスチ ックスポり乳酸への資源化

(2)高 移動度ポリシラン半導体薄膜の物性

(2)紙 幣音響 データを用いたニューラルネットワークによる紙幣の新旧識別

(2)液 相 より作製 した薄膜の表面組織制御に関する研究

(2)セ ラミックス系複合材料用強化繊維の高温 クリープ挙動 と耐環境特性

(2)タ ンパク質工学的手法による酵素の有機溶媒安定性の解明と有機溶媒 に安定な

酵素の開発

(2)メ カニカル ミリングによる非晶質固体電解質材料の創製

(2)環 境に応 じて秩序化する人工超分子集合体の創製

所属および研究代表者

材料工学科

高

応用化学科

水

応用化学科

安

機械システム工学科

岩

機械システム工学科

谷

材料工学科

森

海洋システム工学科

姫

化学工学科

電子物理工学科

情報工学科

機能物質科学科

材料工学科

化学工学科

機能物質科学科

辰巳砂

機能物質科学科

吉

中

大

南

岡

石

井

杉

野

保

田

村

井

野

田

山

松

隆

正

耕

眞

賢

洋

弘

喜

村 清

川 治

昌

上 将

幸

彦

治

司

之

萬

繁

努

人

男

弘

彦
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研 究 課 題

(2)火 力発電所 におけるプラズマ ・ケ ミカルプロセスによる新脱硫 ・脱硝同時処理

技術の開発

(2)光 応答性機能物質の開発 とその応用

(2)水 素侵食を予知する高温型水素検出器の開発

(2)Mg系 水素吸蔵合金のナノ結晶制御 と表面改質の効果

(2)雲 解析による海象把握 システムの構築

(2)次 世代不揮発性メモリー実用化のための界面還元修飾法の応用

(2)海 洋重力流の計算手法の開発

(2)GaN系 半導体の二光子吸収効果を利用 した超短光パルスの リアルタイムモニタ

ーの試作

(2)新 規な電気化学的水素化反応システムを用いる環境汚染物質の無害化および再

資源化

(2)ゾ ルーゲル法による透明厚膜の作製 と微細加工プロセスへの応用

所属および研究代表者

エネルギー機械工学科

山 本

応用化学科

水 野

機能物質科学科

西 村

応用化学科

岩 倉

海洋システム工学科

細 田

機能物質科学科

伊 藤

海洋システム工学科

馬 場

電子物理工学科

和 田

応用化学科

岩 倉

機能物質科学科

南

俊 昭

一 彦

六 郎

千 秋

龍 介

太一郎

信 弘

健 司

千 秋

努

基盤研究(C)

研 究 課 題

(1)イ オニクス素子の全固体化にむけた基礎研究

(2)カ バランス方式による原子間力分光装置の製作

(2)多 機電力 システムの非線形分散制御

(2)液 相アルミニウム中でのテルミット反応によって合成 された分散粒子の微細化

所属および研究代表者

機能物質科学科

南

機械システム工学科

菊 田 久

電気 ・電子システム工学科

川 本 俊

材料工学科

辻 川 正

努

雄

治

人
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研 究 課 題

(2)「感性 ワー ド」に関する心理量分析 の基礎的研究

(2)高 温動作熱電発電用電極材料の検討

(2)燃 焼プロセスによるTiAl複 合材料のin・situ合成

(2)金 属間化合物の水素誘起脆化におよぼす結晶構造と組織の効果

(2)軽 量耐熱Al3Ti基 合金のLl、型相の安定性 に関する研究

(2)気 相 ・液相 ・固相における均一核および不均一核生成による微粒子の生成機構

(2)水 素吸蔵金属(合 金)薄 板を用いる新規水素化システムの動力学的解析 と反応

選択性制御

(2)イ オンビームを利用する特殊形状基板上での高機能酸化チタン光触媒の創製

(2)ア ンビフィリックな反応性をもつ面性キラルな有機金属錯体の創製 と機能

(2)光 塩基発生剤を用いる新 しい光架橋 システムの構築 とその応用

(2)ニ ューマチ ックス トラクヤの宇宙における形態制御 に関す る研究

(2)ス ラミングをうける船の最終強度について

(2)硫 黄循環 ミニ生態系を導入 した硫化鉱物の処理 システム

(2)尤 度比管理図の経済的運用法 とその設計に関す る研 究

(2)コ ンピューターシミュレー ションを併用 した関数微分方程式の定性的研究

所属および研究代表者

経営工学科

市 場 秀

材料工学科

松 井 利

材料工学科

津 田

材料工学科

高 杉 隆

材料工学科

間 渕

化学工学科

向 阪 保

応用化学科

井 上 博

応用化学科

安 保 正

応用化学科

中 西

応用化学科

角 岡 正

航空宇宙工学科

石 田 良

海洋システム工学科

正 岡 孝

化学工学科

小 西 康

経営工学科

有 薗 育

数理工学科

原 惟

友

之

大

幸

博

雄

史

郎

弘

平

治

裕

生

行
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研 究 課 題

(2)ナ ノ結晶中における小数多体問題

(2)脳 内物質情報のリアルタイム計測用マイクロ透析プローブバイオセンサーの研

究

(2)圧 電材料か らなる知的傾斜機能材料/複 合材料の三次元非定常圧電熱弾性解析

と最適設計

(2)機 能性不均質材料の形態設計 と材料設計に関する併合システムの構築(遺 伝的

アルゴリズムとセルラ ・オー トマ トンを併用 した構造最適化問題)

(2)ホ ロニック生産システムのモデル化 とシミュレーションに関する研究

(2)層 流伝播火災と微小燃料液滴列 との非定常干渉現象

(2)高 効率な電機子鎖交磁束可変形IPMモ ータの研究

(2)物 性の異なる各種粉粒体系の精密微細混合 ・混練法による材料開発プロセスと

その評価

(2)遺 伝子組換えイネ細胞による難治性疾患治療用 タンパク質の大量生産に関する

基礎的研究

(2)低 温域における水素吸蔵合金のキャラクタリゼーションと合金設計

(2)多 様な環境下での砂丘の動力学に関す る研究

(2)光 により酸 またはアミンを生成す る高分子の合成とその応用

所属および研究代表者

数理工学科

萱 沼 洋

応用化学科

八 尾 俊

機械システム工学科

大多尾 義

機械システム工学科

谷 川 義

機械システム工学科

杉 村 延

エネルギー機械工学科

角 田 敏

電気電子システム工学科

武 田 洋

化学工学科

佐 藤 宗

化学工学科

寺 嶋 正

応用化学科

古 川 直

数理工学科

西 森

応用化学科

白 井 正

輔

男

弘

信

広

次

武

明

治

拓

充

萌芽的研究

研 究 課 題

(2)小 型高圧 クランプセルマグネッ トを用いたミニ多重極 限環境の創製

(2)ロ タキサンは効果的な不斉反応場となりうるか?

所属および研究代表者

電子物理工学科

野 口 悟

応用化学科

高 田 十志和
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研 究 課 題

(2)レ ーザー ビームをアクチュエータとして用いた振動制御

(2)閉 鎖性水域における密度躍層の影響に関する研究

(2)非 平衡 プラズマを用いた脱着 ・再生による排ガスの高濃度 ・小容量化

所属および研究代表者

航空宇宙工学科

片 山 忠

海洋システム工学科

馬 場 信 弘

エネルギー機械工学科

山 本 俊 昭

奨励研究(A)

研 究 課 題

(2)光 分周波発振器の作製 とその光周波数 カウンタへの応用

(2)分 子動力学法を用 いた非晶質金属の破壊現象のメカニズムと破壊進行過程の解

明

(2)ス ピン偏極電子線マイクロアナライザの開発

(2)ギ ャップ距離を用 いた新 しい制御系の解析 ・設計手法の研究

(2)イ ンターカレーション反応を利用 した新規水素吸蔵物質の創成

(2)板 モデルを用いたVLFSの 波浪中弾性挙動に関する研究

(2)納 期を重視 した実践的スケジューリング法の高度化および汎用化

(2)時 間遅れをもつ数理生態系微分方程式の大域的安定性の研究

(2)表 面修飾 した炭素ナノチューブの走査型プローブ顕微鏡へ の応用

(2)グ ローバル生産における階層分散スケジュー リング

(2)磁 場励起による非平衡プラズマMHD流 れを利用 した地球温暖化 ガス分解装置

の開発

所属および研究代表者

電子物理工学科

和 田 健 司

航空宇宙工学科

中 谷 敬 子

電子物理工学科

安 田 雅 昭

電気電子システム工学科

平 田 健太郎

応用化学科

張 樹 国

海洋システム工学科

坪 郷 尚

経営工学科

浅 野 誠

数理工学科

馬 万 彪

電子物理工学科

秋 田 成 司

機械システム工学科

谷 水 義 隆

エネルギー機械工学科

大久保 雅 章
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研 究 課 題

(2)島 モデル型熱力学的遺伝アルゴリズムのネ ットワーク環境への適用に関する研

究

(2)粉 体の摩擦帯電現象に関する研究

(2)光 学活性ロタキサ ン上での不斉情報の転写

一超分子的組織化による有機合成反応場の構築一

(2)滑 走艇の波浪中船体運動特性に関する実験的研究

(2)デ ータハイディングに基づ く認識可能な印刷文書の生成 と電子文書への変換

(2)中 心性不斉によるらせん分子二量体のホモヘリシティ誘起 とそのメカニズムの

解明

所属および研究代表者

情報工学科

森

化学工学科

野 村

応用化学科

木 原

海洋システム工学科

片 山

情報工学科

黄 瀬

機能物質科学科

八 木

直

俊

伸

浩

繁

樹

之

浩

徹

幸

特別研究員奨励費

研 究 課 題

複素環生成反応を中心とした超求電子活性種の構造および反応性に関する研究

ゾルーゲル法による強誘電体薄膜の作製と特性評価

粉体の相転移現象の統一的なモデル化と非平衡系全体への拡張

ゼオライト細孔内での酸化チタン光触媒の設計と光触媒反応性

所属および研究代表者

物質系(PD)

横 山 明 弘

(水 野 一 彦)

物質系(DCI)

北 畠 裕 也

(南 努)

電気 ・情報系(DCI)

粟 津 暁 紀

(西 森 拓)

物質系(外 国人特別研究員)

張 金 龍

(安 保 正 一)
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教育 ・研究奨励寄附金

寄 附 申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

住 友 金 属 工 業 ㈱ 鉄鋼材料の高速変形に関する研究 機械 システム工学科

総 合 技 術 研 究 所 谷 村 眞 治

新 神 戸 電 機 ㈱ CFRPプ リン ト基板への小径穴あけ加工 に関する 機械 システム工学科

彦 根 工 場 開 発 セ ン タ 研究 井 上 久 弘

松下電器産業㈱生産技術本部 流体軸受の不安定振動挙動に関する研究 機械 システム工学科

藤 田 勝 久

三 浦 工 業 ㈱ ボイラーにおける燃焼および排気特性に及ぼす燃 エネルギー機械工学科

焼性状の影響に関する研究 角 田 敏 一

㈱ 三 井 造 船 非球形気泡の運動に関する研究 エネルギー機械工学科

昭 島 研 究 所 高比良 裕 之

㈱ 三 井 造 船 非球形気泡の運動に関する研究 エネルギー機械工学科

昭 島 研 究 所 高比良 裕 之

大 阪 ガ ス ㈱ 工学部特殊講義H エネルギー機械工学科

営 業 計 画 部 伊 東 弘
一

㈹ 日 本 ガ ス 協 会 SOFCの コ ー ジ ェネ レー シ ョンシス テムへ の導 入 エネルギー機械工学科

可能性評価 伊 東 弘 一

㈱ 関 西 総 合 環 境 セ ン タ ー 大気拡散及び酸性雨に関する研究 エネルギー機械工学科

池 旺1 有 光

大 阪 ガ ス ㈱ 平均濃度 を予測 ・評価す るための工学モデルの開 エネルギー機械工学科

発 その3 池 田 有 光

シ 一 シ ー ア イ ㈱ ①プラズマによる超援水効果の研究 エネルギー機械工学科

②雨ん防の静電気による援水持続効果の研究 山 本 俊 昭

③非平衡プラズマによる自動車用タバコ脱臭技術

の商品化に関する研究

三 菱 重 工 業 株 式 会 社 縦渦化による高速気流音低減手法の開発 航空宇宙工学科

西 岡 通 男

甲 南 電 機 ㈱ リニアパルスモータの高度化研究 電気電子システム工学科

産 機 事 業 部 武 田 洋 次

松 下 電 器 産 業 ㈱ 1リ ニアモータに関する研究 電気電子システム工学科

工 ア コ ン 社 2モ ータ及び応用に関する技術指導助言 武 田 洋 次
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寄 附 申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

松 下 電 器 産 業 ㈱ リラクタンス トルク応用同期電動機の最適構造 と 電気電子システム工学科

モ ー タ社 モ ー タ技 術 研 究所 制御システムの研究 武 田 洋 次

シ ャ ー プ ㈱ 掃除機用高速リラクタンスモータ及びその制御ア 電気電子システム工学科

電 化 シ ス テ ム 事 業 本 部 ルゴリズム研究 武 田 洋 次

甲 南 電 機 ㈱ リニアパルスモータの高度化研究 電気電子システム工学科

産 機 事 業 部 武 田 洋 次

松 下 電 器 産 業 ㈱ 電気機器及び制御工学に関する研究 電気電子システム工学科

電 化 ・ 住 設 社 一新形電動機並びに発電機に関する研究一 武 田 洋 次

ダ イ キ ン 工 業 ㈱ SRMの 基本形状選定および電磁構造に関する研究 電気電子システム工学科

電 子 技 術 研 究 所 武 田 洋 次

甲 南 電 機 ㈱ リニアパルスモータの高度化研究 電気電子システム工学科

産 機 事 業 部 武 田 洋 次

甲 南 電 機 ㈱ リニアパルスモータの高度化研究 電気電子システム工学科

産 機 事 業 部 武 田 洋 次

加 賀 マ イ ク ロ ア ー ト ㈱ DSPを 用いた高性能モータ制御システムに関する 電気電子システム工学科

研究 武 田 洋 次

ダ イ キ ン 工 業 ㈱ IPMモ ータのセンサ レス制御に関する研究 電気電子システム工学科

電 子 技 術 研 究 所 森 本 茂 雄

側)マ ッ ダ 財 団 交通流モデルに発生する渋滞現象の抑制法 電気電子システム工学科

小 西 啓 治

ホ シ デ ン ㈱ 光電波応用製品の設計開発と特性評価技術 電気電子システム工学科

澤 新之輔

松 下 電 器 産業 ㈱ デバ イ ス ・ 平面フィルタの研究 電気電子システム工学科

エ ンジニ ア リング開発 セ ンター 下 代 雅 啓

日 本 電 気 ㈱ 相変化光記録材料の研究 電子物理工学科

内 藤 裕 義

㈱ リ コ ー カーボンナ ノチューブを用 いた画像形成デバイス 電子物理工学科

研 究 開 発 本 部 の研究 中 山 喜 萬

ミ ノ ル タ ㈱ 微小領域の表面電位の計測 電子物理工学科

豊 川 開 発 セ ン タ ー 中 山 喜 萬
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寄 附 申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

三 菱 電 機 ㈱ 変電所運転支援への知識工学応用 情報工学科

産 業 シ ス テ ム 研 究 所 松 本 啓之亮

日本 エ ルエ ス ア イ カ ー ド㈱ 情報発生量に基づくカメラ視点制御に関する研究 情報工学科

福 永 邦 雄

ダ イ ハ ッ 工 業 ㈱ ドライバー状態検知手法の開発 情報工学科

福 永 邦 雄

側)川 崎21世 紀 財 団 鉄鋼分析のための高出力マイクロ波誘導 プラズマ 応用化学科

発光分光分析に関する研究 中 原 武 利

㈹ 日 本 鉄 鋼 協 会 有害試薬を用いない新高感度分析技術研究 応用化学科

中 原 武 利

㈱ 村 上 開 明 堂 親水膜の機構解明に関する研究 応用化学科

安 保 正 一

JSR㈱ Tiを ベースとす る光触媒の高活性化、可視光化 と 応用化学科

その応用 安 保 正 一

住 友 化 学 工 業 ㈱ 可視光励起光触媒の開発 応用化学科

基 礎 化 学 品 研 究 所 安 保 正 一

㈱INAX基 礎 研 究 所 含銀セラミックスの触媒性能評価 応用化学科

安 保 正 一

大 塚 化 学 ㈱ チタン酸化合物の光触媒に関する研究 応用化学科

徳 島 研 究 所 安 保 正 一

東 京 ガ ス ㈱ 研 究 開 発 部 可視光で作用する酸化チタン光触媒の反応性と抗 応用化学科

フロンテ イアテクノロジー研 究所 菌作用に関する研究 安 保 正 一

古 河 機 械 金 属 ㈱ 高漕性光触媒酸化チタンに関する研究 応用化学科

素 材 総 合 研 究 所 安 保 正 一

㈹ 日 本 ガ ス 協 会 ゼオライ ト細孔内に構築 した光触媒によるメタン 応用化学科

の部分酸化反応と太陽光利用 山 下 弘 巳

信 越 化 学 工 業 ㈱ ニ ッケルー水素電池に関する研究 応用化学科

磁 性 材 料 研 究 所 岩 倉 千 秋

三 洋 電 機 ㈱ 水素吸蔵合金の研究 応用化学科

ソ フ トエ ナ ジ ー カ ン パ ニ ー 岩 倉 千 秋
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寄 附 申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

松 下 電 器 産 業 ㈱ 水素吸蔵合金の電極反応速度 応用化学科

先 端 技 術 研 究 所 岩 倉 千 秋

松 下 電 池 工 業 ㈱ 水素吸蔵合金に関する研究(特 に電池用Mg系 水 応用化学科

技 術 本 部 技 術 研 究 所 素吸蔵合金の研究) 岩 倉 千 秋

永 大 産 業 ㈱ 耐熱性高分子の研究 応用化学科

水 野 一 彦

甲 南 化 工 ㈱ 医薬を指向した新規超原子価化合物の合成に関す 応用化学科

る研究 松 村 昇

㈱ 明 菱 中 部 支 社 精密体積制御 による汎用ポ リプロピレンからの超 応用化学科

低収縮新素材の開発 高 田 十志和

ダ イ ソ ー ㈱ 総 合 開発 部 ア リル クロライ ドな どのハ イ ドロシ リル化 応用化学科

高 田 十志和

ア キ バ リ サ ー チ りん化合物の合成検討 応用化学科

高 分 子 加 工 研 究 所 高 田 十志和

㈱ 住 化 分 析 セ ン タ 一 特異な構造を有する超分子の設計 応用化学科

高 田 十志和

ア キ バ リ サ ー チ 加硫剤の合成研究 応用化学科

高 分 子 加 工 研 究 所 高 田 十志和

JS R ㈱ 感光剤、増感剤 応用化学科

角 岡 正 弘

大 阪 ガ ス㈱ 開発 研 究 部 感光性高分子材料の開発 応用化学科

角 岡 正 弘

(財)東京応化科学技術振興財団 光酸 ・塩基発生剤 を活用する新規感光 性ポリマー 応用化学科

システムの構築 とその応用研究 角 岡 正 弘

側)カ シ オ 科 学 振 興 財 団 真空紫外光リソグラフィー用フォ トレジス ト材料 応用化学科

の開発 白 井 正 充

松 下電子工業㈱ 半導体社 真空紫外線リソグラフィー用 レジス ト材料の反応 応用化学科

解析に関する研究 白 井 正 充

日清製粉㈱ 生産技術研究所 気相中のシー ド粒子存在下における核生成 に関す 化学工学科

る研究 向 阪 保 雄
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寄 附 申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

㈱ 徳 寿 工 作 所 高速楕円ロータ型複合装置による粒子の複合化 化学工学科

綿 野 哲

大 鵬 薬 品 ㈱ 練合過程のモニタリングと湿潤粉体 の レオロジ解 化学工学科

析 宮 南 啓

綿 野 哲

小 野 薬 品 工 業 ㈱ 造粒法の最適化 化学工学科

宮 南 啓

㈱ パ ウ レ ッ ク 造粒及びコーティング操作 に関する研究 化学工学科

宮 南 啓

寺 下 敬次郎

㈱ 住 友 化 学 工 業 ㈱ 固液2相 撹搾における静電気の計測 化学工学科

綿 野 哲

富士紡績㈱ 商品開発研究所 キ トサ ン繊維 による染色排水の吸着挙動に関する 化学工学科

調査研究 吉 田 弘 之

木 村 化 工 機 ㈱ 亜臨界水加水分解に よる魚あ らの資源化 プロセス 化学工学科

の開発 吉 田 弘 之

富士紡績㈱ 商品開発研究所 キ トサ ン繊維 による染色排水の吸着挙動に関する 化学工学科

調査研究 吉 田 弘 之

㈱曙ブレーキ中央技術研究所 粉子混合分散法による機能性複合材料の設計と評 化学工学科

価に関する基礎研究 佐 藤 宗 武

花王㈱ ス キ ンケ ア研 究 所 粉体の動的物性及び、粉体の複合技術に関する研 化学工学科

究 佐 藤 宗 武

昭 和 ア ル ミ ニ ウ ム ㈱ チクソフォー ミングに関する研究助成 材料工学科

東 健 司

㈲天田金属加工機械技術振興財団 実用マグネシウム合金AZ31の 温問プレス成形性 材料工学科

高 津 正 秀

㈱ ブ リ ヂ ス ト ン セラミックス粉体生成機構の解析 材料工学科

岡 村 清 人

三 井 化 学 ㈱ 含ケイ素ポリマーからの炭素材料 の合成研究 材料工学科

機能性材料研 究 開発 セ ンター 岡 村 清 人

王 子 製 紙㈱ 新 技 術 研 究 所 高性能セラミックス材料 と してのプレカーサーボ 材料工学科

リマーの合成と評価 岡 村 清 人
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寄 附 申 込 者 研 究 課 題 所属および研兜代表者

宇 部 興 産 ㈱ 新規プレセラミックポリマーの創製 と複合材料へ 材料工学科

の適正化に関する研究 岡 村 清 人

㈱ 先 進 材 料 利 用 セラミックス複合材料、金属複合材料 のための強 材料工学科

ガ ス ジ ェ ネ レ ー タ研 究 所 化材マ トリックス及び界面改質 ・改良についての 岡 村 清 人

技術

大 阪 真 空 機 器 製 作 所 材料の強度と破壊に関する研究 材料工学科

辻 川 正 人

㈱ 日本 触 媒 触 媒 研 究 所 ゾル ・ゲル法による機能性材料 の開発 機能物質科学科

南 努

㈱ 日 立 製 作 所 ヨウ化銀 を含むガラス特性に関する検討 機能物質科学科

電 力 ・ 電 機 グ ル ー プ 南 努

日 本 板 硝 子 ㈱ 無機一有機複合ゾルゲル膜の微細加工 機能物質科学科

技 術 研 究 所 南 努

JSR㈱ 研 究 開 発 部 無機 ・有機複合系 イオン伝導体の研究 機能物質科学科

南 努

昭 和 ア ル ミ ニ ウ ム ㈱ アルミニウム基板上に生成 したゾルゲル皮膜の耐 機能物質科学科

食性に関する研究 南 努

大 日 本 イ ン キ 化 学 工 業 ㈱ ポリシロキサン又は金属キ レー ト化合物を使用す 機能物質科学科

る皮膜の親水化技術の開発研究 南 努

㈱ 東 芝 ゾルゲル薄膜の低 コス ト形成法の研究 機能物質科学科

デ ィ ス プ レイ ・部 品材 料 社 南 努

キ ヤ ノ ン ㈱ ゾルゲル法による機能性薄膜の研究 機能物質科学科

南 努

積 水 樹 脂 ㈱ ゾルーゲル法による透明超擾水膜の形成 機能物質科学科

南 努

セ ン ト ラ ル 硝 子 ㈱ ゾルゲル法による超擾水および超親水表面処理 機能物質科学科

南 努

JSR㈱ 研 究 開 発 部 ゾルーゲル法による無機粒子の合成 機能物質科学科

辰巳砂 昌 弘

日 本 橋 梁 ㈱ 大気汚染による材料腐食の研究 機能物質科学科

前 田 泰 昭
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寄 附 申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

大 阪 ガ ス㈱ 研 究 開発 部 多成分系吸収液での銅の耐食性評価 機能物質科学科

西 村 六 郎

㈱ イ ォ ン 工 学 研 究 所 鉄及びステンレス鋼の表面制御における海水腐食 機能物質科学科

防止技術の調査研究 西 村 六 郎

㈹ 腐 食 防 食 協 会 チタン材料の水素脆化に関する研究 機能物質科学科

井 上 博 之

日 揮 ㈱ 金属の腐食に関する研究 機能物質科学科

井 上 博 之

日 揮 ㈱ 金属の腐食に関する研究 機能物質科学科

井 上 博 之

帝 国 化 学 産 業 ㈱ ゾルーゲル法を利用 した機能性材料の研究 機能物質科学科

中 澄 博 行

日 華 化 学 ㈱ 感熱紙用顕色剤及び増感剤の開発 機能物質科学科

中 澄 博 行

富 士 写 真 フ イ ル ム ㈱ 新規発色系の開発に関する研究 機能物質科学科

富 士 宮 研 究 所 中 澄 博 行

原 子 燃 料 工 業 ㈱ 放射線感応物質の開発に関する研究 機能物質科学科

熊 取 製 造 所 中 澄 博 行

㈱ 東 芝 機能性色素及び安定剤に関する研究 機能物質科学科

デ ィス プ レ イ ・部 晶材 料 社 中 澄 博 行

武 田 薬 品 工 業 ㈱ 農薬用化合物の合成研究 機能物質科学科

井 上 将 彦

㈲ エ コログ ・リサイ ク リング ・ジャパ ン 混紡織物の酵素による分離 ・分解技術の開発研究 機能物質科学科

高 岸 徹

側)東電記念科学技術研 究所 エキゾテイック ドーピングによる酸化亜鉛薄膜の 機能物質科学科

多機能性 とそのモノリシ ック光集積回路への応用 藤 村 紀 文

造 船 学 術 研 究 推 進 機 構 旅客船における車いすのユーザビリティ評価 に関 海洋システム工学科

する基礎的研究 有 馬 正 和

川崎重工業㈱ 船 舶事業部 逐次2次 計画法の設計問題への適用研究 海洋 システム工学科

姫 野 洋 司
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寄 附 申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

㈱ 大 沢 技 術 設 計 事 務 所 ウォータージェッ ト搭載型高速艇 に関する研究 海洋システムエ学科

池 田 良 穂

川 崎 重 工 業 ㈱ 高速滑走艇の操縦性能に関する研究 海洋システム工学科

汎用機事業本部CP事 業 部 池 田 良 穂

大 川 海 運 物 産 ㈱ 高速カーフェリーの需要予測に関する研究 海洋 システム工学科

池 田 良 穂

㈱ ゼ ニ ラ イ ト ブ イ 洋上型深層水取水施設の性能評価 海洋システム工学科

大 塚 耕 司

㈱ ニ ッ ポ ン チ ャ レ ン ジ キールシステム比較計算(パ ネル法)他 海洋システム工学科

田 原 裕 介

㈲ シ ー ル ズ 船舶用CFD開 発に関する研究 海洋 システム工学科

田 原 裕 介

側)電 気 通 信 普 及 財 団 進化型計算メカニズムを用いた大規模データの簡 経営工学科

略化に関する研究 石 渕 久 生

側)電 気 通 信 普 及 財 団 進化型計算メカニズムを用いた大規模データの簡 経営工学科

略化に関する研究 石 渕 久 生
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受託研究

委 託 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

日 本 学 術 振 興 会 新規な固体電解質材料の創製と応用 機能物質科学科

辰巳砂 昌 弘

新 エ ネ ル ギ ー ・産 業 技 術 有機溶媒耐性酵素の開発とその応用 化学工学科

総 合 開 発 機 構 石 川 治 男

科 学 技 術 振 興 事 業 団 水中での水素結合場 を目指 した水溶性 シクロファ 機能物質科学科

ンの開発 井 上 将 彦

働 日 本 宇 宙 フ ォ ー ラ ム 微小重力下超臨界雰囲気中における燃料液滴の自 エネルギー機械工学科

発着火及び燃焼 角 田 敏
一

泉 大 津 市 大気汚染物質による環境への影響調査研究 機能物質科学科

前 田 泰 昭

日 本 原 子 力 研 究 所 正弦波振幅変調磁気構造とスピン揺らぎの強磁場 電子物理工学科

効果 野 口 悟

東 京 電 力 ㈱ 日射量の変動特性を考慮した太陽光発電システム エネルギー機械工学科

の性能評価および多目的最適設備容量設計 伊 東 弘 一

側)大 阪 科 学 技 術 セ ン タ ー 光学超格子の製作 とアレイ化 機械 システム工学科

菊 田 久 雄

㈲ 大 阪 科 学 技 術 セ ン タ ー 着色機能薄膜の基本特性評価 機能物質科学科

中 澄 博 行

(財)大阪 科 学 技 術 セ ン タ ー CTR(ContlnuousThermitReaction)System 化学工学科

に よるアル ミニ ウム ドロス とめ っ きス ラ ッジか ら 宮 南 啓

の エネ ルギー レス、 レアメ タル回生 プ ロセ ス とそ 機能物質科学科

のスラグの再資源化 大 西 忠 一

技術研究組合 オングス トローム カーボ ンナノチュウブSPM探 針作製と評価に関す 電子物理工学科

テ ク ノ ロ ジ 研 究 機 構 る研究 中 山 喜 萬

側)金属系材料研究開発セ ンター 高速超塑性の調査研究 材料工学科

東 健 司

ダ イ ソ ー 株 式 会 社 省燃費用カップリング剤の新製造プロセスの開発 応用化学科

高 田 十志和

㈲ 日 本 宇 宙 フ ォ ー ラ ム 超臨界雰囲気中の燃料液滴列の蒸発 ・着火 ・燃焼 エネルギー機械工学科

角 田 敏 一
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委 託 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

側)和 歌 山 テ ク ノ 振 興 財 団 こめぬかを原料とする環境に適合した有機工業化 応用化学科

学に関する基礎研究 水 野 一 彦

㈱ イ オ ン 工 学 研 究 所 可視光活性な酸化チタン光触媒薄膜開発とそのシ 応用化学科

ステム応用 安 保 正 一

科 学 技 術 振 興 事 業 団 亜臨界水加水分解による廃棄有機物の高度資源化 化学工学科

技術 吉 田 弘 之

側)地球環境産業技術研究機構 イオン注入法を利用 してバナジウムなどの金属イ 応用化学科

オンを注入して改質 した第2世 代 の酸化チタン系 安 保 正 一

酸化物を光触媒とする水の分解反応

側)大 阪 科 学 技 術 セ ン タ ー 金属材料の高速変形特性評価の研究開発 機械 システムエ学科

谷 村 眞 治

学 校 法 人 早 稲 田 大 学 金属間化合物の結晶粒界構造による割れ生成機構 材料工学科

の解明 高 杉 隆 幸

国 立 環 境 研 究 所 平成11年 度大気の酸化能と温室効果ガスの消滅過 機能物質科学科

程 をコントロールする反応性大気微量気体の大気 坂 東 博

質へのインパ ク トに関する研究

㈹ 未 踏 科 学 技 術 協 会 協奏反応場の増幅制御を利用した新材料創製に関 機能物質科学科

する研究一超音波反応場間の協奏増幅を利用した 前 田 泰 昭

複合材料の創製

㈹ 日本 海 洋 開 発 産 業 協 会 基盤研究 環境影響評価研究一1 海洋システム工学科

大 塚 耕 司

(財)大阪 科 学 技 術 セ ン タ ー 再溶解性光架橋型高分子の開発 応用化学科

白 井 正 充

金 属 材 料 技 術 研 究 所 鋼材の動的強度及び靭性評価法の研究 機械 システム工学科

谷 村 眞 治

216



フロンティア共同研究

申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

清 水 建 設 ㈱ グローバル分散企業の設計、計画及び運用の為の 機械 システム工学科

モデ リングとシミュレーション環境に関する研究 杉 村 延 広

側)製 造 科 学 技 術 セ ン タ ー 情報化社会における分散型生産意思決定プロセス 機械 システム工学科

に関する研究 杉 村 延 広

㈱ 安 川 電 機 ホロニック生産システム 機械 システム工学科

杉 村 延 広

㈲ 宇宙環境利用 推進セ ン ター 高温雰囲気中の拡散火炎に及ぼす燃料流量変動の エネルギー機械工学科

影響 角 田 敏 一

側)宇宙環境利用推 進セ ン ター 多様化燃料粒子群の燃焼特性に関する研究 エネルギー機械工学科

角 田 敏 一
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共同研究

申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

パ 一 ル 工 業 ㈱ プラズマ脱着による窒素酸化物の高濃度化に基づ エネルギー機械工学科

く高効率除去システム 山 本 俊 昭

プロ ク ター ・ア ン ド ・ギ ャンブ 有機溶媒に安定な新規酵素に関する研究 化学工学科

ル ・フ ァ ー ・イ ー ス ト ・イ ン ク 石 川 治 男

ダ イ ハ ツ 工 業 ㈱ 鋼板溶接部及びその近傍の高速変形挙動解析 機械 システム工学科

谷 村 眞 治

㈱ きん で ん 京都 研 究 所 氷蓄熱低温空調システムの最適設備計画 エネルギー機械工学科

伊 東 弘 一

㈱ ピ ク セ ラ 物理モデルに基づいた自然現象 をCGに よ り実現 情報工学科

するための理論研究 とその実現 大 松 繁

㈱原子力安全システム研究所 小口径配管の振動応力評価方法に関する研究 機械 システム工学科

藤 田 勝 久

㈱ 半導体先端 テクノロジーズ 表面解像プロセスに関する研究 応用化学科

白 井 正 充

㈱ 河 合 精 密 金 型 製 作 所 金型プレー ト用CAMシ ステムに関する研究 機械 システム工学科

杉 村 延 広

大 研 化 学 工 業 ㈱ カーボンナノチューブの精製選別に関する研究 電子物理工学科

中 山 喜 萬

ノ 一 リ ツ 鋼 機 ㈱ デジタル写真処理技術の補正向上 情報工学科

大 松 繁

㈱ 村 上 開 明 堂 酸化チ タン系触媒膜の可視光化の研究 と ドアミラ 応用化学科
一用防曇鏡へ の応用

安 保 正 一

1 MV ㈱ 振動計測制御システムの高精度化に関する研究 機械 システム工学科

小 野 敏 郎

関西電力㈱ 総合技術研究所 多機電力系統非線形分散制御の実用化に関する基 電気電子システム工学科

礎研究 川 本 俊 治

㈱ イ シ ダ 組合せ計量機における供給量制御方式の改良 機械システムエ学科

小 野 敏 郎
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申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

㈱ サ ノ ヤ ス ・ ヒ シ ノ 明 昌 ロー ラー コー ス ターの動 的挙動解 析 機械 システム工学科

藤 田 勝 久

㈱ タ ク マ 微量化学物質の光触媒による分解の研究 応用化学科

安 保 正 一

応 用 計 測 工 業 ㈱ 車両線形モデル用 シミュレー タの作成 機械システム工学科

小 野 敏 郎

三 洋 電 機 ㈱ リニ アコ ンプ レッサ用 モー タの開発 電気電子 システム工学科

メ カ ト ロ ニ ク ス 研 究 所 武 田 洋 次

(財)京都 産 業 技 術 振 興 財 団 酸化チタン光触媒の高機能化に関する基礎研究 応用化学科

安 保 正 一

金 属 鉱 業 事 業 団 好熱性細菌を利用した硫化鉱物の浸出処理に関す 化学工学科

る研究 小 西 康 裕

日 本 山 村 硝 子 ㈱ 微小動環境を利用した表面張力の測定及び対流制 航空宇宙工学科

御に関する研究 東 久 雄

東 洋 ガ ラ ス ㈱ ガラスの擾水 ・擾油処理方法の開発 機能物質科学科

南 努

住友電気工 業㈱ 伊丹研究所 セラミックスの研削加工に関する研究 機械 システム工学科

田 中 芳 雄

有 限会 社 マ イ ク ロ ア ク ア 水 申に含 まれた、有害物質の除去 機能物質科学科

前 田 泰 昭

共 栄 社 化 学 ㈱ エ ピチオ基を活用するUV硬 化システムの構築 応用化学科

角 岡 正 弘
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学 位 論 文 題 目 リ ス ト

修 士(工 学)

(平成11年 度)

博 士(工 学)

(平成11年)
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修 士(工 学)(平 成11年 度)・lllllllllll[1111111111HllllllllllllM　ll[IlllllMIIIII

機械系専攻

機械システム工学分野

氏 名

稲 葉 豊

井 上 和 顕

入 江 貴 裕

岩 村 幸 治

王 華

大 西 健 雄

斐 恰 賓

金 巻 泰 仁

唐 澤 真一郎

川 崎 敦 夫

小 林 敏 之

杉 山 明 久

鈴 木 啓 生

柴 田 啓 稔

辻 井 基 人

中 島 公 徳

永 田 智 一

中 村 泰 浩

那須野 雄 介

古 田 和 久

前 田 和 生

町 垣 敬 重

松 下 幸 平

森 茂 之

森 川 将 史

山 守 啓 文

渡 木 敬 博

論 文 題 目

高分解能X線 シアリング干渉計の設計 と異方性エ ッチングによる製作

ホロニック生産 システムにおけるリアルタイムスケジュー リングーホロンの意思決定 とシ

ミュレーションー

強磁場環境下で熱衝撃を受ける構造体の連成熱応力解析

階層分散型生産システムにおけるコンカレント・リスケジュー リング

STEPに 基づ くアセンブリモデルに関する研究

金型用プレー ト部品のためのCAMシ ステム(cedar)の 開発

トルクユニ ットマニピュレータの制御一ネ ットワーク送受信による位置制御実験一

ナノ ・インプリント・リソグラフ ィによる極微細パターンの作製

セルラ ・オー トマ トン法を用いた平等強さの構造物設計

X線 シアリング干渉計を用いた位相差分布の画像計測

セル ・オー トマ ン法による管路部における振動 シミュレーションの研究

一様流を受ける管群の振動挙動について

ダイヤモン ド砥石 による工作物の研削課程のシミュレーション

歩行機能回復訓練装置の研究一新たな歩行訓練 システムの構築に関する一考察一

高ひずみ速度材料試験用の試験片の大 きさ(二 次元動的弾塑性解析 による検討)

超微細加工技術による格子型狭帯域波長フィルタの試作

生産システムのエンジニアリング支援に関する研究

力距離曲線測定のための高減衰マイクロカ ンチ レバー

移動熱源による直交異方性薄板の熱座屈現象に関する理論解析

がた支持をもつ片持ちは りの振動のカオス的挙動

履帯構造を有する移動体の走行時におけるマルチボディダイナ ミクス

検力ブロック式高速材料試験機による鋼及びアル ミニウム材の広ひずみ速度域での引張試

験

接合解法による線引抜 き加工への適用に関する研究

機械式人工眼球に関する研究

軸対称加熱を受ける二次元不均質特性 をもつ中空球の材料組成最適化問題

ControlfortheAmountofConveyedMaterialsbyaVibratoryDispersionFeederof

ElectromagneticType(電 磁式振動分散ブイーダの搬送量制御)

Researchontheupperbodymovementoftw()-leggedwalkingrobots(二 足歩行ロボッ

トの上半身の動 きに関する研究)

エネルギー機械工学分野

氏 名 論 文 題 目

赤 平 芳 朗 ヘリカル系磁場中における磁力線及び荷電粒子軌道のカオス的性質

植 田 弘 之 楕円柱周 りの渦法による数値解析

臼 井 理 浩 氷蓄熱槽を含む低温空調システムの最適計画

大 塚 真 弘 渦法 を用いた二次元角柱 まわ りの流れ解析

加 藤 充 吸気 冷却 を用い たガス ター ビン ・コー ジェネ レー シ ョン ・システ ムの最適 運用計 画
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氏 名

川ノ上 真 輔

川 本 裕

黒 木 智 之

久 郷 明 義

田 中 秀 充

中隠居 晃

中 南 宏 章

林 丈 雄

松 村 史 生

松 本 匡 史

山 崎 真 司

山 下 嘉 門

山 本 貴 司

芳 友 雄 治

渡 辺 卓 巳

論 文 題 目

都市におけるエネルギー供給インフラス トラクチャーの最適計画

レイノルズ数を突然変化 させたときの単円柱の非定常熱伝達実験

非平衡プラズマを用いた空気清浄システムの研究

フロータによる搬送材表面の圧力分布について

液体燃料噴霧の燃焼および排気特性に及ぼす燃料性状の影響 に関す る研究

微小重力環境 を利用 した超臨界雰囲気中における液滴燃焼に関する研究

東アジアを対象 とした硫黄化合物の輸送 と排出量の制御方策に関する考察一 中国の制御方

策を中心 として一

地域冷暖房 プラントの最適運転支援 システムの開発 と評価

複雑地形上の大気汚染予測への局地気象モデルの適用 と酸性霧シミュレーションの基礎研

究

EXCIPLEX法 を利用 した燃料液滴の火炎構造解明と非接触温度測定

マイクロバブルのレーザ捕捉 とマニピュレーション

数値モデルを用いた土壌脱硝 システムの沿道汚染改善効果に関する考察

バイアス電圧による高 リサイクリングダイハータプラズマ制御のモデル化

静止安定成層流体中の噴流濃度場のスペク トル特性

シー ド完全電離非平衡プラズマを用いたダク ト型MHD発 電機の特性

航空宇宙工学分野

氏 名

乾 真軌美

勝 又 信 賢

栢 木 良 典

川 田 敬 一

河 田 俊 行

小 林 正 和

近 野 雅 嗣

塚 義 友

津 嶋 辰 郎

刀 祢 哲 也

中 尾 誠

中 澤 正 和

西 元 慎 介

筆 山 悟 史

松 本 勉

諸 岡 康 郎

安河内 雄 史

淀 川 健 悟

柳 時 雄

論 文 題 目

超音速機の翼一胴結合部流れにおける撹乱の発達

確率有限要素法を用いた円筒の振動解析

分子動力学法によるスペースデブリ防御板の高速衝突破壊現象に関す る研究

固有構造を指定 したロバス ト飛行制御系設計

ニューマチック構造のモデル実験のための相似則 と実験

ロケット推力を受ける片持ち柱の最適設計と実験

粘性の大 きい場合のファラデー共鳴に関する数値的研究

超音速縦渦崩壊過程の熱線による計測

低 レイノルズ数域における翼平面形状最適化 に関する研究

超音速混合 ・燃料流れの数値シミュレーション

低剛性 ・超低速航空機の安定性 と運動特性に関する研究

振動情報による柔軟構造物の損傷検出

関節摩擦 を考慮 した冗長可変形状 トラスのインピーダンス制御に関する研究

ブラジウス境界層に導入された縦渦の挙動

宇宙ロボ ットによる組立作業に対する強化学習を用いた知能化に関する研究

マイクロバース ト下での航空機の運航

低推力推進機を用いた惑星間飛行軌道に関する研究

カルマンフィルタを用いた物体の位置姿勢の実時間計測に関する研究

片持ち送水管のフラッタに関係する固有値分枝 と不安定モー ド
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海洋システム工学分野

氏 名

上 田 幸 蔵

岡 田 昌 之

奥 村 英 晃

鹿 島 孝 之

合 田 憲 和

阪 口 泰 規

田 中 正 治

中 村 研

名 雪 真未子

西 田 隆 司

板 東 晃 功

平 井 達 之

藤 川 悟

藤 田 真 司

細 野 淳

宮 地 誠 之

横 関 敦

吉 田 大 助

孫 軍

馬 勇 康

論 文 題 目

流れによって変動する弾性壁面の画像計測に関する研究

トリムタブを用いた超高速カーフェリーの縦揺れ制御に関する研究

高速滑走艇の操縦運動時不安定現象に関する研究

表面冷却による海洋混合層の発達に関する研究

内部波の質量輸送に関する理論的研究

重力流の特性に関する基礎的研究と河口域環境問題への応用

コラム支持型線状浮体構造の波浪中弾性応答に及ぼす変動軸力の影響に関する基礎的研究

多関節翼の推進機構に関する研究

人間活動の影響を考慮した沿岸域環境評価モデル構築に関する研究

計算流体力学を用いた船尾形状最適化に関する研究一自航シミュレータを用いた伝達馬力

最小化一

海洋深層水の大規模取水に関する基礎的研究

表情による心理的変化の客観的計測 ・評価

都市下排水の海上処理に関する基礎的研究

制約付きブラインドセパレーションーOD交 通量推定への適用可能性の検討一

沿岸域におけるクロロフィル分布の可視化と流況計測に関する研究

りんくう公園内海の生態系と環境影響の定量的評価

適応構造物の形状制御に関する研究一フレキシブル構造に対するタグチメソッドの適用一

曲げ ・勇断を受ける桁構造の最終強度解析手法の開発

損傷を有する海洋骨組構造物の強度評価に関する研究一円孔を有する円筒部材を含む場合

AnExperimentalStudyonLargeRollMotionofaDamagedShipinIntermediateStage

ofFloodingduetoSuddenIngressWater

電気 ・情報系専攻

数理工学分野

氏 名 論 文 題 目

上 田 賢 嗣 複素射影空間内のある超曲面と正則写像

加 藤 平 拡張ババー ドモデルにおけるス トライプ構造

志 水 政 教 粉体流動層中の非線形波動

星 田 輝 彦 電子 一陽電子 一イオン ・プラズマ中における非線形電磁波の伝播

松 本 孝基 α一designの 構 成 法 と α一designか ら得 ら れ るunequalblocksizedresolvabledesignの 拡 大

水 野 道 尚 第一種積分方程式の直接的離散化による数値近似解とその解析

森 敦 夫 微分方程式で表わされた数理生態系モデルの解析

森 伸 也 φ4vergenceに よ る確 率P,Qの 検 定

榛 広 行 d波超伝導体の渦糸まわりの電子構造

松 本 健 ベイズ統計量におけるパ ラメー ターの推定について
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電子物理工学分野

氏 名

飯

伊

稲

蔚

大

岡

岡

小

奥

越

片

片

田

藤

木

西

田

野

川

谷

智

岡

山

美 和

歩

洋 行

暁 泳

満 輝

洋

正 紀

喜 之

重 伸

和 宏

英一郎

貴 寛

鴨 早 月

菊 池 通 真

北 村 健太郎

木 村 浩 晶

久 米 雅 人

倉 橋 直 也

近 藤 和 也

里 村 泰 光

高須賀 康 晴

轟 原 正 義

中 山 実

西 一 仁

西 嶋 秀 浩

橋 本 哲

福 田 浩 昌

藤 井 達 雄

堀 川 修 一

松 尾 倫 明

松 下 寿 雄

松 末 哲 征

山 本 明 子

論 文 題 目

誘電体高気圧プラズマによるフロンガスの分解に関する研究

ポリフェニルシランの熱分解 とパターニング材への応用 に関する研究

ポリシランの光誘起現象 とキャリア輸送特性に関する研究

横型カンチレバーを用いたマイクロリレーの試作

2層 構造をもつポーラスシリコンの構造評価

超音波 ・光相互作用を用いた散乱媒質中における光情報のラベ リング

Mo横 型三極構造 フィール ドエ ミッタの試作

パーコレーションクラスターにおける過渡ホ ッピング輸送に関する研究

半導体 レーザーの利得変調パルスに対するパルス圧縮 と波形整形

ネマティック液晶におけるイオン伝導にともなう過渡光回折

マクロポーラス化を利用 したシリコン基板加工技術

InGaAs/GaAsSbタ イプll多 重量子井戸構造 を用いた共鳴 トンネル型光双安定に関す る研

究

アーク放電法による炭素ナノチューブの成長制御

シリコン結晶中の点欠陥形成に対する不純物原子の応力効果の解析

Y系 高温超伝導体の異方性

CuAISe2単 結晶の青色発光 と共鳴ラマン散乱

有機ポリシランの電界発光素子への応用に関する研究

超短光パルスの強度 ・位相情報の測定を目的とした二光子吸収型光相関器の開発

マイクロリニアアクチュエータの試作

非線形 光学効果を利用 した小型光断層画像装置の開発

Si縦 型フィール ドエ ミッタの試作

等方相中に成長 したスメクティックAフ ィラメントの形態観察 とその理論的考察

ペロブスカイ ト型Mn酸 化物の単結晶作成 と磁性

CuInS2結 晶の励起電子緩和過程 一発光の時間分解特性一

走査型電子顕微鏡を用いたカーボンナノチューブのハ ンドリングとその応用

ポーラスSiの多孔度超格子に関する研究

微細酸化膜パター ンエッチング時のエ ッチ ング速度モニター

ポリシランのバ ンド裾状態及び光主鎖開裂過程 に関する研究

THMに よるCuAISe2単 結晶作製とス トイキオメ トリー制御

CulnS2結 晶のフォ トルミネセンスによる欠陥準位の評価

CexLal.xSiの 磁性

ビススチリルベ ンゼン誘導体分子分散ポリマーの励起状態に関する研究

InGaAs/GaAsSbタ イプll単 一ヘテロ構造の発光特性に関する研究

電気電子システム工学分野

氏 名 論 文 題 目

浅 野 光 俊 マルチフラックスバ リア形リニア同期 リラクタンスモータの特性解析

内 山 昌 也 応力波を用いた圧力検出器の校正に関する研究

鵜生川 浩 司 Web上 での遠隔測定におけるデータ管理とビジュアル化手法に関する研究

大 山 英 一 AnExperimentalStudyonDelayed-feedbackControlofThree-coupledMapLattices

仙 石 竜 生 Hurwitz安 定多項式に対する局所凸方向の判定法
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氏 名

田

辻

辻

寺

永

濱

原

細

南

宮

森

横

列

中

村

村

西

田

田

田

川

本

内

田

良

和

知

智

浩

真

稔

尚

高

正

俊

暁

樹

江

祥

励

巳

司

博

行

宏

記

春

梅

論 文 題 目

新構造非対称Y分 岐光導波路に関する理論的研究

輻韓を考慮 したFTPフ ァイル転送時間に基づ くLANの 評価に関する研 究

二重倒立振子の安定化制御実験

2極SynRモ ータの回転子の最適設計と出力特性に関す る研究

電力系統へのニューラルネ ットワーク応用に関する研究

平衡点制御による多機電力系統の分散制御に関する研究

非線形媒質からなるTaperedVelocityCouplerを 用いた光パワーリミッタの設計

光制御マイクロス トリップフィルタの設計に関する研究

ギャップを介 した奇数分岐導波路の広角設計に関する研究

電力システム計画へのモダンヒューリスティックスの適用に関する研究

光導波路における導波モー ドの光強度分布 自動測定システムの構築

リニアコンプレッサ用LPMの セ ンサレス運転特性に関する研究

リラクタンス トルクを利用する同期モータの諸特性

情報工学分野

氏 名

浅 沼 克 紀

浅 野 英 輔

東 晃 弘

安 部 謙 吾

池 田 彰 典

太 田 教 子

大 野 潮 満

大 村 貴 志

岡 本 聡

川 崎 光 泰

高 向 靖 仁

田 中 英 之

黒葛原 貴 之

中 地 廣

野 川 恭 史

松 本 昌 紀

御 厨 正 弘

水 野 浩 之

山 ロ 亮

渡 邊 圭一郎

江 泓

論 文 題 目

身体各部の動作概念の階層性に基づ く人物行動のテキス ト表現

不特定話者視聴覚融合音声認識 に適 した唇形状抽出法

周波数非線形伸縮を用いた対数パワースペク トル包絡のモーフィングによる声質変換

リフレクション機能を用いたソフ トウェアモジュールの統合支援システムの開発

ニュー ラルネットワークを用いた リモー トセンシングデータの修正

オブジェク ト指向に基づ くプログラミング トレースの視覚化

参照重要度に基づ くWWW検 索 に関する研究

重み行列 を半正定 と限定 しない離散時間最適 レギュレー タ

自己組織化マ ップを用いた合成 ゴムシールパ ッキンの画像による欠陥検出

ニューラルネットワークによるシステム同定法と加熱炉温度制御問題への応用

意思決定主体が複数存在するシステムの効用関数を用いた分析 と最適化

逐次誤差信号のN重 積分値を用いた低次元化システム同定

Kinet量c画像 を用いた心機能分析法

共進化 を用いたゲームの創発的形成

エネルギー最小化原理による巡回符号の軟判定復号法

人物の動 きに注 目した遠隔会議における効果的な映像生成

倒立振子の平均的2次 安定化制御

窓関数を用いた部分テキス ト検索

内点勾配系による実数値記憶パ ター ンの動的連想記憶モデル

極配置を考慮 した倒立振子のロバス ト安定化制御

ニュー ラルネットワークによるカラー画像の顔認識
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経営工学分野

氏 名

池 田 恵理子

石 田 直

曽 谷 友 和

西 尾 文 宏

大 迫 真 実

小 林 淳 一

大 上 将 之

西 川 和 彦

志津野 雅 人

中 村 将 輝

小 松 裕 和

宮 崎 吉 朗

田 中 喜美子

高 奥 貴 至

森 川 謙 志

杉 原 一 臣

谷 直 樹

畑 仲 圭 介

中 理 達 生

李 東 勲

妹 尾 和 也

ル ・ ジ ュ ン

論 文 題 目

フ ァジィQ学 習 による最 近隣 クラスタ リング法

分岐限界法 に よる機械 非指 定型加工一組 立 フロー シ ョップ ・スケ ジ ュー リング

ファジ ィ識別 システムの性 能 とルール数 の トレー ドオフ

SqueezingBranchandBound法 に よる加 工 一組 立 フロー シ ョップ ・ス ケジ ュー リング

FuzzySwitchingLinearDiscriminantフ ァ ジ ィス イ ッチ ング線 形判 別

Taguchiの 損 失関数 に基 づ く(X,S)同 時 管 理図の経済 的運 用法

FCV法 を用 いた局所 的な独 立成 分の抽 出法

遺伝 的 アルゴ リズ ムに よるセ ル生 産 シス テムの2目 的 レイア ウ ト法

区間効率値 におけ る下界 を考慮 した改善

グルー プ ・テ クノロジ ィにお ける類 似度要 因 とセ ル構成 アル ゴリズ ムに関す る研 究

補助変 数に独 立 な主成分 を抽 出す るファジ ィク ラス タ リ ング法

ダイナ ミック生産 スケ ジュー リング法 に関す る研 究

パ ター ン識別問題 に対 す るフ ァジ ィ識別 システムの学 習

核 関数 法 とガ ウス混合 モデ ルに よる一般 回帰 ニ ュー ラル ネ ッ トの発 見的 モデ ル選択

総滞留 時間の期待値 ・分散最小化 の効率 的並 列機械 スケ ジュー リング法

上 下界 概念 を用 いた区間AHPモ デ ル

KL情 報 量 に よる正則化 を用 いる局所 的主成分分析

ジ ョブ シ ョップスケ ジュー リングに関す る研 究

IPDゲ ー ムにおける協調行動進 化のため の集 団遺伝学 的 アプ ローチ

Two-MachineParallelFlowShopSchedulingtoMinimizeMakespan

区 間 密度 関数 を用い た コンフリク ト分析

Usingoptimizationlayer-by-layerlearningalgorithmtolocal-recurrent-global-

feedforwardnetworkforfinancialtimeseriesprediction

物質系専攻

応用化学分野

氏 名

浅 川 朋 命

伊 藤 武

江 草 知 子

遠 藤 充 輝

大 賀 靖 子

大 崎 伸 浩

岡 本 文 敬

鎌 田 穣

岸 口 悟

蔵之上 和 博

篠 塚 豊 史

論 文 題 目

典型元素の反応性を活用するロタキサンの合成 と反応

Pd薄 板電極で分離 した二室セルを用いる有機化合物の連続水素化ならびに脱水素反応

イミノスルポナー ト型光酸発生剤の合成 と高分子光架橋系への応用

熱による酸発生 と光による塩基発生を利用する表面修飾型フォ トレジス ト

ビナフチル骨格を有するキラルクラウンエーテルを用いる光学活性 ロタキサンの合成

185nm光 によるメタクリル酸エステル共重合体の分解

グァニンおよびシトシンを含むオリゴヌクレオチ ドの塩基配列依存型重合反応の探索

中性テ トラチアフルバレニルジカルコゲノラー ト金属錯体の合成と電気伝導 ・磁気的性質

に関する研究

Vイ オン注入による二酸化チタン半導体光触媒の可視光化 とその上でのメチルアセチ レン

と水 との光触媒反応

前生物的RNA生 成反応に対するタンパク質状物質の原始酵素機能の探索

146nm光 によりスルホン酸を生成するポリマーの合成と光分解挙動
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氏 名

須 安 範 明

竹 内 貴 祥

谷 井 晶 洋

辻 井 伸 長

津 村 理 恵

申 嶋 亮 太

西 村 泰 樹

原 康 隆

二 村 実

古 川 哉 子

別 所 宏 忠

本 馬 克 憲

宮 内 理 江

宮之原 啓 祐

森 信 哉

能 村 仲 篤

渡 辺 伸 博

渡 邊 亮

論 文 題 目

遷移金属 イオ ンを注入 したチタニアー シリカ複合酸化物の局所構造 と可視光照射下での

NOの 光触媒分解 反応

光学活性固定相 を用いたワイ ドボアキャピラリーガスクロマ トグラフィーによるアミノ酸

の光学分割と実試料分析への応用

活性炭素繊維上 に調製 した酸化チタン光触媒のキャラクタリゼーシ ョンと各種アルコール

の液相光触媒酸化反応

ゼロエ ミッションを目指 した連続水素化反応システムによる硝酸イオンの還元に関する研

究

合成 したMo-MCM-41メ ソポーラスシリケー トの局所構造と光触媒反応特性

スチレン誘導体 を用いる芳香環への新規分子内光環化付加反応

酵素 電極間リサイクリングに基づ く高感度バイオセンサーの研究

AB,型 水素吸蔵合金負極の低温特性に関する研究

水素化物生成 一高出力窒素マイクロ波誘導プラズマ発光分光分析 によるアンチモ ンおよび

テルルの高感度定量

(η"一ジエ ン)Fe(CO),ユ ニ ットを有する新規環状化合物の合成 と性質

アルカリ金属 カチオン交換ZSM-5ゼ オライ ト細孔内に吸着 した2一ペ ンタノンの光化学過程

とその理論的解析

p一ベ ンゾキノニルチオ基を活用する光 ・熱硬化 システムの構築

Ti-v-Ni基 水素吸蔵合金の表面改質およびその電気化学的キャラクタリゼーション

多成分Mg系 水素吸蔵合金の作製 と電気化学的キャラクタリゼーション

ジエチルお よびジハ ロ置換TCNQラ ジカルアニオン塩の結晶構造 と電気伝導 ・磁気的性質

に関する研究

面性 キラルな(η3一アリル)鉄 錯体 の不斉配位子置換反応

水素結合 を駆動力とするインターロック ト化合物の合成 と運動性制御

5,10一ジヒ ドロフェナジン誘導体およびその関連化合物の合成 と性質

化学工学分野

氏 名

高 康 晃

江 尻 洋 子

大 東 正 和

笠 原 弘 喜

栗 本 一 平

古 賀 孝 臣

坂 手 充

静 美智子

杉 本 伸 一

関 秀 俊

天 竺 英 司

中 川 聡

沼 徹 哉

久 常 雅 世

論 文 題 目

アルコキシド法による単分散シリカ微粒子の生成機構

植物細胞培養による遺伝子組み換え αrantitrypsinの 分泌生産

均一沈殿法による単分散微粒子の生成に及ぼす操作条件の影響

アシル化アミノ基 を有する両親媒性粒子の合成 と酵素固定化への利用

主薬 ・賦形剤の含量および粉体物性 に基づ く複合型造粒機の造粒過程

高圧縮 ・勇断機構をもつ粒子複合化装置の装置特性 と力学的解析

液相中の物理的手法 による微粒子の生成

p-(1,1,3,3一テ トラメチルブチル)フ ェノキシポリエ トキシ基を有するモノマーの合成とキャ

ラクタリゼーション

連続テル ミット反応によるめっ きスラッジおよびアルミニウム ドロスの再資源化

スチ レンの分散重合における粒子生成に関す る研究

PVD法 によるエアロゾル粒子生成の単純化モデル

Pseudo〃zonasaeruginosaLST-03株 が産生する有機溶媒に安定 なリパーゼの精製とその性質

撹絆造粒の計測 と制御

使用済みニッケル/水 素蓄電池の リサイクルへの抽出分離プロセスの応用
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氏 名 論 文 題 目

桝 田 智 雄 回転円錐 ローター貫入法における粉体層の圧縮 ・勢断過程の力学的解析

三 川 展 久 液相静電分級器による粒子の電気移動度測定

耳 塚 孝 P5θμ40〃zoπα∫αεrπg'η05αLST-03株 の リパ ーゼ遺伝子(伽8) .の 解 析 お よびその遺伝 子産 物

の精製

森 田 将 行 高分子繊維分散型複合材料の調製とその評価

山 口 友 宏 DLVO理 論における静電相互作用の評価方法に関する実験的検討

材料工学分野

氏 名

柏 原 一 之

中 松 貞 晃

永 山 仁 士

金 橋 秀 豪

高 原 渉

西 岡 孝 哲

平 田 智 丈

堀 川 泰 生

日 比 康 雅

三 輪 泰 昭

山 中 崇 司

山 根 健太郎

池 田 典 史

井津元 寛 史

坂 本 竜 也

中 山 達 雄

太 田 亘

永 田 佳 央

道 中 岳

井 関 崇

瀧 川 和 明

西 村 勝 博

論 文 題 目

MnPt3薄 膜の構造 と磁気特性に及ぼすSb添 加の影響

グラファイ ト粉末を用いたシリコン炭化法によるSicの 合成 と特性

反応 アーク溶解により作製 したL12型(Al,Cr)3Ti/TiB2+Ti2AIC複 合材料の組織 と機械的

性質

組織制御による高エネルギー吸収能超軽量セル構造体の創製に関する基礎研究

オーステナイ ト系ステンレス鋼の高温酸化挙動

第一原理擬ポテンシャル法を用いたMg-Li合 金の研究

シリカ添加ジルコニア多結晶体の超塑性特性に関する基礎研究

Ni粉 と低融点Ni基 合金粉末 による厚肉鋳鉄の表面被覆層の形成

炭化ケイ素前駆体ポリマーの最適設計 とセラミックス化過程

SiC系 材料のプレカーサーとしてのポ リビニルシランのセラミゼーション

複合材料強化SiC系 繊維のアルミナ粉末中における高温挙動

ケイ素含有炭素系複合体の合成 と耐酸化性評価

高周波誘導加熱によるNi-Al系 金属間化合物コーティングに及ぼす加熱速度の影響

鉄鋼材料の摩擦 ・摩耗に及ぼす接触点間電流の影響

アルミニウム溶湯中での反応により生成 されたアルミナの組織 と微細化

高Mn鋼 の転が り疲れ

Al引 抜 き加工材の組織に及ぼす加工条件の影響

圧延接合法によるTi-Al系 複合金属 間化合物の作製

無電解ニッケルめっきの低温化

超高強度CFRP複 合材料の環境強度特性

CFRP複 合材料の環境強度 とその機構

CFRP複 合材料の環境疲れ特性

機能物質科学分野

氏 名 論 文 題 目

野 田 文 彦 ス ピロナ フ トオキサ ジン残基 を もつ シリコー ンの合成 とその フ ォ トク ロミズム

猪 飼 利 光 機能性有機色素 ドープゲル膜の特性

島 吉 孝 機能性色素を用いた放射線カラー線量計の開発

高 瀬 雅 祥 DinucleotideRecognitionbyFerrocene-Modi五edArtificialReceptors

(フェロセ ンで修飾された人工受容体 を用いるジヌクレオチ ドの認識)

多 中 良 栄 キラル補助基に基づ くジアリールエテンの不斉閉環反応
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氏 名

寺 岡 春 菜

糸 長 直 樹

鳥 越 泰 光

山 田 隆 平

大 沼 康 宏

山 内 登美子

大 平 欽 吾

奥 野 博

曽 和 哲 也

吉 田 佳 弘

蒲 原 隆 人

木 下 雅 文

白 石 大 輔

今 井 克 哉

上 山 かおり

森 永 潤 一

山 下 英 毅

志 村 環

長 田 貴 弘

平 野 泰 弘

横 田 壮 司

論 文 題 目

(ピレンを基本骨格 とする水溶性 シクロファンの集約的合成ルー トの開発)

CooperativeComplexationofAlkalineEarthMetalCationsbyaNovelFluoroionophore

(新規な蛍光性イオノホアによるアルカリ土類金属 カチオンの協同的錯形成)

pH感 受性膜融合 リボソームを用いた新規な遺伝子運搬体の構築

ConformationalControlandPhotochemicalPropertiesofPolyether-LinkedPorphyrin

DimersandTrimers

(ポリエーテル鎖 によって連結 されたポルフ ィリン2量 体および3量 体のコンフォメーシ

ョン制御と光化学的特性)

セ リン残基含有オリゴペプチ ドの合成 と構造解析

合成ポリペプチ ドを用いたハイ ドロゲルの作成 と評価

弱酸性大気汚染物質の測定とその挙動

水溶液系 における超音波化学反応の基礎的研究およびPCB関 連物質の超音波分解

気液反応装置/蛍 光検出計 を用いたNO,計 の開発

黄砂粒子表面における窒素酸化物の反応に関する研究

種 々の腐食溶液中における黄銅 の優先溶解挙動

電位ノイズ解析 によるき裂発生モニタリング

乾湿繰 り返 しSO,環 境における高張力鋼の腐食挙動 と水素吸蔵

酸化物エアロゲルを用いた銀およびリチウムイオン伝導性複合体の作製 と評価

ゾル ーゲル法による紫外線硬化性無機 有機複合体膜の作製と応用

ゾルーゲル法に より作製 したコーテ ィング薄膜の紫外光照射 による濡れ性の制御 とその応

用

メカニカルミリングによる硫化物系をベース とした高リチウムイオン伝導性非晶質材料の

合成

Liド ーピングによる強誘電体ZnO薄 膜の創製

強誘電体エピタキシャル薄膜中の応力状態解析 と誘電特性 との相関

高 ・強誘電体(Ba,Sr)Tio3に おける量子構造制御

Si:Ce希 薄磁性半導体薄膜における新規な強相関輸送現象
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氏 名 論 文 題 目 授 与 月 日

栗 山 利 彦 自動車設計におけるCFD(数 値流体力学)の 援用手法に関する研究 11・1・31

二 澤 宏 司 X線 光電子分光法における固体内での電子の挙動に関する研究 11・1・31

宮 地 保 好 合成ポリアミノ酸の分散の分子設計と生医学材料としての応用に関する研究 11・1・31

吉 田 淑 則 合成高分子の機能化設計に関する研究 11・1・31

奥 平 頼 道 同心二重管端部の曲がり流れに関する研究 11・2・28

李 徳 宇 離散時間簡易型適応制御における概強正実性とアルゴリズムに関する研究 11・3・31

銭 相 杓 THEORETICALANALYSESOFAXISYMMETRICALISOTHERMAL 11・3・31

ELASTICANDTHERMOELASTICBEHAVIOROFNONHOMOGENEOUS

MEDIUM(不 均質体の軸対称等温弾性および熱弾性挙動に関する解析的研究)

中 西 正 人 LowReynoldsNumberFlowsaroundImpulsivelyStartedorRotatingBodies 11・3・31

(急発進および急回転する物体 まわ りの低 レイノルズ数流れの解析)

大 朝 隆 光 テレスコシリンダーの座屈荷重評価 と座屈荷重設計に関する研究 11・3・31

李 揆 亨 フ ァジィ ・フ ロー シ ョップ ・スケジ ュー リングに関す る研究 11・3・31

ラハ マ ッ トチ ェ ハ AirTransportationPlanningProductivityPerformanceEvaluationin 11・3・31

IndonesianAirlineIndustry(イ ン ドネ シア航 空業界 におけ る航空輸 送計画 と

生産性評価)

長谷川 公 一 Preparationofvarioussilica-derivedmicroparticlesbythesol-gelprocess 11・3・31

andapphcationtoadvancedcompositematerials(ゾ ル ー ゲ ル 法 に よ る 種 々 の

シリカ系微粒子の調製と機能性複合材料への応用)

林 晃 敏 Structureandpropertiesoflithiumionconductingoxysulfideglassesbased 11・3・31

ontheLi、SSiS、system(Li、S-SiS2系 を ベ ー ス と す る リ チ ウ ム イ オ ン伝 導 性 オ

キシスルフィ ドガラスの構造と特性)

藤 森 啓 一 DevelopmentofDeterminationforOrganicPollutantsbyChemi一 11・3・31

luminescenceMethod(化 学 発 光法 に よる有機 汚濁物 質の定量法 の開発)

藤 岡 美 博 FASTANDACCURATEMASSMEASUREMENTUNDERTHE 11・3・31

CIRCUMSTANCESWITHVARIOUSVIBRATIONS(揺 動 環境 下 での高 速

高精度質量計測)

衣 笠 哲 也 MOTIONCONTROLOFLEGGEDROBOT-ANon-linearControlTheoretic 11・3・31

Approach(脚 ロボ ッ トの運動制 御 一非線形 制御理論 的 アプローチ)

水 嶋 高 正 HYPOTHESESTESTINGBASEDONDENSITYESTIMATION(密 度推 定 11・3・31

に基づく仮設検定)

甑 文 棟 高偏極度電子源のための半導体フォ トカソー ドの提案とス ピン依存性発光によ 11・3・31

る評価

姜 東 植 適応信号処理による新旧紙幣のニューロ識別に関する研究 11・3・31

野 場 賢 一 内部自由度を有する励起子の緩和と光学応答 11・3・31

徐 永 華 OrganicPolysilaneLight-EmittingDiodes(有 機 ポ リ シ ラ ン 発 光 ダ イ オ ー ドに 11・3・31

関する研究)

アリフウイジャヤ STUDIESONPRODUCTIONOFFRUCTOSE1,6-DIPHOSPHATEAND 11・3・31

SIMULTANEOUSATPREGENERATIONBYCONJUGATEDENZYMES

(共役酵素 を用いたフルク トース1,6一ニ リン酸の生産とATPの 同時再生に関す

る研究)

須 貝 幸 廉 高分子繊維分散型機能性複合材料の評価法の開発と調製プロセスへの応用 11・3・31
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氏 名 論 文 題 目 授 与 月 日

林 弘 志 FUNCTIONALIZATIONOFLIPOSOMESUSINGTHERMO-SENSITIVE 11・3・31

POLYMERS(温 度感受性高分子 を用いた リボソームの機能化)

玉 木 太 平均と標準偏差の同時管理図と官能品質特性管理図に関する研究 11・5・31

芦 田 淳 StudyonCrystalGrowthofTernaryCompoundSemiconductorsbySolid 11・6・30

StateDiffusionProcesses(固 相 拡 散過 程 を伴 う三元化合 物半 導体 の結 晶成 長

に関す る研究)

木 谷 滋 大気環境および土壌環境におけるステンレス鋼の耐食性に及ぼす材料因子と環 11・6・30

境因子の影響に関する研究

小 坂 学 同定型適応制御の実用化 とその電気油圧サーボシステムへの応用 11・9・30

小 坂 利 壽 ニュー トラルネットワークによる貨幣識別の高度化 に関する研究 11・9・30

矢 野 法 生 ビスカスカップリング用流体 としてのジメチルシリコー ンオイルの安定性に関 11・9・20

する研究

坂 本 和 徳 高性能塗布型磁気記録媒体における磁性粉末の分散機構に関する研究 11・9・20

SUYOTORAIS ホロニック生産のための工程設計 システムに関する研究 11・9・30

柏 卓 夫 ミリ波帯通信 およびセンサ用モノリシック集積回路の高性能化に関する研究 11・9・30

岩 崎 日出男 感性と嗜妊品質に対する統計的解析法に関する研究 11・9・30

生 駒 宗 久 StudiesonDvelopmentofSealed-TypeNickel/Meta田ydrideBattery 11・9・30

UsingHydrogenStorageAlloyforNegativeElectrode(水 素 吸 蔵 合 金 を 負 極

に用いた密閉型ニ ッケル ・水素蓄電池の開発に関する研究)

吉 田 泰 樹 StudiesonNewSuccessiveHydrogenationSystems(新 し い 連 続 水 素 化 シ ス 11・9・30

テムに関する研究)

岡 田 宏 StudiesonSynthesisofHeterocyclesDirectedtowardUsefulMedicinesand 11・9・30

Pesticides(有 用な医薬および農薬を目指 した複素環化合物の合成に関す る研

究)

今 北 毅 金属材料分析の高精度化および迅速化に関する研究 11・9・30

深 野 行 義

吉 村 武

火花 点火式 天然 ガス機関 の燃焼室 内 にお ける混合気 流動 お よび燃 焼 に関す る研

究

ApplicationandCharacterizationofYMnO3FilmsasTransistorType

11・10・31

11・10・31

FerroelectricMemories(YMnO3薄 膜 の トラ ンジス タ型強誘 電体 メモ リへ の応

用 とその評価)

島 田 省 三 StudiesonPhase-TransferFree-RadicalPolymerizationofMethylate(メ タ 11・10・31

クリル酸メチルの相 間移動 ラジカル重合に関する研究)

野 村 俊 之 均一および不均一核生成による粒子生成の単純化モデルに関する研究 11・10・31

土 井 智 晴 パラメー タ変動をもつ電気 ・機械系 に対す るロバス ト制御 の適用 11・11・30

西 田 吉 晴 モータ駆動 システムにおける高機能制御技術 に関する研究 11・11・30

小 川 賢 リン酸形燃料電池のセル寿命に関する研究 11・11・30

山 田 康 雄 金属材料における高機能化のためのマルチスケール制御に関す る応用研究 11・11・30

金 馬 慶 明 光 ピックアップへのホログラム光学素子の応用 11・12・20

小 林 正 非線形問題のための数値解析法に関する研究一接触問題 とメッシュレス解法一 11・12・20

蒲 生 恵 司 不確実性 を考慮 した燃料電池 コージェネ レーション ・システムの最適計画に関 11・12・20

する研究

鷲 塚 諌 液晶表示装置の高性能化に関する研究 11・12・20

斎 藤 哲 男 無電解Ni-B,coBお よびNi-co-Bめ っ き皮 膜 の特 性 とその応用 に関す る研 究 11・12・20

安 倍 俊 三 綿繊維の気相ホルムアルデヒ ド加工に関する研究 11・12・20
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被 顕 彰 者

講 座

外国からの来訪者



IMIIIIUMIIIMIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIII川lllHIIII」被 顕 彰 者 lllH川lllllill川111111111111川lll川llMl川1川1酬1

大阪府立大学では、平成元年度か ら毎年創立記念 日(6月1日)に 、過去、1年 間に学会等か ら学術研究

の業績を認め られ賞を受けた教員を称えるため、学長から楯 を贈 って顕彰 している。

平成11年 度の被顕彰者は、次の とお りである。

学 科 職名 氏 名 受 賞 名 称 表 彰 者 名

機械システム工学科 教 授 谷 村 眞 治 1998シ ドニー ・メル ボル ン賞 米国自動車学会

エネルギー機械工学科 教 授 木 田 輝 彦 論文賞 ㈹ 日本設計工学会

エネルギー機械工学科 講 師 中 嶋 智 也 論文賞 ㈹日本設計工学会

エネルギー機械工学科 教 授 伊 東 弘 一 1999年 度最優秀論文賞 アメリカ機械学会

エネルギー機械工学科 助教授 横 山 良 平 1999年 度最優秀論文賞 アメリカ機械学会

応 用 化 学 科 助教授 井 上 博 史 電気化学会電池技術委員会奨励賞 ㈹電気化学会

電気化学会進歩賞 ・佐野賞

応 用 化 学 科 助教授 山 下 弘 巳 石油学会奨励賞 ㈹石油学会

材 料 工 学 科 教 授 冨 田 恵 之 日本熱処理技術協会賞 ・論文賞 ㈹ 日本熱処理技術協会

材 料 工 学 科 講 師 池 永 明 技術賞 ㈹ 日本鋳造工学会

機 能 物 質 科 学 科 教 授 辰巳砂 昌 弘 1997JCerSJ優 秀 論文賞 ㈹ 日本セラミックス協会

機 能 物 質 科 学 科 教 授 南 努 1997JCerSJ優 秀 論 文賞 ㈹ 日本セラミックス協会

海洋システム工学科 助 手 坪 郷 尚 日本造船学会 奨励賞 ㈹日本造船学会

経 営 工 学 科 助 手 三 好 哲 也 論文奨励賞 ㈹日本経営工学会
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水曜講座(平 成11年 度)

日 程 講 義 テ ー マ 講 師

5月12日 金属と水素一摩詞不思議な関係 工 学 部 教 授 高 杉 隆 幸

府民講座(平 成11年 度)

日 程 講 義 テ ー マ 講 師

9月4日 着色 ガラスびんのリサイクル 工 学 部 教 授 中 澄 博 行
一再生で きる着色技術一

9月18日 輻湊化する社会 システムに生 きる我々を巨大地震 工 学 部 教 授 藤 田 勝 久

から守るために

一一産業機械 システ ムを中心 として一

234



Iilll川Illl川11111111111111111"1111[11]11川IHII[lllY外国からの来訪者
(1999年)

1川川II闇1111111照川1川UIIIIIIIIIillililll川川1

氏 名 職 名 国 名 勤 務 先 講 演 題 目 講 演 日 世話人

LinPu 中国 バージニァ州立大学 ヒナフチル構造を鍵とする有機合成 ・高分 1月29日 高 田

子合成

ア ジ ス ハ ッサ ン マ レー シ ァ マラヤ大学 バッチプロセスの知的制御 2月16日 大 松

RogerSinta Director ア メ リカ AdvancedNano一 マイクロリソグラフィー用高分子材料 2月26日 白 井

technologiesINC

PatrikMetzner Director フ ラ ンス CNRSatCaen 硫黄反応剤を用いる不斉合成 2月24日 高 田

JirlM㏄kor 教 授 チェコ共和国 オス トラバ大学 FuzzyDecisionSystem 3月5日 市 橋

MiroslavPokomy 教 授 チェコ共和国 オス トラバ工科大学 FuzzyNon-linearRegressionModelllng 3月5日 田 中

FLRMInvolvingFuzzyRegression (英)

Coeticients

V.Paidar 研究部長 チェコ共和国 チ ェ コ科学ア カデ ミー ニッケルおよびチタナルミナイドにおける 4月21日 高 杉

原子間力と結晶欠陥

ParamesranRaveendran マ レー シ ァ マラヤ大学 ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トワー ク に よ る手 書 文 字 の 5月26日 大 松

認識

RobertWest アメ リカ ウ ィス コ ンシ ン大学 RecentAdvancesinOrganosil呈con 6月4日 水 野

Chemistry

TGLangdon 教 授 ア メ リ カ 南 カ リ フ ォ ルニ ア 大 FactorsInfluenclngMicrostructural 6月7日 東

学 EvolutionduringprocessingbySevere

PlasticDefo㎜ation

Sang-EonPARK 主任研究貝 韓国 KoreaResearch DesignoftheStableZro2SupportedN; 6月9日 安 保

IhstituteofChemical CatalystintheCO2Reformingwith

Technology Methane

イ ゴー ル ガ ラエ フ ス ウ ェ ーデ ン ルンド大学 スマートポリマーを用いた生体分子の分離 6月11日 河 野

(健)

安 光 徳 主席研究貝 韓国 韓国科学技術研究員 FluorecentPhotoimaginginPolymer 6月21日 角 岡

FilmsContainlngProtectedDye

MoleculesbyChemicalAmpli五cation

MrityunjaySingh 主任研究員 ア メ リ カ NASAGIennResearch 高温材料としての炭化ケイ素系セラミック 6月25日 岡 村

Center 複合材料の合成と評価

MiaoGuoping 副工学部長 中国 上海交通大学 TheInverseProblemsinNava[ 6月25日 池 田

ArchitectureandOcea鳳Enginee亘ng (良)

P.H.L.Notten Research オランダ PhilipsResearch ModelHngofRechargeableBattehes 7月10日 岩 倉

Scientlst Laboratories

朴 秀 吉 副教授 韓国 忠北大学校工科大学 Electr㏄hemicalPropertyofPolyacenic 7月16日 岩 倉

SemiconductorMaterialforLithium

SecondaryBattery

MichelChe 教 授 フ ラ ンス パ リ第6大 学 ESRStudiesonOxideCatalysts 7月16日 安 保

HymanGesser 教 授 ア メ リカ マニ トバ大学 TheRecombinationofFreeRadicalson 7月17日 安 保

PorousVycorGlass

YongGunShule 教 授 韓国 Yonsei大 学 Sol-GelPr㏄essinCatalysis 7月19日 安 保

Oh-ShimJoo 韓国 KIST CarbonDioxideHydrogenationtoForm 7月19ヨ 安 保

MethanolviaaReverse-Water-Gas-Sh隻ft

Reaction

ErichKnozinger 教 授 ドイ ツ ウィーン工科大学 RecentStudiesofChemicaland 7月23日 安 保

Photochemica置SurfaceProcesseson

Nanometer-SizedMetalOxldeParticles
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氏 名 職 名 国 名 勤 務 先 講 演 題 目 講 演 日 世話人

HeinzFrei 教 授 ア メ リカ カ リ フ ォル ニ ア大 学 MechanisticStudiesofPhot㏄hemistryin 8月27B 安 保

TransitionMetalMolecularSieves

AngelaB.Seddon 所 長 イギリス シ ェフ ィーハ ド大学 RecentStudiesofGalliumLanthanum 9月27日 南

SulphideGlasses

OMPRAKASHBHUTANI 教 授 イ ン ド インド工科大学 アイソベク トル法の応用による物理系偏微 11月26日 田 尻

分方程式の解

アポストロス バパニコラウ 教 授 ギ リシ ャ アテネ工科大学 荒天中における損傷船舶の転覆シミュレー 11月30日 池 田

シ ョ ン (良)

C.0.Dietrich一 CNRS フ ラ ンス ルイパスッール大学 MoleculesinMotion;towardsaMolecular 12月3日 高 田

Buchecker ディレクター Musul

MicheleBreysse 主 任 フ ラ ンス パリ第6大 学 Cat証ysts負)rt血eProductionEnvセonmen腔 皿y 12月3日 安 保

CleanFuels

Chr歪stopheGeantet 主 任 フ ラ ンス フランス国立触媒研究所 CharacterlzationofCatalystsbyHRTEM 12月3日 安 保

F.Lefebπe 主 荘 フ ラ ンス フランス国立触媒研 ActiveandSelectiveCatalystsObtained 12月3日 安 保

究所 bySurfaceOrganometal[icChemistry

B.V.RChowdari 教 授 シ ン ガポ ー ル シンガポール大学 MaterialsforLiIonBatteries 12月6日 南

MichelChe 教 授 フ ラ ンス パリ第6大 学 InsightintotheChemistryofOxide 12月8日 安 保

SurfacesbyMeansofEPRTechniques

SonyJonsson 上級研究員 ス ウ ェー デ ン FusionUVSystems Phot(》CationicPolymerization 12月8日 角 岡

Inc,USA

CharlesHoyle 教 授 ア メ リ カ Univ.ofSouthern PhotocurablePolymerDispersedLiquid 12月8日 角 岡

MississipPi Crystals

ChristianDecker 教 授 フ ラ ンス NationalCenterfor RecentAdvancesinPhotoinitiated 12月8日 角 岡

Scientl血cResearch Polymerization
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研究費補助および共同研究制度等の説明

大阪府立大学では、他大学及び試験研究機関等 との共同研究や民間企業等か らの受託

研究、研修員の受入れも積極的に行っています。 また、研究奨励のための寄附金の受入

れについても制度化されています。

これ らに関す る規程 を掲載 しましたので、ご利用の向きは研究内容に応 じて各講座担

当教授又は工学部事務部までご連絡 ください。

1)大 阪府立大学教育 ・研究奨励寄附金取扱規程

2)大 阪府立大学受託研究等取扱規程

237

3)大 阪府立大学フロンティア共同研究規程

238

4)大 阪府立大学工学部共同研究規程

239

5)大 阪府立大学共同研究員の受入れ及び取扱いに関する規程

241

6)大 阪府立大学研修員規程

243
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大阪府立大学教育 ・研究奨励寄附金取扱規程

(趣旨)

第1条 この規程は、大阪府立大学における教育 ・研究奨励寄附金(以 下 「奨励寄附金」 という。)の 取扱 いに関 し、

必要な事項を定める。

(定義)

第2条 この規程で、「奨励寄附金」 とは、本学における教育 ・研究を奨励するため寄附される寄附金で、学長が次

の各号に掲げる経費に充てることを目的 として受入れを決定 した寄附金 をいう。

(1)学 術研究に要する経費

(2)教 育 ・研究に供す る図書 ・機械 ・器具及び標本等の購入費

(3)そ の他、教育 ・研究に要する経費

(受入れ制限)

第3条 次の各号に掲げる条件が付されている寄附金は、奨励寄附金 としてこれを受入れることができない。

(1)寄 附金に より取得 した財産を無償で寄附者 に譲与すること。

(2)寄 附金による研究の結果得 られた特許権 ・著作権 ・商標権及び実用新案権その他 これらに準ずる権利 を寄附者

に譲渡 し、また使用 させ ること。

(3)寄 附金による研究の成果を寄附者に報告す ること。

(4)寄 附金の使用について寄附者が検査 を行うこと。

(5)寄 附申込後、寄附者が寄附金の全部又は一部を取 り消すことがで きること。

(6)そ の他学長が教育 ・研究上支障があると認める条件

(寄附の申込み)

第4条 奨励寄附金の申込みは、寄附 申込書(様 式第1号)に よ り、奨励 しようとす る教育 ・研究を行う部局の長

(以下 「部局長」 という。)を 通 じて学長に行うものとする。

(申込みの受諾)

第5条 寄附申込書は部局長が受理 し、適当 と認めたときは、寄附金受入承認申請書(様 式第2号)に 寄附金使途計

画書(様 式第3号)そ の他必要な書類 を添付の上、事務局長を経由して学長に受入れの承認を申請するものとする。

2学 長は内容 を審査 し適当と認めたときは、寄附金受入承認書(様 式第4号)を 部局長へ送付の上、寄附申込者へ

寄附金受入受諾書(様 式第5号)に より通知するものとす る。

(経費への充当)

第6条 奨励寄附金は予算の範囲内において教育 ・研究に必要な経費 に充当するものとする。

2前 項の規定により充当する場合は、その手続は本学の予算の執行手続に準ずるものとする。

(雑則)

第7条 その規程の実施 に関 し必要な事項は、別に定める。
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大阪府立大学受託研究等取扱規程

(趣旨)

第1条 この規則は、大阪府立大学(以 下 「本学」 とい う。)の 各学部及び附属研究所 における研究、試験、試作及

び調査等(以 下 「研究等」 という。)の 受託に関 し必要な事項 を定める。

(受託の基準)

第2条 本学において受託する研究等は、本学の教育研究上有意義であ り、かつ本学の教育研究業務に支障を及ぼさ

ないものでなければならない。

(受託の制限)

第3条 研究等を受託する場合 において、次の条件が付 されているものについては、 これを受け入れることがで きな

いo

(1)研 究等に要する経費(以 下 「受託研究費」 とい う。)に よって取得 した設備等 を返還すること。

(2)研 究等の結果生 じた工業所有権等の権利を委託者に対 し無償で使用させ、又 は譲渡すること。

(3)受 託 した研究等の成果の公表を委託者が行 うこと。

2前 項の規定にかかわらず、研究等 を国、地方公共団体又は法律により設置 された特殊法人か ら受託する場合の条

件は、双方協議のうえ定めることができる。

(委託願)

第4条 委託者は、研究等委託願を作成 し、委託 しようとする学部又は先端科学研究所の長(以 下 「学部長等」 とい

う。)を 経由して学長に提出しなければならない。

(承認)

第5条 学部長等は、前条の委託願を受理 したときは、教授会(先 端科学研究所 にあっては先端科学研究所教授会)

等の意見を聞き、適当と認めたときは、必要な書類を添付 して学長に送付するもの とす る。

2学 長は、前項の文書 を受理 したときは、その内容を審査 し適当と認めたときは、承認する旨を学部長等及び委託

者に通知するものとする。ただ し、委託者に対する通知は学部長等を経由するもの とす る。

(契約手続)

第6条 学部長等は、前条第2項 の通知を受けたときは、契約手続等を行うもの とする。

(受託研究費の納付等)

第7条 委託者は、第5条 第2項 の通知を受けたときは、指定期間内に受託研究費 を納付 しなければならない。

2い ったん納付 した受託研究費は、これを返還 しない。ただし、本学の責に帰すべ き事由により研究等を進めるこ

とができない場合 は、その一部又は全部を払い戻すことがある。

(契約内容等の変更)

第8条 学部長等 は、受託 した研究等の内容 を変更する必要が生 じた ときは、あ らか じめ学長の承認 を得てこれを行

わなければならない。

(研究等の結果報告)

第9条 学長は、受託 した研究等が完了 し又 は研究等の一部若しくは全部 を取消 し若 しくは中止 したときは、速やか

に委託者 に報告 しなければならない。

(実施に関 し必要な事項)

第10条 この規則の実施に関 し必要な事項は、学長が別に定める。
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大阪府立大学フロンティア共同研究規程

(趣旨)

第1条 この規則は、大阪府立大学(以 下 「本学」という。)の 各学部及び先端科学研究所(以 下 「学部等」 という。)

において、国が提供する研究テーマについて民間研究機関、大学、特殊法人、国立試験研究機関等 と共 に産学官の

ポテンシャルを最大限に活用 して進める共同研究(以 下 「フロンティア共同研究」 という。)の 実施 に関し必要 な

事項を定めるもの とする。

(フロンテ ィア共同研究の要件)

第2条 フロンティア共同研究 は、本学の教育研 究上有意義なものであ り、かつ、本来の教育研究業務に支障を及ぼ

さないものでなければならない。

(フロンティア共同研究の申請)

第3条 フロンティア共同研究を申請 しようとする当該 フロンティア共同研究の代表者(以 下 「フロンティア共同研

究代表者」 という。)は 、所定の書面により学長に申請 しなければな らない。

(フロンティア共同研究の決定)

第4条 学長は、前条の申請 を受理 し、 フロンティァ共同研究を実施す ることが適当と認めた ときは、フロンティア

共同研究の受け入れの決定を行うとともに、フロンティア共同研究代表者にその旨を通知するものとする。

2学 長は、前項の規定による受け入れの決定を行う場合は、あらか じめ当該 フロンティア共同研究に係 る学部等の

長の意見 を聴かなければならない。

(契約の締結)

第5条 フロンティア共同研究の実施に当たっては、次の各号に掲げる事項を記載 したフロ ンティア共同研究契約を

締結 しなければならない。

(1)研 究の題 目

(2)研 究の 目的及びその内容

(3)研 究の実施場所

(4)研 究の実施期間

(5)研 究者に関す る事項

(6)経 費の負担に関する事項

(7)研 究成果の取扱いに関する事項

(8)前 各号に掲げるもののほか、フロンティア共同研究に関 し必要な事項

(経費の負担)

第6条 第4条 第1項 の規定によりフロンティア共同研究の受け入れの決定を受 けたフロンティア共同研究代表者が

負担するフロンテ ィア共 同研究に必要な経費(以 下 「研究経費」 という。)は 、その研 究の内容に応 じて、本学と

協議して定めるものとする。

2本 学は、必要に応 じ、研究に要する経費の一部を負担す ることがで きる。

3フ ロンティア共同研究代表者は、前条の契約を締結 したときは、第1項 の研究経費を別に定めるところにより納

付 しなければならない。

4既 納の研究経費は還付 しない。ただ し、第9条 の規定によりフロンティア共同研究 を中止 した ときは、不用 とな

った額の範囲内において、その全部又は一部を還付することがで きる。

(施設 ・設備の供与)

第7条 本学は、その施設 ・設備 をフロンテ ィア共同研究の用に供するものとする。

2本 学は、フロンティア共同研究の遂行上必要があると認めるときは、フロンティア共同研究代表者の所有に係る

設備 を無償で受け入れることがで きる。

3本 学は、フロンティア共同研究代表者が所有する特定の設備 を使用することが必要であ り、かつ、当該設備 を本

学 に搬入することが困難であると認めた場合は、当該設備が所在する施設 において使用することがで きる。

(設備の帰属等)

第8条 研究経費により取得 した設備等は・本学に帰属するものとす る。
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(フロンティア共同研究の中止及び延長)

第9条 学長 は、天災その他の研究遂行上やむを得ない事由があると認める場合は、 フロンティァ共同研究代表者 と

協議の上、当該フロンティア共同研究を中止 し、又は期間を延長することができる。

(研究成果の公表)

第10条 フロンテ ィア共同研究による研究成果の公表の時期及び方法については、学長とフロンティア共同研究代表

者が協議 して定めるものとする。

(特許)

第11条 フロンティア共同研究の結果生 じた発明に係る特許を受ける権利及 び特許権の帰属等 については、学長 とフ

ロンティア共同研究代表者が協議の上、フロンティァ共同研究契約書の定めるところによる。

(準用)

第12条 前条の規定は、実用新案登録を受ける権利及び実用新案権、意匠登録 を受ける権利及び意匠権並びに品種登

録を受ける権利及び品種登録について準用する。

(委任)

第13条 この規則 に定めるもののほか、フロンティア共同研究の実施に関 し必要な事項は、学長が定める。
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大阪府立大学工学部共同研究規程

(趣旨)

第1条 この規程は、大阪府立大学工学部(以 下 「本学部」 という。)と 民間機関等が、本学部の研究室(以 下 「研

究室」 という。)に おいて行 う共同研究に関 し必要な事項を定めるもの とする。

(定義)

第2条 この規程において、次の各号に掲 げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

(1)民 間機関等 商法等に基づ く会社、地方公共団体、民法第34条 に基づ く公益法人等外部の機関をいう。

(2)研 究 員 民間機関等 において、現 に研究業務に従事 してお り、在職の まま共同研究を行うために大阪府立

大学共同研究員の受入れ及 び取扱いに関する規程(昭 和47年 大阪府立大学規則第6号)(以 下 「共同研究員の受

入れ規程」という。)に 基づき受入れた学外研究者をいう。

(3)教 員 等 教授、助教授、講師、助手その他研究活動に従事する職員をいう。

(4)研 究 者 研究員及び共同研究に従事す る本学部の教員等をいう。

(5)共 同 研 究 民間機関等から研 究員及び研究経費を受け入れて、本学部の教員等が 当該民 間機関等の研究員 と

共通の課題について共同 して行 う研究 をいう。

(共同研究の要件)

第3条 共同研究は、本学の教育研究上有意義な ものであ り、かつ、本来の教育研究業務 に支障を及ぼさない もので

なければならない。

(共同研究の申請)

第4条 本学部において共同研究を行おうとする民間機関等の長は、所定の書面により、学部長を経由して学長に申

請 しなければならない。

(共同研究代表者の指名等)

第5条 学部長は、前条の申請を受理 したときは、当該共同研究を行 う研究者のうち1名 を共同研究の代表者(以 下

「共同研究代表者」 という。)と して指名するとともに、共同研究代表者に研究内容等を記載 した書面を提出させ る

ものとする。

(共同研究の承認)

第6条 学部長は、 申請内容及び前条の規定により提出のあった書面を審査 し、教授会の意見 を聞き、共同研究をす

ることが適当であると認めたときは、必要な書類 を添付 して学長に送付するものとする。

2学 長は、前項の文書を受理 したときは、その内容 を審査 し適当と認めたときは、承認する旨を学部長及 び民間機

関等の長に通知するもの とする。ただし、民間機関等の長に対す る通知 は学部長を経由するもの とする。

(契約の締結)

第7条 共同研究の実施 に当たっては、次の各号に掲 げる事項 を記載 した共同研究契約 を締結 しなければならない。

(1)研 究の題 目

(2)研 究の 目的及び内容

(3)研 究の実施場所

(4)研 究の実施期間

(5)研 究者に関する事項

(6)経 費の負担に関する事項

(7)研 究成果の取扱いに関する事項

(8)前 各号の掲げるもののほか、共同研究に関 し必要な事項

(経費の負担)

第8条 第6条 の規定により共同研究の受け入れの決定を受けた民間機関等(以 下 「共同研究者」 という。)が 、負

担する共同研究に必要な経費(以 下 「研究経費」 という。)は 次の表の とお りとする。
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区 分 金 額

直接研究に要する経費 本学と共同研究者が協議して定める金額

その他研究に要する経費 直接研究に要する経費に定率を乗じて得た金額

2共 同研究者は、前条の契約を締結 したときは、前項の研究経費を別に定めるところにより納付 しなければならな

い 。

3本 学 は、第1項 のその他研究に要する経費を光熱水費等管理的経費に充当するものとす る。

4本 学は、必要に応 じ、直接研究に要する経費の一部を負担することができる。

5既 納の研究経費 は還付 しない。ただ し、第11条 の規定により共同研究を中止 したときは、不用 となった額の範囲

内において、その全部又は一部を還付することがで きる。

(施設 ・設備の供与)

第9条 本学部は、その施設 ・設備を共同研究の用に供するもの とする。

(設備の帰属等)

第10条 研究経費により取得 した設備等は、本学に帰属するもの とす る。

2学 長は、共同研究の遂行上必要な範囲内で、共同研究者の施設又は設備を無償で利用 し、又 は本学部に受け入れ

て共同研究を行わせ ることがで きる。

(共同研究の中止及び延長)

第11条 学長は、天災その他研究遂行上やむを得 ない事由があると認める場合は、共同研究者 と協議の上、当該共同

研究を中止し、又は期間を延長することができる。

(共同研究の完了)

第12条 共同研究代表者は、共同研究が完了 した ときは、学部長を経由して学長に報告 しなければな らない。

2学 長は、前項の規定により共同研究の完了の報告を受 けたときは、速やかに民間機関等の長に報告 しなければな

らない。

(研究成果の公表)

第13条 共同研究による研究成果は、原則として公表するものとし、公表の時期及び方法等は、学長と共同研究者が

協議 して定めるものとする。

(特許)

第14条 共同研究の結果生 じた発明に係る特許を受ける権利及び特許権の帰属等については、共同研究契約書及び大

阪府立大学発明規程(平 成4年 大阪府立大学規則第8号)の 定めるところによる。

(準用)

第15条 前条の規定は、実用新案登録を受ける権利及び実用新案権、意匠登録 を受ける権利及び意匠権並びに品種登

録 を受ける権利及び品種登録について準用する。

(委任)

第16条 この規程に定めるもののほか、共同研究の実施に関 し必要な事項は別に定める。

附 則

(施行期 日)

この規程 は、平成9年6月27日 から実施する。
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大阪府立大学共同研究員の受入れ及び取扱いに関する規程

(趣旨)

第1条 この規則 は、本学において共同研究(先 端科学研究所の生物資源開発センターにおいて行う共同研究を除 く。

以下同じ。)を しようとする者の受入れ及びその取扱いについての必要な事項を定めるものとする。

(定義)

第2条 この規則 において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

(1)共 同 研 究 本学教員が、学外研究者 と本学において、専門知識を提供 しあって行う研究をいう。

(2)共 同研 究員 共同研究 に参加する学外研究者をいう。

(3)部 局 長 各学部、先端科学研究所及び総合情報センターの長 をいう。

(受入基準)

第3条 共同研究は、本学の教育研究上有意義なものでなければならない。

(手続)

第4条 共同研究 をしようとする本学教員は、その所属する部局長を経由 して学長に共同研究申請書(別 記様式)を

提出 しなければな らない。

2部 局長は、前項の申請書を学長に送付す るときには、副申書を添えるものとする。

3学 長は、第1項 の申請を適当と認めたときには、承認する旨を部局長を経由 して申請者に通知するものとする。

(施設 ・設備等の利用)

第5条 共同研究員は、共同研究に必要 な範囲内で本学の施設 ・設備等(先 端科学研究所の生物資源開発セ ンターの

施設 ・設備等 を除 く。)を 利用す ることができる。

(客員教授)

第6条 共同研究員のうち、本学教授に準ずる資格を有する者を客員教授 とすることがある。

2部 局長は、前項の基準に該当する者があるときには、教授会(先 端科学研究所にあっては先端科学研究所教授会、

総合情報センターにあっては総合情報センター管理委員会)又 はこれに代わるべ き会議の議を経て学長に推薦する

ものとする。

3学 長は、前項の推薦があったときには、評議会の議を経て客員教授の名称を付与する。

(その他必要な事項)

第7条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は学長が定める。
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大阪府立大学研修員規程

(趣旨)

第1条 本学 における研修員の取扱いについては、この規則の定めるところによる。

(定義)

第2条 この規則において、次の各号 に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

(1)研 修員 大学その他の団体か ら研究のため本学に派遣された者 をいう。

(2)部 局 各学部、先端科学研究所及び総合情報センターをいう。

(3)部 局長 前号に規定する部局の長をいう。

(研修願)

第3条 研修員を派遣 しようとす るものは、研修願(様 式第1号)に 研修員として派遣 しようとす る者の最終学校の

卒業証明書、履歴書(様 式第2号)、 国公立病院の作成 した健康診断書その他必要な書類 を添付 して研修を希望す

る部局の部局長を経て学長に提 出しなければならない。

2研 修願の提出は、研修の許可 を受けようとする1月 前までにしなければならない。

(選考)

第4条 学長は、前条の願い出を受理 した部局の教育及び研究に支障のない範囲 において、学部においては教授会、

先端科学研究所 においては先端科学研究所教授会、総合情報セ ンターにおいては総合情報セ ンター管理委員会の選

考に基づ き研修 を許可する。

(研修期間)

第5条 研修期間は1年 以内とす る。ただし、必要があると認めたときは、 これを延長することがある。

2研 修期間の延長の許可を受けようとするものは、研修継続願(様 式第3号)を 期間満了1月 前 までに当該部局の

部局長を経て学長に提出しなければならない。

(助言 ・指導教員)

第6条 研修員を受け入れた部局の部局長は、研修員の希望 を考慮 し、指導又は助言すべ き教員 を指定する。

(研修料)

第7条 研修料の額及び納付方法は、大阪府大学条例(昭 和24年 大阪府条例第18号 。以下 「条例」 という。)第8条

及 び大阪府大学条例施行規則(昭 和25年 大阪府規則第69号 。以下 「規則」 という。)第18条 の定めるところによる。

2既 納の研修料 は、条例第12条 本文の定めるところにより、還付 しない。ただし、特別の理由があると認め られる

ものについては、同条ただ し書の定めるところにより、その全部又は一部を還付することがある。

(研修料の免除)

第8条 特別の理由があると認め られるものについては、条例第13条 、規則第20条 第1項 及び大学の授業料等の減額

又は免除に関する規程(昭 和40年 大阪府訓令第11号)第4条 の定めるところにより、研修料は免除することがある。

2研 修料の免除を受けようとす るものは、研修料免除申請書(様 式第4号)を 研修願の提 出の際に併せて学長を経

て知事 に提出しなけ らばならない。

(遵守事項)

第9条 研修員は、本学の規則 を守 らなければならない。

(研修許可の取消し)

第10条 学長は・研修員がこの規則に違反し・又は病気その他の事由により研修 を継続することができないと認める

ときは、部局長の申出に基づき研修の許可を取 り消すことができる。

(委任)

第11条 この規則 に定めるもののほか・研修員の取扱いに関し必要な事項は、学長又は学長の承認を経て部局長が定

める。
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